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1　なぜこの研究をとりあげたか
　国語教育研究室では，昭和28年来小学生の言藷能力の発達に関する調査研究
を実施してきたが，それが終了したので，続いて申学生の言語能力の概観調査
を行ない，昭和39年度から，中学生の漢字習得に関する研究に着手することに
なった。それはここ数年来，学生・生徒・児童の漢字力の低下ということが，
教育上の問題の一つとしてとりあげられており，小・申・高生の漢宇の読み誤
り，書き誤りを始め，大学生の漢宇の誤用が関係者によって報告。紹介される
たびに，その実態と原鶴をたしかめておく必要渉痛感されたからである。
　現在は，漢字の学習負担の軽減という立場をも考慮した当用漢字表の制定
（昭和21年11月）からすでに20年も経ており，当用漢字による漢字教育，文字
生活も一応の普及徹底をみているはずである。このあたりで義務教育期聞中に
当用漢字を読み書きするカがどのくらい身についたかを，調査しておくべきで
はないであろうか。
　昨今，漢字力の低下を，当用漢字表制定などの一連の国語施策と関係づけて．
論じられることがある。漢字の学習負担への配慮は，i凋治40年（義務教育が6
年になる）から昭和20年まで，義務教育6年問で学ぶ漢字数を約1300字にとど
めていた。戦後，義務教育の年限が9か年に延長し，期聞中に学習する漢宇の
数も当用漢字を対象とするということでふえているが，読み書きともに習得す
ることを要請されている字数は，教育漢宇（正しくは当用漢字別表の漢字。い
わゆる義務教育用漢宇である教育漢宇のことで，便宜上，以下，この呼び方を
駕いる。なお，別表外当用漢掌も，教育漢字外当用漢字と呼ぶことにした）881
宇である。書くことを要求されている教育漢字が881宇に減少したために，書
けない字がふえ，誤字誤規が多いとなげかれている反面，戦前の漢字を書く調
査（昭秘0年，東京市の小学校6年生〈高等1年生を含む〉を対象に，小学校
の学習漢掌1356字についての岡崎常太郎氏の調査。資料編参照）と，小学校6
年卒業生対象の教育漢字を書く調査（昭和34年，国立国語研究所調査。）と比、
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べて，学習した文宇数に対する成績（平均書字数）は，むしろよいという現象
もある。
　いっぽう，小学6年生に実施した教育漢字全数の読みの成績は平均正答率が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うつわ相当高いのに，大学卒業生の就職試験でも誤読が多い（例一人材の意味の器を
　　　　　　みウゼイ「キ」，選挙の遊説を「ユウセツ」など），意昧用法に即した正しい読みかたがで
きない，昔はもっと読むカが高かったなどと，なげく関係者もいるのである。
　昔はルビの使用が影響してか，現在よりも初見の文宇を読むことができ，ま
た，誤読が修正されやすい利点があるという入がある。戦前の高山調査のほと
んどが書くことを中心に行なわれたのも，それとの関連があるものと思われる。
　元来，定着しにくい書くことに，ルビなしによって生ずる読みの問題が加わ
ったので，漢字力低下の印象が強くなったのではなかろうか。
　このように考えると，当用漢字の全数，それも音訓をつくしての読みの調査
を実施して，その実態を把握しておく必要が感じられるのである。
　中学生の漢宇の力を見る揚合，いろいろな見かたができるが，ここでは，卒
業時に到達した習得状況とともに，その習得過程をも見ようとした。
　義務教育段階を二二としたのは，国民の文字力ということを考えるとき，義
務教育終了段階が一応の目安となること，また，現在多くの人々が読む一般代
蓑的なものとして新聞が考えられるが，その新聞が，「義務教育を終えて2－
3年二会生活を送った入に理解してもらえる」ことを呂安としていることなど
から，中学生を対象としてとりあげ，義務教育段曙における漢字習得について
詳しく調べておこうとしたのである。
豆　この研究の組織
1．調査の眠的
中学生が義務教育課程を終了するまでに，どれくらいの漢宇をどのようにし
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て習得するか，漢字の習得状況を，中学3年間にわたって，量的，質的に追跡
調査し，中学生の漢字習得の可能な量，習得漢字の宇種，習得上の問題点，習
得過程，習得要因などを追究して国語教育および国語問題に晒そうとするもの
である。
　上の貝的のもとに，調査項目として次のことを考えた。
2。調査項目
（1）義務教育終了までに読み書きできる漢字の習得量。
②　読み書きできる漢宇，読み書きに抵抗のある漢宇はどのような漢宇か，習
　得漢字・未習得漢字の字種および質。
③　漢字習得上の問題点は何か，およびその解明。
（4）漢字習得の諸要因についての調査。
⑤　中学生の漢掌学習指導の実態の把握。
　上の目的，調査項員のために，調査の規模・内容などを次のように企画し
た。
3，調査の規模・内容・方法
（1）当用漢宇の全数にわたって，その習得状況を詳しく調べる。1850宇の読み
　書きの力を調べ，なお，漢字習得量の可能な量，習得経路等を推測するため
　に，表外掌についても調べてみる。
（2）音謁こわたって，読みの習得状況を調べる。当用漢字音訓表による全音訓
　（3122音訓）について，その読みの力を調べる。
（3）漢字の習得状況，習得の過程・要因・問題点を追究するために，申学3年
　問にわたり，継続して調査する。
　ある一定時の調査では，その時点での漢字力・；習得状況を知ることはできる
　が，習得の過程についてはわからない。同一の被調査者について，くり返し
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　調査する継続調査の方法をとる。
（4）継続調査・全数調査をたてまえとしたので，その量的負担を考え，調査方
　法として消却方式をとる。入学時に全数調査を行ない，正しく読み書きでき
　た漢字がその後の調査でも回しく読み書きでき，習得が安定したと認められ
　た場合は，調査の対象文宇からはずして，新しく表外宇をさし加え，調査の
　1負担量の過：重をふせぐ。
㈲　油点の漢字を，時間的にも継続して，詳しく調査を進めるため，被調査者
　の数のほうを限定する。
　当用漢字全数（表外字を含む）を，音訓にわたり，継続調査をするために，
　被調査者を少数の特定生徒（8名）にしぼり，事例調査の形式をかりて，研
　究をすすめる。
（6）特定事例生徒の当用影面の全数調査の補いとして，当該学年の中学生集団
　に，：事例調査による結果から得た問題を中心とした漢訳テストー漢字習得
　上の問題点解明のためのテストを実施する。
　　少数特定質入の調査結果のかたよりを排除し，結果の普遍性・信頼性，問
　題点の所在のたしかめ，問題解決の手がかりを得るために，全数調査結果か
　ら得た問題を中心に構成した漢字テストを，同学年の中学生の集団（約500
　名）に対して実施し，全数調査結果の検証，次の調査のための修正資料を得
　る。
（7＞漢訳習得の諸要因を追究するために，習得の要因調査をし，資料の収集・
　整備をはかる。
　　漢字習得要因として，いろいろの因乎カミあるが，習得者としての生徒，習
　得の中心的媒体としての教科書，習得を可能にするために，学習を計画的，
　系統的に進める指導の三つの側面を考え，それぞれ調査の対象としてとりあ
　げる。
（7－1）生徒の側の調査および，要因資料を収集・整備する。
　　漢字習得とかかわりのある生徒の側の諸因子一知能・性格・国語学力・
　学カー般・読書力・作文・マスコミ・マスメディア接近状況等について，検
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査・調査（学校側のものも含む）し，資料をととのえる。
（7－2）教材の面からの資料を調査整理する。小学校の国語教科書，中学校の
各教科の各使用教科書の漢字出現状況を詳しく調べる。
（7－3）指導面についての情報の把握
　　調査実施校に対する指導面の希望や指示は全く行なわず，学校の自主的な
　指導方針によって，学習指導が進められたので，学校の国語主任で，8人の
　生徒の担任の國語教師の指導詑録，指導についての情報を得て，学校におけ
　る3年間の学習指導経過を明らかにする。
（8）中学生の漢掌習得に関するこの調査を機会に，中学校全般にわたる細細学
　習指導の実態を調査する。
　　小学校と比べると，従来あまり明らかにされていない申学生の漢字学習指
　導についての質問紙調査を全国的規模で実施し，指導の実態を把握しておく。、
（9）なお，漢字習得に関する実態調査の文献についても，収集を心がけた。
　　整理すると次のようになる。
（主調査）
（補充・撮
記調査）
　　　　　　中学生の漢字習得に関する砺究
　　く調査名〉　　　　　〈調査対象〉　　　　　　〈調査事項〉
当用漢字全数読み書き　8人の事例生徒　　1850字（3122音訓）の読み書
調査（蓑外字を含む）　　　　　　　　　き（表外字1018字の読み）
漢字習得1生徒調査　　　　〃　　　　知能・性格・学力・読書・作文
要照調査　　　　　　　　　　　　　　　　雷語環境等
　　　　2教科翻査高議用謙蒲隠語｝織出瑳
　　　　3　学習搬導の　生徒の中学校3年間における国語学習握導の実
　　　　　実際　　　　際
：事例調査の結果を検乱す
るための漢字テスト
漢字習得上の問題解明の
7めのテスト
（特別調査）中学校の漢字学習指醇の
　　　　　実態に関する調査
8人の事例生徒と
岡学年の申学生集?
A青森・千葉。神
　奈川3県の全公
立中学校教師
8入の調査結果，読み書き
の上で問題となった漢字お
よび習得上の問題点の解萌
を試みた漢字の諸テスト
漢字学習指導の方法
　　　〃　　の内容
漢字学習に關連するその催、
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B全国40都道府県　の揚導，学習摺導に対する
　の選出教師　　　意見等
4．調査の実施
昭和39年4月から昭諏43年にかけて，次の諸調査を実施した。
当用漢心全数読み書き調査　39年4月～4241　3月く年間2回，通算6園）
漢字習得上の問題点解明のためのテスト　39年～42年3月（年間1癬）
漢字習得要因調査
　生徒調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　期問中各項目について随時
　学習指導についての情報・記録　　　　　　情報　期間中随蒔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録　42年卒業後
　教科書調査　　　　　　　　　　　　　　　42年～43年
中学校の漢宇学習指導の実態に関する質問紙調査
　　　　　　　　　　　　　　　配布から回収まで4三年12月～42年2月．
5．調査の対象
ω　当用漢宰幽幽読み書き調査
　　事例調査校　　東京都北区　区立稲付中学校
　　生徒8人（男子4入，女子4入）
　　平均的中学生の漢字力をみるということで，知能・国語学力・一般学力な
　どに，上下のかたよりがないもの（中間クラス），3年間移動の予測されない
　ものという条件のもとに学校側に人選を依頼。学校側では，さらに学区内の
　出身小学校のバランス，本人や家庭での調査協力の承認を得るなどの配慮の
　上，生徒を選嵐し，調査を順調に進めることができるように，学級編成その
　他，3年間にわたる種々の協力を得た。
　　男子　1　　女子　3　　同一小学校出身
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　　男子　3　　女子　1　　re　一一小学校出身
　　男子　4　　女子　4　　　　　〃
　　男子2，女子2　各，異なる小学校出身
　　（8人5小学校出身）
く2）漢字：習得上の問題解明のためのテスト
　　　　　集団調査の実施協力校
1年　東京
2年　　〃
ノノ
tt
3年　東京
稲付中学校
稲付中学校
四谷第二中学校
砂町中学校
1年生
2年生
　！ノ
tt
〃　　教育大附属中学校　〃
〃　　武蔵野第三中学校　〃
　　　　　　　　　　　　3年生
tt　’gl一　｝III　Fi　rv；　i＝　IQ［　tl
大阪　　　　　　　　　　　〃
it
tl
名古屋
ノノ
稲付中学校
文海中学校
箕面第一中学校
箕面第二中学校
と　ど　ろ　み
止々呂美中学校
前津中学校
南陽中学校
fi
lt
tl
tt
7学級分348人
2学級分　85入
tl
??
　tl
　ノノ
5校　計365人
2学級分　83入
　lt
　ノノ
??
???
　ノ！
7校
79入
76入
82人
43入
70人
91入
80人
15入
82入
76人
計497入
　2年生では事例調査の生徒の出身校稲付甲学校，および東京内で，教育的環境の整
っているところ，地域的に教育的環境の不備なところなど，生徒の漢字力が幅広くわ
かるように学校を選び，各学校の2年生の2学級分の生徒を調査した。　（武蔵野第三
中学は，学校側の事情により1学級分）
　3年生では，調査が従来，東京甲心に行なわれたので，訓読み等における地域性と
の闘係もみようとして，関醤・甲京方面にわ7って調査し7。3年でも，同じ地域で
教育的環境の整っているところ，環境不備なところなど，生徒の漢字力の実態が幅広
くわかるように学校を選んだ。
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　なお，学校の選定にあたっては，調査のH的，調査校の条件などをあげて，各教育
委員会に依頼し，その推薦を得た。
　　　　　　　　　　　6．調査の協力者
調査の実施協力学校　東窟都富盛中学校　校長　伊東　甚吾（39年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷　重幸（40年以降）
　　　　　　　　　　　　　　　　　国語主任　吉村　安夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（校　長）　（国語主任）
　調査の実施校（2年）東京都四谷第二中学校　　冨照　義雄　久保田吉彦
　　　　　　　　　　　　〃　砂町中学校　　　　山本　寛太　新井　　章
　　　　　　　　　　　　〃教育大学附属中学校　鈴木　　清　長谷川敏正
　　　　　　　　　　　　〃　武蔵野第三中学校　中歯　幸三　久保濁勝蔵
　　　　　　　（3年）東京　文海中学校　　　　中沢　政雄
　　　　　　　　　　　大阪　箕面第一中学校　　田中　静夫
　　　　　　　　　　　　〃　　〃　第二中学校　下野　寅雄
　　　　　　　　　　　　〃　止々呂美中学校　　川上　龍雄
　　　　　　　　　　　名古麗　前津中学校　　　中村　義高
　　　　　　　　　　　　〃　　南陽中学校　　　篠辺　　広
実施各校の推薦および実施の推進にあたり，
　協力学校推薦　当時　東京北区教育委員会指導主事　相川　正志
　　　　　　　　　大阪府教育委員会指導部第二課長　中点　　肇
　　　　　　　　　　〃　　〃　　指導主事　　　　　碑申　昭次
　　　　　　　　　　〃　　〃　　　〃　　　　　　　松山三郎左衛門
　　　　　　　　　愛知県教育委員会学校教育課長　　永量　省三
　　　　　　　　　　〃　　〃　　指導主事　　　　　市州　光雄
　　　　　　　　　名古屋市〃　　　　〃　　　　　　田中喜一郎
　以上のかたがたには，この調査をすすめる上で，種々ご高配・ご協力をい
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ただいた。
　また，漢字学習指導の実態に関する調査では，各教育委員会・国語教育研究
会・中学校・先生がたのご協力を得た。別に記してあるが，あわせて謝意を表
したい。なお，詑名は省略したが，i目小学校国語教科書，表外字調査資料，そ
の他文献資料などを借覧させていただいたかたがたにもお礼を申しあげる。
III結果のあらまし
調査対象文宇を当用漢字全数にわたり（表外字も含む），しかも読み書きと
もに調べる，読みでは音訓をつくして調べる，同一一生徒を3年問継続して調べ
る，習得要撃調査も併用する，主調査の補いとして集団による調査も実施する
などに，本調査の新しい研究としての性格があるが，その結果，どのようなこ
とが新しくわかったか，また，どのようなところに問題があったかなどについ
て，概要を記しておこう。
詳綱は各章にゆずり，大要だけを列記すると，
（1）各回について当用漢字の全数調査を実施したので，義務教育終了時の1人
　あたりの習得漢字数の大体の見当がついた。なお，閥時に実施した表外字の
　読みの調査結果から，表外字の読める字種や字数の大体について推定するめ
　どがついた。
（2）当用漢宇表内の全音訓について，その読みを調べたので，当用漢字を読む
　能力ぶ，特定の音または訓の読みだけでなく，表内の全音詞にわたって，い
　っそう詳しくとらえることができた。
（3）同一生徒について継続調査を実施したので，1度だけの調査結果からでは
　知ることのできない，翌駆上の問題の所在を知ることができた。
（4）漢字の読み書きの実態調査だけでなく，：習得の要因調査も併用したので，
　読み書きの調査結果をより動的にみることができた。
㈲　教育漢字の読み　それが日常的，一・・一般的に多用される読みかたではよく読
　めるようになり，中学校卒業までに文字としては881字全数が読めるが，現
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　行の当用漢字音翻表で認められている音調のすべてを尽くしては読めない。
　使用度の少ないほうの音訓をはじめ，低・中学年用の配当漢字にも読めない
　音訓があって，最後まで読めないで終る。
　　文字中心に，主要な読みかたでは読めることとみるか，その文宇の音謂を
　つくして読めることとみるかによって，教育漢字の読みの到嘉事が異なり，
　中学生段階での読みの習得度の見かたも二様になるという問題が添された。
〈6）教育漢字の書きについては，要請どおり義務教育終了段階までに，そのす
　べてを書けるまでには到達できない。臼常性の強い文字は書けるが，中学生
　の生活にはあまり親近性のないものは書けない。しかも，書くべき文字を認
　識しながら，正しい宇形をとり得ないために誤り，正答の数を減じていると
　いう実態のあることがわかった。
〈7）教育漢字外位用事宇の読みについては，当時の学習指導要領のもと，ま
　た，国語教科書で，全漢字（文字・音訓とも）を新出漢字としては提出し難
　い状況（このため，巻末付録等を利需しての漢字表が配慮されている）であ
　るため，文字としても読めないものを残している。各教科書で未提出，一般
　に使用度の低い文宇は読めない。また，教育漢掌でさえそうであったよう
　に，音訓という観点からでは，読めないものがいっそう多くあるという実態
　が示された。
　　なお，小学校で学習ずみとなる教育漢字についても，読みに抵抗のあった
　ような音訓のすべてを，中学校の使用国語教科書で提出しきれない。また，
　教育漢字外当用漢字では，使用の全教科書にわたっても，未使用の文字（音
　訓）があるという現実の問題が認められた。しかし，未提出でも読めている
　ものもあり，中学生の漢意習得の経路について知ることができた。
（8）教育血膿外当網漢字の書きについては，当時の学習指導要領では書くこと
　までは要求されていないにもかかわらず，中学生活に密着した，使用度の高
　いものの中には，書ける漢字として定着性の高いものがあるということがわ
　かった。
（9）当用漢字外のいわゆる表外字は，直援，学習指導の対象とはならないが，
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　固有名詞（地名・人名）や伝統的な文字表記として現存しているため，教科
　の学習や生徒をとりまく種々のマスメディアを通して，正しく読めるものが
　相当量あるという現象が示された。
　　また，表外字の読みの調査を通して，漢字習得の経路についてその大体を
　察知することができた。
㈹　読みについて，音訓という観点からすると，それが学習上重要視されるも
　の，一般に使用度の高いもの，関心興味の深いもの，印象の強いものなどは
　よく読めるが，H常生活で使用されなくなってきつつある語など（反現代語
　的な和語，文章語，漢語表現的なものなど）では読めない。義務教育終了段
　階では，漢字の読みは，音訓という観点からすると，相当アンバランスなか
　たちで習得されていることがわかった。
㈹　読み書き両方について調べたために，読み書きできる文字にはどういうも
　のがあるか，どれくらいあるかなど，爾者の関係，字種等について，その大
　体を知ることができた。
㈱　同じ漢字について，同一の生徒にくり返し調査した結果，文字習得の過程
　で，学習指導，その他の刺激を受けて，一度正しく読み書きできても，時間
　の経過その他によって，忘却，知覚あいまいなどにより，再び正答できな
　い，しかも，習得が完了したと認めたあとでも，こうした習得上のゆれ現象
　があること，中学生になってもそれがあることが確かめられた。
㈱　上のことから，累積の成績と習得完了の成績に差があること，さらに習得
　上のゆれ現象があること，読みにおける音訓の習得のアンバランス，提出語
　による正答の違いなどから，羅宇習得の過程，習得の構造がわかった。
㈲　3年聞にわたる誤答反応の分析から，；習得にいたる誤答の性格・特徴・種
　類，あるいは，読み書き調査の反応結果からめ書字の習得の類型をさぐるな
　ど，誤答現象の面から，習得との関係を知ることができた。
㈲　広く生徒の使用教科書の漢字出現状況を調査したために，中学生の漢字の
　読みの力は，国語教科書を中心とした漢字や語句の指導（読解指導）によっ
　て培われることはもちろんであるカミ，国語科以外の他教科の学習を通して
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　も，かなり得られるものであることが推察できた。
㈲　生徒の直接指導担当教師による3年間の国語学習の大体が，教師の記録や
　報告によってわかるので，どのような国語学習指導のもとに，調査の結果が
　生じたかが逸せられる。また，調査校として，特に行きすぎた漢字学習は行
　なわれず，一般に行なわれている，あるべき漢字学習指導の状況下であった
　ことがわかる。
㈲　8人の知能・学力・学習状況など，墨入的な要因資料を整えておいたの
　で，同一の教材（教科書等）を，同一の教師によって学習指導されたという
　共通の条件下でも，習得蚤，習得の型など，個人差を生じるという，文字習
　得における静的要霞についても見ることができた。
㈹　習得とかかわりがあると思われる，知能・学力・読書力等の諸要因と漢字
　習得との関係がほぼ推察された。
㈲　事例調査の生徒と同学年の中学生の集団に対しても，事例調査における習
　得上の問題点についてのテストを行なってきたために，事例調査の結果や習
　三界の問題点が，特定生徒にかたよってあるものでなく，総体的に共通性の
　あるものであることが確められた。
鋤　習得上の問題点として考えられるいくつかの点について，集団による調査
　で確かめたために，問題点の所在，解釈，今後考慮すべきことなどの見当が
　ついた。
鋤　なお，この調査の一環として行なった中学校の漢字学習指導の実態に関す
　る調査によって，当時の中学校における漢字学習指導が，実際にはどのよう
　に行なわれているかがわかった。
㈲　資料として，1　中学校の教科書における漢字の出現状況に関する研究，
　ff教科書の漢字出現状況一覧表（教育漢字外当用漢学），皿当用漢字全
　数調査問題提出語形一覧（教育漢字・教育漢字外当用漢宇），IV　漢字習得に
　関する実態調査の文献を添えた。1・IIIは各教科書における漢字の出現状況
　調査の方法や対成績との関係がわかり，また，各教科での使用状況が語句に
　即して一覧できるように，HΣは，調査の結果が，どのような問題，引回語に
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　よって生じたかがわかり，利用できるように，IVは，諸文献の中から，本調
　査に関係，参考になるものという立場からとりあげたものである。
　以上が結果のあらましである。
　なお，報告書の組み立て，編集にあたっては，習得の実態に関する研究と習
得要因に関する研究に大別し，さらに，資料性の豊かなものは資料編に納める
などして，大きく連関をとりながらも，各自担当の部面の独立性はなるべく生
かすように位置づけた。したがって習得の実態と要因との関係についての考察
や記述も，担当部面でそれぞれに扱ったことを中心とし，薪たに章を設けて，
両者の関係について全体的に考察，論究することはさけた。また，沖学校の
激科書における漢字の韻現状況」の研究は，本来は習得要因に関する研究であ
るが，教科書漢字出現一覧表と躍層させたものでもあり，利用上の便をも考え
て，まとめて，資料編に位置づけた。この調査結果にもとづいて，教科書の漢
字提出の習得要因としての考察は随所でとりあげられている。
　最後に，この調査結果は，当時の教育課程において学習指導が進められた時
点でのものであり，この調査が報告されるころには，早しい学習指導要領に準
じた，小学校の漢字学習指導が開始されるから，習得の実態も次第に向上する
と思われる。その意味で，この調査の時期的な憲義について問われる点もあろ
うが，数量上のことはともかく漢宇習得上の本質的な問題としてみられたこと
については，今後も引き続き検討すべきものをもっていると澹えられる。
　また，将来，小。中学校の新学習指導要領による漢字の学習指導がじゅうぶ
ん行なわれた段階での漢字習得状況の比較参考資料として利駕していただけた
らと願っている。
　なお，この漢字習得に関する研究は，三州39年から始められており，国立国
語研＝究所年報16・17・18・19・20（昭廊39年度～43年度）に，年次ごとの調査
の中間報皆がされている。　　　　　　　　　　　　　　　　　（芦沢　節）
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第1章　当用漢字習得調査の方法と結果の概観
1　当用漢字全数読み書き調査の方法
　中学生の漢字習得の実態を調べるために，諸調査を企画実施したが，当用漢
字の習得状況は当用漢字罪数読み書き調査によってみることにした。
　A　心用漢字全数読み書き調査の方法
　当用漢字全数読み書き調査の具体的方法は次のようである。
　当用漢字全数読み書き調査（付表外字の読み）　年間　2回
　当用漢字1850字を当用漢字音調表で認められている音調すべてにわたって剛
胆する。
　従来の漢字調査方法では，当用漢字（教育漢字）を調査する場合，どちらか
の音か訓で問題を作るが，この調査では，当用漢字音訓表で認められている音
講ますべて調査の対象とした。したがって1850字3122音訓について調べること
になる。
　まず，入学の蒔，当用漢字の全数1850字（3122寄寄IDを調査し，それを年間
2回ずつ（各学年の1学期と3学期末）くり返し行なって，3年聞継続する。
岡一の生徒にくり返して調査するので，正しく読み書きすることが定着したか
どうか，すなわち習得が完了したか否かを確かめることができる。定着が認め
られた場合は，その文字を調査対象からはずして，薪たに，衰外宇を加えてい
く方法をとった。
1．調査方法と問題作成
（1｝漢宇習得と調査方法
　調査方法・調査の問題作成について述べる場合，この調査で，漢字習得とい
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うことをどのように考え，調査方法にとり入れたかを明らかにしておく必要が
ある。
　「習得」についての考察はあとに譲るが，漢宇の習得といった場合，学習し
たその文字や語形を忘れることなく覚え，必要に応じて読み書きできるという
段階から，さらに，その文話の性質・機能を知って，その文掌の一般化や応用
化ができる，その文宇を食む未習の語句も類推して読み書きできるなど，年齢
や能力や経験などによって，習得といわれるものの内容に段階や程度があるも
のと思われる。したがって漢字習得のための調査をする場合，厳密には，問題
作成の上で，一つの：文字について，いろいろな形で調べなければならず，現に，
提出語形によって反応に異同が生ずる場合もある。しかし，血温の漢宇調査を
実施する際に，1文学について幾種類もの語形で調べる煩は全数調査そのもの
を困難にする危険性がある。そこで，新出漢字として学習途上にある中学生に
対しては，学習した文字が誤まられたり，忘れられたりすることなく，正しく
読み書きできた状態をもって習得とみなすこと，提出語形は，なるべく中学生
にとって無理のない，親近性のあるものを対象とすることに努めた（文字によ
っては，1語だけでなく，2～3語にわたって調べる）。：習得の条件をこのよ
うに限定したが，読みの場合は，一つの文字を音痴にわたって調べたこと，継
続調査によって，習得の時闘的確度を調べたことにより，習得調査として，よ
り実態に近いものが把握できたと思われる。ここでいう文字の習得とは，以上
のような条件下でのことである。
く2）調査方法と問題
〈読み）　当用漢字の全音訓にわたる。
カードによる1対1方式（個人調査）
問懸例
　　　i　　　　　　　教育漢字「通」（1音2訓の文字　ツウ／とおる　か
　　　i　交通　通　i　　　　　　　よう）音訓をつくして問題を出すので，左図のよう
　　　i通る　通う　　　…　　　　　　に見出しの漢字のほか，その文字の音と訓が出るよ
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うな語形をあらかじめカードに記入しておいて，それを読ませ，反応集計表に
反応を詳しく記入する。
（調査法としていろいろの方法が鳶えられるが，小学6年生〈卒業ま近の児、
童〉にプリテストをしてみた結果，上寵の方法が，音・調の反応が嵐やすい。
ペーパーテスト〈読みの認入かなづけ〉より，調査者にとって，漢字習得の度
合いが判断しやすい一1対1方式なので，正しい読みの反応ぶり，1度で正
しくすみやかに読める，読み渋りがある，誤りと気づいて訂正する，など，ペ
ーパーテストの結果だけでは知ることのできない反応の程度・過程もみられる
一テストの所要時問が早いなどの利点がある。）
（轡き）
　読みでは，全音訓を調べたが，書きでは，原則として生徒に親近性のある読
み方のものをとり，問題があるもの，どちらともいえないものなどは，両方調
べる。
　問題用紙に記入させる集団調査形式。
　文掌の意隊がはっきりとわかりやすいような文脈や語句を示して，屠的の文
墨を記入させる。
　問題例　「通」
　　　つう　　　　　　　　　　　　　　　　　　とさミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かよ
　「交〔通〕」または，「道を〔通〕る」で問題を嵐して，〔通〕うという語形では嵐
さない。
　　など　　　　　　　　　　　　　　　　れ　
　〔〕をあける。　西〔〕1965年。　など。
　第1回調査での　　　教育漢字　　　　　　　　16枚
　テス　ト用牽氏　　　　　　　　　教育漢字外当用漢字　　　　　 22枚
（3｝結果の整理
　調査の結：果は文津別の個人用整理カードおよび文宇別の調査漢字整理表（＆
人共通）に，整理記入する。
　その際，正答，誤答，無答の別を開託し，誤答は，その誤りをそのまま記入
しておく。
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　読みの場合は，1対1方式のたあ四丁の結果のみでなく1反応の過程や度合
いも見ることができ，正答でも，◎（すみやかに確答）と，○（渋っての正答，
自信のない正答。誤答したが自分で気づいて訂正する）の∫二種類に分けた。
　書きでは，判定者が，明らかにその字として判断できれば，いわゆる点画の
長短，：方向，とめるかはねるか，つけるかはなすかなどについて，あまり，些
末な点にまではこだわらない（ことに，急いで書いたために字形がi整わないで
上記のチェック点がある時など）方針によったが，上記のような点画の不備の
ために掌形としての構成上の欠陥にまで及ぶもの，宇義が変わるもの，たとえ
ば，次のような二合は，判定基準を厳密にした。
〔例〕長短によって字形・宇義も変わる場合
　　　　土と士　　未と末
　　　点の有i無に関するもの
　　　　専：（×専）博（×博）
　　　つき抜けるか，とめるかに関するもの
　　　　券（×券）　募（×募）　純（×純）
（個人用整理it　一一ド）　（40ページ上の図）
　　パンチカードを用い，全数調査の読み書きの結果を文字別・個人別にカー
　ドに記入する。
　　読み書きの結果は，調査回数別に音翻それぞれの位置に記入，カ・一一：ド化す
　る。
　　正答◎　○（両者の区別は，◎がすみやかに正しく読めたのに対し，○は
　　　　　　　渋り読み，ためらい読みあるいは一度誤ったが，のち，みず
　　　　　　　から正しく読み直したものを示す）
　　誤答誤りをそのまま記入
　　無答　／
　　周囲はコ・一一ド化してあって，各回の調査時の結果，読み書き成績の別，音
訊の成績の差など，呂的に応じてパンチを入れ，整理を簡便にすることがで
　きる。8入各自｝と，調査宇数の三木用整理カードがある。・
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（調査漢字整理表）　（40ページ下の図）
　個入用整理カードに対して，用意した。
　文面ごとに，各調査時の8人の調査結果が記入され，その文字について，
8人の3年間の成績が一覧できるようになっている。
　例〔講〕は，2音2訓の文宇。500番：は，この字が教育漢字外当用漢宇の
500番の文宇であることを示す。「読み」では，音・訓の欄を設け，それぞ
れの反応を記入する。なお，問題として読ませた語形も示しておく。　「書き
も同様。　「書き」は結果がそのまま書字評点となるが，「読み」では，読字
評点の方では，音・調どちらかが読めていれば，その文宇を正答とする観点
で評価しなおしてある。
　上方，文字の横は〔請〕の字の教科書の出現状況を示す。中央は，国語教
科書での出現状況で，〔請〕の字は2年でJll「こう」で初出，3年で，音「セ
イ・シン」が読み替えで提出され，訓「うける」は未出であったことを示
す。学習時期は出語での学習を示す。2年後期（「請う」）3年前期（要請・
普譜）に学習したことがわかり，成績との関係を知ることができる。右端
は，他教科やその他の学習経路がわかるように設けたもの。主として，表外
回の習得経路を考えたものであるが，教育漢字外当用漢字の揚合は，他教科
の出現状況もあわせみることができる。　「請」は社会科でも出ている。
　なお，こ請〕の下の「年用漢掌」は，教育漢字の場合の漢字配当学年を
示す。
2．調査の時期および実施
（1）調査の聴骨・実施
第1回　当用朝妻の全数読み書き調査（付　表外宇の読み100字）
　　　　　　　　　　　　　　　　39年4月28臼～7月15日C延べ13回）
　教育漢字の読み→書き→教育漢字外当用漢字の読み→書き→表外字の読み
　の」頼で実施した。
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　　1回のテスト所要毒煙は，放課後の時間を利用するので，1～2時間。
第2圃　当用漢字の金数読み＝書き調査（付　表外字の読み220字）
　　　　　　　　　　　　　　　39年12月10呂～40年3月25日（延べ11回）
　　問に期末試験や学校の諸行事があったために，1・2月（中旬まで）は実
　　施していない。　〈12月1帽～22賛（4圓）2月24B～3月25β（7回）〉
第3回　当用漢字の全数読み書き調査（付　表外字の読み322字）
　　　　　　　　　　　　　　　　丞0年6月18日～7月21日（延べ10回）
　（1回のテスト所要時問は，放課後の時間を利用し，約2時間。1年の時よ
　　り，教育漢字など消壷文宇がふえてきたのと，生徒のテスト慣れなどで，
　　調査の延べ回数は減ってきた）
第4回　当用漢字全数読み書き調査（付　表由宇の読み668字）
　　　　　　　　　　　　　　　　　41年3月14日目3月24日（延べ8團）
　（調査に慣れてきて，読みなど反応が旧くなる。1回の調査時間がときに2’
　　時間を越えても，問に小休止があれば可能。）
第5園　当用漢字全数読み書き調査（付　蓑外字の読み1000字）
　　　　　　　　　　　　　　　　　41年7月8日目7月23H（延べ9回）
　（1。2年の時より消却文字がふえてきたので調査時間は短縮気味だが，表
　　外字増によって，延べ回数はふえている）
第6回　当用漢字全数読み書き調査（付　表外字の諌み1000字置
　　　　　　　　　　　　　　　　　42年3月2目～3，月1姻（延べ7回）
　（2月中は，期末試験，高校進学試験などがあるため，3月に集中して調査
　　を実施した。授業のないHには，途申に休み時間をとって1回の調査に3・
　　時間近くをかけたときもある）
（2）調査の場所
　3年問の調査のうち，1年入学時の第1圏めの中学校図書室での調査を除い
ては，すべて研究所で実施した。途申の事故をおそれて室員が必ず学校までの
出迎え・送り届けを3年問実施したが，このことは，途中で生徒と親しく話し
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合うことができて，調査者・被調査者という関係を越えた入問的な接触をもつ・
ことができ，この調査をあまり心理的な負担をかけず，順調に進めることがで
きたと思っている。
II結果の概観
1．量的観点からみた習得状況
　8人の事例調査対象生徒（以下8人の生徒と呼ぶ）に，その入学時から卒業
時まで，6回にわたって実施した当用漢字の全数（音調）読み書き調査（表外
字も含む）の結果を数量的にみると次のようである。
（1）文字中心，累積方法からみた場合
　1）　全体的習得状況
　この全数調査の一つの特徴は，読みの調査では，当用漢字1850字について，
当用漢字表による全音訓（3122豊富）を調査の対象としたことであるが，整理，
の際に，文字の読みの力を音訓にわたって考慮に入れるか，あるいは，文字中
心に考えて，音訓いずれかの読み方で読めていればよいとするかによって，読
みの成績が相当違ってくるということが実証された。
　まず，従来の漢字調査の結果と比較するために，従来行なわれた漢字の諸調
査の調査方法・整理方法と同様に，読みについては，その文寧の音額どちらか
で正しく読めているものは正答として整理集計してみると，中学入学から卒業
まで，すなわち義務教育終了までの8入の生徒の漢字の読み書きできる力は，
第1表（53ページ）のようになる。
　第1表の数字は，当用漢字全数を，8入全員が読めたり書けたりした文字数、
（正答率100％の文字の数）はどれくらいあるか，7入正答の文字数はいくつ
かというように，被調査者が正しく読み書きできた正答文字数を，教育漢掌・
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撒育漢字外当用漢字別にみたもので，同時に実施した，表外字の読みの結果も
添えてある。
　この第1表で，読めた（正答）というのは，前述のように1字のもつ音訓を
すべてつくして読めたという数でなく，音訓すべてにわたって読めたものはも
ちろん，音訓どちらか読めたものも入れた数字である。
　このように，従来の調査・整理方法の観点をとると，8人の生徒の二二力は，
中学の入学時から2年時を経て次第に伸び，3年卒業時までには相当の習得の
伸びが認められる。
　この従来の整理方法からすると，8入全員（100％）が正答した文字数とい
う観点からしても，義務教育終了時までに
1　教育漢字は，いずれかの読み方では全数（881字）読めるようになる。
：2　教育漢字外当用漢字（969字）も，全数とまではいかないが，1入あたり
　そのgoo／e近く（863字）までは読めるようになる。
3　教育漢字を書く力は，義務教育終了までに，その全数881字が書けるよう
　に要請されているが，旨標までには達し得ず，87．50／。（771字）｝ことどまって
　いる。
4　しかし，書くことまでは要求されていない教育漢字外当用漢字の申に，相
　当数（205字，21．2％）の書ける漢宇ぶある。
5　教科書では，ルビ付きで使用され，直接学習指導の対象にはなっていない
　表外字が，比較的使用度の高い1000字ほど（1018字）のうち，1割には満た
　ないとしても共通に読める漢字群（64字〈46字＋18字〉）がある。表外字は
　学習によらない，個人的，環境的，偶然的な習得二子による自然；習得（教育
　による計画的学習による習得に対してのもの）が多いから，董答反応が集中
　化されないが，異なりの延べ字数（字種）としてはかなりの量となる，など
　が認められる。
〈注＞46字十18字の18字は，第1～3回までの表外字調査で，全員が，2園にわたっ
て正しく読めた文字数。第4回以降はこの18字を，テスト対象から省き，他の新しい
文字をカロえた。
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　2）　個入別習得状況
　第1表と同様の観点から個人別に3年間の習得状況をみたのが，第2表（騒
ページ）である。この整理方法によって，個人別の習得文字数をみると，最高
者と最低者との問には，かなりの開きがある。学校側に8入を選定してもらう
際，学級内で中級という条件であったが，やはり個人差があり，卒業時には，
最高者は当用漢字1850字中読み1845掌（881÷964），書き1775字（881＋894）
と，表外字の読み527字：（＋18字），最低者は読み1762字（881＋881），書き1315・
字（837＋478），表外字の読み182字（＋18字），（教育漢字外当用漢字の書きな
ど，さらに低い男子もいるが，総体的に低いものの例をとった）という数字を
示している。最高者と最低者の開きは，入学当初のころより，卒業時のほうが
少なくなっていて，その限りでは，全般的に漢字力の向上が鼠だつ。8人平均’
では，3年末には，読み1821．3宇（＋表外字の読み336．8字），書き1500．9字と
なり，この漢字の全数調査方式（累積の成績）によって，読みにおける音調成．
績を従来どおりに扱った二合での，中学3年間の習得文字量の大体が推定され．
よう。
　　　　　　〈読み〉
　　　　入学時　　卒業時
最高者　　　　　1637字　　　　1845讐産
最｛X者　　　　　　ユ205　　　　　ユ762
（両者の差）（432）　　（83）
8人平均　　1409．6　　1821．3
　〈書き〉
入学時　　卒業時
　1207字：　　　1775字：
　606　　　ユ315
（601）　（460）
866．　4　1500．　9
〈表外読み〉
入学　　卒業
　59字　　　545字二
　28　200
（31）　（345）
46．　8　336．　8
　なお，上来みてきた習得文字量については，この調査の特殊性からくる条件
下のものであることをつけ加えておきたい。
　前述したように，この数字は，音翻にわたって調査したが，音訓を考慮して，
音訓をつくしての整理ではないということのほかに，消却方式による整理方法
が加味されている数字，すなわち累積の成績であるということである。
　この調査の方法は，前章で述べたように，音訓にわたる全数調査という大星
の調査文字を対象とし，なお，表外字についても調査を試みる必要上，被調査
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老の調査文字の負担量を少なくするために，習得が完了した（読みでは音訓を
つくして読め，しかも2回続けて正答できた場含，書きでは，2回続けて正し
く書けた場合は，習得が完了した文字として扱う）文字として，被調査者の調
査対象文字から消去したために，習得完了の文字については，入によって，文
掌によっては3年卒業調査時では，調査を実施していない文字がある。ことに
教育漢字については，人によって習得完了の文字が多く出てきたので，正答で
きる同じ文字を何回もくり返して調査する煩をさけて消去していったので，こ
のことが多い。教育漢字外当用漢字については，中挙生になってから学習した
文掌であるため，音訓をつくして読めるようになるまでに蒔閥がかかり，消去
‘対象にする文字が少なかったので，調査文字はほとんど消玄せずに3年半続け
、た。しかし，整理は，教育漢字に準じて行なった。したがって，卒業暗の正答
数の中には，それ以前の調査結果で，習得完了とみなし，その後は調査を実施
しなかった文字の正答数も加えてある。すなわち，ある文字に関しては，累積
正答数もあるということである。
　上のような観点で整理した習得文字最を，A　個入門習得文字量，　B　文字
の測からみて8人全員がそろって正答できた文字量（Aの8人平均正答文字量
より，Bの全員正答文字としてみた揚合の量のほうが習得の密度は高い）とに
整理し，てみると，第3表（55ページ）および第1～第3図（56ページ）のよう
・になる。
　グラフによると一門してわかるが，教育漢字の読みは，音訓からの観点をは
ずせば，各個入それぞれの習得文字数と，8人が全員そろって読めた文字数が
・一vしてい，義務教育終了段階までには，教育漢字881字は，なんらかの読み
方では全部読み得るということになる。教育漢字外当用漢字の読みは，中学に
．はいってから学習する文字であるだけに，教育漢字のように969字を読めると
ころまでには達し得ないが，入学時に比べると，各人が読める文字数も，8人
共通に読めた文字数も，長足のイ申びが認められ，学習の効果のあったことを示
している。しかし，教育漢字のように9年問Q学習経験を経ないだけに，各自
の読めた文字数と，8人全員が読めた文字数とは一致していない。
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　教育漢字の書きは，入学時に比べれば，倍近くの進歩発達が認められるが，
全数を書くには翌らず（最高者は書けている），書けない文字を残している。
教育漢字外当用漢字に至っては，それが書くことまでは要求されていない文字
であるだけに，卒業時でも書けない字が多くある。しかし，入学縛の書けた文
字数と比べると，相当の進歩が認められ，卒業隠に教育漢字が，8人そろって
は書けなかった文字が110字あったのに比べて，8人そろって書けた文字が
205字あったことは，教育漢字外気規漢字の書ける漢字を考えるとき，興味の
ある問題を提示しているといえる。なお，教育漢字外当用漢宇が書けるように
する漢字としては学習されなかったことから，卒業時の8入平均の正答文字数
と8人がそろって書けた文字数との上に開きがあることが，他の教育漢字・教
育漢字外当粥漢字の読み，教育漢字の書きに比べて目だち，教育漢字外当用漢
字の書く宇としての特殊性が物語られている。
　第3図は当用漢心1850字の到達資標に対して，どの程度まで迫り得たかをみ
たもの。個人によって程度の差があろうが，申学生の文字習得（読み書き）の
相は，だいたいこうしたものではなかろうかと考えられる。
〈2＞音訓および習得完了という観点から整理した場合
　前にも述べたように，この調査は，読みの潮合，音謂をつくして調査したた
めに，また，同一人に対して3年間にわたって，難じ調査を継続実施したため
に，（1）でみた数字がそのままその文字の完全な習得数であると言いきれない状
況，漢字の習得ということについて間題のある実態をあわせもっていることが
認められた。このことは，後に章を改めて詳述するが，そうした観点に立って
習得の数量を見ると，（1）の累積方法でみた場合とは異なってくる。
　1）　教育漢字の読み書き
　第1回入学時の調査結果で，表われてきたことであるが，読みにおいて，そ
の文字の音訓をつくして調査してみると，教育漢字の低学年用のごく平易な文
字（例一一州下青など）でも，それがある読み（かわ　カ　あお）では
100％読めても，他の読み（セン　もと　ショウ）では正しく読めない，読み
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に抵抗があるという現象，すなわち，読みにおける音訊の正答反応の不均衡
（音訓習得のアンバランス現象）があることが，習得上の問題点として出てき
た（国語研究所隼報16一昭和39年度参照）。したがって，当用漢字音訓表に認めら
れている音訓にわたって，その文字がどのように読めるか，また，完全に習得
したと認めうる文掌という立場（2回続けて正答できた文字は，習得が定着し
た文字，習得完了の文事とみなす）ではどうか，さらに書く力との関係からみ
るとどうかなど，習得状況を厳密に個人別に調べてみたのが，第4表・第5表
で，この観点からすると，習得の文字数は減少する。
　第4表（57ページ）は教育漢字の読み書きについて，習得状況を厳密に調べ
たものである。まず読みでは，音訓をつくしてその文宇が読めているかどうか
という観点から，音訓どちらかでしか読めていない場合は，習得完了とはみな
さない（第2表では，正答文字として数えてある），さらに，続けて2回正しく
読めていなければ習得完了とはみなさないという立場で整理したもの。各人の
習得表で上段の数字は習得が完了した文字数，下段の％は，その習得文字数が
教育漢字881字に対してどの割合いまで読めたかの比率，中央の（）内の字
数は，前回の調査時から次の調査時までにどれだけの文字を習得できたか，薪
しく習得した文字数を示したものである。書きの成績は，特に音訓からの観点
はないが，2回続けて正答できたという観点に立って整理した数字，読み書き
ともは，以上のような観点で整理した結果，読みで完了し，さらに書きでも完
了している，最も完了度の高い習得文字数としてみた揚含のものである。
　この観点からすると，読みでは，第2表でみたように，3年卒業時，とにか
く881字読めた教育漢字も，少ない人で20字，多い入で120字，平均61字は，
問題を残していることになり，文字としては読めても，音訓をつくしては読め
ない文字が残る，読みの上で，音訓上の問題の多いことがわかる。
　書きでも習得完了という観点をとると，習得文字数は減ってくる。しかし，
書きでは，読みのように，音訓からの観点が伴わないので，読みに比べると，
最後に残った文字数は少なく（少ない入1字，多い人68掌，平均33字），一見
奇異に感じられるであろうが，読みでは，音訥をつくして読めた揚合の習得数
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であり，書きでは，読みやすいどちらかの読みの，親しい語形で書けた文字で
あるからである。また，小学校から書く：とを積み重ねて来た文字であるた
め，習得度もかなり定着しているからである。なお個人別にみて残った文字が
多くて68字，平均33字でありながら，第1表でみた船霊，金員100％が正しく
は書けなかった文字110字と比べると，少ないと思われるが，これは，個人に
よって書き残った文字の字種に異同があるからで，それらの総和が110字とな
るからである。
　読み書きともに習得という立場からでは，習得し残した文旦数の少ない入で
21字，多い入で170字，平均90字ほどの文字が残ることがわかる。
　第2表の一般的な厳密な整理によらない結果と比較してみると，両者の関係
がさらに判然とするであろう。
　なお，第4表では，各人が，調査時ごとに習得していった文字数を（）内
に示しておいたが，最終段階で習得度に高低の差があっても，各自それなりに
努力のあとがみられる。なお，読みで習得でき，書きで習得でき，さらに読み
書きで習得できる，完全にその文字が習得できるようになる過程が，この数字
を通しても知ることができる。
　2）教育漢字外当用漢字の読み書き
　同様の観点で，教育漢字外当用漢字の習得状況を厳密に調べたのが第5蓑
（58ページ）の教育漢字外当用漢字習得状況一覧表である。
　これによると，いずれかの読み方では相当よく読めた教育漢字外当用漢掌
も，音調の上からは，少ないもので74字，多いものは440字，平均240字（24．8
％）も，完全には読めない音訓をかかえた文掌を残していることがわかる。ま
た，書きにおいては，138字～643字，平均432字（44，7％）が書けない字とし
て残り，読み書きともに完了した文字となると，193字～714字，平均520字
（53．8％）もの大量の数にのぼるほどである。もっとも，教育漢字外当用漢掌
は，中学生になってから学習する文宇であり，しかも使用した国語教科書での
未提出文字は165字（未提出音訓は335音訓く276音・59訓〉）もあるから，習
得文掌数（音訓数）も低くなる。また，書字では，書くことまでは要求されて
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いないから，書字学習は弱体になる。読み書きできる文字としての定着性は教
育漢字に比べると，おのずから低くなるわけである。
　3）　個入別習得完了の文字数
　この3年間にわたる個人別習得完了の文字数をグラフで示したのが，第4・
第5図（59ページ）である。教育漢字か教育漢字外当用漢字かの字種の違い，
読み書きの違い，8人のそれぞれによって，習得完了を示すグラフの貫属が異
なる。小学校からの継続学習文章である教育漢字は，各入によるカ・・一ブの開き
があまりなく，貝本数への集中化の傾向がある，音讃習得を考慮に入れたため
に，小差ではあるが読みのほうが書きより上下顎があり，目標へのへだたりも
ある。これと対照的なのが教育漢字外当用車掌で，各入の差，読み書きの差，
目標数へのへだたりなど，中学生になってからの学習漢字であることを各曲線
が示している。
　4）　調査時ごとの習得文字数
　厳密な意味での習得という立場からみた場合の，毎回の調査時ごとの新しく
習得された文字数，（）内の数字を一覧表にしてみたのが第6表（60ページ）
であるが，調査時前期分・後期分を加えたものが，年間の新しい習得数という
ことになり，馬入の習得の様相もこれによって推察される。
　読みの習得量に比べて，書きの習得量が少ないもの，両者の習得量の開きが
比較的少ないもの，初めに相当童を習得し，しだいに少しずつ習得が定着して
いくもの，各学年平均的に習得していくもの，学年を重ねるに従って習得度を
加えていくものなど，習得の文字数，習得の型・傾向などに個人差があって，
いちがいに言えないが，しかし，年間の習得可能な文字数を推定することがで
きよう。
　5）漢字習得にみられる段階性
　最後に，第1の観点で整理した場合の正答文字数（第2・3表）と第2の観
点で整理した場合の習得完了文字数（第4・5表）との問にかなりの差がある
ことに注目されるが，実はここに漢字調査時の成績と，その成績の内実の相，
成績の定着化一習得との関係が認められるのである。
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　昭和28年来，小学生の言語能力の調査の際にも，6年間xe・一一一児童の文字力の
：追跡調査をして（規模は小さいが），習得のゆれの現象のあることを認め，漢
字翌落盤の問題点として注意したが（報告書「小学生の欝血能力の発達」74・AO・一一ジ
参照）今回，全数調査（音訓調査）を行なって，この悶題の核心にふれた感を
＝いだいた。
　漢宇習得上のこの現象を，習得における仮習得と習得との関係，漢字習得に
おける螺旋的構造としてとらえたいと思うが，そのことについては，後章で考
療を加えたい。
s｛3｝表外字の得習
　表外字については，別章で述べるが，結果について概観しておこう。
　調査文字星は負担最などをも考慮し，3年間にだいたい1000字を目安とした
が，実際は2年後期第4回調査の際に，それまで8入全員が正答した18字を消
一出した上での3年前・後期の1000字であるから，表外字の調査文掌総数は1G18
寧となる。したカミって，第4回以降の100％（8人）正答の文字数に18字を加
えたものが，最終的な成績となり，個人成績も，それぞれ18字：を加えた文掌数
が習得文字数となる。
　表外字の1年入学時から卒業蒔までの調査結果を数塗的にみた第1表では，
全員正答数は1年入学時の16．　2％が最高で，3年卒業i時は4．6％と低くなって
いる。このことは，調査文字数がしだいに多くなっていること，表外字が学習
漢字ではなく，何らかの言入的偶然性によって接近することが多い一共通性
に乏しい一ということ，1年目100字は表外字としての出度数の高い文字で
あるが，3年の1000字は，全員正答18字を除いた，各表外字選定資料の共通嵐
現回数のしだいに低くなっているものであるからであろう。
　また当用漢字の読みが，学年とともに上昇発達の度が高く，全員正答の文字
数が伸びているのに比べると，表外字の全員正答字数は必ずしもそうではない
、という対照的な結果が出ている。一方，個人別にみた表外字の取得数は学年と
．しもに伸びているが，3年卒業時には，前期よりも少ないものがある。これは
52　第2編漢字習得の実態に関する研究
別因が考えられるが（後述），表外字の性格を表わした数とみることができる。
　他教科の学習で，地名・入名などをはじめ，マスコミその他の視覚的な媒体
を通して共通に接近する文字もあるが，表外字の性格上，より多く個入的，偶
然的な機会によって習得される。表外字の文字数は非常に多いだけに，使用度
が低い文字になると，正答率はいっそう低くなる。3年間の成績は，一面では
表外字習得の発達を示すとともに，反面では，表外字習得の特殊性を示してい
ると思われる。
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習欝：文字盤
教育漢字（881字） 教育漢字外当月蓬漢字：　（969字：）当駅漢字i1850宇）表外字i1018字）講査全数寧i2867字）
入学時 三年I了時2年I了時2礫時 入学時 1年I了時 2年I了時卒業時 義務回帰I了時卒業時 卒業時
男　　王
@　　2
@　　3
@　　荏
881字
W75
W77
W80
881
W80
W81
W81
881
W81
W81
W81
881
W81
W81
W81
？57
B638
U04
@14？9
T荏5
@1垂23
V20
@1600
886
@1767
V74
@1654
V5嘆
@1635
W18
@1699
935
@1816
W81
@1762
W87
@1768
W94
@17？5
964
@1845
X34
@1815
X46
@1827
X53
@183窪
1845
P815
P827
P834
5窪5
R89
Q46
R99
2390
Q2（獲
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文字数
＊下段の数字は各調査fi寺における教育漢字の習得数を加えた習得文字数を示す。
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（第1図）教育漢字。教育漢字外遇用漢字の読み（第2函）教育漢字・教育漢字外当用漢字の露き
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第2章当用漢字の習得状況一読み
質的観点からみた習得状況
　前章では，当用漢字全数読み書き調査に対して被調査者がどのような正答反
応を示し，どの程度の習得力をもっているかを数量的に見たのであるが，調査
の結果を，文字の種類・性質などの質的観点から見ることもできる。
　被調査者がよく読め，書けた字はどのような文字か，また，読み書きに抵抗
のあった字はどれか，どういうところに習得上の問題点があるかを，字種に即
してみることにしよう。
　文字の側からの習得状況をみると，次のようになる。
1　教育漢字　1年入学時の読みの成績
1．　整理の観点と成績
　教育漢字881字は，小学校の6年間に，それぞれの学年配当漢字として，華
語の教科書に一応懸章され（音訓はつくされていない）学習ずみの漢字であ
る。小学校6か年の課程を終えて，中学へ入学後の調査でそれがどのくらい読
めているかというと，前章でみたように，数量的には1入あたりの平均正答字
数は，870．6字（8人平均）であった。この870．6字は，それぞれの生徒の読
めた字数を平均したもので，字種については，8人共通の文字もあるが，めい
めい独自に異なる文字もある。8入が共通に正答できた文字数はどれだけある
かというと，813字（第1表）である。この8人共通に正答できた813字は，教
育漢字にも未学習音訓があるから，その文字の音訓はすべてをつくして読めた
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という正答数ではない。この数字の中には，音訓をつくして読めたものはもち
ろん，どちらかの音なり訓なりで読めているものも，その文字としては正答で
きたとした場合の数字である。すなわち，　「幸」の掌の読みで，　「ロウ」の正
答者7入，「さいわい」の正答者5入であった場合，「コウ」とは読めなかっ
たある1入が，　「さいわい」では正答できていれば，　「幸」の字の正答数は8
人とし，正答率100％の字というように整理した場合の数字である。
　従来の漢字テスyでは，語として，または，文脈中に位置づけて提出されてい
るから，その読みはおのずから一定のものが要求されるわけであるが，この調
査では，前章でみたように文字を中心にその読みを音謂にわたって調査したた
めに，正答文字数を考える場合，音訓からの観点の差が出てくるわけである。
lk｝音訓を考慮した場合の成績
　そこで，文宇とその音訓ということを考慮し，一つの文字に対して音訓にわ
たるとどのように反応するかを整理してみると，習得の数量・様相もまた多少
変わってくる。
　（1｝全員（100％）がその文字の音訓をつくして正しく読めた文字
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　469字　（53．2％）
　（2｝全員（100％）がその文字のどちらかの音訓では正しく読めた文字
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　326字（37．0％）
　　　以下は8人全員は正しく読めなかった文字
　捌　7人（87．5％）のものが読めた文字（成績のよい方での
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　読みで）68字（7．7％）
　’〈4）6人（75・G％）　〃　　　　〃　（　　〃　　）11字（1．2％）
・（515人（62・・50／e）〃　　〃（　〃　）7字（0．8％）
　このうち，（1）の469字は，さらに，〈E＞（u）に分けられる。
　・（4）　1音画は1訓の文字で100％読めたもの　　245字（27．8％）
　綱　音訓ともにある文字で，音訓をつくして10⑪％読めたもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　224字　（25．4％）
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　音訓の側からみて，全員共通に正答反応のあった文字は，計795字（90。2
％）となる。
　したがって8入正答読字数といっても，次のような段階があることになる。
））））???8人平均正答読字数
8人（全員）共通の正答読字数
8入（全員）が音訓の側からみて正読できた文字数
8人（：金員）が音謂をつくして正読できた文字数
　8人（霊気）膏訓も加えた正答読寧数　　　881字
8人平均正箸読字数 870．6字
8人（全員）共通の正答読字数 813字
㈹1音又は1図南㈲音訓をつくしてどちらかの音訓で
字100％丑三答245字　　100％正餐：224字は100％正答326字
％）ということになり，その文字の読みを習得するという立場では，
の読みかたで100％読めた（2｝の漢字より，習得の度合いの深い，定着した漢字
（特に〈ロ〉）ということがいえる。（2）のどちらかの音訓では正しく読めた326
字は，生徒が学習で，あるいは一般読書その他で，その読み方を覚える，また
慰，H常生活で多用され，目にふれる機会の多い音翻のほうでは読めても，そ
うでない他の終講こは，その読みに抵抗を示す文字ということになる。1GO％
読めた漢宇795字のうち，約半数は，音訓どちらかの読み方に抵抗があるとい
うこと，既習・未：習ということを一応カッコの中に入れて，音訓蓑によるその
文宇の音訓という観点からすれば，小学校段階で読めることが要請されている
教育漢字にも，読めない音や調のあるという実情（未学習音訓があるから当然
としても，現象の上で）読みにおける音翻の習得のアンバランスという実態を
：示しているといえる。
　字種に即して見よう。
　　　870．6字
　　　813　字
　　　795　字
　　　469　字
　そして，音訓をつく
して全員が読めた（4）（U）
は，当用漢字の音訓表
で認められている音訓
の範囲内で完全に読め
た教育漢字469宰（53．　2
　　　　　　どちらか
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2．読みの成績と字種
（1）音訓の観点から全員が完全に読めた字
全員（100％）が完全に読めた字　469字（イ245字　ロ224字）
　蜜蝋圧安案暗以電位医画歴意育一員院運永英液駅円講演王央
　　の　　の　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　の　　ロま　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　横継歯恩温火加花科夏貨歌聖賀界海械開謡曲害革確格学活塞
　刊完嘗寒感漢廃館観岸希汽季重記政論海技義議暇休場急級球
　牛挙無糖教橋曲鞍壷古画銀魚具空君訓軍翻意泣寝溶血決月犬
　件古套研建絹憲県検験原現古固態個庫湖五午最恵工幽光后考
　効校航候高康港鉱害煙感号告国黒蝿査差才喪祭最際在痘毒昨
　痛察三山算賛酸副馬支熱意諸職市死使姉歯師紙視詞詩資細事
　児時無式識七実写車舎戯者釈弱手首燃種需習前週終集十術春
　巌巌所書暑諸藩軽少昭消章象勝照賞状池場植職心臣信真躍進
　親入仁水蜜世正制星清畠毒忌議席積茎葉千歯専船幅戦選全前
　然早藤争創想総像則息測活量属続卒村細々打盤台第題達単短：
　男叢談池知置竹画面虫忠柱貯町長鳥獣腸無賃低底庭停留官立
　鉄露店点展転電土徒努慶冬当東島盛塩答燈動堂唐庇道銅特徳
　毒血南二肉入年念能農波継馬無爵睡魔八判版墨壷飛騰必百表
　票評標薬品不父島抗癌風息豊島福富物聞兵細別辺返変弁便勉
　母墓方法北牧本財嚢心頭味船名盟毛貝問夜野虫薬濡輸友勇遊
　予用洋要容葉陽様曜浴来利理陸立律略旅両良料量領林輪類令
　礼冷例歴列労六録論話
　　く注〉・印の字は（a）1音又は1訓の文字であることを示す。そのうち＊印付きは
　　　1訓の字。
上にあげた469字が，教育漢宇（881字）のうち，中学入学時に，全員が完
全に読めた文字ということになる。このうち，（6）の1音又は1訓の文字で完全
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に読めた字は245字である。教育漢字881字中の1音の文字は272字，1訓の
文字は3字（貝・株・届）計275字であるから，上の結果からみて，教育漢宇
の1音または1訓の文字の89．1％は完全に読めるということ，音や訓の複雑で
ないものが，早く読みが定着するということがわかる。また，音訓をつくして
読めた漢字224字をみると，当然のことながら音酬ともに生徒には親近性の高
い文字であること，1音1訓の文字が多いことが認められる。
　しかし，次に示す（2｝のどちらかの音謂では1GO％読めている326字は，当用
漢字表で認められているどれかの音または謂（中には，2音以上，または2訓
以上の読みかたのあるもので，そのうちのどれかというものも含む）では，10e・
％読めていても，他の音または調では，その読みかたがわからない，あるい
は，あやまって読むという文字である。
（2）どちらかの音訓では全員が読めた字
どちらかの音訓では全員（100％）が読めた掌　326宇
衣移引印因飲雨絵泳栄易延遠園屋音下化仮何果荷家過価我芽
回会快改解外各角覚額間幹慣管岩眼顔願気起基帰寄喜期器機
客九久求救静魚漁供京強鏡競業極玉金勤苦群兄形型敬経軽欠
結潔健元言限己戸後口公功向行幸厚皇耕黄構興谷今根面妻西
山済罪作殺雑魚産子感心示志私糸面思官爵字次耳自治持旧藩
自社：借主守取受州秋修衆紅血拾重宿出初女助招承唱商焼上乗
常情色食：織申新身神深生成声性青柏省精誠幽界石槍責切点霜
雪説節舌M先浅素自宗草相倉送造増蔵足側存孫尊大太体対帯
貸代炭断絃電着注昼張滋雨通丁弟定的天田図無刀投湯登統頭
同定得読内H任頭熱燃配急白麦発反試適側板飯比肥悲費備鼻
口氷俵病貧夫布温順仏粉鉱平米編歩保下放報豊凝霜末万民務
無命明若弟面綿木門役訳右由有余養落耐力細流留緑臨連磯路
老漢
ここにみられる漢字は，文字としてはそれほどむずかしくはなく，その音ま
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たは訓も，一方では日常語として多周されているが，他方の音または訓では，
ことばとして（語彙的に），比較的ヨ常的ではなくなりつつあるもの，中学1年
生にとってはむずかしいもの，小学校の教科書でも提出されることが少ないも
のを含んでいるということ，導音多調の文字があること，漢字の学年配当で低
学年用の漢字も相当含まれていることに気づくであろう。
｛3）　7人以下が読めた字
　全員が読めた795字を除く86字は次の文字である。
　7入（87．50／o）のものが読めた字68字
鍵、な、謝蜜ζ営エイ鞠エイ蓋エキ顔触ウホ測衝’・ク鞭ク籔カン鍵
宮銘＊給靭去臨勧・係ケイ兼。。る権ケ・険・・減ゲン厳ゲン箪コウ駿ψ
檎焦。災乱採・イ刷tt　’V徹以内。。、似、、授ジ・収’・’」従、た、，う祝。。，述のべ。
’”メE詩拠・・除のぞくtw、・・“　tdi‘　n　O　＊re｛f勢3翻漣蛎　絶御　銭ぜ、，善ゼン！租・
旛ゾク待タイ退クイ縁舛　著チu膿チ・ウ塊列転署峯茄討トウ窟とどtナる納蹴諏：㌶鳩
皮。。貿補ホ防。。♂貿ポウ預ヨ欲eク製、
〈注〉＊印の字は，1音又は1訓の字，あるいは音訓ともに読めている字であることを示す。
　　また，音訓のある文字はルビで示された音又は罰での成績であることを示す。ここに・
　　示されていない三内音訓では，もっと読めていない。以下同じ。
　6入（75．0％）のものが読めた字　　11宇
閲電ﾈ　＊逆ぎ㌶δ居キ・誤ゴ　蚕かい．推ス4顎ソン拝＾イ付つける＊富鮎　奮フン
　5人（62．5％）のものが読めた字　　7等ゴ
麟壱仔　勧’t’境孝碧難ナン“弐9　族ハ　否ヒ
　いずれの読み方でも全員（1000／．）は読めなかったこれらの文字は，漢字の学
年配当では高学年用の文字が多く，その大半は6年号漢字であること，δ年で
学習したために，まだ，習得が固定しにくいこと，また，これらの文字によっ
て構成，造語されることばもしだいに抽象的なものになっていき，親近性に乏
しいことなどが考えられる。
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3．　音調の習得のアンバランス
C（1）音談の優位と親近牲
どちらかの読みでは，1GO％読めた326字を当用漢字の音訓表に照らして，
音訓どちらの読み方が優位であったか調べてみると，次のようになる。
1）音優位の漢字　1◎3字
文字の横のかたかなのルビは，その読めた音を示す。　（）内は，読めなかった訓
である。
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????????????????????????????
????????????
??????????????????????????????． 、 ，????????????? ㌫???????? ．?? ?
舛
?
舛
?
轡
?
明
?
ψ
?
鋳浅鮒篇鵬訪
?
％あ留
??に?
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　殺二ろ亥／サイ　（サ・ソ‘ま87．5％）
轟塒　100％／膏12●5％・
震規　100％／音2590％
我h’z／”谷た1二／コク拾ひろン9・（ジュウはSO．e％）舌・た／・・＊・・γシ1iジは
焼やく／許1貯わ／センvat’ts／がン玉t：±／蓼　持もつ／ジ
極胡
性畝。，
発1蒙イ，）
???
??
????
???????????? ??? ? ??????? 〉? ???????????
?
?
???????
?? ?
憂位：のもの　33字
　半開　漁醜ウ）
　質誹）州1妨ウ
　体融｝　対鵡）
　万♂ζ）　役纂）
京翻
衆緩3
地謬｝
???????????????????????????????? ??????
分イ 凬L／ゴ　極キ’グゴク
ゾウ ﾎクィ／ツィ
　1音が優位：のもの　　1
賀州元臨蝶
貧鹸吋無畝、喋
??の???????。????」、?
??㍊?????????????????
　　　　　　　　ユ　　 さを　さ　をうゆ　　 ユ　　 　ロヨ　　うコリ　　　　　 うロ　　む　　 ひら ゆユうゆぷ 　ヨロむユ　板力／ケ／かワ会屑／あう／工　解カイ／とく／ゲ　経弼／キ咳／へる興始グコウ／響
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　三〇〇　　　　87，5　　　5G．0　　　　　　100　　　　62．S　　　12マ§　　　　　　ユ30　　　　25■O　　　O　　　　　　　　ICO　　　　∈e，0　　　0　　　　　　　　1b5　　　．62■5　　　0
治ジ／雛／チ　成セイ／なる／㍗　政七イ／シ咳偬練り説七ツ／とく／蝦　築磯／篇／誌
　エ　　　 ピまあ　　ヨをむ　　　　ヱきむ　　ヨむロむ　　ロ有功／ある／γ率’ツ／ソツ／縫
　5）　1音2訓以上のうち，ある訓（1談）が優位のもの　9字
　　　　　　おきる　　　　　とも　　　　　 むれる　　　　 むすぶ　　　　 いう　　　　　 こ　　　　　　あるく下誹葭囲礪三三）供i瓢1）群協輸結i謝雷團緻ヨ姦1参『駄む），
明野弓レき。甥る
　〔あきらか》
　〈異偉例〉
　ユ　　　　おマゐ　おマむ　　さ　　　　　エ　　　さヨぶ　　　コら　　む　　　　　ユ　レ　　　ロら　　ユ　ゐ　　　 ユ　　　　ゐ　　セらゆ　　　きコヨ
下肥／多／しも／もと供とも／油γ重享／ク　結むすダケツ／蛎雷。う／。と／ゴン／ゲン
　まゆ　　　　おアロヨ　　フさゆ　　きアぶ
三三’／蕗／ミ咳”イ
　6）多事特訓（1音2訓，2音1訓以上）のうち，ある音と訓は優位のもの
　64字
　エン　　　　　オン　　　　　か　　　　　　カイ　　　　　ガイ　　　　　カ．ン　　　　　キ昌ウ　　　　キュウ　　　　キン
遠罐1　音蔚》　猿繋　　回算す　外臨）　問欝テ　九δテのつ久誘レ　金鶴》
苦繍艦畷i暗晦鵡今画譜感謝
　シ　　　　ジ　　　　シみ　　　　　ジュゥレおもい　　 シュッ　　　　シを　　　　　ジョ　　　　　ジヵ　　　　　ジョゥ子あ　次＆～主愚　　 　　　　　：重ξ舞盆〉　出讐　　　　　　 初i髭甕て女1シ鶴　助＆；甥る上＆亀傷1誓額
　　　　　　　　　ム　　　　　（嵐｝　　 　 　　　　（はつ）
　ショク　　　　ショク　　　　シン　　　　　ジン　　　　　セイコショウ　　　セイ　　　セイ　　　　　セキ　　　　　セキ色～峯）　食欝1．i新1寵篇い神翫）　三三㌔あま悩青畿）省乱銭みる）石1聾》赤談》〉
　セツ　　　　　ソウ　　　　　ソク　　　　　タイ　　　　　タイ　　　　　ダン　　　　　チャタ　　　　チョク　　　　ツウ切趨）　絹～鶉ウ）足回る）太赫い　帯葎誘　断遂留る着＆～）　直繍　通離㍉、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ただちに｝
　どイ　　　　　　テイ　　　　　　き　　　　　　　ト　　　　　　　ドク　　　　　エチ　　　　　 バク　　　　　 バン　　　　　ブン弟～㌍イ3と定践三都誘二　登探誘　．読ζ～｛あ　臼謬劣　白とξ、，　板～熔）　分～ジ劣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（プ〉　　　　　　　 （ピャク｝
　ヘイ　　　　　マイ　　　　　ポウ　　　　　メイ　　　　　ボク　　　　　みウ　　　　　ガク　　　　　リタク　　　　リムウ平鶴㍉米識）望鶴　命鵠㍉木農ク》右講　楽齢～い力醜～　流繍総
　（ひらたい，
　リョク繍買3
　〈興稼例＞
　leo　　　　　25．0　　　　　　工00「　　　75．0　　　12．5　　　　　　1ae　　　　　O　　　　　　　leo　　　　75．0　　　37▼5　　　　100　　　　　87．5　　　0
三重ζ、、／腔　音鍵／ね／イ・回窒毎／工　外誕／ゲ／肋間鶴だ／ま／ケン
　ユ　　　　 だロさ　　　ユ　　　　 ユをドら　　　ユ　　　ユヨゐ　　　エこゆ　　　ヨアロら　　ユゑう　　　ユ　　　　　 きひ　む久凝い／ク　苦｛aL”／即　今Y，1／キン郵認／磐ねダ勅出姦ソだす／xil
　　　　ぶ　　　エが　　　　ゐ　 ヨさロむ　　　エ　　　　　　む　　　　ユむむ　　　　　おコむ　　　ユ　　　　　　おロほユゆ助慈，。／す。食縄／、う／憩青舐あ。。／卿省鰍ショウ／か鍵赤器、。・／多ヤ　呼
　まかむ　　ヨクぶ　　　ユ　　　　 きマロさ　　　エ　　　　ユ　ゐ　　　ユロほ　　　む　　　　ユ　　　　きア　ら
切篇／列弟祐・／弼編纂／モウ流撚・／ル緯綱／ロク
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以上のように見てくると，小学校6年の課程を終えて，教育漢字はかなり読
めるようになったとはいうものの，音訓をつくして，その文字を読めるという
こととは，かなり径庭のあることがわかるであろう。これを，漢字の学年配当
の関係からみると，次のようになる。　（当蒔の学年配当漢字による）
4．学年配当漢字との関係
（1｝音訓をつくして完全に読めた字の学年配当
1年用　・一瞬花月五左三山四七手十小森人水爆中土二八目六
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23字　（50．0％）
2年用　夏筆管休牛空聾見懸盤光考高合国黒紙時車本書少婦千
　前章走村多男池知竹虫町長鳥朝鮮東道南入寺馬父風母方北名
　町営友用来立林話　　　　　　　　　　　　　　59字（56，2％）
3年用　悪寒暗葬歌開寒岸急教橋近君計決原語交広本市死蝋指
　寺：事実者弱電終集所軍威場進親竜車星軍船全台柱店当島答電
　波罫畑美表毒物聞返妹野遊葉様旅　　　　　　66字（3S．　3e／o）
4年幣　霞位育塩横加関旗共顧係血建固湖港告差菜祭草餅姉写
　酒種三十平蕪真清単三戦騒然零幸速続打平更中底庭努等働飛
　生別変便二三薬油点三輪冷
5年用　確現康象測低破満浴量
6年用　絹児墓
（2）1音又は1訓の字で100％読めた字の学年配当
1年薦　本
2年置　　円陣汽校菖
3年用
　茶鉄馬電度肉番岡引情理両礼
63字　（30．7％）
10字　（　5，2％）
3字　（　4．5％）
1字　（　2．2％）
5宇　（　4．8％）
意駅手洋才貝活感記究級球局銀研県庫午号才算週昭第
　　　　　　　　　　　　　　　　　　37宇　（19．8％）
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4年用　愛案以医委員院英貨械三門旧館四季挙協具三景芸航材
　昨胡弓更司詩式順章臣信席線族卒他題達談停転回燈堂童三思
　不凸部服罪法脈予洋陽利下料類歴列労録　　　　69字（33．　70／o）
5年用　圧胃凸凹演央応億恩課賀格闘漢希紀規技義議均区軍件
　平野護候鉱講門下在賛酸支師辞識舎謝周術準序賞製出接志学
　像門門団貯腸敵丁丁丁丁毒二念能倍博非票標婦回復門辺三巴
　約輸要容丁令｛菱可　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　85字　（43．80／o）
6年用　：革株刊貴旧禁訓券丁丁門門効門下視詞資釈需諸状条職
　仁制税宣専属創態忠賃程展党徳判版評複陛未盟律三論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　48字（33．　30／o）
｛3）どちらかの読みでは100％読めた字の学年配当
1年用　雨下九金口子二女上生青石赤州二足大N日白木右
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22字（47、8％）
2年用　音豪家会外間気京玉元戸行谷今酉二二思三秋出色声夕
　切雪組草地天読麦半分文米歩明門力　　　　　40字（38。1％）
3年用　　引絵遠藁屋化荷鞍角岩馬素帰期客魚強苦兄形後公向黄
　根細仕始次自持室社主取受住重助乗食：申薪身神深送太体炭着
　注昼追通弟図都刀投頭同配買発坂板病平万鳴面役鼻下楽流和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　78字（41．70／o）
4年用　衣二丁丁丁改覚願喜器機鏡競業極軽結言幸産歯二丁失
　門守丁丁初等商焼成静節梢孫対代直丁定的湯登内熱反回費鼻
　野夫粉包丁望町民命有緑連練路老　　　　　　　66字（32．20／o）
5年用　移野栄易仮：果門下快解各慣管二丁求救許漁群下下欠健
　限功厚：興殺雑参予示志質修宿承常情織町政省精責折設説浅素
　倉造増側帯貸築張統監任燃飯比肥備筆俵貧布武三編保下階無
　迷綿余養留　　　　　　　　　　　　　　　　83字（42．80／o）
6年用　延我額幹回基供二丁潔己皇耕構混妻済罪丁丁就招誠舌
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　宗蔵存続断得認犯豊暴虐豊強　　　　　　　　37字（25，7％）
　したがって，どちらかの音訓では，その読み方に抵抗のあった文字と学年配
当との関係をみると，次のようになる。
　　1年用漢字　22字（47。8％）　　　2年用漢字　40字（38．1％）
　　3年用漢字　78字（41．7％）　　　4年用漢字　66掌（32．2％）
　　5年用漢字　83字（42，8％）　　　6年用漢字　37字（25．7％）
　ある音なり翻なりでは10e％読めても，他の音訓では正しく読めない，読み
に抵抗のある文宇の中には，小学校低学年用の漢字が相当数あることがわか
る。1年用漢字など，約半数がそれで，ある読みではよく読めるし，書けもす
る1年忌漢字であるという点から，当然完全に読める文字として看過されがち
であり，中学校の漢字の読みの学習は，多く，新嵐の教育漢字外当用漢字に向
けられるから，こうした実態を認識・把握しないと，小学校と中学校の漢掌学
習の上で断層が生じるうれいがある。中学校の漢字学習においても，こうした
実態をふまえた積極的な教育漢字の読みの学習指導の必要性が痛感される。
（これら未習得音訓の多くは，小学校時代の未学習音画と深い関係がある。こ
のことについては，稿を改めて後に述べる。）
○全員（100％）は読めなかった文字の学年配当
　中学入学時に読みに抵抗のあった漢字の学年配当をみると
5人（62．5％）読めた字
　6年用　　白面甫嶺弐豆飯　　　　　　　　　　　7字（4．　9％）
6入（75．0％）読めた字
　6年用　可逆誤払損拝富奮　　　　　　　　　8字（5．6％）
　5年用　居蚕　　　　　　　　　　　　　　　2宇（LO％）
　4　自用　　　　付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1字　（　0．596）
7人（87．　50／e）読めた字
　6年用　異誌面益拡歓疑系兼権険贈爵孝穀再災採至授従量純
　　処除論証是聖絶善俗退著提討届納補預欲　　　41掌（28．・5％）
　5年爾　衛往河給句似収祝銭祖三無防貿　　　　14字（7．2％）
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　4年掛　宮劉散勢隊帳　　　　　　　　　　　　6字（2．9％＞
　3年用　画三尊皮：倉庫　　　　　　　　　　　　6字（3．2％）
　2．年用　　雲　　　　　　　　　　　　　　　　　　1字（LO％）
　上の文字は，どの読み方でも，全員（100％）は読めなかった，すなわち，
読みにくい漢字であるが，さすがに高学年用の配当漢字に多い。これらは高学
年用の漢字であるために，使用度も低く，したがって，まだ習得が定着してい
ない，また，文字としても，字形，文字構造などに複雑でむずかしいものがあ
る。字義も抽象的なものがでてきて，構成された語としてもあまり日常的でな
いものが多くなってくるからであろう。
　以上のような入学時の教育漢宇の読みの力は，中学生としての文字学習，言
語生活を経て，3年の卒業時の調査（第6回調査）ではどのようになるか。被
調査者が，同一人であるから，3年の成績によってその後の進歩，習得の状況
を知ることができる。
5．漢宇習得と使用教科書
（その1）　1年入学蒔に読めなかった音訓と小学校魑語教科書の未提出音誰
　教科書の漢字使用に関する研究は資料編に詳しいので，この編では，敦科書
の漢字使用が漢字習得とどのような関係にあるかということを，具体的な事例
について考察することにした。まず，入学時の読みの成績と，小学校における
套語の教科書の漢字提出との関係についてみよう。
（1）出身小学校と使用教科書
　8入の生徒の嵐身小学校は，北区立の清水・桐ケ丘・第三岩淵・梅木・赤羽
の5校である。これら5校での8入の生徒が使用した国語教科書は，期間中
に，教科書の改訂による採択替えrbSあったために，途中で使用教科書の変：更が
ある。しかも，当時は，現在のように広域採択でなかったから，各校6年間の
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使用教科書は必ずしも同一社，間一種（系統）のものでなく，同一社のものを
6年間使用した学校の場合でも，改訂版が出版された後はそれを使うことにな
り，他の学校では6隼間に2社～3社と使用教科書を変：更しているために，5
社，8種（同一社のものでも改訂版を使用した場合はエ社2種となる）にわたこ
っている。
　東書r新しい国語」　（2種）　　二葉「国語の本」「圏語」
　学図「小学校国語」（2種）　　光村r小学校新国語」
　教育旧版「国語」　（6無のみ）
　このような状況下のため，教科書における漢字提出という側からだけでこれ．
をみれば，文字としては，学年配当漢字によって統一することができても，音’
訓提出では各社提出の系統性がくずれ，特に，使用変：更のために当然学習され．
るはずの音謂が未学：習に終わることがありうる。
　昭和39年4月，8人の生徒は，それぞれの学校における学習文字歴をもって
中学校に入学してきたわけである。かれらの文字歴の中には，／j・学校での国語
教科書を中心とする意図的な文字学習，他教科での聞接的な学習，その他，一一
般読書，生徒をとりまく，言語・文字環境による自然学習などによるものが含
まれているが，小学校段階では，やはり国語学習が中心と思われる。
　1年入学時調査結果と，国語教科書での提出状況を比較してみよう。
（2）　1年入学時調査結果と国語教科書の漢字堤出状況
入学時の教育漢学の調査で読めない膏譲と小学校国語教科癬の提出状況??
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　　（あま2）
0天地　2　　天の燈
権ゴγ
公群
功ク
興慧‘
コウ
1
1
1
1
1
1
1
o
o
1
e
2
o
2
4　13（5）
提出語例
…の報い
池の薗，すなの
面持
一望の下，太陽
の下，博士の下
で
柵下，下手，下
の句
修行，はい句修?
木曜
母音
価をtずねる
額（の汗）
旅客機，旅客
結う
公にする
r公と私」
国を興す，運動
が興る
興奮
復興
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読みに抵
Rのあっ
ｽ音・訓
入学時正二者 教科書????（???
提鐵語例
読みに抵
Rのあった音・訓
入学時正答者 教科書
ｬ出数5社
i8種）
提出語例
今キソ
d鴛
??
仕える，仕え
我が
?工
??
会得
就ジユ 1 o
：璽言ヨ　1　懲複　4（6）貴重．尊重
承羅　　1
成穿
丁ft
1
1
1　承る
o
1　丁長
内ダイ　1馨誇3（4）境内参内
難鮮
納ナ
ノウ
購や
麦バク
反タソ
坂ハソ
負Ssう
望モウ
暴tク
二二
ソツ
遠贈
仮liり
ケ
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
4
e
1　納屋
?
あ争
???
??????
o
1　一反
e
2（3）　　気負う，　負う
1（2＞大望
。
解ゲ
勧蕩
2
2
o
5　勧める
宮計　2蹴3㈲　宮殿，王窟
?
経へる
兼ケソ
幸獣
谷砂
採とる
済すむ
蚕サソ
示シ
似ジ
拾計
ユ
??
食舛
2　率いる，率いて　赤鍵
2（3＞率先，引率
。
名の
??
，?
????????
責芸め
折セツ
無畜
舌eツ
3
2
2
e
　　年を経る，喜び4　（5）　　を経る，マラッ
　　カを経る
1　兼任
22（1）幸し、
2
2
2
2
2
2
2
4
2
2
1　けい谷
・㈲欝：雛ゆ
3㈲済む
2　養i蚕
e
o
，?
???，? 」?? 「?
0
??
0
o
2　　3㈲　責める
2
2
2
o
3（4）留る謹轍
e
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読みに抵
Rのあっ
ｽ音’訓隊
入学時正答者 教科書
?o数5社
i8種）
握出語例
読みに抵　　　入学時I講答者・社
教科書
?o数
i8種）
提出語例
【 1 i　　　　　　　　　　　　l1 i 1 1
素ス
太タ
退毫ミ
図鷺か
発鍔
2
2
2
2
2
1　素焼き
2　太郎，まる太
自認
持じ
3（4）　退く，飛び退く　　ぎ受三態
2　図る
。
板ハソ　2板木3㈲
奮蓼る
民焔
役エキ
訳わけ
有ウ
2
2
2
宿やど
助s’t「
　　鉄板　　　　　適訳
3・（4）駕ξたす・奮・魔
0　　　　　　　　切サイ
e
2　　1（2）　申し訳
2 e
織え
川deン
帯おび
3　　2（3）　自らを，自らが
3
3
3
3
3　支持，持参
3馨る膿けら
1　宿る
e
3　　2（3）　唱える
3
3
3
3
3
1　全焼
1　一切
4
?
絶える，絶えず
絶え間なく
河川
3　帯
和駿 2 1（2｝ 和らぐ 弟ティ 3 3 師弟，高弟，門弟
絵カイ 3 2 絵画 油画か 3 3（4） 犯す
何力 3 ? 否鴨 3 2（3） 否か，否
；感力 3 1（2｝i荷物 貧ヒソ 3羅 5 貧弱，貧苦，貧異，貧血
外帥 3 0 1 ビン 3 0
顔ガソ 3 0 付フ 3　付加 5（8） 付近，付属
期ゴ 3 2 最期　　　　　i 平慧 3 4｛7｝ 平たい，平べったい，平泳ぎ
境欝 3 4（5） 境，境鼠，県境 包ホウ 3 0
極ゴク 3 o
?
末マツ 3　末路 5 幕末，始末鱒ﾈ，文末
玉夢ヨ 3 1 玉座　　　　　i　　　　　　i 明メ〃 3鵬4（7）
??，??，??
潔慧ぎ
ﾐ雛
??　　　　　　i潔く
@　　　　　i
@　　　　　｛
欲魏
｡毫め
???欲する
曹ｫ留める，気に留めない
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読みに抵
Rのあっ
ｽ音・訓
入学蒔
ｳ答者
教科書????（???
提繊語例
読みに抵
Rのあっ
ｽ音・訓
入学時
ｳ答者
教科書
?o数5社
i8種）
提出語例
留ル
ﾎロク
ﾇくだ
?L
kモ
⊥??
ｳガソ
@もと
?サ
Gゾウ
?い
ｺ紡
諠V凱
@スィ
q；ユ
絡j
怎W鋤
纒鱒
ｶ嫌
рｨす
　4
@3
@4
S寄翻
@4
@4
@4
@4
S　作法
@4
@4
@4
@4
@4
@4
@4
@4
@4
@4
@4
??（??（??（?????????????）??）?
寄宿舎，寄付金，
?ｼう，寄港
｣う，競い合う
№ｯる，欠く，
№ｩさず
ｳ欝，元来
ｳの（ように・
p），根禿
ｮ作，作業
G木林
ｨ参り，参りま
ｷ石霊，県営の塞．
@　　　　　旨
謐ﾞ
L述
恂驍ﾌ鐘　　｝
緕閨C磯上，上
ﾌ旬ｶ水，生野菜，
ｶ米・麦・卵，
ｶのたまねぎ
рｵはかる，推し進める
省鶉ウ
ﾃセィ
@謬靱
ﾎツィ
fたつ
e操
Iまと
sツ
｢うつ
茶gウ
q蓉が
ﾑめし
a鞍
@雲ま
qまき
ｽ5凹
ﾕ客ぞ
V葦い
｡ヂ
） ?）??）? （? ?（??（???（??
一対の鼠
fち切る
fたれる
?しい，著しく
ｸ敬の的，りんごの的
s合
ｩたきを討つ
M湯　　1恥　　｝朝騨・・i
????〜???）??｝??????，????????，????????，???，???（??ょ?）
〈注〉①教育繊版「国語」は，i校（赤羽小）で6年生にのみ使用されたので，時間
　　　　の都合上6年の教科書のみを調査した。
　　　②正晒者数のうち寧印は，入学時調査の際調査もれのもの。（）内の数字は
　　　　2回め調査の時の正答者数。
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　　　③正答者数の欄の語例は，調査の問題を示す。特に掲げてない揚合は，小学校
　　　　教科書での使用例と同じ。
（3）読みの成績と教科書の提出音訓
　入学時調査の際の読みの成績と，教科書での文寧の音訓提出状況をみると，
両者の関係はかなり深いことが認められる。
　1）　その読み方に抵抗のあった音楽の多くは，教科書で提出・使用されなか
　　つた音訓，すなわち，未学習音訓であることが多い。
　当然のことながら0対0，未習早期誰躍未学習音調である。もっとも，申に
は，教科書では提出されているが，1人も読めなかった音訓というのもある
が，提出した教科書も，1・2社に過ぎず，そのうち，＊石コク＊下もとなど入学
時には調査もれのものなどがある。また，骨内音「間ケソ」は4社（7種）の教
科書で，「人間ニンゲン」という語形で提議されているが，われわれの調査では
「ケン」の連濁者「ゲン」はさけて「一間・世聞」で調査したためか（「一間イ
。ヶン」という単位は，現在の中学生には無理であった），入学時調査では0人
掛あった（2圓め〈1年3学期〉の調査では8入正答）という場合もある。こ
れらは，概して学習語形と調査語形との相違によることが多い。
　2）1）に属するが，その読み方に抵抗のあった音訓は，教科書での提出度・
　　使用度の少ない音響であることが多い。
　0対0ほど数的にははっきりしていないが，両者の関係が，総体的にみて，
だいたいパラレルになっているものが多い。
　なお，この場合，厳密にいうと，教科書提出数は，8人の生徒が学習した音
訓数と必ずしも一一ikしていないことである。前述のように，8人の生徒は（1
人を除いて），6年間同一の会社の教科書で学習していない。ある学年から学年
まではA祉の，次の学年ではB社の教科書というように，使用替えがなされて
いる。小学校の場合は，教育漢字の学年配当があるから，文字としては，どの
教科書を使用しても，だいたい同じであるが，音訓の細部に至ると，必ずしも
同じでなくなることがありうる。8人の6年問の教科書使用の状況は次のよう
第2章　当用漢字の習得状況一読み　81
であるから，
教　科　書 学年P 2 3 4 5 6 使用校（生徒）
東京書籍「新しい国語」
?・薪編（2種）
○
?
○ ???????↓梅木（男4、女の
謗O岩渕（男3、女1）
ﾔ羽（男2）
○ ○ ○ ○ ○ ○→
一図ヂ小学校国語J
一「1・2年生咽謁
E鼠。臨
堰B「2年目咽語」r
○　○一「私たちの国鳥
「私たちの国乱
桐ケ丘（女2）
ｴ水（男1、女3）
ﾔ羽（男2）
二葉「国語の本」
@f国　謁 ○
○
?
○ ○ 清水（男1、女3）
ﾔ羽（男2）
光村「小学断国語」 ○ ○ ○ 第三岩渕（男3、女1）
戸出「国　語」 ○→ 清水（男1、女3）
使用教科書の変わったことによって，続けて使用すれば，学習したかもしれな
い音訊でも，途中で教科書が変わったために，学習の機会を失するおそれがあ
る。ことに読みに抵抗のあった音訓ま，新趨文字としての音訓でなく，読みか
えの音調であることが多いからである。したがって1）・2）の場合は，さらに
上回ることになろう。
　3）その音を含む語形一提出語形による習得の差がある。
　数社（数種）の教科書に提出されているにもかかわらず，読みの成績の悪い
ものがある。これは，前例「問ケン」でも述べたが，学校で学習した時の吃語
と，われわれの調査で用いた刺激語が同じでなかったことに多く原因があるよ
うである。訓の場合は，その訓ずばりの形で問題はなy・が，音の場合は，その
語構成一語形によって，結果に差が生ずることは周知のことであり，問題を
作る際に，一般的で，なるべく生徒にわかりやすい語形を目ざしたが，①連濁
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などはさけてなるべくその音を出そうとした（例一間ケン→一間・世間，板ハン→
板木鮮cf教科書では鉄板）②できれば語頭で回してみようとした（三一郵ヨ
→重複，教科書では貴重・尊重）こと，および，調査を始めた時は，小学校の
教科書調べが実施されておらず，学習語形をふまえた調査語形で提出されてい
ないものがあり，なかには，生徒への親近性を貝ざしながらも，かえって，生
徒の学習・知識・興味・関心からはずれたものも出てきて（2回めの調査で，
調査語形を補充したものもある），成績の悪かったものもある。
　　　　　〈調査語形〉　〈教科轡提出語形〉
　内「t→内裏・参内〈境内・参内〉境ケイの音を難音としてさけたが，内裏よ
　　　　　　　　　　　　　　　　　りは読みやすかった。
　末マツ→末路　　　　〈幕末・始末・文末・末席〉
　客カクー一e・客死　　　く旅客機・旅客〉
　宮OP”“→宮城　　　く寧殿・王宮〉
　貧ピン→貧箆・貧民〈貧苦・貧民・貧血〉
　付7　→付加　　　　〈付近・付属〉
　明メィ→明白・明治〈明治・説明・発明＞
　4）教科書では，かなり提出されているが，成績の悪いものがある。
訓に多くみられ・3）の場合と違って・教科書で・ある鍍使用さ純がら，
文章語的で，一般の使用語彙として使われることが少なくなりつつあり，生徒
に縁遠い語であるもの。
　経る，採る，奮う　額斜公鞘仮㌍など。
　字あざなど，提出数も一社であるが，1入も正しく読めていないのは，東京の
区内在住という地域性による経験の乏しさからであろう。
　5）教科書では提出されない，または，提出度少としては，調査の成績のよ
　　いものがある。
管くだ出スイ女zae省かk’｝2静茎勧病やむ命ミヨウ留ル　仮ケ　（以上4入）
何力　外ほか顔ガン極ゴク災わ鰭助鋤　納期　貧ビン包ホウ　（以上3人）
などがそれで，これらは，国語の教科書での学習以外の媒体によって，読める
ようになったものとみることができよう。その一一つ一つの習得要因をさだかに
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知ることはできないが，文字としてはむずかしい読みでありながら，極”クの極
楽，貧ビソの貧乏，留ノー留守，助スケー人名や助太刀など，習得の契機となるこ
とばの背景として，話しことば，読書語彙，その他のマスメディアなどとの関
：連が考えられる。
　学習しても成績の悪いもの，未学習でも成績のよいものもあるので，教科書
での提出が，そのまま成績の良否をきめるとはいい難いが，両者の関係が大き
いこと，さらに全般的には，学習した語句に即して漢字が習得されている段階
であることなどが認められるのである。
ff　教育漢字　3年卒業時の読みの成績
1．　3年間で読めるようになった字
鶴　文字としては881字読める
　教育漢宇を読むカは，量的観点からの習得でみたように，各入それぞれ学年
を追うに従って進歩し，文字としての読みでは，全員（100％）が881字全数を
読むことができるようになる。
　しかし，1年入学時調査でみられた特殊な音の読み，貸常生活語としては親
近性の乏しい訓読みなどの中には，3年卒業暗においても依然として読みにく
い，または読めない音訓を持ち越していることが，卒業蒔の調査結果から認め
られる。入学時の読みの習得状況が以降3年間でどのように進んだか。
・（2）3隼卒業の調査時に読み残った音訓
　全数調査の方法（消却方式採用）で3年卒臨時の調査結果をみると，文字と
しては881宇読めるようになるが，音訓関係からみると，3年卒業時調査の結
果として，次のように抵抗を示した音訓が73字（75音訓）ある。
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8人全員が読めなかったもの
7人が
6人が
5人が
4人が
3人が
　　災わぎ
2人が
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?????
????
?????????????
????
?
????
??
????
?
??
?
??????????? ? ????????????????? ?
????
???
? ?
???
? ????
?????????????????
??? ?? ? ????????? ?????? ??? ?? ? ?? ????
?．??????
??
? ?
?? ? ??
? ???? ? ?
潔’驚興おこる
　　　　わい済抽精シ帥説e（
　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　就ジユ拾シX“
　　赤シヤク貰舳る切サイ反S7
1人が　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　勧カン居いる供そ鮎
　　競きそう業ゴウ経弐が結ゆう　　　　　　　　　　　　宿やどる承う蹄る唱騰る
　　商あ嚢う織シSクmetst　生き　　　　　　　　　　　　　図はかる刀トウ　内グイ
　　拝おがむ自ビャク奮ふるう望モウ
　〈注〉漢字の下の線は重出の文字であることを示す。
　したがって，この調査の消却方式による累積成績では，文字としては881字
金数が読め，読みに抵抗を示した音調のある字は73字で，それを除いた808字
は，音訓ともに読める字ということになる。
　しかし，この成績は，前に述べたように，二度続けて正答できた場合は習得
完了とみなし，いわば，正答文字（正答音訓）として，たなあげして，累積し
た場合の数字であって，実際の習得状況からこれをみると，様相が多少異なっ
てくる。
2．　きびしい観点（習得完了）で整理した場合の3年間の成績
　音訓をつくして読める，2回続けて正答できる（この場合の正答はしぶり読
みの正答○でなく，完全正答◎），習得完了という，より厳密な観点から整理
してみると，中学終了時までに習得が完了しなかった文字は165字（180音訓）
という数にのぼる。
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側　習得完了という観点で問題を残した文字
　この165字（180音訓）を，1年入学時の成績と比べながら，字種について
みよう。
　1）　1年入学蒔に，8人金員は読めなかった86字のその後の成績
　1年入学時には音訓という観点を度外視して，文字としての観点からも，金
：員（100％）は正答できなかった文字が86字残ったが，この86字も，卒業時ま
でにはいずれかの読みでは読めるようになる。
　文字としては読めるようになった86字を，音訓の観点，習得完了の観点から
みると，次のようになる。
　　1年入学時では，やさしい音訓の方でも7人以下の成績であったが，学年が進むに
　つれて読めるようになり，どちらかの音訓では8人読めるが，なお，間題を残す読み
　もある。
　　例　1年入学時　難ナン→5人，かたい→1人，3年卒業時まで，ナン8入　かたい
　　　　→5入読めるようになる。
面諭藩号乏10躍一旙鍔時1こは鎭（100％）86字
計
7入しか読め
なかった字
6人　ノノ
5人　〃
　　　　　　A
　　　；音訓をつくして
　　　全員が読める字
68字　　　　48字
11
7
86宇
4
3
55宇
　　　　　B
どちらかの読みでは読めても，
音訓をつくし，ては読めない宇
　　　　20字
　　　　　　　ま　　　　　　を負宮欄敗険二二採退権
　　　　　　　　　　ム　　　ム厳納討預異至欲出潮是
　　　　　　cf。△は1音の字
　　　　　7
　　　　　　　　　　　　　　を油気居推拝素謡
　　　　　4
　　　　　　　　を
勧境難否
　　　　31字
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　　　このうち，＊印の9字は，3年卒業時にも8人全員は読めなかっf。
　2）　1年入学時に，どちらかの音翻では全員読めた326字のその後の成績
　入学時調査で，回議をつくしては読めないが，どちらかの音訓では全員が読
めた326字のうち，192字は3年卒業までに，音訓をつくして読めるようにな「
る。残りの134字が，問題を残す文字となる。
読めるようになった192字
　移引飲爾絵泳栄易延園崖化果荷家過我芽会快改角覚問幹慣岩・
　雲霧起帰寄旧慣客九求救許魚京強鏡町金勤群兄形型敬軽四m
　向幸厚耕構根混妻酉細罪作産子氏志私糸始思愚慮揚卸自治捧
　失質守取受秋住重招上乗常情色薪身神門定性誠静雪節先素組
　草倉送造増蔵足側存孫尊大対代炭地築着注昼張直四通丁弟定
　国投湯登頭1司導得H任認熱燃配点半強飯比肥悲鼻筆氷俵貧夫
　布分武仏粉文平米編心志末官務無明迷鳴綿門役右余養落楽力『
　連路勅
　音訓の側から整理すると，次のようになる。
〈1年入学時〉
どちらかの音調
では100％読め326字　→
た字
全員音訓をつく　　　　　　469して読めた字
どの音訓でも全
員は読めなかっ　86
た字
　　　〈3年卒業時＞
　　A　　　　　　　　　　B
音訓をつくし　　　　どちらかでは読め
て全員読めた192字　ても音訓をつくし134字：
字　　　　　　　　ては読めない字
　　　　　469　O
55 31
　したがって，どちらかの音訓では全員が読める881字（326＋469十86），音誹
をつくして読める716字（469十192÷55），音調をつくしては読めなかった字：
165字：（134＋31）ということになる。
3．卒業時の読字成績の実態
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　中学3年卒業時の読字成績の実態は，整理の観点によって次のように段階の
あることがわかる。
　　〈整理の観点〉　　　　　　　　　　　　　　　　　〈1年入学時〉〈3年卒業時〉
累積成績
　文字を中心としてみた場合　　8人平均読字数　　870．6字→・881字
　　　　　　　　　　　　　　　8人全員が文字と
　　　　　　　　　　　　　　　しては正答できた　813　　　　881
　　　　　　　　　　　　　　　読字数
　　　　　　　　　　　　　　　（製品抗のあ）　　（ll音訓）
習得完了
音調の観点からみた場合 どちらかの音訓の
側からみると，全795
員が読めた字数
全員が音調をつく　　　　　　　　　469して読める字
（音謂をつくしては読めない）・・2
881
716
165
（180音訓）
　中学での学習，日常の文字生活・読書生活，語彙の拡充等を通して，入学時
では難音調を含んでいたものが音調ともに読めるようになったこと，しかし，
難音訓であるだけに習得完了という厳密な立場をとると，正答のゆれ現象がと
もない，抵抗を示す音罰数が相当残るということが認められる。
　配当漢字との関係からみると次のようになる。
　　　　　　　　　4．問題のある音訓の学年配当
1年用漢字　川lt　7（4人　ルビはその読みかたに抵抗のあった音又は訓。人数は読め
　なかった入数。以下数字のみで示す。なお，読めなかった人数に，3年卒業調査時の
　入数と差があるのは，3年間の習得過程の中で，翌得上のゆれ現象，しぶり読みなど
　のあったものを加えた，翌得完了という厳密な観点で整理してあるからである。）
下弓赤シ・ク青シ・ウ白ピ・る，翌，木ボク、，）石コク按届
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9字（音7・謬ll　3　10音言Ili＞
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??????????????? ? 、? ???? ?? ??? ??? ? ???? ．? ? ? ????
?????
?????
???? ????? ??
?????
????????? ?
???
??
????
????
? ????????????
??????????????????????????
????????????????????????????????????????????
?? ﹇ ?????? ? ? ?．． ??? ???
?????
????
??????????????????????????????????????????????? ．? ?????? ?
??????
???????????????????????????????????????????
リ
?
?
??????　　
@　
???????
舛㈲ ? ??
?﹇???????????????????、、? ?? ??????????? ?? ? ?????????????????
????????????
?
? ????????、???? ???? ? ゥ???? ?????
?
6 ﹇ ????? 〉
み
????全
?
℃
?
連のみ
??
ぶ
?
駈??。?????，?
5．問題のある読みの音訓忌数
165字（180音訓）を，音・謬li溺に整理すると次のようになる。
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???????㌍?????????? ?
?
?????????????? ㌔? ???
??
?
???????????????????? ???????????? ? ?
???????
? ?
③
???
??????????
?
?
??
??
?
????? ???
??
?????
???? ???町?????
??????
????????? ? ? ?? ??? ?????? ????? ?．㌔㌃ ㍉ ㌔ ㌔?
??????????? ??????????????????????? ???????????
ユ
? ????? ??? ??????? ???
???????
??
? ???????
??
ヤ
? ???
??
?
??????????? ?????????????????????? （???????
??
セ
??? ?????????
??
ゾ
??????
?
?????人1
一陣望
??ρ恥いや鋤
????????????? ?? ??????????? ???
?
??????????
????
????? ?? ????
??
?
㌘???????????? ?
??????? ??????
?
設肺や宿一類鋤騨
㍉
妨群議偶?紬?点溺一
?
人2
??????? ?? ?
?
?? ???????
?????????
??? ?????????
????
? 。????? ??????????
?
????????? ????? 、?? ?????????〉????
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　如上の，中学卒業時までに音訥上で抵抗のある読みをみると，3年間の国語
学習の上で，あるいは他教科，一般読書などで使われることが少ない，目にふ
れる機会が乏しい，生活に密着したことばとは遊離しているなど，習得する機
会が少なかったもの（音・訓）と考えることができる。読みに抵抗を示した
165字（94音・86訓180音読）を上のように音尺別に整理してみると・なぜそ
れが読みにくいか，その原因および，読みにくい音翻の特徴や性格がわかる。
6．　読みにくい音訓の特徴
（i）低学年用のやさしい漢字がかなり含まれている。（1年用漢字9字，2年
　周漢字エ8字）これらの文字の一般的な音訓のほうでは早く読みのカが定着
　し，また，書くカも備わっていながら，他の読みでは読みにくい。このこと
　はすでに「国立国語研究所年報」で指摘してきたが（年報16～19），低・中
　学年用漢字の中に多音多血の文字が多く，しかも，あまり旨常生心的ではな
　い特殊音訓が含まれている（例一下〈2音5謂〉赤〈2音2潮〉行〈3音3
　翻〉など）ことが主因であろう。
（2）低学年用漢字に限らず，教育漢字は，教育漢字外当用漢字に比べると多面
　回訓の傾向がある。1音素は1訓の文字の89％が1年入学時にすでに金員
　（1000／，）が読めていたことと考え合わせても，このことが首肯されよう。・
（3）特殊音を持つ読み方のものが多く含まれている。
　当用漢字表の表内訓の中には「限られたことばに用いられる」音訓があり，
　「一」線をつけて示されているが，教育漢字には次の6G字62音訓がある。
??????????????????? ??
?
?? ? ? ??
f
???
??
??
??
???
??? ??
?
??? ? ? ??????? ? ??? ????????????
???
???
??????
?
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　　〈注〉右下の数字は配当学年を示す。
　　　　　　　　　　　キヨウダイ　ビンボウ　　ル　ス　　　　コ　　ケイ　　この62音訓の中には，兄弟　貧乏　留守　過去　競馬（輪）など，目常語
　として多用されているために，かえって他の音訓よりも読みやすく成績のよ
　い音もあるが，しかし，多くは，呉音系の音などで，赤銅・緑青・行燈・行
　脚。回向・最期・末期・遠国・久遠，遊説，相殺，精進，衆生など，特殊な
　用語，仏教用語などに使われ，特殊な読みを要求され，一般的でないため
　に，学習からはずれやすく，習得されにくいということになる。上来みてき
　た未習得音訓と比べてみてもそのことがわかる。
四　賃常生濡や，話しことばで親近々の乏しい語に使われる読み（音）が含ま
　れている。一一引きの特殊音でなくとも，現在の目常生活，話しことばでは
　しだいに使われなくなっている，むしろ漢語でいうのをさけて，和語で繕い
　かえているようなことばと関係のある読み（音）は，：習得されにくい。
　例一川のセン（河川），夕のセキ（朝夕，一朝一夕），舌のゼツ（筆雷，毒舌〉
　貸のタイ・借のシャク（貸借），拾のシュウ（拾得する，拾得物）なども，艮
　常の話しことばとしては，「かわ」「あさゆう」「ふでにも　口にも…」「かし
　かり」「ひろう」のように，わかりやすく，耳に親しめるように和語として
　使う場合が多く，セン，セキ，ぜツなどの音を用いることばは，しだいに使用
　されることが少なくなってきており，生徒に親しみにくいからであろう。（対
　談中「毒舌」を「ドクじた」と’言って，　「ドクじたじゃないよ。ドグぜツと
　言うんだ」とたしなめられ「そうかドクゼツというんですか」と驚いていた
　という10代の流行歌手も出てくるわけである。〈週刊朝B43．12．2◎日号〉周
　作怠談）読みに抵抗のある音の多くは，特殊音ヵ・，この用いられなくなって
　きつつある語の音で，漢字の読みのカについて考えるとき，その時代の使用
　語彙との関連からも湾察しなければならないことがわかる。
｛5）H常生濡ではあまり使われないことぽの訓が含まれている。
　　訓は字義の定着したものであり，一般に漢字の意味を理解する手だてとな
　るものであったが，中には，現在の賃常生活ではあまり用いられていない文
　章語的な訓では，むしろ，その文字を含む漢語の方が使用されていて親近性
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　があるためか，時に訓でよりもかえって音の方が読めるという現象がある。
　面おもて　公鵜　　簡慧　　雄心　　競きそう　塗すべる　興お断る　省舞1，　経へる
　承講　価あたい　否いな　眼まなこ　災碧蕊　難かたい　退嬰
　など，訓では読めないが，配意の漢語　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　表面　公共（私）　商売　政治　競争　統治・統一　復興・興亡　反省
　　経過　承知　定価　否定　近眼　災難　難事（困難）　退出・退化・退学
　の音では読める。すなわち音のほうではよく読めるという現象である。
　　これら一連の和語は生活語としてはしだいに用いられなくなってきつつあ
　り，代わって，その文字を含む漢語・熟語のほうが多用されている現実が，
　漢字を読む力にもそのまま反映していることを示している。
：｛6）なお，当用漢字音訓言制定以前には，紬縞として用いられていた読み方の
　ほうに反応して，音調表の読み方が用いられないものもある。
　　魚の「うお」→さかな，潔のヂいさぎよい」→きよいなどがそれで，こう
　した反応は，現在社会でも，往々にして行なわれているために，文字によっ
　ては相当根強く，また，多くの生徒によって繰り返されている反応である。
〈7）語彙論がともなわないために読めない。上掲の特殊音訓や，目常生活的で
　ない語に使用される音・翻であるために読めないということも，語彙力との
　対応の問題であるが，さほど特殊でもなく，生活上でも用いられておりなが
　ら読めない（いくつかの）場合がある。
　この調査では，読みの力を調べるための刺激語として，なるべく中学生とし
て親近性のある語を選んだために，読みに抵抗のある音訓として残ったもの
は，多く上掲のように四獣な語彙や同じ意を表わす語で，日常生活では用いら
．れることの少ないほうの語彙としての音または訓であったが，日常生活でも用
いられながら，語彙力との関係で，ある語では読めながら同じ音のものでも実際
には読めないものが出てくることは必定であろう。その語が未学習語彙であっ
たり，あるいは薪聞・雑誌・単行本などによる読書漬動や生活経験が狭く，浅
いなどで，語彙範囲が狭かったい，中学生として必要度や関心度の少ない領域
の用語などであったりすると，いっそ♪そうした結果が出てくることは，同じ
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文宇を，他の語彙の音で調査した場合，読字反応に変動があることによっても
知られる。この調査でも，その点を配慮して，習得が固定化しにくいと思われ
たいくつかの文字には，同音の語を2～3種（その際もなるべく親しい藷彙を
目ざした。また，その文字が語頭や語尾にある場合の使いわけも考慮した）加
えることも試みた。提出語によって読みの反応が異なるということも，漢字：習
得に段階のあることを表わしている。
　この調査で，読みの場合（1対1方式なので），むずかしいほうは読まない，
読み誤る，陶こもるなどによって難易や適否が判定できた。教育漢字であり，
一般的な語を顕ざしたので，大差はないが，中には多少の有意の差が認められ
たものもある。
例一：
益エキ→利益〉純益
株赫→株式〉切り株
’今コン→今度〉今回
冬トV→冬眠〉冬至
　漢宰調査の結果（正答数）を比較するとき，単に数字だけを問題にせず，
のような語句によってその文字が検されたかもあわせてみておかなければなら
ない型崩がここにある。
主ぬし→持ち主〉地主　　四三→仮面〉仮説
　労力→運河〉河口　　室栃→窒繭〉室咲き
　　　　　（表外字との組み合せでも，地名として親しい〉
述〉’Pツ→著述〉述語
　　　　　　　　　　　（述語という語が学習されない時）
月台タイ→月台生〉見台児
　（一般的な胎児より他教科で学習された胎生が読みやすい）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど
7．読めない音訓とその文字の使用度
　義務教育終了段階でも読みに抵抗を示した教育漢字：の音または訓は，上来み
てきたように，特殊な語に用いられる音訓，あるいは，使用度の少ない語の音
訓が多かった。これらの音訓が一般使用語彙とどのような関係があるか。　「現
代雑誌九牽種の用語用字　漢字表」　（国立国語研究所報告22　昭＄P31隼代の現．
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代雑誌九十種について，その用語用字をしらべ，漢字の使用度による使用順位
があげられている）によって，これらの文字の使：われ方をみるとその関係が判
然とするであろう。
｛1）現代雑誌九十種の調査結果との関係
　読みの上で問題を残した音翻のうち，半数（4入）以上がその読み方に抵抗
を示した文字は，現代雑誌九十種の用語用字調査によると，どのような使われ
：方をしているであろうか。
　　現代雑誌九十種でのその文字の使用状況
　く文字使用度〉〈その読み方での使用度〉　　　　〈絹　　　　例〉
因（92）
基（133）
衆（105）
由（239）
L回（409）
「説（214）
・殺（157）
功（60）
貸（46）
供（274）
・宗（57）
天（272）
社（654）
面（539）
政（366）
統（128）
一切（540）
よる（2）
もとい（0）
シュ（3）
よし（1の
エ（0）
ぜイ（2）
サイ（3）
ク（0）
タイ（3）
ク（0）
そなえる（5）
ソウ（2）
あめ（0）
やしろ（G）
おもて（3）
まつりごと（0）
すべる（0）
サイ（26）
因る（1種）＜cf．依る（6）遡489＞
　　　　　　〈基づく（15）〉
　　　衆生（1）
　　　由（1）
遊説（1）
減殺。率鼠殺（2）
貸借・貸船（2）
供える（1）
宗匠・孟宗（2）
〈あま（1）天くだり〉
面（1）　　　〈表89＞
一切・合切（～袋）（2）
??????）??????????????????????????????????????????
）
）?）?） ）?
）?
）?
??）?
）?）?）?）?
）?
）????）?）?）?）?）?㍉??）?）?）?）?）?
??）
?????
? ???
??????????
??
??
????
??
????
??
????
??
??
??
???
??
????????????????
??
??
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セキ（2）　　一夕（一朝～）　明夕（2）
ハン（0）
ゴウ（10）　　　悪業・黒業・罪業・自業・非業（5）
あざ（10）　　掌・大字・何字（3）
おこる（3）護駁お　興る（す）（1）
さずける（Q）
アン（5）　　　行ue　・行燈（2）
シユウ（3）　　拾得。収拾（2）
サン（0）
バク（5）　　暴露（1）
ゼツ（4）　　饒雷・毒舌（2）
おのおの（3）各（1）〈各各14圏3＞
いな（む）臨1騨（終るや～や）（1）
まなご（2）　　眼（1）
ふるう（0）
わざわい（2）　災いする（1）
セン（5）
ゴ（5）
オン（1）
Pク（1）
ク（0）
ショウ（8）
シヨク（8）
ゲ（0）
キ（1）
ゴン（2）
もと（12）
つかえる（2）
河ノll。二＝二JII●JII柳（3）
一期・最期（2）　　〈最後（85）〉
遠寺（tVの鐘の音）（1）
松緑（～湯）
精進　無精（不精）（～ひげ）（2）
織機　交織　混織　紡織（4）
知己（1）
権化（2）　〈入・地名9＞
下（1）　〈許7　亟16＞
仕える（1＞
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機（412）
結（511）
省（135）
経（390）
承（53）
報（126）
採（65）
退（76）
難（143）
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。）
??
は
????????）??????）? ????
??
???
9）
（??
しりぞく（3）
かたい（31）
結納（1）
省みる（1）
経る（1）
報いる（1）
採る・採り入れる（2）
　　〈取る　撮る　捕るなど…圏345＞
退く（1）
難い・雛・雛い（・）誘勝黙15＞
　これでみると，読みに問題のあった音訓は，例外なく，
　①文字としての使用度は多いが，その音なり訓なりでの使われかた一使：
　　用語彙一使用面はいたって少ない
　②　文字としての使用度もあまり多くなく，しかもその音訓颪での使用もい
　　たって少ない
のどちらかである。したがって，それらの音訓を含む語彙が中学生の目にふれ
る機会は非常に乏しいということになる。使用度少は日常の必要度少というこ
とも考えられるが，しかし，一般読書とはちがって，学校教育では，学習上の
必要という面から，文字や語彙がより意図的に提出されるはずであるし，ま
た，されなければならない。しかし，小学校と異なって，中学校では配当漢字
もなく，基本的な学：習語彙の体系もないから，文字や語彙の提出は，多く教科
書の教材として採用された文章を中心としてまかなわれる。ことに，申学校で
は教育漢字外当用漢字が中心となるから，いきおい教育漢字は小学校で提出さ
れた漢字ということで，読みの上では，習得ずみ扱いを受けることが現実のよ
うである。試みに，8入の生徒が使用した鰹語の教科書での教育漢字の音訓使
爆状況をみると，次のようである。
（2）小・中学校の使用国語教科書での提出状況との関係
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教魔漢掌の未習得音訓と使用国罷教科書の提出状況
漢字 小学校国語教科書　（5　社） 中学校国語教科書
配当
w年
1～6年
i教禾ミ
葬?o
煤j
使用　例
1～3隼
i側騎
x数）
1年 2年 3　　　年
1年用
P準ソ
ｺもと
Q年動
Vあめ
ﾘサイ
^嫉
Fあざ
sアソ
R年用
yよし
ﾐ馨し
?H
ﾊ参
ﾆハソ
d鴛
凬S
東?
S年嗣
ﾆゴウ
E言ユ
（5社）
河ノ珪
齧]の下，太陽の
ｺ，博士の下で
Vの川2＞
齔ﾘ
c郡…字…
rの面，砂の面
dえる　仕え
ﾅ期（2）
　2
@0
V一4?ま㈱
@0
@0
@0
@0
@2
@0
@0
@4
@0
@9
@0
@1
@1
@7
③
①天の
@川A天野
q特〉
B　嚢ざ
???????????
②河川
A天②天の香具肉　⑨天の川
B　嚢ざ
B北面
@西門
??????????
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1
漢字 小学校国語教科書　（5　社） 中学校国語教科書
配当
w年
1～6年
i教科書提出
煤j
使　用　例
1～3年
i使用
x数）
1年 2年 3　　　年
機甑
汲艪､
ﾎ1”ク
T年用
?謔髏
ゼィ政
ｱヨリ殺
Tイ功
N統
ﾅべ貸
^イ興
ｱζ各
ﾚ蚕
Tソ解
Q久
N経
ﾖる承
?織
ﾟ精
f省
uり吟
ｻ?
織りの音結
､国
?ｻす運
ｮが興る養
¥（2）年
?oる，喜びを経
驕Cマラッカを経
驕i2）承
骼ｩ
ｮ織機精
i…
ﾌ報い?
養蚕①
?名大
v保①
?
大久保
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回忌
???
6年用
基撫と
衆弧
供撫
　える
唐ソウ不
授認
眼甕な
災慧
舌e’v
否脇
奮9，る
暴バク
権ゴソ
己キ
採とる
退碁ミ
難llた
小学校国藷教科書
　　（5　社）
1～6年
（教科　　　　　使　用　例書提唱
数）
o
0?????
e
3
e
o
o
2
3
e
e
o
4
3
o
供えて，?
中学校国語教科書
1～3年
（使用
度数）
4
　　　　　o
　　　　ク　　7お供えす藝盈溺7
授ける（2）
授けられる
否か，否
奮いたたす
奮い立つ（2）
採る（2）しんじゅ
採り，採れる
退く（2）飛び退く
。
4
o
o
?????
2
1
4
8
e
o
1年 2年
?
供
??
????
??????
¢
＠
②奮い
起こす
①奮い
立たせ?
④知己
＠
①採り
方
3 年
＠
①供える
①授かる
①お授けなさる
いな
＠
①奮い起こす
②暴露
①人名　権二
。
③採り入れる
〈注〉小学校屡語教科書では，8人の生徒が，出身小学校で採用した5社の教科書に
　ついて，教育漢字の二四状況を調べたもの。教科書提出数は，その5社のうち，こ
　の音訓を提出した教科書の数を示したもの。使用例は，その使用例。中学校国語教
科書では，8人物生徒が中学校3年聞に使用した一社のもの。ここでは，使用度数
、についても調べたので，使用度数をつけてある。
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　成績の非常に悪かった音訓は，教育の場でも学習されていないものに多いと
いうことがわかる。社会での使用も乏しく，教育上でも学習の機会が乏しいこ
れら教育漢字の未習得音訓（未学習音訓）が，このあと，いつ，どこで，翌得
されていくか，義務教育部の習得状況を検討する必要を感じる。
Pt　教育漢字外当用漢字　1年入学時の読みの成績
1．読みの成績と字種
　中学1年入学時の教育漢字外当用漢字の読みの成績は，平均読字数は539字’
であったが，これを漢字を中心として整理してみると，次のようになる。
入学時読み 8入 7人 6人 5人 4人 3人 2人 1人 0人の成績 （100％）（87．5） （75．o） （62．5）（ 0．0） （37．5）（25♂0） （12．5） の字
その内訳
読めた字189字 　〃
P14字
　〃
P09字
　〃
W2字
　〃
X4字
　〃
W6字
　〃
V8宇
　〃
W9字128字
（イ）灘碧ll 89 58 63 39 51 51 41 57 90
（ロ）膏謹つくして 7 3 2 3 4 5 6 10 38
の善繋かの 93 53 44 40 39 30 31 22 0
　教育漢字外議用漢字は，中学校で学習する文字であるから，入学時の読みの
成績がこの程度であるのは当然で，むしろ，8人金員が読めた字が189宇（2割；
弱）あることに，小学校段階での教育漢字外当用漢字；習得の機会と能力のある
ことが示されているといえる。具体的に文字についてみよう。
（1）音訓の観点から金員が完全に読めた字
8入（100％）読めた漢字189字
　1音又は1潮で完全に読めたもの　89字
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　二二乙華菓箇介閣乾監簡鑑儀菊巨醸菌径憩劇坑郊侯項込婚佐1
　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　座栽剤咲誌尺珠署将晶紹丈垂瀬奏荘臓滝宅卓丹担段弾稚畜蓄
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　　　＊　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　宙庁津滴痘胴俳培箱班畔般晩秘姫附符偏亡坊房帽棒盆枚又密
　　　ぷ　娘矢蓄財塁馬蝉湾　（＊印の字は訓よみであることを示す。以下同じ。）
　音訓をつくして読めたもの　7字
証ジ砂鍵　城箆ウ洗謡う泉鋳み雷鳥莞たか、、幼窪ない
　　　　すな
《2）どちらかの音訓では全員が読めた字
　ルビは読めた音訓を，（）内の読みは抵抗のあった音訓を示す。
陰翻）　羽｛誘㈲映協る｝露盃薩・，｝割協）　甘醗｝1　肝麟｝　巻島～》　冠蘇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むの丸認㌔1　危鹸うい）机飴え　弓翫ウ｝丘猷ウ｝吸離ウ｝胸給ウ｝概揚　掘鵠》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コウ恵彦く廠工）義賊げる）剣～扇ぎ｝懸鯖　　弦筏》　源篠なもと〕呼赫 甲諺）　紅処｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くくれないユ
痴愚ω裁～鵠）　枝誘　　姿溜た　紫翫さき）温感　　射誌）　斜1篇め）若訟り）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くもしくゆ
趣白むき）縮脇）松蕩ウ》笑～；競）傷～鰯　　伸鋤　　針1魏）　井δ，ウ｝蜘靖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くセつ鶏・窓軸装臨、撒・・職・袋翻仲纏・・頂織・趨協
痛開鉱砺齢・購脇士励め墾～～、鵜・醜・瀦・
．乳言動　忍飯田　背洗⊃　輪廓ウ｝泊ξ｝鮎）電鈴｝
　くちラ　　　　　　　　　　　　　　むみ臨）浮除翻　腹協並霧輪島～も
・強面むぐ）眠δ孕る）夢欝　　雄鵡xお）衡掬い）羊鵡じ）
離ll謝、る｝裏鵠　鈴～轟X，，．）
1（3）7入以下が読めた字
7人（87．5％）読めた漢字114字
　　1音又は1訓で読めたもの　58字
抜δ砺　被曝。、｝尾農》
比論　　募蕊。る》論敵、る
揚～嘉る）頼鶴8　卵欝；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ緯閲厚飼街看環艦犠脚難解刑啓慶警抗購酷脂芝樹秀症粧障彰
　　　　　　　　　　　　　　　　キこ診睡i寸屡魚拓訳義駐滋雨帝出品糖峠搬伯爆販盤微普簿邦胞凡
魔漫郵齢
　音訓をつくして読めたもの　3宇
＝茎τ墓梅壷　宝慧ら
　どちらかの音訓で読め㌍もの　53字
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影回蝋…幽晦
泣酷ウ⊃恐艦旨い筋綜じ）
　　　　cキaウ｝
降蕩）
　　りるコ
蒸翻
渡謝
浜琶｝
三三
香誌
寝1癌る）
筒夢っ）
払翻
亦こい’⑳こいしい
　｛レン）
沿諾）
琴深の
押臨、、鶏・
骨1聖，）　札鵠｝
臨・・職謝陳醐
曇糊　尼蕎
三飯う）峰鵠》
腕誘。）
　　　　　　桜藩み　嫁赫　　皆謡》
話劇）　肩鶴｝　野毛。）　荒酔魂
　　　　　　　　　　（あらす）　　　（このむ）　　　　　　　　　　ド煮鵠） 狩誤） 柔㍊券い）沼翫ウ〉
　　　溺鶴ぎ）掃識｝沢沸）摘蟻。》
粘醸鋤彼～8（斜疲1ち猟る）漂1脳う）
訪葭撫）冒臨す）．溶1㌫す）三二。）
6入（75．　eo／，）読めた漢字109字
　　1音又は1調で読めたもの　63字
　　き　　ぷ　維沖温点還奇岐棋騎広言玄諸豪獄無規祉滋磁心銃旬肖礁錠嬢
　紳征牲鼠賊壇富山塔脳肺旧藩山回怖譜覆墳丙遍三富躍翌絡欄
　覧三二寮療糧零高浪
　音訓をつくして読めた字　2字
煙誌り沈移む
　どちらかの音訓で読めた字　44字
偉1冠帰　晶晶）　怪1観し。〉岳錫｝　干｛論　　三三）　三三　　輝蕗やく拠為
瞬鋤｝響繍迎礁る）簸二輪き）厩とる）御壷紙誌詰論
床鰍・金齢・・幅・鶴・驚鋳・鵬・搬・・周獺畑鼠
盗泌む）濃超9　杯笛姻帆（i、．）　腐乙さる）封鶴）　三三8　旧怨まつる）
玄鶴たげる麻爾　霧錫　三二、｝踊1覇　雷鵡翰乱1菊燃る）柳＆縞粒離。〉，
5入（62。5％）読めた漢字82字
　　1音又は1訓で読めたもの　39字
　三尉三三三三三三遣二三撮三三三三徐三審薪陣三三租徴邸郵
　陶闘督三三妃慢猛紋酪了烈
　音訓をつくして読めた字　3字
舟論ウ　貝鰹7る　幕詔（2音の文字であるが，便宜上。以下同じ。）
　どちらかの音訓で読めた字40字
違爾う　炎1甥　感激ぬく）換醐　幾a、く》　狂鉄鵬｝互た謝　攻謡醐綱＆晦
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鎖＆、，）歳1窃　野羊　方略1恕す》湿醜る》寿経ぶき）獣観あ
管粥霧｝振畿》　刃＆。）　誓餓3　繕織ろう）巣～動　捜～霧す）
珍観らし。）伴齢窃苗結。）幅1側目）群婚）群群澗埋謝
涼醜㌦　隣さ1男　暦～厳み）賢路・らか）
4入（50．0％）読めた漢掌　94字
　　1音または1訓で読めたもの　51字
　　　　　x：’
緒1。1）
霜1棚
茂凝丁る
　103
償1脇う｝
遅飯れる）
翼競，さ）
　宴援禍概掻患棺憾揮二三顕孤弧碁硬鋼鰯彩三軸爵叙升掌硝奨
　衝殖三三粗双即泰逮痴兆三婆廃輩範泌噴幣魅銘耗霊錬
　音訓をつくして読めた字　4字
鶏篇、り捨裟る　跡鍵　　塗晶
　どちらかの音訓で読めた字39字
置翻》　戒a乱め）悔斡al企齢だてる）拒恕細　三三　　三島し司幻徽ろし）
凱殉控翻る載彫る》酢δク》充齢）渋ヒllる繍諸　三三　錘饒｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　くジニウコ
解離3琴唄　占跳堪る）葬鵜・・》騒編耐融・）滞礁・・）倒粍醐声調｝
尊神｝　突識》　迫齢る）敷誘　　紛蹟ぎ禰　　柄葛．　k）　二一る・く6t　墨1鴇）
免麟…優翻謝｝翫・勲）腰1謁勢州裂偽、
3入（37．5％）読めた漢字86字
　　1音または1訓で読めたもの　51字
　ぶ　　　扱芋佳餓較勘敢軌吉況三傑孔憧紺錯擦朱愁昇冗浄醸随旋阻塑
　　　　　　　　ぷ　撃墜下句超跳墜坪艇途妊陪舶敏賦舗没摩妙愉幽裕慮猟
音訓をつくして読めた字　5字
鰹旧く枯昇れる　襲認　灘　丁丁
　どちらかの音訓で読めた字　30字
依畠　暇繭餅湖詰醐及醸1狭醐・｝仰1繍融｝巧譲み）
絞骸）甲乙窟、）如醜）　焦～3為　飾蕎鵠）浸～搬す｝慎～第し旬穂撫｝　潜1淡む｝
平等鋤促齢醐飛弾》値留｝あ”・“耳む1響　締編　悩醐　膚♂、。）伏翻
忙醍がい｝与～穿る露ろ。）惑鼠。う）
2入（25．0％）読めた漢字78字
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　1音または1訓で読めたもの　41字
　威為慨滑凶恭門下貢二野慈邪丁丁二二抄剰娠炊帥隻丁壮胎胆
　秩開陳貞門繁蛮賓倣剖撲膜隆累
　音訓をつくして読めた字　6字
握竃翫　駆引　侍白むら、、憎ζ為　澄手留　抱齪
　ど・ちちかの音劉で読めた字　31字
笹野さめる）忌き、ω　偽ぎ、っわる）脅齢臥す）愚1銚か）喫鹸る｝堅鱗、、）献齢）
賢観．い）更～轟、）魂＆精い｛罷蝕謝伺齢がう｝漆醐　詔～殿励譲鰐も
脇篇｝辛観。｝侵～島†♪衰議載る〉奪1朔　淡赫。）懲鵠跳吐（t‘　〈）　怒～実る
回議、．》薄湾1織1ゑ、｝灘く，）乏～翫。｝誘誤う）
1入（12．5％）読めた漢字　89字
　1音または1’訓で読めたもの　57字
　逸姻詠疫謁欧雅塊懐壊播渇棄虐享謙拷克搾嗣諮勺淑粛瞬循匠
　　　ぷ　訟丁丁析拙窃践疎択諾脹訂徹奴悼騰軟閥扶某傍三三諭融二三
　二丁楼’
　音訓をつくして読めた字　10字
隠寂れる獲怒　傾簾むく継纂　替罫も　慰ける　縫鍔　滅脇る黙麗る
劣鍵る
　どちらかの音訓で読めた字　22字
汚齢す）穏蘇やか｝祈1野　既1｝で・・｝戯臨心醐朽飴轟）虚趨　　凝齪3　携話さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　える｝謝祠る@旨～勧　　雌膨）酎　執催P　尽爾　　惜～糊　　訴あたえる描鵠～》
四生。。）飽薇）揺晦）陵1燃細励館
0人の字　128字
　1音又は1訓の文字　90字
　　　　ぷ　ぷ　　　ぷ　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　韻殴三門卸寡蚊丁丁郭嚇轄且喚閑款綾宜糾斤吟繰薫拘肯慌衡
　門門唆宰野冊璽疾平等殉准遵嘱辱迅粋髄枢崇斥遷薦漸措妥惰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　堕但逐嫡衷勅朕鎮逓迭撤謄丁丁下半伐頒丁丁二塁二二矛三三
　猶庸擁抑濫吏倫廉賄
　音訓ともに読めなかった字38字
哀贈れ　隔瑞てる　陥駕いる　堪駕る　飢叛る
雇趣う　顧姦り品恨誌む　砕豪く　肖ljge　6
詳糊。尋異る天眼　葺き≦　喪ζウ
早言ゴ　弔舞う濃捻る　煩脇。い、職やい、
翻議嚇麗纏わい漏認，もne
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欺暴むく窮鏡る
制海擁　寂￥誕い
怠疑たる濁ζも
確論どる墨黒
暁器廃　繭郵
醜疑ぞい潤ζ幸う
嘆泣く　重事騒
乱㌶ばし、，
2．読みの成績から推定される小学校における
　　　　　　　　　　　　　　　教育漢細雨当用漢字の習得
　入学時の調査で，8入全員が読めた漢字は189字あるが，そのうち，1音ま
たは1訓で完金に読めたもの89字，音訓をつくして読めたもの7字，計96字は，
完全に読めた掌ということになり，当然のことながら，どちらかの音訓1種の
ものが圧倒的に多い。残る半数は，音訓どちらかの読みで，100％読めるという
ことになる。教育漢字外当用漢字の読みの調査は，6月から始まったので（6
月4日～6月19日），その間までに申学の国語教科書で，新禺漢字として学翌し
たものを反映しているものもあるが（後述），しかし，その大部分は，当時未
学習の教育漢字外当用漢字を，半数以上のものが読めた字が588字もあるとい
うことは，このころになると，教育漢字881字のほかに，艮常生活に密着し，
教育漢宇と熟合して使用されている教育漢字外当用漢掌の相当数のものに接近
し，ある程度は読めるようになっていることを示している。このことは，われ
われが，言語能力の発達研：究のために昭漁28年来継続調査をしてきた児童の6
年置の読書力調査（昭和34年）の結果を通しても，小学生の教育外当用漢字を
読むカ・読める可能性が推定されたし，（6年生に実施し1r標準読書力診断テス肩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　ぷ　　　　　　ぷ　ぷ　　　　　　ぷ　　　　　　　〈阪本D式〉の読字テスト中の当用漢字28字r枝暇筋療宅樹巣：怪秘驚黙掲頂粧背捕依誉
奇軟論江懇孔汚覧審薦」は，平均して，32．7％読めており，＊印の文字でなら50％以上
は読める。国立国語研究所報告書26r小学生の言藷能力の発達」一文字の習得　67ペー
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ジ，岡報告書17r高学年の読み書き能力j一当用漢字を読むカ　313～317ページ参照〉
近くは，文部省初中局の小学校教育課で，43年度改定学習指導要領のために，
実験学校で，小学校6年生に実施した教育漢字外当用漢字の全数該字調査結果
（昭和42年実施）によっても，相当量の教育漢掌外当用漢字の読あることがわ
かる。
（1）　「小学校改訂学習指導要領jの備考漢字115字と入学時調査結果との比較
　昭和43年度改訂の「小学校の学習指導要領」で，教育漢字外当用漢字から小
学校6年用漢字の備考としてとり出した文宇は115字ある。（この1類宰は，教
育上の基本語彙と関係のあるもの，小学生調査の結果習得度の高いもの，文字
構成上の基本的なもの，使用度が高く語構成上必要なものなど，いくつかの必
要条件を勘案して決めた漢字である。）
　域宇斜映野洲世子割干撃墜簡丸危机揮弓吸泣胸郷筋径警劇穴
　撃墜好事降雪刻骨困砂座嘗胆姿誌皆野捨尺若樹縦縮熟署将笑
　傷障城外針垂寸染泉洗響町野冊臓宅担探段階値：仲宙響町撃墜
　痛糖乳脳肺野堺町晩青笹腹閉片平野亡忘棒枚幕密野矢郵優幼
　飛雪乱戦下網朗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　115字
　この115字をわれわれの1年入学疇の調査結果と比較してみると，音謬1綴点．
から全員100％読めた189宇（文字としては汗荒野腕が加わって193字）申，115
字と共通するものは72字（62。6％）であり，189野中にない43字も，7人が読
めた字20字，6人一13字，5人一3字，4入一5字，3人一2字の割合にな。，
ていて，かなり共通度が高いことがわかる。
7入　沿街看泣筋警穴好降骨樹障三寸染層糖宝訪郵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20字　　17．4％）
6人　灰干困冊磁探i脳肺野閉予選覧　（13字11．3％）
5人　　熟幕朗　（3字1．　7％）
4入　型鋼捨縦帆　（5字4．3％）
3入　　値模　（2字1．7％）
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　教育漢字外当用漢字の読みの調査は，中学での文字学習が行なわれていない・
4月入学直後に実施されたものではない。したがって，厳密にいえば調査結果。
に，中学生になってからの文宇学習が反映しているとみなければならない。
（2）入学時の読みの成績と文字学習
　第1回入学時の教育手当屠罪障の読みあ調査ほ，6．月4日～6月19日に行な
われたか5’C調査の結果に，中学生になってから学習した文字の影響が出てく．
るはずである。・
　読みの調査が終才するまでに，生徒ぶ使用した国語の教科書の薪出漢字は，
次の68宇70音調である。
　読みの調査時までに学習した1年生の国語教科書の薪出漢字（4月”v　6月19t
臼）
眼目る胸むね　紹ショウ介カイ背せ　II誹ウ子廊qi」下掲ケイ示板丸tるい紳のびる若わかい
割わる浮うかぶ（辞じer・ny－”’クel）
懸ケン命項＝ty目隠鑑hY雑誌シ　吹ふく座舗回すく抜a〈箇ヵ所
押すう夢鋤乳筋　S嬢ジ9ウさん　降癖＄ll束ソク枝瀦　羽ttff舞う飼かう
肝カン油　痛いたい一片ペンの雲　片かた側　丘tshi　一匹びき肩かた咲さく一枚まい頼㌍
大丈ジ砂夫腕うで棒’Pto矢や韓
幻憐ない年　　磁義ぎ　酔よう忘htnる　恵めぐ㌔る
“涼・’・・し。＊汗・・＊暖繊か陶琶・も＊洗…舘簿二’押・・旗・駄＊舗電装ウ心臓ゾ・
＊笑わらい〒季息つくえ＊腹ほら　　F羨段ダン　＊回ふくろ＊御ご飯　　　＊｛犬＝ふせる　　　　（68字70音1…1【D
（＊印の文字は，読みの調査期間中に学習した字。一一線のつけてあるのは読みかえを示す。〉
　この薪出漢字と，第1圏の読みの調査結果と比べてみると，次のようにな
る。
齋懲撚芙縁字内訳イ・ハ文字猷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みた揚合　　　　　　　　　　　　　　　　　1音1訓　　音訓をつ　　どちらか耀読・89字灘瀧・・字の纂くkての翌1で論述〉
耽褐燗練
???
漢
???
）?
）?
）?
）?
）
??
????
??
??
”?丈????????? ? ?↑?
??? ????? ?? ?? ??．??? ?
????
?
?
?????? ?
? （ーーーーー???
????
??
??
）? ? ????? ??
????????????????? ?
?
????
??
?
???
・
、?? ????
??
ふ
?
????．???oo
?????
?? ??
（
11? ??? ?
??????????????
む
? ?????
09討
?
梵
割5ハ．
（
ド唾翫
??????? ??? ??
??????
????? ??
???
?
三三
???????? ?? ?
???? ??? ? ? ??? ㌦???? ?? ?
????? ?? ??????????
?＝?
?
?
? ???
　　〈注〉ルビは，教科書で提出された音調と同じ音又は訓で読めたことを示す。
　　　e印は，教科書で提出されなかった音又は訓で読めたことを示す。
　　　×印は，その三又は訓で教科書に提出されたが，その音又は訓の読みかたよりも
　　　　⑲印のほうに反応の優位性があったことを示す。
　　　＊印は，音訓ともに提出された字。
　　　なお，汗・腕は，文字単位にみた場合（193字圏内では）には，8人が読めた字で
　　　ある。
　上のように，学習した文字のほとんどが，その学習した音訓の読み方でよく
読めていること，学習した文字は，やはり正反応が集申する，：習得しやすいこ
とが認められる。ただし，ごくまれに，学習した音訓外の読み方のほうに優位
な反応を示したもの（暖のダン，洗のセン，羽のはね，笑のショウ，迫のバク
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など）があり，生徒のこの時点でのその文字の音訓への接近度・親近性がうか
がわれる。学習した文字はさすがによく読めている（親近性の乏しい文字は読
めていないものもある）が，8人正反応の文字数は189字ある。したがって入
学後学習した文宇による8入正答の54掌を除いた135字は国語の学習（教科書
の薪出二六による）外の習得経路によって読めるようになったと思われる漢宇
である。
　国語学習によらないでも読めた字
　8人全員が読めたもの　135字
　　域宇乙華菓閣乾監簡菊巨峡菌径憩劇坑山侯込二佐栽剤三尺珠
　　署将晶垂尾奏荘滝宅卓丹心弾稚蛮蓄宙庁津滴痘胴俳培班陣般
　　三面姫附符偏亡坊房三又密娘硫厘二郎湾（以上1三又は1詔の文
　　字で）　72字　　江砂城泉（音調をつくして）　4字
陰・・映・・鉛・ン巻まく冠カン危キ弓ゆみ郷柳堀ほる剣ケン弦ゲン源ゲン
99hk’i“mp＝e　kZ”O刻コク裁“（紫シ　身寸シ“斜シや趣シA縮シユク松まつ傷㌍’
針・t）井・姓・・ウ円くわ響ど操ソウ仲なか頂チョウ潮しお提’イ笛ふえ殿Uの
畷。凍1ウ稽・h豚・・忍5？taバク泊バク髪かみ被ヒ尾お山なみ浦うら’
拶紡・ウ眠・・雄・・優・ウ羊ヨウ揚ヨウ卵燦離裏うら’ 驍ｷず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ルビで示した音又は訓で　59字）
　8人が共通に読めるということは，相当習得度の高い字ということである・
が，上の掌を見ると，小学校でも，国語や他教科の学習語彙としてルビ付きで
使われるもの，教育漢字との熟合度が高く，使用度が高いもの，日常生活に関
係のあるもの，一般読書・新聞・映画・テレビ・広告・看板などのマスメディ
アによって刺激をうける機会の多いものなどの文字であることが考えられる。
また，中学で開始された他教科の学習による影響も逐次出てくるころである。
　同様に7入が読めたもの109字，4人以上では520字もあるわけで，中学入．
学前後のこの三期までに国語学習以外の何らかの経路・刺激などによって読め
るようになる文字がかなりあることを示している。
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　7人が読めたもの　109字
　緯閲憶架街看環艦犠脚距偶刑啓慶警抗購酷脂芝樹秀症粧障彰
　診睡寸層燥拓託誕駐廷抵帝斗唐糖峠搬伯爆販盤微普簿邦胞凡
　魔漫郵齢（1音又は1訓の文寧で）　58字
　茎梅宝（音訓をつくして）　3字
影梛　Wha（拾エン卿ク桜6くら嫁よめ皆みんな泣なく恐灘とい　　筋キン琴二と
穴あな荒あttas降ふる香＝e骨｛’hオL、㍊　煮にる狩か。柔ジユウ沼嫌　蒸ジaウ寝シン
震シン盛もる染勧る扇C7掃ソウ沢さわ摘テキ渡わたる筒トウ曇ドン尼あま粘ネン
彼かの樹　漂ヒaウ浜まま払はらう；蔚　峰みね訪t．e響ウ溶ヨウ謡ヨウ涙勤
恋ミt：い、　　48字（文字としてなら5◎字く十荒・降〉）
　入学蒋調査結果の具体例を見ると，読めた音訓と読めない音訓の相違，音優
位，訓優位の文字の実相が，未学習文字だけにいっそう出ていることがわか
る。文字としては学習された教育漢字でさえ，音訓という観点からは問題を残
しているほどであるから，今後の学習にまつ教育漢字外当用漢掌では当然のこ
。とといえよう。
　以後，新しく教育漢字外当用漢字を学習していく過程で，それらが，どのよ
うな間題を示しながら習得を重ねていくであろうか。
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W　教育漢字外当用漢字　3年卒業時の読みの成績
1．3年間で読めるようになった字
　教育漢宇外当用漢字の卒業時の読みの調査は，42年3月1帽から開始された
ので，国語教科書での学習もほとんど終えたから，義務教育終了蒔の読みの
カ，習得状況をみることができたわけである。前章でみたように，音訓両方の
威績をとり入れた文字としてみた場合は金員正答の字が863字であったが，さ
らに音訓観点を考慮してみても，855字は全員が読めるというように，1年入
学時に地ぺて進歩のあとが著しい。
　卒業蒋の読みの結果を音謂観点で整理してみると，下表のようになる。
　8　入
i100％）が
ﾇめた字
7入???）?? 6人???）?? 5人???）?? 4入???）?? 3人???）?? 2人???）?? 1入???）??
0人 7～0v
855字 58 24 13 8 5 5 1 0 114
（イ）1音又は1
@訓の宇で
渠?訓をつく
@　して
iハ）どちらかの
@音訓で
454字
Q34
P47
39
??
15 13
?
85
??
（教育漢字外当用漢字の読みの成績が総体的によかったのは，一つには，3年聞継続調
査による慣れもあったと思われるが，この年から東京都の高等学校の入試科爵が，国・
英・数の3教科にしぼられたこと，受験のための他教科学習に分散きれるエネルギーが，
国語に集中されたことも与ってカあると思われる。〉
〈1）　3年聞で全員が読めるようになった字
1）音謂の観点から全員が完全に読めた字
㈲　1音又は1訓の文字　454字
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　ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま亜扱威尉宿弊緯無断芋姻韻宇詠疫悦閲宴援欧殴唾壷乙佳架華菓
　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　ぷ箇蚊雅餓介塊懐壊劾慨慶雲核郭較三蔵掛括穂刈看勘乾患棺敢監
寛憾環還簡艦鑑奇岐軌揮棋棄盛儀擬犠嘉吉車賃脚臣距凶況享峡
　　　　　　　　　恭菌緊三吟偶遇屈繰勲刑径啓慶憩警劇傑圏瀬野謙顕玄孤領野娯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ碁孔抗坑恒町回侯貢慌項硬酵稿鋼購衡拷豪貴獄込婚紺墾懇佐詐
　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座栽彩斎債剤索錯搾映冊擦撮惨祉脂誌慈滋磁軸芝邪尺爵朱珠殊
儒樹秀愁酬銃淑熟瞬旬盾准循庶署徐叙匠抄肖昇渉症訟将晶粧紹
掌硝障彰奨衝礁丈浄剰錠嬢殖娠紳診審薪迅陣炊垂帥睡粋随髄櫃
寸征牲斥析隻瀬籍拙窃摂旋践銑鮮繊禅租粗疎塑壮奏荘僧遭屡燥
　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　ぷ臓即賊厳儀胎泰滝宅択拓車回諾但丹担胆誕段弾壇致痴稚蓄蓄秩
　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ窒宙駐兆超脹跳徴聴庁勅鎮津墜坪呈廷邸抵帝訂滴哲撤徹芽途奴
　　　　　　　　　　ぷ聡慧陶痘塔糖騰闘謄胴峠督解毒轡虫脳婆肺俳撲廃輩培陪賠伯母
　な爆箱伐罰閥班眸般運搬範繁藩晩蛮盤妃批秘碑罷徴墨型聡敏扶附
普符怖賦譜覆墳噴丙併幣弊偏遍舗簿邦胞砲倣亡坊房剖肪帽傍棒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　膨撲幽思盆摩魔脳膜又漫慢魅密妙郵駅銘耗猛紋雌蝶聯隊郵輝輝
融翌絡濃密覧銀翼隆硫虜慮了猟僚寮療糧厘倫累塁零霊隷齢烈錬
炉浪郎廊楼湾
（＊印の字は1訓の文字）
　（ロ）音・訓をつくして読める字254字
哀瓢、　握竃多が偉愈、選がう　戦ぐさめる玲琴
鋭手誌、越歪為　炎註翻　煙誌り　鉛静，　沸、，す
　　　　こす灰謀　　怪慕い、獲袈　　岳銘　　割駕　　壁隣
貫主ζぬく換織る　理趣、、　企さわだてる鯨やう。難きくえ
鰻重ざむく虚鑛わむれる及一睡　丘撫ウ　吸携ウ　拠㍗
　　　　　　　および胸懸　銀陶ウ響齪　筋詫　琴鴛　愚姦うか
掲篇げる｛diSf，．く継纂　鶏雛と1⊃迎箒騒鯨τ私
讐誌，　献算　　賢錠二、，剣窮ぎ　幻鰭ろし源簿酵
謝。る　互蘇、悟ぎとる　巧脆　甲諺　渡ウ
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?? ?? ????????????????????????????????? ?? ?? ?? ?? ??? ?? ?????????????
?????????????????
? ????? ヶ????
??
????? ?
??????????
?????? ? ??
???????????????
??????
?????? ??????????????
??
???
???? ????????
???、??
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??????
??
???
????
???
? ?
?
??????
?????、?
????　　
@　
@　
@　
@　
@　
??
? ???
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???? ???
??
?????
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???盲
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?。??．??
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7??
?
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?
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??
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どちらかの音訓では読める字．147字
隠翻勇る．グ沿凄誘1．7　；縁義心｝7．解毒害え9　桜喬～3？嫁赫7　戒まもしもる）皆姦醇）5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（オウ）
隔勧移苓る7rF窪手6　笹島滲36堪蕊藁誘　含～嘉封ε祈群3る5飢～1ある“t　平韻壌わる》
　　　　　　　　　（ひる》
弓～覇泣醐甲州麟4叫欝ら・？離麟薦臨～5仰醸1ζ
暁醐・瓢．ゐ黙編携鶴ま。、）穴鶴、6軒観｝5齢プ弦傷，2
そ川釣ん）5　更＆鳥、ろ　香＆3？　紅昆窪．εつ控謬急嘉め慰融雪蕩｝4’　時津ら）6　肖畷㌢勇7
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旨渦伺議・う）枝鍔7旛滋す執診迄伽漆1揚7射畿）．5煮1翼｝6
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尋働斡尽3笥4吹授イ）5穂＆‘5　酔畠）4錘傷む）7井紳＆君盛嵩り7もる婿箇＞0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くジむの報酬請甑鰯3継1噛謝，1替闘礎齢・・熱・6巣e・・9
　　　　くうけるひお葬路む口写醜ウ）7操濃湧　tw　Xf‘eY　3怠1装た傷1袋溢奪．5滞観こ隔恥階る7鋳1乳あ
　　　　くよそおのビ
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〈注〉文字の右横のルビは，読めた音訓を示し，（）内の読みは，成績の悪い音訓を示
　　す。数字は読めた人数を示す。
　2）　7人以下が読めた宇
7人（87，5％）が読躍り窄字　58字
　（イ）　1音又1ヰ1訓の文宇　39字
ぷ　　　　ぷ鋪禍且日羽宜斤野駒唆殉宰暫嗣疾赦叔俊祥冗醸辱崇薦漸阻
措双堕逮抽響町悼媒赴謀諭猶
　（W）．音訓をつくして読めた字　7字　　　tt
黙…灘ヒ灘・・三三・轄；二・鱗・・煽・わと．
　←う　どちらかの音訓で読めた字。（）内の音又は訓ではさらに成績不振で，
　　　　数字はその読めた人数を示す。
忌謡野鶴る1繭謝絞堅甲醜91、5襲認｝）6臨糊墜爾鰹濁師
野馳轟。｝癖罐｝6芳薇、2凋
　6人（75．0％）が読めた字24字
　　（イ）　1音又は1訓の字　15字
該緩糾罪囚貞婦崩某庸擁年下吏廉レ
　　（ノN）どちらかの音訓で読めた字　9字
陥鋤筋鞘翻、｝朽薮境）4緯距～3賜儲わ61詔観扇｝農翻～　陵凝舗顛倒）野
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5人（62．5％）が読めた宇13掌
　く4）　1心乱は1訓の字　エ3字
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　嚇渇虐薫拘升三惑逐迭篤頒匁
4入（50．0％）が読めた字　8宇
　〈g＞　1二又は1訓の字　7字
　翁忌粛二二窯賄
　（u）どちらかの音訓で読めた字　1字　　弔認らう1
3人（37．5％）が読めた宇　5字
　9）　1音又は1訓の字　5字　　寡衷奔璽遷
2人（25．0％）が読めた字　5掌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　㊥　1音又は1訓の字　　5掌　　謁虞款遵嫡
ユ人（12．　5％）が読めた字　エ宇
　¢）　1音又は1訓の字　1字　　勺
　したがって教育漢字外当用漢字969字の3年卒業時の読みのカは，整理の観
点によって，
　　8人乎均正答字数　　　　　940．3字
　　8人共通正答文忌数　　　　863宇
　　8人音訓正答文字数：　　　855字
　　8人音訓完全正答読字数708字（454十254）
のようになる。音訓の観点からみた場合，その文宇を音訓をつくして，全員が
読めた708字は，完全正答の字といえるが，残る261掌も，そのうち，147字
はどちらかの音訓では，8人が読めている文字であるから，音調を考慮に入れ
て読みに抵抗のあった問題のある字は114字である。
　教育漢字の3年卒業時における難音翻数に比べて，教育漢宇外当用漢字のこ
の数字は，多少意外の感がするであろうが，この成績は累積結果であるからで
ある。教育漢字外当用漢字は，中学校に入学してから学習される漢掌で，いわ
ば学習過程中のものであるから，整理の方法も，現実の習得状況にてらした場
合，習得完了という観点では，律し切れないものがあるので，ここでは一応，
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累積結果をもとにしてみているからである。
　教育漢字と教育漢字外当用漢字の卒業時に読みの上で抵抗を示した文字（音
RJIDの差は，実は数量の上ばかりではない。
2．読めない字
（1）読めない影響の特徴
　1）　1音量は1調の字
　教育漢字外当用漢字の3年卒業蒔までに，読みの上で問題を残した宇は，上
の字種をみても明らかのように，1音又は1訓の文字に多い。すなわち，ま
だ文字そのものについて読みに抵抗があることである。これは，教育漢字が，
3年卒業時に読みの上で問題を残したものは，その文字としては必ずしもむず
かしい：文字ではなく，他の読み方では100％読めていた，すなわち，音訓上に
面諭が残っていたのと比べて，大きな相違である。もちろん，教育漢字外当用
漢字にも音翻上に問題を残した147字の例もあるが，読めない114字中85字は
1音又は1訓の文字（1訓の文掌は少ない）であるということは，教育漢字よ
りは文字そのものに問題のあることを示している。
　2）教科書に未提出の字
　これは，中学3年卒業時までに未学習文字のあることとも関係があり，3年
間に未学習文字として残るような文字に，1音又は1潮の文字が多いというこ
とにもよるからである。
　一一般に国語の教科書調査として，3年聞に本文新出漢字として提出しきれな
かった文字が示されているが，未提出漢字の共通性は高い。
　この調査でできなかった114字中，1音又は1訓の文字は85字あるが，その
うち59宇は未学習文字となっている。
1音又は1訓の文字　85字
＊7入　　　＊A
卸禍且喚閑宜斤剛克硬直暫嗣疾赦叔俊殉祥冗醸辱崇薦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6入　　　　　　　　　　　　△漸隠措融融逮抽陳艇悼媒赴謀諭猶該緩糾諮囚貞逓崩某
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　　　　△　　　　　5人△　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　△　＊　4人　　　　　△庶出記録出歯嚇渇虐薫拘升嘱義血迭篤頒匁翁轄粛朕匿
　　3人△△　　　　　　　2入△＊A　　　A　　　1人窯賄寡璽遷温感謁鷹論士宮山
く注〉　ゴチックの字は，国語教科書に1度も現われなかった寧　59掌。＊印は訓の
　　字。△印の字は当用漢字補正案で，削る候補の宇として報告されたもの。
　このように読めない文字に1音または1訓の文字が多く，しかもそれは未学
二習文字，提出しにくい，難文字であることが，一つの特徴となっていることが
わかる。また，1音1訓以外の文字で成績の悪い字は29字あるが，そのうち，
10字は未学習文字である。
7人　　　　　　　　　　　　△　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6人
顧恨衰三三鍛煩恩窮繭絞醜襲詳遂懲侮癖芳陥概朽砕賜
　　　　　　5人超三三三三
　〈注〉ゴチックの字は国語教科書にユ度も現われなかった字（ユ0字）。
　国語で学習した漢字で成績の悪い文字もあるが，このように提出しにくいむ
ずかしい文字のために読めないものが多い。
　教育漢字では，文字としての読みに抵抗のある字は皆無であるが，音訥上抵
抗のある文字を残す，しかも，比較的，低学年用のやさしい文字が多いという
ところに特徴がみられたが，教育漢字外当用漢字では，むずかしく読みにくい
文字そのものが残るというところに著しい特徴がある。小学校卒業蒔には未学
一：K音訓が残され，中学校卒業時には未学習文字が残されるという現実が教育漢
字及び教育漢字外当用漢宇習得の実態（読み）として一つの大きな特徴であ
り，問題点の所在となっていると思われる。
3．音調習得のアンバランス
　読みにくい字，読めない字は，前述のようであるが，教育漢字外当用漢字に
も，教育漢字と岡様に，読みの音訓反応にアンバランス現象が晃られる。教育
漢字と異なり，教育漢字外当用漢字は，中学入学後）．文字学習々｛行なわれ，そ
・の全文字は提出されていないから，厳密には習得のアンバランスといえないで
あろうが，調査の結果としてみたとき，、やはりアンバランス現象がある。卒業
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時の読みの成績ではどうか。
　どちらかの音翻では，8入（100％）読めているが，他の読み方では閥題の
あった文字が147字あったが，その147字についてみると，次のようである。
　音・調どちらかでは8入（100％）読めていて，他の音または訓の不振のもの
〈訓不振〉
充あてる
巳むfユL 操
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局
a
字力
t
審訓についての
　読みの成績
　読めた入数
　　　o’入
　　　1　入
　　　2　入
　　　3　人
4入
5入
6人
7人
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　＜注＞1．　寧印の文字は，重出する音訓であることを示す。重出した場合は（＊　）
　　　　　　で示す。
　　　　2．文字の下に一のあるものは，当用漢字音訓病中「限られたことばiこRjい
　　　　　る音訓」特矧音訓であることを示す。
　なお，いずれの音謂でも8入（100％）は読めなかった文字についても．面談
のアンバランス現象がみられる。
　　　｛　・舗・　i　師艶　　　　　　　　　　　　　　　　一??????? ?．?????????????????????
??
?
?????? ????? ????? ?
7　入 山遂????
な
???????????
窮き’逡弔と管
芳か艇
既†でに陵み樋忌瞭
絞し嚇朽くちる
懲こe“侮あなξ認み誌漏雛る
遂と嚇癖くせ　陥騎Σ砕くtt（賜た惣
喪も　襲おそう
＃eSt’b絞Lh“醜み黙窪く態
　これら，読みに抵抗のある音訓をみると，教育漢字の場合もそうであった
が，やはり共通の現象のあることがわかる。
（1｝読めない音訓にみられる現象
　1）　音不振のもの
①特殊音のもの
　当用漢字音調表で，線引きの音調（音が多い）は「音または謂に傍線をつけ
たものは限られた語に用いられるもの」として特殊音舌であることを示してい
る。音の場合，呉音などにそれが多く，使用語例も乏しいから，当然読みの成
績にも影響して読めないものが多い。教育漢字には，この系統の難字文字が多
くあった（低学年用にある）が，教育漢宇外当用漢字でも，この種の系統のも
の一虚コ依”紅ク懸ケ盛蜜（他の読みではlooo／，）一は，虚空i1クウ，帰依
キ三，真紅（又は紅蓮）シン2，懸念・懸想吃ネン・玄ソウ，繁盛ハンジョウな
ど，仏語をはじめ特殊な用語に限られているためか，やはり読みに抵抗がある。
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　しかし，特殊音訓でありながら，井デ昔鍵仰コウのように，特豫音訓以外の音
井セイ昔セキ｛購ヨの方が読みにくいという現象もあった。これなどは，天井，今昔
（物語），信仰という語の方が，市井・油井，昔日・昔年・昔物，賛仰・仰天な
どの語より親近性があるからであろう。特殊音訓の拠コ献罪歳セイ豆ズ拍デ封ホウ
などが，音不振の中にはいらなかったのは，証拠，献立，歳暮，大豆，拍子，
封建的（社会・時代）などの用語が目にも罫にも親しいからと思われる。
②特殊な用語に用いられるもの
　前例の井セイ仰炉などのように，特殊音訓でなくとも，その音による語が，特
殊な語に用いられるもの，使用語彙の範囲の狭いものは，音不振となる。
　風袋フウタイ　　種苗・育苗シュビョウ・イタビョウ　　水稲スイトウ
　繭糸ケンシ　　曲浦キョクホ　　布施・施主・施療フセ・セシュ・セリョウ
　白刃・自刃。凶刃バクジン・ジジン・キョウジン　など
学業用語など専門的なものをはじめとして，特殊な使われ方をしている語は，
鐸にする機会が少ないから読みにくいということになる。生徒たちの居住地域
名・校名が「野付（いなつけ）」でありながら，その音読み「稲トウ」は不振なの
である。
③しだいに用いられなくなっていく字音語に用いられるもの
　婿むこは8入（1Goo／，〕読めても，セイは1人も読めないというのは，　r女婿ジ
ョセイ」より「むすめむご」のほうが一般で，親しく使われることばであるか
らであろう。
　近ごろは，話しことばでわかりやすいように，漢語使用，漢語表現をさけて
称語で書いあらわそうとする傾向があり，また，当用漢字使用のための言いか
えの影響からか生硬な漢語をさけて表現しようとする傾向もあって，しだいに
使われなくなってきつつある一連の漢語がある。これらの字音語に使われるこ
とが多い音は親しさを欠くゆえか音不振となりやすい。
　感泣ケンギュウ→うれしなき　祈念・祈薦・祈願キネン・キトウ・キガン→
　いのり。ねがい　渋滞・渋面・難渋ジュウタイ・ジュウメン。ナンジュウ→
　とどこおり・しぶいかお・むずかしさ　尼僧ニソウ→あまさん　昔日・平入
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セキジツ・セキジンー・むかし・むかしのひと　腰部ヨウブ→こし
　「哀惜の情を禁じ得ません」「今払瞬の火事は…」など，往蒔盛んに使われ
た表現も，現在ではまれにしか使用されていない。
　揚シも音不振であったが，これなど，昔はr休暇願い」といわずに「賜暇
願」という使い方をした場合があった。現在では，中学生などスポーツの賜杯
などで多少の認識がある程度ではなかろうか。
④語彙力の未熟からくるもの
　①一③のように，音不振のものは，それが熟語として構成された場合，使用
範囲の限定された特殊な用語，あるいは，現在の臼常語，話しことばとして親
近性を欠くものであることが多いが，必ずしも特殊用語でなく，日常祉会での
使矯性もある語に用いられている音で，不振の場合もある。
　砕サイ　（砕石，破砕，粉砕，玉砕，砕：身など）
　尽ジン　（尽力，無尽〈会社〉，無尽蔵，倒尽など）
　皆カイ　（皆勤，皆無，皆済，皆既食など）
　詳デ　　（詳細，詳解，詳述，不詳など）
これなどは，この段階での中学生としては，親近性を欠く爾語であるからか，
語彙力の未熟に起因すると思われるものもあって，語彙力との対応が考えられ
るものもある。
　2）訓不振のもの
　訓不振のものにも，次のような現象・傾向がみられる。
①文章語的な訓
　詞は意昧の定着したもので，時に（は）音に先行して学習され，識字・理解に
供される。しかし，文章語的なもの，現在の話しことばではあまり使用されな
い罰は，親近性に乏しいために読みにくい傾向がある，
　例一充てる　被る　募る　悔いる　堪える
　これらの訓は，漢語の話しことば的表現，和語化による音不振現象と反対
に，和語としての読み（訓）よりも，その文字を含む岡意の漢語（熟語）とし
ての形の方が一般に使常されているためか，漢語のほうに親しさが持てるとみ
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えて謂不振現象が起る。
　調「募る」では読めないが，音「募集する，応募する」ではよく読めるとい
う反応があり，文字の意味を知る手がかりとなった訓が，時にその機能を失っ
ている場合も少なくない。
　契ち幽→契約する　請こう→請求する　召めす→召集する　悔1聰→後悔する
　旨肋→・主冒　被eb’むる→被害　憤贈ど摘→憤概する
これらは訓読みでよりも，むしろ同意の漢語としての定着度の方がはるかに強1
い。一般の使用率も高く，普及しているからである。
②回訓や俗調のあるもの
　前掲の憤賭ど泌は憤瞬の音読みの方に優位であったが，ほかに，「おこる，
いかる」という訓読みの反応があって，「いきどおる」が少なかったことがあ
げられる。これと同じ傾向を示す一群の文字渉ある。
　二一怒いかる→おこる　充あてas→みちる・みつる・みちてる　辛からい→つらい
　巡めぐる→まわる　高め樋→かぶる・きる　臭くさい→におい
　これらは，当用漢字音二三制定以前に，別訓や俗訓として使われたもので，
現在でも，時に二二で使われることがあるからか，これらの音誇臆，表内訓よ
りも，むしろ表二二（別記・俗訓）のほうに多く反応する傾向がある。（怒乎
は名詞形「怒り」にこの訓の名残りをとどめ，動詞形で読ませると「おこる」
と読むものが多い。巡も「まわる」が優位なのは，「お巡りさん」の呼称もあ・
って，一般的には親しい）
　なお，漢文訓読や漢文脈の文章，あるいは書簡文などではよく用いられ，か
つては，親しい藷であった，旨むね匿すでlt被こう摘講こう伺うカbがう召めすなども，現在で
は読みにくい訓になっていることがわかる。
4読めない文字（音読）と社会での使用度
〈1）文　　　字
　3年卒業蒔にも読みに抵抗を示した文字は，未学習文字（未学習音訓）であ
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ると岡時に，社会生濡でも，使用度の低い文字（音訓）であるとみられるが，．
実際の祉会での使用藤に徴して調べてみよう。
　1）　現代雑読九十種の調査結果との関係
　卒業聴に8入は読めなかった文字のうち，その多くは未学習文字（116ペー・
ジ）であったが，これらの文字の多くは，枇会一般でも使用度の低いものが多
い。
　教育漢字外当用漢字のうち，「現代雑誌九十種の用語用字　漢字表」で使用1
度数の少ない（使用度数8以下）教育漢字外当用漢字は（同報告書13ページ参・
照）次のように174宇ある。（他に教育漢字を加えると177字）
　　　　　　　　＊　　＊　＊　，，kA　：lt　＊，　＊　　＊度数0（13字）
度数1（21字）
度数2（19字）
度数3（21字）
度数4　　（23字）
　　　文字の上△の印は当用漢字補正案で酬除する候補になっている字。
　　　語の教科書に提出されなかった字。
　　　の。
　上の諸印の字でもわかるように，これらの文字には，前掲の読みの成績の不
振なもの，教科書でも提出されなかったものと重なる文字が多い。
　また，使用度9度以上のものでも，戒績の悪かった文字は，次のように一般
度数5（20字）
度数6（21字）
度数7（19字）
度数8（17字）
〈潅〉
丙嗣墳弧紫野紫野疫痘諮雪笹
ぷ　　　ぷム　ぷ　オこ　ぶ　ぷ　　ぷ　ぷ　ぷ　　ぷ　ぷ　　　　ム　ぷム　ぷ　　　ぷム　み　　　ぷム
倹准嚇塑墾庸拷款漆隙礁糾繭罷脹謄貢迅酪錘腰．
　ぷム　ム　　　　ぷ　ぷム　ム　　　　　　ぷ　　　　　ぷ　　　　ぷ　　　　　　ぷム
髄隷錬遷醸謁門門緯窯渇丁丁二丁叙薪儒倣
　ぷ　　　　ぷ　　ぷ　　　　ぷ　　　　　　ぷム　　　　ぷ　　　　　　　　　ぷ　み　　ム　ニき　　　　ぷ
吏平野弔惰憩擦丁丁脚下艇丁丁諭謹逓遵錠飢餓
　　　ぷ　　　　　ぷ　　　　　　　ぷ　　ぷ　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　ぷ
等軸媒塞庶憾野僧二軍窃篤累繕門下蚊衷詔賜郭
鋳鎮
ぷ　　ぷ　　　　ぷ　　ぷ　　　　ぷ　　　　ぷ　　　　ぷ　　　　　　　　ぷ　　　　ぷ侯兆剖匿奔妃嫡帆循緊緊業繋’肯芋薦賄蜜閲韻
ム　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　ぷ　　　　ぷ　　ぷ　　　　オニ　　　　　　　　ぷ　　　　ぷ　　
且薪伐凶勲黒星崇廉弦扶靭蔓禍穏窒粘耗膨轄酵
　　ぷ　ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　ぶ　　　ぷ倫吟喚呼噴尼搬楼滴爆痢詠詐賦逐鈍陵零飽
　　　ぷ　ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ冠勺坑奨尉峡彰徐懇択摂欺濁牲硝翁銑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊印は国’
　　　　　　　　ゴチックの字は文字として読めなかったも
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‘に使用度が低いことがわかる。
成績不振の字（8人そろっては完全に読めない字）の使用度
　　　　　　　ゆ　ぷ「閑宰疾赦阻薫升鍛侮
　　　　　む醐威霊該擁i恨
　ぷ虐漏醜
　　ゑ卸宜懲癖
　　　な緩掬撃砕
　　ぷ暫丁丁
　　ぷ克辱陥忌窮
漸逮
　む抽顧衰
　　　　叔措囚芳絞
i諌
・錦
　く注〉
使用度9
10
P1
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
Q2
Q5
???????????
?。???????????????26
??????????
???????????
　　　　文字の印について一無印は1音ま7は1訓の文字として，曇印はどちらかの
　　　　音訓で（そのうちよいほうでも），。印は音訓ともに不振であることを示す。
　このように，8入全員揃っては正答できなかった文字の使用度は，いずれも
低い傾向であるということがわかる。
　この漢字調査は，昭和31年ごろの現代雑誌についてのもので，8人の中学生
の直接の読書対象ではないが，一般雑誌の文字使用の状況ということでは無関
係ではなく，結果の比較からもそのことが認められよう。
l12）音
?
飾職の爵からも同様のことがみられる。
ユ）読みにくい音訓とその音調の使用状況
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　どちらかの読み方では8入全員読めていながら，他の音訓では読みに抵抗の
ある文字が147字あったが，その音訓習得のアンバランスを，まず，一般での
使用状況と比べてみるとどうであろうか。（現代雑誌九十種での使われ方をみ
たギ現代雑誌九十種の用語用掌一士宇表一」による）
　読みの成績の悪い音又は訓と雑誌における音訊使用状況
　音又は翻の不振だった読みの成績一4入以下しか読めなかった音又は翻
????
e人
1人
2人
3人
文字として
の使fli度
充　79
旨　31
刃　17
穂　38
????????????????????????
契　31
御261
????????????????????????
その読み方
での使用度
あてる　3
むね　鈴
ジン　　1
スイ　　2
　Se　＝Lウ　0
　とる　　1
　ジュウ　0
　ビョウ　5
いきどおる7
　ホ　　　　1
ちぎる　0
ギョ　　8
　お　　　4
　セイ　　4
　セキ　　0
　ゾウ　　5
　こうむる1
　フツ　　1
　つのる　1
まぬがれる4
　うたい　1
使
?
｛列
充てる（1種）
旨〈1｝
自刃（1＞
出穂（1）
執る（1）
育苗　幼苗｛2＞
憤り　憤る（2｝
田浦江（1，地名）
｝
御意　御苑　御刀　御更　制御　統御
防御7｝
下緒　　鼻緒（2＞
井（石油井）　市井（2）
’僧悪；　愛憎（2）
被る｛1｝
払拭（1）
募る（1）
免れる（1）
謡い声（エ）
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4人 ???????????????????? コ　　　3
コウ　　7
セ　　　　5
シュウ　7
ジン　　8
スイ　　6
セキ　　1
つむ　　2
フ　　　　1
まぎれる2
おかす　1
ルイ　　3
虚無僧（1｝
風戸　大綱　要綱（3）
毎月巴　　布施（2）
執着　執念（2）
尽力　大尽　打尽　無尽（4）
酔狂　心酔　陶酔　麻酔（4）
愛惜（1）
摘む（1）
敷設（1）
紛れ　紛れる（2｝
冒す（1）
血涙　　声涙　　落涙（3）
　文字としての使用度に比べて，成績不振の銀翼は謂の使用度のほうが非常に
低いことがわかる。中にはこの調査では使用度0（泣3祝言弾ミ言ユ契薯ぎ昔セキ）の音談
もあり，こうした音又は謂は例外なしに読みの成績も不振である。もっとも中
・には，旨のむね，憤のいきどおる，尽のジンなど，不振の成績の音又は訓の使
用度が全体使用度に比べて，使用度の低さの割合が比較的少ないものもあるが，
これなどは，用語として，中学生になじみが少ないもの（例一旨，尽など），二
三のあるもの（例一憤）など，それぞれ不振の他の因子が重複しているものと
思われる。しかし，それにしても，使用度は少ないのである。
（参　　…考）
　次に参考までにある読みでは8入読めるが，その他の音又は訓の読みでは，
．5人～7人の成績の音訓の雑誌での使用状況をあげておく。
　8入／5人の字
　（その文字の全体使馬度）→（成績の不振の音訓での使用度）
依（42）→エ　　　（1）　押（122）→オウ　（3）　戒（28）→いましめる（4）
皆＝（78）→カイ　　（2）　　梅（18）→くいる（3）。くやむ（4）
堪（21）→たえる　（6）　祈（31）→キ　　　（8）　驚（67）→キョゥ　　（4）
ぷ仰（43）→おおせ　（9）　　暁（10）→ギョウ　（2）　　軒（28）→のき　　　（3）
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鮒（71）→いる　　（3）　　潤（18）→うるおう（1）　弼（21）→めす　　　（12）
焦（36）→こげる　（9）　浸（23）→ひたす　（5）　尋（13）→ジン　　（4）
袋（58）→タイ　　（0）　滞（20）→とどこおる（1）堤（12）→つつみ　　（2）
．卑（12）→いやしい（2）　　　月要（73）→ヨウ　　　（4）
8人／6人の掌
（その文字の金体使用度→成績不振の音訓での使用度）
干（62）→ひる　　（5）　甘（46）→カン　　（6）　含（46）一｝ガン　　　（6）
偽（14）→いつわる（2）　　凝（20）abこる　　（9）　駆（32）ゆかける　　（11）
携（9）吟たずさえる（0）穴（64）→ケツ　　（2）　紅（35）→ク　　　　（0）
裁（195）→たつ　（85）　伺（14）→うかがう（12）　煮（62）→シャ　　　（5）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）趣（59）一一・・おもむき（6）　寿（21）一〉ことぶき（0）　譲（20）→ゆずる　　（9
辛（25）→からい　（2）　侵（13）→おかす　（5）　　吹（86）→スイ　　　（1）
桑（10）→ソウ　　（0）　巣（30）→ソウ　　（8）　稲（55）→Fウ　　　（10）
杯（92）→さかずき（6）　縛（11）→しばる　（9）　伏（55）→フク　　　（7）
慕（10）→したう　（5）　奉（33）→たてまつる（3）妨（9）→さまたげる（1）
優（179）→やさしい（10）　憂（12）→うれい（3）・うれえる（1）
誉（13）→ほまれ　（0）　裏（256）→リ　　（14）　裂（24）→さく　　（3）
8人／7人の寧
（その文字の全体使用度→成下不振の音訓での使用度）
隠（34）→イン　　（11）　沿（19）→そう　　（12）　縁（86）→ふち　　　（26）
桜（34）→オウ　　（1）　　嫁（34）→カ　　　（2）　　隔（i3）→カク　　　（10）
詰（58）一→キツ　　（3）　　弓（13）→・キュウ　（3）　　拒（18）→こばむ　　（1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な糾（48）→キ・ヨウ　（3）　　脅（13）→おびやかす（5）　仰（43）→ギョウ　　（6）
懸（29）→ケ　　　（6）　　鼓（12）→つづみ　（1）　　更（80）→さらに　　（55）
香（72）→か　　　（7）　　控（29）→ひかえる（26）　　削（15）→サク　　　（4）
札（43）→ふだ　　（24）　枝（65）→シ　　　（5）　若（375）→もしくは（3）
臭（19）→くさい　（4）　如（89）→ジョ　　（6）　沼（46）→ショウ　　（2）
鐘（17）→ショウ　（1）　　盛（99）→ジョウ・（2）　　誓（12）→セイ　　　（1）
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占（60）→うらなう（5）
怠（16）→おこたる（6）
漢字習得の実態に関する研究
締（39）→テイ　　（3）
曇（9）→ドン　　（0）
羅（14）・一一）Lヒツ　　（1）
墨（1の→ボク　　（2）
網（28）→モウ　　（12）
惑（27）一〉まどう　（1）
潜（23）→ひそむ　（2）
恥（37）→チ　　　（9）
添（33）→テン　　（2）
薄（74）→バク　　（9）
漂（18）→ただよう（9）
埋（19）→マイ　　（2）
誘（44）→さそう　（21）
　　（糾ま音訓供出を示す）
礎（22）→いしずえ
頂（63）→いただき
怒（65）→ド
避（37）→ヒ
典象（23）→ホウ
茂（45）→モ
朗（19）→ほがらか
（o）
（1）
（14）
（19）
（4）
（3）
（2）
　上例からも，読み不振の音又は覇の方が，使用状況も少ないことがわかる。
中には
　ぶ　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　ぷ　　　　ぷ　　　　　　ポ　　　　ぷ
　伺諺裁漁縛しばる照し勅下そう隔カク更さらに控魏札一撃蓼誘さそうのように，
成績不振の音訥の使用状況のほうが，他音訓に比べると，低くないものもあ
り，ことに＊印の読みでは，半数以上の使用音謂をしめているものもあるが，
これなど，調査の提出語形で代表されるように
　伺候／伺う　束縛／縛る　沿岸／沿う　隔離・遠隔／隔てる　変：更／更に
　控訴／控室・控える　改札／名札。お札
その文掌の使用度と関係なく，その時点での生徒にとって語彙的に親しいもの
を表わしていると思われる。
5．漢字習得と使用教科書
（その2）　教育漢字外当用漢字の習得と教科書の文字使用
　読みの成績と教科書の文字使用との関係を，中学生になってから新しく学習
していく教育漢字外当用漢字について，具体的な字種に即しながら見ることに
する。両者の関係は，従来国語教科書との対応で見られることが多いが，この
調査では，「読み」の習得の機能・経路を老えて，広く他教科についても見た。
倒　自演提出と読みの成績
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　1）文　　字
　1音1訓の文字も含めて（教育漢字外当用漢字ではこれが多い）いずれの読
みかたでも，3年卒臨時の読みの調査で，全員（8入）そろっては読めなかっ
た文字は114字ある。（8人全員そろって読めたか否かという，きびい、見方
をとってある。）
　①読みの成績不振の文字
1人2　　　　　　　　3　　　　　　　4　　　　　　　　　　　5北画虞款倉岳寡衷奔璽遷翁轄粛朕匿窯賄嚇渇虐蕪拘升嘱畝逐迭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア篤頒匁該緩糾諮囚貞逓壮心庸藁履濫吏内藤禍毛更急心斤翔：虫笛
殉宰暫嗣疾赦叔俊祥冗醸辱崇薦漸阻措双堕逮抽陳艇悼媒赴謀論
猶　85字（1音又は1訓の字で）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ
旧殻既朽砕錘鉛喪陵漏忌窮繭絞醜脇詰越訴侮癖芳22字（音あるい
は訓が不振で，そのうち，成績良のほうの成績でも）
　　
顧漆絵替玉虚誕　7字（音訓とも岡成績で不振）
　一方，使用教科書での文字使用状況は，8人が3年聞使用した国語の教科書
　の教育漢字外当用漢字（969掌）の未出漢字　165字
　　このうち，全教科の教科書未出漢字　44字
　全教科の教科書とは，社会・数学・理科・英語・音楽・美術・体育，技術
　（：男子）家庭（女子。男・女あわせて1とする）の8教科で，国語も入れる
　と9教科となる。
　国語科だけからみると165字：が未出であるが，他教科ではそのうち121字出
ていることになる。
②国語教科書の晶出漢字　165字
亜芋姻謁宴殴翁虞乙卸佳禍寡餓梅劾該嚇渇轄喚堪款憾還忌棋宜
虚糾窮凶恭斤謹倹呉碁坑恒拘侯慌絞酵鋼拷剛酷獄墾債搾擦暫嗣
諮璽疾漆赦勺尺囚奥愁叔淑粛循遵緒升匠祥詔奨礁剰錠醸嘱辱娠
紳迅帥衰睡錘撒窃旋銑陽租措塑喪堕胎自学僅鍛逐嫡衷一高脹面
陳坪呈回忌迭斗三奴悼痘騰匿豚軟尿妊寧肺陪媒賠閥畔頒泌苗扶附
赴賦侮墳丙柄遍邦奔耗紋匁幽庸窯違濫痢履硫晶出隷廉賄
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　く注〉ゴチック体の字は，結果から見テこ場合8人全員は読めなかっt　i；i　（69字）。
　③成績と文字使用の関係
　国語教科書に出なかった165達拝，全員そろっては読めなかった文字は69字
ある（ゴチック体の字）。教科書に出たか，出ないかという観点だけから（提出
回数を一応のぞく）この69字との関係をみると，次のようになる。
難灘豪｛ 、綴賜誤69字難聴に43字集灘も26字
総あ認める）96字　〃
　　　国語教科魍：門出の165字
78字 〃　　18宇
　日口日lH糟黷ﾌみ未出
（43字
　　　　門ﾇみ1ご男憎のあった字
／／／ｼ教科にも遣出
@　　（26字）
成績良の字
糟黷ﾌみ来出
@　（78字）
他教科に
熏居o
i18字）
一69字一一一一96字閂〆　イ　国語科だけでなく，全教科宋出で読みに抵抗のあった字
性寡喚勲等科刑嗣諮璽囚叔祥嘱逐嫡国恥逓艇迭懐匿赴奔騰26字
　ロ　国語科のみ未出（他教科使用）で，読みに抵抗のあった田
翁虞卸禍該嚇渇轄宜平門斤二丁門門赦勺粛遵升詔醸辱衰畝阻措
喪二二三三陳遭際髄室庸窯山陵廉43字
　ハ　麗語科では未出（他教科使用）であるが，成績良の字
亜姻宴乙劾一三謹倹呉抗戦侯慌臥煙繋船獄墾債擦間尺臭愁循緒
匠奨礁剰迅帥睡i錘旋銑租塑胎諾坦兆坪呈斗奴漸騰豚軟尿妊寧肺
軸距閥泌苗扶附古墳丙駄獣邦掌紋幽酪痢履硫厘隷78字
　二　国語科だけでなく全教科未出で，成績良の掌
芋殴佳餓悔堪憾棋恭碁搾淑錠娠紳窃脹隙18字
　両者の関係を上の具体的な文字に即しながら見ていくと，最の上からだけで
なく，読みの成績の良否は，国語の教科書との関係だけでなく，他教科での使
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2章　当用漢字の習得状況一読み　131
用漢字やその他の文宇媒体が相当影響していることが認められる。
　例えば「劾」の字は2年まで（2年前期までは0）読めなかったが，3年宋
　　　　　　　　　　　　　　　　　（テスト時期→）になると全員読めるようになった。→（0人00378）これは3年目社会科
（政治・経済・社会的分野）で，　「弾劾裁覇（所）」として出てくるからで，ど
こで覚えたかたずねてみたら，生徒からも周じ解答が得られた。国語科では提
出しにくい文字でも，他教科では学習の事項・内容の認述上必要な用語として
使用される文字に，問じ例が多い。
　全教科で使用されないが，全員読めた二の18字をみると，看板。贔物・広告
などで（芋錠娠など），娯楽ff　．一ムなどで（棋碁など），入名・校名などで
（佳恭淑など），読書などで（餓悔堪i憾紳淑聯など），社会事象の報道など
で（殴窃忌など），生活上，目にする機会が多い文字という要因が感じられる。
　以上は，使用度数・lll現回数を度外視して，教科書で使用されない文字と卒
業時における読みの成績の関係だけを見た場合であるが，実際は，これに使用
度数（出現回数），その文字（語彙一背景にある事象）への興味・囲二度，その
文字に接近した際の心理的緊張度，印象の鮮明度など，さまざまの要因が相た
すけ，網補って文字が習得されていくのであり，中学生もこの階段になると，
単に国語の教科書による文字学習を通してだけでなく，他教科によって，その
他一般の文字環境によって漢宇が習得されていくことがわかる。ことに，読み
において，この傾向が強い。（教科書と成績の関係については，資料編の教科
書調査の記述との璽複をさけ，一部分にとどめた。後編を参照されたい。）
〈2｝音 訓
　読みの上で抵抗のあった文字は，3年卒業時についてみた場合，114字あっ
たが，その中には，前述のように音で抵抗のあるもの，訓で抵抗のあるもめと
があり，この立場からすると抵抗音講ま299音調（185音・114訓）ということ
になる。文宇についで，音訓の藏から教科書との関係を見る。
　1）音
　①音に抵抗のある文字
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3年卒業までに，8人全員は読めなかった音に抵抗のある文字は，次の185
音（185字）である。
??????????????????????????????????????
??
??
??
??
?
?????????
?????????（
? ?????????????????? ? ? ???? ? ? ? ????? ? ? ? ? ? ? ??? ? ? ー
?
?? ????? ??????? ?? ?????? ? ??? ????????????????????????
??
??
??
??????????
．???? ????????????
????????????
?
????????????????? ?
コ
????? ??? ??????????
?????
?
????? ? ???? ?
???????
? ??? ? ???????? ? ????? ??????????? ????? ????????
????
4人･帥　轄カツ　粛シmP朕チン匿トク窯ヨウ賄ワイ
3人寡力　衷チ”“奔ホン璽ジ　丁田ン
2人謁エツ．丁目ン遵漉卿ヤク
：人勺シ“ク
魏辮海鰍雪解翻緯第???????????????????，? ??? ，? ? ???????????? 。???，? ，????? っ?）????（??? ，?
?????????
?
????
???????
???????????????????????????????????? ??
?
? ?????????? ?? ??????????????
??
????
?????
????
??? ??
???????
??
????
????
???? ??? ????????????? ????
????????
????
、?．? ?． ．?? 、 ． 、??? ?? ???
???
?
?
?????
??
????
????????
??
ロ
???? ??? ? ??????「????? ????
?
??
?????????
?? ?
??????????
??????
???
?????????
??
?? ??
?????????????????
?? ?? ? ?
?
? ??? ?
????? ????? ? ?
?? ??
??
??? ? ．???
?
??
????
????
?ェ??ヵ?
???
?????????
??????
???????????
?? ? 。? ?? ? 、 。?
???????????? ，?
　聯??
????????，?? ??
（イ）教科書未出で読みに抵抗のある音
読みの成績　　　全教科に　　　　　　　　　わたる　甲州のみく読めた人数）音数
　　0人　　　1音　1音　　0音
　　1人　　　5　　1　　　4
　2人　　　8　　5　　　3
読みに抵抗のある音の申には，8
人全員は読めなかったが，7人は
読めたという文字が壱近くもあり，
未学習としてはよく読めていると
みることもできる。半数（4入）
134　第2編　漢字習得の実態に関する研究
????????????? ????? ，???????????????
?
?? ．? ??????????????????? ?
??????
???
ル
? ?? ????
み
? ????
?
?? ??? ??? ??
??
?
????
????
?
?
??
??
??
?
?
??
????
???
????
????
???
????
?? ???? ??
??
??
?
??????? ????
????
?
??
??
?
???
??? ?
???
?
???
?????
?
??
以上のものが読めなかった音には，
さすがに全教科にわたって使用さ
れていない音のほうに多いこと，
また，次に見るように，他の訓導
は音では読めていながら，その音
のみに抵抗のあることがわかる。
上述のように，未提出の音はすべて読みの上で抵抗があるかという・と，文字と
同様必ずしもそうではなく，教科書に提出されても，成績のわるい音もある。
　　（ロ）教科書に使用されても読み不振の音
　　国語1教科だけに使用されたもの
4人惜嫡4敷フ5祈キ6穴ケツ7桜tウ7詰キツ7噂キ罫ウ7如ジa7請シン膿シnウ7怒y
6朽キ晶ウ7俊シ＝ン7冗ジ。「ウ？薦セン7漸ゼン7顧’7恨’ン7煩＾ン喋勅3遷セン　（21音）
　　〈注〉文字の左肩の数字は読めた成績（入数）を示す。
　　2i数孝鞭周のもの　　　　　　　　　　　　、
・御・・（国婁）・驚…騰）・隠・・瞥・蟹・・墨納蟹・欝
似颯・社）・詳・・ウ個婁）饗・ウ唆・・宰…deVa）・崇・ウ価社）
7抽“・e個・華）・謙ウ？謝7獅ウ？替ク伺騨ウ6擢ウ6劇個・社）（2暗＞
　　3教科使用のもの
三軒（国・社・男）・鋳’fa・（国・祉・婁）・塑（国・儲）・陥…閑力・
・ガ個・社・体）・緩・・〈醜婁）5抑ヨク（国・脇）（暗）
　　4教科使罵のもの7芳ホウ個轍・tL・理）　（1音＞
　　5教科使用のもの
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¢礎個杜理・体心）響（国・社・美・体心）・測（国・数理・棚）（暗）
　　・教徽肋もの囎（国・数・理難髪）　（培）　儲謝
教科書未出で読みに抵抗のある音は128音であるが，教科書に使用されていて
も不振の音は57音であるので，数の上からも半数に減る。しかし，使用音で
は，半数以上（4入以上）のものが読めなかった音は，御ギヨ遷なン恐嚇敷フ施セ
といたって少なく，大半は7人まで読めている。
　多くの教科にわたって使用されながら，全員（8入）は読めるに至らなかっ
た，芳帥伏フク避ヒ双ソウ既キなどはなぜ読みのカがっかないのか。
〈文字〉　　　　〈教科書での使用語例〉　　　　　　　　　　　　〈問題の語形〉
芳　　（芳香〔理〕　芳名〔国〕　芳崖〔社〕　藤芳〔数〕　芳一〔国〕）　（芳名・芳香）
伏　（潜伏〔体〕起伏〔理・女〕　降伏〔国・社〕倒伏こ男〕圧伏〔国〕）（伏線・降伏）
避　（逃期こ国・美〕　團避・不可避〔国〕　避難〔社・体〕）　　　　　（避難）
双　（双用〔男〕　双子葉〔理〕　双雌線こ数〕　双肩〔国〕　双樹〔社〕）（双方・双肩）
概　（概製〔男・女〕　既習〔英・女〕　膏油〔国〕　皆概食〔理〕
　　焼入盤〔体〕　概約分数〔数〕）　　　　　　　　　　　　　（既報・既成）
たとえば，次のようなことが考えられはしないであろうか。
　1）使用されている語句との関連
　2）使用教科の幅と使用度の関係
　3）使用された語句と，調査問題の関係
　エ）　では，この音が教科書で使用された場合，葺なれない固有名詞（逆に親
しい固有名詞からは読字力がつく），教科特有の語，中学生の羅常の使用語彙
としては生硬な漢語であったために，親しく身につかないで終わる。
　2）数教科にわたって使用されたとしても，使用度としてはさほど高くな
い。ことに，国語の教科書でも2～5回程度の使用度数である。
　3）教科書で使用されている語句と，調査の問題として提出した語句とが異
なる場合も調査成績不振の原因としてあげられる。その文字の三二も理解した
上で，他の語句にわたって一般化できるまでに至っていない親しくない文字
（音）の場合は，ことにこの因子がはたらく。教科書では一度も見なかった初
???????????????????? ???????????????????? ?
????
??
??????
?（
?? ，
??
?????， ? 。? ? ??? ?? ???????????????
?
． ?? ??，。 ? ??．??????????????????）
?
?
?? ???，
?
???
?
科書では未出でありながら，8入全員が読めた音であ
）は，国語科では学習されなかったが，他教科では事：
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項や用語として使用されたものであり，それらの学習を通して読める素困が培
われたものと思われる。
　教科書に使用されて成績不振であった55音に比べて，国語教科書に未出でも
読めるものが148音もあるということは，読める音の習得経路として，他教科
での学習がかなり作用していることを示している。
　例一亜ア（亜鉛〔数・社・理・体・男・女）　亜熱帯〔祇〕　亜寒帯〔理〕　亜硫
　　　酸〔理〕　次亜塩：素酸ソーダ〔女〕　亜麻〔社〕　亜墨利加〔社〕　5教科）
　　宴＝ン（宴会〔音〕　1教科）
　　奥’tV（奥羽〔国・社〕　奥州〔国・社〕　エ教科）
　　罰カツ（分字〔数・社〕　割譲〔社〕劇拠〔社〕　2教科）
　　汗カン（発汗〔体〕　汗せん〔理〕　2教科）
などの例をみると，それぞれ，次のような原因が考えられるのではなかろうか。
　1）亜一特殊の専門用語として用いられているが，使用の幅が広くすでに一
　　　　般化されている。
　2）宴一使用教科書数としては少ないが，これなどはむしろ広告，宣伝をは
　　　　じめ，一般読書の影響が考えられる。
　3）　奥一圃名忌詞として使用されているが，そのためにかえって親しまれて
　　　　いる。
　4）七一語彙としてはかなり生硬であるが，分割など2教科で用いられ，
　　　　また，世間でも最近使われている。分割払いなど
　5）汗一音としてはむずかしいが，訓では身近な語であり，つくりの干カンが
　　　　読みやすくしている。
　など，他教科で使用される文字や音が読みの習得に及ぼす要國を察知するこ
とができる。なお，国語は未出でも成績のよかったこれらの音は，他教科での
学；習の影響と同時に，一般読書その他のマスメディアからも習得経路を得てい
るものと考えられる。
　　全教科来出で成績良のもの
　エ48音中，全教科未出で成績良のものは次のようであるが，これらを見ても
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上の推定があまりはずれていないことがわかるであろう。
慰イ　殴tV佳力　餓ガ　怪カイ悔カイ堪カン丁田ン棋ig　偽ギ　恭igee
謹・・碁・魂・・歳・・肖門川淑シ晶ク二軸錠卿娠シン紳シン
窃セツ贈ゾウ．怠クイ脹ee7桃｝ウ．畔”ン彼ヒ　矛ム　憂tO　eSpU’一州レン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33音）
　このように，中学校の過程では，単に園語の学習を通して漢字学習がなされ
るだけでなく，国語による漢字学習の不備が他教科の学習やその他一般の言語
生活によって補充・強化されていることが認められる。
　2）訓
　3年卒業までに，8入全員は読めなかった訓に抵抗のある文字は，次の114
訓（110字，音訓重複字を除くと76字）である。
　①訓に抵抗のある文字
。入[あてe’旨t’h　操みさts　2弦つる＊執とる難い雛3契ちぎる緒お　＊請こう被こ翫建つのる
　免ま鶴謡う偏理つむ紛趨る冒おかす5博い識悔鎚堪たえ粥∫口殿軒のe＊御おん
　射■る潤う魯召th　“S焦こげる浸ひ白蝶と無難つつみ粘ねばる黒い㌫飽あきる6干ひる
　偽い；る凝；る駆かける携た慧faltつ伺う雪：う趣惣き寿こ藁譲ゆずる辛からい侵獅
　請うtte・装よあ杯響き縛しばる慕したう奉た墓嬬誌優驚・・憂う受る誉ほ熱裂さく
・沿・・緑・拒・・む脅胆管つづみ更さらに香か控犠札ふだ若％・臭くさ“
　錘つむ　占褄う潜ひそむ礎等え葬葛る怠お蓬る頂秘漂た望う誘さそう朗ほ錫惑まどう
　　　　　　78訓（76字）　（147字中，音ではよく読めるが，翻不振のもの）
　〈注〉　＊印の字は音の申にも抵抗のある文字。漢字の下の線は不振の訓が重出し
　　　　ている文字のしるし。
・携・鐙弔鴫勢か憐既すでに犠み暮♂忌い噂絞Lt’“＊朽くちる濾こ鵬侮あ欝詔み瀦
　・澱嚢。謎とげる＊旧くせ＊陥糖。孝砕くだく＊賜たSる壌も三鷹孟繭ま瞬越しめる＊醜み私
　群くわと旧観眼うC）　t’　＊衰お圭勇＊替かえる＊奪5txi＊鍛き鑓二四
　　　　　　　　　　　　　　　　　31訓（29字）（音・訓とも抵抗がある＞
7人ｵおろす且かつ5入獣竺、．．匁も肋2人嵐お軌　　5訓（5字）（1訓の文字で抵抗がある）
　　　　　　　　　　　　　計114HSII（110字）　（76字　音訓重肇夏字を除く〉
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　使用教科書における訓の提出状況
　　国語教科書で未出のもの　59談
　　全教科の教科書で未出のもの　31訓
②成績と使用音訓との関係
　イ．国語の教科書に未出で読みに抵抗のあるもの
　読みの成績不振の114訓中，国譜の教科書未出のものは次の42訓である。
虞おそれ卸おろす悔羨緯羅たえ6＊忌“e既すで1二甥き謬る喫ちif6＊弦つる絞贈、裁たつ
旨むね＊執とる若も？、ノ寿二無＊臭くさV’＊充あてる緒お＊詔み溺辛からい侵おかす衰お慧
錘つむ畝e　請うける礎叡喪も三塁＊操榊牒騰串鍛き急鞘聖う淋さ三
幅い書い梅あ奮。免ま魏匁も働誉ほ警描記み薯♂朗ほぢ。
＊印の字は全教科未出の訓　24訓
成績不振の謂の半数近いものが，国語教科書量切の訓，
のが，全教科に未出の訓であることがわかる。
　教科書玉出で読みに抵抗のある訓
読みの成績
（読めt人数）
　　0入
　　1入
　　2入
　　3人
　　4人
　　5人
　　6入
　　7人
　　計
上の数（鍵愛細（
　1訓
　4
　3
　6
　1
　9
　9
　9
42訓
　1訓
　3
　2
　3
　e
　6
　4
　5
（24－gll
?
み?????
?????????????????
?
曙1
さらにその半数近いも
　読みにくい訓と教科書との
関係をみた場合，音に比べて
興隊があるのは，音では，成
績不振音と提出音の関係が全
教科〈国語であるのに対し
て，議では全教科〉麗語であ
ることで，音に比べて訓の方
が，国語教科書と読みの成績
の関係が密であることを示し
ているものと思われる。
半数以上が読めなかった25訓のうち，国語を含めて全教科未出訓は9襯であ
る。
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e＊[あてる1旨むh＊操みts　ts　＊旧き£、＊弔とF，・；弦つ‘　“＃tる償三芳か乏貿虞艦禦猫
　緒お　請こう被こ翫募つのる免ま魏謡うたい貯でt；　＊陵み慧♂忌いむ4摘つむ紛ま儲る
　冒謝絞Lte6点くちる　　　　　　　　・　　　　　　　　　（25訓）
　〈潅〉　　＊印は全教科に払出の訓
　このように教科書に未出のために，読みに抵抗があるほか，教科書に提出さ
れても，読みにくいjilもある。
　ロ　教科書に使用されて読みに抵抗のある訳
ユ教科だけに使用されたもの〈国語〉
読みの成績 音良・訓不振のもの 音。訓ともに不張のもの 1訓の文字で不振
2　人 憩いきどぎ 芳かんばと
3　人 請二う被二二募つのる
謡う畑
4　入 摘つむ紛ま漫罵おか亨 1朽儲
5　人 戒鶴仰搬潤うる夢 懲二砂漏もる
焦二げる浸ひ煙粘ね陥
飽鍵る
6　入 偽い噂二二る駆醗る 遂と筋癖くせ陥お鴛
携た鷺伺う幽趣おも9 砕く焔賜た惣襲おそう
縛し㈹慕したう奉たて招
優や二二う二藍さく
7　入 脅お二一つヴみ控ひかき 繭帥　醜み瓢詳く壕
占う樗潜ひ抽葬ほ弩 二面恨沿
怠お逡漂た樗誘きそう
惑まどう
（37訓）
??（??）．
計52訓
???（????他の??の?社?
虞tsett（祉）
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????
7　早
緒縦音）免鋤慧（社）
卑いやと（社）
請うける喪も（祉）
獲たつ辛赫い（女）
若も蚤頒つむ（社）
　　　　　　（10訓）
既すでi二（娃）
絞tlt6（男）
（2訓） （工訓〉
（計13言贋〉
2教科使用
5　人
6　人
7　人
?? ???3
4教科使用
　7　入
軒傭　御おん射いる
堤つつみ（国・社）
干ひる譲鴎妨讐馨
（国・社）
侵s’iipt（社・男）　’
上そう個・英）拒こtXt「
更さらに札凝（国・社）
　　　　　　（12訓）
石めナ　（国・栓・英）
縁筋　（国喫・体）
頂“9　it　ft（国’徽理）
　　　　　　（3訓）
香か　（国・栓理・
音）
（1訓）
漏も泌（国・男）
衰お鷺（祉・音）奪浦
煩蓼芒自（国・祇）
　　　　　　（4訓）
?峨替
）?
（圏・社・理・
（1訓）
畝L■匁もんめ（数社）
且かつ（国・社）
卸槻　（社・女）
　　　　　　（4訓〉
　　　　　（計20訓）
（計3訓〉
（計2訓）
（叢念計90詫1｝1＞
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　多くの教科にわたって提出された謂では，成績不振といっても，7人乃至6
人は読めており，提出訓では，さすがに半数以上のものは読めている。
　教科書に提出されながら，読みに抵抗のある訓をみると，
成績（よめた ?
出現教科 用　　　　例 出現箇所 回数人数）
bはん　　　　むね1人 ヒ⊃むね｢ 社会（「中学社 規定に違反した旨 付録資料労働組 ?
会」3年） の申立 合法（抜）
2人 憤：い義ぎ 国語（「中等国 その憤りが脳み」 本文（新出）
語」3年） となる 2
憤　いきどお一る 課末薪出漢字例
芳か僅 国語（〃） 芳　かんば一しい 課末新出漢字例 L
芳帥　の読みか
えとして
おそ
騨それ 社会（「中学社 風俗を害する虞れ 付録資料　日本国 1
会」3年） がある 憲法
3人 鰭まこうﾑ渇 国語（「中等国 恵みを請いました 本文（選出）
語」2年） 請　こ一う 課末薪出漢字例
請われるまま 本文
〃（〃　） 請　こ一う 轟轟面出漢字例 5
請シンの読みかえ
として
案内を請う 本文
被こ乙む 国語（「中等国
黶v3年）
迫害を被りながら
增@こうむ一る
本文（新出）
ﾛ末薪餓漢字例
｝?
募つのる
wうたい
〃（〃　）
V（〃　）
吹き募る風
a　つの一る　うたい
¥が謡によって筋
本文（組頭）
ﾛ宋新出漢字例
｝?
が展開…… 参考教材・本文
謡のほうは古典 〃　　　　　　　〃 3
地謡座 挿入図の説明
緒お 音楽（「中学音 緒園涼子 作詞高名（固） ?
楽」2年） けつぼデ　　まぬ
免ま麓 社会（「中学社 欠乏から免かれ平 付録資料　日本国 1
会」3年置 和…… 憲法
嚇すでに 〃（〃　） ……狽ﾍ既に罪と 〃　　　　　　　〃 1
された行為r
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4人 摘つむ 飼語（「中等国 摘　つ融 課末新出漢字例 1
語」3年） 摘テキの読みか
え9として
紛ま彰れ 〃（〃　） 轡い紛らわす 本文（古典）
かすみに紛れなが 〃『 i〃）? 3
紛らわしくないこ 参考教材・本文?
闘おかすt 〃（〃　） 危険を留す 本文（新出）
雷　おか一す 課来新出漢字例
病気を促す 本文 5
困難を冒す ?
苦心を冒す （学習の手びき）
くちば
響くちる 〃（〃　） 春が薄朽葉 注の説明中 1
心しぼる （技術・家庭 調整して絞る 本文
男子用） 絞り弁 ?
絞り弁ワイヤ 図解説明 5
絞り弁軸 ?
絞り弁レバし ?
　上のように，
　1）本文での提出が少ない。（挿入図版や注で使われている）
　2）付録の資料中に使われている漢字である。
　3）薪出漢字音の読み替えとして提示のもの。
　4）読みの判然としない固有名詞に使われている。
　5）　使用度数が少ない。
看どの理由で，文字として提出されたとはいえ，学習効果が期待されず，提出
機能の粗いものといえる。したがって成績との関係も低い。上例は一例である
が，不振のものには，それなりの理由が潜在していると思われる。
　なお，音が未出のために成績不振の音の方が，既出でも成績不振の音より多
い（未出128音〉既出55音）のに対し，訓では，未lilで不振より既出で不振の
訓の方が多い（未出24〈既出90訓）という現象ぶある。これらは，それぞれの
音訓の使われ方，出現のし方にもよるであろうが，物名，事項名など名詞に多
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く使用される音に対し，動作性質などを表わす動詞・形容詞などに多く使われ
る翻のほうが，文字の知覚・認識・印象度が低いためであろうか，今後の研究
にまつべきものがあると思われる。
　ハ　全教科未出でよく読める訓
　なお，国語科または，全教科に未出でも，よく読める訓もある。
＊芋“も危あ㌣剣つるぎ＊幻ま馳＊紅く2轡漆うeし蒸むす但た’tL坪つ1「豚‘た苗殿
傭くさる柄鵜＊紡つ“〈’＊裸はκか恋こ”．、　　　　　　　　　　　　　（17訓）
　〈注〉　＊印の字は，そのうち，：全教科にわたり，未出のもの。
　これらの謂をみると，生活的なもの，関心の深いものが，他のマスメディア
などを媒介として覚えられていくことがわかる。たまたま国語科以外の他の教
科に出ているものも，傾向的には同様である。
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B　書　　き
1　教育漢字　1年入学細書きの成績
　前章の数盈的観点からの書字の状況を，質的観点から具体的な文字に即して
見ると，どうであろうか。
　この調査が行なわれた当確のr学習捲導要領」は教育漢字（881字）を書くこ
とについては，義務教育終了段階（中学3年）を終えるまでに書けるようにな
ることが要求されているので，中学1年入学時には読みと同程度の習得が期待
されてはいないし，また，従来の習得調査結果でも読みに比べて習得力は低
い。
　1年入学時の教育漢字の書きの成績は，
8入全員が正しく書けた字：
7入が
6人〃
5人〃
4人〃
3入〃
2人〃
1人〃
。
????ー???
355字（40．3％）
159字　（18．0％）
118字置（13．4％）
75字（8．5％）
73字　（　8．3％）
53字　（　6．0％）
30字　（　3．4％）
15字　（　1．7％）
　3字　（　O．3％）
で，平均正答字数695．3字目沈べると，全員が共通に正しく書ける漢字の数は
355字で，意外に少ないことがわかる。また，半数以下の入たちが書けなかっ
た字は174字ある。
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以下字種に即して入学時の成績を見ることにする。
L書きの成績と字種
（1＞全員が書けた字
切　8入（全員・100％）が正しく書けた字　355旧
く注〉添えてある音訓は，正箸できfほうの音訓であることを示す。・は1音また
????????????????????????????????????????????????
????????????????????????
????
??????????
???????????????????? ????
????????????????????????
㌃ ?????????????????? ?
????????
?? ? ?? ?? ? ? ?????? ???????
??
??
????
??????
??????????? ? ?? ? ? ??????? ?? ?? ?? ?? ?????????????????? ?????
??
??
?
? ィ
????
??
??????? ??? ?
????? ?? ?????
?
??? ?? ???
???? ????? ????
や
? ?? ?
??
? ?
??
????
ゥ??
??
?????
」? ?????? ?? ?? ?? ???
?? ???
?? ????
? ???????? ????????
????? ????????
?
?? ??? ?
????????????????????
??
?
??? ? ??．
?????????????????????????????????
???????????????????????????????
?
??
?
??
???
??
????
???
??
?
? ??? ?? ??????? ??? ???（? ??? ． ? ???
????????
??? ?? ? ?．? ． ．??? 、??? ? ? ???? ??? ?? ???????????? ．?? ?
?
???? ?? ?
???????????
れ
??
????? ????
?
? ?????? ?????????????? ?? ?????? 、??? ? ? ?? ?
??
??? ? ? ? ??? ??? ???? ?
?
? ?
????
?
??? ????．? ? ?? ?? ? ??? ??
????
?????? ?? ?
???????
?
? ?
く2）　7人以下が書けた字
????????????????????????????????ィ??????????????????ー????????????????????????? ????????????????
????????
??????????
??
??
?
?
??
??
??
?
?????
??
?
?
? 「??? ??????
????
?
??????????
??
????
????????????????????? ?? ?
?
??
????????? ???
?? ?? ???
?
? ?? ?? ? ?? ??????
??????
??
??
??
?
??? ????? ???
????
??
い
? ?????? ?） ?? 。?
?
?? ?????
??
???
??
??
???
??
??
?
87
??????????????
（????????????????
?
?
?
????????
?? ．??????? ?
????
?． ?? ?? ????
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　売与る坂etL飯＾ン皮かわ 非ヒ．不7　布AO府7　分7）粉こな別翌
サ　　　 つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　辺ヘン弁ペン豊ゆたか望紛潔いもうと味あじ無ム役ヤク単子勇ユウ津ウ
の　　　　　　　ゆ　　　サ　　　の　　　　　　　　　　 り容ヨウ落描る利「，　理り　陸リク立たつ旅螂　両幽，ヨウ良リヨウ量油ウ輪わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む例レイ歴レキ連つtLe六ロク録ロク　　　　　　　　　　　　159字（18．0％／
???????????????????????
?
?? ?? ??? ?? ??? ?
?
? ． ? ． ? ．??。???????????????????????????????????????????????????． ． ． ． 、 ． ． ． ． ?．?? ??? ???? ???? ． ． ．?? ?? ?
?????????
? ? ?? ??? ??? ? ? （ ????? （?（
???????????????????????????????????????
?
?????????????????????????????
??
??
??
???
??
??
??
??
??
?
? ? ? ?? ?????
??
????? ?
??
????
??
?
???????????
? ．????
??
?????
????
?????
い
??
??
???
???????． ? ． ?．?? ???
??
??
??
??
??
???
??
?
???????
い
? ?
??
??
た
??
??????
??
????? ? ? ?? ??
?
ィ?
??
??
??
??
???
??
??
????
??
??〜
???ィ ?? ?????
???????
???ィ??????? ??????????
??
??????
??
??
??????
??
??
??
??
??
??
??
??
み
????? ? ?
?????????????????????? ? ???? ? ??。? ?
????
??
??
??
??
?
? ． ．．?．?
?
????
?????
??
??
??
??
??
フ
? ???? ??
???ィ ??
?
???? ?
????ィ
????? ??
??? ????
??????
??
??
?
? ? ????? ???? ??
????????．????????????? ? ? ???
??
?????
??????
?? ?????????
??
??
????
?
? ??? ?
??????
????? ??????? ?
????????
???
??
????
??
つ
＝?
????????
?????
?????????? ????????
??
??
??
?????
?
? ?
」?ィ㍊???????
??? ?????
っ??
?
??
の
?? ?????
わ
? ?????????? ??????????????????
???
?
??
?
? ??
?
?????????? ?
???????
??
サ
???
??
ザ
? ?
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処シ”除のぞく招シub唱t「　b’ウ証シ”ウ賞シenウ状ジ脾税Vイ絶ゼツ俗ゾク属一Xf
存ゾン孫まご退クイ単クン忠チ＝ウ低ひくV’適彊努ド　討トウ四国認みとめる
能ノウ犯ハン判＾ン肥二iる票やウ評ヒPウ武プ　仏ブツ返ヘン便ペン＊ft’tw
聴すえ満w　宋ミ　浴e7略Flヤク令レイ論ロン　　　　　　　73字（8．3％）
　（カ）3入（37．5％）が正しく書けた等：
．延のびる格カク幹穂　逆ギヤク給キユウ±ig　OPン　訓クン欠かける兼か滴権ケン　険’ン
護’　盾助効＝ウ候＝ウ災サイ蚕かいこ酸サン視シ　謝シ・釈シ・ク需ジ・
承ショウ象ショウ焼やく制セイ折おる宣セン専セン善ゼン増ゾウ蔵ゾウ損ソン
貸かす著あらわす張はるwa“S“賃チン停テイ敵テキ響ク届とどけ灘ナン三一’S：itる
｝波、ン　　鼻；まな　　富とむ　 宇甫廊　　暴ポウ　　訳ヤク　預あずける率リツ　tiiftro　mウ　　　53字　（6．0％）
　（キ）2人（25。0％）が正しく書けた字
益エキ仮か1，に解”t革ウク拡カク回すすめる歓カン疑ギ　供旧る境｝S’誤ゴ
欄ウ財’「　if資シ　衆シ＝e就V；O従したがう純ジA？推スイ相ソウ創ソウ貯“9
・提テt程テイ展；テン納おさめる拝”イ否いな奮7ン臨のぞむ　　　　30字（3．4％）
　（ク）1人（12．5％）が正しく書けた字
可力　管カン旗はた勤つとめる己コ　孝＝O講コウ穀＝7ま彩イ称シeウ誠＃＝イ
派’　陛M　墓ltt’欲ヨク　　　　　　　　　　　　　　　15字（1．7％）
　（ケ）0の字
、厳γン策サク付つける　　　　　　　　　　　　　　　　　　3字（0．3％）
　　　　　　　　　　　2．書けた字の基本性
　これら8人正答の文字は，漢数字を始めとし，形量・方角（大中小少太細広
長円，上下前後左右，内外，東西南北など），自然・天文（天地空海山谷池湖林
森，晴雨風雲雷三月星など），身体（目耳口国頭毛足指など），人倫（人親子父
母兄姉弟男女友先生駆君など），時・四季（朝夕夜：，臼時圏，春：夏秋冬など），
数（百千万など），色彩（赤白黒青緑，色など），七曜（日月火水木金華，曜），
動植物（犬牛雌馬動物，草花竹根葉植物など），衣・食・住（極帯服，食：米麦肉
炭，家門柱紙室屋庭圏畑車橋駅店など），生活・行動（国三都市区三二，行来
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歩走動休学遊働出入，生病死，出入，見話悶読書思，心愛苦楽美強弱など）な
ど，低学年粥の文字を中心に，生活の基本的な文宇，小学生の作文などで用い
られているような文字がほとんどである。（まれに使用度は高いが，轡形がと
りにくいために書けないものもある。例一妹昼など）また，学校生活用語とし、
て多用される文辞も自然に書けるようになっていることがわかる。
　学校・学級・教室・…会・会議・生活・…係・組・国語・算数・音楽・lk　・・
植物・終わる・…嵯・週・勉強・練習・研究など。
　抽象的な概念を表わすような語に使われる文字は，やはりまだ数が少ないこ．
とがわかる。
3．書字成績と学年配当漢字との関係
　上の正答反応の各文字群を当蒔の学年配当漢字との関係からみると次のよう・
になる。
　（7う　100％書けた字
1年用漢字一一雨下火花九金月五P左三山子四耳七十女小上森人
　水生正青石赤満足大中田土xE白八本木欝右　　43字（93．5％）
2年用漢字雲円王音何夏家会海外学間気休牛玉空犬見元戸古光．
　馬蝉高合谷国黒今西作糸思紙時車秋出春書少色心声夕切雪千
　前組早走草村男地池知竹町長鳥朝天冬東読南砂年齢麦半再父
　時文米国母方北岸萌毛静夜友呪力林話　　94字（8g．　5％）
3年用漢字　意引丹絵駅下屋温母野画回界開角活時弊岩顔記起；期
　客究急級玄教強橋飛州国君凸形計研四囲午後語群広根細算仕
　市死指寺子自営室実竹主取週終嘗物御助昭乗食尋物進親数世
　星晴金太台第炭注柱通弟鉄冷点電図都度刀当島答：頭同欝屈配
　岡岬癸板番華表病品負物平井毎万鳴薦野由遊葉様舟町里流和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　131字（70．10／o）
．4年用漢字愛型押員横改害覚願季機宮業極係景芸結湖幸最材司1
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姉式失守州縛網植匝清勢線選争菊醤代鰻定庭登働内熱農反響
費秒部服法脈民問油溝予緑類列練路　　66字（32．　20／o）
5年用漢字賀希議漁区康乳質舎周政責浅帯念倍牧約要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19字（9．80／o）
6年用漢字私律　　　2字（L4％）
〈4＞7人（87．5％）書けた字
1年用漢字手川蝉　　3字（6．50／o）
2年用漢字　汽京謝絶字多虫道分立　　10字（9．5％）
3年用漢字　悪安暗遠化荷卸寒帰球魚局決庫交響黄才使始持者首
熔融暑丁場i新船体茶着帯波売一皮妹役落理旅両44字（23．5％）
4年用漢字囲位委印影飲英加宮館観器挙共協鏡競具軽血言港産
四三写借酒種成静残席然卒談置直転湯等不府粉別望味勇洋利
陸良輪歴連録　　　　56字　（27．3％）
5年用漢字圧胃栄過羅漢規平群経験個査内参賛情織性製接素側
管伝解任i飯非野辺弁翠柳容量例　　37字（19．1％）
6年用漢字営額故至埼玉職断豊：　9字（6．20／・）
㈲　6人（75．0％）書けた字
2年用漢字　用　1字（1．0％）
3年用漢字止社身深待昼饗膳　　8字（4．30／o）
4孟自用漢掌案衣医械関聯：早撃航審差響散士史試初商照信真積籔
息続打四達短調底的塗輿童悲福変放陽忍辱磯回44字（21．5％）
5年用漢字雪靴液央往確聞価課紀技義句件健限現鉱興殺宿術三
省自説祖倉想総造声様引導毒独燃比筆標貧副復兵保貿迷綿弓
養　　　　51字　（26．3％）
6年用漢字株基旧禁潔絹済罪児仁尊態徳弐　　14字（9，7％）
←9　5人（62，5％）書けた字
3年用漢宰号送礼　　3字（1．　6％）
4年用漢掌即興貨芽階曲固菜刷詩眼拾順消戦速族隊丁必華年包
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命薬　　25字（12．2％）
5年用漢字門衛易応恩果快確完慣型厚支氏辞識収序精績銭像測
統特例博備俵婦編防停留　34字（17．　5％）
6年用漢字野州憲検皇耕是聖舌宗党複盟　　13字（9．⑪％）
㈲　4人（50，00／．）書けた掌
3年用漢字返　1宇（0．5％）
4年用漢字　一昨唱孫努堂便末　　8字（3．9％）
5年用漢字　野寄紫野野師軍功際在志琴似修祝準賞単寧適群群票
野仏野臥浴令　　29字目14．9％）
6年用漢字異遺壱我刊貴系券減混再妻詞授述処除招証状税絶俗
　属存退忠討認犯判評未略論35字（24．3％）
㈲　3人（37．5％）書けた字
4年用漢字焼判鼻　　3字（1．50／o）
5年用漢字格給均欠護候蚕酸謝承象折増貸張腸敵敗領
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19字（9．8％）
6年羅漢堅甲帯解訓兼笹下后効災視釈需制宣專善蔵損著賃得届
　難三富補暴訳解率　　31字（21．50／o）
　㈲　2人置25．0％）書けた字
4年用漢字　相　　1字（0。5％）
5年用漢字仮解貯　　3字（1．50／o）
6年用漢字笹野拡勧歓疑難境呼野財群衆就従純推創提帯明解拝
　興奮臨　　26字（18．1％）
　㈲　1人（12。5％）書けた字
4年用漢字旗　1字（0．5％）
5年用漢字管講　　2寧（LG％）
6年用漢字可勤己脱穀採称誠派野墓欲　　12字（8。3％）
　㈲　0の字
4引用漢字付　1字（0．5％）
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6年用漢字　厳策　　2字（1．4％）
　この入学時の教育漢字の書きの成績と学年配当漢字との閣係は，下表のよう
に，100％正答を中心に，皆が正しく書ける漢字は，低学年および中学年用漢
字に多く，高学年用漢字はいたって少ない。100e／，　re答の6年用漢字はわずか
　　　　　　　　　入学時の教育漢字欝きの成綾の学年配当
皇舗け1・入・刈・人・人1・刈・人1・人ie
1年用　46掌 43字 3
2　〃　105 94 10 1
3　〃　187 131 44 8 3 1
4　〃　205 66 56 艇 25 8 3 1 1 1
5　〃　194 19 37 51 34 29 19 3 2
6　〃　144 2 9 14 13 35 31 26 12 2
計〃88・字｝355い5gい・8i・・i731・3｛・。｝・・い
に2字（私・律）で，書きの成績の不振なものは，高学年用漢字に多いことが
わかる。これは，低・中学年用漢字にジ比較的に基本字形のもの，生活的なも
の，やさしいものがあり，また，早く提出され，くり返して学習する機会も多
いので，当然ではあるが，しかし読みに比べると，書くことの習得の度合がい
かに低いものであるかがわかる。また，読みでは音訓の観点からすると，低学
年用の文宇に抵抗を示すものがあったのと，対照的である。
4．1年入学時に読み書きできた漢字
　したがって，1年入学時調査で，読み書きともに8入（全員100％）共通に
正答できた文字はというと，8人共通に書けた355字から，読みでは，8人共
逓には読めなかった8字（読み正答字数は813字）
　雲二宮二二緩上里（7入が読めた字）
をひいた347字目いうことになり，これらは小学校6年までに読み書きともに
できるようになった，最も習得度の高い教育漢字といえよう。
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1年入学時に完全に読み書きできた　　347字
愛以意育一引員雨運絵駅円園王横屋音温下火何花科夏家歌賀園
会改界海閉外害角覚学溝聞感岸岩顔願希季気記起期機議客九休
究急級牛漁教強橋業極玉近金銀羅苦空君兄形係計景芸結月犬見
研県元原戸古湖五午後語口偏光行幸校高康広池谷国黒今根左西
細最材作三山尽子壷司四市示産直糸幽思指紙式次耳自魚心式七
失室質実車舎弱主守取州周秋習週終集十重出春所書女助小少昭
章上乗色食：植心申臣神森進親人水月続生正声青政星清晴夕石赤．
責切雪チ先浅線選全前組早走争草足村他大太対帯代台第炭男地
池知畑中藍錆町長鳥朝通弟定庭鉄天店点閏電土図都度刀冬当東
島登智頭能動働塗立南ご肉日誌熱年立農馬面倍買白麦畑八発反
半幅番飛費美百表秒病態面部風服物文平米塩義母方法北牧本毎
万脈民誌面鳴面毛木目門間夜野幽幽友右曲有線予要塞様曜来楽
力血流緑林類列練路盤話
5．書けない漢；字
音調をかっこに入れれば，小学校段階で読みの習得率がかなり高かったのに
比べて，書くほうが低い，読みと書きの成績が開いているという結果は，従来
の諸調査の結果でも同様である。国語硬究所で，小学生の虚語能力の発達につ
いて研究した際，小学校6年生に，卒業直前，教育漢字881掌の全数の読み書
き調査を実施した場合も，（昭諏34年3月）
　　　＜実験学校結果＞　　　　　　　　　　　　　　c£　今回誰査結果
　読み一平均正答宇数：806。◎字（91．5％）　　　　　　　870．6字（98．8％）
　書き一平均正答字数577．エ字（65．5％）　　　　　　695．3字（78．9％）
　（読み一最高879字　最低477字　書き一最高862字　最低198字）
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というように，読みと書きの差は開いており，これは同時に実施した他の調査
協力諸学校の結果でも，だいたい同じであることが認められた。
　（国立鼠語研究所報告17「高学年の読み書き能力」・間報告26「小学生の言語能力の発
　達」参照）
（1）書けない漢字の共通性
　上の調査結果でも，書けない宇は，中・高学年用（特に高学年用）の漢字に
多かったが，試みに，当時の小学6年生が成績不振であった文字と比べてみよ
う。
　この調査で，正答50％（4人）以下の文字と小学生調査で平均正答率500／。YX
下の字との比較
　　　　　　　ホユ　ホ　　　　ホイ　ネる　ヰヨ　ホヰ　ヰエ　ホら　ホヨ　ホき　ホ　　　　ホ　　　　ホ　　ネヨ　ホヨ　　　ホユ　ネる　4人（50％）異遺壱演我短期割賦叢濃許軍糧券滅功混再妻祭
ホユ　　ヨ　ぷ　　ホヨ　ホコ　ム　ホヨ　　　　　ヨ　なさ　ホき　ゆを　ホ　　ネコ　ホお　ホヰ　ホヨ　　　　ホ　　ホヨ　ホき　ホ　　ホヨ　ポる　ホる　ホビ　ホを
際潔癖志師詞似授壷掘述準処除招唱証賞状税絶俗属存孫退単
　ホお　ぷ　　　ヨ　ホう　　　おく　　　　　　　ホ　　ホエ　ホヨ　　　　ホ　　　　　　　　　　　　　ネる　ネヨ　ホヨ　ホヨ　ホヨ　ホヨ　ホヰ
忠叢誌皇師堂認能犯判脱票評露仏返便報末満未浴略章論
　　　　　　　　　ホな　ホヨ　ム　　タユ　ホベ　ネペ　ネユ　ホユ　ホヨ　ネベ　ホヨ　ホヨ　ヰヨ　ぷエ　ホエ　ホペ　ホヨ　ネヨ　ホベ　ゆま　3人（37．5％）　延格幹逆給垂訓欠兼権険護后効候災蚕酸視謝
ネ　　ぜヨ　ぼヨ　ネヨ　ホヨ　ホイ　ネペ　　　　ホヨ　ぷヨ　ホを　ホき　ホる　ホコ　ム　　　　　ヰヨ　ホ　　ホユ　ホユ　ホイ　ホる　ホヨ　ホら　ホヒ　なき　ホヨ
釈需承象焼制折宣専馨増蔵損貸著張腸賃停敵得届難敗版弊寓
ム　　ネヨ　ぷ　　　ぬ　　　　　ホを
補暴訳預率領
　　　　　　　ホ　　　　　ホヨ　ホヨ　おヨ　ホ　　ぶま　ホ　　みエ　み　　らヨ　ホ　　ぷく　み　　ム　　なユ　ホ　　ホヨ　ホ　　　　　みユ　2人（25％）下肥解革拡勧歓二丁町回購旭蟹衆就従純推相創
ホコ　おヨ　　　　ネ　　ネ　　　き　　　　　ユ　むく
購提程展納拝否奮臨
　　　　　　　　　ネヨ　　　　や　　ホユ　　　　ヰヨ　　　　　る　　ム　　ム　　ホヨ　ホく　　ム　　ホき　ホエ　1人（12．5％）　可管旗勤己孝講穀採称誠三三思欲
　　　　　　　　ム　　ホま　なま　0人（0％）　厳回付
　　〈注〉＊5＝小学生の成績50％台の字。以下，＊4　＝　40％台，＊3　＝・30％rk，＊2
　　　漏20％台，＊1＝＝　10％台，△＝10％以下。
　　　ゴチックの字は他の調査実施協力学校でも同様の結果であることを示す。
　　　なお，文字の左の人数および％は，この調査の成績（正答人数・正答率）を示す。
　174字中，22字を除いて，昭和39年度中学1年生調査結果と34年度小学6年
生調査結果との間には，難易差に多少の出入があっても，書字力不振の文字に
かなりの共通性のあることが認められる。
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　中学生が，正答率50％以下で，小学生が50％以上の次の文寧の上に
　壱再臨忠犯評宣率否己　　（10字）6年用漢字
　受賞能仏紙張仮講　　　　（8）5年用〃
　堂便根　　　　　　　　　（3）4年用〃
　返　　　　　　　　　　　　　　（1）　3年用〃
いかなる意味・理由があるかは速断できないが，中学3年卒業時には，習得率
が低くなる壱（弐）など，小学生のほうがかえって書けているのは，学習薩後
の記憶が反映しているのかもしれない。いっぽう，昨ヨ・昨年の昨など，昔の
小学生なら作文などで「昨日（きのうの意で使う）……に行きました。」と，た
いていの者が書けた文字が，共通的にできないのは，「きのう」の熟字翻が認め
られず，かな書きで書く，「昨日サクジツ」というような生硬な言い方が激減
している結果ではなかろうか。忠孝というような徳目に関する文字も時代の思
潮の反映であろうと思われる。しかし，一部のそうした文字群を除いては，書
けない文字，書きにくい文字の間に共通性の高いことがあるということがわか
る。（書けない文字についての考察は，後章でふれることにする。）
豆　教育漢字　3年卒業時の書きの成績
　当時の学習指導要心では，義務教育終了までに，教育漢字881字が書けるよ
うに要求されている（「当用漢字別表の漢字を使いこなすこと」中学校「学習指
導要預」第3学年・内容。書くこと　参照）。
　粛学1年入学時の調査結果では，40％ほど（355字）の教育漢字が全員正し
く書けただけで，相当量の未習得漢字を残していたが，その後3年間の学習に
よって，それが到達点にまで進むことができたかどうか。3年卒業時の書きの
成績は次のようである。
　全員（100％）が正しく書けた字　　　771字（87．5％）
　7人（87．5％）　　〃　　　　　74字（8．4％）
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6人（75．0％）　　〃　　　　　23字（2．6％）
5人（62．　5％）　　〃　　　　　9字（rGo／，）
4人（50．0％）　　〃　　　　　4字（0．5％）
これを，中学1年入学時の成績と比べてみよう。
1．全員が書けるようになった字
　全員が正しく書けた字は，881字申771掌ある。
　3年卒業時金員が正しく書けた字　771字
愛圧安案暗以衣囲位医委胃移異意育一引印因員院飲雨雲運絵永
泳英栄営益液駅門延塩遠演園王央往横応屋億音恩温下火化加可
仮何果河花科夏荷家貨過歌緬課我画芽賀回会快改界海械開階貝
外害各角確格覚学額活株完官寒間感興漢管関館観手勢平顔願希
汽季導燈記臆基帰寄喜期器機技義解議幣串久IH休筆究急撃級救：
球給牛虫居挙許魚漁共供京協教強橋鏡競業曲局極玉近金勤銀区
句苦具空君軍郡群兄形係型計敬景経軽芸欠血決結月犬件見研建
健絹権憲県険検験元言原現己戸古故鰯庫湖五午後語誤欝工公功
交光后向考行効幸厚皇校耕航高港鉱構広興合告谷国黒今根混左
査差才再災西菜細最済在材財罪作昨欄殺雑三由参蚕散産算賛残
士子支止仕更司四市示死至志私糸使姉始思指師紙視詞詩試資字
寺次葺自事治持時辞式七失室質実写車舎祉者釈弱手主守取首酒
種受授需州収周秋修習週終集十住重従出術春順所書暑諸女助序
除小少承昭消唱商章象証照賞焼上状乗常情条場色食植織職心申
臣新身信真神深森進親入水推数世生正成声性青政省星清晴勢聖
精製誠静整税夕石赤席責積切折接設雪説飾齋絶千廻先浅船銭線
選全前善然祖素組早走宗争草栢倉送創想総造像増足則側測速俗
族属続卒存村孫尊他多打大太体対待退帯隊態代台第題達炭短男
断団談地池知置竹築茶着中虫忠注柱昼著町長帳張鳥朝腸調直賃
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追通町弟定底庭的鉄天店回三田伝電土図都努度刀冬当投東島討
党登等答統燈頭同動堂童忠道銅導特得徳毒独読届内南．＝肉日入
任認熱年念燃納能農波派馬配敗倍買売白博麦畑八発反半犯判坂
板番比皮否非飛悲費美備必筆百表評標秒病品貧不夫父付布府負
窟婦分部風服副復福仏物粉文聞平兵米別辺返変編弁便勉歩保母
墓方包放法報豊防望貿北牧本毎妹宋万魁町民務無名命明迷鳴面
綿毛木欝門閥夜野阜約訳薬油輸友右由有勇遊予余用洋要容葉陽
様養浴曜来落楽利里理力陸立律三流留旅両良料量領輪緑林類令
礼冷例歴列連練路老一六録論和話
　これは，入学時全員正答字355掌から1字（康。この字が，3年卒業時には
7人正答となった。）除いた354字に，その後薪しく習得された417字を加えた
数である。
習得の霞訳
　（7）8入正答の771字
　1年時成績一→3年時成績
　8人正答の字　8人亙答の字
　7人　〃　　　8　　〃
　6人　〃　　　8　　〃
　5／v　1／　　　　8　　　〃
　4人　〃　　　8　　〃
〈E）　7人正答の　74字
1年時一3年時??????????????7人
ノ1
11
1／
tl
／ウ｝6入正答の　23宇
字数
354字
三5エ
le6
6e
49
字数
1字（康）
7
10
14
17
1年時成績一→3年時成績　字数
　3入正答の字　8人正答29字
　2入　　　　　　〃　　14
　1入　　　　　　ノ1　　7
　e　11　1
1年蒔一→3年蒔
3人　　　7入
2人　　　〃
　1人　　　〃
O　　　　　u
宰数
14字
7
3
1
　7人一→6人
　6人　　tt
　4人　　〃
魯　5人正答の
　5人一＞5人
　4入　　〃
　3人　　〃
｛オ）4人蕉答の
　6入一→4人
　2人　　〃
　1人　　〃
　1字（歯）
　エ　（潔）
　6
9字
　1字（複）
　i（券）
　　第3章　藁葺漢字の習得状況一書き　159
3人一6人　　7掌
2人　　〃　　　7
1人　　〃　　1（欲）
　3（専・蔵・補）0
4宇
　1宰（弐）
　1（衆）
　2（穀・陛）
2入一＞5入
1入　　〃
　　　t1
1字（拝）
2（旗・孝）
1（厳）
2。書けない教育漢字
　教育漢字881掌のうち771字（87．5％）は，中学卒業時までに全員が正しく審
けるようになるが，残る110字（12．6％）は，何らかの意味で正しく書くこと
に抵抗があり，完全正答圏内からはずれた，習得度のより低い文字といえよう。
　調査の結果から，中学3年卒業時においても，教育漢字は，完全には習得し
きれない，書けない文字を残しているとみなければならない。
　なお，上の110字は，累積成績として残った文字数である。これを習得完了
の観点からすると，周回として残る文字数は160宇となり，50字ほどふえるこ
とになる。したがって，読みに準じて，翌得完了の観点で問題のある字種の検
討や考察を行なうべきであるが，書字力の定着性不安定な現状および教育漢宰
外当用漢字との比較上，累積の成績をとりあげた。累積の成績と習得完了の成
績については後にもふれるが，書けない文字として加わる50字は次のとおりで
ある。
　累積結果書けない字として残った　110字
悪遺壱衛易解革拡刊幹勧歓規貴旗逆境監禁韻系潔券兼限減薄恥
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護孝候康黄講遁世単解祭際策察酸氏歯似児識謝借衆就拾祝宿述
冠鳩処初招電勝仁是制績宣群馬蔵息損貸単貯饗膳提程敵適典展
選管難弐破拝版飯肥鼻氷解笹野複奮陛補暴満未盟預欲率臨
　110字に加える50字
営億確管株許供検故誤功后効財罪蚕視資釈授需術暑除承象焼総
増則俗属退張賃党徳燃博評返編便墓務余浴留領礼
（1＞書きにくい漢字と学年配当漢字との関係
未習得の110字を学年配当漢字と対応させてみると次のようになる。
卒業時未習霧の110字と学年配当
学鞭当千・人正部証紳証答ト人礁棲輝
1年用漢字46字
2年用
3年用
4年用
5年用
6年用
計
105
187
205
194
144
????
字
????
字
ssil　74　1　23　i
正紳
0字????
・1・1…
　3年用漢字4字，
4年用漢宇15字，5
年用漢字34字，6年
用漢宇57字が書きに
くい漢字，習得が定
着しにくい漢字とし
て残ったことにな
る。1年入学時に
も，配当漢字の高学年用の漢字が書けなかったが，3年を経た卒業時にも，教
育漢字の全数は完全に書けるようには至り得ないこと，半数以上のものが書け
なかった文字など，習得率の低い掌はやはり高学年用漢掌であることがわか
る。
未習得羅宇
　　　　　　7人（轡けた人獄）
3年用漢字悪黄亭号　　4字
　　　　　　7人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6人　　5人
4年用漢字探湯察初軍勢固拾戦氷華停歯鼻旗　　15字
　　　　　アス5年用漢字規康飯尊宿典衛易野葬耳蝉俵際似世尊適肥武満護照
　　　　　　　　　　　謝貸解講背低票均候敵欝　　34字
　　　　　　7人6年用漢字禁児仁是盟遺壱刊減妻処招未幹逆訓制宣損版預率革
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3章惑用漢字の習得状況一書き　161
　　　　　　　　　　　　6人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5人　　勧歓五重奮適適策潔貴系述兼難暴拡寝違程展臨欲複券専蔵
　　　　　　　4人　　補拝孝厳弐衆穀陛57字
　書きにくい字を文字に即してみると，全員は書けなかったが，7人は書けた
文字が，過半数（74字）もあること，書けない文字といっても，半数以上（4
入以上）のものは書けていることがわかる。110字中，7人が書けているのは
74字目るから，かなりの成績ともいえようが，しかし，書けるように義務づけ
られながら，なぜ完全には書けないのであろうか。
3．書けないi理由
　上の字が書けない理由として，次のことが考えられる。
　1．　これらの文字が正しく書けなかった原因として，個別的に見れば，それ
ぞれの理由があげられるが，主因として，正しい字形が再生できないためが多
い（後述「語答傾向」参照）。点画の有無・多少・方向などにより甲形の誤りやす
いもの，類似字形で誤りやすいものなど，字形が正しくとりにくい文字が多い
ということが，まず考えられる。
　2．読みの場合（音訓）と異なり，書きでは，小学校時代も何らかの語形で
一応学習し，さらに，中学校段階でも用いられている漢字であるから，学習の
密度が濃いはずであるが，しかし，必ずしも，そのすべてがっくされない場合
も考えられる。
（1）書けない文字と使用度
　高学年用の漢字ができないのも，一つは字形の複雑さ，むずかしさにある
が，他には，使用度との関連がある。中学3年間の教育漢字の使用度を見た場
合はどうであろうか。
　1）書けない字と教科書使用度
　書けない文字とその文字の使用国語教科書（1～3年間）出現回数
????????????????????
ウ
?
???????
鷲
? ????
??
??
??
????
????? 、?? ィ
?????
?
?
??
??
??
????
? ??????????? ?? ? ???
7
?? ??? ? ??? ?? ?? ?
?
? ?? ??? ? ? ?? ィ?? ??? ??????????
?? ?
??
??
??
??
???? ????? ???? ?? ? ???
????????? ?
??
??
??????????? ??????
? ?
???????
ウ
?? ??
??
?
? ?
??? ?
?? ?
??
? ?
?? ?
?
?? ? ㍑ ??． ???????????ァ???? ?? ? ? ?? ??
????
??
?
??
?? 、 ?? ? ，，??? ?????? ????? ?? ? ?
?
16
??????????
??? ??? ???? ?? 〉 ??? ? ??? ??
?
のべる7ﾕまつる典テン 徒ト
??? ?? ????????．???
〈注〉　ゴチック体の字は，その音又は訓で，澗題を提出したことを示す。
　入学晴調査結果，よみかきとも習得安定とみなし，教科書調査対象から外した教育漢
字（教科書調査の方では読み8入，書き7入正答までをとったため）で，その後の書字
の成績が，8入全長は書けなかったものに　7悪hるい黄き　Wt＝ij規キ　勝かつ　歯は
　上は，卒業時までに全員は正しく書けなかった文字と，その文字の，使用国
語教科書における出現状況をみたものである。調査の問題はゴチック体の音ま
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たは訓のほうで提出したのであるが，その文字を発た機会ということで，他の
音訓で出現した場合もあげておいた。
　読みに比べて，成績不振のものでも，文字自体としては，出現ゼロというの
tは少なかったが，これによると，ごく大ざっぱに言って，正答者の少ない文字
aは，やはり出現回数も少ない傾向がみられ，出現回数の多い字には7入正答の
ものが多い。しかし，穀弐陛券のように出現の多寡が成績に影響をするものも
あるが，200回以上も出現されながら，解・単のように最後まで全員そろっては
正答でき得なかったものもある。また，直接のその読み方でなく，音訓は異な
っても，文字としては出現されているなど，必ずしも出現の多寡だけが，書字
力の良否を決定するものでないこともあわせて認められた。
　なお，1年入学蒔調査の結果，読み書きともに全員完金正答，または，読み
轍8人，書きは7人までは，成績良とみなして，教科書調査の対象文字から除
いた（教科書調査のための，蒔問的，入員的弓限から，中学校で学習する教育
漢字外轟用漢字調査を中心とし，教育漢字は，この調査範囲にとどめた）文字
（悪黄など）でも，卒業時までの過程で，完金証答から後もどりをする（習得
1のゆれ，後章参照）現象もある。
　2）字形の再生力
　以上のことから，教科書での出現度数と成績の関係を認める一方，藍しく書
くということの中に，その文字の読み，意味はわかりながら，なおかつ，字形
として正しく再生し得ない因子の重要性が認められる。このことは後述の誤答
現象の分析・考察とも関連するが，初学でないr教育漢字」が書けないというこ
．との一つの重要な因子として字形の正しい把握・再生力があげられると思う。
　3）　社会の二二’関心度
　弐壱陛三二難俵など成績不振の文字を見ると，教科書のlil現度数もあまり多
一くないが，同時に，これらの文字・語・ことがらなどが，一般の生活でもあま
り使用されていないことに気づく。そのため，中学生の関心も薄く，親しみに
くい文字となったと思われる。この場合，教科書使用度がそのまま，社会での
使用度を表わしており，それに生徒の関心度が結びついての書けない文字群で
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あると考えることができよう。
4．学習指導との関係
　最後に，漢字の学習指導との関係をみておこう。8人の3年間の学習指導の
状況は，後章に詳しいので参照されたいが，この研究所の調査前に調査校が行
なった調査の結果，書くカの不振なことから，たまたま，この調査の初年度に
は，自主的に独自の漢字調査を行ない，国謡の基礎として学校全体に漢字指導．
を強調する面もあったが，調査学級に対して特別なとりたて指導は行なわず，
以後も，国語力全体の向上を図るという観点から，語旬指導，ノートの使用，
辞書の利用，読解・作文などを通しての漢字力の充実を目ざしてきたことがね
かる。また，生徒自身でも，多少の学習上のくふうがなされていたこともわか
る。上来みてきた調査の結果は，あるいは一般の調査結果に比べて良好と思わtt
れるが，学校におけるこのあるべき学習指導との関係も認めなければならない。、
皿　教育漢字外当用漢字　1年入学時の書きの成績
1．書きの成績と宇島
　1年入学時の教育漢字外当用漢字の書字調査の結果は，平均正答字数としで
は171。1字であるが，これを文字の側からみると，次のようになる。
　　　　　　　　コ年入学時教育漢字外当摺漢掌の轡きの成績
8　入
i100％）
曹ｯた字
7　入????）?? 6　人????）?? 5　人????）?? 4　人????）?? 3　入????）?? 2　人????）?? 1　人????）?? ???
17字 22字 29字 34字 53字 64字 91字 149字 510字
（1．8％） （2．3） （3．0） （3．5） （5．5） （6．6） （9．4） （15．4） （52．6）
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　中学校に入学してから，薪出漢字として初めて学習する漢字であり，書ける
漢字としては，義務づけられていない漢掌であるから，同じ状況下での読みの
成績と比べると，かなりの開きがある。また，書字用漢字としての：立場で学習
されてもいないから，共通に書ける文字としては，非常に少なくなる。し’かし
．1年の初めごろに書ける漢字が，この程度はあるということがわかる。
　具体的な文字について見よう。
　（ア）8人（100％）が書けた等：17字
羽はね机つくえ隣すう繕えだ若わかい松翻沼ぬS城ジヨウ井い　昔むかU担タン
仲妙稲いね背せ　匹ヒキ舞うら枚マイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ルビは調査してできた音・訓を示す）
??
??????? ????? ?《?????????????????????87??
?????????
め
????
　（ウ）6入（75．0％）が書けた字　29字
沖おき　乙オツ介カイ　閣カク　耳目　丘it”i」巨k’刑ケイ　甲＝　i」座ザ
凝し　弱しば寸スン洗あらう袋ふくろ段グン兆チョウ箱はこ班”ン尾お・
浜緩棒ボウ密ツ矢や　羊ひつじ幼ヨウ卵ラン
　（エ）5人（62．5％）が書けた字　34字
域扶　鋭＝a皆みな岳ガク汗あせ儀ギ　峡K’”e胸キヨウ偶グウ　恵工
＄r’e佐サ　咲さく湿シツ尺シャク珠阪趣シ”寿甑床とこ
伸のびる滝熔車クク暖あた㌣沈下む斗ト　“99もS慶まら忘わ弛る盆ボン
涼すずい
飼かう
姫川
江＝e
晶シ”ウ丈海ウ
　　埋うめる
??
??
??
?
? ????????
??????
?
??
?
? ??? ?
??
??
??
?
? ??
?
?
?
??????????? ???
???
???
?
??? ?ッ??
???? ???? ?? ??????? ???? ????? ???? ??????? ??
?????
??
ゥ
??
?
??
?
ユ
?ー
????
?? ?? ? ???50?????
?????????
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?????????
??
??
??
ホ
??? ????
?
???????????????
??
??
??
??
?????
??
????
???
??
?
??
????
??
?
?
??
?
??
フ
????
??
??
????
????????????????????? ????
????
???
?? ??? ???? ?（??
?????
???
??
??
??
?
??
???
????
? ? ?????
? ?
?? ? ?
????
? ??? ???ー37???????????????????????????（?? ? ? ??
????????????????????????? ? ??????????????????????????????
????????
???????
?
??
??
??
??
????
?
???? ??
?
?????? ? ?? 」? ィ???? ?????? ?、???
???????
??
?????
げ
???? ?????????
?????
??
?????
???
???
?
? （??
???
?
??? ?? ?? ? ??????????????????????
??
??????????????????
??
?
????
????
??
??
??
??
??
??
??
??
つ
? ?
????????????????
??
??
??
??
??
??
??
??
?
? ? ??? ??? ????
??
??
?????
??
??
??
??
?
??? ??
．????????
?
?? ? ???
??
?
????
?
??
??
??
??
??
?
?
ぶ
??
?
?ォ?????????? ???
??
?????????? ???
?
?? ?? ???? ?? ? ??? ??? ??
鞠
”
??????
??
??
?
??
牌
?????
???
???
弼
）?
?
?）? ． ?
????
??? ?
??
?ー??㌔?????????? ?????? ィ ? ィ?? ? ? ? ??
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??????? ??????????????????…?…??????????? ? ? ???? ? ??? ????? ?????? ???? ??? ??????????????
??
?
????? ??ゥ，??
??
?
??????
??
?
??????
??
?
?? ?
?
???? ??
だ
??
??
?
?? ???
??
?
?? ???
?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
??
??
??
???????
??
??
ィ?
???????
??
??
?????????????
?????
?
? ???ヶ??? ? ?????????
? ?ゥ?
? ??????
??ィ??
?????
??????
????? ? ??? ???
?? ??????
??
??? ?????
??ィ ? ?
??
?? ィ ィ ，? ォ?51???????????????????????
???????? ? ? ????
??????
?????
?????
?? ? ???????????? ? ? ???????????? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ?? ．? ???
???????????????????? ?
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2．書けた漢字と文字学習
　上のように，1年入学時に，書くことまでは要求されていない教育漢字外当用
漢字が，ある程度は書けており，4人以上が正答できた文字は155字もある。
　もっとも，入学時の調査とはいっても，学校の都合，生徒の調査負担等の関
係上，調査を4月中に一挙に完了することができず，また，調査実施の手願と
して，教育漢字の読み一一→書き一→教育漢字外当用漢字の読み一→書き一→表
外字の読みの順に調査を実施したため，教育漢字外当用漢字の書きの調査は，
6月下旬（27　U）からとなった。したがって，この書けた漢字の中には，読み
と同様，中学入学後，国語で学習した平出当用漢字が相当数含まれていること
になる。使用国語教科書と照合してみると，次のようになる。
　読みでは，学習文字は全員またはそれに近い数の者が読めているのに対し，
書きでは，学習文字は未学習文字より書ける率は高いが，中には1入も書けな
い，書けても，ごく少数というものもあって，書くことまでは要求されていな
いとはいえ読みに比べて書くことの習得しに～いことを示している。
（1）入学時調査で書けた字と学習文字
　　　＜調査までに国語で学習＞
8人が書けた字
羽机吸枝若州匹枚
7入肩束乳浮片
?????
6人介三座飼誌袋段箱弓矢幼
　　　　　　　　　　　　　　11字
5人三儀胸恵弓丈丁丁桃腹忘
涼　　　　　　　　　　　　　12字
4人押箇割甘丸好項笑紹嬢酔
痛抜頼廓　　　　　　　　　15掌
　　　　　　　　　　　　　計51字
〈国語では未学：習〉
　　　　　　　　　　　　　　松沼城井昔担伸稲浦　　　9字
沿鉛源三針瀬宅頂渡豆三宝亡又
?
門川湾　　　　　　　　　　　17字
沖乙閣下巨刑甲三寸洗兆班尾姫
三密羊卵　　　　　　　　18字
　　　　　　　　　　　　　　　　域鋭皆岳嫉i偶江三佐三尺殊三寿
床晶滝車回三盆埋　　　　22字
亜映影佳菌堀径穴玄呼郊裁冊姿
狩浄刃染鮮桑掃胎沢津帝忍濃肺
幡並柄紡凡眠雄鈴恋浪　　38字
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計104字
　4入以上が書けた155字中，国語教科書で学習した文字で書けたものは51字，
他は国語では未学習の文宇で書けていることになる。（このうち＊印の字は，7
月にかけて学習した文字なので，あるいは，学習の影響を受けているものと考
えられる。）
　また，国語教科書で，調査時までに学習したが，4人以下のものしか書けな
かった宇もある。
3人迫ぎま帽ポウ舞ブ（国語では舞う）　金け臓ゾウ伏フク（国語では伏せる）
2人懸ケソ鑑カソ吹ふく夢一国ソウ御ゴ
1人掲ケイ肝カソ腕うで
0人（索サク）舗th“
　4入以上が書けた155字中，国語教科書での学：習文責は51字目あるから，残
る104字は，他からの習得文字とみなすことができる。これらの文字は，居住：
地名であり，校名でもある「稲付」の「稲」を初めとし，他教科に用いられる
もの，学校生活に関係の深いもの（鉛湾浜沖甲兆岳亜線径裁肺胎仲班
皆掃冊など），社会生活・日常生活に関係のあるもの（城井昔面部芝国譲
春眠など），一般読書その他のマスメディヤからと思われるもの（又宝巨飛
姫密鋭偶詠趣卓狩浄姿恋など）の影響が考えられ，中学1年生のころに
は，読めるばかりでなく，すでに，この程度の教育漢字外当用漢字は書くこと
ができるものがいることが認められる。4人以下の書けた字を見ると，さらに
文字習得の範囲の拡大がわかる。ただ，学習した漢字でないために，また，正
しく字形をとらなければならないために，読みに比べて，正答が集中しないの
である。
3．書けた漢字と読めた漢字
　入学時の教育漢字外当用漢寧の読み書きの成績を整理してみると，次ページ
の表のようになる。
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?←??
み??
???
→ 入学時調査における轡寧対読字成綾褻
8人 7人 6入 5人4入 小計 3人 2人 1人　0入小計 綱
8人 15字
? ?
23
?
104
??
23 26 20 89 193
7入
???
　5
剞ﾋ酸
W密
　4
?ﾅ寸l
　5
?寺偶?
｢冬
??
27 16 2321 33 93 120
6人
?? ??　3
x聾沈
9 14 13
?
25 44 98 112
5入
　3
ｼ埋涼
　3
沁ｩ画
6 　5
叶U審
ﾞ覆
? ?
44 7荏 80
4人
?? 1 ??? 11 20 56 89 ?
3人
????
2 8 　4
?苟mﾁ
20 53 85 87
2人1
??1 14 61 75 ?
爵 ??? 8 73 83 83
0人
??? 126 工28 128
17 22 29 34 53 15564 91 149　510814969
　　入学時　8入（全員）．読めた字
　　　　　　8人（〃）書けた字
　　　　　　8人（〃）読み書きできた字
羽机吸枝若松城井担仲三二匹浦和
193字
17字
15字
　8入全員が正しく読めた（文字として）教育漢字外当用漢字は193字あるの
に対し，8人が正しく書けた字は17字，7人正読漢字エ20字／正書漢字22字と．
いうように両者の関係がわかる。もっとも中には，8人が正しく書けた17寧中，．
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読みでは，沼と昔に正答数の減がみられるなど，書字の優位な場合も散晃する
が，やはり圧倒的に読字と書字の差が開いている。これは当然のこととはいえ，
之の時期の教育漢字外当用漢字の書字力の実態である。
W　教育漢字外当用漢字　3年卒業時の書きの成績
　　　　　　　　　1．3年間で書けるようになった字
　読みを中心とする教育漢字外当用漢字の文字学習を終えた3年卒業時に，書
字のカはどの程度までつくものであろうか。文字を中心としてみると，次のよ
うになる。
　3年卒業時教育漢学外当用漢字の轡きの国譲
｝8会、5暫）17人嘩％）i6人（ll・oe／’）15入寧％）14人（19・oo／’）
205字
i21，2％）
146字
i15．1％）
157字
i16．2％）
130字
i13．4％）
112字
i11．6％　）
3人（37．5％）
曹ｯた宇
2人（25．0％）　　　ノノ 1人（12．5％）　　　0　人　　　〃
79字
i8．2％）
64字
i6．6％）
55字
i5．7％）
　21字
i2．2％）
　8入全員が正しく書けた文字が205字，半数以上のものが書けた字は75G字
（77．40／o）という数になり，書くことを特に義務づけられない文字としては，
相当に習得できていることが認められる。どのような文字が，書けるのであろ
うか。
　　　　　　　　　　　　2．書きの成績と字種
《1｝全員が書けた字
　8人（1000／o）が正しく書けた字2G5字
???????????????????? ， ????????
???????????????????????????????????
? ?????????????
?????????
???????????
め
? ?? ??????????????????????? ㌘??
?????????????．?????????
????
? ??????????? ????? ?
??…??????????
招
? ? ?????????? ?? ?????
???
????
????????
??
???? ??? ??????????? ???? ???????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ? ?
????????????????????????????
??????
???
????
? ??? ????? ?????
?????
???
???????????????????
???
???????????????????????
?
?? ．??? ?
??
??
???????
????????????
??????
????
???? ? ????? ?? ?
?
? 、 ィ? ?．??? ? ??????? ?? ?
?????
??????
?????????
???
??????
寒
（2）　7人以下が書けた字
（ア）7人（87．5％）が書けた字146字
偉イ　域イキ宇ウ　悦エツ援エン欧to興ク桜さくら憶t’穏tン架力
演力it・’f戒カイ怪カイ核カク閣カク岳”ク下町カツ甘あまい＄ZhV環伽
簡カン　丸まるい含ふくむ忌キ　奇キ　騎キ　菊キク吉掃　及キ＝e毒すう　巨｝a一
凶キSウ叫さけぶ狂Pl　Sウ享キヨウ郷キヨウ響キヨウ遇グウ刑ケイ激ゲキ剣ケン弦「”一
雇やとう呉ゴ　巧＝O荒わらい硬’マ込こむ恨うらむ婚コン佐サ　惨サン旨シ
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????? ．
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??????
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?????
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????
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??
?????
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?
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?
ぶ
? ? ? ????? ???
??????????
? ?
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??
??
??
??
?
?????
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（） ? ? ??? ?
?
（????????????????
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???????ゥ???????????????ゥ???ゥ???????????????、???ィ???????
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ゼ
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???肪，
C
??．?????????????????????????????
ロ
?????
??????
?
??
??
?
ン
?
??
?
?
マ
? ?? ィ???
??
??
??
ボ
?? ィ???
??
??
??
??
ロ
??? ????
???
???
??
??
???
ル
? ???? ?? ?? ?
?
? ?? ????? ??
ウ
? ??
??
??
??????
????????? ??? ? ????
??
??
???
，
?????? ?? ?
?
．????、〜
（???????????）??
?
?? ???
??
??
???
??
ユ
?? ?? ???）??? ? ??25? ??????????
（
????ィ?
ψ
? ??????????
??
? ??? ???? ?? ?????? ????????? ? ? ?????????? ?????? ㌣、? ? ? ?．???
字
? ? ? ??? ????? ?? ???? ? ????? ???
．????
｛?
ユ
???
????
??
?????
?? ?
?
?
??
??
??
マ
???? ???
??
??
??
ホ
?? ゥゥ ㌍ヵ ?
??
ボ
?????????
1年入学時の書けた漢字と比べると，相当の発達が認められる。
3．教育漢字外当用漢字の書ける宇
　教育漢字外当用漢字を8人全員（100％）が書けた文字が205字（21．2％，この
調査の集計方法による累積の成績）にのぼるということは，義務教育終了時ま
でに書くことにおいても，正しく習得できる漢字が相当量あること，そのよう
な文字は，正しく書ける必然性も高い掌であろうと思われることである。この
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ことと，義務教育終了時までに書けるように要望されている教育漢字（881字）
に，卒業時までに全員は書けなかった文字，未習得漢字が110字もあることと
地ぺて，考えさせられる問題を含んでいると思われる。
　もっとも，この205宇という数字は，累積の成績であり，習得完了という，
観点からすれば，131字（習得を認めた後のゆれ現象を除くと，さらに減って
76字となる）に減少するが，中学になって学習され，学習途上にある漢宇で，
しかも，書字漢宇としては指導されない漢字であるから，ここでは，累積の数
字によってみることにしたい。
　なお，教育漢字の110字も，同様に累積成績によるもので，これも，習得完
了の観点からすれば，書宇の上で問題を残す漢字は数を増して，160字となる。
このように，累積でみるか，習得完了で見るかによって，教育漢字の書きにく
い文字として残るもの，教育漢宇外当用漢字の書きやすい字として取り出せる
もの，両者の間に多少の数的な相違はあるが，両者の関係としてみれば，やは
り同じ問題点が認められる。
（1）書ける字の性格の検討
　教育漢字外当用漢字は新出溢血として国語教科書に提出され，読みを中心と
して学習されるが，書き取りなども同時に行なわれ，また，ノートなどに書き
写す，その他，読むこと，書くことの学習作業化を通して，あるいはまた，他
教科の学習活動を通して，教育漢字外当用漢字も書けるようになるものと思わ
れる。この205字を検討すると，書宇漢宇として8人が正答できたことにかな
りの信頼性と必然性が認められる。
　1）使用教科書の漢字出現状況から
　①早く提出される　　205字の国語教科書提出状況
　1年用　129掌　　　2年用　45字　　　3年忌　22字
　未出のもの　9字（亜乙悔尺玉斗軟丙硫）
　卒業時までに全員が書けた205字の使用国語教科書の提出状況を見ると上の
ようで，全体の6割（62．4％）は1年用の教科書に提出されたものであること
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がわかる。早く提出され，くり返し見る機会のある方が，習熟の条件にかなう
からであろう。なお，1年用の教科書に新出漢字として配当される種類の漢字
は，教育漢字外当用漢字のうちでも，日常生活の上で親しく使われる字種が多
く，書きやすいということもあずかっていると思われる（教科書編集の側から
も，そうした配慮のもとに漢字提出がされている）。その意味では，他の2年用，
3年驚の教科書に出たほうの字も，いずれも日常性と関係のあるものである。
　国語教科書に未出の9字も，次のように，
　尺（数：・栓・理・音・体・男女）6教科
亜（数・社・理・体・男女）
軟（理・美・体・男女）
硫（社・理・体・男女）
乙（数・理・女）
兆（社・理）
斗（数・理）
丙（数）
（梅
5　lt
4　11
4　t1
2，　3　tt
2　／t
2ノノ
1　／t
o　／，）
他教科では多出され，書く機会の多い字であることがわかる。「梅」のみ，全
教科未出という字であったが，これが100％書けた原因は，やはり「後悔する，
悔いる」など，H常生活に密着した語として作文・報告・B記などで書くこと
が経験されているからではなかろうか。
　卒業時4人以上が書けた文字と国語教科書の提出状況をみると，
書字の成績（書けた入事）
　1年用　（367字）
　2年用（263）
　3年用（174）
　未　出（165）
　8人
130字
　44
　22
　9
（205字）
7人
72宇
48
16
10
（146）
6人
58字
54
34
11
（157）
　5人
　40字
　45
　26
　19
（130）
やはり書ける漢宰，書きやすい漢字の学年提出漢字との関係は，
　4入　（計）
　36字　（336字）
　24　（215）
　29　（127）
　23　（　72）
（112）　（750）
　　1年提出漢字
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のほうが優位であることがわかる。中学校における教育漢字外当用漢字の教科
書新出文色の配当は，教育漢字における学年配嶺のように，特別の基準はない。
採用した著作晶の文章が中心となるが，そのなかで易から難，基本的な字形優
　　　　　　　　　　　　　8入正答漢字と教科轡出現状況
国語教科書
?
現 教 科 数
出現園数 字数 9教科 8教科 7教科 6教科 5教科 4教科 3教科 2教科1教科 0教科
150園以上2字 段郎
101回以上4 呼押 姿 昔
81～100回1
?
51～8015 座刻渡 井志好 窓源 頼盛脚 姪 泣笑
浮
4ユ～50 11 優影棒 雄片装
?
潮 誌恵 鐸美
31～4021互途 巻離 尾晩胸 枝南砂 介輝 紹難儀 皆
傾 城江鰻
将
21～3027
?
振隆 乱穴項 樹浦妙 操湿趣 痛班屈 娘
羽 丘東乳 映鋼 筋訴
飼松仲
11～2056頂 鮮斜密 陰換閉 灰盲枚 帝袋涼 沿紅秀 沖召征 匹凡悟
机 豆鏡床 霧講染 宝脳鈴 蟹澄稲
?
透甲抗 彫秘浜 炎探唐 忍孔巡
骨 踊障扇 堰駆儀
鍾
5～10 34 鉛較濃 羊輻針 溶警 沼寸庁 幾沸亡 桃漂汗 唯峠痴 怠
玄畜藥 芝滝劣 湾 犠牲拍
径訪郊
5回以下 25 軸培弓 浄胴診 狩刃肪 醇紡薪 錨 暁
糖粒 菌 茎硝梅 滴腰又?
企
0 9 尺’ 亜 軟硫 乙 兆斗 丙 悔
205 ? 20 20 40 34 39 27 14 3 1
〈注＞1、出現回数は，音・訓出現度：を含めたもの。
　　2．出現教科数は，国語科を含や牟9教科にあたる。なお，男『F技術，女子家
　　　　庭のどちらかに出ている場合，便宜上，1教科どして数えた。
　　3．ゴチック体の字は，累積正答の文字。
　　4。1教科のみ出現の3字中，怠・暁は国語，丙は数学に提出されたもの。
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先の原則によって提出されるのが一般であり，最終学年ではとかく提出しにく
い残りの漢字ということになりやすい。教育漢字の高学年用の漢字が「書き」
漢字として定着しにくかったのと岡じような現象が，教育漢字外当用漢字にお
いては，いっそう強くlllてくるわけである。
　②教科書に使用されている文字
　全員が書けた205字と，生徒が3年間に使用した教科書の漢字lll現状況を調べ
ると，次表のように，国語をはじめ他教科にも出現しなかった文字は「悔」1字だ
けである。読みでは，麗語・他教科に出現しない文字でも正しく読めたものが
かなりあったが，書字では教科書の使用文字との関係が深いことが認められる。
　　書ける文寧は，国語教科書で出現度数が多いばかりでなく，他教科でも多
　くの教科にわたって出現される漢字に多い。
　　国語科出現度数の低い漢字でも，他教科での出現教科数が多く，それによ
　って習得作用が助長されると思われるものがある。
　　国語科提出0でも書けている文字がある。そのほか，出現教科数1教科と
　いう「丙」（算数）もある。これなどは，一教科の出現度数が相当多いであろ
　うし，ノートなどで実際に書く場合が多いはずである。これに類したことが
　他の文献についても想定される。甲乙丙はすべて書けるが，これなども評価、
　用語としての甲乙丙でより，数学関係での用語としての習得経路のほうが考
　えられる。
　以上，教科書に早く提出され，くり返し呂にし，学習する機会があること，
多教科にわたって用いられ，ノートなど認述に関係することが多いなど，教科
書の出現が早く，しかも，多いということが，書ける漢字の一つの性格である
とみられる。
　2）多用される語の構成要素として
　教科書の文字使用状況のほかに，教育漢字外当用漢宇の多用される語の構成
要素との関係も考えられる。
　205字の調査文字は，読みの調査で，原則として正答反応の高いほう（生徒に
親近性があると思われる）の音・訓による語形をとって問題とした。
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　訓の形のままで問題としたもの
羽ぬ　影かげ炎ほ㈱押滑　沖ts　’N汗あせ巻まく机つくえ鬼雛　輝かS‘やく弓嚇
泣なく恐擬態暁鋤つきsse’liる茎くき　恵齪喬穴あな肩軌　呼よぷ　互「　fjCt’tt好tB
骨肱酢t　咲さく枝t’t姿轍飼かう若わかい狩かり松SO沼嫌笑’痂
鐘かh城しろ針はり刃は　eseh’し洗あらう染モめる扇おうぎ訴う嘱丸まど怠お二たる
袋ふくろ滝熔　暖あ轡：澄すむnc’｝t　e渡わたる豆Sth峠とうげ背せ　尾ts　匹ひき
姫ひめ　浜雌　浮うく幅鷹　忘わす描埋うめる又9k　眠h　t・る霧きり重良む勧ePt　S’　if　7．
羊ひつじ雷赫なり涼tずい劣IS　tる
　く注〉　ゴチック体の文字は，卒業時調査にあたり，全員が書けたもの。他は，累積方
　　　　式で正答のもの。亙は音でも調べたことを示す。
　訓の基本形をそのまま問題とした70字（これらの文字〈ことば〉は，生活に
密着したものが多い。中には，字音語の熟語でも同時に調べておいたものもあ
る）のほかは，音による熟語の形で調査した（訓による熟語エ0字を除く）。
①教育漢字＋教育漢字外当用漢字
　調査問題を作成する場合，なるべく生徒の日常生活・学校生活に密着した語
という観点をとったが，正しく書けた文字を結果的にみると，その多くは，教、
育漢字＋教育漢字外当用漢字の組み合わせでできている語に使われた場合であ
ることがわかる。
　教育漢字＋教育漢字外当用漢字
　　　　　　ま陰Q！【　　陰）
　　　　　　ら鉛（鉛　　　筆）
　　ヨ梅（後　　　悔）
　　　　　　　田
儀（儀式・礼儀）
???????????????? ??肉）
恵）
?
関）
?
子）
綱）
??????????????????? ? ??????? ? ?
　　　ら　　　　源（源氏・資源）
　　　　　　　郊（郊　　　外）
　　　刻（時　　　刻）
　　　　　　ヨ鋭（鋭　　　角）
　　　　　　　灰（灰　　　色）
　　　ヨ　　　　　る
企（企画・企業）
??????????????????? ????????
　　　　　　ヨ沿（沿　　　岸）
　　　　　　ヨ皆（皆　　　様）
　　　　　　　幾（幾　　　何）
　　ヨ菌（細　　　菌）
　　イ　　　　　　
径（直径・半径）
　　　　る　　　　　　　　る
圏（北極圏・圏内）
　　　悟（覚　　　悟）
　　　　　　ユ項（項　　　目）
　　　　　　る錯（錯　　　覚）
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　　う誌（雑　　　誌）
　　　　　　ヨ斜（斜　　　面）
　　ヨ　　　　　　
鮮（薪鮮・朝鮮）
　　　　　　　寸（寸　　　法）
　　　　　　　　　　ヨ
浄（清浄・浄化）
　　　　　　ヨ召（召　　　集）
　　　　　　ヰ趣（趣　　　味）
　　　1　　　　　3　3　3
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　　　軸（箪
　　ヨ操（体
　　ユ盛（花　盛
薪（薪
軟（軟水・軟体動物）稲（稲
桃（桃
　　1
）??
　　　エ障（障子・障害）
　　　ヨ　　　　　ら
巡（巡園・巡査）
　　　　　　ヨ尺（尺　　　度）
な　　　　　　　　　　　ヰ
　　　　　付）
　　　ユ　　　ヨ途（途中・帰途）
　　　2　　　　　5
軸）
操）
り）
?
炭）
4
　　　　　ユ滴（一滴の水・水滴）帝（帝国。皇帝）
　　　1　　　　　3　　　　　　　　1頂（頂上・頂点）
　　　エ　　　ユ痴（痴入・臼痴）
　　　ユ　　　　　ヨ
粘（粘土・粘着う
　　　　　　　ヨ舶（舶来・船舶）
??????????????????? ?? ??????
兆（一
　　1
　　　　　　ヨ湿（湿　　　度）
　　　層（地　　　層）
　　　　　　　征（征　　　服）
　　　ぺ　　　　　　
診（診察・診断）
　　　　　　ら硝（硝　　　酸）
　　　　　　ヨ秀（秀　　　才）
　　　　　　ら忍（忍　　　術）
　　　ヨ　　　　　ユ
邦同（月同体。月河中）
　　　　　　　　　　エ
斗（北斗星・一一一・斗）
　　ヨ　　　　　ヨ
庁（都庁・県庁）
　　9　　　　　4兆）　仲（仲間・挿良し）
　　　　ま　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　
段（一段・階段・段落）探（探求・探検）
　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　2
濃（濃　　　度）
　　ユ　　　　　ユ
箱（本箱・木箱）
　　　　　　ま沸（沸　　　点）
　　ヨ　　　　　　　エ
宝（宝物・宝石）
　　　　　　さ紡（紡　　　績）
　　　エ　　　　　ユ盲（盲目・申入）
　　　　　　ら溶（溶　　　液）
　　　　　　　　鈴（鈴虫・風鈴）
梅（梅雨・入梅）
　　エ　　　　　　　
班（一班・班長）
　　　　　　　閉（閉　　　会）
　　　　　　ぺ訪（訪　　　問）
　　ヨ　　　　　　　ユ
凡（平凡・凡入）
　　　　　　ユ唯（唯　　　一）
　　　乱（混　　　乱）
　　ヨ郎（太　　　郎）
　　　　　　お芝（芝　　　居〉
　　　る　　　る
装（装置・服装）
　　　　　　　井（井　　　戸〉
　　　　　　ヨ振（振　　　動）
　　ユ　　　　　　　　
将（大将・将来＞
　　　　　　1?????????????? 木〉
乳）
　　
明〉
潮＞
2
畜（牧蕎・家畜）
　　お東（全
冊（拍
　　　暁（今
　　1
??〉）? ???
片（片手・片方）
?????????? ?? ???
。
????????
（伊勢舶風唖後なので・ルビつきで伊勢湾として拙．稲一鮒はこのi学の特株
例。なお，この中にも，教育漢字外当薦漢字との組み合わせでも調べた語もある。）
　　〈注〉熟語の文字の右肩の数掌は教育漢字の学年配当を示す。
　これらは，B常の社会生活でも，こうした組み合わせの語として多用されで
おり，生徒がその語に接近することが多く，また，書く機会や必要も多い。し
たがって，教育漢回外当用漢字であっても自然に書けるようになる。なお，他
教科で多用される語（文字）も，次にみるように相当あり，よく目にふれる，
ノートなどで書く機会も多いと思われる。
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②教育漢宇外当用漢字十教育漢字外当用漢字
　教育漢字外当用漢字との組み合わせの語（：文字）は，前者に比べると，さす
がに少ない。しかし，教育漢字外当用漢字であっても日常生活と密着している
もの，他教科に関するものという傾向は動かない。
亜（亜　　　鉛）
犠（犠　　　牲）
砂（砂丘・砂糖）
抵（抵　　　抗）
培（栽　　　培）
密（秘　　　密）
?????????????????? 響）
丘）
介）
刻）
密）
妙）
乙（甲　乙　丙）
甲（甲　乙　丙）
床（寝　　　床）
唐（遣　唐　使）
丙（甲　乙　丙）
離（距　　　離）
??????????????????
子
??????
　これらは，国語科や他教科との関連がみられ，字数・字種に多少の異同があ
っても，中学生一般に共通する習得現象ではないかと思われる。
　このように教育漢字外当用漢字でも，生活上，あるいは学習活動の上で，必
要性の高いものは，書ける漢字が相当あること，そのような漢字は，語構成・
語表記の上で，やはりまぜ書きよりも，漢字で書くことが望ましいし，同音語
の誤りもさけられる。
　中学の漢字学習では，書くカとして定着しない教育漢字の指導も合わせて行
なわれるであろうが，現実には，中学校の国語教科書で新出する漢字一一教育
漢字外当用漢字を中心に進められるのが一般のようである。その結果，上掲の
ように，書くことを義務づけられている教育漢字の中の文字が習得し残り，必
ずしも書くことまでは義務づけられていない教育漢字外当用漢字の中にも，巳
常生以上，学習の必要上，習得能力上，書ける文字のあることに注呂される。
このことは，将来，読み書きともに習得の可能な漢宇，習得すべき漢字という
ことを考える場合，参考になるのではなかろうか。（付　この漢寧調査を終え
て昭和43年，学習指導要領が改訂され，中学校の漢字学習についても，かなり
の改訂をみた。教育漢字外当用漢字中，小学校段階におろされたいわゆる備考
の漢字115字を含む約1000字が書く漢字として要求されるようになり，昭秘7
年新学習指導要領が実施されるころには，書く力も一段と強化されることにな
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ると思われる。）
｛2）薪しい学習指導要領における備考漢字との比較
　なお参澹までに，改訂された新学習指導要領で，新しく中学校卒業時までに
書けるようにとされた，いわゆる備考の漢字115字と，この調査の卒業時の書
きの成績とを比べてみると，
8人が書けたもの羽映沿灰巻机弓泣胸筋径警穴源呼妊紅刻骨砂座
　　　姿誌尺若樹将笑障城針寸染洗窓層操探段暖仲庁兆頂潮痛
　　　糖乳背班晩秘閉片宝訪亡忘棒枚密模優羊乱（65）
???????????????
2
??????ー域掌閣簡丸吸郷磁窮泉奏臓担値肺批腹矢翌卵（20）
街割干揮劇降鋼困冊捨縮宅宙脳俳幕幼（17）
縦熟傷垂垂郵覧　 （6）
帯副事理　（4）
裏　　（1）
看朗　　（2）
　書ける漢字として学習指導の対象にはされていなかった当時としても，相当
渇けており，両者にかなり共通性があることがわかる。
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1　教育漢字の読み書き
　この調査の対象になった中学生では，教育漢字の到達欝標が，読みと書きと
では過程として異なっていたし，また，習得状況からみても差があるのが現実
である。そこで，読み書きそれぞれの観点から，その習得状況を見てきたので
ある。しかし，本来ならば中学卒業時までには両者とも習得状況が一致すべき
であり，またそのように要求されてもいる。
　義務教育終了時までに，教育漢字の読み書きの習得状況はどのようであるか，
読み書きともにできる漢字はどれかなどについて見ると次のようである。
1．3年卒業時の教育漢宇の読み書きの習得
｛1｝文掌中心・累積の結果という観点から
　読みでは，従来一般に行なわれている音訓をはずした文字中心の観点をと
り，この調査の方法としての累積の結果として，卒業時の読み書きの成績を兇
ると，（この場合，被調査者数が少ないこと，下位クラスの生徒がいないこと，
全員正答数をもって，習得できた文宇とみなすことなどにより，金員正答の文
字という観点をとった）
　　全員（100％）正答の漢宇
　　読み　　書き　読み・書きとも
　881字　　　771字　　　　　　　　771字
読みの881字に対して，書きの771字，読み書きともに正答771字で，1GO字ほ
ど書字が読字に伴わないことになる。
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　1）　具体的な字種
　881字から3年最終時に書けなかった110字（159ページ参照，字種は雀略）を除
いた771字（157ページ）が，読み書きともに習得できた文字ということになる。
（2｝音訓および，習得完了という観点から
　読みの場合，一つの文字に対し，音訓という観点をとり，全音訓が読めるま
では習得したとは認めない，また，各調査結果の反応からみて，正答が2回以
上続かなければ習得完了とは認めない，しかも完了後に，誤答や無答反応があ
った場合は，翌得のゆれとして習得完了から除く（書きの場合は，どちらか親し
い音又は訓で書けるという立場に立っているが，続けて正答できるという観点
では読みと罰じ）など，きびしい整理方法によってみると，次のようになる。
　全員習得完了の漢字
　　読み完了　716字　　書き完了　721字（＊714）
　　読み書きともに完了　59G字（＊584）
　（w　）内の数字は，ゆれ窺象を除いt，きびしい観点からのもの
　読み書きそれぞれの正答数が減る，しかも書きの成績の方が読みに比べてや
や優位になる（読みでは音訓を整理の観点に入れるために），さらに，読み書き
ともに習得できる漢字となると，いっそう数が減ることが，前章の数量的観点
からだけでなく，文字の字種に即してもみられる。このように見てくると，教
育漢字の習得という場合にも，ある音（又は訓）で読める，その文字の音調を
つくして読める，いつでも正しく読めるだけでなく書ける，あるテスト時だけ
でなくいつでも正しく書ける，必要に応じて，実際の読み書きの場面でいつで
も正しく読み，正しく使：用できる，というように段階があることがわかる。あ
る時点での正答反応から，それが読み書きできるカとして定着する，真の習得
に達するまで螺旋的な習得過程をとることが認められる。　（螺旋的な習得過程に
ついてはさらに後述。）
　1）　、具体的な字種
　読み書きとも完了（確実に習得が定着した字）　A群　　584字
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（A群）　愛富山案晶晶囲位医委胃移漏話一引員長島雨雲喜雨泳
英栄益液駅日延塩魚園王品品横宿屋恩命火晶出可果河花科夏荷
家貨過歌部品画記録会快改界海械開階貝害：角格覚学活完官寒間
感慣漢関館観岸岩顔願希汽季紀記起帰寄喜器技義疑議客九IH休
求究急級救球牛去挙魚共京協教強橋臨局極近金勤銀区句具空君
軍郡群兄形係型計敬景軽芸血決月犬件見研建絹憲県験原現古個
庫湖五午語口工交光向考幸厚校耕航高港鉱構広合告国黒根混左
査差才再藤菜細最在材作昨三山散産算賛残士子支止更司四市死
志私糸使飾始思指師紙詞詩試寺次耳自事治持時辞式七失質実写
車舎者弱手守取誉酒種受収周秋習週終集十住重従春順所書諸序
小少昭消章証照賞上状乗常惰条場色植職心臣新身儒真神深森進
親人水数世正声性星清晴勢聖製誠静整税席積接雪節絶千先船銭
線選全前善然祖素組早走争草倉送創想造足側測速族続卒存村孫
尊他多打大対待隊態代台第題炭短男団談地池知置竹築茶着中虫
忠注柱昼著町長帳鳥朝腸調直追通丁弟定庭鉄店点転田伝電土努
度冬当投東島登等答燈頭同動堂童働道銅導特得毒独届南二肉N
入任認熱年念能農派馬配倍買売畑八半犯判番比皮非飛悲美必筆
百表標秒品貧不夫父付布府婦分部風服副復福仏物粉文聞平兵米
別辺変弁勉保母方法豊防貿北牧本毎妹末万味脈無名明迷鳴綿毛
目門問夜野役約薬油輸友右勇遊予用洋要容葉陽様養曜来落楽利
里理力陸立律略旅両良料量輪林類令冷例歴列連路労六録論祁話
　読み完了（読みの観点からは習得完了のもの）　716字
　　A群（584字）＋B群（読み完了書きゆれあり　6字）＋C群（読み完
　　了　書き未完了　126字）
（B群）　永鏡像達底波
（C群）　悪壱営衛易億革確拡株刊幹歓規貴旗許均禁翻系券兼検
限減固故誤護后孝効候康講号穀妻祭際財罪策察酸氏歯視資似児
識謝釈需祝述術純準処暑除招称象勝仁制績宣専戦総増蔵則息俗
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属損単貯張賃低停提程適敵典展徒党湯徳弐燃破博版飯肥鼻氷俵
票評武複陛返編三三墓満未務盟余浴領礼
　書き完了（書ける文掌という観点からは習得完了のもの）　　714字
　　A群（584宇）＋D群（書き完了　読み未完了　130字）
　　　（なお，ゆれの現象があって，書けた字7宇を加えると　721字）
　　　A群＋D群＋B群（読み完了　書きゆれあり　6字）＋E（読み未完
　　　了書きゆれあり　1字）721字
（D群）　衣異印因遠音下仮何価回外各額眼気基期機久宮給居漁
競業玉苦経欠結健権険元言己戸後公行皇興谷今災済刷殺雑参仕
示至字室社主州修出女助唱商食織申推生成青政省精夕石赤責切
折設説舌川浅宗相太体帯断的天図都刀討読内納敗白麦発反坂板
否費熱病負富盛包虫報望民命面木訳由有流緑練老
（E）　統
　読み書きとも未完了のもの　F群　　34字
（F群）　遺解勧管逆供境潔厳功黄採蚕借授衆就拾宿初承焼是退
貸難拝奮暴預血率留臨
亜　教育漢字外当用漢字の読み書き
1．3年卒業時の町育漢字外当用漢字の読み書きの習得
教育漢字外当用漢字は，当時にあっては書くことまでは要求されていなかっ
たが，漢字の学習指導の際，読みと同時に書く指導も行なわれることがあり，3
年卒業時までには書ける教育漢字外当用漢宰も意外にあることが認められた。
読める漢字がどの程度書けるか，読み書きともにできる漢字はどのような漢字
かなどについてみておくことにする。
11）文宰中心・累積の結果という観点から
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　全員（100％）正答の漢字
　　　読み　863字　　書き　205字　　読み書きとも　205字
　　　（205字　172ページ参照）
　読みの863字に対して，書きの205宇，読み書きともに正答205字で，650
字ほどは書字が読字に伴わないことになるが，教育漢字外当用漢字の2割強の
文字は全員が読み・書きできる字とみることができる。
　1）　具体的な字種
　3年卒業時に全員が書けた205字（字種は重複をさけて省略。173ページ参照）
が読み書きともに習得できた文掌ということになる。教育漢字外当用漢字は，
中学入学後学習が進められる文字：であるので，3年の205字に至る各学年の読
み書き習得状況一覧および習得文字の具体例を参考までに掲げておこう。　（教
育漢字外当用漢字の読み書き習得状況一覧一次ページ参照）
　各学年の読み書き正答字数・掌種
　全員が読み書きともに正答できた字
　1年入学時　　エ5字
（A）入学時の正答字曇霞吸血若松城井担仲稲背匹浦枚　（15字）
　1年終末時　　30字
⑧　1年終宋時までに新しく読み書きできた字鬼丘鳥飯蛭藻沼笑康応昔
束袋豆乳京劇姫片羊湾（21字）
　B（21字）十A（9字）＝30字
　　　ただしA（15字一6字）9字（机若松井仲稲背浦枚）
　2年終末蒔　107字
⑥2年終末時までに薪しく読み・書きできた字亜映溜出炎隻語奥乙灰
汗細読胸筋径警比肩源甲妊抗綱骨座映姿各誌芝尺珠樹畳針三厩
鮮窓装段暖潮帝引堤唐芋濃梅秘尾浜宝奉忘棒紡凡埋密妙模雄溶
踊頼翌雷乱隆郎（73字）
　C（73字）十A（13字）十B（21字）＝107字
　　　ただしA（15字一2字）13字（羽机枝若松城井仲露点匹浦枚）
教青丁寧外土用漢寧の
ユ90　第2編
　→　書き
漢字習得の実態に関する研究
???
?????????????
???????
????????
????????????
??
???????
??
????????????
???
????????????????????
???????
??????????
??
??
?????????????
???
???????????????????
???????
????????????
?????
??
???????????????????
???
????????????????
???????????
????????
????????????????????????
????????
?????????????????????????
?????????
??????????????】????
????????
??????
???????
?????
???????
??????
???????
??????
0
計
←
??
第4章　当用漢宇の習得について　　191
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　3年卒業時　　205字
⑨　3年終末時までに新しく読み書きできた字陰鋭沖菓介皆悔較企幾輝
儀犠脚泣恐暁菌駈屈茎恵傾圏呼互悟孔江郊項刻酢錯軸斜狩趣秀
巡召床将紹硝障鐘浄振診薪征牲盛染扇訴層操怠滝探痴密兆頂彫
澄庁痛滴斗透糖胴峠軟忍粘培拍舶晩漂浮幅沸丙閉訪亡肪又眠霧
娘憲唯優離硫涼鈴劣（104字）
　D（104字）÷A（13字）÷B（21字）＋C（67字）麗205字
　　ただしA（15字一　2字）13宇　（除く字2字　吸担）
　　　〃　C（73字一6字）67字　　（除く字6字　奥珠伸瀬磯馴）
　　　　（参考）読めるが書けない字　658字
　（卒業時全員正読できたが，全員は書けなかった字）
哀握扱依威尉偉：為違維慰緯域逸芋姻隠韻宇詠疫悦越閲宴煙援縁
汚欧殴奥桜臆穏佳架華暇嫁箇蚊雅餓戒怪塊懐壊劾慨概街核郭隔
閣獲穫岳掛括割滑刈干甘肝冠看勘貫乾患換棺敢堪監寛憾環還簡
艦鑑丸含危奇岐祈軌飢揮棋棄騎欺偽戯擬菊吉詰喫却及吸巨拒虚
距拠凶麟狂況享峡恭狭脅郷驚響仰凝琴緊謹吟愚偶遇掘繰勲刑契
啓掲携継慶憩鶏迎鯨劇激撃傑軒堅献遣倹賢剣謙顕懸幻弦枯孤弧
雇誇鼓顧呉娯御碁巧坑攻更恒肯荒降香侯貢控慌硬酵稿鋼購衡拷
豪酷獄込困恨婚紺魂墾懇佐詐鎖栽彩斎裁催債載歳剤削索搾冊札
擦撮惨旨伺刺祉施脂紫雌侍慈滋磁執漆射捨煮邪爵寂朱珠殊儒寿
舟臭愁酬襲充柔銃渋縦獣淑縮熟瞬旬盾准循潤庶署緒如徐叙匠抄
肖昇渉症訟晶粧掌焦傷彰奨衝礁償丈剰蒸錠嬢畳譲殖触飾伸辛侵
浸娠紳慎寝審震迅陣尋尽吹炊垂帥衰睡穂遂粋酔錘随髄枢瀬姓婿
誓請斥析隻惜跡籍拙窃摂占泉旋践銑潜繊禅繕租粗疎塑礎壮奏桑
荘掃巣喪捜葬僧遭燥霜騒憎臓贈促即賊妥惰耐胎泰滞宅沢択拓車
託諾濁但脱奪丹担胆淡端嘆誕弾壇値：恥致遅稚蓄秩窒宙鮭鋳超脹
跳徴聴勅沈珍鎮津坪呈廷邸抵訂堤締笛摘哲撤徹添殿吐塗奴怒到
倒凍逃陶痘筒塔盗踏騰闘謄督突豚鈍曇尼尿妊寧悩脳婆杯肺俳欝
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廃輩陪賠伯迫泊薄幕爆縛髪伐抜罰閥帆伴眸般販煩搬範繁藩蛮盤
妃彼批卑被疲碑罷避微泌苗描賓敏扶附普符腐怖敷膚賦譜舞封伏
腹覆払紛憤墳噴並併柄幣弊癖壁偏遍捕舗募慕暮簿邦奉抱胞峰砲
倣鉋縫乏忙坊冒坊房割帽傍膨発墨没年盆麻摩魔膜漫慢魅矛夢銘
三才茂避難解離紋矢躍愉郵幽裕誘融憂与誉幼揚腰揺謡翌翼裸絡
酪卵欄覧明野裏柳粒虜慮：了猟僚寮療糧厘倫隣涙累塁励零霊隷齢
学殖断裂蛮野炉津浪朗廊楼惑腕
｛2）音訓および習得完了という観点から
　一つの文字に対して音翻の観点をとり，しかも：習得が固定完了したかという
きびしい観点で整理してみると，読み書きできる文字は大塚に減る。
　中学入学後学習し，未学習文字をかかえている教育漢字外当用漢字につい
て，教育漢字と同様のこの整理方法によることは，現実を無視し機械的にすぎ
るうらみがあるが，教育漢字外当用漢字の習得状況の実態を知るため，また教
育漢字との比較のため，試みてみると，次のようになる。
　全員習得完了の漢掌
　　読み完了　451字　　書き完了　131字　（ゆれ現；象を除くと＊76字）
　　読み書きともに完了　84字（＊43字）
　読み書きそれぞれの完了数はもちろん，読み書きともに習得が完了したとみ
なされる漢字のこの減墨は，教育漢字外当用漢字が学習進行中の文字であり，
未学習文字のあること，読み書き到達目標が違うこと，むずかしい字種のある
ことなどを明らかに示している。
　1）　具体的な掌種
　読み書きとも完了（確実に習得が定着した字）43字（84字）
（A群）　亜映影響沖幽鬼傾玄江好姿芝尺松紹城寸征洗扇降段仲
豆唐帯革忍濃背梅拍箱班尾閉片密盲羊無難（43字）
（B群）　輝輝灰巻丘糟糠呼抗単座酢飼誌軸樹笑振針鮮腰東滝暖
庁帝途培舶晩姫浮幅亡棒枚又雷頼隆湾（41宇読みは完了書きにゆ
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れがある）
　読み完了（読みの観点からは習得完了のもの）451字
　　A群（43字）＋B群（読み完了，書きゆれあり　41字）＋C群（読み完了
　　書き未完了　367字）
（C群）　偉為違緯域芋宇悦閲煙援欧奥憶架華菓暇箇介懐壊概街
核較閣獲岳掛滑刈冠看勘乾患換棺監寛環選簡艦鑑危奇揮騎戯儀
擬犠菊吉喫却脚及吸巨拒狂峡胸郷響菌筋緊謹偶遇屈掘刑茎啓恵
警鶏迎劇激圏遣倹顕桔孤弧呉娯孔坑攻荒郊降項硬酵稿購豪刻酷
獄骨込婚懇佐栽彩斎歳剤咲冊擦撮惨刺祉脂紫慈滋磁捨斜爵珠殊
儒秀愁酬銃縦獣熟瞬旬循庶署徐叙肖症将晶粧硝傷障彰奨衝礁丈
蒸錠嬢畳殖触飾伸紳診寝審薪陣垂睡粋随髄瀬姓牲跡籍窃泉旋繊
租粗塑壮奏蓑僧遭燥騒臓翻胎宅択拓卓託担丹担胆探誕弾壇値致
痴遅稚畜蓄秩窒宙駐彫跳徴沈津墜痛坪呈廷邸抵笛滴哲徹奴到倒
凍逃陶痘筒塔糖督突軟妊脳婆肺俳排廃輩賠伯泊爆髪罰閥畔般販
搬範繁藩蛮盤妃批秘疲碑微賓附普符腐怖賦譜舞腹墳噴丙幣壁偏
暮簿邦胞砲訪坊房肪帽傍撲凡盆摩魔膜漫慢魅妙眠夢：霧娘滅模猛
紋矢愉唯郵裕幼揚翌絡酪卵欄覧痢離硫虜慮了猟僚寮療糧塁零霊
隷齢暦烈炉浪廊　（367字）
　書き完了（書ける文字という観点からは習得完了のもの）76字（＊131宇）
　　A群（43字）＋D群（書き完了　読み未完了　33字）　76字
　　　なお，ゆれの現象があって，書けた字を加えると　131寧
　A群＋B群（読み完了　書きゆれあり　41寧）＋D群（書き完了　読み未
　完了33字）＋£群（書きゆれあり　14字）131字
（D群）　鋭押汗机駆源甲紅枝湿若巡床沼鐘刃井盛昔装操袋兆潮
渡稲季L漂亨甫宝雄涼＄舎・　　（33字）
（E群）　沿皆弓泣穴肩召桃匹浜紡埋踊乱　（14字）
　読み書きとも未完了のもの　F群　471字
（F群）　哀握扱依威尉維慰逸姻陰隠韻詠疫越謁宴縁汚殴翁桜虞
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御穏佳品禍寡蚊雅温田二二塊二心該郭隔二品揺翻渇轄且干骨肝
：陥貫二心山鼠款憾高溶含二二岐二二蟹i飢棋棄幾二二欺偽詰虚朽
糾窮虚二二凶r一二享恭二二驚仰凝縫三三二二記田二二掲携二三
憩鯨撃傑軒堅献賢剣謙繭二二弦二二三顧三三御三巧旧記：拘肯番
侯貢控慌絞綱鋼衡拷闘克函恨紺魂懇唆詐鎖砕宰裁催債載削索錯
搾札暫旨飼施嗣雌賜諮侍璽疾執漆射赦煮邪勺寂朱狩趣寿囚舟臭
醜襲充柔渋叔粛縮俊盾殉准潤遵緒如升匠抄昇渉訟祥掌詔焦詳償
冗浄剰譲醸嘱辱辛侵浸娠慎震迅尋尽吹炊帥衰穂遂酔錘枢崇畝婿
誓請斥析隻惜拙摂占染践銑潜遷薦漸禅繕阻措疎訴礎双桑掃巣爽
捜葬霜憎贈促即賊妥惰堕怠泰逮替滞沢諾濁脱奪淡端嘆鍛恥逐嫡
抽衷鋳弔頂超脹澄懲聴勅珍朕陳鎮訂貞逓堤艇締摘迭撤添殿斗吐
塗怒透悼盗踏騰闘謄匿篤豚鈍曇尼尿寧粘悩杯陪媒追薄幕縛伐抜
帆伴煩頒彼卑被罷避泌苗描敏扶赴敷膚侮罫伏覆払沸紛憐並併柄
弊癖遍捕舗募慕芳奉抱峰倣崩飽縫乏忙蟹妨忘剖某謀膨墨没奔翻
麻矛銘免茂耗網黙匁躍諭幽猶誘優融憂与誉庸腰揺窯謡擁抽翼裸
濫吏履裏柳粒：陵厘倫隣涙累励麗劣裂恋廉錬露朗楼漏賄惑腕
皿　習得のゆれ
1．習得のゆれ現象
　3年間の継続調査の結果，ある調査時には正答できても，その後の調査で誤
る，あるいは無答という現象がままあることに注冒される。これは，この調査
が岡一人を対象に岡じ問題を継続して調査しているから，一度限りの調査では
見ることのできない，習得過程上の現象まで出てくるからである。学習の忘却
現象を考慮して，この調査の整理方法を，正答が2回続けて得られた場合は，
習得が完了したとみなし正答漢字として整理することをたてまえとした。前章
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でもふれたように，2回続けて正答できた漢字の相当数のものは，その後の調
査結果でも変動を示さないために，この方法で閥題がなかった。しかし，なか
には，続けて2回正答し，正答が定着，習得したとみなされた後に，再び反正
答反応（誤答あるいは無答）を示す場合が生ずる。
　この環象は，小学生の漢字能力の発達について研究した際，すでに見られ，
漢字習得上のゆれとして注意したが，今回は中学生であること，調査文字の負
担量等のことを考えて，2回続けて正答という関門を設けたのである。しかし
やはり，習得不安定なゆれ現象はあったのである。
　既習，未習にかかわらず，何らかの刺激によって，その文字の印象が強烈な
時に調査されれば正答できるが，時闘が経過し，印象が不鮮明になったり，忘、
却されたりすると，その文字の形態や機能もあいまいとなる。調査時の印象や
刺激によって正答が左右されるために，浮動的であり，圃定しにくい。ゆれの
ある文字をみると，未学習文字（音訓），学習されたとしても，ごく一蒋的，あ
るいはあまりN常的，生活的でないなどの文字である場合が多い。また，書字
では，正しい字形がとりにくい，他と誤りやすい文字であることなどがわか．
る。
　なお，ゆれの生ずる因子として，偶人の能力・性格等が作用する薦も大ぎ
い。
2．ゆれ現象の実際
　具体的にゆれ現象についてみよう。
　ゆれの現象を，ゆれの回数と入数によって示そうとした。ゆれの回数と人数．
とは同じでない場合がある。たとえば，書窓で，2回続けて正答したあとの文
字の誤りの園数がゆれの回数となり
　　　　1回23456　　ゆれの戸数　　人数
　　　街　○○○郷○0　　　　　1回　　1人
　　　昇／空／○○仰　　1　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4章　嶺用漢字の習得について　197
　　　嬢　○○嬢三明譲：：　　　4回　　1人
　　　菌○○○田野0　　2　1
　さらに，隅じ文字について何人かが誤っていれば，誤りの回数とその入数の
和がゆれの回数ということにした。
t（1）読みにおける翌得のゆれ
　　　　　〈教育漢字〉
　ゆれ　　1回　　36音・調　2．2％
　　　　　2tt　11　lt　O．7
　　　　　3tt　2　t／　O．1
　　　　　4〃　　　2　ノノ　　0．1
　計　　　　　　　　　　　51音．　JII　3．1％
　ゆれのない音訓1621音・訓96．9％
　ゆれのない字　　833字　　94．6％
　ゆれのある字　　48字　　5．4％
1｛2）書きにおける習得のゆれ
　ゆれ　　1回　　92字　　10．4％
　　　　　2　ノノ　　　　19ノノ　　　　2．2
　　　　　31t　15　／t　L　7
　　　　　4〃　　 21／　　0。2
　　　　　5ノノ　　 1ノノ　　 0．1
　　　　　6〃　　　0ノノ
　　　　　7ノノ　　　0〃
　　　　　8tl　1　ft　e．1
　計130字14．　80／o
　　ゆれのない字　751字　85．2％
　　　＜教育漢字外当用漢字＞
　　1回　　　　99音。言lll　　　6．8％
　　2！ノ　　 26　〃　　　　L8
　　3tl　3　tt　O．2
　　411　e
　　5ノノ　　 2　〃　　　0．1
　　　　　130音・謝il　　　9．0％
　ゆれのない音訓1320音・訓91．0％
　ゆれのない字　　846字　　87．3％
　ゆれのある宇　　123字　　12．7％
　1回　　240字　24．8e／，
　21t　lll　tt　IL5
　3　／t　36　tt　3．7
　4tl　le　／t　10．3
　5　t，　13　tt　13．4
　61t　6／1　6．2
　7ノノ　　　 1ノノ　　 1．0
　8〃　　　 1ノノ　　 1．0
　　　　　　418字　　43．　1％
ゆれのない字　551字　56．9％
読みでは，教育漢字は，文字としては問題がないが，51音・訓，約3％ほど
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音調の上でゆれの現象（文字に直すと48字5．4％）があり，教育漢字外当用漢
字では，ゆれのない字は8弱字。ゆれのある字は123字，130音・訓，9％ほ：
ど，習得不安定の音・訓があること，総じて読みは，一度読めるようになれ
ば，習得度の安定性はかなりあるとみなされるが，書きでは，習得度の安定性
が読みに比べると低い。ゆれのある字，教育漢字で130字，約14％（教育漢字
外当用漢字418字，43ほ％。もっとも，教育漢字外当用漢寧は，書くことまで
は要求されていない）で非常に不確かであることがわかる。習得が定着するま
で，反復的な書字練習の必要が認められるゆえんである。
　以下に，ゆれのある文字（音・訓）を示す。
　〈注〉「蚕」はゆれ規象4回，3人のものに，ゆれの現象がみえるという意を示す。
　　　　したがって3人のうち1人は，2回にわたり，ゆれ現象があったことになる。
　　　　世数が多い字は多くのものが，習得定着しにくい文字，人数が少ないが，ゆれ
　　　　の回数の多い字は特定のだれかが，続けて誤っている個人の性格による誤りで
　　　　あることがわかる。
　　　　　なお，ゆれのある字の反正答反応現象は，ここでは略したが，字形や熟語開
　　　　係のものが多く，教育漢字外当用漢字では，無答反応をとるものも相当見られ
　　　　た。
3．ゆれのある文字
（読　み）
教育漢寧
　ゆれ4圃（2音訓）3人蚕サン瑠とめる
　　　　3〃（2〃）2久ク　生雑
　　　　2〃（11〃）勧カン己te　経キeウ金蹄2織シ’ク納トウ木紗2盤轍る
　　　　　　　　　　　2推おす　富とむ　放はなつ
　く注〉漢字の下の線は，1翻のほうでも読みにゆれのある字ρ漢字の上の数字は人数
　　　　を示す。1人の時は省略。また，ゆれ1回の文字例は省略。以下同じ。
教膏漢字外当用漢字
　ゆれ　 5圃（2音謝iD　2人懸ケ　4悉麿シn
鵬π鮎雛醤の
?
漢用
?
章?第
?????????
??
?
???
?
?????
?
? ?
??
?
? ?
?
?
????????
??
?
???
??
??
お
? ?
駄
???
??
??
??
?
? ?? ? ．? ?? ?
??
わ
??? ??
??
?
???
?
??
ゆれ　8回
　　5　／1
　　4　II
　　3　／t
　　2　tt
（1字）
（1　，／）
（2　tt）
（15n）
（19　tt　）
教育漢字外当用漢字
ゆれ　8回
　　7u
　　6ノノ
　　5　tt
　　4ノ～
　　31ノ
2n　（lllft）
〈注〉〈1）ゆれの回数8回で，
底
?
刊
像弐
3　　　2　　　　　2　　　3　　　　　2　　　　　　　3尊墨蝶鏡券殺氏辞祝初精達統波容
　　　　　　　　2　、2　　　　2　　　　2　2　　　2系険検限故者織制製船適齢燈俵夫復輸連料
　　　　2人（1字）　嬢
（1〃）　涙
　　　　ヨ　　ら　る　ら　　　ユ（6〃）　峡偶斎棒矢柳
　　　ゑ　ヨ　る　ヨ　ヨ　　　ヨ　ま　ま　る　る　ヨ　る（13〃）　単婚遇径恵母御飼伸笛培紡卵
　　　ヨ　ヨ　ヨ　ヨ　　　ま　エ　　（10〃）　電撃束暖薄塗彫琢茂湾
　　　　ヨ　　　ヨ　　　ヨ　ヨ　ヨ　ヨ　　　を　　　　　　　お　ゑ　　　　　　（36〃）　偉域沿羽滑環祈輝儀弓丘胸郷菌掲穴圏抗
　　　　　　　　　　ヨ　　　ヨ　　　ヨ　ヨ　ヨ　　　　　　　　　　　ヨ　ヨ　ヨ　　　鋼旨症硝冗択桃脳擁幅腹胞没麻枚厘浪慮：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　維陰宇鋭越炎宴桜乙箇餓塊核郭獲割干勘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憾含岐棄幾狂況恐啓肩献呉悟香項綱剛酷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紺座酢錯札誌樹充叔署笑晶彰辛振針酔井
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姓拙染禅桑掃捜燥替滝沢遅庁抵帝滴途奴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　到門門糖背俳箱伴藩批匹姫丁丁浮舞墳偏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　浦舗奉魅眠三三三三幼三三絡隆硫励恋郎
　　　廊腕
　　　3入が誤る（教育漢字　底）2人が誤る（教育漢字外当用
200　第2編　漢字習得の実態に関する研究
　　　漢字　嬢）などの文字は，共通に誤るものが多いことと同時に，i人が続けて
　　　誤っていることを示している。字形関係にその例が多い。
　　②ゆれ現象としての誤答の型は，字形に関するものが最も多い。まt，習得（2
　　　回正答）後に再び無答反応を示すものも相当に見うけられる。教育漢字外当用
　　　漢字に多い。
4．習得のゆれと個人差
　二度続けて読めるようになり，書けるようになって，習得できたとみなされ
た文字が，その後，再び読み，書きの上で抵抗をみせる，すなわち，習得不安
定な現象を習得のゆれと呼んできたが，このゆれ現象の生ずる要因として，文
字そのもの学習の有無（学校教育の場に限らず）があげられるほか，奥入の性
格・能力が作用することも，前にみたとおりである。
　2回続けて正答したあと，読みなり，書きなりで，どの程度の習得不安定な
状況があるかを，次の数字でみると個人によって，一度読み書きできた後の安
定度が相当異なっていることがわかる。
〈1）読字における習得のゆれ
　　　　　　　　〈教育漢字〉
　（生徒）　（ゆれのある字数）　（ゆれの回数）
男子1
　　2
　　3
　　4
女子1
　　2
　　3
　　4
0（1）字
2　（4）
3　（7）
1　（6）
2　（5）
4　（15）
2　（ll）
1　（9）
0（1）回
3　（5）
4　（9）
1　（6）
2　（5）
4　（17）
2　（16）
1　（13）
　〈教育漢字外当用漢字〉
（ゆれのある字数）　（ゆれの回数）
0（1）字
5　（17）
6　（17）
e　（lo）
3　（8）
5（21●22音’Xll）
9　（38．4i）
9　（23）
0（1）回
6　（22）
6　（21）
O　（13）
3　（11）
5　（24）
9　（49）
le　（28）
〈注〉ゆれのある字数とゆれの回数とが同じでないものは，2回続けて正答した後に誤
　　　つた，あるいは，無回した文字（ゆれのある文宇）のその後の反正答箇所数を数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4章　当周漢字の習得について　201
　　　えたためである。
　　　　　　　回　　　　　　　1　2　3　4　5　6
　　例：悔野バイ◎◎画◎◎　　　　ゆれ　1字　i回
　　　　緒’；nO◎＠／／⑨　　ゆれ1　2
　　　なお，（）内の数字1ま，閥じ正答でも，渋り読みをしたり，初め誤読して後，自
　　　分で訂正するなど，正答の度合が正しく速く正餐反応のできた◎に比べると，や
　　　や劣る程度の正答○が2回続けて，あるいは○と◎との組み合わせで2回続けて
　　　正答した後のゆれの状況をみ7もので，この揚合は，ゆれの字数，画数が非常に
　　　ふえてくる。
　一度習得できたら，あとは非常に安定性のある男子1及び安定度の高い男子
4，女子1に比べると，男子2，3，女子2は安定性が乏しく，また教育漢字
と教育漢字外当用漢字とでは習得のゆれの状況が異なる女子2，3，4などが
おり，人により字種によって，読みの習得の確度が達っているのがわかる。
　　　　　　　　　1　　2　　3　　4　　5　　6
ゆれの例　暁あかoig／　◎　◎麗◎　◎
　　　　　蚊か　／　○　○　／　／圃
　　　　　脅欝や蒜　◎　○囲1劉○
????????????????????????
（男子2）
（男子3）
（　lt　）
（男子2）
（女子2）
　3年終了時の読みの成績（習得完了の文字数）と，このゆれの状況とを比較
してみると次のようで
（読　み）
（生徒）
男子1
　　2
　　3
　　4
　　〈教育漢字〉
（成績順位）　（習得のゆれ安定順位）
　　1　　　　　　　1
　　3　　　　　　　5
　　4　　　　　　　6
　　2　　　　　　　2
　　〈教育漢字外当用漢字〉
（成績）　（習得のゆれ安定順位）
　　1　　　　　　　1
　　6　　　　　　　5
　　4　　　　　　　6
　　3　　　　　　　2
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　5　　　　　　　4
　7　　　　　　　7
　8　　　　　　　4
　6　　　　　　　3
????????
これでみると，成績と習得の安定度が正比例しているものと反比例現象をおこ
しているものとがある。総体的に成績もよく，習得のゆれも少なくて安定して
いるものは，男子1，4　女子1，成績も悪く，習得の安定度も芳しくないも
の女子2，3であb，成績と習得の安定度が必ずしも合っていないもの，男子
2，3，女子4などがある。
　また，注でも説明したが，速く確実な反応の仕方で正答した◎と，読みに渋
滞を示したり，誤って答えたが，そのあとで誤りをみずから訂正して正答した
○との間には，当然のことながら，習得のゆれの差がこれだけあることがわか
る。これによって，読みでは速く，確実に正答できた◎が二回連続した後には，
かなり習得の安定性があるが，速答できない，迷いのある正答には，誤答（無
答）の潜在性を含んでいるために，；習得不安定，ゆれの現象を伴いやすいとい
うことが確かめられた。原則として，確実な正答（音翻をつくして）◎が2回
続いた文字は，習得が完了したとみなして，調査対象文字からはずしたこの調
査方法は，読みに関しては，かなり信頼度が高いことが認められた。
　2）　書字における習得のゆれ
（生徒）
男子　1
　　　2
　　　3
　　　4
女子　1
　　　2
　　　3
　　　〈教育漢字〉
（ゆれのある字数）　（ゆれの箇所数）
4字
38
19
33
12
15
14
4箇所
44
25
46
16
22
19
　〈教育漢字詔旨粥漢字〉
（ゆれのある字数）　（ゆれの箇所数〉
55字
83
98
62
83
75
57
63箇所
111
106
76
94
85
73
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　　　　4　16　20　90　99　読字に比べると，書字のゆれの度合いは，非常に高いことがわかる。
　1）書きの成績とゆれの関係
　読字でもそうであったが，1度覚えると，その後の習得の安定度が高い男子
1，女子1（教育漢宇）は，書字の成績とこの；習得のゆれ状態とが一致するが，
ゆれの少ない女子3（教育）男子3，女子2（教育漢字外当用漢字）などの書
字成績は不振である。これは，ゆれの少ないことが＋と一の両極限にみられる
こと，後者のゆれの少なさは，2度続けて正答できた字の少ないことを示して
いることがわかり，この点が，読みの場合と異なっている。
（霧　き）
　　　　　　　　　〈教育漢字〉　　　　　　　　〈教育漢字外当用漢字〉
　（生徒）
男子　1
　　　2
　　　3
　　　4
女子　1
　　　2
　　　3
　　　4
）?
碩??成（
6
2
7
???
??
（習得ゆれ安定順位）　（成
　　　1　　　　　　　　エ
　　8　　　　’　　　　8
　　　6　　　　　　　　3
　　　7　　　　　　　　　7
　　　2　　　　　　　　　2
　　5　　　　　　　　　5
　　　3　　　　　　　　6
　　4　　　　　　　　　4
績）　（ゆれ安定順位）
　　　　　　1
　　　　　　6
　　　　　　8
　　　　　　3
　　　　　　5
　　　　　　4
　　　　　　2
　　　　　　7
　〈注＞N成績順位は一応卒業時…の正答字数によったので，書字数の同じ女子2，4は
　　　　順位も四位とした。
　以上，全体的，個人的に，習得のゆれ現象を追究してみたが，文字により，
人により仮習得→習得の過程があること，この現象があるために，習得の構造
が単純に一方的な直線的な構造をとらず，螺旋的な複雑な構造をとることにな
り，漢宇の真の習得をむずかしくしていることがわかる。
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W　漢；字習得の螺旋的構造
1．卒業時における正答文字数の多様性
　今までに，当用漢字の読み書きについての習得状況を見てきたが，中学卒業
鋳には読み書きともにできることが目標となっている教育漢宇に例をとってみ
ても，整理の観点によって，成績が次のように多様性を示した。このことは何
を意味するのであろうか。
i1｝教育漢字
教育漢掌の読み
教育漢寧の書き
教育漢字の読み。
書きとも
平均正答字数
文字中心としてみた8入正答字数
どちらかの音訓では8人正答字数
音訓をつくしても8人正答字数
習得完了の観点から平均正答字数
音訓も加え，：習得完了の
　　　　観点から8人正答字数
平均正答字数
文字を中心とした8人正答掌数
習得完了の観点から平均正答字数
　〃　　〃　　8人正答字数
平均正答字数
8人正答字数
習得完了の観点から平均正答字数
　〃　　〃　　8人正答字数
◎　　）は，ゆれ現象を入れた数
881字
881
881
716
820
　716
　86G．6字
　771
　847．　6
714　（＊721）
　860．6
　771
　790．　4
584　（＊590）
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　読み書きできるようにする灘勺の文宇数は等しく881字（読みの場合，音誰
数を入れると1672音訓）でありながら，同じ生徒について，同じ問題で調べて
も，平均の正答字数と8入全員が正答できる数とでは異なる，ことに読みでは
文字中心（何らかの音翻で読めていれば，その文字は読めたものとみなす）か，
全音翻の観点もとる（音訓をつくして読めるもの）かによって，さらに減じる。
また読めるか，書けるかという観点からしても，それぞれの文字数は異なり，
さらに，読めもするし，書けもするという観点をとると，いっそう異なる。
2．各種正答文字数と習得過程における漸進性
　このように，’正答字数に段階があるということは，一見奇異であり，また煩
雑ですらあるようであるが，教育漢字881字は，8人の生徒にとって，各入が
読み審きできる字数からいっても，また，共通に読み書きできる文字としてみ
ても，完全には習得されてはいないということを示しているにほかならない。
漢字の習得に段踏があることを示しているのである。
　また，累積の成績と習得完了の文字数とに差があるということ，習得上のゆ
れ現象があるという事実は，一度習得したとみうる状態になっても，それが定
着せずに，再び習得前の状態にもどることもあるということ，また中には，再
習得することができるものもあるということ，いわば，真の習得における仮習
得→習得の過程をとる場合があるということを示している。
　同じ文字を，同じ入に，くり返し調査した結果，このような習得の過程をと
ることが認められたわけで，このことから，文字習得の過程は，直線的上昇型
を志向しつつも，実際には漸進的曲線的螺旋型をとっているといえよう。
　このたびの調査では，調査文字の提出語形は，中学生にわかりやすい，一般
的な語，中学生相応の語を目標にして選んだが，中には，一字について，二，
三の語で試みたものもある。その際，提出語によって，正答反応に差が見られ
る場合のあることも前章でふれておいた。
　漢字の習得について湾えるとき，このように語彙との関係があることも当然
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出てくる。1文字について，音訓両面から読みを調べたことも，その点を考慮
しての上であり，そこに習得上の差が現われたが，さらに，字音について種々
の提出語によって調べると，提出語の難易によって，読み書きの成績に差が現
われるであろう。書きの場合は音謂をはずしたが，音訓の観点をいれると，こ
のことはさらに著しくなる。
3．漢字習得の螺旋的構造
　このようにみていくと，習得の聴闘的な過程の上で螺旋的な段階がみられる
とともに，習得の質的な面，領域的な面においても，発達的な段踏があること
が認められる。
　各観点による煩雑なまでの正答文字数の異なりも，漢字；習得の螺旋的構造と
してみた急心，了解できるであろう。
　正答文字数の多様性からみると，教育漢字881字は，観点問による正答文字
数が一致する場合（文字として見た場合，平均正答字数と8入正餐字数，およ
び，どちらかの音翻から見て8人正答の字数がともに881字である）もあり，
また，各観点閾の正答文字数も比較的接近している。このことは，教育漢字
が，小学校から申学卒業までの9年間，読み書き漢字としてくり返し学習され
る機会が多く，また，より基本的な文字であるために，その文字使用の認証も
次第に範囲が広く，質的にも高度になる（音調使用もその一つ），生徒にとっ
て，その文字を学習する回数が重なり，しかも，その文字のもついろいろな使
われかたを学習するために，螺旋的な構造をもつ習得の機能が一応はたらくか
らであろう。いわば，教育漢字はこの螺旋的な構造をとる習得のための文字提
出を整備するものといってよい。しかし，諸観点からみて正答文字数がすべて
881字にならなかったのは，音訓などを含めると，未学習あるいは学習度少，
むずかしい，忘却などの諸条件から，習得の螺旋的段階の中途にあること，卒
業後もさらに習得すべき段階のあることを示していると解される、
　いっぽう，学習の群標も読みと書きとでは異なり，学習の蒋期も遅く開始さ
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れる教育漢字外当用漢掌では，3年閥の国語学習ではその全部を教科書に提出
しきれないものがあるという状況だけに，すべての文字を学習する機会さえ与
えられていない。しかも一般的にみて社会的にも使用度が少ない文字が多いか
ら，生徒にとって，くり返しその文字に接する機会は，いっそう乏しい。習得
の螺旋的な機能は，まだ緒についた段階とみられる点が多い，次に示すように
教育漢字に比べて，各観点間による正答文字数の開きが大きい主たる理由はこ
こにあると思われる。
　このように漢字の習得は，学回すべき（対象としての）漢字の墨と質，轡得を
効果的にするための学習の時期と方法，習得する側の生徒の能力の三者に，それ
ぞれ段階的な螺旋的な機能が内包されており，しかも，それらが一つになって定
着への螺旋的な段階をとりながら発達していく構造をもっているといえよう。
（参　考）
く1｝教育漢字外当用漢字
　教育漢字外当用漢字の読み　平均正答字数
　　　　　　　　　　　　文字中心として見た8人正答字数
　　　　　　　　　　　　どちらかの音調では8人正答字数
　　　　　　　　　　　　音議をつくしても　8入正答字数
　　　　　　　　　　　　：習得完了の観点から平均正答宇数
　　　　　　　　　　　　音調も加え，習得完了の
　　　　　　　　　　　　　　　　観点から8入正答字数
　教育外当用漢字の轡き　平均正答字数
　　　　　　　　　　　　文字を中心とした8入閣象亀激
　　　　　　　　　　　　習得完了の観点から平均正答字数
　　　　　　　　　　　　　〃　　〃　　　8人正答字数
　教育外当爾漢字の　　　平均正答字数
　読み・書きとも　　　文字を中心とした8入正答虚数
　　　　　　　　　　　　習得完了の観点から平均正答字数
　　　　　　　　　　　　　〃　　〃　　　8入正答字数
940．3宇
863
855
708
728．4
451
640．　3
205
536．3
・76　（：i；131）
639．　3
205
448．1
43　（fi：84）
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第5章表外字の読みの力と習得経路
1　表外字の読みの調査
　中学校教育では学習しないのがたてまえになっている表外宰が，実際には，
地名・入名・教科の特殊な専門用語等で，ルビつきで使用される場合が相当に
あり，その他，親しい人名・地名，一般読書，テレビ，広告・宣伝等によっ
て，児童・生徒がEにする表外字は意外に多い。したがって教育漢字に読めな
い字があっても，親しい表外字は，低学年の児童でも読めるという現象があ
る。かれらの言語環境一文字環境の中には，梱当量の表外字が実在している
のである。
　そこで，この調査でも，表外字の学習について見ておく意義と必要を感じ，
表外字の調査をも合わせ行なうことにしたのであるが，教育本来の醤的である
当用漢字の音訓こわたる全数調査で，量的負担が多くなるので，表外浜は付帯
調査の域にとどめた。
1．調査の方法
（1）第1、團めの調査
　1）　調査の問題
　中学生が習得できる表外字にはどのようなものがあるか，どの程度のひろが
りをもっているか，また，直接，学校での学習対象ではない表外字はどのよう
にして生徒に習得されるか，その習得経路を推定しようとするために，なるべ
く，ありのままに表外字を読むカ，表外掌への接近の範囲，程度，習得経路な
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どがわかるような調査方法を蕎えた。
〈闘題例〉　　　　　　　　次のそれぞれの漢字の読み方を知っていたらr
　　トウ?
　いね
????????????? っ
（稲は表外字ではないが，
便宜に用いてある）
驚
??
1置掘
例のように，横に書き出してください。なお，は
っきり読めなくても，こんな意昧で，この字が使
われていたというようなことが思い出せたら，そ
れも書いておいてください。（原文は縦がき）
　（なお，生徒がその読みを書く場合は，音・訓
の書きわけを，カタカナ，ひらがなによって示さ
なくともよいとした。問題例で，記入の仕方をよ
く理解させてから実施した。）
　　　3藤　　　　2as　　　　工頃
le脇 §1騎； 7嗣 6僕
　　　！π瓢照こ工一一LZ’：：コ＝JIJI［llJ［1一一蝶一三了「7一一コ
　上例のように，それぞれの文字を示し，その読みをたずね，さらに，その文
字を，どこで，何によって知るようになったか，その文字の；習得の経路を内省
認入させる方法である。
　習得経路を内省認入させるこの方法は，中学生の段階ならば，読書をはじ
め，他のマスメディアによるその文字への接近，その文字の識字の経験がまだ
あまり複雑でないから，複雑な文字経験，言語生活を経た成入に比べてかなり
習得経路の印象が鮮明と思われ，この調査方法をとったが，予期したとおり，
相当効果を納めたと思われる。（後述参照）
　2）調査文字
　調査文宇は「現代雑誌九十種の用語用字一漢字表」の表外字（使用度tw　9・
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度以上）の中から，使用度の高いもの100字を選んで，1年入学時の当用漢字
全数調査の一環調査として行なった。
　結果からみて，読みの反応，習得経路の認入などの状況から，対象の文字が
ふえれば，反応はさらに活発になり，調査の目的を達することができるであろ
うという見通しを得たので，調査可能な衰外字の字数や字種をたしかめるため
に，昭和40年2月末（2月26日）に，被調査生徒の所属校・稲付中学の3年生
く卒業前）に，表外確約1500字（雑誌九十種の調査で扱った表外字〈度数9度以
下のものにも及ぶ〉を中心に，他の資料から）の表外字予備調査を行なった。
　この3年生の予備調査結果によって，生徒の側からの表外字の調査の可能な
数と字種を推定し，一方，総会での使用状況，要求という観点もあわせて考え
て，表外字として調査すべき漢字の墓礎を得ようとしたのである。
｛2）表外字の予備調査
1）　調査方法と結：果
調査方法
　表外字調査総字数
　調査柔々
　所要蒔聞
調査結果
エ535宇（用紙31枚）
3年生2学級分の生徒（1人がユ5G～200字を分担実
施）
2時限分
　　正しい反応を得たもの　818字
　　全員誤答のもの　　　　　420字（同じ文字を分担調査した全員の意）以下同じ。
　　全員無答のもの　　　　297字字
　　全員正答の字　　　　　　16　（藤僕岡崎絵画杉吾彦靴塚潟亭亀柿柴）
　上の調査結：果などをも参考にし，謁査語数を大体1000字前後と考えた。な
お，調査にあたっては，一度に1000字とせず，徐々に増量することにした。最
終的には，1018字を対象とすることになった。この中には，補正漢字（当用漢
字表に加える候補の漢字として国語審議会で報告されt　tge）も入れてある。
第5章　表外宇の読みの力と習得経路　211
〈3）調査用表外宇の選定
「康煕字典」によると漢字総数は40，545字あり，大量の漢字からどれを選定す
るかということは，実はたいへんな閥題で，選定文字によって，表外字調査結
果に変動が生じる。調査漢字の選定資料として，前掲，雑誌九十種の用語用字
調査の漢字表をはじめ，使用したい表外字として要求度の高いもの，現実に使
用度の高いもの，過去において使用度の高かったものなどを代表している10種
の資料から共通度の高いもの，予備調査結果などを響町して，約iooo字の調査
対象表外字を得た。この中には，書きかえ等ですでに代用漢字が使用されてい
るものもあるが，その文字への接近状況をみるために入れたものもある。例一
聯蒐戟（連収激）など。人名・地名用の特殊な字「嶋」も，特例として加えて
みた。（調査の実施段階では，使用教科書調査が着手されていなかったので，
教科書に出現する表外字という藤からは特に字種が選ばれていない。）
　調査用表外字選定の資料
書　　名　i著　劃 文　字　数 i調査（発行塒期
現代雑誌九十種の矯語用字
@　　　　一漢字表一 国立国語研究所
度数9度以上　　323字
昭和31年
（　〃　整理衰未刊のもの） （　　〃　　）
度数9度以下　　1169
ノノ
留学生のための辞典の字母 文　　部　　雀 755 昭和39年
毅闘協会からの復活要求漢字 艮本下聞協会 559 昭和28年
朝潟新聞活字使用度数調査 朝日新聞社 婆56 昭和25年
漢字テレタイプ用表外字
共問・朝貝・毎
冝E読売各類聞ﾐ
各社使稲表外字
墲ｩら225
標準活字玉藻 厨本活字鋳造Kj 使用度の多いR000字を参考 昭和29年
標準漢字表 文　　部　　省 （1850字を除く） 昭和17年
瀦定国語教科書進出の表外野 ノノ 97 昭和7～14年
ノノ ノノ 66 昭和16～18年
（3GOO宇から現
闘本基本漢宇 大西雅雄
????????）
昭和16年
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（4）調査文字
第1臓～第6臓の表外字調査意字
・第1回（1年入学時）100字
頃云藤ロ袖露盤△岡崎脇誰阪之噸｛｝ゆ廻裾糎那杉fi竜△（龍巳鹿口頁
錦ロ或戻△連歌C貰唄彦〔］旦愚輩駄呂ロ仙塁俺靴阿鶴口逢頬奈ロ嫌眺幻ロ
坐塚熊の須n狙於綴鳩堀△籠虎巳弥「e拭汁△油墨曽殆肌凝議「m笠匂
縞隅駈也me漬蝶O訊勿唇挨揃稼股蓋鍋雰嬉廿拶此紐桂潮解
昌。潟濯稽葦亭△泥△涯△強
く注＞r雑誌九十種の用語用字一漢字表一」より，表外字の使用度数順に100字。プ穿
　　ントの手違いで，集計では，99字として整理した。
　　△印の字は当用漢字補正集で，薪たに加えられる候補漢宰，□印の字は旧名羅
　漢字別表に掲げられた漢字。ともに採絹無体によって調べた。なお，入名鯖漢字
　　では龍，補正案では竜を採用しているので，両字で調べ，どちらをも正答としたひ
　　縄・縄も同種の扱いにした。
●第2回（1年後期）　　218字
喧翼弘ua尚△妙釣△亀甲鋸△皿伎偵△絶品磨m三菱釦一心仇厭叱嘩
悠錨椅濡衣。蓮薩醤其喰巌嶺戴栃洞蔭僅凄叉嘉β嘘淳。湧
爺猫篇平繍胡薩忽播洩凹凹蹴馴呑垣妓宏ロ巳m扉斐栗野
狼窟箸縄（凶歳蒲蛇毒辰C〕匙喉噂幡淋猿罐葱蒼蘭噸占蹟鎌m
隙頑餌鰻飯ロ伍傘巴拐拳曹朴△枕桶梶棟棚槽爪狗瓦眉瞳
膳艶ロ紅鱒鴨乞墨池恰披△彌撒薩桐縣泡浩ロ淵轟轟m凍露鷹丑ロ
函剃厄△噛壺宛宵△嵐傑扮挑△李沙漠臥軽篭歯釜鈎鍵髭斉念
劫咳垢妬尤峯慾露営柿樽歎汰洲灌焔腎苑菰萩蒙鞄丼
兜蓼藍「吠呪堺姐惹憧敦口柴柏隠匿椀殻△渦△灸燐瘍盃睨稀
糞聯肘臆茸蒐蔽蛋靖ロ韓顎鼠
く注＞r雑誌九十種の用語用字一漢字表一」の使用度数9度以上のもののうち，第1回
　　のテスト100宇を除いたもの。なお「漢字表」の印欄颪により，乃，這，挺，及
　　び胞を出し入れし，辻を脱したために，218字となる。
●第3回（2年前期）　322字
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　第1回の100字と第2回の218字に4字を加えたもの。
　新しく加えた4字（這・挺・乃凱塀）
e第4園（2年後期）667字
　第1～3回共通の100字より　完全正容の10宇さしかえ
　　　殻渦灸靖燐瘍盃韓睨稀　　（藤）　（僕）　（岡）　（杉）　（鹿）　（吾）　（智）　（塚）　（堀）　（亭）
　　　（カッコ外の字は，激しくカッコ内の字とさしかえたもの）
　第2～3回共通の200字より第1～第3回までの8宇さしかえ
　　　糞聯磁心茸蒐蔽蛋　（弘）（亀）（皿）（洞）（瞳）（嵐）（leli）（堺）
・新しく加えた文字　362字
野冊笹野陰惟萎飴総咽迂勢門怨讐叡凹巌m瓜四四群肝斡
窪鷺楢茅野鳳捉逗適野冊沃野拗野州憐遁門門莫野冊
門門野冊凱碍概骸半平褒姦醒癌陀平門笹野野冊葛串
諌頽揮牒逞塞毅巳磯鷹平等：矯△煽門門濱屯ff澱疹野物峻瑞コ
薯門門甥楯野冊屑尖鹸煎詮腺儲箋槍藪粟鴻琢壕門門
嵯采托呼野耽皐綻灘禰祇暢謄鯛コ籔門門脊吃卿遽慧舵野
冊蘇烙爽挿蛙漕兎汝叢遜湊猪＝伊野諜捗椿槌擢溺姪釦
梯竿蹄鵜顕淀旧套玩樋杵硯妾秤欝娼嘗樟褐舷杖燭塵
夷櫛鷲曙小郡溢琶曳群小肢小鮒小幟燕肋講悉嫉遮杓
麓渥董嵩葺讐塾論拠胤「竣糠画商コ麗隠女O桟△讃挫饗柵餐
燦笹箕爾に酌△壌△繋倦牽絃頸紙畿濠洪△幌乎糊勾篠榊梗溝
脅諏湘麹昆汲喚鋸兇怯挾秦襟叶喬繊餓琉雪融倶苫渓△
袈肇「m詣螢蕩藤凸頓嶋銚筑楠＝阜牟捻耶膿嚢覇磐把罵牌
鰍煤剥残畠野営叛蜂斑三碧粕剛堅琵妄籾媚靡悶鋲疋
牝瀕冶祐際辮焚愈餅碧蔑癒鞭輔顎評朋D陸O俸△莇牡捧邑輿蓬
羅藍欄洛鯉m梨梁諒財経禄v濾櫓弄牢蝋聾辻
く涯〉他の表外字選出資料の9種～4種までに載せられている字から選んだ字。
　なお，3國までに抜けたrLVJを加えた。
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・第5回（3年前期・後期〈第6回〉共通）　1000寧（999字）
　第5固め以降に，新しく加えた文字332字
埃淫亦「m老婦闊濫翰蟹匡縣掬芹徽圭C「脛前回磧噛癖緊急濯幽暗捷鞘儘
碧議櫨船齢泄前知ロ流疏掻艘難唾麗坦貧碇董訥稔響箔氾石山櫃斧焙
妖甲州雪明轡型蝶魯郁O奄亨欝釧馨惣「urxe“TL麿篇亮ロ驕寓些墾稜穿纂輯醇竣
塞襲踏廠口肖蝕頸錆籍刹撰煽賎羨蝉疏遡藻鱒苔儲添濤噸頗偲稗塊
滅蕃誹逼屏拠鋒誘鰻緬麺沐裡浬礪侶謳伽苛絨躯訣菰跨昏裟瀞縢
濃逡姑痺滲翠雛贅姐厨寵鼎屠弗狽爆膠歪埠蕪捌繁哩昧購擾凌黎
鱗狼滑冒什綱瑳宕亘碓戎揖騨劉宍珂簸萱誰悸噛嗜彗咀楕槌疾胚
絆墾哺撰辣倭枢轡酵誼巻贋謎痒矯蓼詫閣瞼厩駅諦煙鍮嘘嘔宋欄
樗脆鱗嬌擁痙度誰眩猜操閤咬甦吼狡猜戴晒洒騰灼漉迫褥揉聚騒
鐵囁辿弛涯喋潮躇汀帰籐躊撞餐禿徽瓢屍読轍倣紗枠粁蛤按鰯畏
謂商鶯峨恢晦借赫柑換雁催誰翼饗僑禦渠禽鮭諺鰹藁傲痕鑛袴荷
虹肱肴袷畷毫修綬櫨堵掠賂随朧騰楓勢僻瞥吝彪梵沫嬰
く注〉　この調査文字は，表外字選定資料の3種に共通にとられたものを中心にし，2・
　　種共通のものも（107字）加えた。
　　　1000字を目標としたが，印刷上のミスのため，集計等は999字として扱った。
㈲　調査の規模と実施
実施時剃調叡字釧
第1回（1年入学時）
@昭和39年4～7月
100字
i99宇）
r雑誌九十種の用語用字一漢字表」の表
O字の使用順位の高いもの。
第2図（1年後期）
@昭秘0年2～3月
218字 岡上の資料（使用度9以上のもの）から，
謔P回調査文宇100字を除いたもの。
第3回（2年前期）
@昭和40年7月 322字
第1・2圓の調査文字に，印刷上漢字表
Eの文字を加えたもの。（使用度9以上の
烽ﾌ）
第4回（2年後期）
@昭和41年2～3月
667字 第3園までの調査文字に，薪しく表外字
I定資料からえらんだ362字を加えたも
第5匡至！（3年藩委夢D
　昭和41年7月
第6圃（3年卒業tWj）
　漏召＄p42年2～3J彗
1000字
（999字）
1000字
（999）
第5章　蓑外字の読みのカと習得経路　215
の。
なお，322字中から1～3圃までの金員
正答の18字を除き，漸しい18字をさしか
えてある。
第4図テストの667字に，薪しく表外字
選定資料からえらんだ332字を力賦たも
の。（印刷上のミスのため，実際には999
字となった）
第5匝1めと同じ。
（6）調査の閥題
　第圭回の調査で実施した，文字を示して読ませ，その習得経路を内省詑入さ
せる方法が適当のようであるので，1～6回とも，同じ調査形式によった。問
題例（記入例。溝一生徒の1年入学時・3年前期のもの）は，216・217ページ
参照。
（7）正答。誤答の判定
　音・高いずれの読みでも自由に書かせたので，反応も相当はばのあることを
期待したが，これら表外字のそれぞれが使用され，生徒の目に入る経路は，こ
の時期の段階としてはかなり基本的な形にしぼられるせいか，さほどの複雑な
反応は見られなかった。
・音でも訓でも正しく読めていれば正答とした。音・訓はそれぞれ反応を整理
　表に記入したが，文字の正答数をいうときは，音でも訓でもどちらかが読め
　ていればよいとした。
・音・翻の正答か否かは，高富辞典によったが，判定に迷うほどの反応は少な
　かった。
・ただし，一部世問に行なわれている読み方によったものは，準正答として記
　録し，正答数に入れた。
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218　第2編　漢字翌得の実態に関する研究
〔例〕丼どん　爺じい
　「丼」のタンの音は，現実ではほとんど使われていない。国訓のどんぶ9が
　辞典等では認められているが，天丼（てんどん），カツ丼などの俗用も多い。
　「爺」音ヤ・訓ちぢ，羅訓おやじ　が辞書的な扱いであるが，現実ではお爺
　（じい）さんの使われ方が多い。これらは，生徒が，これらの表外字に，どう
　いう場合に接近しているか，接近の方向，ひろがりを知ることができるの
　で，問題はあるが，（）つきの正答として扱った。（将来，音訓関係の資
　料にもなろう。）
○　弥の「やよい」殖のrはにわ」のように，たずねる文字の読み以外まで反
　応した場合は，それが，下段の内省記入で「弥生式土器から」「はにわからi
　であり，習得経路も判然としていても，誤答として数えた。
　したがって，正しくは読めなかったが，読める潜在性のある文字数は，もう
　少し上回ることになる。
○　文字構成の上でつくりなどの音符によって，晶晶の文字の同じ音符の類推
　による読みが中学生ともなると，多少は出てくる。しかし，そういう傾向も，
　下段の内省記入欄があるため，かなりセーブされているように見受けられ
　た。
III表外字を読む力
1．調査の成績
（1）　1年入学時の成績
　1年入学時に，表外字100字について，その読みの反応を調べたところ，次
　　　　　　　　　　　　　　　　　第5章　表外字の読みのカと習得経路　　219
の結：果を得た。
　㈲　8入（全員1000／，）が読めた掌　16字
　藤as僕△岡崎阪伊U「腐合鹿tt吾en智m羽口鶴fiee堀△昌ロ亭△
　〈注〉△印の字は当用漢字補正案で敵たに加えられる候補の漢字，嘉日は人名用漢
　　　　字であることを示す。
qD
???????
7入（87．5％）が読めた字
6人（75．0％）
5入（62．5％）
4人（50。0％）
3人（37．50／o）
2入（25，G％）
1人（12．5％）
??????
???????????
??
?
8入（全員）とも読めなかった字
錦u彦u靴，奈B灯△汁△戸畑m桂ロ潟
竜△（龍ロ）イ炉熊ロ肌出隅駒z
誰一旦駄阿須m鳩虎v庄m漬
頃密話目廻那誌面蝶ロ濯泥△
云袖嫌弥ロ縞
眺喰斬唇稼嬉芯
衿裾頁匂揃藍此涯△
25字
漏壷戻△筈貰感温頬鳥影綴籠漏話二品訊勿挨股雰拶紐
稽葦
　（なお，「研究所年報17」に読めない文字として掲げたもののうちで，その後の再整理
　によって，修正されfものがある。）
　全員がそろって読めた字は16字にすぎないが，半数以上のものが読めた字と
して考えてみると，54字で，調査文字の半数は読めたことになる。これらの文
字は，岡時に，その反応の確度（推最読みかどうか）や，習得経路，領域を知
るために，どこで，どのようなことから知ったかを内省記入させてあるので，
照合してみると，あて推量の読み（一般に音に多い）ではなくて，相応に読み
の根拠があり，一応信頼性があることが認められる。（後述参照）
　半数以上のものが読めた54字をみると調査資料に用いた「雑誌九十種の用語
用字一漢字表」の使用順位にも関係することになるが，人名に用いられる漢掌
が多く，人名用漢字との一致が認められる。
8人→　　　　　　　　　　　　　　7→　　　　　　　　6→　　　　　　5→　　　　4一一・　藤伊杉鹿吾智呂鶴昌錦彦奈也桂竜仙熊駒須虎庄之蝶
　　　　　　　　　　　　　　　　　8人帥　　　　　　　7吋　　6　5　4　次が地名に多く用いられる字であるが，岡崎阪塚堀曽潟笠阿品，　これ．
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ちの字は，又姓名にも用いられることが多いから，ほとんど固有名詞で占めら
れるといってよい。また，表外字ではあるが，H常生活で多用され，当用漢字
の補正用漢字として議されている漢字，僕杉堀亭灯汁竜泥も54字中にはいって
いる。他は靴濯漬麟唄鳥獣頃など，広皆・歌謡・テレビ・一般読みものとの関
係が深く，学習漢字に比べて，習得経路，習得領域が，より個人的である表外
字も，正答反応が集中しているものは，共通の習得背景をもっていることがわ
かる。第1瞳調査の文字数は，わずか1GO字であるから，大体の傾向しか把握
できなかったが，上例の字に比べて糎貰困殆此勿或など，現在では，かたかな
やひらがながきの文字，漢文脈の文語的文章で，往年は多用された文字が，文
体の変化・文字使用の改変につれて読めない傾向を示している。「糎」など，か
つて，他の調査で，中・高校生に試みたことがあるが，高校生でも，ほとんど
丸彫できていなかったほどである。（国語研究所実施長岡地方における調査参照）
・（2）1年終末時の成績
　前述のように表外字の調査文字は，調査のたびに文字数を増加していくの
「で，字種も異なっている。ことに1年後期（終宋時）の調査では，現代雑誌九
十種の用語用字調査の漢字表の度数9度以上の表外字から，1年前期（入学時）
・に実施した100字の残りの文字について調査したので，前期の文字は重幽され
『ていない。薪しく調べた218字の結果は次のようである。
　0う　8人が読めた字　11字　弘目亀ロ皿洞凍露瞳嵐釜山堺
　9）7入が読めた字8字猫甚a肩白鼠穴傘斉念
　その他，半数（4人）以上のものが読めた掌は47字ある。
傾△釣△噌菅辰目垣蘭ロ淋概枕泡桐m萩韓殻△雀断篇淳U喉上乗（縄）
扉猿慮爪函鷹隈淵浩tt弱拍丼固焼ロ嶺其宏ほ伍梶柴敦盛只ロ洲
峯稀
　（ウ）全員が読めなかった字　71字
鋸△呆釦鉢厭悠；昂塵戴僅凄粍藤忽洩馴呑内鼠罐無益隙巴
一拳棟幽艶巳吊吻恰磯目剃厄△噛宵△標扮挑△沙臥硯鈎髭劫咳妬
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尤戟歎焔兜馴惹撞椀渦△灸盃睨糞聯肘荻臆茸蒐蔽蛋顎
　この調査でも，型名用漢字や補蕉漢字が4人以上正答の文字の中に相当数は
いっているが，しかし，前回100字圏内にbkべると低く，菊名用漢字では，磨嘉
応巳丞艶出が，補蕉漢字では，据朴披魔窟挑渦が正答半数以下になっている。
なお「柏」など全員が反応しながら「かしわ」と読んだもの3人，「かし」3人
（その他，かす一1人，かしろ一1入，あわて読み）のように，「かしわ」と「か
し」の区別が，文字に即して学習しないためにっかないもの，r鎌」を「くら」
と読むなど，あわてて，あるいは，経験的に頭金体としての知覚・認識はあっ
ても，文字としての理解は乏しいための誤読などが散見し，表外字の読みの習
得の様相を示している。半数以上の正答に洩れた人名漢字や補正漢宇には，現、
在あまり用いられなくなっているもの，この時期の中学生には縁遠いものな
どが冤受けられる。もっとも「渦」など，その後電気洗濯機が急逮に普及し，
宣伝・広告が激しくなっために，読めるものが多くなったというような例もあ
り，また，r狼」というような字が，動物名としてはかながき，「狼籍・豹狼」
というような語彙も使われない昨今，なぜ，金員正読（「おおかみ」）できたか
と不審に思われたが，習得経路紀入欄に，それぞれ「テレビ」　「まんが」と祝
意してあり，表外字習得の一要因がつかめた思いであった。同様の例で爪があ
り，これは「うり」と誤読されることが多いが，「つめ」と読めたもの5人，
うち，習得経路，テレtf　1，映爾，ポスタ・一一　1，保健1，無記入2であった。
教科書調査のほうでは，「爪」は理科に使用されており，解答者の記憶一r保
健」と合わない点もあるが，これなど「保健」の学童を冷しておぼえたという
記憶が主で，必ずしも教科書を意味したものではなかったと思われる。218字
の表外字群では，一般的な人名のほかには，地名，生活に関係ある物名，動植
物名などに関達するもの，読書語彙と関嘉するものなどが，金員とまではいか
なくとも半数以上のものが読める字の中に散在しているという状況であった。
（3｝3年卒業時の成績
表外宇のその後の調査では，順次に調査頬象文字をふやし（2年前期までの
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3購の調査で，2度にわたり8入が正答できた18字目藤僕岡杉段鼻智塚堀留，
弘亀皿洞瞳嵐適応）は，完全正答とみなして，他の文字とさしかえ，3年では
1000字を対象とした。（前・後期共通）3年卒業時の表外字調査の成績を文字に
即してみると，次のようになる。
切　8入が読めた字　46字（4．6％）
阿憐ロ咽猿梶韓菅肌素論C「廊廟me螢彦S宏口殻△自説己孝由汁△庄m壌△誰
三江m湊宋蝶目椿枕辻栃柏阪幡扉猫釜蜜熊ロ竜△（龍ロ）笠菱淋燐
呂ロ
（／）　7入が読めた字　62字（6．2％）
飴蔭壇潔白嘩姦曲牙峨鶴ロ懸口：虚無無頼面懸頃鍵懸隔融融
三郎雀淳9塾萩墨縄（縄）憧唇辰ロ籍椎疏曹漕駄釣△偵△淀桐露轟
轟奈ロ楠＝唄畠糞弥U菩麿ロ也ロ梨栗嶺鎌ロ蓮狼
桝　6入が読めた字　70字（ZOo／，）
闇夷郁fi凹融融油壷樫雁稀祇脇錦m面嫌糊虎巳溝岬浩「」喉柴
漬之U只「「痔叱篠濡鼠樟召命疹芯洲靖盲腺膳曽蘇爪曝：苔灘筑
肇ロ鮎灯△樋凸thur粕鉢播漢讃△琵幽魂細目謎熔鷹羅狸鯉鱒李牢
鱒　5入が読めた字　69字（6．9％）
云衿頁或総総謝謝拭縞嬉：昌穏春泥△涯△喧尚念慮戴篇溜蘭m貼翻
荻隈黒奴△峯苑蒙丼敦馨袖山迦蛾陀樺葛旭獅楯槍鯛O蛙兎汝遜
梯禍渥橘口埼哉口洪△榊諏叶倶蜂塀餅虹箔麺侶胚爺倭
㈲　4人が読めた字　82字（8．2％）
渦△裾戻△喰斬匂駈揃翠妙伎瓶椅臆僅湧巳白繭貌蒼蹟頑餌伍
朴△淫女宛樽汰姦覗唖瓜窪逗瞭霞檜窺澱甥乃□壕狐汐卿註
玩舷杖曙暗点讃出面濠佼喬棋謹琉磐牝朋己洛鮭騰襖蟹鮫
鉛白u「藻蕃伽厨延齢鰯叉
㈲　3入が読めた字　エ07字（10．7％）
廻狙露払勿挨稼股拶稽膝仇：甚ロ吐血嘉ロ胡蹴罐拳艶目論霧爽撒
泡綜綾ロ剃点出△沙賭鳥合劫慾撫吠蛋鞍茅傭拗莫駕凱概杜
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欣ロ屯薯煎鴻舵栓猪鷺帖挺擢竿蹄嬉嬉燭壬茨肢遮讐輻湊湘
昆兇秦迄渓△詣頓阜膿把斑睦ロ俸△捧欄袴圭口幽趣痺：盛塩訣蕪
戎騨宍眩咬踏継籐僧麺類襟
㈱　2人が読めた字　88字（8。8％）
灸籠訊蓋据△悠魔羅腫潮瀬口瓦吻旺賑丑瞬噛覗咳灌腎庵鳥叡
斡鷺諾廓邊毅＝矯△屑詮借藪琢：槌釘櫛琶嫉榎：箕麹嶋銚牟捻
嚢煤凝議m廉廉：／牡遙藍煉禄”藁駿綬賂僻沫埃喝聞簾撰恭稗
跨姑埠鱗悸瞼肇換狡遣汀嚇轍粁鶯饗
ψ＞1人が読めた字　158字（15．8％）
筈瘍綴織雰廿此釦凄繍斐蒲拐棟吊練墨歎富麗翻惹椀鼠
萎欝巌『娩捉勃醗挽子骸姦醒塞窺冶峻錐戚棲尖鹸粟堆采
暢馨鯖頻烙挿諜溺姪硯秤蝿塵溢燕麓媛桟△挫柵爾m酌△倦乎嗅
鋸苫蕩濤耶覇罵鍬妄悶鋲聖誕卯コ邑梁櫓鰹痕銀筍肱楓勢
婆鑑識桁乍鋤難解懸盤焙妖楊癩魯亨馨晴蝕錆煽蝉濤噸誹
鋒緬裡痺翠雛弗歪哩翻劉設彗槌唄購響闘諦裡面幅矯甦
洒褥聚弛濃紫撞銚紗按恢赫霧鐘
㈲　0人の字　317字（31．7％）
糎貰綴紐聯碁呆厭昂粍薩忽洩劇妓匙葱隙巴茸恰厄△蒐標
鈎髭垢尤戟蔽毒茸姐梢顎惟総迂怨堰楢蓬蔓沃屡憐遁捺
駁計聴烹様癌諌頽渾牒殿澄瑞ロ逝箋托潰携耽旱綻湧籔脊
．吃遽慧爽叢捗顯套妾欝嘗埴曳這掩斯織肋蒲悉杓差墨描
媚糠嘉審病癖濃霧絃頸勾梗汲怯矩袈牌剥彼擾汎叛意虚
無胤靡艀焚碧盗塁鞭繭輿諒：濾弄蟻諺傲肴袷毫移譲堵掠
隔朧瞥各彪梵淫亦tt翰匡こ掬徽脛磯灘捷鞘儘奢講機勢錫泄
饒聡繋濃鼠掻艘唾聴感訥氾郡櫃螺蕩蝶奄馨：惣ロ蔦驕寓些盤
稜穿纂輯藤里継歯鰺廠頒刹幽棲遡鱒主命血塊澱逼騨拠
鰻沐浬礪謳苛露盤菰昏裟濠縢液憂慮蟹転寝鼎屠狽爆膠
捌雛昧隔擾凌黎狸計日什宕亘碓揖珂簸届出咀楕直撃瞑
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辣鼠算牛巻贋痒無主詫厩駅鍮樗脆磯擁痙震謎猫閤猜載
晒痛感潟揉騒徽喘辿嘲朧讐禿徽瓢屍倣枠蛤畏謂蕎晦痴
漢儂翼渠禽
　　く注〉調査文字は1000掌であったが，印此上のミスのため，整理対象文字は999字
　　　　　である。
2．読める表外字
11）固祷名詞
　半数（4入）以上が読めた字は329字（32．9％3集後期）ある。この字種につ
いて見ると，1年の調査結果同様，固有名詞（入墨・地名）として多用される
字が，首位を占めている。正答の共通度の高いものの中には，入心用漢字：が多
く見える。
　生徒が使用した各教科書の表外掌調査（731　AO　一・ジ参照）によると，使用教科
書に現われた表外字の総数（異なり字数）は515字，そのうち，固有名詞にし
か現われなかったもの211字で，半数近くが，固有名詞として使われている。
表外字の使用面，表記面としては当然のことであろうが，闘有名詞が読める表
外字の優位を占めている一つの理由もここにあると思われる。もっとも，正答
の共通度の高い固有名詞は，人名・地名として，多くのものが知っているよう
な知名度の高いもの，普遍性のあるものなどに多く，したがって，それらの中
には，必ずしも教科書学習によらなくても読めるようになるものもある。，身辺
の親しい人名・地名や，一般的普遍的な固有名詞などは，親しい表外字として
自然に読めるようになるし，また，特別な積極的な親近感から読める場合もあ
る。一見，正答の集中を意外とするような文字，たとえば梶，嵯峨，灘が「人
名・歌手jr人名e俳優（当時，テレビの機種名「嵯峨」はまだ行なわれてい
なかった）」「高校名（当蒔大学進学率の高い高校）」など，それぞれ，生徒に
とっては習得の理宙が判然としているものがあって，一般的，普遍的でない固
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有名詞が意外に読めている場合は，知名度の高い芸能入の固有名詞であること
が多い。
（2｝教科書関係の文字
　（1）の固膚名詞は，これに当たるものが多いが，この他，各教科の学習を通し
て習得される一連の表外字があることも，結果を通して，また，内省による記
入例によって認められる。各教科で学習する学習事項や内容等，衰外字をあて
て使卜するほうが便利，あるいは，どうしても使用せざるを得ない幌合があ
り，教科書調査の結果では304字が固有名詞以外の用例の衰外字としてあげら
れている。正答数の多い文字の中には，この種の教科書使矯表外字が晃られ
る。後述の習得経路と重複するので，雀略するが，他の教科にも共通に出環す
るような使用度の高い表外字は，一般での使用状況も反映していて，やはりよ
く読める。
　固有名詞に多用される崎・伊・阪・奈・彦などは数教藤壷遇に用いられてい
て，全員正答文字であるが，固有名詞以外でも，「殻」は地殻の変動（国語・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みぞ理科）　「溝」は海溝・鉱水溝・下水溝・開店・暗溝・溝（社会・体育・女子家
庭），「菩」は菩薩（社会・美術）「琵・琶」は琵琶法師・平家琵琶・琵琶湖（国
語・社会・理科・音楽）のように読める字になっている。その他，ある教科特
有の用例の文字でも，知識・理解の上で必要なもの，興味・関心のあるものな
どは，読めるようになる。宵（宵の口・宵宮一国），饒（飢鮭一社），胚（胚
乳一理），蒔（蒔絵一美），裳（衣裳一女子家庭）などは，それらが読めるよう
になった機会が，習得経路の記入のあるものはもちろんのこと，ないものでも
なんとなく推察することができる。
（3）興味関心領域からの文字
　以上のほかに，学習と別系統に一連の読める表外字がある。
　読める表外字の種類や傾向は，1年の調査とほとんど同じであるが，その後
の調査文字数の増加とともに，生活の進歩向上，読書生活の拡充，テレビ，宣
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伝，広告等マスメディアへの興隊・関心の増大等によって，習得の領域・経路
が広がったことが，正答文字を逓して知ることができる。
　1）　生活面から
　たとえば，「塾」や「韓・縄（縄）」など，教科の学習を通して習得するもの
もある（内省記入による）が，多くは高校進学にそなえての学習塾として，欝
韓問題・沖縄返還暴論など社会問題としての関心や親近性から読めるようにな
ったことがわかる。
　また，宣伝・広告・物晶名などで多用される表外字は，目にする機会も多く，
中には，生活感の必要性や興味の深いものもあっておのずから読める表外字と
なる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セイカ　「靴」など，社会科（1教科だけ出現）での使用例は，「製靴工場」一例であ
るが，正答のすべては「くつ」（「カ」と，音訓ともに読めたものもある）で，
看板・広告・物品名との関連性のほうが高いことを示している。　（r濯」も教科
書ではrあらう」一音楽一と固有名詞〈内藤濯〉としてのみ出現しているが，
正答は「タク」で，「洗濯」からと記入されている）螢飴汁など，自慰の字で
あり，鍋島醤など，どの教科書にも未出でありながらよく読めており，別系統
の習得要国があることを証明している。
　2）読書語彙としての文字
　嘘縦帆叱覆土嬉痴話概唇尻眉爪僕誰俺など，心情や人間関係を現わすこと
ば，身体に関することば，人称代名詞などの一群の文字は，かながきだけでな
く，一部では漢字が用いられているからでもあるが，意外に読めている。これ
らの文字は，文学書等をはじめ広く一般読みもの等に用いられる，いわば読書
語彙的な性格の文字であるが，テレビ・映画・歌（題名・歌詞）などにも用い
られる場合が多く，テロップ，字幕，レコード，表板などを通して目にする機
会が多い。これらの文字が使用される情報媒体に興瞭や関心があるためか，こ
とがらやことばそのものに対する関心の反映からか，読める表外字の一面とし
てあげることができる。
｛4）動植物名の文字
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　なお，3年前・後期の1GOO字調査で，興味のあったことは，動植物名に関す
る文字が，正答反応の上位にあることである。
　当用漢字麟定後は，動植物名は特殊なものを除いては，かながきにすること
がたてまえであるが（入名用墨髭には，動植物関係の文字が入れられている），
調査結果では，動植物に関する文字が多く読めている。4入以上正答のものを
あげると，
　動物関係
猿猫熊蛇狼虎狸兎狐（駒鉱油寅）鶴丸雀鴨雁鷲鷹（鳳）蛙鮎鯉鯛鮭鮫
鰯蟹螢蝶蛾蜂
　植物関係
梶桂椿栃柏萩椎蘭曲梨詠嘆樫結露橘榊追尋槻再誕誌面鹿柴篠石
塁荻窪董笹
などである。これらは動植物名本来の文字としてよりも，地名・人名（芸名）
をはじめ，すもうのしこ名（記入例一鶴が嶺・柏戸），物鹸名（螢光鶯・樟脳・
笹飴・笹かまぼこ）縦軸名・寺院名（三菱銀行・苔寺・蟹満寺），題名・髪ヒ喩
表現（「夕鶴」「狼少年」「鞍馬天狗」「螢雪の功」「狸の腹つづみ」）などに用い
られることが多く，動植物名による呼称・名づけをとる日本語の特性によるも
のと思われる。
3．表外宇を読む力の進歩
　1～6回の調査を通して表外字の読みの成績は，読めた字数では，進歩発達
が認められるが，正答率では悼びが認められない。これは，年とともに，調査
文字，しかも使用度の少ない字が加わっていくための結果であろう。しかし，
飼種の文字を調査した3年前期と後期（卒業時）とでは，前期の調査の方に好
成績を示している生徒もいて，平均読字数もやや下回っている。これは，表外
字が学習漢字でないために，習得の安定性に欠ける場合もある，調査時期が高
校進学試験（表外掌との接近，関心は，当用漢字に比べて，疎遠になると推定
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される）を終えた直後で，落ちつかない時期であったこと，漢字力の豊かな生
徒に，調査当日心身の不調がみられたことなどにも起照しているようである。
しかし，3年間を通じた表外字調査の全体の印象としては，読みの反応が学年
なりの伸長を示しているように感じられた。
（！＞音訓反応の深化
　その伸長の内容の一つに，一つの文字に対する音調反応の深化ということ越
あると思われる。
　たとえば，藤という字を読ませて，「トウ」と答えた場合と，「トウ・ふじ」
と二様の読み方を示した場合とでは，一般にいって，後者の方が，藤という文
字についての字義，はたらき，使用範囲についてよく知っているといえる。表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さかき　ささ　　つじ　　いわし外字の中には，一般に訓のみ（例えば，国字の榊・笹・辻・鰯など），音のみ
　カン　　ジエク　　ダ
（韓，塾，駄など　）が爾いられるのもあるが，ほとんどは，音訓両読みをも
ち，両者が読みわけられることは，どちらか一方が読めるより，その文字への
親しさ，確かさを表わしていることになる。ことに，つくりや冠などの音符に
よってあて推量な音よみがなされる場合もなしとしない。「鍵」を健・建と共通
する音符「建」によって，「ケン」とだけ読むよリヂかぎjと読めた方が，こ
の文字の字義も一応心得ての反応と解される場合が多い。このような観点でみ
た場合，表外字の読みの成績も学年による発達が認められるのである。
｛2）2年前期と3年後期の比較
　同種の文字について比較するために，2年前期の第3園調査と3年卒業時の
第6回調査に，共通に調査した304字（第4回め調査文字322字から出し入れ
のあった18字を除いたもの）についてみると，次のようになる。
　第3回めと第6回めの調査結果では正答数の上昇は当然のこととして，音正
答と訓正答の伸びの率が第6園では倍近くなっていることがわかり，それだけ
同じ表外字に対しての親近の度合い，習熟度が高くなっていることが認めら
れ，調査時の印象が確かめられたわけである。なお，個入的にみても，音優位
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2奪と3奪の調査結票の比較
男子1
2
3
4
女子1
2
3
4
　平
し勾
2年前期（第3回め）
証答釧細答釧濫と瀬
91字
（29．　9　e／．）
53
（17．　4）
59
（19．　4・）
61
（20．　1）
52
（17．　1）
69
（22．　7）
34
（11．　2）
58
（19．　1）
59．　6
（19．　6）
105字
（34．　5　e／．　）
50
（16．　4）
49
（16．　1）
79
（26．　0）
71
（23．　4）
46
（15．　1）
44
（14．　5）
85
（28．　0）
66．　1
（21．　7）
礪％）！
王00
（32．　9）
102
（33．　6）
133
（43．　8）
120
（39．　5）
114
（37．　5）
77
（25．　3）
141
（46．　4）
120．　3
（39．　6）
3年後期（第6嘱め）
証回雪謬騰数舞と額
119字
（39．　1　0／o）
101
（33．　2）
56
（18．　4）
89
（29．　3）
77
（25．　3）
54
（17．　8）
53
（17．　4）
74
（24．　3）
77．　9
（25．　6）
142字　　　　　　　236字
（46．70／o）　1　（77．60／o）
81
（26．　6）
168
（55．　3）
72
（23．　7）
119
（39．　1）
1王8
（38．　8）
46
（15．　1）
58
（19．　1）
111
（36．　5）
93．　4
（30．　7）
120r
（41．　1）
201
（66．　1）
184
（6e．　5）
90．
（32．　6）
109
（35．　9）
184
（60．　5）
163．　3
（53．　7）
音正答は音のみの正答反応の文字数ならびに正答電
訓1［Eec．は訓のみの正答反応の文字数ならびに正答率
文字としての正筈はどちらか一方でも正しく読めていた文脚数とその正答率
のものより，翻優位のものの方が，表外字の読みの成績がすぐれている。
　表外字の正答反応のうち，学年が進むにつれて音だけで答えるものより，訓
で，あるいは音訓両様で答えるものの数がふえたことによって，表外字の読み
のカが，より確実になったことの一証左と解したが，反応の仕方を具体的に，
文字についてみると，さらにこのことが確かなものとして認められる。
《3｝文字による音訓の優位反応
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　3年後期（卒業時）第6回の表外字調査の結果から，4入（半数）以上が正．
答した文字について，音・翻どちらが優位であるかを見たのが次の例字である
が，音の反応が訓より多いもの150字，謝1の反応が音より多いもの1握字，音
・調の反応が相半ばしているもの5字となっている。しかも，音優位の字：は，
それが一般に使用される場合はやはり音での使用が多く，調優位の字も，お齢
むね訓での使用繭が多いというように，一般での使用颪がかなり反映されてい
て（中に，多少問題のあるものもあるが），表外字を読むカが，量ったよりは，
信頼を置いて見ることができると思われる。
　1）　音悪罵の字　150字
殻伊郷竜燐旦駄呂仙阿奈坐韓須拭曽庄縞也蝶桂濯稀涯芯喧糞断
妙伎偵瓶磨嘩椅蓮薩醤嶺戴臆蔭僅叉淳爺篇播裳溜窟蛇貌喉幡蘭
蹟頑伍曹朴槽狗膳按浩李漠菩汰洲苑茄蒙憧唖咽蓮俄蛾鳳逗瞭陀
葛澱疹獅痔楯腺壕嵯祇卿蘇漕評註梯玩樟褐舷夷曙駿予讃壌槻弓
濠洪諏挾喬鰹琉倶螢野曝蜜琵塀羅洛牢騎酋箔熔郁筑亮籍墨筆麺
侶難球瑳噛輝輝宋機翼（第6回テスト以前の正答字種18字は除く。以下同じ。）
　2）　調優位の字　174字
墳云袖衿渦崎脇誰魔羅巾裾靖頁或渓唄彦盃俺舞鶴逢嫌灯熊鳩虎
弥汁喰斬翫耳蝉雪柳漬唇揃鍋還郷昌潟葦単離尻釣菱鉢雀叱栃嘘
湧猫菅垣宏巳親筆狼箸縄辰慮淋猿蒼貼鎌餌傘枕桶梶糊爪眉荻闇．
鴨桐淵隈鷹函壷宛宵釜鍵峯樽：萩理性呪敦柴柏椎寅飴凹瓜牙窪樺
霞芥檜苅樫串磯旭鼠甥槍乃狐灘鯛汐蛙兎撃壌椿淀鰭樋杖鷲蒔渥
岬醒際哉笹銀翼篠行印叶旗肇可聴畠蜂粕牝駆馳鯉梨狸鰯虹襖蟹
青鮫轟苔謎鰯
　3）音謂嗣数の字　5字
錦眺酔吟藻
4．表外字と習得
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　表外字は，当用漢字のような学習漢字と異なり，習得の要因がより偲人的な
ものであること，また，練習効果が期待されないことなどから，調査結果に固
定性が少ないのではないかということが考えられる。6回の表外字調査中，第
1・2回は同種の文字を調査していないが，他は文字数の増減があっても，同
じ文字が調査対象文字の中に含まれている。したがって第4圏調査には，完全
正答文字として除いた18寧を除くと，通算5園の調査を実施した文字は318字
ある。それらを中心に，6回にわたる調査の正答反応をみると，次のような結
果となり，表外字と習得の関係が考えられる。
（1）正答反応が高く，しかも閣定的な文字群　95字
　1）第1回～3回の調査で2園とも8人正答の字　18字?
堺二三吾岡弘杉柿智塚290　　　1e7　　　54　　　27　　　　7　　　103　　　19　　　270　　　32　　　47
亭藤澗瞳題意喫飯97　　　　3　　　138　　　214　　　109　　　6　　　245　　　21
　　〈注〉文字の左上の数字は岡反応回数を，下の数字は出題番号を示す。以下同じ。
　2）通SC　5回の調査で4回とも8人正答の字　8字
?
伊彦汁潟枕阪藤里13　　　　30　　　　59　　　　93　　　204　　　11　　　256　　　34
　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ　同じく4回とも7入正答の字　1字　唄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　3）　5園の調査で，3回8入正答の字　17字
?
猿鞍旧殻崎肌桂宏須誰三三梶猫笠菱淋184　　　37　　　39　　　300　　　8　　　　64　　　90　　　164　　　49　　　10　　　35　　　137　　206　　　14S　　　67　　　116　　　183
　　同じく7人正答の字　7字
壷傘辰皇胤也鎌
242　　　198　　　178　　　228　　　208　　　72　　　191
　4）　5圏～2回目調査で，2回8入正答の字　20字
?
咽韓隅螢溝平壌湊宋洋灯釣幡扉熊鯉梨竜333　　317　　　70　　　559　　532　　　46　　　615　　477　　951　　　33　　　45　　　106　　182　　166　　　48　　　682　　683　　　2（レ
（龍）蓮　狼
　　エゆ　　ユアむ
　　同じく7人正答の字　24字
?
蔭俺淵巾錦弓勢幌轟笹萩籍町彫三筆淀那139　　　36　　　231　　　14　　　　23　　　527　　　230　　　525　　　747　　　511　　　281　　　82G　　　43e　　　S27　　　111　　　98　　　495　　　18
弥　泡　鷹羅蘭嶺57　　　229　　　236　　　678　　　188　　　135
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　上に掲げた字は，正答反応も高く（8入又は7人），また固定している文字群
である。調査回数は調査文字によって5回・v　2回と回数に幅があるが，表外字
の場合，2回以上続けて正答できるということは，相当固定度の高い文字と考
えられる。なお，これに属する文字は，いくつかの文宇を除くと（螢，溝，・壌
湊，宋，鯉，梨，糊，幌，轟，籍，腺，疏，淀，羅）表外字調査文字のうち，
初めのころに提出された文字，換言すれば，F雑誌九十種の用語用字一漢字表」
の使用度数9度以上の文字が多い。一般に使用度数が多いということは，文字
を羅にする，接近する機会も多いことになろう。両者の関連の深さを知ること
ができる。
　読める衰外字としての性格をもっている文字（前述）が，その多くを占めて
いる。
〈2｝正答反応は（1）に比べるとやや低いが，反応が圃定的な文字群
　1）　4回，6人が正答の字　2字
?
雀　漬
ユ19　　73
　　3回，6入が正答の字　嘆宇?
柴　闇　樋粕
295　　218　　499　　641
　　2回，6人が正答の字　19字
?
虎曝脇廻縞芯尻叱膳樽凹疹夷肇筑琵鷲狸ら　　　　エ　　　　　ユら　　　　　ユ　　　ユ　　　エ　　　　ユさ　　フユ　ヨるむ　ぬ　　らユヨ　さうマ　う　　　ヨらけ　　うヱき　　ら
榎
599
　2）　3圏，5入が正答の字　5字?
衿頁樺叢論b　　　　22　　　386　　　524　　　5S8
　　2回，5人が正答の字　11字?
敦荻眺戴鯛墨髭琶乎女早294　　　217　　　44　　　136　　　婆54　　　534　　　546　　　520　　　526　　　851　　　93G
　3）　4回，4入が正答の字　2掌
箸宛172　243
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5章　表外字の読みの力と習得経路　233
　　3回，4人が正容の字　7宇?
挾仇斬桶餌玩模225　　　120　　　62　　　205　　　194　　　498　　　δ48
　　2回，4入が正答の掌　25字
?
喰瓶叉朴湧興野爺臆戻蒼窪瞭昆四声芳平60　　　113　　　142　　　203　　　146　　　6S　　　79　　　147　　311　　　25　　　187　　34S　　　362　　　537　　563　　621　　680　　　439
櫓　堆　麓　瓜　蟹　鮫　亮
489　　441　　　587　　342　　　？36　　　746　　801
　半数（4入）以上のものが，正答反応を示した文字で，同じ反応の回数が多
いものが，固定的であることになる。もっとも，この文字群の中には，調査回
数が必ずしも多くないもの，後期になって調査した文字もあるから（番暑の多
いものは調査園数の少ない文字）同一反応の回数のみをもって，圏定性を言い
切れないものもあるが，概して，回数の多いものは正答反応の高い文宇である
といえる。
禽調査時i
v 1f藤23456??????????
???? ??
???????
Xは調査をしないことを示す。
　もっとも，上にみるように，同じ正答人
数・正答回数であっても，正答反応の内実
は，安定型，上昇型，下降型，不定型など
があり，必ずしも同じでない。この文字群
では，まれに下降型もあるが，多くは上昇
・安定型である。
（3｝ある調査時では，高い正答反応を示す
　が，それが持続あるいは，固定しない文
字群（読めた人数は，5園の調査で最高の
人数であったことを示す）
　1）　5園の調査で，1園，8人正答の字　39字
?
新嘗今町磯鳩旭町串頃圭喉38　　　123　　1012　　　157　　4el　　　53　　　4e5　　91　　　393　　　1　　　　741　　　180
庄昌洲厨芹蝶四辻奈罵胚柏S6　　　　92　　　274　　　878　　　739　　　74　　　483　　　108　　　42　　　627　　924　　296
李　栗　燐
249　　　168　　　303
　2）　5回の調査で1回，7入正答の字　53字
嵯　埼　蒔　袖　阿
れ　　　　　　　らマ 　　る　　　ら　
漠播磐　糞菩25エ　　　155　　625　　308　　　253
結
う　　
蜜
640
???????? ???? ???? ????
????????????????????????
??????????????????????
????????????????? ???? ??
?????????????
?
????????????????????????????????? ?，?? ??? ???? ????
????
???????）））
?? ? ? ?? ?? ?
???
?
?
? ? ???
?? ??? ????
????
????
???
??
???
? ? ? ?? ?? ?? ? ?? ?? ? ??
，?
??，???，?????????
? ??? ???? ??? ? ???? ? ?? ㌦ ㌦??? ??
?????
? ? ? ? （（（? ? ??
）???????
）
? ? ?2
?????????????????????????????????????
1圓のみ，高い並答反応を示した文字の申には，
　菅（×66678）　　孝霞（3×4778）　　蝶（4×6678）
　柏（×34778）　鍋（5×4667）　蓉句（x23467）
鍵（×46667）　嘘（×34557）
などのように，高い正反応の上昇嗣定型を含むもの（エ又は2の文字群に入れ
てもよいものがある）
蜜（×X×678）楠・畠（×X×667）麿（××××57）
のように，調査回数が少ないために，反応園定数の少ないものもあるが，反颪
に
　昌（8×6765）　洲（×46586）　漠（×エ5586）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5章　表外字の読みの力と翌得経路　235．
　蹟（×24264）　殆（0×5233）
などのように，ある調査時の高い正反応が必ずしも固定せず，浮動しているも，
のもある。これらは，その調査時に，何等かの刺激によって，その文字が強く．
印象づけられたが，その後は持続しない，表外字的特徴をもったものといえよ、
う。
働　正答反応が低く，しかもそれが固定的な文字群
　1）　5回の調査で，5回とも正讐0の字　21字
?
糎　貰　厭　麓　忽　洩　馴　葱　隙　巴　恰　厄　傑　髭　尤　戟　睨　騨
　　28　　　121　　153　　154　　156　　160　　186　　192　　199　　223　　240　　246　　259　　265　　268　　306　　309・エア
肘　蒐　顎
310　　　313　　　318
???????? ????? ?????? ????? ??? ???71???????????? ???の?? ?答???? ????回?? ??? ???査??の?? ???3?? ? ???
3）　2回の調査で，2回とも正答0の掌　143字
???????????????
??
? ??? …… ????????? ?????????? ，? ，?? ，????? ??????? ????? ????? ???? ，? ????? ?? ??? ???? ??? ? ???
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ずかしい文字であることがわかる。もっとも，糎・貰をはじめ，無心洩騨濡燕
恰厄払尤睨髭肘顎葱載聯蒐麓などは，単に字形の複雑さ，むずかしさというよ
りは，現在では，かながきがたてまえで使用されないもの，他の文字で代用さ
れているもの，賂体のあるもの，又，抽象語に用いられる文字として，固有名
詞，物名，その起これらの文字面にふれることの機会が少ないものなどである
こと，したがって，この期の中学生には縁の少ない字ということに所以してい
ると思われる。他の文字で書きかえることが定着している聯（連合），蒐（収
集），戟（劇激）など，その接近度を調べるために，特に調査してみたとこ
ろ，やはり，反応は0で，書きかえ漢字としての連・収・激が，予想どおりの
高い定着度をもっていることがわかった。
・㈲　正答反応も概して不振，正答反応に浮動性のあるもの　359字
　上掲1～4の文字群にはいらない，残りの：文字群である。この文字群は，読
みの成績からいえば4の文字群と大差ないが，0に固定せず，時に多少の正答
反応もまじっており，偶然的な刺激や印象によって読めるが，それが身につか
ない，欄人的な習得のばらつきがある，表外字らしい浮動性のあるものといえ
る。後半の調査文掌に多い。これらの中には，教科書に出現した文字も多少含
まれているが，教科書に出現したことが読みの力となってはいない文字である。
　（5）の文字群359字
．之一直狙魚籠叩訊藍鼠稼股蓋一部拶露霜稽（第1回から）
据呆膝釦悠昂凄嘉粍繍蹴呑妓腫蒲一応馳丞拐棟瓦艶陽
吻帝国綾脹丑剃噛挑沙島民好心妬撫歎毒焔鞄兜劇姐惹
梢椀灸瘍茸蔽（第2圃から）　這（第3回から）
庵萎欝烏叡巖斡鷺茅娩捉勃蔓沃拗憐莫醗挽駕譜碍骸廓姦醒牒塞
毅欣矯窺峻薯錐戚棲屑尖詮備箋藪粟琢衆托撹暢鯖慧舵頻烙爽挿
猪諜槌擢搦姪釘竿杵硯秤螺嘗燭塵櫛壬溢燕而悉嫉嵩讐媛糠麗桟
挫柵箕爾酌倦絃梗膏麹汲嗅鋸兇怯秦苫渓温言蕩薦阜耶膿嚢覇把
鍬旧記斑抹冥妄悶鋲疋瀕国力卯睦俸繭牡捧曇遙：藍梁論義面諭疎
く第4回から）
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埃喝闊艦匡罫桁乍鋤錫饅難鷹碇稔氾斧焙妖揚顯簾魯奄亨蔦驕寓
稜竣硝蝕錆撰煽賎蝉遡鱒添濤噸濃誹屏鋒誘鰻緬裡浬苛訣菰跨昏
躁凌逡姑疹翠雛弗歪埠難哩凌鱗例劉珂簸詑悸彗咀楕槌絆哺翻巻
閨瞼諦僅擁嘔欄嬌眩猜撲咬甦吼狡鉛筆褥揉聚駿弛涯喋鰯恥曝籐
躇撞瓢屍読轍紗粁按鶯恢儲赫柑講饗僑禦鰹藁痕袴筍肱麟綬掠賂
三韓僻沫婆（第5回から）
皿　表外字の習得経路
1。1年入学時の調査から一一習得経路の手がかり
　上掲のように表外字調査では，単にその文字の読みを調べるだけでなく，ど
ういう文素領域・文字背景を媒体として，その文字が読めるようになったか，
習得経路，：習得の媒体となった文字環境を内省記入させる方法をとったので，
習得要因を推定する上で非常に効果的であった。
　まず1年入学時の表外字の習得経路であるが，はたして習得経路を想起して
記入してもらえるかどうかをあやぶむ気持も皆無ではなかった。にもかかわら
ず，よく想い出して記入してもらえた。表外字に接することは，他の教育漢字
や教育漢字外当用漢字のように，多方薦から，又しばしばではないために，接近
した際の印象が，文字経験の複雑・雑多な成入に毘べると鮮明であるからか，
予想以上に，習得経路を知ることができた。反応のおもなものをあげると，
　〔人　名〕
　藤伊（5人，習得経路を入名からと答えた人数を示す。以下観じ）　堀妙
岡彦塚桂（3＞智阪杉袖（女性教師の名という注釈つき）熊也｛2）笠曽昌吾蝶弥
鹿（1）
　なお，錦猷（映画俳優の名），錦にしき（すもうとりの名……しこ名のこと）
彦（マンガ・少年サンデー）というような反応もあった。入山と答えても，姓．
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ttﾉ多いもの，名につけるものと別のあるものがあり，藤朝岡のように姓として一
椴的に普遍性の高いもの，特定の親しい人（親・きょうだい。友入・先生等）
の姓や名，知名度が高い，また愛婦するスポーツや芸能関係者の名，愛読書の
薯一名・主入公名などの種々相はあるが，いずれにしても人名に関するもの
が，表外字習得に大きな役割を果たしていることがまずあげられる。
　　〔地　名〕
　仙奈（3｝塚潟（2｝岡崎呂西熊（1）のように，同じ文字でも，あるものは親しく
郵象の強い入門からその文字に親しみ，あるものは「社会科の地理や地図帳の
地名」からおぼえることがわかる。また，教科の学習の際に，その文字の読み
方をおぼえたものは，次のように答えている。
　　〔国　語〕　堀（1｝
　　〔祇　会〕　阪（1｝（用例としてr阪神工業地帯」と具体例をあげている。）
　　　那（火由帯の名2）　阿（2＞須（2）鹿（2）弥（1）（弥生式土器）　隅（1＞
　　〔理　科〕　杉（1｝坐（1）
　　〔体　育〕　巾（2｝
　　〔家庭〕　袖衿汁漬鍋濯（各1）
　　〔音楽・うた〕　灯12｝
など，他教科の学習が始まってあまり間のないころとしては，かなり，他教科
の学習の影響がみられる。その他，
　　〔本。薪聞など一般読書〕
　脳2）灯汁喰虎笠野州（生涯）泥（各1）
　　〔テレビ〕
　錦②　吾誰唄斬曽蝶（各1）
　　〔看板〕　靴鳩（1｝竜（日光見学の時）（1）
　　〔店頭〕　鞄鍋（1）
　　〔表示・展示物・物贔名・呼称等〕
　呂（例一風呂）　漬泥唄（レコード），脇（例一すもうの撹，関脇）　旧
くバス名）　鹿（ばかのか）
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　このようにして見ると，非常にしばしば，しかも，雑多な文字環境からその
文字を見，おぼえるという習得経験のある直入の場合はともかくとして（成人
でも，その文字の初見の際，非常に印象が強ければ，その臨空とともに，その
習得の経路も正確に，又は鮮朗に想起できる），中学生の段階ではかなり正し
く想起できることがわかる。ただし，8人共通に正答できた文字の中でも，あ
るものは人名で，あるものは地名でというように，習得経路が，必ずしも一様
でないことが，学習漢字とは異なる表外字の習得要霞の一つの特徴といえよう。
　しかしそうした特徴をもちながら，反面に地名・入質など，その文字の使用
領域が集中的なものは，共通の基盤からその文字に接近するためか，期せずし
て，その習得経路も共通してくるということをも示している。正答反応の多い
文字に，後者の例をみることが多い。そしてこれらの習得経路の記入事項と照
合してみた場合，表外字の読みの正答反応がそれぞれ何等かの必然性をもち，
納得できるものを有していること，正答が，単なる偶然や推量読みの結果でな
いことがわかる。
2．表外宇の習得経路
　1年の調査結果を通して，生徒たちは，その読みに答えたばかりでなく，その
習得経路についても可能なかぎり記入することに協力，内省記入法の成果が認
められたので，以後の5回の調査も引き続きこの方法によった。エ年～3年，
6回にわたるそれらの内省の認入によって，それぞれの文字とその習得経路の
澗に関連性のあることが認められた。
　6図にわたる調査で，8入の生徒がその文字についての習得の経路・領域，
習得の媒体となったことばとしてあげたものを整理してみると，次のようにな
る。8入それぞれ個性があり，文字環境も異なり，調査灘数も6團にわたって
いるので，内省の反応も，集団調査の結果のように集中的でないものもあるが，
文字習得の要因を考察する資料にもなるので，正答反応数の多少に闘係なく，
習得反応の実態を次に掲げることにする。（生徒が記入したそのままの形によ
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って整理してある。）
〈1｝入名から
藤之伊雪隠錦吾彦智鶴堀盈蝶桂辻弘甚蓮栃黒斑菅垣宏巳栗丞伍
梶切回浩瞳淵綾壼斉萩敦柴環椎靖乃寅芥樫毅杜欣臼獅琢嵯湊猪
樋糊置哉笹箕篠半乾喬雄筆嶋楠畠粕疋祐輔朋鯉湯冷圭稔揚蔦麿
亮瑳i亘宍汀峨鷹（以上主として人名のもの）＄那鹿崎阿奈柴垣i須虎弥嘗庄
笠稼駒愚亭尚雀悠嶺叉呑斐特輯朴桶謄鴨隈削孔李沙峯樽堺鞍瓜
蓮窪茅凱莇磯旭汐椿鵜淀鮎杵櫛鷲埴渥駿溝筑牟陸梨鞍部轟郁厨
蕪宕雁鳳（聾印以下は，入名のほかに他の経路も並存するもの）
　〔学校名〕　桐淵駿郁塾
　〔会軍勢など〕　菱（三菱銀行）旺（下文社）
　〔神社仏閣など〕　靖（靖国神社）　竜（竜安寺）　蟹（蟹満寺）
　〔動植物名〕　（r動植物名から」とこたえたもの）熊蝉兎　鳩蝶蝶雁蛾蛙
鯛鮎鰯粒餌椿
　「入名から覚えた」と生徒が記入したものは以上のようであるが，人名と書
いても，その中には
　1）　一般に姓として用いられるもの　例一伊藤阿堀票　辻茅荻斉菅
　2）　　〃　名として　〃　　　　　　　　智昌靖淳嘉　之吾弥彦也哉
　　（これらの中に，友入・先生。知人等，身辺の親しいものから，一般に多
　　い姓・名として，匿にふれる機会の多いものまで，いろいろある。「友だ
ちの名」「先生の名」など，注記しているものもあって，それがわかる。）
　3）　スポーツ・芸能関係等で知名度の高い入名。
　かれらにとって，親しい，これらの固有名詞から覚える表外字が意外に多
い。
　鋸ζしき「すもうとりの名」，錦キン「俳優の名」からなどは，前者は栃錦，後者
が中村錦之助からであることが察せられる。
　すもうの力士の名（四股名）は場所中くり返し放映され，しかもアナウンス
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によって文字の音声化（よみ）が俸ない，新聞などでも見る機会があるから，
生徒には衰外字の取得マーケットということになる。
　「栃，柏jなどは特記されてはいないがそれであろう。鳳（力士名から），
籠（すもうのへや），脇（すもうの位，関脇）などの記入が見られる。
　桂かつら「落語から」「桂米丸」と明記したものもある。梶かじ「歌手の名」は梶
光夫，嵯・峨さ．がも「映画・人名から」が多く嵯峨美智子からであろう。（3年
になって，1人がF嵯峨天皇のお名前」に気づいて購入している。なお，当時
はテレビの機種名「嵯峨」はまだ行なわれていなかった。）
　このようにしてみると，あまり一般的でないもので，ただ入名からとしたも
のの中に，この系統のものが，相当あることが推察される。
　4）古今の著名人，作家名や作品名からのもの
　　（認入例）一興（井上靖）　壷（壺井栄）　蓮（日蓮）　蕪（蕪村）
　　叉（夜叉王）　厨（厨子王）　呑テン（酒呑童子）
　汀を「人名から」として，はま・ばまと読んだのが1例あったが，小汀利得
　氏を想起した特例であろう。
　5）名づけ・呼称などに関係するもの
　　人名ではないが，名づけ，呼称などに関連して，親しいために覚えやすい
　ものもある。
　弥ヤ（汽車の名から）は，国鉄の特別列車名「弥彦」からであろう。（3年生
　の集隅調査時にも岡反応があった。）
　6）　その他，学校，会社，神社・仏閣，建造物などに名づけられた圃有名詞，
　　学校名からとした「桐・淵」などは，学区内の出身小学校名r桐ケ丘」や
　「第三岩淵」からであろうし，「駿・郁」も地域に近い高校・中学校（駿台蕩
　校・郁文中・高校）などによってと思われる。「塾」は当世流行の学習塾で，
　事例生1徒中にも利用者カミある。
　7）動植物名によるもの
　　かながきをたてまえとする動植物名が，（1｝の人名の中だけでも相当数あっ
　て，それが読めていたことは，この調査の新しい発見であったが，岡じ文字
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でも，動植物名そのものから習得したと意識しているものが意外に少ないこ
とがわかる。しかし，前述のように，動植物名に関する表外字の正答反応は
多く（227ペーージ），またここでも「入名から」としてあげられた動植物名
は，多種である。
鹿熊虎猪刃風三鷹鵜鷲雁蝶鯉行状鮫蟹蓮蘭荻菅茅野笹篠芹瓜
蕪萩椿栗桐柏黙黙榎橘榊棋藤崎朴梶蔦籐
　動植物名については次の地名以下の各領域・経路をみても，同様の傾向を
示しており，先きにも述べたが，動植物名による命名・呼称の多様性，日本
語の特性を表わしており，かながきがたてまえのこれらの文字が読めるのも，
そのためであろう。
｛2）地名から
崎伊那仙阿阪奈熊隅潟栃曽幡鎌釜樽堺韓叡葛旭槍鴻灘祇汐蘇梯
琶茨燕岬埼槻畿幌糠豊麗麹琉倶黒髭銚筑阜牟覇韓藍斧釧埠碓騨
媛渥鶯（以上，主として地名）
岡呂塚須鑛庄駒蓮湧爺播斐溜縄蒲蘭鴨桐淵綜隈函漠臥洲苑吠窪
鷺茅鳳逗勃駕凱廓樺霞串磯顯麓桟薩溝鋸耶羅洛梨（地名および他の
経路から）
「地名から」習得したと想起された表外字も相当ある。もっともこの中には，
「人名から」としてあげられた文字と重複する文字（伊那庄駒蓮など），社会
科学：習からとの印象が鮮明で，その方にあげた文字（潟翠雨函畿など）もある
が，難名と地名の関係は，地名群鶴名（逆の場合もある）で不即不離のものも
あり，人によって，どちらか印象の強い方をあげるからであろう。社会科との
関係も同様である。
　1）県名・都市名・地域名
　　潟（薪潟）　奈（奈良）　鎌（鎌倉）　函（函館）　曽（木曽）　薩（薩
　摩）など，生徒に親しい県名・都市名・個国名から，あるいは自分の周囲の
　地域名からのものが多いが，中には次のように山・川・湖などの名称による
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ものもある。
二2）由・州・湖などの名
　筑（筑波山）　叡（比叡山）　蘇（阿蘇山）　隅（富民川）　隈（阿部隈
．Jll）　琵・琶（琵琶湖）
など，具体的記入によって，印象の強い山・川・湖などの名から習得するこ
とがわかる。「地名」関係の文字の内省記入に，地図又は地図帳というのがあ
D，漢字習得に一役買っていることが認められる。
　f韓」は「国名」としてあげているものが多く，山勢の反映がみられた。
．3）場所・建造物など
　岡種の文字でも，駅名から」（踏継磯蒲汐〈汐留〉），「公園名，神宮外
苑」（苑），「名所で」（聚）などと明配しているものもある。地名・人名に名
づけられている表外字が数多く現存するかぎり，これらに卜するものが，自
然表外字習得の刺激となり，媒体となるわけである。
・（3）教科の学習を通して
　表外字の習得経路として欠くことのできないものの一つに，各教科の学習一
教科書の表外字使用一一がある。各教科で表外字を使用する場合は，ルビをつ
・けて出しているので，正しい読み方も覚えることができ，一種の表外字学習が
行なわれるとみることもできる。これは前掲二者の文字と不即不離の関係にあ
るもの（特に社会科）もあるが，その教科独自の延応用語と関係の深い文字，
その教科で魚礁される文字はやはり印象が強いせいか，教科の学習と結びつけ
てあげている。教科名をあげたもの，単に教科書からと記したもの（これはそ
の所属が判然しないが）とがある。
　1）　（社会科）　細密阪弥縄播漠蒙韓叡鳳傭葛旭屯蘇夷畿諏湘侶
宋禿閤倭（主として社会科）曽急劇扁額薩播蘭隈函李菩洲苑茅逗樺
こ旧婚琶援漏壷埼筑耶蜂琵羅梨迦那鹿須（他と並列）
　2）　（理科）　泥燐殻蛋胚褐斑稀澱昆虹凹洞亀泡糞腺疏樟熔
　3）　（家庭科）　袖衿汁鍋枕濯蓋漬股芯妙皿鉢細註
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（美術）　鳳埴蒔民度厨羅菩叡凱陀尖扉
（保健・体育）　腺爪朝命疹咽喉悸ゆ肢
（技術）　鋸　　　　　　　　　　　　　　　　　・
（国語）　李杜魯秦畠所論灯匂揃稼崖嶺扉殻襟罵虚血
（教科書とだけ答えたもの）　僅胡峯洲賢烏濫民庶藻濤誹稽盗
朱弛借壬小藩蝉
　9）　（作文）　僕　　（手紙）　拶兎
　社会科関係では，主として地理や歴隻に関係のある地名・人名で印象の強い
文字が，あげられているが，その他，弥（弥生式）縄（縄文式）屯（屯田兵）
夷（尊皇じょう夷）閤（太閤）蒙（蒙古）と明認されている例のように，歴史
上の印象深い事象や事件が，その文字を覚えさせる鍵となっていることがわか
る。このような文字は，主としてその教科特有の専門的な用語と関係のあるも
のにみられる。教科の特異性と関連のある文字という点では，次に掲げてある
理科，家庭科，美術等の教科書で，あるいは学習でおぼえたと答えた一連の表
外字をみると，それらが，たとえば，下のように，
　〔理科〕蛋（蛋白質）　胚（胚乳）　稀（稀塩酸）　熔（熔鉱ロ）
　　　　　澱（沈澱）　昆（毘虫）
　〔家庭科〕汁（みそ汁）　濯（洗濯）　蓋（なべの蓋）　股（洋服の股）
　〔美術〕埴（はにわ）　蒔（蒔絵）　襖（襖絵）
　　　　　厨（玉虫の厨子）　菩（菩薩）　苔（苔寺）
　〔保健体育〕咽（咽喉）　喉（咽喉）　悸（動悸）　肢（下肢）
　それぞれの矯語例を明詑したものはいうまでもなく，用語綱は示さなくと
も，おのずからその教科専門の用語との関連が推定される。なお，家庭科で学
習される文宇は，総体的に男子よりは成績不振の女子の方に優位性がみられ
た。照語からと答えたものの中には，他の教科ほどの独自性は認められないが
3年になって学点した申羅の古典関係の李祉魯秦などが目立つ。秦（中圏の昔
の名）魯（中麟酒代）などと記入されている。単に教科書からと書いたもの
は，その文字や反応の仕方から，国語の教科書と推定されるものがある。「蘭、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5章　表外字の読みの力と醤得経路　245
を「レン・すだれ」と音翻ともに読めたものがいて，これなど，「中国の詩」の
学習（「水晶の簾　動いて微風起る」）からであること「濤」も国語での（波濤・
怒濤）影響が考えらえる。壬のr壬生狂言から」は調べてみたら音楽からであ
った。その他，「作文から」の僕，「手紙からjの拶，兎（兎に角からか）な
ど，作文における表外字「僕」の使用，古い書簡文の書式の慣用語「挨拶」の
使：用など，現実が反映されている。
　なお，教科の学習からと答えたものの中に，必ずしも，明示した教科からで
なく，他の教科からであるもの（二一爪・保健と答えたが実は理科），記入した
教科では使用されていなかった字のもの（例一咽熔衿など）などが，時に児か
・けられる。これらは，教科の思い違い，あるいは，それらの教科に関連した参
考書毛によって読む手がかりを得たものが，そのまま教科と結びついて記憶さ
れているからではないかと思われる。又，よく読めた表外字には，1教科だけ
でなく，数教科にわたって使用されている場合が多いので，同じ文字でも生徒
．によって，自分の印象の強い教科名をあげている場合もある。なお，各教科に
，は出現していない文字でも，生徒からは何々の教科からと教科名が掲げられて
いるものは，前述のようにその教科の参考書などを通して得たものであろうが，
また，この段階になると，教科と結びつけてその文字を認識できるほど，文字
．感覚がついてくることを示しているとも考えられ，興味を覚えた。
倒　一般読書（単行本・雑誌一小説・物語）
頃云誰無封嫌灼匂雰嬉偵磨膝餌刺蔭嘘斑猫繍蛇喰淋猿頑艶閣頻
蛙兎汝硯薄塗暢卿禄牢羅錫妖蝿疏伽戎囎絆謎瞼雁鮭鰹虹（一般読
書中心のもの）
鶴頬竜綴鳩虎喰斬肌叩駈蝶唇股畠稽葦亭泥涯芯喧弘尚釣雀仇嘩
椅濡蓮叉篇粍蹴呑巳扉溜窟蒲貌辰蒼餌傘曹朴枕槽狗眉瞳鴨睡壺
嵐鍵慧帖椿溺梯鵜丼呪渦瘍盃鞍巌牙俄夷鷲壬溢肢蒔笹壌楢鳳拗
言皆苅塞杜矯洪昆嘆秦襟鰹螢罵蜜洛尖藪堆祇蜂蟹熔癩麿撰苔贋胚i
鰯唄（他と共通のもの）
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　野饗と明記したもの
　都響涯宛渦肘韓紅狐御蓼洪湘睦撰苔劉
　r一一一ma読書から」のものも縮当ある。中には前掲のものと重なる文字もある
が，
頃云誰戻顛嫌綴喰噺肌叩匂駈唇雰嬉稽涯薩偵膝鉢其嘘仇濡戴猫
汝溢淋貌下等下町俄
などは，より多く一般読書で接近する読書語彙的な文字群である。生徒の読書
関係の文字群をみると，
　切　一般読みものに特等な表現として多用されるもの　頃其婚嬉淋嘘匂頑妖
　　云
　紛　文学的衰現として印象にる残もの　例一葦（「葦の葉」）
　1ウ｝作品の題名関係のもの　猫　嵐（r嵐」r嵐が丘」）　枕（「枕の草子」）
　　伽（「お伽草子」）　羅（「羅生門」）　叉（「金色夜叉」）
　国作中入物に関係のあるもの轟（「マンガ」）　厨（「厨子王」）　鞍。狗
　　（「くらま天狗」）　呑（「酒呑童子」）（このうち，あるものは，「人名」
　に入れているものもある。）
　　などのあることが，その具体的な平入例一（「」内）によって察せら艀
　る。
　㈲　　噺聞から」と明記した一群のものは，当蒋の薪聞で，彼らにとって印
　　象的なものが取り上げられているのであろうが，「韓」は当時の政治的，
　　社会的問題への関心，「灘」は進学問題への関心（東大進学率上位高校名）
　　等がうかがえる。
㈲　テレビ・映画・音楽
　1）　テレビ
俺横越笠唇櫛曙餐瞼饗痕謎
逢嫌虎尻野羊雀醤扉狼噂拳爪闇鷹壺宛藻沙
鍵旧離瘍調車籍雛雁
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　マスコミのうち，一般読書関係の他に，テレビ・映画を通して，あるいは音
楽等の趣味・娯楽面からの影響も相当多い。
　前述の入名など，実はテレビを媒体としてのものも多いわけであるが，その
他，〈7）テレビのコマーシャルを遷しての宣伝関係のもの（これは宣伝からと開
記してあるものは，その領域に入れてある）　㊥テレビで放映されるテレビ番
組名（例一丁（二十の扉））テレビ劇等の題名からのものがある。
　亀三門麺などは前者⇔Aに属し，三三嫌斬，笠（てなもんや三度笠）狼隙拳爪
闇標鍵三三痕，瘍・謎（「テレビの題名」と明記）は後ts（6）に属する。表外字の
調査を受けた女生徒が，問題の「櫛」を見て，「これきのうの晩のテレビドラマ
の題名だからわかる。」とつぶやいた事例もあり，調査時の「櫛」の正答反応も
多かった。
　2）映画
篇即下賭弓兜三三諜舷燭麓三三三下歪
俺類三三喧仇三巴狼槽狗闇呪塞峨狙
　映衝や音楽も，題名関係のものが多い。字幕からのものもあろうが，ほとん
どが題名からのようで，特に題名からと明記したf俺・賭」もあった。狗（ク
ラマ天狗）の記入もある。総じて，習険・探偵・怪奇・股旅もの的な表現にこ
の種の一連の表外字が結びつくものが多く，興昧の対象になる内容だけに，印
象も鮮明なのであろう。表外字を多く読めた男子生徒1・4は映画の鑑賞蟹も
多い。
　3）音楽・歌謡
唄三三盃＄槍杵讃螢虹挿（主として）
戻頬駈蝶昌二巴眉宛焔僕短（他と共通）
　音楽（三三歌認二等全般）では印象的な歌詞の一部からのもの（駈・僕一
「音楽から」）などもあるが，やはり題名（例…讃一讃美歌，三一串本舗など明
記）からのようである。
㈹　看板・直管・宣伝等
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　薪しい製品にはかたかな表記のものが多いが，昔ながらの物晶や素心名には
表外字を用いたものが相当ある。表外字はかながきに改めて表記するのがたて
まえで，かながき表記も相当行なわれるようになったが，昔ながらの看板や広
告・宣伝には表外字がそのまま残存，使用されている。したがって，これらを
通して表外字に接近，覚える場合が多い。
　生徒が記入したものは，物品名そのもの，それらの伝達方法一看板・広魯・
宣伝等の表示方法によるもの，その場所・店頭・建物等が，受けた刺激や印象の
強い度合いによって，とり上げられそいるから，同じ醤が，ある入は看板や広
告からであり，ある入は，レッテルからであり，又ある入は前掲のように，テ
レビからということになる。しかし，このことは，前から見て来たように，そ
の習得の機会が，学習漢字として，又，基準性をもった当用漢字に比べて個人
性，偶然性の強い側面をもった表外字の本質を表わしたものであり，ことに，
このグループに属するものは，その傾向が強いと思われる。参考のために，記
載例を中心にあげておこう。
　1）　看板・広告・宣伝
　靴於喰此妙釣瓶磨釦椅醤傘裳箸置餌柵瓜鈎鍵鞄暴富庵鞍飴斡
　煎鯛漕註劇毒玩塾迄詣襖笠鳩肌露華泥亀導引只燐盃終段臼樟
　塵柵斜辺疹下陰朗吟膏鮫麺濯蒲渦貼
　2）伝達の場所・箇瞬
　食：堂・料理屋・すしや（下底）
　式場（挨・拶）
　駅（屑）
　のれん（辰）
　掲示・注意（此〈此ノ先〉　屑〈屑入れ〉　宛〈ポスト〉　貼〈貼り紙〉）
　レッテル（漬醤飴）
　3）　たべもの・食品名
　汁（みそ汁）　漬（漬物）　噛（味噌）　栗（栗ようかん）　煎（おしるこ）
　粟（おこし）　昆（こんぶ）　餅（菓子）
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柿梨　鮎鯛鰯　（それぞれのものに添付されテこ物贔名や容器｝箱。かごなど一の蓑示
などによるか）
4）物晶名
四　駄（下駄）　汁（墨汁）　螢（螢光処）　鹸（石けん）　蜂（蜂蜜）
蜜（蜂蜜）　呂（お風呂）
｛7｝既知の文字から類推して
　以上が生徒のあげた表外字の習得の経路・領域であるが，このほかに，既知
の文字から類推して読む，「つくりから」という反応があった。これは，漢字学
習法の基本的なものの一つであり，未知の語を知る手がかりの一つともなり，
文字の一般化，応用化，文字の拡充のはたらきは，実はこれによることが多い
のであるが，調査などに際して，いい加減にこれによられると，結果の判断に
函る場合も出てくる。つくりの音符によって，適当に，音読みにされてしまう
と，正しく読めての上か，あるいは，推量読みなのか判定の疑わしいものを往
往にして見かけることがある。こんどのこの調査でも，その点を考慮したが，
習得の内省思入という方法を併用したためか，この種の思わく読みの濫用は，
あまりなかったようである。（1つの文字に対し，二音訓両様で読むことが次第
にふえている現象もある。228ページ参照。なお，この方法で答える傾向のも
のは，性格的な函も反映されることが多い。）ただし，「つくりから」と答えた
一群の文字がある。
　｛ア）遁棲流二四擾弛丁半紗
　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　うき　㈲楯槙坦球戯緬槌挫諦撞轍恢誘狡喋咬
　実はrつくりから」と答えた生徒は，数が少なく，この調査では，ある特定
の1人であったが（「つくりから1と答えなくとも，実際は多少ともその傾向
のないものは皆無ではなかろうが），そのあげた文字を見ると，（以下，3年終
了時テスト結果による）
　切では，「つくりから」わかったとしながら，実は，すべて誤答であるもの
　遁ジュン（矛盾のジュンからジュンと誤読して，トンとは読めない）
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棲サイ（サイと誤読して，セイとは読めない）
　正答　硫ソ（×リュウ・ル）　訥トツ（×ナイ）　醇ジュン（Xキョウ）
擾ジyウ（×ユウ）　弛シ・チ（×ヤ）　汀テイ（×チeウ）　倣なす（X
　コす）　紗シャ・サ（×ショウ）
　既知のつくりの音符によるあて推量読みは，往々にしてこの種の誤りを犯す
（こうした反応を多くするものは，より性格的な面を表わす場舎が多い。）この
種の誤りは一見して，誤りの原因がわかるが，次の場合は，正答の根拠がつか
みにくいことが多い。
　㈲　つくりの音符によって読んだものが正答であったもの
　このうち，＊印の字は正答反応が1人で，他の入は読めなかった文字である・
が，楯ジュン，槙シンなどは，楯では「ジュン・3人」「たて・2人」，槙では、
fまき・3人」「シン・1人」（k掲の反応者の他なし）というように，むしろ
訓よみの方が多い文字もある。
　もっとも　諺ボウ・3人　狡コウ・2人という反応，咬コウ・2人（かむ・
1入）というような他の反応もあって，rつくりから」と答えなかった他の正答
反応にも，実はこの系統からのものかと思われるものがないともいえないが，
他の反応内省記入等にてらして，数としてはかなり少ないように思われる。
（8）そ　の　他
　なお，習得経路は判然としながら，結果の正答反応としては0という文宇群：
もあった。たとえば埴のrはにわ」がそれで，埴を「はにわ一埴輪」からとし
たものが3入いながら，埴を「はにわ」と答えたために，正答反応としては，
0という結果（ag　6回テスト）となっている。
　文字学習の対象とされない文字を印象的に把握する場合，こうした現象がお
こりやすい例を示している。
　なお，この項では，1～6回の調査にあたり，励正答皆無で，その習得経路
も誤認によるもの，④ある生徒はその文字について誤答しており，その習得経．
護もその誤認にもとつくもの，あるいは，音読結果としては誤ってはいないが。
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習得内省との対応で誤りと認められるものは，省回してある。
　（7］の例
　〈文字〉　〈誤答例〉　〈正答〉　　　　〈経路記入〉
　　　糎　　リン　　0　　（歩合，割り合，参考書）
　　　耳i毛　　　モウ　　　　0　　　　（三二）
　（1）の三
?????????????
（4）の例には，個入的のものが多い。
（9）表外宇：習得とことば
（おふろのはかり，貫との誤認）
（けごんのたき）
（慧星）
（原縞）
（消化詮）
（僅賀薪年）
　表外字の習得経路は，上来見て来たように，いくつかに分類されるが，最後
に，それらの文字が，この期の生徒に認識される場合，どのようなことばと結
びついているのか，語彙との対応で整理してみよう。
　習得の領域・経路について記入してもらう際に，はっきりそれがわからない
場合も想定されたので，どういうことば，表現を通してのものかをたずねたた
めに，生徒によっては，ことばの面からのみ答えたもの，あるいは領域・経路
と併せて，語例も詑入したもの，さまざまであった。したがって前掲のものと．
重複するものもあるが，参考までに次に記しておこう。
　詑入語例（かっこ内は記入されたことば）
旦（元　　旦）　　仙（仙　　人）　　眺（眺　　望）　　鹿（ば　　か）
駄（だ　め）　勿（勿　論）　丑（土用の丑）　涯（生　涯）
挨（あいさつ）　　拶（あいさつ）　　雰（雰囲気）　　葦（葦の葉）
尻（船　尻）　伎（かぶき）　喧（けんか）　嘩（けんか〉
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磨（醗　　磨）
灌（かんがい）
拐（ゆうカ、㌔、）
宵（今
回（三
二（初
回（三
三（容
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??????????????
吠（吠える）
揃（品物が揃う）
拳（拳　　銃）
苑（外　　苑）
悸（動　　悸）
堀（お　　堀）
濯（洗
矯（矯
披（披
挑（挑
心（尖
罵（ばと
鋼（禁
頑（頑張り）
吊（昂るす）
疏（疏　　水）
曹（軍　　曹）
眉（眉毛・眉間）
澱（沈　　澱）
????????????????????
　以下，物名等と重複・共通するもの
蹴（下　駄）　栓（消火栓）
椅（椅　子）　槽（水　槽）
瓦（屋根瓦）　　奴（照明灯）
襟（開襟シャツ）　磨（はみがき）
汁（墨汁。みそ汁）芯（鉛筆の芯）
昆（こんぶ）　　蜂・蜜（蜂蜜）
箔（金　　箔）　　襖（襖　　絵）
稀（稀塩酸）　梗（桔　梗）
鳩（鳩ノi、舎・鳩舎〈キュウシヤ〉）
泥（泥水・泥沼）
湧（水が湧く）
撒（撒　　水）
只（只　　今）
褐（褐　　色）
頓（整　　頓）
彗（彗　　星）
洒（洒　　落）
其（其の他）
載（連　　載）
伍（伍　　長）
肢（下　　肢）
嗅（嗅　　覚）
瓶（瓶　　詰）
玩（玩　　具）
熔（熔鉱櫨）
鹸（石けん）
餅（餅がし）
醤（醤　　油）
濡（雨に濡れる）
蹟（奇　　蹟）
綜（綜　　合）
讐（復　　讐）
洪（洪　　水）
裾（山の裾野）
薦（きとうし）
倶（倶楽部）
磐（大磐石）
凸（でこぼこ）
漠（沙　　漠）
咽・喉（耳鼻咽喉）
膝（伸膝前転）
屑（屑入れ）
帖（手　　砧）
羅（羅針盤）
裳（衣　　裳）
蒲（かまぼこ）
燗（お　　燗）
燐（燐酸カルシューム）
椎（椎の木）　蛇（大
膏（なんこう）
蛇）
第5輩表外字の読み方と習得経路　253；
W　教科書に使用された表外字
1．教科書の表外字
　習得経路の内省で，「教科書から」「教科の学習から」と答えたものがかなサ
あったが，実際に教科書での出現状況はどうかを調べたのが資料1の「中学校
の教科書における漢字の出現状況に関する研究」（3一表外字の場合）である。
　各教科書に使溺された衰外字は，総計515字（異なり字数一使用字種数）で
中には，9教科中1教科だけのものもあるが，いくつかの教科に共通に使用さ
れるもの，豪雨の上で，あるいは挿絵・図表等で，くり返し使用され，使用度
の高いものもある。
　教科書で使用される表外字の多くは，教科の内容に必要な事項を掲げ，説明
するために用いられ，固麿名詞（地名・属名）と普天名詞がその大半を占める
が，この調査では，出現状況ということから，国語・音楽・美術などでは著・
作家名もとられてある。固有名詞のために，衰外字でも，時に特異な文字や読
み方がされている場合があり，また教科内容のほうでも，鷲わし　オワセ，秦
シン　ウズマサ，宕アタゴ，鳩はと　イカルガ，斑イカルガ，按アゼチなどをはじ
め，驚ビロード，盃コップ，鹸シャボン，莫メリヤス，雀カナリヤなど，特殊な
読み方（用字法）が用いられている。いっぽう，「稀」など，ふつう「稀硫酸・
稀酢酸」として使われるが，教科霞では「稀」が未提出となっているので，不
審に思われるむきもあろうが，教科書では「希硫酸・希酢酸」と「希」が代用
されているために，鐵てこないという薗もみられる。また家庭科（女子）の衿
など，かなが使用されているために，漢字としては導出のものもあるなど，教科
書の表外字使用状況は，雑誌九十種の表外字の使用状況と，共通しない齎もあ
わせもっている。（使用教科書の調査は漢字習得調査のあとに実施したために，．
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表外字調査文字の資料外にある）
　　　　　　　2．調査の成績と教科書との関係
　表外字調査の成績と，教科書での表外字使用との関係をみると，次のように
なる。（3年卒業時，4人以上が読めたもの，及び第4回以降調査から省いた
成績のよい18字について）
　各誌科書で使用された漢字で
　調査の成績のよいもの
潟人が読めた掌
（？敦科）
　崎
　　　　　　　　　　らサ　
　伊岡洞阪須
　ら　　　　　　　らハ　阿猿杉竜鹿
　る　隅堀弘彦潟藤熊呂
　ヨ　吾塚亀庄仙宋釜笠菱
　ヨの　
　栃
17人が読めた字
　ア　　　　リア
　奈　垣
　う　　　　　　るら　鶴野鎌　蛇
　ぜ　　　　　ヨロ　
　縄那　也
　ヨ　指話梨
LS人が読めた字
　ま　蘇琶鷹
　ヨ　窟之筑鳳磨羅李
　ヨロ　　　ヨロヨ
　播　溝
教科書には未使用（又は二期少）であるが，
調査の成績のよいもの
（0教科）　　　　　　　　　　　　　　O．1咽服宏坐誰湊椿瞳梶嵐淋扉?
堺菅螢辻柏猫皿僕蜜燐?
殻韓駒桂柿袖汁壌智蝶枕亭幡
?
蔭俺嘩鍋峨嘘巾芹頃三三嵯笹淳唇
漕籍憧糞?
飴靴鳩釣壼狗心素塾椎弓楠畠狼桐
　ヱす　
疎裳
?
淵牙磯丙辰曹駄偵暴露麿栗嶺蓮
?
郁鴨俄菊樫雁稀嫌糊浩喉尻痔叱濡
皇継露華芯靖腺膳峰肇鮎灯粕披贋
　　　　むユ謎熔狸鯉牢
ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　も　
閣虎漬只篠鷲爪苔灘凸?
夷凹芥紙脇錦岬柴曽樋稔鉢漠
野人が読めた字
　ヰ　規埼涯
　ヨ　蘭函感熱葛梯諏
　　ロヨ
　哉泥
4人が読めた字
　　　廓磐
　ヨ　伎讃
〈注〉文字の上の数字
は使用教科数を示す。
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?
眼軸頁或逢眺拭縞嬉戴溜貼峯苑心
髄鯛蛙兎遜橘榊叶潮浴餅麺?
旦底意喧篇宵蒙蛾陀獅汝細紐倶箔
胚爺倭?
昌尚右転荻隈蘇蜜槍猿楽侶
?
渦喰斬立葉揃聖祭臆巳蒼解題伍桶
宛汰茄瓜逗瞭多野乃壕狐汐註杖曙
侠喬模牝鮭襖鮫亮謹製醤湧?
裾戻葦僅箸貌呪唖磨臼甥玩舷駿蒔
　　　　　　　　　　　　　　　ヱのむ槻濠簸琉朋賄蟹酋蕃伽鰯叉　槽?
海獣朴樽窪畿洛藻
3．読める表外字の二つの型
　よく読める表外字を大別すると，二つの類型があることがわかる。
　よく読める表外字のある種類のものは，各教科にも共通に使用されている字
で，学習に関係する文字であるから，集中して正答できる。一：方，各教科には
一度も用いられないが，集中して読める一一・paの文字がある。これらは学習によ
らないので，全員正答の場合は，共通に教科に使用されている文字より少な
い。しかし，この種のもので全員は読めないが，過半数は読める蓑外字となる
と，逆に数がふえてくる。
　また，よく読める表外字を字種としてみると，各教科書に多用されるもの，
教科書系統からのものと，教科書には使用されないが，一般からの習得系統の
もの（マスメディア，一般読書，臼常生活等）と，二つの習得因子があるよう
に考えられる。
　数科書系統のものは，普遍性のある地名・人名など固有名詞の系統のものに
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多く，専門用語もまじっている程度である。（なお，教科書使用系統で成績上
位の人名・地名に多用される文字の中にも，生徒の意識としては，教科の学習
でよりも，むしろ，スポーツや芸能人の名まえ，一般読書からの著者名・作品
名によるとされているものもあることは，上来見てきたとおりで，正答の集中
する一連の文字は，召にする機会・度数が多いからであろう。）
　したがって「人名用漢宇」と共逓する文字のあることも一つの特徴である。
　なお，使用教科書数は少なくても，集中して用いられる場合一ことに国語
科など一は，習得の率はあがることが多い。
　一方，他の一一般からの系統の文字は，教科書等では使用しがたいが，それで
いて，現実には，読書，娯楽などの日常生活を通して習得されていく文字であ
り，普通名詞（物名など）・動詞・形容詞など，より広い範囲にわたっている
ことが認められる。凱眉瞳淋俺面出憧嘘嫌叱廓闇など，固名有詞以外に使われ
る文字で，一見して，その背後にあることば，語句・文章，歌・場面などが想
定されるようなもの，咽喉皿音感糊漬飴など，生活との結びつきが考えられる
ようなもの等，日常生活を通しての表外字の習得が意外に多く，習得の文字環
境も広く展開されていることに注目される。
　たとえば，次のように整理することもできる。　（3年卒業時の威績）
　　　　　　　　　　　よく護めた表外字と習得帽子
〈多くの教科書に使絹されている表外字〉　〈教科書に使用されていない，又は使用少
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の表外字〉
阿此面猿鹿鶴崎隅堀彦淫乱幌杉庄須　　　飴俺嘩靴直峨螢薄染二二傘雀塾唇誰
潟仙宋塚藤洞奈那阪歯髄玉船鎌　　　　　玉椿辻亭瞳憧柏梶糞僕愚慮淋狼
　3年卒業蒔調査でよく読めた表外字のうち，多くの教科書に使用されている
表外字は，一般的な闘有名妙用の漢字であるが，教科書に使用されていない，
又は使用少の表外字は，固有名詞でも，あまり三論的でないもの，より生活的，
読書語彙的なものといえよう。　「靴」は社会科1教科のみに使用され，しかも
賭弓工場」の形で用いられているが，多くのものが「くつ」と読んで，rカ」は
　　　　　　　　　　カナリヤ少ない。又「雀」も「金糸雀」という読みでのみ出ている（社会）が，正答反
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応としては「すずめ」が多く，「ジャク」がそれに次ぐという状態で，習得の
要因が異なっているのである。
　以上，直接学習の対象にならない表外字も，表外宇によらなければ表詑の完
全さを期せないために使用されている教科書を通して，また，われわれをとり
まくfi常生活のさまざまな文字環境を通して，梢当蚤め表外字が習得されてい
ることがわかったが，しかし，これらの表外字は，’一方では固有名詞（地名・
人名）用の文字が多く，他方では固有名詞以外のより現実の生活臭のある文字
に多い。
　昭和27～28年，1年間にわたる発行部数の多い綜合雑誌（4誌　文芸春秋・
中央公論・改造・世界）の漢字調査の結果（標本抽出調査），使用された漢字
あ総数に対して，表外字の占める比率は，3．17％であり（すべての漢字の使用
度数の96．83％は当用漢字によってまかなわれることになる），その少数の使用
表外字（度数7度以上）を，（A）固有名詞以外に使われた度数　㈲固有名詞に使
われた度数に分けて，その順位の関係をみてある。これによると，両者の度数
関係が比較的に近いものも，蒔にあるが，ほとんどは対照的な開きをもってい
る。（昭和28年度　国立国語研究所年報5参照）
　われわれは中学生の表外字習得調査の結果から，この両者の習得因子，習得
経路が異なる面をもっていることを知ったが，上記の調査結果からも，期せず
して岡じことがみられたわけである。
　中学生が習得しやすかったごつの型の表外字：の谷間に，抽象的，思考的な語
を表わすために不可欠な表外字があるかどうか，あるとすれば，それらはどの
ような字種であるかを検討することが，表外字について考える必要が生じた場
合，今後に課せられた問題となると思われる。
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第6章　習得における誤答
　前述の漢字習得の実態で，習得の量的，質的観点から，義務教育期聞中に，
どれくらいの量の，どのような字種の文字が習得されるかの大体を見てきた。
しかし，漢字習得をいう場合，習得できなかった文話，習得に抵抗を示す文字
についても，その実態を知り，その原因を究明することが必要である。誤答の
実態を知ることが，効果的な指導法を工夫し，習得の可能性を高めることに資
するからである。
1　誤　答傾　向
1．読　　み
く1）読みの成績と各反応
　1）文字の側からみた場合
　8人の生徒の3年間の当用漢字全数の：習得状況を，正答反応だけでなく，誤
答・無答の消極的な反応面からみると，260ページのようになる。
　第1表～第2表は，個人の成績を中心に，教育漢字・教育漢字外当用漢字の
読みにおける，正・誤・無の各反応の状況鑑みたものである。
　二つの表は，どちらか読めていれば正答という従来の調査・整理方法によっ
たもので，消却方式の正答処理法によって整理された数字である。
　これによると，教育漢字の文字としての読みでは（第1表），誤答反応はほと
んどなくなる。教育漢字が，小学校で一応の学習を終え，その後も読む機会が
多いこと，その上，中学生に親しい語形で調査したから，音訓どちらか親しい
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方の読みをとって正答文字とするとこのような反応を呈する。しかし，現実の
全数調査結果では，相当数の読みの誤笛・無答反応もあったわけで，教育漢字
の反正答反応（誤・無答反応）は，そのほとんどが音訓の側にあることがわか
る。
　2）　音訓の側からみた場合
　教育漢字の3年卒業時の読みの調査を，音訊を入れた観点から整理すると第
3画面ような反応状況を示す。
　文字として読みの成績をみた場合には，金員とも881字正答できる教育漢宇
ガ，音訓を考慮に入れると，全然読めない音訓が最低2～最高39音訓，誤って
読む音訓が最低2～最高22音訓あって，IYW；1の読み関係に問題のあることがわ
．かる。また，その音訓についての誤られかたをみると，
音縫1字1：：∵抱：：艶1釜1
訓｛畿算に｝1平∵：1：：菱1
両者大差はないが，漢字の音・訓点の比率に対しては，訓の方が誤答，無答と
・も上回っていることがわかる。
　同様に教育漢字外当用漢字についてみても，音訓を外してみた場合は，かな
りの好成績となる（第2表）が，窮4表のように，音訓を考慮に入れると，誤
警・無答：の数は，かなり増してくる。
　教育漢字外当用漢字では，969字全数は学習されていないから，文字：として
の誤答・無答反応のあることは当然としても，音訓の側からみると，それが，
・いっそう多くなること，また，学習漢字でさえ個入差があったが，未学習漢字
給魅なると・さ等個嵯が多く、なうこ砂どが拶る・
劇総字灌平㌔1：難1菱1
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．
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（簗＄褒）蒼。劉の刻み⑳磯馴を入れ艶
　　　寧掌綾卒簗聴の数葎漢寧の腰みの籔贋応
教育漢字　　881字
　　　　　1672音調
（1030音・642笥il）
男子
@　1 2 3 4
女子
@　1 2 3 4
8人
ｽ均
??????字　三
ｹ空回
@％
881
P667
i99．7）
881
P661
i99，3）
881
P660
i99．3）
881
P662
i99．4）
881
P653
i98．9）
881
P6ミ1
i97．6）
881
P62エ
i97．0）
88エ
P638
i98。0）
881
P649．1
i98．6）
??字　数
ｹ訓数
@％
　0
@2
i◎．1）
　0
@6
i0．4）
　0
@10
i0．6）
　0
@8
i0．5）
　0
P2
i0．7）
　0
Q2
i1．3）
　◎
P2
i0．7）
　0
P8
i1．1）
　0
P1．3
i0．7）
??字　数
ｹ訓数
刀C
　0
@3
i0，2）
　0
@5
i◎．3）
　0
@2
i0．1）
　0
@2
i0．1）
　0
@7
iO．4）
　0
P9
i1．1）
　0
R9
i2．3）
　0
P6
i1．0）
　0
PL6
i0．7）
??1030
i100）
1026
i99．6）
1024
i99．4）
1026
i99．6）
1022
i99．2）
ioO7
i97。8）
エ006
i97．7）
1015
i98．5）
1019．5
i99．0）?（????
??　0
i◎）
　1
io．1）
　4
i0．4＞
　4
i0．4）
　4
i0。4）
14
i1．4）
　4
i0．4）
　8
io．8）
4．9
iG．5）
??　0
i0）
　3
i0．3）
　2
io．2）
　0
i0）
　4
i0．4）
　9
iO．9）
20
iL9）
　7
i0．7）
5．6
i0．5）
??637
i99。2）
635
i98．9）
636
i99．1）
636
i99。1）
631
i98．3）
624
i97．2）
615
i95．8）
623
i97。0）
629．6
i98，1）?（???
??　2
i0．3）
　5
i0．8）
　6
i◎．9）
　4
i0．6）
　8
i1．2）
　8
i1．2）
　8
iL2）
10
i1．6）
6．4
i1．0）
??　3
i0．5）
　2
i0．3＞
　◎
i◎）
　2
i0．3）
　3
i0．5）
10
i1．6）
19
i3．0）
　9
i1．4）
6．0
iG．9）
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（繁4喪）音・劉の魏みの成纈を入れた　　　　　　　．教育外当用漢字　969字
　　中言綾寧魏聴のi数轡外当縄漢寧の醗みの各反癒　　　　　　　　145◎音訓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（976音・474謬【D
男子
@1 2 3 4
女子
@　1 2 3 4
8入
ｽ均
??i丁数
ｹ調緻?
964
P436
i99．0）
934
P363
i94．0）
・946
P367
i94．3）
953
P384
i95．4）
962
P389
i95．8）
93δ
P317
i90．8）
881
P231
i84．9）
947
P365
i94．1）
940．3
P356．5
i93．6）
??】字　数
ｹ訓数
@　％
　1
@7
i0．5）
34
U6
i4．6）
10
S0
i2．8）
13
R9
i2．7）
　2
Q3
iL6）
23
W6
i5．9）
27
T8
i4．0）
16
S5
i3．1）
15．8
S5．5
i3．1）
??字　数
ｹ訓数
@％
　4
@7
iQ．5）
　1
Q1
i1．4）
13
S3
i3．0）
　3
Q7
iL9）
　5
R8
i2．6）
　11
k7
i3．2）
　61
P61
i11．1）
　6
SG
i2．8）
13．0
S8．0
i3．3）
??968
i99．2）
　924
i94．7）
・932
i95．5）
939
i96．2）
937
i96．0）
　900
f（92．2）
830
i85．0）
938
i96，1）
921．0
i94．4）?（???
??　5
i0．5）
47
i4．8）
22
i2．3）
　21
i2．2）
16
i1。6）
54
i5。5）
46
i4．7）
26
i2．7）
29．6
i3．0）
??　3
i03）
　5
i0．5）
22
i2，3）
16
i1，6）
23
i2．4）
22
i2．3）
100
i10．2）
12
i1．2）
25．4
i2．6）
??468
i98．7）
娃39
i92．6）
435
i91．8）
445
i93．9）
452
i95．4）
417
i88．0）
401
i84．6）
427
i90．1）
435．5
i9王．9）
?（???
??　2
i0．4）
19
i4．0）
18
i3。8）
18
i3．8）
　7
iL5）
32
i6．8）
三2
i2．5）
19
i4．o）
ユ5．9
i3．4）
??　4
iα8）
16
i3．4）
21
i4．4）
11
i2．3）
15
i3．2）
25
i5。3）
　61
i12．9）
28
i5．9）
22．6
i4．8）
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訓｛畿算に釜　ll：：1翻
｛2）読みにおける誤答
　読めない文字，読めない音訓の誤答反応を次に見ていくことにする。
　かつて実施した小学校の漢字力調査の結果から，読みの誤答現象を傾向的に
分けると，
　（1｝でたらめ読み
　（2）字形に関する読み誤り
　（3｝意味に関する読み誤り
　（4）文脈・語形に関する読み誤り
　（5｝不注意による読み誤り（表町や，発音に関するもの）
等があったが，この調査では，1対1方式のため，（5）の表記・発音に関する誤
りは出なかったし，に）の全くのでたらめ読みもかげをひそめていた。そのかわ
り，音訓上の誤りともいうべきものが刑しく登場してきている。教育漢字は，
中学生となると，小学校6年間の漢字学習の効果がみられて，さすがに小学校
低学年でみられたような度外れな無意味な誤りはなくなるが，それでも音翻関
係では，未学習音訓もあるため，誤答反応がみられ，教育漢字外当用漢字で
は，未学習文字，未学習音翻が多いので，誤答現象も活発である。また，ある
文字について，かなり集中的な読み誤りがみられる（誤りの共通性）反面，燭
入によって字形に関連して誤るもの，意味に関して誤るものなど，誤りに個入
差のあることが認められた。以下，それらの誤りを，傾向的にみていくことに
する。
　1）字形に関する誤り
　①類似字形に誤って読む
（教育漢字）
（以下に示す，誤答反応は，中学3年間にわたって現われたものであり，むず
かしい特殊な読みを残して，多くは，3年卒業までに，読めるようになってい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6議習得における誤答　265
る。）
餅→。まる（困）…の齢→キ。ク（曲）・紬→エツ㈹幽→キ・ク
キ。ク㈲書劃すが．つつ（菅・㈲莫選｝・・→なだ㈱懲→か・い（軽）
醗高ジュク（塾）儀→そなえる（供）畿→つとめる（勤）
　＜注＞1、文字の右上の（）内の数字は，国語敏科書で，その文字の読み（音又は
　　　　訓）の鍵出学年を示す。（0）は3年間，一度も提出されなかった音又は訓で
　　　　ある。
　　　　2．難を「なだ」（灘）と読んだのは，当時の大学進学校として名高い灘高校に
　　　　ついての字形印象のためと思われる。表外字調査の方で，ド灘」が読めた生徒
　　　　の「灘」の習得経路は，同校からと記入してあった。
　字形に関する誤りは教育漢字が既習のためか，小学校時代の誤読反応と比べ
ると，数は多くない。
　（教育漢字外当用漢字）
　未学習文字や未学習音額が多く，学習過程上にあるため，教育漢字外当用漢
字では，字形に関する誤りが多い。
　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　コ　　　　　　　　　　 　　　　　　　　ゆ宜ギ→セン・カッ（宣・且）薄バク→ボ（簿）恩賜シ→ヨウ（陽）該謝→カク
　　　　（G職　　　　　　　　　　　（0｝男　　　　　　　　　　　　　（G）窃　　　　　　　　　　　　　　（O職
（核）勺勢→ク（句）　　　　　　　　　　　苗汐→ふえ（笛）　　　　　　　　緒お→なぎさ（渚）　　　　　　　　　樺許→ゲイ（迎）
　（O｝th　　　　　　　　　　　　　　｛⑪｝　　　　　　　　　　　　　〔0｝　　　　　　　　　　　　　　（G）　　　　　　　　　　　　　（O｝
奪押→フン（奮）　　　　　　　　　今晩謬ヨ→バン（晩）　　　　　　　　　忌母→タイ（怠）　後悔カイ→バイ（梅）寡力．
　　　　　　（O）’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（O｝
→ボ（募）堕ダ落→ッイ・ズイ（墜・随）碁ゴ→キ（基）（書字でも基とかく）
　（G湧2　　　　　　　　　　　　　　　　CO）　　　　　　　　　　　　　　　　　（G）社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　ぐおに潮秒除→ショウ（消）　　　　　　　　　　　虐殺や律殺→キョ（虚）　　　　　　　　　　　　　　　窯ヨウ業→チツ（窒）斤キン・斥嫡→
　　　　　　　（O｝　　　　　　　　　　　　　（0｝　 　　　　 　 　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　ゆにショウ（升）殴オウ督→トゥ（投）　　　　　　　　　　　　　　　　幻郭→おさない（幼）刃ジン→トウ（刀）頒”ン
　　　　　　　　　ね　　　　　　　　　　　　　　　ゆほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こむ　→リヨウ（領）　拝謁エツ→カツて褐）渇カツ水磁→ダク・ケイ（濁・掲）　弾該ガイ→
・ク・カク（刻骸）岬払べ。（弁）藤。→テキ（適轍）蔚・。．。→
ジ・㈱鍵。→チツ㈱茅・。→・（予）醍・・→サク㈱懲→
　　　　　　　（O｝　　　　　　　　　　　｛O）　　　　　　　　　　　　　　　　　（e｝　　　　　　（0｝桂
ジュウ（拾）　帥対→シ（師）　　　　　　　　　　　　　　嗣シ子→おどり（踊）　喪iソウ失・喪も中→カイ（｛裏）
　く　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　くの
薦㌔→カイ（懐）懲憾→ビ（イ脚恋レン愛→ヘン（変）（書字でも変とカ・く）
　（O｝　　　　　　　　　　　　　　（O｝　　　　　　　　　　　　　　（ol　　　　　　　　　　　　　　　　　　le｝
充夢→そだてる（育）　　　　　　　　　　　辛汐；ら→さいわい（幸）綱コ㌔→モウ・あみ（網）繭ケン糸
　　　　　　　｛3）tt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　　　　’　　　　　　　　〔3）→ラン（繭）　鈍ドン才・感→ジュン（純）　　　　　　 　　　　　　　　　　　喜悦エツ→セツ（説）　緩カン→ダン（暖）
　（3》祉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2｝授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛2｝
隠イン居→オン（穏）　　　　　　　　　伺諺→かう（飼）抄汐本→ミョウ（妙）品品→たましい
266　第2編　漢掌留得の実態に開する研究
㈱粛糖。わへわ，ン（開．閉．困）堪騒・・（還）・撮物
ウ（葉）灘→熔る㈱無熱→アど㈲麟㌦か謝る㈲（概
江欄江、か、者捌蜘・→くるしい㈲鼎。暁・葡畷
総→すい．すう㈱幽→スイ（推）耀鈴スイ（掛妙→・ウ（幼）
・欝㌦ツ㈱・轟醜→べ・（弁）・・穿聾→サイ（災）（災の諦テ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　　　　ストではエンの反応多く，炎の書字テストでは災の字多し）　載野→いただかせる
（三浦饗一二）塾局｝。げる（逃）蝕→あれ㈹齢→かたる
（語）蕩→，ウ（巧）讃・，，→ガ・・ラ噸瀬）餅笏・ク㈹ロ鍵
→ダ。囲・齢→。ン（　　　　ω娃鯉・体・男・女論）　降伏7ク→ジョウ（状）轡㍉たす（浸）
鰹→おかす㈲書｝鮮→。ウ罐）轟・→ふせげる㈱飾→認ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くきぬ　　　 　　くヨ サ　　にユコ　（防）鋭エイ角→エツ（悦）補難→おぎなう（補）倫リン→ロン（論）
　〈淫〉文字の右肩上の（）内の数字は，前例のように，国語教科書での，その音・調
　　　の提出状況を示し，（）外の文字及び数字は，他教科での出現状況を示したもの。
　教育漢字の誤読傾向と比べて，教育漢字外当用漢字の読みに，字形関係の誤
りが多いことは，
（1）教育漢字外当用漢字は，学習のHが浅く，その文字の字形に1なじみが薄
　い。
（2｝未学習文字，宋学習音訓が多い。
　したがって，既知の類似の字形にひきつけて読む（誤読される文字に教育漢
掌が多い。また，学習過程上の文字に当てて読む。さらに数は少ないが，親し
い表外字と誤って読む例もある。渚，菅など）。
　上例をみると，類似弓形にも，その誤り方に種類がある。（教育漢字の場合
も同様）
　㈲偏勢冠三一（たれ）構（かまえ）など，部首構造の一部が同じで，一部は異な
　　　るものに誤る。
　労が同じでも，偏によって意味が違う（浸・侵防・妨）ように，偏肇をは
じめ，一瓢前船など，部首構造の一部の違いによって共通部分があっても，意
味が違うもの，音までが違うもの（師・帥）等種々あるが，それらの知識が伴
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わないために，掌記の類似点にひかれて誤っている。これが，対象の字数が多
くなるために，誤反応としても多くなっている。
〔例〕緩→暖　緒→渚　被→破　醜→魂　綱→網　捨→拾　陳→陣　師→帥
　　　恋→変　享→哀　碁→基　奪→奮　雇→僅　顧→願　閉→醐
　（b）字形全体が，なんとなく似ているために誤る。辛→幸　芳→苦　寡→募
など。親しくなく，見慣れない文字のため，文字構造の認知の度合いが不確か
で，そのため，なんとなく似通った文字と誤るものと思われる。
　（c）字形の一部認知により誤る
　読む対象としての字形が，全体として認められず，その文字構造の一部を認
知するために生ずる誤りがある。これは，字形の一部認知による誤りとして，
従来，字形の不完全認知，知覚の不完全さによる誤りとされてきたものである
が，このたびの読字テストでは，教育漢字を除いて（教育漢字の例，舌ゼツ→・
チ・セン〈千〉授さずける→うける〈受〉），教育漢字外当用漢字では，この
誤り現象が非常に多い。
邊・→ソン㈲欝→ゴゼくれ㈱轟・吻ツ（欠）欝。→ケ櫓）
　　　　　　　　　　　　　　　　　くのせを　　　　　　　　　　　　くむ　くのをとひ　おくの濫ラン→カン（監）措ソ置→シャク（昔）債塀→セキ（責）草履，歴・行→フク
　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　くむ　ロま　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆな（復）　藪クン→ジユウ（：重）　媒パイ→ボウ（某）　駁賄ワイ賂→ユウ（有）　答赦シヤ→セ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（o｝　　　　　　　　　　　（elth　 　 くのくのキ・（赤）　赴7→ボク・ト（ト）　轄カツ→ガイ（害）　裳’追悼トウ→タク（卓）　拘コウ→
　　　　　　　　　　　　　　　　ぐの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　 くロばク・グ（句）陳チン列強→トウ（東）　威嚇カクゆセキ・シャク（赤）更迭テツ→シツ
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆコさヒ　　　　　　　　　　　　　　くのゆ（失）匿トク名→シャク・ジャク（若）拷ゴウ問→コウ（考）偽ギ遣→イ（為）
　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　くの感略泣か→リツ（立）佳力作→ケイ（圭）　　　　　　　　　　　　　　　　　　醜診悪・態→キ（鬼）押勅収・即→コウ
　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　 　　　　　　ゆ　ひ　ニヨゆ 　　　　 　 　　　　　　ゆせヨ（甲）婁恩多楡→ゾク（属）老翁帥→コウ（公）含が靖→コン（今）控コウ欝→
　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　 　くむ 　　 　 　　 　　　　　　　くむき　ヨ　　　　　　　　　　　　ゆクウ（空）晩鏡㌍→ドウ（童）危篤トク→ノ畷罵）侮’恥嘱辱勢→シン（辰）尼二
　　　　　　　くむぱレをヒ　　　　　　　　　　ゆにヨ　　　　　　　　　　　　　　　　くの催→ヒ（ヒ）　｝畝聖→キュウ（久）　丁寧冬イ→チョウ（丁）　女婿セイ→テイ（定）
馨・・。→ソウ㈲瀞。→キ（卉）・壷・→ギ。ク（オウ）（玉）藁鞍
　　　　　　　　　　　　くむ　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆゆまケン（兼）但㌍→タン（量）絞匙ほ遍まじる・まじわる（交）滞瀦こ→おびる
　　　　　　　　　　　　くの　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　とヨくのにく帯）頒”協→プン（分）繭ケン糸→チュウ（虫）詠口→ヨウ（羊）罷ヒ免→
　　　　　　　　　　　　　　くヨひ　　　　　　　　　　　　　　　　ゆく　ゆノウ（能）凝る→うたぐる（疑）曇ドン天→ウン（雲）筈請シン→セイ（ゼイ）（青〉
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，輪→かく（欠）鍮。．金融ユ働’潔・。→ゾク（因幡・→ぶん（ガ
漁幽→トウ㈲療。．。→ユ・ユウ（由）警・。→シ（止）銑・。→
　　　　　　　　　　　　（3｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拙セツ者→シャ・キュウ（車・九） 打撲ボク傷→ギョウ（業）（さらに字形を誤る）
シュツ．シツ㈹縷鴨ヘイ（兵）讃・・丈→オン㈲齢。→くし㈲
禽わ、、る偽）・軽四キュウ（旧）鋤。→メ・・べ・㈲薪。→
　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　（2｝祉　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金塊カイ→キ（鬼〉　　　　　埋マイ蔵→さと・り（里）シュウ・ソウ！宗）鎮チン→シン（真）
　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くめ超か越．過→ショウ（召）　避択クク→ジャク・ヤク（尺・訳）　改訂ティ正→チョウ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　き　　　ぐ　ユ　　　く コトウ（丁）　勲クン章→ドウ（動）　接触汐→チュウ（虫）　先輩材→シャ（車）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　くま　　 くの野蛮バン→チュウ（虫）詩吟ギン→キン・コン（今）宰サイ相→シン（辛）堪カン忍→
ジン（甚）・瞭蟹キ。ウ㈲略彰・→，ウ（公）・趣→ク（区）
薩・止→ハツ（発）齢。→ケイ（敬）・墨→シ（史）
　この現象は，結果的には，字形の一部認知という形をとるが，小学校段階で
のそれと中学校段階でのそれとでは，反応の要因に違いがあるのではないかと
いう疑義が持たれる。一部認知による誤反応は，教育漢字には少ないが，教育
漢字外当用漢字には非常に多い。この反応をとった文字を見ると，多くは，そ
の文字又は音訓では，国語では未学習だったもの，学習されても，あとの学年
になってからというものに多いことが認められる。「三面」の罷ヒをノウ（能）と
読んだものも，3年になって，学習後（「罷免（国語）」　「罷業（社会）」）は，8人
全員が正読できるようになる，「請」の音読み請シソは請畑に比べると，使用度も
少なく，使用語も特殊のため，他教科にも使用されない，3年で「普請」とい
う語句が出て，講シンの音読が学習されるまでは，無答や「フセイ」（一部認知と
も，字形ともとれるが）の反応であったが，学習後には金員正読できるなど，
類似事例が多い。又，国語では遂に未学習に終ったが，他教科で使用されて，
読みの力がついたために，他教科使用後は，正読できるものがふえた例（劾一
弾劾裁判一社会）も多い。しかし，学習されるまで，あるいは，何等かの機会
で，その語（字）が読まれ，理解されるまでは，実に，多くの労をはじめ，そ
の文字の構成上の主要部分を読むことによって，当面の目的を果たそうとして
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いるのである。3年での集団調査で，文字を覚える手がかりをたずねた際，
「繊塵jに着眼するものが相当数：あったが（3年の集団調査問題8－1参照），
中学生ともなると，労をはじめ，文字構成の主要部分がその文字の音を表わす
ことを知るようになる。形声文字などで，構成の文字の音符が，読みを表わす
ことから，その音符の読みが，そのまま，その文掌の読みに当たる場合もある
が，ときには転音する場合もあり，又，現在通用のものにも，呉音，漢音，慣
用音など，種々の音があり，義によって音が異なるなど，具体宇例では一様で
ない場合がある。にもかかわらず，その文字が読めない，あるいは不確かな場
愈は，無答にする前に，まず，既知の構成部分の音符をとって推量読みをして
みるという傾向が，既知の音響が小学校時代と比べて多くなり，多少とも，漢
字の形・音（義）の一般的な知識をもつようになった中学生段階ではあるよう
である。中学生に一一部認知の形ゐ読み誤りが，未学習あるいは，使用寡少の文
字（音訓）に多いのは，このためであろうと思われる。なお，不明の文字の労
又は構成部分が，等しく，親しい他の文事に使用されており，その文字のほか
が，生徒にとって定着度の高い場合は，そちらにひかれて読む。
。轡拡タイ㈱継。一・ク㈱齢。一シ。ウ㈲曙一・…
ジャン．ガン（雀禰徽→かう㈹．欝→かたる（語）（欝で・覚・語
多、）撫→やぶ、（破）・僕翠甥綿㈱耀拠スイ㈱
　これらは，前掲，類似字形に誤る例であるが，誤反応の成因過程の～つとし
）．あげられよう。
　なお，字形の一部認知と関連するものに，次のような一群のものがある。
　その文字が，畢生は文字構成上の主要部分として使用される基本的な字形で
ある場念，その文字が構成部分をなしている，親しい合成暖翠に誤って読む。
（敏育漢字）
是t’→テイ（提）（書字でも提非とかく）
　（教育外当用漢字）　　　　　　　　　　　　　　　　　Sth｛iか6翻
撃鵯シ。㈲静→。㈱書鉱ゆび㈱饒・・艦警ガイ（概暢
晶・。，→ゴ㈱鐵同やさしい（優）
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　2）　意味に関する誤り
　字形に関する誤りほど多くはないが，意味に連関した誤りも相当見うけられ
る。また教育漢字については，字形よりも意味的な誤りのほうが多い。
　（教育漢字）
同翻馨鍛めいめい機もとまる曜馨・→湖や㈲藤→ね
　　ω　　　　　　　　　　　　　　　　㈲　1海霧→しあわせ・さち　自宅そ一一）・あらそう
瀦（b）幽→のく・ひく掛。→チ・遥勝ちがう藻偽やく幽“
　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　（11　　　　　　　　　｛1）　　　　　　　　　　，
　．→；たかぶる　除？ぞ一〉はぶく　　　　　　　　　　　　　負おう→せおう　　　　　　　　備難一→・ととのえる’採る→あっ
　　める
　　　　　くエき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ対意（c）逆墾→ジュン災添・さいわv・X5．s’“・　9　v・
回瀾機吟さかき㈱曲・→やすい選魏→や胤た懲治やす
　　ちか盤→いしずえ…の卦→たとえ・浦戯→たてる藻蕊・→
　　　　　　｛王｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　（σ｝
　　あわい　欠画→とどける（欠席届か）　屋オク→やね　練ねる→なれる・きたえる
　　　　　　ゆ熟語くe）①基e．と→きち（基地）
　　②甦ひテ・（天災混・→・（自己）畏・、タイ（反対闇・・。→シ。
　　　　　　　くヨき　　　（申皆）　申シン告→ホウ（報告）・セン（宣皆）・チュウ（忠告）・コウ（広告）
　　　（1｝　　　　　　　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　　　　　（o｝　　　　　　　　　・　　｛o）　　著チ謬者→ヒツ（筆者）　　　　　　　　　　感覚カク→ドウ（感動）　　　　 　　　　　　　　　　誰養蜘→ガ（毒牙）　一夕嫡→
　　　　　　　　くユき　　　ポウ（一方）討｝ウ融弓ベン（弁論会）
　訓が意味の固定したものであるからか，意味に関連した誤りは調に多い。
（a－c）。この場合にも，（a）同じ意味の語に読み誤るもの，（b）似通った意瞭の
語に読み誤るもの，（c）その文字によって反封の愛山の語が想起されるのか，反
対概念の語として読むもの，（d）（a）～（c）のどれかともとれるが，それほど判然と
しておらず，その文字によって，なんとなく，想起・連想される語に読むもの
がある。また，同じく意味に関連する誤読であるが，訓に関する誤りに対して，
音を中心とした一連の誤りがある。その対象の文字の読みがわから．ない臨そ
の文字を含む熟語を想起して読もうとするものであって，
　①熟語の構成文宇としては読めないもの
　その文字を熟語の形としては読めても，文字としては識別できない（基もと、
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い→キチ基地）　　　　　　　　’　　　、．　　・　，、
　②熟語を構成する他の文字（音）と読み誤る（災わざわい？テン天災）
　③熟語としてはわかるが，それを構成する単位とレての文字の読みがわから
ない（天あめつ地ち）などがあるが・今回｝ま・（u．s．lg．と4eなく・又・（3＞は・
調査方式が，口頭による1対1方式のため，現れなかった。（調査方法，参照）
　（教育灘世外叢用漢享）
同意（。）撫→かまえる痴→うす、、識ゑ・→うつくい継→とる．
　とらえる
　　　　ゆ　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　ての　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　じ　　　　　　　　く　類意（b）礎雛→もと　執とる→にぎる　契欝→きめる　乏猷→まずしい　潜＃そ→
　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　くヨき　　　　　　　　　　　　コくヨき　　　　　　　　　　　　　ゆ
　しずむ　削9ず→きる・ほる　三毛婆→たてる　翻£嚢が→かえる　論いる→うつ
　｛2｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘2｝　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　　　　　　　　漂宝トさまよう・まよう　縁海→はじ　添撃→くわえる償霧→はらう
　くユコ
　凍慧→ひるる
　　　　ゆ　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　て　う　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　ヤ対応（c）蚊か→はえ　幾野→いつ　鈍獣→するどい（鋭）（書字でも同様）突つく
　　　　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　→ぬく（抜）　駒峰みね→ふもと（同歯の書字にも、麓とかく）　漆シツ器→トウ
　　　　ゆ　（陶）　飯野才→ドン（鈍）
　　　　　　　　　　　　　　　（O）　　　　　　　　　　　　（O）　　　　　　　　（2円理膏野　 くの連想（d）寿繋→いわう・たから　朗騨→あきらか　弦つる→ゆみ　弦ゲン→ゆみ
　｛G）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（O｝女3。体3　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　て0｝　　　　　　　　　　　　　　（O｝
　泣輪→ルイ〈涙か）　腰ヨウ郵→キャク・キョウ（脚・胸）陵墓吟つつみ　悔卵
　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドくむ　にひ　ヨ
　→なやむ・うらむ　忌晦→くやむ・いたむ・かなしい・やむ　三瀬ろ→ひえ
　　　　　　　　　　　　　　（0｝音’2　　　　　　　　　　〔O｝＆3
　る・おびえる・うろたえる　緒ts→はじめ．温言→さらに・liかに・おおい
　　　くヨき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くきう　に　朽器ち→おちる　漏雛騙→たまる・ふる・ぬれる　’耽孟が→とぼしい・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨコ　むずかしい・おしい・まずしい・さみしい・うらやましい　粘響一画ねる・こ
　　　　くヨき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　ねる　誘琴そ→さがす・ためす　駆馨け→さける・のける・どける　附奪え→きた
　　　　　　　　　くヨコ　　　　　　　　　　　　くヨコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　
　える・こたえる　欺餐→あばく面罵→かたる・あなどる　恨喜ら一》にくむ・
　　　　　　　　　　　　　　くヨコ　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　あやしむ・なやむ・ねたむ趣雛→すき　謡酔→わらべうた・うた遍歴二→
　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　げ　　　　　　　　　　　　　く　き
　さき　双肩ケン→ハイ・袖（背）憎暑く→ねたむ・かなしむ・のぞむ　浸欝→み
たす灘・→あやまる蕊毫・→かためる菱・・→おどろく婁・・→はぶく
　ゆ　　　　　　　　　　　　 ゆ　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　占工め→せめる　嘆暫→おどろく　葬震→まいる・かざる・おくる　乱麓一》あ
　　　　　　　　　く　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　れる・やぶれる　奉箋震→まいる・つとめる・まつる　優離→うつくしい・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ、うれしい・うるわしい・おおしい・すばらしい　惜鮎→かなしい・さびしい
　（2｝　　　　　　　　　　　　　　　（2｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響響→とどろく醜蓉→にくい。うたがい　翼易套蓉→うけたまわる・いたわる
　ぐユコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　くユヤ　　　　　　　　　　　　　　　くガ
　掃ほく→はぶく・かたずく　掲麓→あげる　撰継→あきべや怪蟹→おそろ
　　　　く　し　　しい　藍鼠→おそろしい・ちかしい・かなしい・めずらしい・むなしい
　ゆ　堤沖つ→とりで
　　　　　　　　　　　　　　くO｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛醗2レ理2，社3　　　　　ゆ熱語〈e）②佳力作→ケッ（傑作）赴フk→テン（転任）恒コウ星→ワク（惑星）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆゆ ゆ　富田→カツ（喀血）　拝謁エツ→ケイ（拝啓）　紛糾許→ソウ（紛争）添テン加→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごゆ　ヨ　　　　　　　　　　　　　ゆ　ヨ　キョウ（強記）・ツイ（追加）・フ（付加）婚姻イン→ヤク（婚約）　紛砕サイ→マツ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　レなユゆ　（粉宋）諮シ問→ジン（尋問）・グ（愚問）　分割カツ→り（分離）・ジョウ（分譲）
　　ゆ　さ　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　くむ　ほヨ
　恩賜シ→ケイ（恩恵）憎ゾウ悪→ケン（嫌悪）捜ソワ査→ケン（検査）・チョウ
（調査）罪・・。→シツ（疾呼）・瀧舞→〉、ン（湖畔）．テイ（灘）．対
　　　　　　　　　　くの　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆをレタユ　（湖水）・（ぬま）　一義多ヤ→キン（一斤）・カン（一貫）・テキ（一滴）漆シツ器→
　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　くゆ　　　 ゆヒお　トゥ（陶器〉光輝キ→エイ（光栄）　今嚇’→バン（今晩）三戸篭→テイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのせレタ　　　　　　ゆ　（停電）・ロウ（漏電）　一匁酔→キン（一斤）・モン（一文）卸鷺山→おしう
　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆにき　　　　　　　　　　　　　　　　　　くゆ　り（押し売り）懸ケ念→カン（観念）疾シツ病→ショウ（傷病）暫ザン時．定的→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　テッ（徹底）・ケツ（決定）・ゼン（漸次か）破壊カイ→ソン（破損）田上→タ
　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　ド　　　　　　　　　く　　ク（卓上）・バン（盤上）惜七㌔彗→ソウ（送別）　爽践セン→セキ（実績）享か楽
　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　お　レ　タヨ　→ゴ（娯楽）哀「il　as→リョ（旅愁）。バン（晩愁）契ケイ約→セイ（誓約・淘1約）
　　　　　　　　　　　　　　ゆ　セツ〈節約）・ケン（倹約）一総括カツ→チ（一致）・セツ（一高）・ラン（一覧）
　ゆ　　　　　　　　　　　ゆ　祈ギ願磯→ネン（念願）懇コン薔炎→ジョウ（冗談）・タイ（対談）・テイ（鼎談）
　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　なコロ　ユ　　　　　　　　　　　　おほコの　ヨ　シン（？）　三日オ→ドン（鈍才）　：施七療→チ（治療）　詳顔細→セイ（精細）
　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　き　　　　　　　　　　　　　　　　く　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　分析嫡→レツ（分裂）　洞穴ケツ→クツ（洞窟）猟呂ヨ師→ホウ（法師）刑ケ傭→
　　　　　　　　　　　　　　　　くめ　　 　くユエ 　　　　　　　　　　　くハ　ケン（検事）交換カン→サイ（交際）吉キツ報・凶・日→・（予報）渡ト米・来→オウ
（欧米）・葵→エイ（鯨〉．シ。ク（繁殖）翻。→ダン（臓）・露・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　 くハ　→ヨウ（舞踊）　征伐卿→フク（征服）　草刈力1，→とり（草取）
　意味に関する誤りは，字形と同様，教育漢字外当用漢字では数も多く，多彩
である。ことに連想に関するものが多い。中には，談でたずねたものでも，そ
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の文字を二丁として，読んだ認憶があり，それが逆に誤りの因子となっている
と思われるものもある。
　趣おもむき→すき　は「趣蜘からであろうし，駆かける→どける・のける
・さけるは駆除，卑いやしい→ちかしいに卑近を想定したものと思われる。い
ずれにしても，その文字，文字を含んだことば（EJIg）から想起される調は，醜
悪，不幸，悲哀の意味をもった文字には，それに関連した訓を，反対に，幸
福，美的感情の意味をもった文字には，それに似通った訓をあてることが多く
（対義を想起するものを除く），その文字によって触発される概念は，当たら
ずといえども遠からずであることがわかる。国語をはじめ，他教科の内容が多
岐にわたるようになり，読書生活もより豊かになると，それが学習されない文
字や音訓であっても，何等かの機会に目にした文字や語は，意味的連合をもっ
て，意識下に累積されていくものとみえる。誤答の現象が，その過程や因子を
物語っている。
　又，教育漢字外当用漢字は，未学習文字や音調が多いから，熟語に関連する
誤りも目立つ。たずねられた文字（主として音読みで，熟語の形で示される）
の読みがわからないとき，その文字と結合している他の文字の読みを手がかり
にして，その文字：と対応する熟語を想起しようとする。したがって，薩接たず
ねる文字が中心ではなく，その文字と結合している熟語の他の構成文字の方が
中心になって，問題の読みが求められる。いわば，閥題の文字は副次的に扱わ
れ，それとの構成文字である他の文字が結びつきやすい熟語をさがそうとする
ために，似通った熟語が想起されることもあるが，時に意外な熟語，読みがと
び出してくる。これは純粋に意味に関する誤りというより，熟語構成による，
対応文宇の読みから規欄されて生ずる読みとでもいうべきか，その意味では，
次の文脈，語形など，問題提出に関連する誤りの中にも位置づけられよう。
　この誤りは，その文字を含む熟語の領域で多用される熟語使用の範囲と，こ
の段階での中学生の関心語彙の範囲がわかっておもしろい。
　3）提出語形による誤り
　はっきり読めない文宇に封した場合，与えられた文脈語形に合うように自
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分の観念の中で，ある語，語形を考え，その既有の語をあてはめて読むもので，
小学校時代でも，調読みの語の場合など，用言の活用形にあてはめて読むこと
が行なわれたが，中学生でも，この傾向がある。なお，音読の場合は，問題が
熟語形式をとることが多いから，前述の熟語の構成文字による誤りの形をとる
ことになる。この誤りは，字形にも，意味にもよらず，もっぱら語形（終止形）
に含わせようとするのであるから，誤答のよりどころ，理由は稀薄で，勝手な
多様な誤りが多い。
　（教育漢字）
轟・→かう鰐象奪→やしなう伽ならべ・・’くらべ・・のべ・緻一む
くいる翻→すみずみ催騰しめす・おかす・さがす・はたす・ためす
舞→。まる．こる轟奪→たよる・ことわる・たてまつる飾→はばむ
あやうむ愁→まわる．まがる・はか・・え・舞→もちい・爵→も
とめる．つとめる蝕→つける・下る・と1ナる・とどける・（さずける）
熱→ひきい。齢→つとめる・おさめ・舞→さる・はかる・まさる
瀞→のむ．のぞむ．きざむ費・・→なう・あやう認塙たつ・はたつ
　誤りの例としてあげられているこれらは，すべて読み不振の謂であることが
わかる。教育漢字の中にも，意味や宇形によらない，単に終止形を合わせよう
とするにすぎないこの種の誤りがあること，現実の読書に際して，これらが，
どのように処理されているかは，単に誤字現象としてでなく，きわめて大切な
問題をはらんでいるものと思われる。2・3年生の集団調査で，読みと語彙把
握の関係をみようとした（2年　問題8，3年　問題7参照）のは，この問題
を遍究しょうとした試みである。読めない，あるいは誤答の多かった調と語彙
理解との関係は相当深い。
　（数時圏字外当用瀧字）
　くの
特等→すすめる・いとめる・しめる・うめる・つめる・いましめる・いさめる
　の　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
免龍か→くれる・とれる・（ゆるされる）誉野→たわむれ・いわれ　募㍗→せ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くおまる・しめる・くばる。はいる。おくる・よる・とまる・（あつまる）　割勘→
　　　　　　　　　　　　　　　　くおはばむ・ねたむ・のぞむ・いたむ懲夢→おかす・へらす・ちらす・ただす
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　f31　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3｝摘つむ→さだむ・とむ・こばむ・ふくむ焦言託つげる・あげる・はげる
蜘・→はげしい・おい・まずしい．いちぢるい蚤筒たもつ．たつ．
　　　　｛3｝　　　　　　　　　　　　　　　　（3｝、はなつ　更逢ち→つねに・べつに　携鷲さ→むかえる・かえ惹・そなえる・おと
　　　　｛3｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛2｝うえる　駆撃→とける・ふける・さける・つける　探誉→ほる・はかる・たす、
・ナる齢→お・る鐙→きせる．させる．ま腕る盤ひひるがえる．
　　　　　｛2）　　　　　　　　　　　　　　（2〕とらえる　顧鷲1，→こころみる　詳随→めずらしい・むずかしい・やさしい・
揮い灘一あげる・紛る・ささげる．つげる．さげる幽→しめす
まかす
　教育漢字外当用漢宰では，学習過程にある文字が多いから，誤りかたも多岐
にわたる。同じ調の読みが，提出語形に関連して誤られているかと思えば，意
隊に関連しても誤られるなど，人によって，又，同一入によっても，調査時期
で誤られかたが異っていることがある。たとえば詳諌など，2年の国語で学習
されるまでは，無答や，提出語形にひきよせたさまざまの読みがされたが，学
習後の3年調査では，全員正読というように，学習時までの誤りの種々相でも
ある。
　の　音訓に関する誤り
①音調を度外視した読み
　提出語形で，前後の関係で，問われている文字の読み（音訓）が，おのずか
ら規定されているにもかかわらず，正しい読みがわからないためにそれを無視
して自分の知っている，親しい読みかたに反応するもので，この調査が，音韻
のすべてにわたって（3122音訓）行なわれたためか，この種の誤りが非常に多
いこと，又，あわて読みの結果というより，語形に即した正しい読みかたがわ
からないために，結果約に音訓を無視することになることが認められた。
　（数欝漢字）
；〔膏を酬に〕
　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　この
　貸クイ借→かし・かす’湯トウ→ゆ　急坂’Ψ路→サカ・ザカ　轟香燗→した・じ
　　　ゆ　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　くの
　た　織菱機→おつ　麦バク秋→むぎ　一夕櫨→ゆう　一切梶→きれ　包ホウ蔑→
　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　くけ
　つつみ　浅センー一一）あさ　X似”→に　河lliセン→がわ　宝玉艶→たま戸＝en一〉
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　　　　　ω　　　　　　　　　ω　と・ど　末マツ路→すえ　屋オク上→やね・うえ
〔蜜を他の膏に）
　　　（O）　　　　　’　　　　　　（O｝　　　　　　　　　（e｝　　　　　　　　　tv’1
　遊説ゼィ→セツ。ゼツ　功ク徳→コウ　流ル→リュウ　衆シ∴生→シュウ
　　｛0）　　　　　　　　　　《G）　　　　　　　　　　（0｝　　　　　　　　　　（G）　　　　　　　　　　　　　｛ol
　解ゲ毒→カイ　精許進→セイ　回工向ゆカイ　宗ソウ匠・族一→シュウ行アン脚燈
　　　　　　　　　　　　　（O｝　　　　　　　　　　　　　　（O）　　　　　　　　　　　　　　｛O》　→キョゥ・ギョゥ・コゥ　畠スイ納→シュッ　断食漕→ショク　一合切サイ→セ
　　　　　　　　（O）　　　　　　　　｛O）　　　　　　　　　　　　　　　　　｛e）　　　　　　　（0｝
　ツ・（キリ）　黒自野→バク　赤多や鋼→セキ・（あか）　最期ゴ→キ　修シ茜行璽
　　　　　　（O｝　　　　　　　　　　　　　〔O｝　　　　　　　　　（0｝　　　　　　　　　　　　（O｝
　→シュウ　静謬3脈→セイ　坊主ズー→シュ　カリキ説→リョク　歩プ合→ホ
　　　｛0）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔0｝　　　　　　　　　　　　　（3）
　大漁㍗→ギョ。ギョウ　一反タン→ハン・パン　渓谷妙→ヤ　暴バク露→ボウ
　　くヨき　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　くヨラ
　緑青㌍→セイ・（あお）　発ボツ起人→ハツ　悪業；助→ギヨウ　有ウ無→ユウ
　　　（3｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3｝
　曽根許→ソウ　薫極ゴク楽→キョク・ゴ権ゴン現・化・→ゲン　素ス足→ソ（もと〉
　　　　〔3）　　　　　　　　〈3》　　　　　　　　　　（3｝　　　　　　　　　　　　　　　（31　　　　　　　　｛2）
　大’所一望モウ→ボウ示シ唆→ジ　中州ス・→シュウ・シュ　都ツ合→ト福二
　　　　　　（2｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛2〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2｝
　→ジュウ　武ム者→ブ　蕪厳ゴン→ゲン・ガン　成就潅→シュゥ　成謬ヨ就→セ
　　　　　　｛2｝　　　　　　（2｝　　　　　　　C2）　　　　　　　　　　　（2｝
　イ　…百万石妙→セキ　元ガン金→ゲン　強ゴウ蜘盗→・キョウ　高弟テイ→ダイ
　　　（2｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　佼覗役功→ヤク　客卯死・→キャク　体テイ戴→タイ　丁テイ寧→チョウ　知己キ
　　　　　｛2｝　　　　　　　　　　　（2｝　　　　　　　　｛1）　　　　　　　　　　　｛1｝
　→コ　復興コウ行→キョウ　貧ヒ凋→ビン　；境ケィ内→キョウ　会工駅→カイ
　　（1）　　　　　　　　　　　｛1）　　　　　　　　　　　　　（1｝　　　　　　　　　　　（1｝　　　　　　　　　　　　　｛！｝
　読トク本→ドク　久ク逡→キュウ　宮ク附→グウ　雑ゾウ木→ザツ　参内ダイ裏→・
　　　　　　　　　｛11　　　　　　　　　’（1｝　　　　　　　　　　（1｝　　　　　　　　　　ω　ナイ・（うち）古今日影→コン　作サ法→サク　皇的子→コウ　重零ヨ復→
　　　　　　ω　　　　　　　　　　ω　　　　　　　　　　　 ω　　　　　　　　　　　　　　　｛…｝　ジュウ　天女鞠→ジョ　万バン物→マン　明メイ白始→ミョウ　板ハン木→バン・
　　　　　　〈Σ｝　　　　　　　　　ω　　　　　　　　　　　 ω・（いた）　容易イ→エキ　率ソツ先→リツ　供ク→キヨウ
繍を一二〕、
　　（o｝　　　　　　　　　　　　　　（o｝　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3｝　　　「　　　　　　　　　　　　　　（3｝　　　　　　　　　　　　　　《3｝
　字あざ→ジ　民たみ→ミン　欲霧→ヨクする　面学→メン　基辞→キ　推おす→ヌし
　　　　　｛2｝　　　　　　　　　　　　　　　　｛2）　　　　　　　　〔2｝　　　　　　　　　②　イす　血豪きな・→ガン・（め）…の由よし・→ユウ　費喜→ヒやす室むろ咲き儲
　　　　　　｛2，　　　　　　　　　　　　　　　　　〈2｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2｝　　　　　　　　　　　　　　　　　｛2】　　　　　　　　　　　　　　　　　（1｝
　→シッ　老禦→ロウ　経へる→ケイる　部類→力　竹の節品→セツ　訳縛→ヤク’
　　ω　　　　　　　　　ω　　　　　　　　　ω　　　　　　　　　　　　　　　　ω　　　　　　　　　ω
　図面→トる　額y．た→ガク　形かた昆→ケイケン弓の的まと→テキ　管くだ→カン
　　（1）　　　　　　　　　（！）　　　　　　　（0）　　　　　　　　　　　　（0）　　　　　　　　　　（0｝
　和混一〉ワらぐ　公韓→コウ　社摯→シャ・ジャ　各鯛→カクカク　政墾「｝→・
　セイ
　〔訓を他の訓に）
　　〔O｝　　　　　　　　　（3｝　　　　　　　　　　　　　③
　外ほか→そと　苦鮭が→くるしい　基良と→もと
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　他の誤答反応が比較的少ない教育漢字に，この音訳を度外視した誤りが多い
ということは，教育漢字の読みの問題点が，音訓にかかわってあることを語っ
ている。ことに，特殊の用語に使われる音，特別音訓は，それらの語になじみ
が薄いせいか，一般通用の音に読んでしまう傾向が相当あることがわかる。
（教育漢字外当思漢掌）
｛膏を訓に）
謂㌔→つな・継鞠ザ難瑠翼1騒ら・騨→ふくろ（AG一・rr・
　　　　（O｝男　　　　　　　　　　　　　（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0》　　　　　　　　　　　　　　　　　（O｝　　　　　　　　　　　　　　（O｝理3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井セィ→い　　　　　　　　　　　穂子イ→ほ袋）　刀ジン冒→は　桜帥花燃→さく：ら・婿督→むζ
　（O｝　　　　　　　　（G｝男3　　　　　　　（O）　　　　　　　　（Ol理2　　　　　（3｝　　　　　　　　　ω
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敷フ→し　　　　　　　　　　措嫡→おしい尼二→あま　苗掌→なえ　浦ホ→うら　　　　　 巣ソウ→す
　き
i〔音を他の音に〕
撫→，ウ轟炉シツ鞍→イ｝歯剥→ケン舞・。→ジ。ウ
　　｛O培　　　　　　　　　《0》　　　　　　　（O｝　　　　　　　　　　（3）　　　　　　　　　　〔3糀彊’英「女　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帆ハン船→惜嫡別→シャク繁盛㍗→セイ 深紅ク→3ウ　昔セ㌔→シャク
　　　　（3）　　　　　　　（3｝祉・露　　　　　　《2｝tlt　　　　　　　　（2鷹　　　　　　　　　　　　（1｝lh
　ホ　普請シン→セイ　施セ照→シ封ホウ建→フウ　柔毒＾和一→ジュウ　蔑拠認→
　　　　　くエ　　キョ　竃鈴レイ→リン
1〔訓を音に〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1｝ss　　　　　　　　　　　COStE｛2）筏 　 　　 　（2）if　 　　 　 　 　（1）　干ひる→カン御おん中・駄→ご単寧→ユンぶ乳ち帖子→笛ユウ若雛→ジャク
：〔訓を他の訓に）
　a）ts　　　　　　　　‘o｝きt　　　　　　　〔2｝祉　　　　　　　　　　（o睡・磐・女
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かさの柄え→がら干ひる→ほす乳ち飲み子→ちぢ若雛→わか
　教育漢字外当用漢字は教育漢字に比べると，多音多訓の文字や特殊音調が少
ないためか，音訓に関する誤りは他の誤りと比べると比較的少ない。ただ，別
訓，俗馴に読むものがかなりあること，それらが，多く未学習音訓についてで
あることは，一般読書が，それだけ行なわれていることを示しているとみられ
る。
　②表外訓（別訓・俗訓等）で読む
　当用漢字音訓表で認められている音訓以外の読みかたで読んでいるものが蒔
にある。これらは，笹野謂からみれば，はずれた読みかたであるが，別丁・回
訓として世智でも時に用いられている影響からであろうか。
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　また，名乗り舗として通用しているもの，まれに熟字訓に反応するものもあ
り，この期の中学生の表外調に対する関心の度合い，影響がわかっておもしろ
い。
（教密漢字）
〔別戸・儀翻1に〕
　　〔0｝　　　　　　（G｝　　　　　　　　　｛b｝　　　　　　　　　（O｝　　　　　　　　（3｝　　　　　　　　㈲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面響→つら　　　　　天あぬ血眼きな→め 後2ち世→あと　致射り→まさ　退裂→ひく
　　　　　（2｝　　　　　　　　（2｝　　　　　　　　　　　　　〈1｝　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潔黙哲→きよい→あま経へる→つね室むろ嚇欄吟へや和髄→かず
　くユき
尊潔→とうとい（8人のうち；2入のみたっとセ㍉他はとうとい。）公鋳→きみ
　　くの　一夕嫡→ぱた（七夕か）
（教育漢門外轟絹漢掌）
　（o｝　　　　　　　　（e）　　　　　　　　　（G）　　　　　　　　　　　　　　　　　（o｝　　　　　　　　（o｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陵鰭→おか紅獄→あか　装窮→よそう 充象で→みてる・みちてる 　　　　　　尼晶懸
　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　→ジ（孔子・仲尼か）　貞弼節・女・操→ジョウ。さだ　操撃→あやつり（る）
　（0）　　　　　　　　（O汝　　　　　　　　　　（O）　　　　　　　　　　　（O｝　　　　　　　　　　（e｝ffz
　弦つる→いと　辛糖→つらい　臭辞→におい　完遂対行→つい　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　1緒お→はじめ・
　（0｝亀L3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　‘0｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3｝
　免題か→ゆみされる　危鯉ク→あっ憤擁ぬ→おこる・いかる　凝こる→かた
まる暴クィ→やす幽・→おどかす．おどろかす離幽よごす藏・→・
　　　　　（2｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3〕杜・体　　　　　　　　　　　　　　　　　（3｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3｝
　まわ’る　怒εか→おこる　克9ク服→カツ　芳鶴ぱ→よし　被認→きる・かぶる
　｛2｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2｝　　　　　　　　　　　　　（2｝技・理・膏　　　　　　　（2｝拙
　旧臣ど→まよう・とまどう　訪港ず→たずねる’香か→かおり　御おん・→お・み
　くユ　　　巻カン→ケン（巻雲か）
　以上，読みにおける誤りの傾向を類別的に見てきたが，向一の文字でも，学
習の有無，被調査者の個性などによって，現実には種々の角度から誤られてい
る。
（3）誤答反応に見られる習得過程
　この調査は，3年間（6回）にわたり継続調査を実施したので，各人の反正、
答反応を継続的に観察することができた。その結果，（無答一誤答）から正答
反応が漸層的，上昇的に定着していくのが習得の過程の典型であり，できる文
字は，多くその反応過程を示しているが，中に，：習得過程として注起しなけれ、
ばならない次のような現象が認められた。
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　1）岡じ誤りがくり返し続けられている一一誤りが修正されない
　同じ問題を継続して読ませてみると，ときに下のような結果がみられる。’
「滞」「潜」ともに，音ではタイ2年，セン3年で学習し（岡語），卒業までに
全員が読めるようになるが，「とどこおる」「ひそむ」は学習する機会がなかっ
たために，「おびる」「しずむ」が長期にわたって修正されることなく，くり返
されている。「とどこおる」など，「滞納・滞在・沈滞・二二と字音語の方が
多用され，これがわかれば，「とどこおる」は読めなくても，わからなくても
さしっかえないようであるが，伝えられる，大学生に「交通の渋滞」と書かせた
ところ「交通の重体」と書いたというような誤りは，滞の調の不振（字義の不
備〕 音 1年 2年3年
?
1年2年3年
1．タC
? 0 ? 0 ? 0 0 0
他 0 理 社
1．と??
他 0 0 0
2。
?
2。
?
他 他
3．
?
3．
?
他 他
音 生徒jユ 2 3 4
??
2 34計
? 生徒j12 3 4
??
2 3 4 計
1 ◎
?
◎ ○ 4 0
2 ◎
?
◎ ◎ ○』 5 おびる おびる 0
?????????
3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ タン ◎ 6 おびる おびる 0
4 ◎
?
◎
? ?
○
? ?8
??????
◎ おびる おびる おびる 1
5 ◎
? ?
◎
?
◎ ○
?
8 ◎ ◎ おびる ○ おびる おびる 3
6
?
◎ ◎
?
◎ 鑓 ◎ 8 こる ○ ○ ◎ おびる ○ とる ’5
〈注〉　上段は「滞」の字の音訓別の学習状況を示す。下段は8入の生徒のユ～3年
　　（6回）の調査結果を示す。
　　　◎○は正答（◎は完全正答，○は正答反応に渋滞のみられたもの），／（斜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ線）は無答，誤答はそのまま記入。2避続けて正答⑥のうち，空欄は習得で
　　きたものとみなす。Zは正答2回後の無答を示す。
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（潜〕 音 1年2年3年　　訓 1年2年3年
1．セ
?
0 0 8　　1．ひ
? 0 0 5
他 社・体 0 　　そO　　　む 他 0 0 0
2．
?
2．
?
他 他
3．
?
3．
?
他 他
音 生徒j12 3 4亨・ 3 4 計
?
????
2 3 4
??
2 3 4 ?
1 ◎ シン ◎
?
3 しず しずむ 0
2 ◎
?
◎ ◎ ◎
?
5 しずむ しずむ しずむ しず しずむ 0
???????
3 ◎ ◎
?
◎ ◎タン
?
6
????
○ ◎ しずむ しずむ しずむ 2
4 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎シン ◎ 6 しずむ しずむ しずむ しずむ すむ しずむ 0
5 ◎ ◎ ◎ ◎◎◎
?
○ 8 ◎ ◎ ○ しずむ しずむ しずむ しずむ しずむ 3
6 ◎ ◎
?
◎◎◎ ◎ ○ 8 ◎
?
◎ ○ ◎ ◎ ◎しずむ 7
振でもある）につながるものであろうし，潜をrしずむ」と読むのは，潜に
「しずむ」意もある（例→沈潜）ので，意味的に通じ，これなどは，「しずむ」
で通用してしまいそうである。あきらかに誤りである，意味的には通じる，と
否とを問わず，岡じ誤りがくり返されていて，誤りが固定している一本入は
そう思いこんでいると思われる場合が見うけられるのである。これらの誤りが
学習によって，あるいは他の読書，何かのきっかけで正しい読みかたを知る機
会を得ない場合があろう。それが中学卒業後の誤読にもつながるのではなかろ
うか。この現象は，学習されなかった文字に多い。また，学習途上にある教育
漢字外当用漢字だけでなく，数は少なくなるが，教育漢宇の問題のある読みに
もみられる。この現象は，未学習文宇・未学習音訓の場合に多く，また，個人
的傾向というより，むずかしく，問題のある文字については，共通にみられる
現象である。それに対して，次のような場合がある。
　2）　テストの度に反応が異なる
　同じできない場合でも，誤答が圃定しているのに比ぺて，テストの度ごとに
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〔鋭〕 〔図〕
? ?2 3 4 ?2 34 計 ?生徒j12 3 4
??
2 3 4 ?
1 セツ 0 こまる おこる こまる こまる 0
2 セツ ◎ セツ 1 こまる こまる こまる いる こまる 0
???????
3 ○ セツ ◎ ゼツ ゼツ セツ 2
??〜?
イン こまる おん こまる こまる こまる おこる 0
4 1 いる こまる こまる こまる こまる 0
5 ゼツ エツ ゼツ ゼツ ゼツ エツ 1
?? ?
いる
?
いる こまる こまる 2
6
? ? ?
・◎
? ?6 こ 量だわ はかる こまる 0
　　　　　　　　　　　　　〈入学一→卒業〉
　　　　　　　　　　　　　正答　　正答
読みo嘉嬉閉’伝説1鰍
：書き　　　　　倭説　　　6人　8人
読み　音イン
書き・
　　〈入学一一→卒業〉
　　　正答　　正答
原因　8人　8人
原因　6人　8入
誤反応（無反応）が異なるもので，これは，誤る本人も，自分の反応が誤まっ
ていることを意識しているものと思われる。そのために，テスト時のたびごと
に，正反応に近づこうとして，いろいろな答えを試みるのであろう。
　「優」は，音ユウでは，「優勝」で，入学時から，8入全員が正読できたが，
訓「やさしい」では1入も読めない。（この場合，国語では，「ユウ」も未学習
音であるが，「優勝」という語の一般性，親近性から，小学校時代に，この読み
〔優〕
音　1年2年3年　訓 1年 2年3年 ?生徒j12 3 4
??
2 3 4 ?
??? ? 0 8 loL婁? 0 23 ? 0?
他 数 鶴． 鰍． 他 0 0 0 すばら 0?? ? ?? ?
おおし まさ うつく うれし ◎ 1
他 他
?????
◎ うるわ うつく ◎ うれし ◎ うつく ⑨ 4?? ? ?? ?
◎ ◎ うつく ◎ ◎ ◎ ○ 7
他 他 うれし ○
?
6
r愚斑町1　亭甑、〔学蕾した語〕
優雅（国・音・女）優美（国・音・女）
女優・俳f憂（国）名優（社・音）
優越（社）優劣（国）優勝（体）
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は習得されていたことがわかる。）
　しかし，優勝をはじめとして，2年になって国語をはじめ，他教科などで優
美・優雅・優越などの語を学習したり，Eにする機会があったために，優の文
字に対する語感（文字感）ともいうべきものはある。しかし，「優しい」の調は
学習していない。2年までの，無答や，すばらしい・おおしい・うつくしい・う
れしい・まさ（人名　優まさる　などによったものであろう）などが，それを物
語っている。2年生での国語学習で「やさしい」を学習したのちの3年前期で，
7入のものがようやく正読できるようになったが，その後，伸びなやんでいるの
は，この翻，「やさしい」に対応する熟語，「優美」の語の印象の方が強いから
であろうし，又，この年代の中学生では，訓丁やさしいj’に対応する覆雅・
優美」より，「すぐれる」意の優等・優勝・優秀や，役者の意の女優・俳優など
の方に親しいからでもあろう。いずれにしても，一つの誤りのかたちに固定し
てしまわないで，正答へと模索している誤答反応の現象である。そしてこれ
は，学習の有無や文字にもよるが，また，性格によっても，この現象の出やす
いものと，そうでないものとがある。
（募〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社）募集・応募
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数）募金
音　 1年 2年3年 訓 1年2年3年? G 0 0 ? 0 0 2
他 0 数 社
1．つG他 0 0 o
2．
?
2．
?
他 他
3．
?
3．
?
他 他
? 生徒j12 34
??
2　34
? ? 生徒j12 3 4
??
2 3 4 ?
1 ◎ ◎
?
○
?
○◎
?
8 0
2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○◎ ◎ 8
??
／ ◎ ?? ?
????????
3 ◎ ⑥ ＠ ◎ ◎ ◎◎ ◎ 8 しまる おくる ◎ 1
4 ◎ ◎
?
◎ ◎ ◎◎ ◎ 8 はいる 磐 象つめ 0
5 ◎
?
◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎ 8 よる しめる せまる ◎ くばる したる 1
6 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎ 8 ◎ せまる
?
◎
?
3
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（賜〕 音 1年2年 3年
?
1年2年3年
1．
V
? 0 0 0 ? 0 2 1
他 0 0 社
????
他 0 Q 0
2。
?
2．
?
他 他
3．
?
3．
?
他 他
（社）賜与
（国）賜物・賜わる
音 生徒j12 3 4
??
2 34 ? ?生徒j12 3 4
??
2 3 4 ?
1 ハイ ヨウ 0 陰たわ 0
2 ヨウ ?0
????
黙わ G
1。?????
3 チョウ ケイ ショウ
?
○ 1 嚢らお 0
4 ケイ ヨウ ? ヨウ 0 ◎ ○ 2
5 ケイ ヨウ 0 ◎
? ?
◎ 4
6 ヨウ ショウ シャ ケイ ショウ キョウ ○ 1 ○ ◎ ◎ ◎裏鷲 ○ 6
「
2．書　　き
（1｝書きの成績と各反応
　教育漢字・教育漢字外当用漢字の書字の習得状況を正答反応だけでなく，誤
答・無答の反応面も合わせてみると，284・285ページの表のようになる。
　この表は，累積整理の方弐によっているが，それでも，読みに比ぺてかなり
の反正答反応が見られる。書くことまでは要請されていない教育外当用漢字に
反正答反応があることは当然としても，その総てが書けるように要求されてい
る教育漢字に，書きやすい，親しい語形によっても，3年卒業蒔に，なお，誤
答最葛34字　平均16．6字，無誉最高15字　平均3．8字があうということは，漢
字の書宇のむずかしさを示しているものと思われる。しかも，これが，真に習
得できたとする，習得完了の観点からでは，さらに反正答反応が多くなること
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?．??????
①．
????
?．???．??
?．?．?
?。????
?．???．??
?っ．????
?????????
?．??．??
??．?????
?．?》。??》
?．??．????
?．?》．?
?．??．???
》．??????
???????
?．。???????． 。っ．???
???
O
?．???
Qo。
?????
???
?????
cq．
?????
?．???
?。???
?．???
????
?．????
?っ．。っ???
??．??
?????
??．?????
?．???
?っ．???っ?
?．?????
熔
?．??
???????
????????
?．???
?．》??
?．????
?．》?
??????
。っ．?????
????
?．。???
eq．
?ｑ?
．????
．????
．????
?．?????
．????
．????
り
?．???
????
?．??????
????
．。っ???
．???
．???
．???
．????
．?????
．????
?．?。。????
．???
．????
っ．芭??
っ．雪????
．簸??
．。
寐I?
?
?．???
???????
．O
．???
．?????
?
．?。っ?
．?????。?
．?。っ??
．???
っ．?????
．。
．??
．????
?????
．?????
?．?。????
??
????
．?????
っ．霧??
?．???
．????
．。?????
．????
?．??
．8??
。???っ?
．?????
．?????
．????
．?。っ??
．?????
?．?????
．???
っ．o
ﾁト?
?
っ。????
．??????
．??
．O
??????
っ．????
．???
??????
?
．?。っ?
．◎
插@
??
っ．????
．》???
．?????
．??
．?。???
。?????
り
。??
?．???
．?????
。??
????
．?。?????
．H
．》????
．ま????
．。っ??
．。???
．。?。????
．??????
?．．????
o。H
??????
．??
．???
???????
q
?
?
????
．??
．???
．?????
?
????
O．①
????
?
．???
っ．??????
っ．????
．??
．。
宸ﾌ
??
????
．?っ??
．???。っ??
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は，前章に見たとおりである。
｛2｝書きにおける誤答
　教育漢字を申心に書きの誤答傾向についてみよう。
　漢字が書けない場合には，その文字・字形が想起できない，無答によること
も少なくないが，学習ずみの教育漢字では誤答が多く，しかも濤発である。
　誤答は大匙すると，
　①字形が正しくとれていない（形に関する誤り）
　②意味と無関係に，同音の他の字をあてる（音に関する誤り）
　③意味の類似，近似又は反対の文字，あるいは熟語構成上関係のある文字を
　　あてる（義に関する誤り）
があり，人・場合によっては，④当用漢字の字体でない掌体（旧字体や俗体）
を誤答とすることもある（①～③とは誤りの性格がちがうが）。
　これらの誤りは，文字により，入により，時に問題提出の前後の文脈や用語
等によって，同一の文字でも，さまざまな誤答現象を呈するが，しかしまた，
大きくみると，誤答現象の中にも，
　1。　字形が正しく取りにくい文字群
　2．　同音（翻）の他の文字，意味的類似（又は反対）等，他の文字を使いや
　　すい文字群
　3．　1・2の混合型文字群
の三つの傾向があるように思われる。もちろん，上の三つが整然と分かれて誤
られるわけではなく，混然とする場合もあるが，文字によって，誤答戯評にも
共通性・共通現象があることが認められる。
　文字によっておのずから共通的な誤答現象が生ずること，どのような誤りを
とりやすいかを，3年問の習得の過程からとり上げてみよう。
　1）弓形が正しく取りにくい文字群
　その文字を書く必要が生じた時（テス5，作文，記録，手紙その他）どのよ
うな文寧を使用すべきか，その字は，どういう宇形かを想起することはできる
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が，それが完全でないために，正しい概形がとれない，再生しにくい字形の文
字群である。その想起の確実さの程度・度合いにより，11惇形の一部しか書け
ないもの，（2）大体似通った字形をとることができるもの，（3隆の文宇の主要な
ところが，どこか一か所正しさを欠くために完成しないものなどの段階演あ
り，8人の調査結果，教育漢字では，字形がとりにくい反応が多くあった。字
形のとりにくい原因として，次のことがあげられる。
　①画数が多く，字形が複雑で，正しく書くのがむずかしいもの
　例一一：
（教育瀞字）
厳衆潔鼻暴務臨属下
（教膏漢字外懇用漢字）
環戯劇墾懇獣瞬隅隅醸一院壇髪姦墜下慈慶慢漫蒸夢憩慣熟
　画数が多く字形が複雑な文字は，一般的にいって沸きにくい場合が多い。こ
れらの文字の申には，漏略体に比べると，かなり函数が整理されて少なくなっ
ているものもあるが，全体としてみた場合はやはり多く，したがって，書きに
くい。教育漢字外割朋漢字にみられる例であるが，偏が異なって秀が同じ系統
の文字など，教育漢字の一般傾向でいくと偏を誤って労の同系の字に反応する
例が多いのに反して，つくりの方で同じように字形がとれないという現象がみ
られた。漫画の漫なども，よく呂にする字であるので，字形全体の想起はでき
ても細部で誤り，さまざまな誤字の形がとられている。
　②字形はさして複雑ではないが，どこかに誤りやすい（点画上の有無・畏短
　　・方向・つけるかはなすか，とめるかはねるか，つきぬけるか，とどめる
　　かなどの）難箇所があるもの。
（教育漢字）
衣逆均券黄術純理勝宣専低底展博複補戦勝
（教蕎漢掌外当用漢字）
為域越奥卸華暇危距胸郷謹撃迎叔淑傷睡衰賊町彫逃国酒某裕郵
裏柳廉朗廊
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　教育外当用漢字の場合は，傾向的に，教育漢字より画数が多いので，①との
区別が判然とつけがたいが，比較的に誤りに共通点の多いものが，この申にあ
げられよう。
　③なんとなく正しい字形のとりにくいもの
　②に入れることもできようが，掌形はさして複雑ではないが，偏雰冠脚など
の形や音符などの特徴によって覚える手がかりのとらえにくいものに多い，
（数育漢字）
塩革確妻児宿真典
（教膏漢字外当用漢字）
戒朽啓荒仰三一執将畳沈垂晩邦之干与肋骨卵励
　④他に類似字形があって，誤りやすいもの
（教育漢字）
永功穀鍋底率
（教育漢字外当用漢宇）
域沿悦桜早撃堪却暁遣浸侵帥随徴徹微描腹墳幣舗撲＊墨眠娘滅網
揚揺虜塁隷烈楼惑（＊撲は表外字　僕と誤る）
などがある。これら四種も，具体的に現われる場合は，誤りの因子が他と重複
する例もあり，たとえば，類似掌形には，同音の文字が多いから，同音のもの，
あるいは意味の類似などからと考えられる場合もあって，単純に字形からと綾
別できない場合もあるが，傾向としてみた場合は，字形上の誤りの多いほうの
字である。また，一歩をゆずって，字形上の誤りとしてみた場合も，上掲の4
種に画然と類別できない場合があり，特徴的に分類してみた結果のものである
ことを注意したい。
　なお，教育漢字外当用漢字は，総体的に字形が複雑でむずかしくなっている
ので，字形上の誤りが，圧倒的に多いかと思われたが，必ずしもそうではない
現象がみられた。この現象は，次の誤答現象とあわせみた時，その原因が氷解
された。
　2）同音（訓）の他の文字，同義・類義（又は対義，時には熟語構成の上で
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　　の他の文字）の他の文字をあてて書くもの
　この誤答傾向は，次のように分けられる。
①同じ音（又は認iDの異字をあてる誤り
（教理漢字）
　例一営（栄と誤りやすい）　刊（間・慣）管（宮・菅）給（級・球・久）
　効（講・功・校・郊）孝（考・行・幸・公）災（才・最・西・再）誤（互
　・語・吾・娯・護）・
（教育漢字外当馬漢字）
　寛大（関・感・歓・拡大）既報・成（期・気・認・季・希）　購売（公・構・講
　校）　幻燈（厳・源・弦・現・玄）　寡婦（家・仮・可・嫁・個）　喚声（歓・勧
　・観・完・管）　便宜（議・儀・義・疑）　示唆（左・差・刺・酸）墜as（剣・
　健・賢・圏）及第（救・級・球・旧・急・休・求・吸）　分析（積・績・責・
　席）拷閥（強・郊・郷・剛・豪）貞節（低・抵・定）禍描（化・加・仮・可）
　患賜（士・志・子・誌・師）匿名（特・篤・得・徳）款待（観・歓・憾・関・
　循）　幼稚園（知・地・痴）且つ（勝・滑）虞（恐・怖）但（正・只・唯）
　姓名（性・精・生・正・証・説）
　これらには漢字の表意性を無視・軽視しての誤りが多く（中には，意味的に
多少の連関があるものもある），その文字の持つ意味は考えず，ただ単に三二
の嗣音（Xfl）の文字をあてようとしている。
　教育漢字では，求められた漢字が想起できる場合が多いからか，むしろ字形
の誤りが多く，同音（調）に関する誤りは少ないという傾向がみられたが，教
育漢字外当用漢字では，字形に関する誤りとともに，この種の誤り，両者混
合の誤りが剛体的にみて上回っている。この場合，稚のr幼稚園」のように，
比較的生徒が理解したり使用したりする誤彙の枠内のものには，無意味の同音
（調）の文字をあてることは傾向的に少なく，その場合でも，その
　幼稚園（知地痴・児・雅・秘・維）　請求轡（聖精清情青積）　＿泊旅行（伯迫拍白
　舶船）　　　cf．連絡（格令嗣練）
文字の構成要素をとりこんだ誤り，何らかの観点で，字形と関連のある誤りが
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多いように思われる。
　しかし，その文字の使用される用語が，生徒にあまり親しくないものになる
と，実に大胆奔放に同音（SJII）の字をあてる。したがって，この場合は，字形
に関する誤りはあまり見受けられない。このことは，臼常性の高い身近な語に
使用される文字は使用度も高く，教科書をはじめ，読書その他で目にする機会
も多い，したがって，その文字を視覚的に想起することができるので，字形に
関連した誤りが多いが，この段階での生徒に親近性の乏しい文字（語）は，使用
度使用範囲などから，かれらの目にする機会が少ない，したがって，その文掌
（ことに字形）に関連した誤りが少なく，また，字義をも離れて漢字の表意性を
無視した，表音式使用が平気でなされるものと思われる。このことは，1・2
年聴に，比較的，同音（訓）の誤りが多く，学年が進む2・3年時に，字形関
係の誤りがみられることで推定される。（後の誤答例参照）学年が進んで，観
的の文字をどこかで見たり読んでいたりするため，どの字を書くべきかはわか
る，そこで字形関係の誤りが畠てきたものと思われる。
　その文字を正しく知らず，どういう文字を書くべきかが想起できない，した
がって，漢宇調査の提出語形によって，書かせようとする目的の文字の誤答の
様相も異ってくる。要するに，この種の誤りは文字に即さず，語の音によって
反応し，浮動性をおびていて，圃亡していないのである。
　たとえば，この書字力調査では，原則として，どちらか生徒に親しいほうの
語形で書かせたが，文字によっては両方の読みでたずねたものもある。その場
合，岡一文字でも，問題によって，異なる反応を示している。
　同一交宇の黙字テスト
　テスト問題によって異なる反応を示す
例一：　　＿反応
　〔換〕燕　　巻＆＆☆…馨8廠（鍼）＆6
　　　　　無る替身陣鐘…替8・変　変N（（3）返）
　　　　ポジョゥ　男2　女3　女4　（6）　　　　　　　キョゥギ　女4（5）→（6）
　〔慕〕慕情母N母→○　〔鋏〕狡義共○　〔堅〕
　　　　した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せま　　　　　　　　　　　　　　ケンゴ　　　（5＞　　（6）
　　　　慕う　親　親　親→○　　　　　狡い　　峡　　○　　　堅固　賢　N
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　　　　ロシユツ　　パクロ　　女3　　　　　　　　　　　　　　コウタイ　　　　　女3　　　　　か沁
　〔露〕露出　暴露　N　　　　　〔替〕交替　　　対　　　堅い　固い　N
　　　　こゆ　　あさつゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　　露朝露　　霧（4・5）　霜⑥　　　替える　変
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふりかえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　振替
　なお，字音語一熟語形式で問題を提出した場合に，この誤答現象が多い。
もっとも，訓の「且つ」などになると，その意味がわからないためか，「勝」
r滑」などをあてるものまでもいる。
　また，時には，同音（潮）の：文字をあてようとして，その文字の字形を誤る
という，誤りを重ねる場合もある。
　忘却吟肱（脚）　伏線→複（複）　西暦→歴（歴）　恩賜→帥（師）
また，中には
　厚い氷→暑い氷　誤解→娯解　拾う→拡う・広う（教育漢字）　伴奏→番奏
　詔勅→門門・松勅　来賓席→来贔席　元帥→二水　憎らしい一・肉らしい
　干す→欲す（教育漢字外当用漢字）
のような誤りも出やすい。徐行→・除行など，街頭でも見かける誤りである。
　Qee（翻）で意味内容の近接している字をあてる誤り
　塩水→潮水　老婆→母　妨害→防害　技巧→工　表彰　→賞　丁丁→獲　偽
　造→欺　即席→遠　焦土吟焼
　これらは，とかく成入でも犯しやすい誤ちである。語にはルビをつけ，文脈
や語脈を添えて問題を提出，他の同音語に誤解されないようにしたつもりであ
ったが，
　香水のにおい一〉硬・洪
　ボールは窓ガラスを破壊した→戒
のような例が多い。
　同音語で，しかも意味の似ている場合は，文脈が添えてあっても，適切な文
字を使い分けにくい。次のような異字をとりやすい。
　特徴→精長　喚声→歓声　貨物船→荷物船　平穏→平温　勤める→務める，
　努める　勧める（勧誘）→進める　紬める（納税）→治める，収める　固める→
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　堅める　泣く→・鳴く　恐ろしい→怖ろしい　寂しい→・淋しい
　同義・類義・対義の文字，時には，熟語の構成文字や，連想による文字など
をあてるものには
　③同義の他の字をあてる誤り
（教育漢字）　救→助
（数膏漢字外当罵漢掌）　緒論ゆ序　　ささ舟吟船　餓死→飢死　俊才→秀才
休憩→休息　違う→異う
④類義の他の字をあてる誤り
（教育漢字）
預金今貯金　冷蔵庫→冷倉庫　解釈する→解訳する　焼く→燃（その反対も〉
（教育漢字外遇用漢字）
　囚人→犯入・罪入　傑作→佳作　頒布→配布　幼稚園→幼児園　遂行ゆ執行
　僑一・武　貧乏→貧困　割れる→破れる　尋ねる→訪ねる　翁→老　呼ぶ→叫
ぶ（その反対も）干す→燥　猟師→漁・狩師　抄本→謄本
⑤対義の他の字をあてる誤り
（教育漢掌）
　貸す→借す（その反対も）袷う→捨う
（数凶漢掌外轟馬漢掌）
鰻う→吐掘る→埋彼→我　山の峰→麗（麓の誤字）露→霜捨てる→拾
　う
　⑥熟語の他の文字，連想による他の文字に誤る
　難語（教育漢字）
　かいこ　蚕→養（字形の類似ともとれるが，養蚕からとも解される）醤悪→罪悪
　易→貿　救→助
（教膏漢字外囲乱声掌）
　骨→背　申し込み→告（申欝か）依→頼　地獄→地炉（3年問つづけて。天
　瞬と異国のつもりか）　針ゆ→釣り
連想（教育漢字）
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　誤解→島島　増産→二六
〈教育漢字タ＄当堺漢字）
　尋ねるゆ聞　惜しい・→負　恨む・→僧　掃除→潔　繭→絹・麻　侮辱→恥辱
　匿名一〉芳名六二→承・朕憎らしい→恨・怒・醜汗をかく→額滞納一・
　出納　桑→蚕　刑事一〉警
　意味に連関して誤るものは，音（訓）に関する誤りと比べて，漢字の義（意）
記ついての理解（対義は別），認識があるが，それが，形・音とは結びついてい
ために生ずるもので，誤りとしては，進んだ段階の誤りといえよう。対義（反
対概念），連想による他の字をあてる誤りなども，無意昧な同音（翻）の字をあ
てるものより，何等かの意味で，その文掌の義に通う意識があると見ることが
できる。例は少ない（今回の調査でこの種の誤りが，比較的に少なく出たの
1は，この書字力調査では，一部を除いて，熟語の場合は，相対する字が，与え
られていることにもよるものと思われる）が，この種の誤りがあることによっ
’て，文字想起の過程の類型がわかる。
　3）　字形1）と音・義2）の両種の誤りが混然としてあるもの
　前にもふれたが，纐じ文字でも，その文字についての問題の出し方，被調査
者のその文字に対する記憶や認識の度合，その文寧を含む語から想起される概
念，その文字への熟合二等によって，反応の違いが生ずる。それが非常に共通
する場合は1）となり，2）となることもあるが，多くは1）2）混然とした3）をとる
持もある。上来述べてきたことと矛盾するようであるが，現実には，3）として
現われる場合が多く，又，岡一入を継続的に菟た場は，習得の過程的環象とし
’てもこの種類カミあることが認められる。
　4）字体に関するもの
　字体に関するものは，それほど数は多くないが，桜（櫻），涙（涙），峡（鋏），
掲（掲），頼（頼），瀬（瀬），随（随）など，1臼字体を書くものがまれにあり，そ
れも，教育漢字外当用漢字にみられる程度で，教育漢掌にはほとんどない。前
者では学校教育外からのものが，後者では，学校教育での学習指導が反腺して
いるとみるべきであろう。（1年入学時テストで，「櫻」と書いた女子4は，そ
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の後は5籔とも，「桜」と薪字体で正しく書いている。）
　以上みてきたように，文字，書き手，場合などの諸要因がからみ合って，誤
啓現象があり，それが，融然とは分けがたいが，一種の傾向性を示すことが，
8入の調査結果から見られたが，このことは，実は，8人だけに見られる傾晦
ではなく，他の調査，他の被調査者にも，また，同種の過去の諸調査にも，共
通するものがあることが認められる。即ち，書けない文字，書きにくい文掌に
は，聴代や被調査者にかかわりなく，共通性カミあること，過去の調査と，書け
ない文字，書きにくい文亀に共通する文字（字種）があったように（前章参照），
その誤答銭無・傾向にも，共通するものがあることである。
（3）誤答反応に見られる習得過程
　継続調査を通して誤答反応に見られる注目すべき習得過程として，読みの場
合，ほ岡じ誤りがくり返し続けられている　（2｝テストの度に反応が異なる　の
二点があげられたが，書きの場合は，さらにそれが顕著である。
　1）岡じ誤りがくり返し続けられている
　入ににより，文宇によって，同一の誤りが修正されることなく，くり返して
続けられている場合がある。
例一（教育漢字）
　　　　四鍵　／2・eタs6聖書）
il一一7’r戦争戦戦戦戦戦戦（男4）
瞬統NN単単単二（男り
弐鱒試畑鼠弐弐弐（男ス♪
酸　高察○酸訟訴（男4）
複雑○複複．複複○（懸
物　殉○均均ナ勺灼癬）
9Ess境魔塊境無恥㈱
規郵○規損謹聴降等／♪
提at定定定定定○（tr・）・
歓追訴慮観無二○勧
　　　族琢族○族○（女4＞
諜i．進進進観鉄砂國
晦○受受受受○駒
考行君寿○考老％価の
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（教育漢字外当馬漢字）
　コへ　　　な
又写　　ノ　2　3　4　’　（多ぐ生徒）
縁星惑三惑惑慾惑（女4♪
冒険昌昌昌昌○昌（男3）
笛　笛笛笛笛萄畜（女∂
垂　垂垂垂垂童窪（醗）
秘迦迎迎，迎迎迎．（癩♪
仰ぐ　日円イ卯イ卯イ卯イ卯倖ζ孝）
虐乱逆逆：逆’逆撃逆．（婦ク
　小学校で一度学習された教育漢字の中にも，
されずに同じ誤りが続けられた字もある。この種の誤りは，それが修正される
機会を失うと，そのまま固定してしまうおそれもなしとしない。また，途中で
修正されても，正答が定着せずに，再びもとにもどる場合もあり，意外に根強
いことが認められる。同じ誤りがくり返されることは，その文字の誤意識がな
いからであろう。たとえば，作文に書かれた誤字が，その前後のテスト時の誤
字と岡一であるという例渉ある。
（往徒，　ヨ無ξ贈賄油｛紋画一照文宮
（男Pt）
（ク）
．（　ll　）
（好D
饒の
（り
（　．i　）
傷名環獲．
獣争
離
交通墾則
惰眠
蜜題
先生に進められ
老板H甲甲甲甲甲（撫タ
ワ舞bl歓歓歓歓歓（男μ）
紫懸紫紫紫紫紫紫（男4）
墾　目H口墾墾墾（男の
粍；租ネ且祖祖祖祖（男4）
撤　義籔忌辰義義（女り
三人　後斐震変斐；終段ユ）
嘱　歴歴歴歴歴歴（写鉛
　　　3年間，誤りを意識せず，修正
（問題〉???????テスト時の誤字／en－e　4　S　6
境，境．歩萢境♪意♪焦
戦戦戦戦戦戦
酬単単単単
○規無規無規
劾初初初初初
犠宿指宿宿宿
○詠進○○
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　教育漢字は，小学校の段購で学習指導されており，中学校では，新しく教育
漢論外当粥漢字の指導に当たらなければならないので，教育漢字の一々の話声
について再び入念な指導をする機会が，乏しいからであろうが，テスト結果，
作文，学習ノート等を通して誤啓をチェックし，根気よく修正の機会を与える
ことが，この種の誤りをなくすために必要であると思われる。
（この調査の場合には，特に，本人からの希望がないかぎり，事後に正しい文
宇については教えなかった）
　教育漢字外当用漢宇の場含は，中学になってから新たに学習する文字である
ので，初めは無答も多く，教育漢字とは違う面もあるが，中には同様に3年間
も誤りつづけているものもあり，又，文字によっては多くのものが同じ傾向を
示している。
　なお「瀬戸内海」で出した「瀬」の字を中学入学蒔から1日字体の「瀬」と書
いたもの（男2）は，2年後期テストに親字体の「瀬」を書いたが，3年で
は，もとに戻って「瀬」になっているという例がみられる。
　ユ　　　ヨ　ベ　さ　お
　瀬瀬瀬瀬瀬瀬（「瀬」の字は1年麗語で学；目し，2年，3年でもひきつづき
文字としては提出されており，他教科でも，〈社会・理科・音楽の教科書で提
出〉読んでいるはずである）
字体などの細部になると，一度覚えこんだものは，意識下に根強く定着し，な
かなか修正されにくいものであることがわかる。
　2）　テストの度に反応が異なる
　テスト時によって種々な誤答反応をとるもので，前の固定的な誤りに対し，
浮動性のある誤りである。
　この現象は，前例と異なり，誤字を書いている本人も，その文字の正宰意識
は少ないものと思われる。それ故にこそ，誤掌としても園定していないし，ま
た調査の度ごとに，当てる字が変わるのである。rw　一一の生徒の3年問（6回）
の調査での誤りの度合，様相は，上例のように顕著な姿で現われるのを始めと
して，書字上，問題になる字には，入によって深浅の差こそあれ，大なり・」・な
り，こうした閥題をかかえている。
　　　　　　　（教育漢字）
丈タ／㌦s4s6（生徒）
偽○賓貸○貸厭（男2）
裕治広才台弓勢捨（男i）
1尊彼奪、　　　イ菟　○　イ屯イ屯3t7，，．　○　　（男4二）
覧、　予釜雇注暴力奮佳。　O　（男λ）
暴墨寒燥○爆塁（勇の
勤礼祝○紀説○（男」・）
勤〉刀○巧○切○伽
増総意増益：0癒0（男⇒
　のロ
壱寺　　・言言遺戸’き売「き庵・○○（男』つ
ぶ　臨き発発受貧僧凡○○（i女⇒
考行油鼠○眠衆3）
捌薯総湘・偲・○（男⇒
靴誌面霧○○陶）
蓮轟榊イ帳○○（男ユ）
3）　低度の誤答からより高度の誤答へ
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　　（敷膏漢字外当用漢字）
文字／㌧34s・　5（切
論講聖迷績精看俳）
勘定歓甚鞭1堪甚（努λ）
隻鍍責潮焼漫趣）
：｛箋しas｛，　日え巳組＊目・オを旦○　（：女3）
築《木編N・該（男・）
障掌劇誉劇（男・ク
撫Ptイ共・境響・（女・）
（・錬東京京○○（切
懸印聴劇’ai物盛観備講構謂藷識（女・）
　浮動性誤答反応をつぶさに見ていると，この中にも，低回の誤答から，より
高度の誤答化への変化・発達の傾向がみられる。この傾向については，前述で
もふれたが，ことに，中学で新しく学習するようになった教育漢字外当用漢字
に多くみられる。
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／澱ze4　Si　6色㈹
段陛出レ塩癌侵z）
儒教瞳要授受需（男・）
　　　授授○潮脇○（女3）
舞家煽戸嫁寡侵／♪
匿名口綿ti再芳匿後4）
　　　　　　　　　（箇鵜　　ク｛e；数冊。）
』編総記幼ZPt　O（男・）
????
舞リ
ハ’、守㍗ン
cf教：有漢写
効果野駆婦支痴○㊥
翻瞠・距・晶
晶桑全金罪喜○○㈲
万日N’麟愛慢働
満覇満剛署・！毘極〉
例日裂列烈○色り
　このように，初めは，未学習のために，その文字を知らない，語彙も理解で
きない。したがって，意味に関係なく，既知の同音の三二をあてる。やがて，
旧記をはじめ，他教科で，または他の読書その他で，その文字を学習したり，
昌にし，読む機会が得られたりするために，その文字・語彙に即して字形が想
起できるようになる。しかし，不完全なために，字形に関する誤りが出てくる
ようになるという一種の習得の過程を示しているものと，理解される。その意
味では，消極的ながら，漢字習得の一つの過程を誤答傾向によって見ることが
できるといえるのではなかろうか。
　なお，数多くの漢字の中には，教育漢字でも，人によっては，教育漢字外当
用漢字と同様な反応を呈するものもあり，また，教育漢字外当用漢字でも，年
次の単いころに学習し，その時には正しく書ける，あるいは字形に近い誤りが
見られるが，3年になってかえって低度の誤反応を示す逆の場合もあり，文字
や人によって例外もある。
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文字
破壊
漆器
影響
変更
嗣子
弾絞
該当
棄権
本籍
かっ????
テスト時とその反応
1　　年
会解
四
京供
2　　隼 3　　年
交項箆
氏子師
外涯
外害解旧
基危危
績責席
加
蚕（他はN）
善塁水
壌械滅戒
湿
京舞興三
韓功
罪律師
N
街N多し
義危虐
籟積箱績籍
籍籍鰭
務滑
蚕目眉絹繭
毒重：重
繊嚢裏碕懐
戒壊
漂濃漆湿漆
N
響
難壁
離薩嗣
核刻該弦
慨既劾咳
薬棄棄危N
亘
絹麻眉習
弊筐
学　習　の　関　係
（教科・初出学年）
（○）3，（社。理）1
（社）1，　（女）3
（国）1～3，　（音●儲二）1，
（美・粒・理）2，（英・男・
女）3
（涯蚤）1．3，　（社・理）1，
（体・女）2，（男）3
（国・他）0
（社）3
（社）3
（国。社●｛aSl）3，　（女）2
（国）3，（社・理）1
（国・社）3
（濁・まゆ）1
（鷹）1・2，（社・数・理・
美・体・男・女）1
　4）無答に潜在している正答意識
　その文字が想起できない時に無答反応をとるのが一般であるが，時に，正答
意識が働いた結果の無答，正答の潜在性をもった無答が，中学生の段階ではあ
るように発受けられた。かつて実施した小学校のpa　一児童の漢掌調査では，一一一一・・
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般的にみて，無答よりも誤答のほうに，文字に対する積極的な意欲をみた段曙
があったが，中学生では，必ずしもそうではなく，むしろ，ある種の無答の中
には，誤答反応よりは，正しい文字への意識が働いた結果とみなされるものが
ある。正しく再生できない場含，無讐をとるか，誤答をとるかは，個人の性格
による場合もあるが，単にそれだけの因子ではなさそうである。3年間の反応
、みると，次のようなケースが相当でてくる。
（文字）　　 1頂…23456（生徒）
推定　　　NN垂NOO（女3）
善悪．入　　全金NOO　　（女2）
創伽刊．立NN想NOO（女3）
楽隊　　　N対NOO　（女2）
報告　　　N臨急NOO（女3）
　　　　　服○月NOO（男2）
候補者　NN修NOO（女2）
（文字）
歌詞
危険
測熱
財産
境川
状態
配給
1ma　23456（生徒）
○詩NNOO（女3）
萸NNOO　（女3）
N則則NOO（男4）
斉NNOO　（女3）
鏡NOO　　（女3）
重NOO　　・（女2）
N球NOO　（女3）
　ふつうには，無答：→誤答吟正答（三一属→NN属属属○　武→NN無○○）
の過程が多いが，上例のように，誤答→無答→正答と，最後の固定した正答の
前に無答の段階のある場合が，かなりみられた。これらの無答は，初回の無答
反応に比べると，前圓で誤答したものの，自己のもつ潜在的な正答（意識下の
正答）とは異なるという選別意識がはたらいて無答をとる，そして，次に，何
らかの正字を覚える機会を得て，正答できるようになる過程と黙ることはでき
ないであろうか。
　そして，この現象は，共通性をもつとともに，より掻入的な特徴として作用
することが多いようである。
・（4｝誤答の個人的特徴
　3年間の継続調査の結果，文字によって誤答傾向に共通性のある反爾，入に
よって誤答の傾向，習得の過程にそれぞれ特徴があることも認められた。前項
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で，同一の誤りをくり返している例をあげた際，期せずして，ある生徒に集中
したことも，その生徒の特徴が現われたことにほかならない。
　1）正しい字形がとれない
　二男子4，女子4はOOページでもみたように，黄魚心鼻紫など同例多し字形
に関する誤りが多く，それもその文宇の構成要素のかなりの部分までは再生復
元できるが，点爾の主要部分のどこかに欠ける，あと一息というところで正答
を逸する誤りが多い。意味を無視した同音の文字をあてる誤りは少ない。その
原因は即断できないが，口入とも読書好きであること，読みの成績はよいこと
（表外字の読める字も多い）と関連があるのではないかと思われる。
　その文字に接近し，読む機会は多い，したがって，文字の認知度は高く，字
形の印象は持っている。しかし，書くという作業化が伴わないために，細部ま
では想起できず，正しく再生することが困難となる。
　その文字が初見のものでなく，その文字や文字を含む語を見たり，読んだり
したことがあれば，その文字が理解を超えた特殊なものでない限り，文字とし
ての全体の印象はあるという，読書旧き，多読型のものの文字認知の一面を示
していると思われる。
　なお，興味のあることは，男子は文字をおぼえる方法・手がかりとして，文
字の構成要素（偏i碧冠品等）によらず，「文宇を全体としておぼえる」とこたえ、
ていることである。（集団調査での質問の回答）
　文字の全体的な認知，判別も大事であるが，これだけにたよる欠陥が一面に
あるわけで，読書型の文字認知と相倹って二心の上では，上のような欠点とし
て表われることになると思われる。
　いっぽう，対照的な例がある。
　読字数も書字数も最高である男子1は，正答の定着度が速く確実である。あ
まり読書はしない，ノーFなどもとらないほうであるが，1字1字の文字に対
する関心・意識の度合いが強い。表外字の読みの調査でも，；習得経路をいちば
ん多く，充実して紀入している。わからない字をじっと見ていて「もうおぼえ
た」などという場面もいく度かあり，事実，その後の調査で正答している場合
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が多くあった。書字能力には，形態面に関する知覚能力や注意力といった因子
がかなり作用するものと思われる。将来は，この面からの実験的研究が必要で
ある。
　2）　いろいろに誤って書く
　字形の誤りのほかに，岡三（謂）の他の字をあてる誤り，意味的類似の誤り
が多く，また，誤讐反応が調査の農ごとに異なる浮動的な誤りかたが多い。字
形の誤りでも自己流の造字的な文字が目立つ。男子2は学校での国語の評価は
，高いほうであるのに，こうした誤りかたをしているのはなぜか。
　文字　　　　1回2S456　　　文宇　　1回23456・（もんだい）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（もんだい）
　講求書　　　精聖述績精青
　性格が明かるく小事にこだわらない。書字力調査の時など，何かつぶやきな
がら，すいすいと漢字を書き入れていく，テストの所要時間もいちばん短い。
漢字をおぼえる手がかりとして「書字」では，「自然に」と答えているが，漢
字に対する態度，性格的なものが，反駿しているようである。
　3）　意味に関連した他の字をあてる
　前回に毘べると数の上では少なく，比較的この傾向のある男子3は，同時に
あまり自信のない字は無答反応をとる傾向がある。書字力が比較的高いのに比
べて，読字力はさほどでもない。平生も議論好きで，何事も納得しないとつい
一て行けないふうが見える。
　文字　　　　 1陣23456　　　文字　　　1園23456・（もんだい）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（もんだい）
　道を尋ねる　　NN訪晶晶訪　　　捨てる　　　NNNNOO
　月賦　　　　　払i朗読払払払　　　侮辱　　　　NNN恥梅恥
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　の　誤答も多く無答も多い
　この他，字：形がとりにくく，同音（謂）の字：をあてやすい。誤りが修正され
ない。無答も多く，；習得がおそい。
　書字力不振の女子3などは，上のように，不振の因をなす誤りがいろいろ現
れているところが一つの特徴となっている。
文字
（もんだい）
準備
効果
戒績
二条書き
弓矢
1翻23456
準NO準準準
言韓…功交5郊交昌○
積責積積積積
　NNNNNN
山台失○ON
文字
（もんだい）
婁鞍??
　輝本
　空を仰ぐ
1園23456
N身身身○○
NNNNOI事
転○屡展NN
N郷御却NO
NNN民謡1卯
　入学時の漢字力不振を，少しずつ向上させた努力のあとが，誤答の上にも現
われているが，どれということなくマイナスのいろいろの反応が出やすいとこ
ろに，この生徒の誤答の特徴がみられる。
　以上は，個人の誤答傾向を特徴的に見た場合で，もちろん，ここにあげた例
以外の誤りかたはしないというのでなく，誤りの型を重点的にとり出してみた
のである。
　誤答における共通性とともに，生徒個入の誤答上の特徴，実態を知って，よ
り適切な学習指導がほどこされれば，誤答を正答に導く可能性が期待されよ
う。
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亙　漢字の読み書き調査の反応からみた
　　習得（書字）の類型
　この調査の一つの特色は，同一の大量文字を，同じ被調査者に，しかも読み
書き同時に，継続して実施したことであるが，継続調査方法を用いたのは，習
得の過程や要因が少しでも解明できないものかという臼的があったからであ
る。
　正答率の上昇状況，早く読み書きできる文字はどれくらいあって，どういう
文字であるかなど，正答を主とした側函も，習得の状況，過程を知る上で必要
であるが，8入の生徒の読み書きの実態を3年間にわたって，つぶさに見てく
ると，正答だけでなく，無答や誤答の実態の中に，習得の過程や要照があるこ
とがわかる。
　同一文字を，同一人に，くり返し調査した漢字調査結果を1字ごとに整理表
に整理・記録した漢字表（40ページ参照）からも，漢字習得上の閥題が考察され
る。
　教育漢字の書字力を中心に，この問題をみよう。
　前述のように，小学校段階で学習した教育漢字で，しかも，今回の書字力調
査では，生徒に親しい読みの語形，社会でも一般に使用されている語形で書
かせても，書けない字，書き誤りの多い字がある。中には，中学校を終えるま
で，全員揃っては書けない，未習得の文字がある。これら書けない文字の中に
は，前章でみたように小学校調査で書けなかった文字や戦前の漢宇調査結果と
共通する文字があり，書けない文字の中には，時代や被調査者にかかわりなく
共通性があることが認められる。それらの文字の誤りの原因を究明することが
できれば，書字力を一段と強化することも期待される。
　前章で誤答傾向を調べ，誤答の分類や考察を加えたのもそのためであった
が，さらに，誤りの成因を，読みの調査反応と対応させて書字の習得の過程の
上でさぐってみることにする。
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1．具体例
漢字表に記録された読み書きの反応をみると，その文字が正しく読み書きで
きるようになる過程には，幾種類かの段階があることがわかる。ここではそれ
らの段階を便宜上，類型とよんでおく。
（例1）　〔親〕　（1音2翻の字）読みは音調ともに読め，岡時に，書くことも
　　できる例。
音 生徒j12 3 4
??
2 3 4 ? 訓
????
2 34
??
2 3 4 計
1 容◎ ◎ ◎ ◎
?
◎ ◎ ◎ 8 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
2 ◎ ◎
?
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
? ?
◎ 8
?????????
3
????
3
4 4
5 5
6 6
1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
3
＊1　音シンの読みを，親切・親類とい
@　う語彙で調べたことを示す。誹，
@書字ともに同じ。
魔Q　◎は，正読できたしるし。0との
@　ちがいは，速く，よどみなく，正
@　しく読めたことを示す。
?????
4
5
6
＊3　正しく書けたことを示す6 書字
????
2 34
?
2 34 計
誉○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
○ ○ ○ ○ ○
?
○ ○ 8
??????
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　「親」は1音2訓の文字で，今園の調査では，シン→親切・親類，おや一〉親
子，したしい→親しいという語形をかりて読みのカを，〔親〕に孝行するという
形で，書きの力を見たが，襯」は小学校3年用の漢字で，小学校段階で学習
し，生徒にも親しい文字，また，使用語彙であるために，中学校入学時に，金
員読み書きができた。少なくとも，この程度の語彙体系の中では，習得の定着
度の確実な文字であるといえる。花・海・運・野・楽などをはじめ，低・中学
年用のあまりむずかしくない教育漢字の大半は，多少の出入があっても，大体
この習得段階をとる一類型に入るものといえる。入学蒋読み書きともに8人
が正答した文字のうち読みに特殊音議のあるものを除いて，多くの文字がこの
類型にはいっている。
（例2）　〔流〕（2音1訓）主要な音訓は読め，書ける例。
音 生徒j12 3 4
??
2 3 4 計
? 生徒j12 3 4
??
2i34 計
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ＠ ◎ ◎ 8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎i○ ◎ 8
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
?
◎ ◎ 8
???????
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
??????
◎
?
◎ ◎
?
◎
? ?
8
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
?
8
◎ ◎ ◎ ◎ 8 ◎ ◎ ◎ ◎ 8
◎ ◎ ◎ 8 ◎ ◎ ◎ 8
リュウリュウ リュウ リュウ 量1ユウリュウ リュウ 0
リュウ llユウ ◎ ◎ リュウ 2
??
生徒j12 3 4
??
2 3 ? ?
◎ ◎ ◎ ◎ llユウ ＊○ リュウ 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○
?
○ 8
??????????
◎ ◎ ◎ ロウ ○ 6 ○
? ? ? ?○ゆ ?8
◎ ◎ ○ ◎ 8
???????。?
i ◎ ◎ 7 ?
＊すぐ正しく読めない，一度誤って読み，誤
?pに儀持いて白蔚・で釘糖寸孟か営　策袖婁　りに気付いて自分で訂正するなど，正読ま
でに渋滞のあったことを示す。
　2音1訓の文字。第1音の流リュウ，訓の「ながれる」は読め，「流れ」と
いう語形で正しく書くことができる。第2音の流ルの読みには抵抗があるが，
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主要な音訓が読めれば，その主要な音訓の範囲内の語彙なら，書く力もあまり
左右されないで書ける類型である。特別の音は読めなくても，書字には影響し
ないと患われるもので，訓の場合でも，特殊訓に，周様のものがある。遠のオ
ン，音のイン，夕のセキ，読のiク，青シvaウ，白ビャク，出スイなど，特殊
音訓のあるもので，この類型に属するものがかなりある。
（例3）　〔政〕　（2音1訓）音は読め，訓は読めないが書ける例。
音
????
2 3 ・亨 2 3 《 計 ? 生徒j12 3 4
??
2 3 4 計
◎ ○
?
○○
?
◎ ◎ 8 セイ
『
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8 まさ Q
??????
◎
?
⑥ ◎
?
◎ ◎ ◎ 8
????
0
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8 ／　1^o
◎ ◎ ◎
?
◎◎
? ? 8 ◎ まさ まさ まこと
，
?
◎ ◎ ◎ ◎◎◎ ◎ ◎ 8 ◎ ○　まさまさ ／ 2
2．◎
? ?
2
シ　◎・◎ ◎ ／・ 3
??
生徒j12 3 4
??
2　　3 4
?
◎
? ?
◎ ◎
?
◎ ◎ 8 ○
? 0 ? ? ○　○ 0　8?ゥ???
◎ ◎
?
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
??
○ ○ ○ ○ ○ Olo0　8
◎ ◎ ◎ ◎
?
◎ ◎◎ 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○｝8
◎
?
◎ ◎ ◎
?
○◎ 8
F政治」では読め，r政府」では書ける。しかし，その政治や政府の「致」と
閣連のある訓「まつりごと」は読めない。この現象は，訓読みの不擾があまり
書きに影響を及ぼさない例といえよう。　「まつりごと」より，政治，政府のよ
うに，掌音語の方が，一般的で，社会にも通用し，語としても定着しており，
調のほうが，すでに現代的でなくなりつつある場合は，生徒にとっても親近性
がないから，当然読めないし，その翻不振が，二書字力の方にもあまり影響しな
・いということになるのであろう。
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（例4）　〔図〕（2音1訓）音は読めるが，詞は読めない。しかし書けるもの
　があり，岡様に調の不振が，書字に影響を及ぼさない場含のある例，、
?生徒j12 34
??
2 34 計 訓 生徒j12 3 4
??
2 3 4 計
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8 ◎ とる ◎ 2
◎ ◎ ◎
?
◎ ◎ ◎ ◎ 8 ◎ ○ ◎ 3
???????
◎ ◎ ◎ ◎
?
◎ 8
｝?????
○ つくる つくる 3
◎
? ?
◎
?
◎ 8 ◎ とる ○ ◎ いと 5
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ＠ 8 ◎ とる ◎ ◎ ○ 6
?
◎ ◎ ◎ 8 ◎ ◎ 0　7
◎　◎ ◎ ◎
? ?
◎ ◎ 8
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
??
生徒j12 3 4
??
2 3 ? 計
???????
?
◎ ◎
?
◎ ◎ 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
?
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
◎
?
◎ ◎ ◎ ◎ 8
???????
◎ ◎ ⑥◎ 8
第1音ズ図面，第2音ト図書とともに読めるが，翻rはかる」では読めない，
最後まで抵抗がある。しかし書く方は，図画で，彼等に親しい語であるから書
ける。この場含も調「はかる」の読みの不振は，書字の問題が，読めた音の方
で調査する限り影響を及ぼさないものと考えられる。ことに調rはかる」はこ
の場合，図画のズにも，図書のトにも，直援意味的に対応しない調であるか
ら，いっそう，訓の影響力がないものと思われる。なお，調の対応がみられる
ものでもこの例にはいるものがある。（「商亮」ショウとあきなう，「責任」セ
キとせめる，「平和」ワとやわらぐ，「自由」ジとみずからなど）。これらの場
合は，字音語としての熟語の方が，はるかに使用度も高く，生徒が熟知してい
る。しかし，それらの翻は，ほとんどが文章語的なもので，日常使用の語から
ははずれている。あるいは，その謂が多用される代表的な字音語と対応するも、
のではないという例に多い。
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（例5）　〔授〕（1音1訓）謂の不振が書字に影響すると思われる例。
?生徒j12 3 4
??
2 34計
? 生徒j12 3 4
??
2 3 4 計
◎ ◎ ◎
?
◎
? ?
7 ◎ うける
?
うける うける ◎ 3
◎
? ?
◎
?
◎ ◎ ◎ 8 ◎ うける
?
うける うける うける うける 2
???????
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
?????
○ うける ◎ うける うける うける 4
?
◎ ◎
? ?
◎ 8 うける うける うける うける うける O 3
◎ ◎
?
◎ ⑥ ◎ 8 ○ ○ ○ う1掲 うける
?
6
?
◎
?
◎ ◎ ◎ 8 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 8
??
生徒j12 3 4
??
2 3 4 計
○ ○ 将 ○ 捜
? 4
○ 受 ○ ○ ○ ○ ○ 6
????????????
○ 受 ○ 受 ○ ○ ○ ○ 6
受 ○ 6
受 ○ ○ 7
O ○ 8
　音ジュは「授業」で早く読めるが，謂rさずける」は「うける」と誤読され
やすい。書字テストでは，よく読めたr授業」を書かせたにかかわらず，訓の
．誤読のうける一受の字をあてていることがわかる。この誤りは，授の字形の一
部想起という解釈もできようが，劃の誤読と対応させた場合，翻が正しく読め，
その字義が理解されていれば，こうした誤字を書くものが少なくなるものと思
われる。「捕」は教育漢字外嚢用漢字であるが，「捕」を「おぎなう」と読んで，
書字テストの「捕手」でも「補手」と書き，誤読が書字の誤りと一致している
同例もある。（「とらえる」の読みは3年で学習）
同例一悟さとる→かたる　と読み，書字「覚悟（読みでは早くよく読める）」
で，覚語と書くものが多くいた。（4人）また，妨と防，浸と侵なども，訓の誤
読（妨＝ふせく㌦浸＝おかす　と誤読）が，そのまま書字にも及んで誤られて
いる。これらの例は，同音でも偏のちがいによって，訓の読み・意味が違って
くることに気づかないための誤りである。
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訳の訓「わけ」が読めない1年では，「通訳」を「通約，通解」などと書く
ものが多いが，　「わけ」が読めるようになり，字義が理解できてからは，　「通
約」の誤字がなくなっている例もある。
なお，「説」のように，説明・伝説ではよく読めるが，「説く」では読めない。
「伝説」と書かせると，申し合わせたように，設の字をあてている。これなど
は，やはり，覇不振が影響しているものと思われる。この場合，第2音の説ぜ
イは瞳接，齋字と関係がないことは，2例の「流」と同じで，このように，実
際の誤讐現象は，その文字によって，複雑な形で表われてくるが，これも，第
5例の類型に入るものであろう。
?生徒j12 3 4
??2 3 4 ? ?産徒ji2 3 4
??
2 3 4計
◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 8 ◎ ○ ◎ ◎ 4
◎ ◎ ◎
?
◎ ◎ ◎ ◎ 8 ◎ ○ ⑥ ◎
??
4
?????????
◎ ◎
? ?
◎ ◎　◎ ◎ 8
????
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
?
8
◎ ◎ ◎ ◎ ◎　◎ ◎ 8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
?
8
◎ ◎ ◎ ◎ ◎　◎ ◎ 8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
?
8
◎ ◎
?
◎ ◎　◎ ◎ 8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
セツ セツ 0
ゼッ ◎ り ? セツ ゼツ 1
??
生徒j12 3 4
??
2 3 4 計
???????
○ セツ ◎ ゼツ セツ エツ 2 ○ 設 ○ ○ 設 ○ ○ ○ 6
1
??
○ 0○ ○ 設 ○ ○ 設 6
ゼツ エツ ゼツ　ゼツ エツ ゼツ 1 ○ ○ ○ゆ 設 ○ ○ ○ 7
◎ ◎
?
○． ゼツ ??
｛
○ ○ 8
○ 1 8
（例6）　〔講〕　（1音）調あるいは字義がわかれば，書きのカが向上すると忍．
　われるもの。
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音 箋劉・ 3 4
??
2 3 4 計
??????
2 3 4
??
2 3 4 計
◎ ◎
? ?
＠ ◎ ⑨ ◎ 8 行 講
?
構 校 講
?
1
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8 ○
?
○ 講 ○ 校 構 ○ 5
1。
??????
○ ○ ○
?
○ ○ 講 ○ 7
??? ?
○ 構 講 6
講 構
??
溝 ○ 7
講コウは，早く読め，しかも定着している。しかし，書字の方では，岡じ語
形で書かせたにもかかわらず，置音の他の字の行・校などがあてられたり，偏
の異なる，同音で，宇形の似通っている木偏の構の字が使われたりする。偏は
違うが，秀が同じで，掌形が類似している同音の字を当てる誤りが，書字の誤
り卿で腓常に多いが些れなど煮偏の講の字に騨嫡力1ないこと9一
因であろうし，もし字義がわかっていれば，この種の誤りはもっと減るものと
思われる。労の音を表わす舞コウに，言偏や木偏や貝偏がつくごとによって，
それぞれ，字義が異なることが理解できれば，形声文字の多い，これら一連の
灘の誤りは・かなρ、防げるはずである・
成績の〔績〕が，禾偏の積と混同する，検と険の偏の違いを無視した混用，
効と郊，制と製の誤用など，字形も近似してい，しかも同音のために，同音の
他の字をあてる傾向が多い。また傾向的にみて一音の字に多いようである。
（例7）こ程〕（1音）
? 生徒
j12 3 4
??
2 3 4 計
??
生徒
j12 3 4
??
2 3 4 計
◎　○ ◎
?
◎ ◎ ＠ ◎ 8 適 定 ○ 程 ○ 定 蓬 定 2
◎　◎ ◎ ◎
?
◎ ◎ ◎ 8 ○ ○
? ?
定 底 ○ 4
1。??????
?
8 ○ ○ 程 ○ ○ ○ ○ 6i
????????????
抵 程 ○
?
6
抵 程 i 6i ／ 程 6
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（例6）に類するものでもあるが，程度の「程」に訓「ほど」を中心とした，
きまり・期限：・かぎるなどの意味があることがわかれば，少なくとも定，抵，
底（底）などの誤反応は出てこないものと思われる。程の訓は，当用漢字表に
はなく，これも1音である。
　〔提〕などもこの類で，提出ではよく読めながら，「召出」の反応が多く，
1年では5入も「定」を書いている。
（例8）　〔貸〕（1音1訓）訓読みだけでなく，音読みもできると，書記の力
　がますと思われる例。
?生徒E12 3 4
??
2 3 4 計 訓
????
2 34
??
2 3 4 計
かし、 かし 0 ◎ ○
?
○ ○ ◎ ◎ ◎ 8
?
かし 0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
?
8
??????
かし ダイ
? 0
?????
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
◎ ◎ ? ? 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
◎ ○ ? ? 2
?
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
◎ ? ◎ 3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
??
生徒j12 3 4
?
2 3 4 計
○
? ? ?
借 ○ 借 借 3????
○ ○
?
借
?
○ 借 借 4?
○ ○
?
○ ○ 惜 ○ 6? ?
○
?
7
?
○ 7
?
7
　「貸す」と「借りる」とでは，行為や意昧概念の上では反対であるが，貸し
借り，貸タイ借シャクなど，並列して使われることが多く，熟含度が高いため
に，1字についてよりも，熟語としての印象が強いのではないかと思われる。
　「貸す」の形で読ませると読めるが，音読タイー貸借は意外と読めない。中学
生に「タイ」が読めないのは，なぜか。貸借をはじめ，貸与，賃貸などと使わ
れるが，中学生にとっては，親近性に乏しい用語であると思われるので，社会
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での使用度を参考までにみたところ，経済や法律などの専門的な用語としては
不可欠の語であっても，一般の使用度は少ない。たとえば，雑誌九十種の用語
用字調査での漢字表によると，r貸」の字の総使用度数46，うち「タイ」は3
度，あとの43度はすべて「かす」という語形で使用されているという社会での
使用状況の反映であり，さらに，それは，教科書での使用状況にも及ぼされて
いることがわかった。
　8入の生徒たちが使用した目語の教科書では中学3年聞，fタイ」も「シャク」
も新出文字としての音としては未提出である。（小学校6年聞を通しても同様）
したがって，「貸借」が読めないわけである。しかし，この文字など，訓だけ
でなく，もし，文字に即した音がわかっていれば，書く上で，両者が混然とし
た時も，貸すほうはタイ（代），借りるほうはシャク（昔）ということで，貸の
字の借の字との混乱は，かなり防げるのではないかと思われる。（なお，貨の
宰をあてているのは，字形の類似からきたものである）
　参考までに，「貸」に誤用される「借」の字の反応もあげておこう。「借り
る」ほうでは書けている女子3・4は，「貸す」においても「借りる」をそのま
ま代用しているが，女子1など完全に両者が入れかわっている時期があり，意
味連合の強いもの（同類はもちろん，反対のものでも）の誤答現象として，注
意すべきである。
〔借〕（1音1訓）
? 生徒j12 3 4
??
2 3 4 計
? 生徒j12 3 4
??
2 3 4 計
◎
?
◎ ○ ◎ 5 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ O◎ 8
◎
?
◎ ◎ ◎ ◎ 6 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
? ?
○ ◎ 7
???????
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
??ャ??????
◎ ◎ 7 ◎ ◎ ◎ 8
◎ 7 ◎ ◎ 8
⑥ 8
? 8
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〔借〕総使用度　78
シャク（3鍍1。例）借款借釜5借財
　　　　　　借地　借家　借用
　　　　　　前借　貸借　賃借
　　　　　　拝借かt）る（45度6例〉借1）翻る26借
　　　　　　ズ2借り手賃借
　　　　　　間借り（難三九＋種のtw語購・」一漢上表一）
敦育漢字外当周漢字であるが，〔鈍〕なども同例である。
鈍にぶいゆするどいと読み，書字でも早く読めるようになった音〔鈍角〕で
書かせたところ，〔鋭〕を書いたものがいる。〔鈍角〕を鋭角と書いた2入と
も鈍を「するどい」と読んでいる。これなども，字義および，エイとドンの音
の区別が判然とすれば，かなり問題は解消できる。
（｛Eii　9）〔拾〕（2音1調）と〔捨〕（1音1都i）。
上例に関連した文字として，拾と捨がある。これも字形が雰常に似通ってい
るために，相反する語（文字）でありながら，混用されることが多い。
〔書食〕　（2音1言斑）
??
生徒j12 3 4
??
2 3 4 ?
○
? ? ? ? ? ? ?
7
O ? ○ ○ ? 備 ○ ○ 5
????? ? ?
○ 貸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
○ ○
?
7
?
○ 7
供 ○ 7
? 生徒j12 3 4
??
2 3 4 計 訓 生徒ji2 3 4
??
2 34計
ジュウ ジュウ ◎ ◎ ジュウ 2 ◎ ◎ ◎ ⑥ ◎ ◎ ◎ ◎8
◎ ○ ◎ ジュウ 3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎i8
1。??????
◎ ◎ ○ シュ
?
ジュウ 5
?????
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
◎ ◎ ◎ 4 ◎ ◎ ◎
?
◎
?
◎ 8?
ゴウ 4 ◎ ◎ ◎｝8
◎ ◎ ○ ジュウ 6
????
◎◎ ◎『W
◎ セン ◎ ◎ ひろう
? 4 ??生徒j12 34
??
2 3 4
－陶一v
◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
?
8
◎ ⑥ ◎ ◎ ◎ ○
○ 拍 ○ ○
?
拡
?
5
2。??????
◎ 8
◎ ◎ ◎’ ◎ 捨
? ? ?
○ 弓広 ○
?
5
◎ ◎ ◎ 8
◎ ⑥ ◎ ◎ ◎
○ 殆
?
○ ○ 捨○068
????????????
◎ ◎ ◎ ◎ 捨 扱
?
?
◎， 8
○ 拡 ○ ??
○ 捨 7
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　8人の生徒の急設も同様で，拾「ひろう」では読め，「ジュウ」では読める
ようになるが，「シュウ」では，最後まで読めないものがある。Fシュウ」が読
めないのは一応おいて，よく読めた「拾う」という語形で書かせたところ，読
めるほどには書けない。広，拡など同じ読みの他の字をあてる，あるいは字形
の似通っている「拾」の字をあてている。ところが，2－3年になると，捨の
字をあてるようになる。拾は教育漢宇であるが，捨は教育漢字外当用漢掌で，
「捨すてる」が中学2年で学習されるようになると，新しく学習した「捨」に
ひかれて，以後は誤りが，「捨」に傾斜している。
〔捨〕（1＝音1謂）
音 生徒j王 2 3 4
??
2 3 4 計 ?生徒j12 3 4
??
2 3　4計
○ ◎ ジュ ○ ジュウ ○ ジュウ 4 ◎ たてる
?
○ 4
◎ シャク ジュウ ◎ ○ ○ ◎ ジュウ 5 ◎ ◎ ◎ ○ ○ d◎7
1。????????
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 8
1．????
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎ 7
シャク ◎ ◎ ◎ ◎ 7 ○ ◎ ⑥ ◎　　◎ 8
◎ ◎ ◎ 8 ◎ ◎ ◎ 8
◎ 8 ◎ 8
??
生徒j12 34
??
2 3 4 計
余 抜 返 0???
○ 拾i1
○ 拾
?? ??02
○ 板 ○ 拾 ○ 拾 ○
?
○ ○ ○ 拾 ○ ○ 拾 ○ 6
○ ○ ○ ○拾㊥ 拾06
一方，捨の字は，中学1年では学習し；’（いないから「すてる」という一般的
な調読みも，読むカの強い生徒しか読めていないが，2年で学習するようにな
ると，読めるようになる。しかし，書く方は，1年ではすてるの連想からか，
余る，抜く，返すなどの文字をあて，2年で捨てるを学習した後も，書字テス
トの拾うのほうでは書けなかった「拾」の字が，書字テスト捨てるの方に当て
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られているという，全く逆の様相を呈している。
これなどは，拾と捨の類似字形的性質，シュウ・シヤの類似音的性質など，
いろいろの因子が作用し合って，逆転して誤られるものと思われる。書く場合
には完全に拾と捨とが混同しておりながら，読む場合には，拾うと捨てるの区
別がついているのはなぜかという疑問には，誤読の一タイプである，用言の終
止形の場合，その終止の形（送りがな）にあてはめて読むという類型に属する
ものと思われる。拾と捨の字形の区別は判然とできないが，「拾う」「捨てる」
と終止の形で，読みでは両者の別が，弁別できる。すなわち，送りがな（終止
形）の補助的手段によって読みは弁別できるが，文字としては弁別できない，
まだ習得過程中の文字であるということができよう。
防と妨などもこれに類した文字といえる。
（例le）〔旗〕（1音1訓）読みに関係なく（音酬ともに読める），字形がと
　りにくい例。
音 生徒j12 3 4
??
2 3 4 計
? 生徒j12 3 4
??
2 3 4 計
?
◎ ◎ ◎
?
◎ ◎ ◎． 8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8??????
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8 ◎ ◎ ◎
? ?
◎ ◎
?
8
?????
??
生徒j12 3 4
??
2 3 ・t計
旗 期 ○ 旗 期 旗 期 旗　1
○ ○ ○ 旗 ○ 旗 旗、4量
?????????
○
?
○ ○ 期 期4
旗 ○ ○ 旗 藁 4
期 ○ ○ 欺 期 5
旗 ○ 旗 5
ギ旗」は音キでも，訓itltでもよく読めるsしかし，書くほうでは最後まで正
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しく書きにくい文字として残った字である。
　この場合，「はた」という語形でたずねられていても，畑のハタ，端のハタな
どのあて字はされていない。　〔旗〕という字を書くのだという二種そのものは
想起されていることがこの誤答現象からわかる。ただ，　〔旗〕という字を思い
だすことはできるのであるが，正しい字形がとれないで，類似字形の〔期〕や
〔欺〕に誤る，あるいは点画の足りない，または多すぎる二字的な誤りに終始
しているという現象である。
　「旗」という宇は，tjの丸の旗，国旗ということも含めて，今の児童・生徒
の関心が低いから書けないのは当然だという見方もできよう。（事実，大正奪代
の森本氏調査一資料編参照一の場合は誤字率が低い。しかし，当時は毛筆習字
などで「EIIの丸の旗」などと書き，正しい字形をとる練習が行なわれていたと
思われる）。しかし，こんどの教育漢字の書宇品調査で，最後まで全員は書けな
いで残った文字の中には，書くべき文字は全体的になんとなく想起できても，
それが正しく再生できない，類似字形をあてる，どこか字形が不完全であると
いう誤りが多かったことで，この種のものは，読みとしては習得が定着してい
っても書きの上では定着しにくい文字として問題の残るものといえよう。歯，
鼻，低，減なども，身近なことばの文字で読みの成績はよいが，正しく書きに
くい岡類の字といえよう。また，「潔」のように，r清潔」ではよく読めるが，
同じ「清潔」で，書けない。しかし，潔の字であることは想起できていて，正
字に迫ろうとして種々の造字形反応がみられるものもある。この場合の訓，
「いさぎよい」は，読み不振であるが，それにかかわりなく寧形は想起できて
いる。主要な音訓は読める場合も，どちらかの読みに欠陥のある場合でも，書
字の問題では，その読める方の語形で書かせた場合，その書くべき文寧は，想
起できながら，正しい字形がとれないで誤るという例が，教育漢字では，かな
り見受けられた。教育漢字のように，読みは，かなり定着しつつあるもので
は，読みの成績とかかわりなく，二形のとりにくい一連の文字があるものと思
われる。
　これら一連の字形のとりにくい字：は，文字を構造的に分析して（音・義一〉形）
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教えるのも一方法であるが，昔，われわれが「ヒートワイツハヤメヌ口話叡」
などと文字分解をして，機械的に覚えた方法も，時に，補助的手段として利溺
できるのではないかと思われる。
音も訓も読めながら，正しく書けない〔旗〕の類型に属するものともとれる
が，誤字反応としては，異なる型をとる一連のものがある。たとえば，「燃」
のような例である。
（例11）〔燃〕（1音1訓）音訓ともに読めるが，類似の意味に誤って書く例。
音 生徒j12 3 4
??
2 3 4
? ? 生徒j12 3 4
??
2 3　垂 計
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ヤク ◎ ◎ 7 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 　1揩艪堰 8
◎ ◎ ◎
?
◎ ◎ ◎ ◎ 8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎◎ 8
1．?????
◎ 8
??????
◎ 8｝
i
??
生徒j12 3 4
??
2 3 4 計
○ ○ ○
?
○
?
6
○ ○ 然 ○ ○ 焼○ 5
○ ○ ○ ○ ○ 焼 焼06
。?????????
○ ○ ○ ○目8
焼 ○ 7
○ 8
　「燃える」Jllと対応する「燐料」ネンも正しく読めていながら，撚料」を
書かせた場合，「焼」をあてるのである。女子2が，「燃」を「やく」と読んで
いることで，書字反応の「焼」の誤因がわかったが，これなど，燃と焼の意味
鮒な類似から誤るものと思われる。
　r旗」の場合は，純粋に字形に関する誤りであるが，「燃」の場合では，意
昧内容にひかれた誤りである。教育漢字の場合，数としてはあまりないが，こ
の種のものも散見する。
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（例12）　〔増〕（1音1訓）音謝llともに読めるが，読めるほどは書けない例。
音 生徒j12 3 4
??
2 3 4 計
? 生徒j12 3 4
??
2 3 4 計
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 7
◎ ◎ ⑥ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
?????????
◎ ◎ 8
1．????
◎ ◎ 8
??
生徒ji2 34
??
2 3 4 計
○ 造 増 増 ○ 像 ○ 3
O ? ○ ○ ○ 倉 ○ 5
○ 益 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
増食
Y糧
ｷを????????
○ ○ ○ 8
溢 7
○ 8
音「ゾウ」でも，謂「ます」でも読めるが，読みの成績のよい増産，増加で
書かせた場合，さほど書けない。（例10）〔旗〕の類型ともとれるが，この場
合，「旗」では，書くべき文字「旗」が想起できたのに対し，「増」では，造，
像など，同音の他の字をあてている。男子3・4は宇形が想起できているが，男
子2，女子2（女子3は，無答）は，問われた藷の意味が，わからずに，任意に
岡音の文字をあてたものと思われる。例5の授の類型の変形ともとれようが，
この種のものは，音に対応する訓でもよく読めているのである。したがって，
増産，増加というような語彙が，読む場合に提示されれば読めるが，読めたほ
どには語彙としての理解ができていなかったのではなかろうか。「増す」が読
めなかった女子2，正しく速読はできなかった女子3に書字の方に難点が見ら
れるのも，その間の消息が語られていると思われる。音訓ともに読めた男子3
・4は増の字形は想起できていて，これは例10「旗」の類型に属するものとい
える。書字力を検するに当たり，同じ文字でも生徒に親しい語彙によるか否か
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で正答反応に開きが生ずるということ（例「学校」では書けるが「校門」では
書けない）は，既に知られているが，これなど，人によって語彙の理解度に深
浅があり，それが，書字力に反映しているものとみられる。同音の他の文字を
無意昧にあてる誤答現象には，この類型に属するものが多い。
（例13）　〔相〕　（2音1訓）主i要な音訓はともによく読めるが，書き誤る例。
　「相談」のソウでは読め，「相手」の「あい」も読めるが，「相談」を書かせ
たところ，3入も想の字をあてている。途中で修正できたが，2年間，「想談」
と思っている生徒もいたわけで，これなどは，（例10〔旗〕の正しい字形がと
れない場合の類似字形に誤る方の例ともとれるが，しかしまた，（例11）〔増〕
の語彙理解にも関連するものともとれる。「根談」という語は，話しことばでも
始終使われ，生徒には小さい時から親しいことばであるはずであるが，それを
文字化した「相談」が，「互いに意見を話し合う，話し合い」という字義に即
しては理解されていないことを示していると思われる。わかりきったことばで
あるだけに，字義に分解した語彙の理解が伴わないことと，類形字形に誤るこ
音 生徒E12 3 4
??
2 3 4 計
? 生徒j12 3 4
??
2 3 4 計
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8?
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
??????
◎ ◎ 8
1．???
⑥ ◎ 8
◎ ◎ 8 ◎ ◎ 8
◎ 8 ◎ 8
◎ 8 ◎ 8
◎ ◎ ◎ ◎ ⑥ ソウ ソウ ＠ 6
◎ ◎ ◎
?
◎ ○ ソウ ◎ 7
??
生徒j12 3 4
??
2 3 4 ?
??ョ????
ソウ ◎ 7 ○ 想
?
想 想 故 2
ソウ ◎ 7 ○ ・想 ○ ○ ○ ○ ○ 6
??????
○ 8 ○ 想 ○ ○ 想 ○ 0○ 6
ソウ 7 想 O ○ 7
○ ○ 8
○ 8
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ととが，重なった場合とでも解されようか。
　以上，読み書きの反応を対応させながら，書字の習得過程を類型的に見てき
たが，教育漢字881字の中には，多音多訓のものもあり，上にあげた例字のよ
うに，すっきりと分析解釈できないものも多少は出てくる。しかし，上例は，
説明の便宜上その典型的なものを示したものであり，文字によって，人によっ・
て，入の発達段階によって（書字力の低いものは，低度の誤りから，より高度
の誤りへという形をとる）多少の変化型もある。しかし，これらの文字は，教
育漢字で，小学校の段階で学習し，どちらかの読みでは，金員がすでに読めて
おり，その使用語としても生徒はかなり親近性をもっているので，傾向的にみ
た場合は，上例のどれかに位置づけられるのではないかと思う。
　教育漢字外当用漢字については，中学生になってから学習し，中には，中学
3年間，一度も学習しない文字もあって，上例の教育漢字とは異なる類型も出
てくるが，紙数の関係もあり，ここではとりあげない。
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　　　　　　轡字誤答例一覧
　　（参考までに，多数の誤答の申から聞題の多いものを掲げる）
○教育鞘翅
（1）字形の上で誤りやすいもの
????
????????????????????????繍????? ? ?? ．炸????? ? ?．? ???? ?、 ?? ????????????????????????????? ?????????
堂衆奏象衆裂
?
灘射
献
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?????????????????????????????????????????、???
．?????????????????????????????????
????????????????????????????????????????????????????????? ? ? ?????? ? ? ???? ?
（2）音（訓）や意味に関達して誤りやすいもの
影響
益雛
石蕗
箸勧講
・羅ｽ雛公
：居で場
勤臨
文字拙語形
瞭
魂添獄
厚腿
1　年
弐一
投溢駅疲
｛羽指桿
進
撚観熱熱
隠居激看衣去
そ騎努雛鰍?
　　　　　　計係硫敬
暑、厘、圧
　　2　年
弐戎
益
伸廷三
論誰歓観
勧麟縢嘉?
斧熟語二三
3　　年
?????
集孫
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惣 卦祭 祭町勢祭寮 際祭
‘留 癒姦 在野敗戯香 蔚敗 ?
?
拾 甫弓 丁台験徳広拡 等閑扱 置捨
?
赫 楠瀬二人淋 象弓馬蛍 奔召 胸管弥
鋭 籍瀧説二間
?
?
著露全善善 罪善
・栄纏 鵜産 野並程豊夙堤繹抵 抵経
? ?
複羅復複視複 復複復 複
壕 盟 瞬盟望明多 命益 盤．皿?
預 黎 貯奏予預瀕 丁樂予野ρ’
（3）（1）と（2）の混じたii呉り
文字 提出幽門 1　　年 2　　年 3　　年?
麺営 栄脱
? ?
?
彦険 食件検食 イ販餐
参葵 誤解激互諺吾娯悔 梧娯 疑?
襟
?
孝夕そ 君行幸 考公 声チ
寧
?
搬 9↑雪兎舗橘講講構
?
?
誕難 炎才激 胃炎再
舜 借 蜘｝ 貸警備
?
貸下
? ?離 禦撃壌 鹿。 ｪ’ 征?
麟 彦創 　　oQ鳥?
鍵、 鯉総撫臼
?
得 痔フ 祷得 碕得 ?
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e
?
貸守 貸貨倍 貨借’
?
燃欝 然焼 焼 ’焼
訳 臨部 秀付託采勧 豹。?
櫓庫 二野倉臓蒼 伽戯橡 槍臓
イ溢 屡修券族欺属 数属族属。 旅
○教育漢島外雇用漢掌
（1）字形の上で誤りやすいもの
認織字文 ??????????? ? ? ?
F
??
　肇
?
?
厳
??
?
戯
曲画
課題響
休畷
謬嶢
戯葡
1　年
?
証域ラ或域
興鞄噌
二二麓一線三
下御
革華華革華第
華箪
R詩家課
蝦暖湿潤兜蝦
環二丁
議次働銭零越
　　2　　年
裏嚢
七三
減減点鱒
契呉
種癬矯
3　　年
三幽下御
革畢畢章章
羨一一L・
為偽丁丁為
威域減ぺ域’
妥面面夕
F御午P玄ア卸
章華摩草
?????????
O壊
?
???????????無爵?
?
穣・。
?
皿
戯戯獺端織戯鹸麟
羅臓
騰
甑、
醇。rc
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????????????
???
? ????
????
???????? ? ???
碓羅駐鑑
侠爽炊漁
繋念只
鋤言華毒舞η動
鰍簸鍋舗
休鵜
尊爵
誇夢
尊爵
??、????????
???????
????
??
載栽
索紫豪率豪
?
地??
?? ?????? ?
?
???
???
?????
瞬闘
藷気
臨ん
§髭醸瞬9畠
購熟鶏熊tt
灘勲欝娘
躍躍離
三軸嬢狭
寒寒
肇謬動謹嶺
掲翻働璽腸
彪
鯉蝦白徳冠
仰仰迎卑
誇謹誘
髪麹麹墾墾墾?
載載戯裁
率動顛家
地因捕滋滋
絨膳
ラ嫁戴
瞬醐麟四?
細胞義蓬蒸
蕪歌曙嬢壌
嬉嬉嬢護
　爽狭硬
　麟繭訂
薩嶺莇諺勤哩
諺啓
喝字彪
息鰹轄陰
か遡黒垂
捺誇誇啓欝謬
纏糧嚢臨?
索蕪蒸轟轟崇?
　　　　ゆ地電炉ゑ懇
鰍福灘猫
淑繍繍歩ヌ
ラ綻
薄葉蒔瞳
薄黙無駄蓄?
設磯譲譲嚇護、
齢
????
S譲
瞳
?
????
三舞
???????
??????????
? ?????????????
??．??????
???????? ???
?????
???
?
???
）?。
????
嬢情上音
垂詠瞳重垂推
量蕗簡?
膳団麹覆陛
三二蓄
沈寵）究泥
透作逃，
均肉胸当絢す
託三三髭易罪
暖イ軸畑賀吠旺
締舗
麟購鮮
為た
翼冒財胃量
絶成
吉讐襲少罐
第6章
蜜圃種陸：睡
lma
透濡塑随箆髄
檎遭豊豊壷
掲デ賜
誌面壇殺堰壇
壇ナ
蓄蓄密飼畠．
ラだ，詮索
述透逸
陶胸肉th
髪琴弩髪三
遍直
面獅縮猫横?
ヂ飾
ラ轄薄蓬礫奪
種薄薄サダ
た鴬
畳冒
滅減門門減
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臨写硲ジ握愛譲
襲讃議
睡唾垂唾唖
随意輩避査組
啓豊豊七里晦
　　　　　　り努屍漏壷ラ矯燭脚
論壇遷塩壌曹
タロσ
畜畜蓄．
厭縛叙款朱　幽・
血沈海応．
悲毯ぜ
盛典勾，雇胸萄
勾胸。
銀下髪
焔横編旙
撫露量無力N・nt
薄ヲ騰箪舞護
蓮薄競?
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（2）音（訓）や意昧に関連して誤りやすいもの
????????????
????
???????????????????????
??
?????? ??? ???繍?。??欝????? ?
?」???????????????。????????????????????????
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????????????????????????????
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③ωと②の混じた誤り、
文字｛鵬語彩　1年?
違違う異選互選偉緯
　　　黄緯井囲衛緯?
　　　糸偉
???????
???。????????
??????
???
sil
．言
外涯
敏甚三期
基k危?
型器
蓮逆遡
峡追庚峡
嚢警
迎
撃敬敵啓
殼イ呉
砦混今根
‘鬼碗勉
弩自知師碗
飛騨悲
密イ国辱縮＊害織?
　　2　　年
異偉互
囲違糸偉樽
説揺
置網襟
回危危
義母儀嵐
答渓
Sl
峡野饗峡
驚轟脅駕警敬
F仰仰
敬轡落
呉言呉娯娯?
イ鬼免勉施霊
麟地滋
等星寂
信縮織縮織
　3　　年
誤記異逮
偉緯
免言♪免
亥書例該
堪甚款
案豪棄危
儀義
察禁潔囑螺
彦虐遡逆
?
緯｝
O?
NeM．
輝。塾レ
挾峡狭侠峡峡?
　　　　　　Nb，v
仰仰迎，
敬春讐竪啓啓
賢譲
敵献献レ
塊
礁頂
淋寂叛癒病激?
?
第6章　習得における誤答　331’
??
麟誠認
????
?????????
????????
??????
??「
?????????? ?????????? ? ? ? ????
???
三
曹網野
ラ受収深皆野
三筆扉
カレ施、
門門
断隅隅体葡己?
?
早撃定
定底砥祇低，
組備供濠粗?
三徳町
勢熟麟轍
播箱順痴巡
浸漫授後
箱績箱績籍籍?
方群青施旋
選菅薦鷹
栖態体酎而．
中オ主
混乱
帝庭延奪
黒黒抵k
組物粗熟然漆
淡簿痔樽透
裁彼4．
激被皮非破．墜下非ネ妓三
物蜜芽
品二三
灰噴
黒土報》榊印
夕げ瞬宍瞬
乏令棲之望貧?
苗罫描笛
客品濱
劇簸樺
戸聯イ翻二
三之：毎七
療熱熟熱黙塾
援巡盾脇創
帰野
津績籍籍籍
鋳旋施旋
撰鷹薦選蔑
酎
衷忠裏裏
語軟
縦繰幌延帝
挺
黒黒貸下1
供僧粗イ条仕
淡薄
型
被櫛卜
緬供琴笛
落臨臨
墳貰噴奮横噴
ギ御ア卿
i困貧
恥｝し
Nolt，．
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????㌣ ?
????????????
?
???????
?????????ヶ??
??
融鼻
?????????
隷
?
血
?????????????????
富晃万映
無熱
面面
読挙名誉
場掲格二三易
季易
要；熊鼠三
三
旅慮慶
漁良
痴態療
髭面量
聖墨塁曼晶墨
類墾
列島織し今謙娯
誌面
齢敵旧例・令齢
裂列4列
違憲練
即郎
即続
版面漫浸漫蜀
熱論
網綱紡細綱
猶盗給琳谷
誉誉
揚陽陽掲揚ラ旧
藩謡謡援．
乱
頒慮麗彪
漁猟漁三三
容面面療寝避?
糧＊糧
贔墨三巴曇異?
殼隷錬鼓叡穀
雨錨軸争齢一
応洌裂列梨
廉運演練廉
謡桜熾妥櫻
郎朗
雄風
慢隠漫漫侵押?
綱網
袷欲叡
墨参二歩口　　＝了　　ロ　　ロ
褐場陽湯’
謡暴富三斜
乱濫境賢
愚麻臨海慮　・…
痢魚狩漁襯嵐
猟／猟　　　　　　1療イ嬢癬一
郭　　　1
料縫　1
三塁墨野墨1
藁葺言言嫌絞
嘉詩錬
描・令齢
列」列烈列裂
庶激庶廉連
比史要　　醸
郎帥餌
　　（芦沢節）
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第7章　習得上の問題点解明のための調査と結果・
1　集団調査実施のねらいと方法
1．この調査のねらい
　（1）当用漢高金数調査では，大量の文字を調査の対象とし，漢字習得につい
ての数量的，質的な調査をはじめ，習得上の諸島題についてもできるだけ詳し
く調べようとしたために，被調査者の数は，きわめて少数の特定壱に限定した．
ので，調査の結果・傾向の普遍性・妥当性を検証する必要がある。
　（2｝1隼で実施した当用漢字全数調査の結果から，読みにおける音謂の二品，
書きにおける書けない漢掌，誤答からみた読み書き上の諸問題，漢字と語の関
係，読める表外字とその習得要因など，いろいろの間題が生じ，漢字習得上の
問題点としての仮説が考えられるが，それが妥当か否かを検証する必要がある。
　大別二つの臼的のために，8入の生徒と同学年の中学生集団を対象として本
調査の実施を計爾した。したがって問題構成も二つに分かれている。
6　8人の漢字習得上の問題点として1±1たものをそのまま閥題として，同学年．
　の中学生一般にも共通するものであるか否かを確かめる。
⇔　8人の調査結果から習得上の閲題点として考えられる仮説で，他の教育環』
　境，教育条件の違った諸中学校生徒を調べてみる。
　（なお，1年では，当隣，並行して実施した言語能力の発達構造の研究のた
　め，出身校の1年生348入の集団に，漢字も含めて言語能カテス5（漢字の
　読み・書き・語い・文法・読解・かなづかい・送りがな・作文）を2回目わ一
　たり実施したので，出身校生徒群に対して，ある程度の検証調査が行なわれ．
　たわけである。本格的な集団調査は2年生からである。）
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　　　　　　2．問題の構成
（1）2年生
問　劇字釧
ユ　教育漢字の読み
45字
8人の
ﾑのわ?????????
2　教育漢字
O当用漢字の読み 50字
ねらい
ﾅきなZ）文
3　表外字の
ﾇみ 50字
8人の
嘯??なお，
ｩ入れ
4　教育漢字の書き
50字
8人の
嘯煢ﾁ
驍烽ﾌ
ｽと同
ﾈお，
繧ﾌ配
i5教育漢字p耀漢字 47字
ねらい
ﾈお，
ﾜた，
繧ﾌ配
ね　ら　い　と　構　成
調査結果を参考にし，主として成
績 わるいもの，闘題のあるものを選び，
音訓全部にわたり8人にテストしたと岡
じ語形で面出し，事例調査結果と比較で
きるようにする。
は教育漢字の二二と嗣じ。なお，
で い文字でも，既習（事例生徒の学
校 文字を中心として構成した。
調査結果を参詣にし，　　　　　　　　　　　　　よく読めた字を中心に，50字の読みのカをみる。
なお，他教科と闘逗のある文字もいくつ
か れてある。
調査繧果を参考にし，（よくできた
字も加えて）成績の悪いもの，問題のあ
るvのから文字を選び，8人にテストし
た 同じ文脈・語句で提禺する。
な 経読みとの対応をみるために，文字
盤の配慮：がしてある。
は，教育漢字の場会と岡じ。
な その大半は，既習文字にしてあり，
ま 読みとの対応をみるために，文字
上の配慮がしてある。
1錨上の認
6　書字力の
分析
　　　文字を書く際璽欝・の構造（偏憐・音
8字 Q藁蓑籍書鑓饗離
舗限内の時間で
答えさせるとい
うより，：全員が
晶晶する時間を
与えるように配
慮する。
以下問じ。
7　漢字の訓
読み
教育
　　38字
教外当
　　25字
8人目調査で，教育漢字・教育外当屠漢
宇における訓読みで，問題のあるものを　　　　　　　　　　　　　　　　　　問題8よりも先えらび，その読みのカ，反応のしかたを　　　　　　　　　　　　　　　　　　に実施する。みる。筒題1・2と1部電熱させてある。
8　漢字の読
み（翻）と
意味理解
?????? ???? 漢字の閥題のある調読みが，ことばとし
ての理解と，どのような関係があるか，
漢字の読み（訓）とその語の意味理解の
關係をみる。
問題7および聞題1・2と藩応させてある。
?????? 、???? ，? ー??，? ??
，???
??，?? 。?? 。?????? ????
の
???9
！！
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10漢字力
　（漢字の音
　と訓と義）
　の分析
10語
風習の音・訓・義の三つの面のカを分析し，音で読め，翻で字義を知ることと，それらの文掌の結合による単語の意味を
揄?ｷる力との関係をみる。
　問題1～5は，8人の事例調査の結果や，問題の提出方法等の検証テストの性格を
もち，問題の提出のしかたも，8人調査と樹じ。問題6～10は，事例調査の結果，漢
字習得上，闘題となると思われる点を，追究するために，：璽点的，発展的に，問題を
構成し調査するもの。問題は薪しく案轟作成。（問題用紙　10枚　馬素時間約150分）
　なお，調査の実施は，すべて研究室員があたり，調査を受けた生徒諸子のそ
の場の状況などもくわしく知ることができた。
　2年生の集圃調査の結果では，8入の事例調査の結果，演題点として出たも
のが，集団でも，学校差（学級差）により正答率に多少の出入りはあるが，傾
向的には同じことを示しており，この調査実施の意義が認められたので，3年
生でも続けて調査することにした。なお，議の問題について，地域性との関連
をみるために，3年では，さらに調査の地域を関西臨にまで拡げた。
12）3年生 問題の構威
調査の聞題
i問 題厚釧 ね　ら　い　と　露訳 擁阯の齢
1　教育漢字
の読み
2　教育漢宇
外当用漢字
の読み
の堂外
???3
50字
45字
50字
8入の調査結果および2年の集団調査結
果を参考にし，音訓に閥題のある読みの
カをみる。従来の調査結果から，音・調
どちらかの読みのカが，かなり定着して
いると思われるものは，この問題ではは
ぶいて，難点のあるものについてしらべ
る。
ねらいは1の教育漢字の嫁先と同じ。
???，???? ???， 。，?
，??????
??? ， ??） ，? ?? 。? ，?? 。?? ? ????（? ?????
制限内の蒋間で
卜えさせるとい
うより，金員が
解答できる時間
を与えるように
配慮する。
以下岡じ。
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4　教育漢字
の書き
　　　8人の調査結果および2年の集団調査結
　　　果等を参考にし，成績のわるいもの，問
　　　題のあるものから文字をえらび，書くカ60字
　　　をみる。なお，読みとの対応をみるため
　　　に，文字上の配慮がしてある。
5　教育漢字
外当用漢字
の書き
　　　ねらいは，4の教育漢字の揚合と同じ。
40字　読みとの対応をみるために，文字上の配
　　　慮がしてある。
1
6　特殊な音
ﾇみ
教育
@　19掌ｳ外当
@　18字
特殊な音読みの漢字（漢語）の読みのカをみる。
テスト実施の順序としては，問題1・2より後に行なう。
7灘瓢認案問題のある訓読みが，ことばとしての理解とどのような関係があるか，漢宰の読み（訓）とその語の意昧理解の関係をみ
る。
問題1・2及び4・5と1部対応させて
ある。
t1
8　漢字学習
の実態と意
識・意見
???????? 。?????? ??????????
?15
（問題用紙　10枚　　所要時…間　約150分）
3．調査の実施
　1年の場合は，当時並行して行なった，「中学生の言語能力発達構造に関す
る研究」のために，8人の生徒及び出身校の1年生7学級分（348人）の中学
生に，言語能力全般にわたってのテストを実施した（第1回6美く1学期〉，第
2回2月〈3学期〉）ので，その中の漢字力調査によって，同一一学校の生徒では
あるが，他の多くの中学生との比較・検証等ができた。
　2年目3年では，さらに，問題も8人の調査結果をふまえて作成し，被調査
者も，調査のねらい・目的に沿うように選んで調査したが，2年時・3年時と
も，なるべく学年相応のカがみられるように，各学年とも学年末を調査の晴期
に当てた。　（年問1回）
　2年時　昭和41年1月24日～2月18日の間に実施。
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　　　　　学校によって，2日にわたって実施したところ（稲付・砂町・教大
　　　　　附属の中学校）1Nで調査を終えたところ（四谷第ご。武蔵野第三
　　　　　中学校）がある。
　3年時　昭和42年2月27日～3月9Hの聞に実施
　　　　　卒業時期をひかえて諸行事があるため，稲付を除いて，他はすべて
　　　　　1日で調査を終了した。
　調査の時期を，同時にいっせいにできなかったのは，各校での調査の実施
（説飼・実施・園収）を，すべて砥究所側で行なったためである。
　また，なるべく学年相応の力を見ようとして学年末を実施期にあてたが，3
年生では，高校入試・卒業等の蒔期と：重なるために，学校によっては好ましく
ない蒔期であったようである。（東京では入試実施時期が早く高校入試後，大
阪では，入試直前であるなど，地域によって，入試の時期に遅速の差があり，
テストを受ける生徒の心理的な違いも見受けられた。）
璽　調査の結果一2年生
1．教育漢字
　教育漢字については，問題1で読みのカを，問題4で書くカを調べた。
（1）教育漢字の読み調査の文字と結果
　8人の調査結果を参考にし，教育漢字中，主として成績の悪いもの，問題の
あるもの45字を選び，音訓の両面から，8人に調査したと全く同じ語形の問題
で調べた。
　45字は各学年配当から次のように選出配分した。
　もんだい1～4（1年用漢字）目正川下
　　〃　　5～7（2年用〃）陥入歩
　　〃　　8－13（3年用〃）葉配病二二後
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　もんだい14～20（4年用漢字）改心商魂付焼幸
　　〃　21～32（5年用〃）想慣側報国経似価繋留設管
　　〃　33～45（6年忌〃）混条小眼率境災衆慮採卵険納
　これらの文字は，1年入学隣～2年前期までの8入の調査結果，ある読みで
は習得率が高いが，他の読みでは低く，その読みかたに抵抗を示したものであ
る。8人の調査では，カードによる1対1方式によったが，この集団調査では
それをそのまま問題用紙に写しかえた。　（なお，1語形で疑わしいものは，2
種の語形で試みたものもある）
　結果は339～3㌶ぺ・一一一ジの表のようになる。
　教育漢字の読みであるから，各校の平均正答率が90％以上読める文字があ
み。しかし，音訓ともに読める字は少なく（目・正・用・入・係・混など），
他はどちらかに難点がある。
　1年用漢字の「則のモク，　「正jのセイなど，問題のあった読みも，2隼
の学年末ごろになればさすがに，よく読めるようになるが，同じ1年用の川の
「セン」，下の「もと」などは，正答率蘇．4％，27。7％と低い。しかも，漢磁
力の高い附属校にささえられての平均正答率である。この調査では，文字環境
の特によい学校，わるい学校とりまぜて調査官としたので，学校または学級差
が多少墨ているが，しかし，大勢の傾向としては，8人の調査結果と共通する
ものをもっていることが認められた。
　「歩」のブ，「顔」のガン，（同蒔にしらべた「顔色」は「かおいろ」とも読めるの
で，いっそう読めない。問題として「顔面」の方が適当であることがたしかめら
れた。）「後」のコウ，拾シュウ，付フ，焼ショウ，似ジ，率ソツ，境ケイ，
衆シュ，納トウでは，音が，調および，一般に用いられている他の音に比べる
と読みにくいこと，反対に，「病」のやむ，「和」のやわらぐ，「改」のあらため
る，商あきなう，幸さいわい，白むくいる，毒すべる，経へる，価あたい，省
かえりみる・はぶく，留とめる，設もうける，細くだ，潔いさぎよい，眼まな
ご，討ひきいる，境さかい，災わざわい，授さずける，採とる，鵜おかす，険
けわしい　では，訓が，音に比べると読みにくいことは8人の結果と岡じで，
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　　　　　　　　　　　　　　第7章　習得上の問題点解明のための調査と結果　343
調査の結果が，単に特定個人の漢字習得の実態や問題点を示しているばかりで
なく，同じ学年の中学生に共通するものを表わしていることが認められよう。
（2）教育漢字の書き一調査の文字と結果
　8人の調査結果を参考にし，主として成績の悪いもの，問題のあるものから
50字（熟語関係上実際には51字）を選び，事例調査と同じ文脈・語句で提出し
た。なお，読みとの対応をみるために，読みと共通する文字も入れてある。
　読みと異なり，書くほうで問題のある字は，高学年用漢字に多い。51字の学
年配当は，次のようになる。
　3年用漢字　旅勝者
　4年用漢字　案季育予族種良底害残借付係唱試
　5年用漢字側例責救移修省快低慣価
　6慣用漢字衆歓補暴著臨眼率除称就異遺華甲純災難派拡宜専
　これらの文字は，それぞれ，正しい字形がとりにくい，類似字形と誤る，漢
字の表意性を無視して音や訓の似通ったものに当てて書くなど，書けない，書
きにくい文字である。なお，読みとの対応をみるために，次の文字が，他の問
題と重複させてある。
　付係翻省慣戦戦率災価　　（問題1
　旅付唱試省快衆率除避難価（唱題7
　芋刺　　　　　　　　　　　　（問題8
　借救暴就　　　　　　　　　　　（問題9
平均正答率67．8％で，文字ごとg）成績は，
　正答率90％以上　国育省
???ー???ー
教育漢字の読みと共通）
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　346　第2編　漢字習得の実態に関する研究
　文字により，また，学校によって，多少の出入があるが，全体としてみた場
合，書く上で問題のある字は，やはり，事例調査と傾向が隅じであることが認
められた。なお，
　音・訓どちらにしても，ほとんどの差異のない育イク97．0％　そだてる
　　94．0　種シュ85．　5たね84。4　救キュウ60．0すくう60，G
　音・調による優位差がややみられるもの底そこ73．7　テイ64．7　快カイ
　　77．0　こころよい65．5
溺あり，これらは読みの場合の音・訓反応の不均衡と対応している。「付」は
音フと二つけるとでは，反応に20％ほどの差があり，また「付つけ」では，「受
け付け」という慣用語も，「付け加える」という日常語も，ともに親しいゆえか，
両者に優位：の差がみられない。むしろ，「付録」という彼らに親しいはず（雑誌
の付録）の語でありながら，音フのほうに多少の抵抗があるようである。「称」
では「入称代名詞」という術語と「東洋一と称する」という動詞の形で出した
場合，後者の用法が，現在ではあまり使用されない故か，前者のほうがやや優
位：であった。（45，8／39．5）結果の中で，読みとの蘭係から注目されることは，
読みと書きの成績は読みのほうがよいのが一般であるが，読みにしても，習熟
している読みのほうでないと，書くカのほうが上位のことがある。例一志省」
付係駐輪慣衆眼率災価
　　　フ　音　7LO
か
セイ　　　　　　シュウ　　　　　　　リツ
91．Ol　76．41　34．81　68．81　74．21　81．4i　83．6
? つける
?
?｝
91．5 84．4 89．3 ??
? セイ シュウ リツ
音 54．5 96．4 88．8 96．7V迎ウ
91．2 93．2
V晶
86．3 94．2
¥ツ
87．1 95．6
?
90．4 3．6 55．9
かえり
み みる?
つける
39．2
ﾍぶく まなご ひきいる わざわい あたい
86．6 96．4 87．768．2 82．7 21．4 52．9 34．827．1
　　　　　　　　　　　　　第7章　習得上の問題点解明のための調査と結果　347
で読み書きさせると同傾向の正答反応を得るが，書きを反省，読みを「かえりみ
る」で試みると，書きのほうが優位になる。このことは，後述（習得に関する
湾察）するが，一般的な書くカを知りたい時は，どのような語形によるかを考
えると同時に，音・訓の面からも考慮しなければならないことを示している。
　なお，「側」のように読み書きの正答率がほとんど同率のものは，その文字
の形・音・義に習熟できて，習得がかなり圃定化してているといえそうである。
反対に「衆」シュウのように，読みは高いが（93．2，シュは別），書きは34．8と
低い場合は，衆の字に，何らかの書きにくい要素（例一正しい字形がとりにく
い）があるということが認められ，指導の重点の置き方が示唆されよう。
2．数頭注法外当用漢字
（1｝教育漢字外当用漢字の読み調査の文字と結果
　教育漢字の読みの場合と岡じ観点で，50字を選び，問題の提出のしかたも同
様に8人に調査した語形と周じものを用いた。
　教育漢字外当用漢字は969字あり，学習進行中の文字であり，教育漢字のよ
うに学年配当がされていないから，使用の教科書により既習未習のゆれがあろ
うが，8人調査結果を参考にして，次の観点から文宇を選んだ。
　音訓の読み反応のアンバランスなもの
　　音優位沿汚悔危民謡戯掲顧香刻趣獣装頂伴憤募訪翻優誉
　　翻優位　机皆惜醜詳尋袋奪添浮気忘
　　音訓ほぼ同じ　影捨飾促言忌
　2音または2訊あるもので，ある音または訓の不振のもの高値
　社会的に使用されるもので，成績不振のもの　妥叙阻暫貢遂二二
（なお，数ある該当字から，一般に社会的に多用される文字という点を考慮し
て50字を選んである）
　結果は348～351ページの表のとおりである。
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352　第2編漢字習得の実態に関する研究
　平均正答率53．1％，教育漢字外当用漢字ではあるが中には90％を上回るもの
（影かげ　優ユウ机つくえ危キ　募ボ捨すてる頂eヨウ刻勲　浮1諏　掲ケイ　装ソウ
懸ケン訪ホウ袋麟蓉獣ジユウ忘わすれる閉とじる香’ウ皆みな）が19字（38％）もあ
る。しかし，90％以上読めている文字も音訓という観点からみると，他の音な
り翻なりでは，読みが不振で，中には同一文字かと疑われるほど読めないもの
もある。
机つくft　96．2％／422．2％
捨…　・L2％場1概
袋二：：ll説／・7・・％
ガ91・0％／・・蹴
募ボ　　94．0％／つのろ　12，3％
掲ケイ　91．0％／高｝奮　　58．4％
装ソウ　93．2％／毒雪　　30．1％
懸iケン　9L　40／o／ケ　　　14．0％
　その他の文字も9G％対2～30％という大差はなくとも，岡じ傾向の結果を示
している。事例調査の生徒が使用している国語教科書と集団調査の各校での使
用教科書はすべて同じではない（1・S校くS社〉，Y校〈N社〉，　K凄くT
祇〉，M校〈M社〉の各中学校国語教科書）にもかかわらず，8人の調査結果
で問題になっている音訓の読み反応のアンバランスは，集団調査結果でも同じ
傾向を示していることがわかる。
　なお，一音の掌で，事例調査では，成績のよくなかった，妥　叙　阻　暫　貢
などは22．766．835．611．523．3％とやはり概して読めない。また，「既
キ　すでに」など，昔の中学生なら，漢文学習で，早期に習得できた字が，こ
の調査では，音・訓ともに低くなっているのは，やはり，漢文及び漢文調の文
章に接する機会が少ないからであろう。
（2）教育漢字外当用漢字の書き調査の文字と結果
　教育漢字と悪様，事例調査の結果を参考にし，主として成績の悪いもの，閥
題のあるものから45字を選び，事例調査と醐じ文脈・語句で問題を提出する。
　45字の選定は，教育漢字外当用漢字はまだ学習進行中のものであり，書くこ
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とは特に要求されていないので，教育漢字外当用漢字中，使用されることが多
いもの，特に教育漢字との結合による熟語が多用されるもの，また，教育漢掌
外当用漢字との結合によるものでも一般に使用されることが多く，しかも誤用
　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　ぷ　　　ぷ　ぷ　　　　ぷ　ぷ　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　ぷされ易いもの（例一値段，猛獣，危険，探検，憤慨，詐欺，冒険）などから採
った。
　また，教育漢字と同様，他の問題と毘議することも配慮して文字を選んであ
る。
　教育漢字外当用漢字の読み（問題1）と共通
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　優趣机募企掲訪刻戯頂値：袋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獣怠汚沿憤顧
　　〃　　　の訓読み（問題7）　〃　　募企掲訪忙刻戯捕催携怒危
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　探描触欺巡施
　　〃　　　読みと意味の理解（問題8）懸船催下描汚触欺施
　教育漢字外当用漢字であり，しかも，問題のある文字を選んだために，平均
正答率は37．7％と低いが，中には，平均正答率50％以上の文字も15字はある。
平均正答率80％以上の宇　机頂
??ー?????????????
（》???
?????（》???
????????????????
9　t一　1　O／o
?????ー?企袋沿
訪径刻値（険）
探稲装
優趣触項捨傾
滅募縁忙充姓援劇怒描巡
掲朝露催危難施（検）
戯獣催熟汚憤顧冒
携噴欺
　音・調どちらが書きやすいかをみた場合，多忙・忙しい，彫刻・刻むではほ
とんど大差なく，提出語形では，接触・触角，巡圃・巡査など大差なく，同じ．
験でも冒険と危険では，冒の影響からか後者の方が低い程度である。
　問題2の教育漢字外当用漢字の読みと比べると，
3δ6　第2編漢字習得の実態に関する研究
陣1副机「劇企i掲「訓刻隊
か1音1・・．・i47．・l137．・1・・。2126小4．・168．2｛・・ユ
・｝ 訓iI｛87・・ll｝1i｝??剖g7・・1・…1222｝蜘167・gl・・小2小62167・・
訓…5128・5i96・・i・2・・126・8i・8・・i69・6177・・22・・
陣陣1剥二野酬測慣陣??音i82・・1［i・7．5｛｝｝77・81・7・3【…4
訓　166・3レ3・21127・・118・4111
??音1・…i8副・ユ｛94．・123．・162・7185．81・…146・・
訓g3・2「1劉g5・・レ2・・133・・｛…i・…｛・・9［25・・
　読みに比べて，書きの劣るのは当然だが，両者の差が大きなものと，比較的
少ないものがある。f企」のように，読みを上回って書けている例外もある
が，これは，どの学校でも平均的に書けており，あるいは，企画・計画など，
学校生活用語（寧）として，書く文字であることと関係があるのであろうか。
　また，読みとの対比で興味のあることは，読みに比べて書くことが劣る一般
の状況下で，読みの不振な方の音または訓の成績は，書きの成績よりもさらに
落ちていることが，集団調査でも同様に認められたことである。
3．表外字の読み
　1年入学時及び1年後期，2年前期の3回の表外字調査の結果，学習しない
ことをたてまえとしている表外字も，それが人名・地名，その他他教科・一般
読書，テレビ・映：画，広告・宣伝等に多用されることによって，目にふれる機
会の多い文字は，意外に読めることがわかったが，これが，8人の生徒の特殊
な現象なのか，あるいはこの期の中学生に共通な現象であるのかを見るため
に，3回の表外字調査で成績のよかった文字50字を選んで，2年終了時に近い
時期に2年生の集団にも調査を実施した。
　　　　　　　　　　　　　　第7章　習得上の問題点解明のための調査と結果　357
調査文字　50字
　藤僕頃岡杉三三三智靴塚須鳩堀汁潟亭弘釣亀皿菱洞二三三三
　柿堺殻嘩崎三門鶴昌遽狼釜幡呂奈三韓函岬洪回禄甚
　50字に対する調査方法は事例調査と同一方式によった。
　結果は358～361ページの表のとおりである。
　＜注＞1．　5校平均正答率の上段は音訓それぞれを，下段は両者を含んだその文字と
　　　　　して読めた割合の平均：正答率である。
　　　　2．濁音化の形で答えたものも，表外字ということで正答に入れた。
　各校平均正答率95％以上の文字　二三門門亀伊崎
??ー???????ー90％以上
85％以上
80％以上
75％以上
70％以上
65％以上
60％以上
50％以k
40％以上
10％以上
藤彦靴堀亭嵐阪鶴狼鎌
智汁釣皿柿呂奈
鹿鳩潟瞳堺釜韓菱幡
二二弘
洞枕下蓬
殻嘩岬頃
昌洪
函漠
禄
甚
　文字1字ずつを見れば，学校により，正答率に多少の繊入はあるが，．平均正
答率80％以上の文字が32字と，半数を上團る娼成績である。8入調査で共通に
よく読めた文字は，集団調査でもよく読めており，8人調査で，共通正答の度
合いがやや低かったものは傾向的に低ぐ，表外の字でありながら，読める字と
して共通度の高い文字のあることが認められた。8人の調査で成績のよかった
「甚」は，生徒の入学時の校長さんの名前で，こうした特殊な習得要因をもつ
文字は結果としても特殊であることがわかる。
　なお，50字の正答反応を音訓いずれにこたえているか整理してみると，次の
ようになり，成績の信頼性が，この反応結果からも，認められる。・
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　音優位の漢字
二三三二亭洞三富伊昌蓮呂三韓三二二心
　訓優位の漢掌
三岡三三彦軌塚鳩堀汁潟弘釣亀皿菱枕梶瞳嵐柿三崎三二狼釜幡
鎌二三
　音。訓岡位の漢字
藤
　「読み」とともに習得経路の内省記入も実施し，予想以上にこの効果も認め
られたが，集団調査の習得経路は，3年の調査の方で扱うことにする。
4．漢字の知識
（1）漢字の構造の知識
　生徒の書字力テストの結果を見ると，漢字の構造（偏・秀・音符など）の知
識，漢字の表意性の認識があれば，審字力は更に強化されるのではないかと思
われることがままある。そこで，中学2年生ごろの段階で，どの程度の漢字に
対する基礎的な知識や認識があるのかを，実際に文字を書かせ，発問によって
書字の過程を内省させながら，たしかめたのが，問題6である。
　もんだい1では「清」の字を書かせ（清は意隊を表わす「水」と，音を表わ
す「青勃とを合わせた形声文寧），「清」がサンズイ偏であること，サンズィ
偏（7）は，水に関係のある字であること，清は～偏に，青「セイ」という音を
もち，青「あおい，にごらないで水が青く澄んでいるという意とをもつ，つく
り傍）が合嗣してできた字であるという文字の構成上の知識を持っているか
どうか（イーハ），「清」の字をおぼえる時，偏・労・意味を分析的に知識として
おぼえるのか，あるいは，他の手がかり，方法によるのか（ニーホ）を，実際
にその文字を書かせ，それを内省させながらたずねたものである。その結果は
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次のように，
イ　清はシ編と
mっている
ロ　シとセイ
@（膏）からなり，
ﾓ味はきよい
はい｝いい・ は司いい・?
1
?Y
?
S
　AK
　　B
ハ　音はセイで　二　全体として
　ある　　　　　　おぼえた
はい1いい・はいト・い・
37．　2
29．　5
55．　0
71．8
0r　6．　1
74．3
63．　4
75．　6
60．5　1　46．5　1　53．5　1　79．1　1　16．3　1　74．4　1　25．6
70．5　1　38．6　1　61．4　1　90．9　1　9．1　1　81．8　1　18．2
45．　0
28．　2
43．　9
25．　7
52．5　1　47．5　1　80．0　1　20．0　1　67．5　1　32．5
20．5　1　79．5　1　64．1　1　35．9　1　71．8　1　28．2
46．3
T1．4
53．7
S5．7
87．8
W2．9
9．8
P7．王
58．5
V7．1
41．5
Q2．9
31．7　1　63．4　1　36．6　1　87．8　1　8．8　1　68．3　1　24．4
24．4　1　51．2　1　48．8　1　97．6　1　2．4　1　53．7　1　43．9
M　1　72．1　1　27．g　1　37．2　i　62．s　1　72．1　1　16．3　1　6g．s　l　mg．o－1．2
平均睡・1…i・・．・1・4．・i79・8【・S．・　169・・！　・…
　「清」の宇きよい，の音は「セイ」と読むことは80％近くのものが知ってい
ても，それが？偏の文字であることを知っているのは60％近くにへり，さらに
「セイ」の音と，青く澄んでいる意とをもつ青のつくりとの組合わせによる宇
であることを知っているものは，450／・に減るというように，　「へん」と「つく
り」による文字の平成，その意味などに知識や関心をもつものは半数近くもあ
るかないかということが示されている。したがって，文字をおぼえる手がかり
としては，「全体としてお球えた」69。2％ということになるのである。文字を
旧い出す手がかりをたずね，それによって，文字をおぼえる過程をさらに詳し
くたどろうとしたのが，つづく質問ホであるが，それに対しては，次のように
答えており，この期の中学生の漢字をおぼえる方法の片鱗をうかがうことがで
きよう。
（2）忘れた宇を思いだす手がかり
大勢としては，「へん」やfつくり」に関連させておぼえる手がかりとして
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（もんだい1のホ）　忘れた字を思い出す手がかり
1 Y S K
反　　　　　　　応 A1・Ai・Al・Al・M
??
へんに関係させて（水・シ） …1… ・晦・國…1・・1…1・・1…
つくり（青）に関係させて 14；0 18．21嘘・艸・・・・團・申・
へん・つくりを考える 王1．611．4…國i・・蜘・國・・
静体）十体の騰感じを愚’1・・ 2．32．5・・國 ・・日 ・・i 3．0
よみかた，音を思い出す，音にあて
ﾍまる字を思い出す
11・・國 i・・
音を思い禺して，つくりを書く レ・ 2．6 2．4・・圃1嘘・据・
瀦の文字をいくつ破いてみる1 個・ 1・・｝・・
物意昧蔽える　　　國・・防 ・・1… 14．3 國・・
意味を考えて，へんを加える i｝i 2．6 7．31・・口・・
惑うな蘇発音の四川考えレ ・・！ h・
熟語を考える 前論・ 2．62．45，74．9噛・極・
鱒（入・地名）で丁丁す　國・・1炉…1・・・・｛ ・・｝ 7．0 7．6
文動鰍関係・蜥から　1
?
・・1 国 μ・ 1．4
灘耀あを衰齢出欝鰍 1・・1 5．0 11・4吐1．4
講蒼識ゑ竃爆灘竃 i確・ 2．42．9 1 i・・
なん・な・反鱒・わか・　國・・ 」・・ 4．9 1．6
絶対に忘れない，よくおぼえている i1・・ 國・・ 26．87．3 6．5
手がかりなし，あきらめる
」
・・1… ・・1灘・2．42．3 3．8
無答（「わからない」も含む） …1概・12．5帥卿・17．3 4．9
??
　＊なるべく生徒の反応がそのままわかるように，書かれた表現を中心に分類整理し
　　た。
いると答えているが，「音を思い出す，音にあてはまる字を思い出す，岡音の
文字をいくつも書いてみる」という反応は，数はさほどでないが注記に億する
と思われる。音を手がかりにすることも，つくりをおぼえる一つの決め手であ
るが，意味をともなったそれでないと，同音の文掌（同訓の文字）を書いて平
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気でいることになる。漢宇の表意性を無視した誤りが多いのは，このケースが
多いからではあるまいか。また，偏に着掬するといっても，偏が有する，した
がって偏の示すそれぞれの意味にはあまり頓着しないということもあるのでは
なかろうか。なお，r熟語を考える」という反応や，「文章の前後関係・文脈か
ら」などは，むしろ「読み」についての言己憶の手がかりのようでもあるが，’
く場合にも，そうした文字の周辺の状況から記憶の糸をさぐろうとするもの
が，案外多いのではなかろうか。名前に連関しておぼえるなど，文字知覚，文
字把握が心的印象面とかかわりの深いことを示しているように思われる。
（3）持と待期と塩蔵と儀
問題2・3・4では，持・待（字形は似ているが，偏・音・意味がちがう）増
・贈議・儀（字形は似ているが，偏はちがい，音は同じだが，意味がちが
う）のそれぞれの文宇を書かせ，どのように区別しておぼえたり，書き分けた
りしたか，文字に即して具体的にたずねたものである。（次ページ表）
　正答はそれぞれの字が正しく書けたものを示し，以下は偏が違い，肇が岡じ
であるそれぞれの字を峻別する手がかりをたずねた反応である。（2）の「持」が
手へんであることに気づくものはかなりいるが，「待」では，それがrそべん
である」ことに気づくものは少ない。中には「持は手へん，待はそぺん，イは
サムライ」，「持ジ支持，待タイ接待」のような用例による判別法をあげてい
るものもあるが，ごく少数で，多くは無反応である。そぺんに気づく以外で，
「持は手へんで，待は手へんでないものとして区別する」と答えて「待」に
「特」（×）の字を書いているものもあった。その他「自然に」とか，「なんと
なく」とかいうものもあり，これらの答えを一括して「その他」とした。
　もんだい（3）増・贈になると，まず，宇そのものが正しく書けない（ことに，
贈）だけに，両者の薩別は，持・待よりいっそう判別法があいまいになる。
　増では「熟語でおぼえた，字全体でおぼえた，わからない，ただなんとな
く，自然に，そのまま暗詑」のその他に関するものが比較的多く，「贈」では，
「おくるのは金に関係があるので，貝へん，貝で金に関係あり」などと員へん
に気づU、・たものは，ごくわずかで，多くは無反応である。
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もんだい（4）の議・儀では，「調をただ，言べんによるとせずに，「議は会議の
議，だから醤べん，話し合うのだから言ぺん，ことばに配点するから言ぺん」
のように，答えたものも相嶺あり，したがって正答数も70％を上回っている。
しかし「儀」になると，「人ぺん」に気づいたものも少なく，なかには，「儀は
人に関するので人ぺん，儀式は人が集って行なうので人べん」などの答えも逼
れにあるが，多くは無反応である。また中には，「議はことばで言べん，儀は
書ぺんのないの」として「義」の字をあてているもの，義理の義として「義」の字
をあてているもの等があった。これらの反応及び，正答との関連からみると，
非常に一般的で説明しやすい偏（画一7，乎，言，木，金偏など）は，教室で
もとり上げられ，生徒窃身も納得しやすいが，そうでないものは，説明の対象
にあまりとり上げられない，漢字学習の場合，多くは新出の読みとの対応で扱
われ，文字の構造には，ふれられていないのが一般ではないかというような印
象を受ける。
〈4）元気と元木一一漢字表意性の認識
問題5では，意味を無視して瞬音の字をあてる誤字反応が多い実情にかんが
王校
Y
s
K
元 気（木）
誤
?????
86．　0
81．　8
90．　0
92．　3
73．　2
82．　9
87．8
92．　7
????
?
2．　4
　0
??
無反応
11．6
15．9
10．　O
　o
12．　2
17．　1
　0
2．　4
解答以
前のこ
たえ
7．　7
12．　2
12．　2
4．9
M　lgs．31　ol　4．71
SIZitflil　86．91　O．81　8．2i　4．　i
み，「元気」を「元木」と誤面してその誤りの
理由を説明させるという方法によって，漢字の
表意性の認識度をたしかめてみたが，元気とい
うことばへの親近性，日常生活で使う場薦も多
いからか，二つの文字の別を言えたものは，さ
すがに多かった。「木は植物，気は気持の気に
関係がある，ぼくゆ人聞　木←植物，元気は入
聞の気持だから」というような説明が多いが，
中には，「辞書をひかせる，もっと小さければ
ひいてみせる，自分の弟はそんな宇を書かない，
気という字をノート1ページ分書かせる」など
の反応も散見され，それらは，解答以前のこた
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えとしてまとめた。問題6だけで書字上の問題のすべてをつくすことはできな
かったが，上の5問を通して，この段階での中学生の書く立場からみた文字構
造上の知識の実状，その問題点などが示唆されているといえよう。
5．　読みζこ　く　し、言麟
　8人目事例調査の結果，漢字の読みの問題点として，音謂反応のアンバラン
スがあることがあげられ，そのたしかめを，教育漢字・教育漢字外当用漢字の
読みで，問題のある調以外の他の音訓も含めた中で調べたが，さらに，すでに
事例調査で問題となった訓のみを取りあげて，集団調査によって検証しようと
したのが，問ee　7である。
　（1）教育漢字から38字（40訓）
　（2）教育漢字外当用漢字から25字（25訓）
　（音と異なり，訓では提出語形がおのずから固定しているが，中には名詞な
　ど，1文字だけ提示すると，音読みにされるものもあるので，それらは，提
　出語形をごつ出してどちらが答えやすいか，試みたものもある。）
　結果は，369～371ページの表のように，
（1｝教育漢字
　平均正答率　90％以上　民謡　等踪　豊黙　飯めし（にぎウめし）
?????????800／e　tt
700／e　tt
6eo／o　／t
500／o　1／
400／o　／／
3eo／，　t，
200／o　tl
leo／，　／1
10％以下
????? ????????? ?? ? ???????????? ???? ?????） ??? ??????? （??????? ???????? ???????????? ???? ??? ???
???
????????
鱈
??
?
?????
?????????????? ?? ??????
?? ?
備
．
題
7
）
読
み
に
く
い
訓
の
平
均
正
答
率
　
　
　
平
均
正
答
率
?
j
醸
1
意 ｢
る
2
　
和
竄
增
@
ら
ぐ
3
老
ｨ
い
る
4
　
唱
ﾆ
な
@
え
る
5
商
?
き
@
な
う
6
溶
ｷ
べ
る
7
　
競
ｫ
そ
う
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
は
ぶ
く
9
　
設
烽
､
　
け
る
1
0 @
云
､
け
た
ﾜ
わ
る
1
1 @
肥
ｱ
え
る
I
　
　
A
　
　
4
3
名
1
4
．
0
8
8
．
4
5
1
．
2
3
4
．
9
3
4
．
9
2
．
3
5
1
．
2
3
0
．
2
6
7
．
4 3
7
．
2
1
8
．
6
6
9
．
8
校
　
　
B
　
　
4
4
0
7
9
．
5
5
6
．
8
2
5
．
0
3
4
．
1
0
3
4
．
1
1
8
．
25
6
．
8
5
8
．
6
2
0
．
56
8
．
2
Y
　
　
A
　
　
4
0
1
7
．
5
7
2
．
5
7
0
．
0
5
0
．
0
2
5
．
02
．
5
8
2
．
5
2
5
．
0
4
2
．
55
2
．
5
1
2
．
5
5
5
．
0
校
　
　
B
　
　
3
9
5
．
1
7
9
．
5
8
9
．
7
7
6
．
9 4
1
．
0
1
7
．
9
6
1
．
5 4
6
．
2
5
6
．
4
9
2
．
3
1
5
．
4
7
4
．
4
S
　
　
A
　
　
3
9
1
0
．
3
6
1
．
5
3
5
．
9
2
3
．
1
2
5
．
6
0
3
3
．
3
2
0
．
5
7
1
．
8
4
8
．
7
1
0
．
3
5
3
．
8
校
　
　
B
　
　
3
9
2
3
．
1
6
4
．
1
3
5
．
9
1
7
．
9 7
．
7
0
3
5
．
9
2
0
．
5
6
6
．
7
5
3
．
8
1
2
．
8
5
1
．
3
K
　
　
A
　
　
4
1
3
9
．
0
8
7
．
8
1
0
0
8
0
．
5
9
7
．
6
1
2
．
2
8
0
．
5
7
5
．
6
9
5
．
1
1
0
0
7
8
．
0
1
0
0
校
　
　
B
　
　
盤
5
8
．
5
8
5
．
4
9
5
．
1
8
5
．
4
8
5
．
4
9
．
8
8
2
．
9
6
8
．
3
9
7
．
6
1
0
0
6
1
．
0
9
7
．
6
M
　
　
校
　
　
4
3
1
8
．
6
8
6
．
0
7
2
．
1
4
＆
8
6
0
．
5
2
7
．
9
6
5
．
1 4
8
．
8
6
0
．
5
6
9
．
8
2
0
．
9
8
1
．
4
平
　
　
均
　
3
6
9
名
2
0
．
6
7
8
．
6
6
7
．
5
4
9
．
1 4
6
．
1
8
．
1
5
8
．
5
3
9
．
3
6
8
．
3
6
6
．
7
2
7
．
9
7
2
．
6
　
　
　
平
均
正
答
率
k
級
人
数
歪
　
欲
ﾙ
っ
@
す
る
1
3 @
授
ｳ
ず
@
け
る
1
4 @
　
断
ｽ
つ
こ
と ?
1
5 @
率
ﾐ
き
@
い
る
1
6 @
述
ﾌ
べ
る
1
7 @
臨
ﾌ
ぞ
む
1
8 @
除
?
?
?
?
1
9 @
失
､
し
@
な
う
2
0 @
試
ｱ
こ
ろ
@
み
る
2
1 @
退
ｵ
り
@
ぞ
く
2
2
@
亡
い
と
　
な
む
薯
I
　
A
　
　
4
3
名
3
7
．
2
2
5
．
6 4
8
．
8
7
6
．
7
3
7
．
2
9
3
．
0
3
4
．
9
6
2
．
8
8
3
．
7 6
0
．
5
4
1
．
9
6
9
．
8
r
校
　
　
B
　
　
4
4
2
5
．
0
1
8
．
2
5
2
．
3
8
6
．
4
3
1
．
8
9
7
．
7
3
4
．
1
’
1
V
5
．
0
9
5
．
55
6
．
8
4
0
．
97
0
．
5
Y
　
　
A
　
　
4
0
3
2
．
5
4
0
．
0
5
0
．
0
8
7
．
5
7
2
．
5
8
7
．
5
2
5
．
O
7
7
．
5
8
0
．
0
9
0
．
0
7
7
．
5
6
7
．
5
、
校
　
　
B
　
　
3
9
4
1
．
0
5
3
．
8
7
1
．
8
9
2
．
38
7
．
．
2
8
9
．
7
3
0
．
8
8
4
．
6
8
4
．
6
9
2
．
3
9
7
．
4
7
1
．
8
S
　
　
A
　
　
3
9
7
．
7
0
2
8
．
2
8
7
．
2 2
8
．
2
8
2
．
1 3
0
．
8
5
6
．
4
7
4
．
’ S
1
2
．
8
1
5
．
4
7
4
．
4
校
　
　
B
　
　
3
9
2
．
6
2
．
6
2
5
．
6
8
4
．
6
3
3
．
3
8
2
．
14
3
．
6
4
6
．
2
6
9
．
2
2
0
．
5
2
0
．
5
6
1
．
5
K
　
　
A
　
　
4
1
7
8
．
0
6
5
．
9
9
5
．
1
9
7
．
6
9
0
．
2
9
7
．
6
8
5
．
4
8
5
．
4
9
5
．
11
0
0
9
5
．
1
9
5
．
1
校
　
　
B
　
　
4
1
6
8
．
3
5
6
ほ
1
0
0
1
0
0
7
8
．
0
9
7
．
66
王
．
0
8
2
．
9
9
0
．
21
0
0
9
2
．
7
9
2
．
7
M
　
　
校
　
　
4
3
6
2
．
8
2
0
．
9 6
7
．
4
8
王
．
4
4
6
．
5
9
3
．
0 3
0
．
2
7
6
．
7
8
8
．
4 8
3
．
7
5
1
．
2
’
7
9
．
1
平
　
　
均
r
3
6
9
名
3
9
．
8
3
1
．
46
0
．
2
8
8
．
1
5
5
．
8
9
三
．
3
4
1
．
7
7
2
．
1
8
4
．
8
6
8
．
85
9
．
1
7
5
．
9
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
　
　
　
　
平
均
正
答
率
p
学
級
入
数
2
3 @
経 ﾖ
る
2
4 @
異
ｱ
と
@
な
る
2
5 @
逆
ｴ
か
@
ら
う
2
6 @
健
ｷ
ご
@
や
か
2
7 @
難
ｩ
た
い
2
8
?
?
?
?
?
?
?
?
2
9 @
等
ﾐ
と
@
し
い
3
0 @
豊
艪
ｽ
か
3
1 @
　
尊
ｽ
っ
ﾆ
い
（
圭
の
3
2 @
快
ｱ
こ
ろ
謔
｢
3
3 @
　
魚
､
お
（
さ
か
な
）
1
　
　
A
　
　
4
3
名
2
3
．
3
7
2
．
1 4
4
．
2
5
8
ほ
2
．
3
4
．
7
S
8
．
4
9
7
．
7
3
0
．
23
0
．
2
5
5
．
8
2
0
．
9
7
6
．
8
校
．
　
B
　
　
4
4
1
8
．
2
6
5
．
9
4
0
．
9
4
0
．
9
0
6
．
8
9
7
．
7
9
7
．
7
5
0
．
0
3
1
．
8
5
4
．
5
4
0
．
9
5
6
．
8
Y
　
　
A
　
　
4
0
5
5
．
0
8
0
．
0
4
2
．
5
5
2
．
5
0
．
2
．
5
9
7
．
5
9
7
．
5荏
7
．
5
3
2
．
5
6
0
．
0
5
5
．
0
4
5
．
0
校
　
　
B
　
　
3
9
5
3
．
8
7
9
．
．
5
6
1
；
5
6
6
．
7
0
0
1
0
0
9
7
．
4
2
0
．
56
エ
．
5
6
6
．
7
5
3
．
8
4
3
．
6
S
　
　
A
　
　
3
9
1
2
．
8
5
6
．
4
2
5
．
6
1
7
．
9
2
．
6
0
9
2
．
3
9
2
．
3
5
．
1
5
3
．
8
3
0
．
8
2
0
．
5
6
9
．
2
．
校
．
　
B
　
　
3
9
3
0
．
8
6
4
．
1
2
3
．
1
3
0
．
8
2
．
6
2
．
6
8
9
．
7
8
9
．
7
2
0
．
53
5
．
9
2
8
．
21
7
．
9
7
9
．
β
K
　
　
A
　
　
4
1
7
3
．
2
1
0
0
9
5
．
1
9
7
．
6
1
9
．
5
3
9
．
0
1
0
0
9
7
．
6
7
0
．
72
6
．
8
8
2
．
9
7
5
．
6
2
2
．
0
校
　
　
B
　
　
4
1
8
2
．
9
9
7
．
6
9
2
．
7
8
5
．
4
4
．
9
2
4
．
4
9
7
．
69
7
．
6
7
8
．
01
7
．
・
1
9
0
．
2
8
2
．
9
1
2
．
2
M
　
　
校
　
　
4
3
4
4
．
2
7
4
．
4
5
3
．
5
7
2
．
1
2
．
3
1
8
．
6
9
0
．
7
9
5
．
3
5
1
．
2
3
9
．
5
5
8
．
15
3
．
5
4
1
．
9
平
　
　
均
　
3
6
9
名
4
3
．
6
7
6
．
γ
5
3
．
4
5
8
．
3
3
．
8
1
1
．
1
9
4
．
9
9
5
．
9 4
2
．
0
3
6
．
3
5
8
．
8 4
6
．
9
4
9
．
6
　
　
　
　
平
均
正
答
率
?
w
級
入
数
3
4 @
　
　
　
遇
､
つ
わ
り
っ
ぱ
な
､
つ
わ
（
キ
）
3
5 @
路
i
旅
）
じ
3
6
・
@
　
　
飯
ﾟ
し
を
H
　
う
に
ぎ
り
ﾟ
　
し
3
7 @
　
　
銭
ｺ
に
@
入
れ
こ
ぜ
に
3
8 @
民 ｽ
み
平
　
均
I
　
　
A
　
　
4
3
名
5
3
．
5
6
0
．
5
3
7
．
2
6
9
．
8
8
6
．
0
9
3
．
．
0
7
6
．
7
7
4
．
4
5
5
．
8
4
8
．
7
校
　
　
B
　
　
4
4
5
0
．
0
6
1
．
4
4
0
．
9
6
8
．
2
8
6
．
41
0
0
9
3
．
2
8
4
．
1
3
6
．
4
4
8
．
0
Y
　
　
A
　
　
4
0
3
7
．
5
5
2
．
55
5
．
◎
9
0
．
0
9
0
．
0
9
5
．
0
7
2
．
5
7
7
．
5
6
0
．
0
5
3
．
7
校
、
　
B
　
　
3
9
4
3
．
6
5
9
．
0
5
L
O
9
4
．
9
9
4
．
9
9
2
．
3
9
7
．
4
8
4
．
6
5
9
．
0
6
0
．
4
S
　
　
A
　
　
3
9
4
8
．
7
5
6
．
4
4
1
．
0
5
9
．
06
9
．
2
8
9
．
7
6
6
．
7
6
1
．
5
2
5
．
6
3
7
．
5
校
　
　
B
　
　
3
9
6
L
5
6
6
．
7
2
0
．
5
5
3
．
8
7
9
．
5 8
7
．
2
7
6
．
9
6
1
．
5
2
3
．
1
3
9
．
0
K
：
　
　
A
　
　
4
1
8
0
．
5
9
7
．
6
1
9
．
5
9
7
．
6
9
7
．
61
0
0
1
0
0
9
5
．
1
1
0
0
7
9
．
3
校
　
　
B
　
　
4
1
8
0
．
5
9
7
．
6
1
9
．
5
9
5
．
1
9
7
．
6
王
0
0
9
7
．
6
8
7
．
8
9
7
β
7
6
．
8
簸
　
　
校
　
　
4
3
5
5
．
8
7
4
．
4
3
9
．
5
8
3
．
7
9
3
．
0
9
7
．
7 8
6
．
0
7
9
ほ
7
2
．
王
5
8
．
7
平
　
　
均
　
3
6
9
名
5
6
．
9
6
9
．
6
3
6
．
0
7
9
．
1
8
8
．
3
9
5
．
1
8
5
．
4
7
8
．
6
5
9
．
1
5
5
．
9
?
?
?
b
ユ ?
?
?
?
?
?
?
（
問
題
7
）
読
み
に
ぐ
い
講
の
導
均
正
答
率
　
　
　
　
　
平
均
正
答
率
p
学
級
入
数
?
?
?
?
?
? （
お
こ
る
）
2
充
?
て
る
3
触
ﾓ
れ
る
4
描
ｦ
が
く
?
?
?
?
?
?
? 6
　
汚
ｯ
が
す
（
よ
ご
す
）
7
　
染
ﾟ
ぐ
る
（
ま
わ
る
）
8
憤
p
き
ど
@
お
る
9
訪
ｨ
と
ず
　
れ
る
1
0?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???
?
?
?
?
?
?
I
　
A
　
　
4
3
名5
3
．
5
2
0
．
9
2
．
3
6
5
．
1
7
2
．
1嗅8
．
8
7
．
0
6
0
．
5
4
．
7
5
5
．
8
0
6
5
．
1
0
5
3
．
5
0
校
　
　
B
　
　
4
4
6
5
．
9
2
0
．
5
2
．
3
7
5
．
0
6
8
．
2
3
6
．
4
6
．
8
5
9
．
1
0
6
1
．
4
0
6
5
．
9
2
．
3
4
7
．
7
2
．
3
Y
　
　
A
　
　
4
0
6
0
．
0
2
7
．
5
0
6
2
．
5
8
0
．
0
5
7
．
5
2
．
5
5
0
．
0
0
5
7
．
5
0
7
0
．
0
娃
0
．
0
5
0
．
0
1
0
ガ
0
校
　
　
B
　
　
3
9
7
6
．
9
2
0
．
5
O
7
6
．
9
8
9
．
7 7
1
．
8
2
．
6
6
9
．
2
5
．
1
7
6
．
9
0
7
9
．
5
4
1
．
0
6
4
．
1
1
5
．
4
S
　
　
A
　
　
3
9
2
3
；
1
4
6
．
2
0
3
8
．
5
6
4
．
115
．
虞
2
．
6
5
6
．
4
0
5
6
．
4
0
5
9
．
0
0
6
9
．
2
o
校
　
　
B
　
　
3
9
3
5
．
9
3
5
．
9
0
2
5
．
6
5
3
．
8
2
0
．
52
．
6
5
6
．
荏
0
5
6
．
4
0
3
3
．
3
0
5
3
．
8
0
王
（
　
　
A
　
　
4
1
6
3
．
4
3
4
．
1
9
．
8
1
0
0
8
7
．
8
9
5
．
1
4
．
9
9
0
．
2
1
2
．
2
9
0
．
2
1
9
．
5
9
5
．
1
3
4
．
4
7
8
．
O
1
9
．
5
校
　
　
B
　
　
4
1
5
6
．
1
4
1
．
5
0
9
5
．
1
8
5
．
4
8
7
．
8
7
．
3
8
5
．
4
憂
．
9
8
5
．
4
2
2
．
0 9
α
2
2
2
．
0
7
0
．
7
1
7
．
1
M
　
　
校
　
　
4
3
5
3
．
5
3
0
．
2
0
7
6
．
7
8
1
．
4
6
7
．
4
2
．
3
5
8
．
2
4
．
7
8
1
．
4
2
．
3
6
5
．
1
0
5
5
．
8
’
0
平
　
　
均
　
3
6
9
名
5
4
．
5
3
0
．
6
1
．
6
6
8
．
8
7
5
．
9
5
5
．
8
4
．
3
6
5
．
0
3
．
5
6
5
．
0
4
．
9
6
9
．
4
1
4
．
1
6
0
．
2
7
．
0
　
　
　
　
　
平
均
正
答
率
p
学
級
畳
数
㌦
?
?
? 1
繰
ｳ
ぐ
る
1
5?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
? 2
『
炎
ﾙ
の
お
2
4?
?
?
? 2
『
更
ｳ
ら
に
平
均
I
　
A
　
　
4
3
名7
4
．
4
5
1
．
2
3
2
．
6
3
4
．
9
7
．
0
4
1
．
9
7
．
0
7
2
．
1
0
2
．
3
9
3
．
0
2
0
．
92
3
．
3
3
3
．
3
校
　
　
B
　
　
4
4
7
7
．
3
6
5
．
9
3
4
．
1
3
8
．
69
．
1
3
1
．
8
2
．
3
8
4
．
1
0
2
．
3
9
3
．
2
1
1
．
4
2
0
．
5
3
3
．
7
Y
　
　
A
　
　
4
0
9
2
．
5
5
5
．
0
7
0
．
0
7
．
5
3
2
．
5
2
2
．
5
5
．
0
7
5
．
0
0
0
8
7
．
5
1
5
．
0
2
7
．
5
3
6
．
9
校
　
　
B
　
　
3
9
1
0
0
7
4
．
4
7
6
．
9
5
．
1
5
6
．
4
4
三
．
0
5
．
1
8
2
．
1
1
0
．
3 7
．
7
9
7
．
4
1
5
．
4 4
1
．
0
4
5
．
喚
S
　
　
A
　
　
3
9
6
9
．
2
4
3
．
6
3
3
．
3
1
7
．
9
0
3
5
．
9
7
．
7
5
9
．
0
G
0
9
2
。
3
　
　
02
．
6
2
5
．
3
校
　
　
B
　
　
3
9
5
9
．
0
4
1
．
0 3
5
．
9
1
2
．
8
0
2
8
．
2
2
．
6
4
6
．
2
0
0
8
9
．
7
0
1
0
．
3
2
2
．
1
K
　
　
A
　
　
4
1
8
7
．
8
9
2
．
7
8
2
．
9
5
6
．
1
7
5
．
6 8
7
．
8
6
3
．
4
9
5
．
三
1
2
．
2
3
9
．
0
1
0
0
2
6
．
8
7
3
．
2
6
G
．
1
校
　
　
B
　
　
4
1
8
5
．
4
9
2
．
7
8
2
．
9
3
6
．
6
5
3
．
7
8
2
．
93
9
．
0
9
2
．
712
．
・
2
4
1
．
5
9
2
．
7 5
4
．
1
7
0
．
7
5
5
．
0
M
　
　
校
　
　
4
3
8
1
．
4
6
0
．
5
5
3
．
5
7
．
0
2
5
．
6
2
3
．
3
9
．
3
8
8
．
4
2
．
3
2
5
．
6
9
3
？
011
．
．
6
3
0
．
2
3
6
．
8
平
　
　
均
　
3
6
9
名
’ 8
0
．
8
6
4
．
2
5
6
．
6
2
4
．
4
2
8
．
7
4
3
．
9
1
5
．
7
　
7
7
．
54
．
1
／
3
．
3
?
?
．
?
?
1
5
．
．
2
3
3
．
3
3
8
．
8
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
G
Q
372　第2編　漢字習得の実態に関する研究
（2）教育漢宇外当用漢字
　平均正答率　90％以上　炎禦
??ー?ー????? ?soo／，　／t
700／，　t1
600／，　tl
soo／，　ft
4eO／e　／t
30％　lt
200／o　11
100／e　／t
lO％以下
刻鐙
襟が危葬
触覚　訪鴻ず　掲醜　探郭
怒Σか　捕鴛　忙℃酔
催無
誤診
戯贈む企捲だ
欺縦施讐募2の仰嚢
底毫て汚野　巡誉　憤鷺ど携琵か　田鶴
　（1＞の教育漢字，（2）の教育漢字外当用漢字とも，個々の字の正答率については
事例調査と多少の出入はあるが，傾向的には同じであることがわかる。訥の不
振は，前章でみたように，これらの罰が音に比べてはあまり行なわれていな
い，訓によっては未学習のものもあること，ことに，
（1）その文字を含む漢語の方が，現在では一般に多用されていて，話しことば
　などでもあまり使用されていないもの，文章語的なもの，例一統憲べ（統一・
　統合・統治）　経へる（経由・経過）　授鰐（授業・授与・授賞）　欲麗（欲．
　求）省鶉り（反省・内省・自省）　民焔（国民・民衆・民主主義）　募望（募
　集）　憤跨ど（論評）　施聾（実施・施工）　催薯（開催）　訪滋ず（訪問）
（U）従来，俗訓，別訓などが行なわれていて，現在でも，それが一部では残存，
　行なわれているもの。例一入いる（はいる）　難こた（むずかしい）　魚うお（さ
　かな）　怒碧（おこる）　灘諮（きよい）　汚野（よごす）　巡碧ぐ（まわる〉
　憤霧ど（おこる・いかる）
の二つが，主たる要因をなしていると思われるが，集団調査の結果でも，そう
した現状の反映がみられた。
　たとえば，「入る」も，現在の話しことばでは，「はいる」が行なわれており，
それを文字化した場合［入」の字をあてている掲示や看板等が随所に見受けら
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れるが，調査の結果でも，それが反映されている。
　「魚」の「うお」と「さかな」は，地域によって，「さかな」と称すること
が多く（関東三瀬），他の翻で好成績を示した附属中学でも「さかな」の反応が
多い。これなどは地域差を示すものといえる。
　また，「尊」の翻は，現行では「たっとい」が認められているが，rたっとい」
と読めるものは40％程度で，ふつう行なわれている「とうとい」を入れなけれ
ば，7GO／。t．）にはならないというのが現状である。
　なお，「欲する」灘い」など，昔は，漢文学習で早く習得する読みであるが
現在ではあまり行なわれていないために，Fヨクする」「むずかしい」などの読
みが多くみられた。
　最後に，これは問題提出の仕方，語形に関することであるが，「飯めし」につ
いて「飯を食う」　「にぎり飯」，rSkt’itjについて「小銭」「銭入れ」のように
澗様の形で試みたところ，結果に差が出ており，現代中学生の藷としての親近
度の違いを示すものとして興味がある。
6．読みにくい音
　訓不振のものがある反面に，音が読めない，音のうちでも，特にある音が読
めないという現象のあることも事例調査で見られたが，ことに，最期のゴ，緑
青のロクショウ，功徳のク，成就のジョウジュなど，呉音系統の音による特殊
の読みや，漢音でも，体テイ，拾望重駅，境ケイなど読めないものが多い。また，
「読」の字など，「ドク」はよく読めるが，ひク」とは読めない，「読本ドク
ホン」という反応の方が多いという結果もみられたので，事例調査での教育漢
字，教育漢字外当用漢掌における音読みで，特に問題のあるものを主として選
び（中に，特に難音のものでないが，事例調査で成績不振のものもいつくか入
れてある），その読みの力，反応のしかたをみたのが，問題9である。
　教育漢字から33字，教育漢字外当用漢字から20字を選んだ。
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　結果から，やはり呉音系のものや，漢音でも一般的でないものなどは読みに
くく，傾向的には共通性がみられた。
　教育漢字
　8人調査で，2年の前期までにはよく読めなかった然ネン作サ付フ乏帥布フ仮ケ．
などは，このテストが2年後期であり，提出語形を修正したものもあり，また，、
優秀校が加わっているせいか，よく読めてい，静デなども86．4％読めるように
なっているが，出＊綴多（慣用音）期ゴ業ゴウ緑青巽ウ功ク成就縛．解ゲ厳力など
呉音系統の難音のものはシュツ　ノウ　キ　ギ5ウ　リョク　セイ　コウ　セー
イ　シュウ　カイ　ゲンと一般に使用度の多い漢音の読み方にひかれて，正答
率が低くなっている。また，誤った音で読んでみると，なじまない，落ちつか
ないから，無答も相当にある。成就・荘厳など正答0の学校もある（学習の如
何を示しているのか，学校によっては，正答優位のところも晃受けられる）。反
対に姥較的読みやすい漢音系統のものでも，その読みが呉音の方が一般的に使
われてい，中学生になじみのうすい読トウなどは，呉音のドクのほうで読んでい
るという現象が集団調査でもみられた。「読本」は「ドクホン」と読むのが圧倒
朗に多く，まれに「ヨミホン」があり，「トク」の反応0の学校もあるほどで
「○○読本」という複合形で專ら使用されている現状を反映している。「読書」
を「トクショ」と読む明治時代の人もいるが，現在ではrドクショ」が一般で
あるように，中には時代による使用音の交替を示すものもある。重複ではチョ
ウの反応を示すものは100／o程度であるのに対して「ジュウ」は70％もあり，「大
望」も「モウ」は10％以下であるが，「ボウ」は86％という数字を示している。
　また，「遊説」のゼイ，r暴露」のバクなど，特定の語として定着している慣『
用音も，語として親近牲が乏しいためか，「セツ」「ボウ」と他の音で読んで，
非常にできがわるい。
　なお，このように，現行の定着音で読めないもののほかに，「貸借」のよう
に「かしかり」と立読みの形が多用されているものは，「タイ」と読む場含が
少ないせいか，訓読みに姥べて音で読むカが乏しい傾向のものがある。顔ガン焼・
蓼ヨ我が似ジなどもその傾向の文字であるが，この調査では，かなりの成績をお．
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さめていた。
　教育漢字外当用漢字
　教育漢字外当用漢字は学習中であり，使用教科書によって提出状況も異なる
ので，8人の調査で不振だった音の中から，一般的な問題になりそうなものを
選んだのであるが，閥題に呉音系のものなど，特殊音が少なかったせいか（当
用漢字表による特殊音・謂の数も教育漢字に比べると少ない）かなりの好成績
を駁めている。
　姓の「ショウ3，拍の「バク」，「郷」のゴウ，封の「ホウ」などは80％を上園る
成績（95．4・90．　5　・81．0・81．3）であるが，これらは，一つには，それらの読
みをもつ語が，生徒たちには，親しい語として定着しているからであろう。同．
じ：文字「姓Gの「セイ」，「拍」の「ヒョウ」などは，79．4％，62．go／oと，低，
くなっている。「姓」など最近では「姓名」ということばの使用はよほど改ま
った場合にのみ蓑記使用されていて，多くは名前・名まえで代用されている現．
状の反映であろう。このようにことば・用語（もんだいの提出語形）との関係
から音読みの親疎が規定されることが多い。たとえば，次の
　　よく読めた　水郷スイゴウ，野獣ヤジュウ
　　あまり読めなかった　慰問イモン，譲渡ジョウト
など，前者は観光ポスター，動物関係書などでRにしやすいために親しく，後
者は，現代の中学生にとってはあるいは慰安，分譲のような語形で提出すれば
正答率は上回ったものと思われる。同じ文字，同じ音でも二代に多用される語
によって親疎の別が生じることが，8入の事例調査では，欄々の反応の仕方
（1対1方式なのでよくわかる），集団調査では集計の結果によって，たしかめ
られたように思われる。
　「柔」の「ニュウ」（呉音），「細の「ク」（慣用音），「執」のシツ（慣用音）
などは，「ジュウ」（漢音），「コウ」（漢音），「シュウ」（漢音）と，他の親しい
音の方に置きかえて読むことが多い。これらの正答率は，それぞれ21．40／o，
27，6％，19．2％と低く，多く親しい他の音にかえて読まれている。
　若デ替タイ霜ソウなどは音そのものの読みが不振の一群である。これらは訓のか
382　第2編漢字習得の実態に関する研究
　正誤
@　反
w　応
Z
??????ュ?
ニュウ コウ
真　　紅　　　一
Dまっか
@べに
?
…????『??
シュウ しも ソウ
霜　　葉　　霜　　害一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
@　　　　　しも ソウ
1
11．6
Q7．3
37．2
Q7．3
14．0
P5．9
32．6
S7．7
25．6
X．1
27．9
P8．2
9．3
Q．3
4．7
U．8
5L2
S7．7
9．3
X．1
4L9
S0．9
Y
35．0
R5．9
12．5
P5．4
17．5
P2．8
38．0
S3．6
10．0
Q3．1
15．0
Q3．1
10．0
Q0．5
27．5
Q8．2
12．5
Q0．5
32．5
R5．9
17．5
Q0．5
S
33β
S3．6
12．8
V．7
28．2
P0．3
30．8
S3．6
15．4
P0．3
15．4
P2．8
7．7
O
12．8
P5．4
23．1
Q8．2
7．7
T．1
23．1
Q3．1
K
51．2
T8．5
24．4
Q6．8
12．2
P4．6
12．2
Q9．3
73．2
T3．7
29．3
Q9．3
53．7
U1．0
34．1
Q6．8
34．1
S3．9
9．8嚇
P4．6
53．7
TL2
醗 39．525．6 25．625．6 27．9 23．39．3 27．911．．6 16．211．6
平均 37．1 21．416．835．227．621．719．220．330．615．43L7
たちで多用されるために，生徒に親近感のある使用語が乏しい。「若干・若輩」
ともに生徒にはなじみが少なく，無答反応が多く，まれにrわかぼし」「わが
はい」などの誤答が目につく程度であり，交替→コウカン・コウサンの誤答の
ほか無答が多く，霜葉・霜害も無答，ロ，きり・つゆなどの反応がみられた。
．ただこの場合，学校によっては2年生の国語で「霜葉は二月の花よりも紅な
り」という漢詩を学習している向きもあり，8入調査で「ソウ」が「しも」よ
り読めなかったことが，修正されている。
　8人および中学生の集団調査によって，結果としては訓じ音不振現象を回す
るものでも，その中に，他の親しい音に読み誤るための不振と，謂に比べて音
そのものが読めないための不振とが，文字とその文字を含む語によって傾向的
・に在るということが認められる。
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　こうした現象を知って，文掌学：習の際に，重点的に指導助言することが習得
をたしかにする上で必要と思われる。
7．漢語とその構成文字の読みと語義の関係
　漢字には，1字1義で単独に1文字だけで使用される場合もあるが，2字以
上で構成される漢語として使用される場合も多い。
　上来晃て来たように，音では読めても訣では読めないという現象がある。字
義を知る手がかりになる訓がもし読めない，わからない場合，それらの文字に
よって構成される漢語の意味がどの程度わかるのか，語として音で読み，訊で
字義を知り，さらに欝成された漢語の意味を把握する一中学生におけるこの
三つの作用の関係をみようとしたのが問題1Gである6
　音に比べて訓読みが不振であった字（語）及び，その反対の音読み不振の文
宇（語）を選び，語形としては特殊なものはさけて一般的なものにした。（練
習問題を例示して，方法をたしかめさせてから問題にはいった。）
　結果：をみると，
　　　全体のよみ　　その平均　構成文字の訓よみ　構成文字の訓よみ　意味の平
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　語としての読みは，4の「乗降（客）」と10のF降雨」を除いて，他の語はす
べて平均正答率90％以上のよいできであるが，それらの構成文字として分解し
た1字ずつの訓読みの成績をみると，語として読める（音読み）ほどには，そ
れぞれ1字ずつの訓読みは読めていない。また，両文字の訓読みの正答率は必
ずしも等しい成績ではない，かなりアンバランスな状態であることを示してい
る。この問題では試みなかったが，訓募9のでは読めなくても，募集ではよく読
め（問題2），「つのる（募）」の語の意味理解では，使用例として「募集」という
熟語をあげた生徒が多くいた（問題8）のも，これと同種の反応であろう。
　さらにその語の意味を説明させると，これも語金体の読みの成績に比べて総
体的に不振である。10問の語は，なるべく初見の語をさけて，親しい語を選ん
である。そのために，語としてはよく読めたわけであるが（問4・10は別）構
威要素としての各文字の謂読みは不確かであった。
　そのためか，語の意味理解の上で，なんとなくわかるようでありながら，意
『昧を詑述させてみると，字義を生かした正確な歯髄としては，理解，把握され
ていないことがわかる。
　「危険」のように，二つの文字が重なって同義を示している（形容詞の役圏）
謡は，それぞれの翻が，正しく読めなくても意味の理解はどちらかの字義でカ
バーして通じることができる。
・〈語としての読み〉〈文字としての読み〉　　　　　　　　　　　　　　〈意味〉
　危険　　危　　　　　　　　　　　険　　　　　　　　　　　危険
　きけん　○あやうい　　あぶない　他の誤答　無答　○けわしい　あぶない　他の誤答　無答　　○慧味
平均正答率
　97．80／，　3Zl　41．7　2．7　18．5　5e．1　2．7　15．0　32．2　95．5
（この場合，「危」のrあぶない」は正答の「あやうい」より反応率が多い。
表内訓としては認められていないが，字義としては同じために，意味の理解に
穏支障をきたさない。）
　同じ険の字が用いられている冒険では，語構成上，動詞としての大切な役割
をしている「冨」の字の訓読みができないために字義も不明確なためか，冒険
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の正しい語義もいたって低い。
〈語としての読み〉〈文字としての読み〉　　　　　　　　　　　　　　　〈意味〉
　　冒険　　　冨　　　　　　　　　　　　　　険　　　　　　冒険
　ぼうけん　　　　○おかす　まさ　しょう　他の誤瞥　無答　　　Oけわしい　　無答　　　　○意味
　　98．4e／o　le．4　4．6　3．8　18．0　63．2　48．8　327　34．1
　しかし，留険という語の読みは98．4％で，10間中最高に読めている。
　これなどは，冒険という語にあまり親しく，また，読めもするので，一つ一
つの文字の訓とそれに対応させての字義が正しく学習されていなかったからで’
はなかろうかという疑問も生ずるのである。冒険の正しい意味理解は34．1％．
で，他は部分正答11，2％，誤答18，296，無答18．0％，その他冒険即探検とする．
ものが18．　50／oある。
　脆険を留してあえてする冒険」と「実地に探り検する（しらべる）探検」
とが，同義として把握されている。二つの語は，実際に行動として現われる塀
合は，重なることが多く，探検に冒険的な行動を認めて探険と表記することも
あり，読書関係の図書分類で冒険・探検ものなどと一括して使われている現実：
での並用・共用などが，生徒の意瞭把握の上にも影響したのであろうが．これ
など，それぞれの字義と字訓をたしかに掲解した上で語義を扱うと，字義に即
した区別を知りいっそう正しく生徒に理解，習得されるのではなかろうかと思、
われるのである。
　総じて意味把握の場合，構成文字のよく読める翻の方にひきつけて意味を把
握しており，同義が重用されている場合はそれが目立たないが（例救助），構威．
文字の一つ一つに熟語としての意味がかかっている場合は，意味の理解もかた
よってくる。「採集」など，r集める」と同義に扱われており，「採」の字の意
味は薄れている。
〈語としての読み〉〈文字としての読み〉　　　　　　　　　　　　　　〈一揖〉
　採集　　　採　　　　　　　　　　　　　　集　　　　　採集
　さいしゅう　　　○とる　さがす　あつめる　他の誤啓　無容　　　○あつめる　　　　　　意味
　　92．4　46．3　2．2　1．6　14．5　35．4　95．3　35．4
　反対に「営業」など，最近では，これを，「業わざを営む」といった文字分解
　　　　　　　　　　　　　　第7章習得土の問題点解明のための調査と結果　389
をして理解させなくても，むしろ，一般に通用している「営業」で逓じる面が
ある。　「わざ」と読めたもの18．0％（表内訓には「わざ」というよみはない。）
他は「しごと」（4．1％），無答（45．8％）などで，訓読みの成績は悪いが，三
二の方では，正答率65．9％という現象もある。
　また，定価では，
〈語としての読み〉〈文字としての読み〉　　　　　　　　　　　　　〈意味〉
　　　定価　　定　　　　　　　価　　　　　　　　　　　定価
　　ていか　　　○さだめる　　　　　　　○あたい　　ねだん　　ね　　無答　　　O意味
　　　97．gO／，　77．9　29．7　6．5　8．7　32．4　54．0
のように，日常生活語として誰でも知っている語であるために語としてはよく
読めるが，それぞれの字義になると，読みの不確かさが，反映して語義もあい
まいになる。
　また，逆にr乗降客」「降雨」では，
〈語としての読み〉〈文字としての読み〉
乗降（客）
54．　oO／o
降雨
56．70／o
乗
○のる
　93．　5
　降
○ふる
　75．　7
?
○おりる
67．　8
雨
○あめ
93．　5
〈意味〉
○意味
63．　5
○意味
77．　4
　それぞれの文字の読みや，語としての意味は，ある程度できながら，かえっ
て語としての読みが，それよりも下回る成績という現象もある。これなどは，
二文字の読みや意味を知っていすぎるために，それを構成する語の正しい読み
かたをなおざりにするからではあるまいか。なお，降は音不振の：文字で，藤常
生活でも，これらの語は，くだいて「乗り降りの客」とかr雨が降った量（降
った雨の量）」などと書いかえていう一調読み化のことばになっているから
であろう。いずれにしても，この小問の反応から，語の構成単位である宇の正
しい訓読みが，正しい字義を知ることであり，ひいては，語義を正確に把握す
る手がかりとして大切なものであること，しかし，それらの構成文字の機能や
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性質によって，多少その関係に異同があること，また，語の読みと構成文字の
相互関係は必ずしも同じない場合があるなど，闘題をかかえていることがわか
った。
8．訓の読みと意味の関係
　字訓と字義とは，同一であるとは言いがたいが，字翻は字義の定着したもの
として関係があり，意味把握，ひいては，漢字習得の大切な手がかりとなるも
のである。漢字を効果的に習得するために，罰読みもできることが必要条件の一
つとなるのであるが，事例調査も含めて，訓では読めなくても音ではよく読め，
また，書けもするという一連の現象がある。この現象は，その訓のことばとし
ての親近性に関する問題であることは上来見てきたとおりであるが，読めない
というのは，ことばとしてもその意味がわからないのか，あるいはことばとし
ては知っていても訓読みが行なわれないために，その文字との結びつきにおい
て読めないのか，その関係を，漢字の問題のある二二の読みとことば（意味）
の理解の関係の上で確かめようとしたのが問題8のねらいである。
　問題のある字訓の読みを，←島育漢字から15字，⇔教育漢字外当用漢字から
10字選んだ。
　それぞれの語（訓）を与え，その語の意味をたずねる。意腺のたずね方は，
その語の意味の理解度の深浅に応じて反応ができるように，
　〔1）意味を書く
　（2｝意味が書けない場合は，どういう蒔に使うか，または旋用例などを書く
　｛3｝なんとなく意味はわかるがうまく表現できない場含は○印の符号づけ
　（4）どういう意味か全くわからない蒋は×印の符暑づけ
の4閥砦に分け，練習問題を設けて，やり方をよくわからせてから実施した。
　なお，実施に際し，片方の学級では漢字を消去して（ただし，もうける〈設〉
すべる〈統〉へるく経〉など，同音の他の文字と誤解されるものは除く）文寧
による意味の理解度の有無もあわせ見た。
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　意味理解の反応度の表は，まず，生徒が，自身でそれぞれの語（訓）につい
ての理解度を主観的に判定した結果であるが，それによると，それぞれ反応は
しているが，特にその段階の反応が目立つものとしては，
Q｝意昧を書いたもの（70％以上）
　e老いる商う　競う　省く　承る異なる
　⇔　描く　訪れる　触れる
（2）使用例をあげたもの（100／．以上）
　0唱える　和らぐ設ける　率いる
　◎　欺く　催す
㈲　うまく言えないもの（20％以上）
　e　唱える　私らぐ　統べる　経る　潔い
　＠携える　募る　戯れる　施す
｛4）意味がわからないもの（20％以上）
　←1統べる　欲する　経る
　⇔　携える　募る
というように，語の意味理解の乏しいものは多く（3×4｝の反応をとっており，し
かも，これら（3×4｝に反応した語（訓）が，大体従来の調査結果で訊読みの不振
なものでもあるということがわかる。（例外承るなど）
　なお，語に漢字を添えることによって，語の意隊が一段と明確になる，ある
いは，理解を助けるであろうとの想定のもとに，初めは漢字を添えて問題を実
施したが（1中の場合），他の3校（Y・S・K校）では，2学級分のうち，
1学級は漢字を消去して調査した（＊印の学級）。学級によっては多少の有意
差があるかに見える程度で，中には文宇を消去した学級のほうが生徒判定の成
績のよい語もある。しかしまた，個別的に認入内容をみると，意味がわかると
して意味や使用例をあげた誤答の中に，漢字消去のクラスの者が醤立つという
ことも見受けられる。
　字訓とことばの関係は，そのことばの意味が理解された後は，それに伴なう
漢字の有無は大勢に疑響しないが，一方，そのことばの真の理解を得るまでに
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〈問．題8）　　　　　葱味理解の茂応度 〈＊EBは漢字を消した学級〉
??????????????????????7　省
@く
?????????10???11??12??13???王4 ?15??
????
72．153．3 34．93 ．511．681．439．5
???
44．2 58．1 39．50 27．955．855．8 37．2
B4468．2 63．622．743．26．872．738．67コ口554．561．4 54．527．3 22．765．9 56．83 ご6
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A4197．697．65ミ・763．424．4 90．29 ．797．6の　　　　・吻 75．6　　ρ 82．9 92．773．265．9 97．680．5 68．3萎B41100 10061．082．9 34．1 95．110G97．692．787．8 97．680．57Q．710092．7 73．2
M　4383．79．1 44．2 44．237 76．783．7 88．465．167．472．151．2 46．574．469．862．8
平均37181ほ7Q．642．350．922ほ83．866．Q 82．568．270．360．955．O40．471．464．454．2???
4．7 7．014．011．69．3 9．3 7．0 9．316．320．97．0 7．0 4．7 9．3
B446．8 6．815．9 13．64．52σ．5 6．8，18．2　φP8．213．6
?
13．62．3
9’3P
　雫　　　　　　　　　　　　　　．　曽　一　脚
Q．3　9．1
7．0盟一，”■騨
P3．6
＊A40x o 2．525．O15．02．5 0 2．5 2．55．0　’ 7‘5 2 7．512．52．5 2．5 2．5B390 5．120．515．42．6 0 　鱒O ρ2．610．3，　0 2．61G．37．7，? 0 5．1
?????????
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平均3712．7 4．021．615．44．68ほ 3．8 6．212．49．7 2．413．79．4 3．0 4．9 9．4????
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平均3716．511．6 27．827．2 23．74．615．17．316．4 14．813．519．4 20．51填．817．3 23．4????
18．620；916．316．369．72．332．67．011．67．030．35L151．1 25．61 ．3 32．6
B4415．918．1 8．20 61．4凄．622．84．5 　PU．8 4．529．518．2 40．99．1 6．820．5
???
5．020．05．0
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52．50 7．5 2．52．510．017．52．510．00 17．512．5
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巌　4311．611．67．0 9．334．97．0 4．6 4．70 7．0 7．011．6 23．214．09．3 0
平均3719．713．78．36549．53．515．．◎ 4．0 2．9 5．223．1 L929．610；813．5 12．9
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　　　　　　凶徒の愈味の理解とその騨工
学学Z級
　腰
痩栫@　o
ﾕ
??????????? ?????? ?? ?? ?? ?? ?? ? ????? ???10?????11?????12???
13 ???1荏 ??ヶ?15 ? ヶ?
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薄 72．1 53．5 34．9 39．51L68L439．58L喋44．2 58．1 39．50 2 27．955．8 55．837．2’A
評纐 62．841．99．330．27．08L434．969．818．6 39．5 39．523 39．346．534．920．9?
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評価 85．0 62．55．0＄G・0 5．097．5 77．5 82．535 050．0 45．047．520．057．5娃5。040．0、
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評緬 5L248．87．33L712．27＆04L56．1 29．326．822．026．84・9P26・812．246．3幽
S
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」?
磁〉　生徒反応は生徒が（1）をとり，意味を記入した件数。評価は，そのうち，
　　　　正答と認められた件数を百分置で示したもの。
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は，意味把握上やはり必要であることを示唆している一一一　mbが見られた。
　なお，この調査で問題となるのは，（1）の段階，意味を書いたものの中に，実
は正しくその語の意味が理解されていない，誤解・誤答があることである。
　生徒がその語がわかるとみずから判定して意味を書いた（1＞の反応に，誤まつ・
た意味の理解，意味把握がされているものがある。意味を書いたものと，その
意味が正しく書けているものとの関係を比較したのが394・395ページの表であ，
る。　（語を正しく定義することはむずかしいが，辞書等を参考にして，正・誤
を判定した。この場合，語が文脈中にないので，1語のもつ多義のどれかにふ、
れていれば，正答という立場をとった。）
誤　　答　　例　　（一）
1 ? 陣取例
1．おいる（老）
2．あきなう（商）
3。となえる（唱）
4．やわらぐ（和）
5．すべる（統）
6．きそう（競）
7．かえりみる
　　　　　（省）
　　はぶく（雀）
8．　もうける（設）
9．うけたまわる
　　　　　　（承）
10．ほっする（欲）
11．ひきいる（率）
12，へる（経）
13．ことなる（異）
14．たっとい（尊）
15．いさぎよい【潔｝
おちぶれる
うる　かう　あきるあきらめる　こどもをあやす
おがむ　ねがう　祈る　ものをそなえること
説明する
やすむ　くつうぐ　いい気持になる
すべる（滑）　ころぶ　おちる
たたかう
いっぺんいって帰る　いえにもどる　反省をしな
い　　ばかにする
じゃまにする　いらない　めんどくさい　関係な
いこと
もうかる　とくをする　商売する　利益をあげる
（～があがる）手に入れる
あずかる　だれかからさずかる　うけること　た
のまれる　もらう
ほっとする　気持がさっぱりする
ひきうけること　弓1きこむこと
減る　なくなること　すくなくなる　ものがすリ
へる　たどる　損をする　なりたつ
それと同じということ　同じ　ことがすぎる　む
ずかしい
た：とえばということ　りっぱ
はっきりしている　しまりがよい　けいきがよい
自動車のおいる
スケートですべる
大学をすべる
文部省
確率能率
鉛筆を使うとしん
がへる　経済
．398　第2編　漢字習得の実態に関する研究
　生徒の意味の理解とその評価の表（394・395ページ）に，（2｝～（4）までの反応を
．入れて，5校分を平均してみると，両者の関係が判然とする。（396ページの表）
　生徒が意味あるいは使用例がわかるとして，意味・使用例を書いているもの
の中に，誤まっているものがあることがわかる。その具体例を示してみよう。
　誤りの傾向として，語の音声面に関連させて誤るもの（同音の誤りもあるが，
中には音の類似した語にひきうつして，いい加減な意解をとるものがある），
正答とはいえないが，その語に関する何らかのイメージはもっていると思われ
るもの，その文字が使用されている語を想起することはできるが，その語の意
味とは対応させることができない誤り一熟語に多い一などが見られる。　（誤
答例e⇔参照）
誤　　答　　例　　⇔
1．えがく（描）
2．おとずれる（訪）
3．あざむく（欺）
4．たずさえる
（携）
5．つのる（募）
6．たわむれる
（戯）
7。もよおす（催）
8．ほどこす（施）
9．けがす（汚）
．10．ふれる
想像する
あいに行く
きずつける
ためること
いのる
びきわたる
むらがる
よる
さきをこす人をけなすときに使う
そなえる
ねがう　おもうこと　忘れられない　ひ
　　　　一つのところに集まる　集まる　たく
さんのものがいりまじる　こち尋まぜになる　お
ろかなこと
おこなう　みせる
ほどにする　やってやる　手のつけようがない
手ほどきをするようなときに使う
けがをする　けなす　ばかにする　きずをつける
ぶつかる　さむい　入の気にしていることをいう
犬をたつさえる
（馬を）
　こうした誤答現象があることは，元来，漢字の意味を知る上での一つの手が
かりとなるJllであるにもかかわらず，すでにことばの理解の上でも抵抗がある
潮である，したがって字翻としてもその読み方がわかりにくい，そのために漢
：字配不振の一因をなすわけで語彙教育との連関が改めて考えられるのである。
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M　調査の結果一一3年生
1．教育漢字
｛1）教育漢字の読み（問題1）一調査の文字と結果
　中学2年で，事例調査の結果，問題として残った教育漢字の読みについて，
当該学年の2年生の集団に対して調査を実施（2年の学年末）したところ，傾
向的には同じ問題をかかえていることが認められたので，その後，1年闘の漢
字学習を経た3年終了段階で，事例生徒がその後も問題として持ちこしている
もの，2年の集団調査結果で，成績が不振で問題だったものを中心に，3年生
に対しても，その終了段階で，集団調査を実施した。なお，教育漢字の読みだ
けでなく，他の調査も，2年生の集団調査結果と，事例調査の3年前期の結果
を考慮して，問題の作成にあたった。（なお，紙数の関係上，その結果を2年
時の調査結果同様には記述できないので，結果のあらましをごく簡単に記して
おく。）
　3年生では，3年最後まで問題の残った音訓の読みを対象に調べた。
川下ン下男　（1年用漢字）　切嘱　出xイ歩プ　字あざ（2年用）　坂”ン
由よし主ぬし図はかる仕つかx4病鞍、、（3年用）　拾hウ書ゴン機訣　費ついやす失うしなう
結勅二世う唱到る（4年下）　貸タイ漁IJ　uウ蚕V7織シStク鶴町報むく“る統一
健t：　”’s経一“6興6二る｛断たい承う蜜翫責㈱適うお省かえ馨る（5年用）　納トウ暴バク
舌ゼツ己キ　退し．Oぞく難b’k’奮ふるう否いe“．災hifhい採とる欲ts”thる垂Stesuiる眼まなご断たつ
潔いさぎよい（6年用）（50字）
　7校（497人）平均正答率
90％以上主ぬし言v？（唱シ翌ウ）（eev；ウ）
70％〃　下しも歩プ　図｛±thる病やa“’eeつ“’“t健す二やかeq’　0
60％〃　川it）出スイ納トウ遺：t唱となえる漁りn“蚕w　報むくいる責せaba
4eo
50％　ti
40％　l1
30％　l1
20％　ll
le％　ll
第2編漢字習得の実態に関する研究
　　退いぞく
　　ザ・仕蝋・病・・留概経へる漁う発暴ク
　　下もと拾シ・ウ商あ9’‘S価あたい承う難、省かえり歪己キ
　　赤あざ機lit　結ゆう舌ゼツ授さtltる
　坂’ン織シヨク興おこる災わざわい潔さ甑
　　由よし貸タイ統Sべる・否“t：e眼芦こ
　　　　　　　　　　その後の進歩発達がみられるが，
奮ふるう採tas
難かたい欲ほっする
2年の調査結果と比べると，　　　　　　　　　　　　　　　中には，2年の
調査蒔の方がよいもの（災眼拾），ほとんど発達の認められないもの（病商貸臨
池統退採授）もある。そして，これらの現象は，事例調査にみられた現象と同
じである。仔細に見れば，学校，学級により多少の出入はあるが，傾向として
は共通性が認められた。
　反応の中で，注意されることは，つい先ごろまでは，「承われば……の由」
の書簡文の一つの型として読み書きともに必要だった「由よし」も，i義務教育終
了段階で11．3％，中には0の学級もあり，書簡文の推移変化を示している。
　従来の調査結果で「字eざ」は読み不振であり，調査の対象地域が東京中心で
あったからと理解していたが，今回の調査でも，平均38．4％と低い。しかし東
京両校の100／o台に比べ，大阪，名古屋は高く，ことに名古屋は70～SO％台で有
意差を示している。「字」が現実のものとして活用されている地域性を示して
いるといえよう。もっとも次の「魚うお」のように，関東圏ではなじみの薄い
「うお」（「さかな」が一一一・ma）は，2駕では教育大の附属中学が参加していて平
均46．9％であり，関西圏も加えた今回の調査結果を期待したが，関西圏でも
（86．7％～55．3％）であり，総平均68．40／oと，地域性が顕著には出ていない。
テスF後に生徒諸子にたずねてみたら，話しことばとしては多くrさかな」に
移っていることがわかり，罰とことばの年代的変化・推移について考えさせら
れるものがあった。
　その他，音は読めても訓では不振（唱，留を試みに調べたところ，唱ζ震る音
98．8／訓61．2　留ゑ認93．　2／56．3）あるいはその逆（Jii，下）という音訓のア
ンバランス現象は，事例調査と同様依然としてみられ，問題を残していること
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が認められる。
（2）教育漢字の書き（問題4）一調査の文字と結果
　義務教育終了段階までに，教育漢字が書けるようにと要請されながら，事例
調査結果でも，また，他の諸調査の結果でも，それが達成されていないことを
認めないわけにはいかない。
　事例調査結果や2年時の集団調査の結果，成績不振のものを中心に問題を作
成した。
　3年用漢字　2字
　4年用〃　　5字
　5年用〃　18掌
　6年用〃　35字　計60字
（各文字の提出語形は、なるべく生徒に親しい，書きやすいことば（音・一9il）
で書かせ，中には，他の音訓。刺激語でも書かせてみた。）
　結果は次のようで，50％以下の字が書もある。
90％以上供紬　（rk　”’nV　68．6％）
80％　，，
70％　”
60％　i，
50％　n
40％　”
30％　l1
20％　ll
?????????? ??????????????? ???? ? ??）?????《???? ?? ???????????
．???
?→? ? ?ィ
??????”???特?????????????????
? ?
”複舛退妙
?
”
?
卿衆ψ專襟謝
?????
卿憾妻”奮ゆ版?????????????????? ??
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　音訓いずれでも正答率に大差のない字（低除救）もあるが，結果に差の生ず
るもの（供底減）もある。災派拡難誤の字は，今までの調査で，不振であった
ために，提出語形を変えたものを加えたところ，誤答＝誤解とほとんど差のな
いものもあるが，困難〉災難，火災〉災難　流派〉派遣　拡大〉拡張と，生徒
に親しい語形は10％近く正答率が上回っているものもあり，教育漢字でも，中
学3年生のこの段階では，文字によっては提出語形の親近の差によって，この
程度成績が左右されること，まだ教育漢字を十分に使いこなすまでに至ってい
ないことがわかる。しかし，2年時の集団調査の結果と比べると，唱底臨遺暴
国宣専除衆歓勤就派眼拡などはやはり進歩発達が認められる。《変化のないも
の→借物難純　2年のほうがよいもの→救災称異）
　問題1の教育漢字の難読のものと比べると，読める字の6～8割が書けると
いうのが通常の読字対書宇の関係であるが，読めない字であるだけに，次のよ
うに，奮遺退の3字を除いては，すべて書くほうが成績がよい（読みやすいも
のはその逆，唱留など）ことがわかる。
〈文字〉拾　　　唱
く読み〉’：“ウ　となえる
く問羅〉拾得物　唱
く韮餐旨率＞　　42。9　　　61．2
〈書き〉ひろう
く閣題〉拾う
く三E答率＞　69．2
〈文字〉画
く読み〉サン
　　　養蚕
　　　63．　e
〈書き〉かいこ
　　　蚕
　　　72．　6
〈文寧〉奮
承
うけたまわる
承る
43．　1
ショウ
承知
74．　2
遣　　災
???
889
???
988
難
留・
とめる
留める
56．　3
かたい
たえ難い
49．5
ナン
困難・災難
63唇5　51．5
退
??????』
暴
バク
暴露
55．　5
ボウ
暴風雨
60．6
欲
報
むくいる
報いる、
　65．　1
ホウ
報告
75．　3
潔
いさぎよい
潔い
24．　3
ケ繋
清潔
54．エ
????????
?
まなこ
血眼になる
21．　ti一・
ガン
近眼
74．　2
〈読み〉ふるう　　ユィ
　　　奮う　　遣言
　　　54．7　66．0
〈書き〉フン　　ィ
　　　奮闘　　遺産
　　　45．　1　55．　9
　　　第7章
　わざわい　　　しりぞく
　災い　　　退く
　28．4　63．0
サイ　　　　　　　タイ
火災・災難　退学
89．　1　76．　1　54．　9
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ほっする
欲する
46．　9
ヨク
欲ばり
63．　8
2．教育漢字外当用漢字
1｛1）教育漢字外当用漢字の読み（問題2）一調査の文字と結果
　教育漢字の読みと周様のねらいで問題を作った。
　一1～20　音はよいが訓の不振のもの　20字
　二21～40（イ）謂がよくて音不振のもの
　　　　　　（u）　1音の文字で読み不振のもの
　　　　　　の音訓ともに成績不振のもの
　　41～50二のののうち訓その他。　　　　計45字（51音訓）
　中学生になってから学習の対象になる文字であるだけに，教育漢字に比べ
て，3年生なりの発達のあとがみえる。（2・3年調査共通文字について。悔恨
は除く）しかし，調査対象の文字（読み）が，それぞれ，問題もちこしのもの
であるだけに成績としては総体的に不振で，平均正答率80％以上の文字は危賛
1字だけである。
　ことに払・泣（4．24．4％）から，20％台の文字は2年時に比べると多少の
神びは認められるが，依然として読みにくい。
80％以上危あやう“
70％〃　忙い騨捕と棚麗レイ
60％〃　怒嚇怠タイ
50％〃慕甲戯た魏施t’e：す妥グ．既キ盆お二『る奪浦
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40％〃顧響企讐趣お醗皆カイ麗独醜みにくい欺あざむく
30％〃卑・…惑・ど・請こう机キ添テン卿ン該’tdi引照
20％〃　汚～国辱つのる仰お瀦巡贈る茂モ　詳シヨ㌔窒ダツ堕ダ　Ptγ‘v暫伽
　　　　　悔カイ恨ゴン．璽嫌携琴
10％〃樹蕩侮あa．　u　es袋タイ衷“aウ壁でに堪「’6
10％以下充あてる泣キ轟ウ払7ヅ
　これら音・翻の読めないのは，やはり次のようなことが原因であろう。
①その文字（語）が教科書で使用されていない，また，日常生活でも目にす
　る機会が乏しい。
　　教育漢字外当用漢字全数は，国語の教科書で出しにくく，したがって，教
　科書によって多少の違いがあるが，提出しきれない文字は巻末などに補充さ
　れているのが現状である。したがって，音訓を度外視しても読めない漢字が
　いくつかある（例一撃朕虞など）。この調査では特殊なものはさけてヨ常生
　活で知っておいたほうが望ましいものをいくつか出題したが，結果としては
　やはりそれが出ている（憤暫悔詳煩恨醜堪など）。音訓によって多少の出入
　があるもの（煩既醜）もあるが，やはりあまり成績がよくない。これらの文
　掌は，教科書の文章としても用いられにくいから薪出漢字としても提出され
　にくいのである。
②　その文字が，音訓どちらかでは多用され，それが教科書をはじめ他のもの
　から読めるようになれるが，他の軸壁生活でも使われない，学習もされない
　でいる読みのほうはますます不振となる。
　　的野払フツ袋タイ茂モ講ヨなどは，他の訓では十分よく読める，反
　対に　充整　侮鶴　晦日　募劉　巡回鼻こう惑撃　なども，他の音では，
　十分読める。
　　泣駅　払フツ袋タイなどの読みを問題化する場合，どのような語形で提出
したら今の中学生諸子の語彙力に堪えるか，迷うほどである。
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　泣駅一感泣，号泣　　払フツー・払底，払暁　　袋タイー風袋，魚袋
　「既㌔も誤答が多く，ほとんど既ガイ（威噸つと読んでいる。
　訓読みの場合でも，憎憎→充当する　侮る→軽蔑する（他の語でいいか
え），募る→募集する　請う→請求する　惑う→当惑・困惑する　巡る→巡
回する　汚す一帯＋○（漢語化）
のように用いられることが多く，親近性がないからである。
　さらに，それら親しくない訓のほかに，別訓や俗訓が行なわれていれば，
その読みに従いがちであることも従来みてきた逓りである。憤號どr＞おこる
汚騨→よごす　下野→まわる　織か→おこる　の反応が，3年のこの調査で
も多く児受けられた。
　既の訓「すでに」は，「キ」の音読みよりさらに読めない。中学での漢文学
習では口語訳などが多く，漢文脈の文章に接することがいたって少ない現状
・を反映していると思われる。大学受験生の答案の文章の中で，慨に」と書
くつもりで「がいに」と書き採点の教師の判読を迷わせたという挿話は実態
を語っている。
噸2）教育漢字外当用漢掌の書き（問題4）一調査の文字と結果
　事例調査および2年集団調査結果を参考にし，成績のわるい，問題のあるも
のから文字を選んだ。なお，謁けるようには要求されていない教育漢字外当用
漢字であるから，比較的生肝上必要と思われる文字を選択した。
　←う　25字（前回と瞬じ文字）
　◎　　15字（薪しく加えた文字）　計40字
　問題のある文字を対象としただけに，全般的に成績は不振であるが，中に
は，ある種の教育漢字よりも書けるものがあり（忙，趣，巡，施），平均正答
率50％以上のものが14旧約麺る．
　eの部は，2年時の集団調査結果と比べていずれも成績が上昇しており，学
年としての発達がみられた。
　音訓をかえると成績の異なる（忙℃3．が〉多忙　醜悪く醜い），音訓によってほ
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70％以上　忙呼態（多忙56．1％）巡ジユン施シ　（実施67。8）趣シz
60％　it
50％厚
40％　st
30％　l1
20％　，，
le％　v
怒いかり翻ゲキ描Σ震充V」ウ払はらう
怠お二描募nt　危キ　汚け醒（汚職48．9）　畜“7
捕とらiる（捕手34．6）誉ヨ　欺’つhる（詐欺38．0）
姓セイ籍嫡　携b（捨Stる醜みにくい（醜悪20．1）
郷ぎ
催三顧＝　憤フン倹ケン謹キン傷シ・ウ
噴フン履’　暇力　契ケイ憂‘とろ量子W
簿ti一
　　　　　（描く一描写　汚す一汚職
（畜産業45」3）
滅メツ
啓ケィ門門蕊雇や縛
10％以下
とんど変化のないもの　　　　　　 　　　　　　歓迎会一迎える　掘る一
発掘）がある。後者より前者の音から構成される語に親近性が乏しいからであ
ろう。また，同じ文字を含む熟語一提出語形によって成績に変化のないもの（劇
場・演劇戸籍・本籍）と，提出語形によって成績に変化のあるもの（巡査〉巡
回　家畜〉畜産業）とがあり，これもこの階段での中学生の語彙としての親し
さの度合いの反映と受け取られる。
　事例調査の結果では，3年終了時までに8入全員が書けるようになる教育漢
字外当用灘が講あり，この調査でも7・％以上の欝が多少はある．しか
し又同時に，書くことまでは要求されていない教育漢字外当用漢字ではあって
も，日常生活で，早晩，書くことが回想され，書ければ生活に役立つ，義務教
育終了段階までに書けるようになってほしい漢字でも書けないものもある。4G
字の中には，そうした性格の文字も入れておいたが，3年生集団に試みて，や
はり事例調査と同様の傾向，結：果がみられた。
　姓名の姓，本籍・戸籍の籍，拝啓の啓，謹賀新年・謹啓・謹んで……の謹，
履歴書の履，休暇願（届）契約，簿誕・家計簿などは，いずれも平均正答率3e・
％以下の成績である。昨今は姓名は氏名に，履歴書などは三殿して，直接手書
きの必要性が少なくなっているためか，進学率が上昇して，社会生活への関心
や必要感が乏しいためか，社会生活の上で書くことの必要性の高い文字，書け
る文字の性格や様相・実態も，時代によって変化するもののようである。
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（1）読みの成績
3．表外字
　2年生の集団に表外字の読みの調査を実施した結果，事例調査の結果との共
通性が認められたので，さらに表外字の読みについて確かめるため，3年生集
団にも実施した。
　調査文字は2年生に実施した50字中，平均正答率の高かった僕・阪・伊及び
甚・吾（事例調査校の校長名のためよく読めたが，一一tw性が少ない）の5文字
を凶漁隅濯播とかえた。
　平均正答率　84．1％，それぞれの文字も，よく読めている。
　95％以上藤岡杉鹿彦靴塚亭三三三崎
geo／．　lt
850／o　ti
soo／．　tt
750／o　it
7ee／．　tt
6eo／，　／l
seo／．　l1
400／o　tt
菅智堀潟釣皿枕柿鶴奈
汁弘菱洞狼呂鎌韓
猛射梶瞳隅蓮釜岬?
聾嘩昌幡
函洪
皇漢禄播
瓶
　個々別kにみれば，多少の個入差，学校差（学級差）があるが，全体としてみ
ると，集団調査の結果も，事例調査の結果も共通性があること，特に成績のよ
い文宇に，それが認められる。50％前後のものでは，濯を除いては他の文字は
事例調査でも成績はあまりよくないほうで，「瓶」など試みにζの表外字群に
入れてみて，やはり，同様の結果であることがわかり，総体的に事例調査結果
の信愚性が高いことが確かめられた。（昭和40・41年，文部省国語課で地名・
人名関係の表外字の読みを調査〈小学校6年，中学校3年生〉した結果でも，
地名・人名の正答率の高い一連の文字・岡潟鹿藤杉鶴鳩亀などは共通してよく
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読めている。）
　なお2年生でもみたが，これらの反応，読まれかたによって，音の読みが多
いもの音優位，翻の読みが多いもの訓優位，音訓ともに読まれていて両者の差
がない音・訓同位に分けてみると，次のようになって，それぞれの文字の読ま
れかたが，その文字の一般の使われかたとの対応を示していて，反応への塗下
性があることが認められる。
　音優位の字　　智須亭洞三脚濯昌蓮呂奈韓洪漠禄播
　訓優位の字　　瓶；頃岡杉鹿町弾指茅野汁潟釣亀皿菱枕梶野環堵
’　　　　　　堺崎鶴狼釜幡函岬町
　音・訓同位の字藤馬韓隅
（2）表外字の習得経路
　事例調査の方で読みの成績だけでなく，表外字の習得経路をたずねたこと
が，表外字の習得の実態を知る上に効果的であったので，集団調査でも同様の
方法によって調査した。内省記入は強制はしなかったが，生徒諸子は非常に協
力的であったので，興味ある結果が得られた。
　この調査では文字数が50字であること，しかも正答反応度の高い文字を多く
選んであるためか，習得経路も相当に集中化されていること，それぞれの文掌
の使われ方が，生徒の文字接近の経路を反映していることなどが認められた。
　それぞれの文字について，その習得経路を答えたものを，多い順に並べる
と，文字によって習得経路に特異性のあることがわかる。（記入の仕方は自由
なので整理にあたっては，一応，次のようにまとめた。分類の仕方には多少問
題も残るが，次に従った）
・人名（社名・法名も含む）
地名（国名も含む）
物名（動・植物名，製品名等）
学習（社会・国語・理科等の各教
　　　科及び辞書・図鑑等）
一般読書（単行本その他の一般よみ
ものマンガも含む）
マスコミ（テレビ・新聞）
趣昧・娯楽（歌・舞踊・映早笛）
宣伝（看板・広告・宣伝その他）
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　　　　　　　　　　　　　ことば
1～5位まで，反応の高い順に示し，5位以下は省略
　　　　　　　　く表外字習得経路例〉
　経路　　　反窓率　詑入例
藤　（98．8％）
　入　　名69．5
物　　名　13．5（植物名・藤の花）
　学　習　5．9（社会・詩俳句・辞
　　　　　　典・図鑑）
趣味娯楽　5．1（舞踊・映画）
　地　　名　2．2
智（92．9）
　人　　名58．0
　学　　習　17．0（社会・地図・教科書）
　一一rw読書　5．2
　地　　名　3．3
　マスコミ　2．8（テレビ・薪聞）
梶（82．6）
　入　　名70．8
　マスコミ　6．6（テレビ・新聞）
　一般読書　1．・e
　学　　習　0．7
　宣伝0．2（看板）
鎌（85．8）
地　　名44．6
経路　　　　反応率　詑入例
学 習30．2（社会・地図・理科）
人　　名14．2
一般読書　6．4（本）
　マスコミ　0．5（新聞）
呂（87．7）
地　　名　25，2（地名・登呂・下呂）
物　　　　名　　25．2（風呂）
入山18．2（山名・店名を含む）
一般読書　6．9（本）
学　　習　　4。2（地図・音楽・社会）
温温1．8（看板）
　マスコミ　1．8（テレビ・新1聞）
3概　（40．3）
　物　　名　30．　7（花瓶・まほう瓶・
　　　　　　商品名・水瓶）
　読　　書12．6
　宣　　伝　10．1（広告・看板）
　学　　習　9．5（美術・教科書・理科
　　　　　　社会・詩俳句・英語）
　マスコミ　8．0（テレビ・新欄）
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潟（94．　1）
　地　　名　63．0（新潟・八郎潟）
　学　　習　30，3（地図・社会・国語
　　　　　　　・理科）
　マスコミ　0．9（新聞・テレビ）
　人　　名　0．4
　宣伝0．2（看板）
枕（91．5）
　学　習67．0（枕草子・国語・草枕
　　　　　　　詩歌く枕ことば〉・
　　　　　　　社会・地図・美術）
　一般読書　12．4
　物　　名　　4．0（枕・水枕・枕木）
　地　　名　2．2
　人　　名　1．8
禄（50．0）
　学　　習　59．1（社会・地図）
　一一般読書　　23．9（本）
　ことば　4。0（奉禄・家禄・禄高）
　マスコミ　3．2
　趣味娯楽　3．2（長唄・曲名）
　人　　名　2．8
薮瞳　（83，4）
搬鋸蝋二梱の隠本’
　　　　　　　マンガ）
趣味娯楽　16．　3（歌〈黒いひとみ＞e
　　　　　　　曲名・映画
学　　習　6．1（国語・理科く瞳孔〉
　　　　　　　・辞典・詩）
　人　　名　3．4
　マスコミ　2．9（テレビ・薪聞）
漠（57．3）
　物　　名
　（現象名）　59．0（砂漠）
　一般読書　19．8（本）
　学　　習　14．1（地図・国語・辞典）
　地　　名　7．8
　ことば　　4．6（虚血）
誉良　（89．7）
　一般読書　37．9（本・マンガ。狼少
　　　　　　　年）
　マスコミ　13．8（テレビ・新聞）
　物　　　　名　　　5．9（動物名）
　趣味娯楽　　4．1（映画・音楽）
　ことば　3．6（一匹狼・狼人間）
亭（95．3）
　宣　　低　16．8（看板・その他）
　入江13．4（落語家）
　物　　名　12．3（料亭）
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　マスコミ　10．0（テレビ・新欄）　　　一般読書　10．3（本）
　ことば　7．2（亭主）　　　　　　　趣味娯楽　4．2（映画・歌）
嘩（72．5）　　　　　　　　　　　　　マスコミ　3．9（テレビ・新聞）
　ことば22．9（喧嘩・日常語）　宣伝3。1（看板・三三）
　〈注〉習得経路の反応数は各文字についての正答数に対する比率。なお，正しく読め
　　　ていて，内雀のほうは，無記入のものもある。
　集団調査による表外字の習得経路を整理してみると，上のように，文字によ
って，それぞれ：習得経路の特殊性，特徴カミあり，しかもこの段階の中学生徒に
とって，相応なものを感じさせられる。
　r藤」は正答率も高いが，習得経路も，入名が半数以上を占めており，次は，
藤の花という植物名から，学習関係からは，第三位であることがわかる。学習
関係の中には，祇会科からと答えたもの（社会一歴史で，藤原氏など記入）詩
や俳句で，あるいは植物図鑑等でおぼえたとしたものがあり，学習の効果が想
定されるので学；習関係の領域内に一一下した。学習外のものとしては映画・音楽
・舞踊等に関連するものをとりあげて，一応，趣味・娯楽とした。「藤」で
は，舞踊の「藤娘」が相当あげられており（記入例おどり一三娘），踊りの種
目名からとわかる。このように整理してみると，藤という字は旧名二丁からの
習得が他からのものと比べて多いということがわかる。伊藤・佐藤・斎藤・加
藤・藤沢・藤原等のように，日本に藤の字を用いた姓の多いことを思い合わせ
ると；かなりの儒頼性が感じられる。しかも五位内の順位，相互関係，引用例
などを勘案して菟ると，さらにその感を深くする。同様に他の興野の文寧とそ
の野田経路との関係も，かなり相関関係の高いものであることが認められよ
う。ここにあげなかった他の例も同様で，中学生が，これらの表外字にどのよ
うに接近し，どのようにして習得していくかが察せられる。
　このようにして集団反応の経路の多い字を順次に整理してみると，人名系統
の字，地名系統，学習系統の字というように，大ざっぱに類別することができ
る。以下は，50字を類別したものである。（）内の数字は，類別に属する習
得経路の反応の％…最高反応の％である。
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く入学）
　藤（69。5）杉（37．1）菅（40．7）岡（44．4）彦（55．8）智（58．0）塚（35．5）
　堀（30．5）弘（56．7）梶（70．8）柿（23．3）菱（社名70．4）　　　崎（37，7）
鶴（21．3）蓮（44．4）　昌（36．8）
〈地名）
　須（36．8）潟（63．0）堺（44。7）隅（29．0）釜（48．3）幡（37．3）　呂（25。2）
鎌（44．6）函（78．8）奈（69．1）韓（60。0）播（19．1）
〈物名）
　瓶（30．7）鳩（31，1）汁（37．7）皿（16．7）殻（30．4）濯（67，1）
〈学習）
　枕（67．G）嵐（23．6）禄（59．1）岬（39．7）
（一般読書）
　亀（18．　2）瞳（44．7）狼（37．9）
〈宣伝）
　革化（55。7）　　亭（16．8）　　釣（31．5）
〈ことば）
　頃（28．6）鹿（21．0）洞（31．8）嘩（22．9）洪（洪水というi現象名　54．7）
　漢（砂漠という現象名　59。0）
　8入の事例調査の場合にも，傾向的にはその文字の習得経路がとらえられた
が，500入に近い集団調査では，それがさらに集中化されるため，上のような
結果が出たわけで，直接学習の対象でない一表外字一文字習得の一つの側
面を示唆するものとして興昧深い。
4読みにくい音
　漢字の音読みのうちで，呉音をはじめ漢音のある種のものなど，現在日常使
われている音では読めない特殊な音読みのもの，いわゆる難読の漢字（語）が
いくつかある。これらは特殊なものであるが，その語が使用されている現在，
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やはり読めることが望ましい。8入の事例調査結集で，また，2年の集団調査
結果で，特殊音も含めた読みにくい音読みの語の調査を実施し，やはり読むこ
とに相当抵抗のあることがわかったが，義務教育終了段階で，どの程度それら
が読めるようになったか，あるいは，特殊音（の語）にどの程度接近している
かをみようとしたのが，この問題である。今までのテスト結果で，読みにくか
ったものを，教育漢字から19字（21語），教育漢字外当用漢掌から8字（101
語），計27字（31語）えらんで間題を構成した。
　教育漢才から19字（21語）　もんだい一
　　緑青　一朝一夕　会釈　読本　罰向　最期　久遠　尊重する　罪業　成就：
　　対句　解毒・解脱　遊説　精進　衆生　荘厳な　権化・権現　遺言　供物
　教育漢字外当用漢字から18字（10語）　もんだい二
　　懸念　お布施・施療　繁盛　虚空　帰依　昔黛　普請　仰天・仰山
　（実施にあたっては，「出納」の語を板書し「シュツノウ」でなく「スイト
ウ」という特殊な読みかたであることを説明，問題を理解させてからこたえさ
せた）。
1 教　　育　　漢　　字 1 教育漢字外当用漢宰
90％台
70　t1
60　tt
50　tt
40　t1
3e　f，
20　tt
iO　II
10％以下
鰻重（93．4）　　引言（91．5）
会釈（79．5）　　対句（75。1）
荘厳（60．6）
久・遼（55，5，42．9）
供・毒勿（51．5，50．5）
精遥（45．9）成・就（4G．6，42．3）
緑玉（39．2）　最期（31．0）解毒（解
脱21．5）権化（36．8，権現26．8）
読本（33．0）
一夕（25．2）　回向（24．3）
遊説（26．6）　　権イヒ（29．2）
舞業（19。1）衆・生（11．7，16、1）
お布施（60．0）　　（施療12。7）
｛Cl］ys（60。0，　イエP山45，5）
繁盛（48。1）
懸念（35，4）
普譜（27。9）　　帰｛衣1（13．5）
虚空（IO．3）
昔日（9。9）
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　座のような結果となる。昔日，虚空，帰依，衆生，罪業など憩％台でしか読
めないものもあるが，尊重，二言は90％台，会釈，対句70％台など，よりN常
性のあるものはかなり読めている。また，2年実施の共通問題と比べると，3
年生なりの進歩が見られ，古典その他の学習や一般読書を通じてこの種の特殊
音の語への搬近がわかる。
　ここにとりあげた27音（31語）は，社会では行なわれているとはいえ，次第
に特殊用語として使われる場含も限られているものが多く，ことに，業ゴウ，衆
生，帰依，虚空，回向など仏教関係のものは，生徒に無縁なゆえか読みにく
い。もっとも，お布施は意外に読めているので，大阪府の布施市，居住堆の隣
接地名の影響かと思ったが，他の地域でも一様に読める。調査実施中「布施
明（歌手名）」という私語がきかれ，これなどは，仏教語としての布施ではな
く，親しい入名からの習得であることがわかる。同じ音，施療の方は10％台
で，有意の差を示している。
　同じ音でも，親しさの有無・程度によって読みが左右される例ではこの他，
解毒〉解脱，権化〉権現　仰天〉仰山がある。　「仰山」は話しことばの「ぎょ
うさん」と通ずるものとして，関西圏での高い反応を期待したが，「仰天」の
方が読めていた。読本はやはり「ドクホン」と濁音化して読む傾向があり，3
年生では，社会科や文学史の影響から「よみほん」と読むものも少数あって，
「トク」の読みは次第に減少していくものと思われる。
　古典や漢文の学習が，現行の国語学習ではあまり行なわれていないから特殊
・な音読みは読みにくくなろう。義務教育終了段階で現状だとすると，こうした
一連のものは，高校教育をまって抵抗なく読めるようになるのであろうか，た
しかめておきたいものである。
5．訓の読みと意味把握
　漢字の訓の読みと意味把握の関係についての調査を2年の集団調査で試みた
ところ，読みに抵抗のある訓ま，意味把握もあいまいで低い傾向がある。語彙
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力の増大するはずの3年生について読みとの関係を調べたのが，問題7である。
　3年前期までに訓の読みに抵抗のあったものを教育漢字から10語，教育漢字
外当罵漢字から10語，計20語えらび，それぞれの語について，
　（K）意昧の書けるものは意味を書く（使用例がわかったら使用例も書く）
　（ロ）意昧が書けない場合は，どういう時に使うか，または使用例を書く。
　Pt）なんとなく意味はわかるが，うまく言えない場合は○印
　㊥　どういう五二かわからない場合は×印の4通りに反応させた。（やり方
　　は練習問題によってよく理解させてから実施した。）
　反応結果のうち，（d）の意味を書いたもので，使用例をあげたものと，（U）の使
用例のものとの理解度の差を判別できないものカミあり，また，㊨に反応したも
のの中にも同時に使用例などをあげているものもあって，（ロ）と重複するものも
多少はあるが，いずれにしても，統べる，募る，憤る，侮るなどは（＝）の反応が
多く，総じて，｛A）（＝）の反応の多いものは読みの結果も不振である。同時に実施
した読みの調査結果と対照してみると，反応と読みの関係がわかる。（415ペー
ジ参照）
読みの正答率（実施しfもののみ）
o実施両
N度正答
ｦ比較
（1）???（2｝??（3｝???（4｝?????（6）??（7）??（8｝??（9）???（10｝???
・牲（497入）i・副　1・・2i…1…1…4・56・・ll
・牲（365入）li…1・呵　1・11…1…1・・ll…；…
⇔実施両
N度正答
ｦ比較
???（2）??（3）??（4）???（5）??（6）? （7）ﾏい??
1　（8｝
@侮
@る
・年生（497人）　　　　　　　　　　　　11…1…1…1訓…1…1…i…［
・年生（365入）…1・・｝…1…Il・・ll姻　1
読みの正答率はいずれも3年がよい。一方，語の意味理解度の反応（イロハ
ニ）は，必ずしも3年が優位ではないかにみえるものがある。たとえば，㊨⇔
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の反応が2年越り多いものがあり，（1）の反応に2年とほとんど変らないものが
あるなど。しかし，これは，2年の場合は，（のの使用例が少なく，（1）に反応し
たものでも，意味を誤っているものが相当あったのに対し，3年では，（u）の使
用例を書いたものが，どの語にも多く，しかも正しく使われているものが多く
なってきたこと，ex）に反応しながら使用例も書いているものがあったこと，㊥
の反応も3年号としての判断の結果であることなどによると思われる。なお，
2年に比べて，3年の調査結果の特徴として，
　①＠の反応で，使用例を書いたものが多く，しかも正答が多くなったこと
である。生徒の主観的判断による（4）㊨㊥の反応数は，2年と比べてあまり好ま
しくないにかかわらず，これらの語の読みの成績はいずれも3年の方がよいと
いうのは，実はこの㈱の反応と関係するからであろう。意味の定義づけができ
るもの㈹と，意味がわからないもの（＝）と上下二層にはあまり学無差がなく，文
宇を読めるようになったものと，その語の使用例をあげることができるものと
の層が3年の進歩者の層，発達現象とみれば，両者の関係が了解できる。
　②次に，語の意味の記述，説明のしかた，使用例の示し方が，2年と比べ
て範囲が拡がり，用語も豊野になってきたことである。
　各語の意味を説明する，使用例をあげる時，2年時の同種の調査では，うま
く説覇できないためか，その文字をとりこんだ熟語を記入してすますことが多
かったが，その熟語の種類は1・2に限られて乏しかった。3年では，熟語の
種類が多く，範囲も広いことが一つの特徴といえる。一つの語・文字によって
触発・連想される語が広く多種になるということはそれだけ，その文掌に対す
る認識が深くなり，応用化ができてきたということ，習得の程度が深くなった
ということ，換言すれば語彙の理解がましたということにもなる。
〈1｝意味把握の増大・深化
1）　熟語として
3年の調査で，意味の説明や使用例を熟語で答えた例
一の（1）ついやす（費）　漢字の熟藷で答えた率21．6％（7校平均）
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　　　　費用（15．9＞　消費　浪費　空費　（会費・食費・雑費・出費）
　　（2）きそう（競）28．7％
　　　　競争（21．1）’競走　競技　競馬　競輪
　　（3）　となえる（唱）22．9％
　　　　合唱（16．8）　提曝（唱歌・独唱・歌唱・絶唱）　×水唱
　　（4｝むくいる（報）28．8％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　報酬（4．8％）　報復：報賞（償）　応報（報告12．8％，報道・予報）
　　　　＊報いるの意の使用例は少なく，知らせる意味の使用が多い。
　　㈲　すべる（統）60．3％
　　　　統一（46．6）　統率　統計　大統領　伝統　×統実・統充・中統
　　（6）うけたまわる（承）26．3％
　　　　承知（20．8）　承認　承諾　×承織・承話
　　（7）かえりみる（省）32、4e／o
　　　　　　　　　　　　み　　　　ぷ　　　　反省（26．3）　×省略・文部省・大蔵省・厚生省
　　　　＊かえりみる（セイ）意は反省1本で，他ははぶく意と役所の意
　　　　　（ショウ）に使：っている。
　　（8）しりぞく（退）26．1％
　　　　後退（4．6）退学　退却　退場　引退　退歩　退職　退散　退部
　　　　退団　退陣　退院　辞退　退治　退化　進退　撤退
　　（9｝　もうける（設）22．9％
　　　　建設（7。0）施設　設置　設計　設備　設立　設定　敷設　×築設
　　（IG）　さからう（逆）18．2％
　　　　反（叛）逆（4．1）逆流　逆説　逆接　逆境　逆転　逆行　逆数
　　　　逆光　逆手　逆風　逆上　逆三角形　×逆退・逆体・逆待・逆殺
二の（1｝つのる（募）42．　39／o
　　　　募集（33．の　募金　応募　公募　×三人・三三
　　（2｝けがす（汚）17．3％
　　　　汚職（9．2）　汚染　汚水　汚物　汚名　？汚流　汚手
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　　　く3）ほどこす（施）29．8％
　　　　　方芭設　（22．0）　　　施そ『テ　　実方芭　　施工　　方亀卜巴　　×画意　　方芭置
　　　｛4）たわむれる（戯）17．1％
　　　　　遊戯（5．4）戯胎（1G，5）　×戯像
　　　　　＊tわむれるの本義より「しばい」の意の戯曲に多く反応
　　　！（5）まどう（惑）29．1％
　　　　　誘惑（10．4）　迷惑　惑星　疑惑　当惑　困惑　仁心　惑乱　不惑
　　　・〈6）　いきどおる（憤）33．0％
　　　　　憤慨（6．8）　憤まん（葱）　激憤　憤然　×慎起・感憤・憤火・憤
　　　　　水・憤煙・旧藩・古字
　　　働　わずらわしい（煩）18．0％
　　　　　煩雑　（17．0）　　　煩・悩　　×奈驚煩
　　　く8）あなどる（侮）15．2％
　　　　　侮辱（5．8）滅べつ×侮恨後侮
　　　／9｝つぐなう（償）15．9％
　　　　　弁償（7．0）賠償　補償　代償　×償品
　　　⑳　まぬがれる（：免）16．9％
　　　　　免許（4．2）免許証（書）　免状　免除　免罪　罷（ひ）免　免疫
　　　　　免税　免職　放免　任免　×免話　免訴　述免
　　　　＊「まぬがれる」意より「ゆるす」　「しりぞける」の意に多く使われている。
　中には，その調読みと対応しない他訓の誤用の熟語もある。　「憤る」など読
みの正答率の低いものには，使用例も乏しく誤用も多いという照果隈係がみら
れる。
　2）　翻として
　潮そのものを使胴例にすることができるのは，その潮の読みと意昧がわかっ
ていることである。2年ではこの使用例はほとんど児当らなかった。
（例）○となえる（唱）一お経を，経文を，経典を，題匿を，念仏を，聖書の
　　　ことばを，コーランを，仏語を，平和を，自由を，○○説を，自説を，
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　　民主主義を，人権宣言を，新しい学説を，承れい解放を，天動説・地遂
　　説を，じゅもんを，ねがいごとを。×神仏に，仏壇に，一語一語，人・塗
　　に，演説を，主張を，本を，証文を～。
　○すぺる（統）一麟家を，国を，天下を，人民を，四々を，全体を，クラ
　　スを，軍を，政を～。×選挙に，試験に，高校を，なにかを，紙がよく～。
　　○うけたまわる（承）一お詔を，おことばを，仰せを，伝言を，ご意見を，
　　返事を，命令を，用件を，注文を，申しこみを，印刷を，修理を，名前
　　を～。主人から，先生から～。うけたまわりましたところ…〉くほうび
　　を，お金を，殿からうけたまわった本（受け賜わるの意の誤用もある）
　○もうける（設）一学校を，校舎を，建物を，ビルを，遊び場を，プール
　　を，支店を，会場を，席を，薪しい機関を，役所を，学校群制度を，委
　　員会を～。×お金を，本をもう一一冊～。
　○つのる（募）一寄付を，お金を，資金を，有志を，希望者を，生徒を，
　　会員を，店員を，人を，作贔を，論文を，原稿を～。苦情が，かなしき
　　が，うらみが，思いが～。つのる思い。×つのる謡（つもる話）もある
　　だろう。金が，利子が，借金が，ほこりが，雪が～。ちりもつのれば山
　　　となる。
　　いきどおる（贋）一無礼に，壁書に，あまりの無理に，今の歓会に～。
　　いきどおりの涙を流した。～を感ずる。xいきどおりがする。まっすぐ
　　行くと行きどおる。試験にとおって～。事件がt・V。あしたは運動会，彼
　　　は大へん～。
　　○あなどる（侮）一他の人を，敵を，入を，相手を，彼を，自分を，やさ
　　　しい間題を，テストを，意見を～。×あとであなどる（後悔か）
　上の例でもわかるように，調そのものの適切な使用例が見られる。中には誤
用もあり，また上例も集中的な答えというより少数者の解答によるもの（中に
は，数のまとまったものもあるが）であるが，正しい語彙把握がされてきたこ
と，それだけ訓読みのカも2年よりは定着してきていることを示している。し
かし読みにくい調に誤用があるように，（d）の意味記述で，相変らず誤答のある
ことも見逃せない。
E（2）意昧把握の誤り
　1）意味記述の誤答例
費やす→加える　つけ加える
　す　おぎなう
報いる→～をつたえる
　すねらわれる服従する
統べる→おちる　ころぶ
　など。
省みる→みとめる
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追加する　何かをつぎこむ　お金を出す　ふや
あたえるなど。
　　　入から人へ書う　そむく　ほうびをもらう　思いかえ
　　　　　やりとげる　しなくてはならないなど。
　　　　失敗する　やぶれる　すべて　全部ためす　はかる
　　　　　　　　最初をみる　短かくする（熟語例として略省）　はぶく
　もう一度同じことをやりかえす　たしかめる　かえってみる　いったんかえ
　る　裏切る　心みるなど。
募る→ねがうこと　名のる　応募する　納める　出す　ほしがる　したう　た
　める　寄付する　心配するなど。
戯れる→集まってむらがること　集まる　悪にとりつかれる　たのしむ　うれ
　しいこと　群れをなして遊ぶこと　そのことばかりに熱中する　ばらばらに
　なっている　きずつく　うろうろするなど。
痴る一〉よろこびいさむ　わくわくする　いきすぎる　いきづまる　一休みする
　つまる　いきとどく　おどろく　つらぬく　精神的ないきづまり　いきいき
　とした　元気づく　勢いづく　ファイトをもやす　いばる　通りすぎる　も
　うここまで終りなど
慮る→しまったと思う　後悔する　くいる　いさめる　なじる　失敗する　う
　たがう　はかる　なまける　だます　知ったふりをする　自慢する　たどる
　あざむく　はかどるなど
　誤答の中には，思いもよらないようなものもあるが，大方は，似通った文
字，字形，よみ（音声），意味などとの関連において誤りの原因が察せられ，
：意味がわかるとした中にも，こうした語彙把握のものがいることもわかる。
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〈3＞読みと意味把握の関係
　調査の結果から，読みと意味（把握）との関係をみると，読み正答篇意味
（定義又は使用例）正答，読み誤箸（無答）・意味誤答（無答〉寮一般である
が，このほかに，読み正答≠意味誤答（無答），読み誤答（無答）≠意味正答と
いう場合もある。
（例）
募る
読み
（つのる）
　o
　o
　o
　N
　o
　o
　o
　o
（あつめる）
　×
○印篇正答，
　愈味（定魏
　○広く求める
　○募集する
　○募集する
　×お金などを
　　納める
（あつめる）
×
（もとめる）
　×
（くばる）
　×
（あつめる）
　×
　N
　N
　N
X印＝：誤答：，N印＝無答
○募集する
×名のりでる
○募集する
×多くなる
使用例）
○募金
○寄付をつのる
×寄付をする
×よびかけに
　つのる
×借金をつのる
×雪がつのる
×お金がつのる
○社員の募集
○募る思い
×利子がつめる
×つのる話が出
　ほどある
X皆の気持…がつ
　のる
（くばる・よせる・まくる・はかる）??
???。。
○
????（
　　　　意味（定義
（いきどおる）
　　　　○憤淫する
（ふん）
×
（いかる〉
×
×気持が興憤
　する
○憤まん
×いきいきと
　した
×興憤する
（ほこる）
×
N　　　　×つまる
N　　　×つまる
N　　　はりきる
（つまるtなれ1る・ほこる）
　×
N⇔の反応多し
　　　rt
使用例）
○あの人の態度
｝こ憤りを感じた
×彼はけんかを
　すると非常に
　いきどおる
×事件が憤る
×いきどおる人
　間
×憤水
xまっすぐいく
　といきどおる
×意見をのべる
疇途中でつまる
×君はいきどおご
　っている
N⇔の反応多し
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　上のCt例は，読みにくい罰であるから両者の関係が入り乱れているが，他の
語も岡じような様相である。
　正しく読めても悪弊は誤って理解しているということ及び，意味は理解しそ
の使用能力もありながらその文字が正しく読めないということはなぜか，話し
ことばなどを通して，その語を音声として知り，意味も知ることができても，
その語にあたる文字を知らない場合がままある。語を理解する場合，文字を先
行させて，その文字の宇義から語の認識・理解にはいる場合と，ことばが先行
して，そ。．語q）理解のあと！こ，文字炉あてはまる場合とぶあると思われる。そ
うした文字と語の理解・認識の関係を，上例が示していると思われる。
　文字提出一薪出文字一は多用される語（音又は訓）によってまずなされ
る。したがって調が先行するとは限らない。議としての語が現在用いられない
文章語的，古典的な字訓は，むしろ多用されている熟語一字音の形で新出さ
れ，学習される。音での読み方は習得されても，謂はとり残され，訓読みの語
の意味もIP．th｝らないことが多い。しかし，会話・テレビ・ラジオ等の話しこと
ばを通してその語に接する機会が得られ，語義への接近が，時に字訓や字義の
学習より先行する場合，掌字の読みζ語の意味理解（使用）の不均衡が生ずる
ものと思われる。
　2年時の語菓の悪筆把擢の狭さ低さにbtべると，3年では一段と進歩が見ら
れたが，このように意味理解の素地のできた時に学習したほうが効果があがる
一連のものがあるこども注意しなければならない。、
6・隼徒の漢字学習に関する内省・実態・感想・意見など
　今までの調査は，漢字習得の実態・結果を見たもの（問題1～7）であるが，
最後に，習得と関連カミありそうな事項について確かめてみる，漢字学習に対す
る関心や卒直な意見をきかせてもらうなど，蕩接ひとりひとりにたずねてみた
いことをアンケートによって答えてもらう方法をとったのが問題8である。
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〈1｝漢字をおぼえる手がかり
　一　次の質問にこたえてください。
　　漢字をおぼえるとき，あなたがおもに手がかりにするものはなんですか。
　　二つ以上あるときは，順位をつけて書いてください。
　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　漢字の読みかたをおぼえるときと，書きかたをおぼえるときとでは，手が
　　かりにするものがちがいますか。ちがうと思う入は，読みかた・書きかた
　　それぞれの下に，手がかりにするものを書き入れてください。
　　読み（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　書き（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　漢字をおぼえる際の手がかりとするものは何か，これがわかれば漢字学：習を
効果的にすることができる。また，読みと書きの成績の差は，両者の機能の差
によるものか，あるいは，学習の方法によるものか，それは文字をおぼえる手
がかりにも及んでいるかなどをたずねたのが第1問である。（次ページ参照）
　反応を見ると，漢字をおぼえる手がかりとして，（d）教科書の新出漢字，練
習帳・辞典等によるとして，漢字学習の資料的なものをあげたもの，（ロ）本・
新聞・テレビ等，漢字：習得の媒体となるものをあげたもの，㊨　漢字の形・音
・義の構造面，機能面からとするもの　◎　練習作業によるとするもの，（＊）
自然におぼえるとするもの，（N　無答に大別できる。ω㈲による文字を㊨⇔の
方法によっておぼえるということもあって，同一に並列できない反応である
が，生徒にとって，重要の観点が異なっている点，興味があり，参考になる。
　㊨では，文字を偏・秀に分けて手がかりにするものが多いが，他面，字形全
体としての知覚的なまとまりを手がかりとするものもある。分析からするもの
も最後は全体としての知覚認識が必要であるから両者を判別することはむずか
しい。続いて意味から覚えるとするものも多く，熟語としておぼえるというの
もある。問題7で，熟語で意味を答える傾向は，これと関連するのであろう
か。同音のものを手がかりとするというのは，労の音符の意であろうし，音訓
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雀　漢字をおぼえる手がかり
　　　　　学校入数
閧ｪかり
　　1校
S1人42　BR6　34　MS6　45
　賑
S1　39
??
　MS0　42　NR8　38
平均
S98
教科書の新出漢字
　…2．4i　4．8
@…
　…
T．6i　2．9
@…
　…2，210
@…
?…????…
37．5
　…0　10
@…
?…????…
3．0
漢字表、練習帳、漢字
ﾌ本、漢字カード
?…????…
。???? 　…
S．3iO
@…
。????
6．3
?。?… 。????
0．6
辞典
??…?，?????
　…
T．6i　2。9
@…
　…
S．3i　2．2
@…
　…
V．3i　7。7
@…
56．3
　…
T．oiO
@…
?…????…
7．6
国語辞典・漢和辞典
　＝X，810Q，4｝o
???????? 　＝S，312．2O｝o
　3V，315．1
O12．6　●
25．0
R1．3
???????「 oiooio
3．8
R．8
本・新聞・週刊誌・テ
激r等
?…???．???
　…2，812．9
@…
　…2．2言0
@…
?…???．???
43．8
　…2，510
@…
?…????…
3．6
漢字を分解する
P酋、文字の構成部禦二酬ナる）
?…?????… ?…??????｛
　　…13．Oi　8．9
@　…
　…7，3；5．1
@…
0
?…???．??? ?…??????…
9．8
へん・つくり
　　…
Q9．3i35．8
@　…
　　…
Q7．8i35．3
@　…
　　…21．7i46．7
@　…
　　…19．5i20．5
@　…
0
　　…
R2．5i38．1
@　…
　…
V．gi36．8
@…
2 ．5
．字形字体
　　…
Q2．oi54．8
@　…
　　…
S1．7i23．5
@　…
　　…
Q1．7i17．8
@　…
　　…
R6．6i20。5
@　…
0
　　…
Q7．5i23．8
@　…
　　…
T5．3i　7．9
@　…
28．3
読みからおぼえる同。
ｶ読みのもの（音訓）
?…???．??? ?…???．??? ?…????… ?…??????…
0
?…????．??? ?…??????…
6．8
意味からおぼえる
??…????????
　　…41。7111．8
@　…
　　…45。7120．0
@　…
　　…17，工；5．1
@　…
6．3
　　…17．5116．7
@　…
?…???．???
19．1
熟語にしておぼえる
　　…12，210
@　…
　　…
P3．9iO
@　…
　…4．3115．6
@…
　　…34，117．7
@　…
0
??…?，?????… ??…?．??????…
10．0
何日も書いておぼえる
@　　　（書き取り）
　…
V．3iO
@…
　…
W．3i11．8
@…
　　…
P0．gi　6．7
@　…
　　…
P ．ユi12．8
@　…
0
　　…
R5．oi14．3
@　…
　　…
P0。5i　2．6
@　…
11．0
別になし・なんとなく
ｩ然におぼえる
　…
V．3i　7ほ
@…
　…
盾奄P1．8
@…
　…
Q．2i　6．7
@…
　…
Q．4i　2．6
@…
0
　…
盾奄Q。4
@…
　…
Q．6i　7．9
@…
4．2
画答なし
?…?????? ?…???．??? ?…?????… ?…??????…
6．3
?…????? ?…??????…
4．0
〈注〉「二つ以上あるときは順位をつけて書く」ように指示したが，判然と順位をつ
　　けにくいためか，守られず，あげた反応は全部とりあげて整理した。
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塞漢掌を・おぼえる手がか鯵　　1の箋 読みでは
　　　　　　　学校
閧ｪかり
1 B M M， ? M N
?
漢字をよく読む
@　教科書　漢字表
　…4，9；2．4
@…
?…????… ??…?．??．???? ?…??????…
0
?…???．???
　…5．3；0－
@…
5．2：
辞典
。???? ，?、???? 　…
S．3i　8．9
@…
　…
S．9i　5．1
@…
18．8
　　…
P0．OiG
@　…
　…
T3i　5．3
@…
、．，／
本・新聞・文章をよく
ﾇむ
　…
Q．4iO
@…
　…
D2．8iO
@…
　…
U；5iO
@…
　…
Q，4i　2．6
@…
25LO
?…????… ?????．???
2．8
へん・つくり
?…???．??? ??…?．??．???? ?…???．??? ?…??????…
0
??…?．??．???? ?…?????
9．0
字形全体
　　…12．2111．9
@　…
??…?，?????… ?…????… ?…?????
0
??…?，?????… ??…?，??．????
7．4．
音をあらわすもの・読める部分
?…???．??? ?…??【???… ?…????… ?…?????…
0
?…?????… ?…?????
2．2
膏と訓
　…
Q．4i　2．4
@…
?…????．??? ?…??．??? ?…????．???
0
??…?。????? ?????…
2．8
送りがなから見当
　…
Q．4iO
@…
?…????? ?…???．???
　…
Q．4iO
@…
G
?…?????…
　…
Q．6i　5。3
@…
2．2
意　味’
?…???．??? ??…?，????? ?…???．??? ??…?，????…
0
??…?。?????? ?…?????
4．o
執　蕪，嚇　　　ロロ
??????… ??…??????… ??…?，?????… ??…?，?????…
0
??…?。?????… ??????…
7．2
文全体から、文の前後
??ｩら
?…??????…
　…8．3；2．9
@…
?…???????
　…4，912．6
@…
0
??…?。??????…
　…7，910
@…
5．0
似た字，團じような語
蛯?vいだす。
　…
Q．4iO　＝
　…
Q．8i　2．9　歪
　…
U，5i　2．2　＝
　…
Q．4i　5。1　＝ 0
　…
盾奄P1。9　：
　　…
P3。2iO　　： 4．0
齢ながらおぼえム
?…????．
　…
盾奄Q．9
@…
　…
Q．2i　2．2
@…
　：｣・
? 　…
V．5iO
@…
　…
Q．6iO
@…
1．6
別になし・なんとなく
?…???．??『 ?…???．???
?????…
???、。．，?…
6．3
?…????? ?…????…
5．2
回答なし
??…?．??．????
　　…16・7i3琴・4
??…?。??????… ??…???????…
56．3
??…?，??．???? ??…?．??????…
41．0
箋　漢寧をおぼえる手がか9
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璽⑳2　轡きでは
＼　　　　　　学校
閧ｪかり
? B M M T M N 平均
数科書・漢掌表
　…2．劇　0
@…
　…0　10
@…
　…4，310
@…
?…????．???
18．8
?…????… ?…????
L6
辞　典
　…
S．giO
@；
　…
T．6iO@I
　…
盾奄n
@；
　…
Q．4i　2．6
@…
12．5
　…
Q．5iO
@…
　…ni53@1 2．2
へん・つく～｝
　…
V．3i11．9
@…
　…
Q5．oi　5．9
@…
?…?．????… ?…??????…
0 　…P7．5i2L4
@…
?…???．???
10．6
部　首
?…????? ?…??????… ?…????… ?…?????
0
?…?????… ?…?????
LO
点　醐
?…????? ?…????… ?…????…
　…0　10
@…
0
?…????? ?…?????
0．6
分解し，二二老おぼえ
　…7，3；0
@…
　…0　12．9
@…
?…?????…
　…0　10
@…
0
?…???．???
　…5，310
@… L8
字形全体
　…
S．9i　9．5
@…
　…
P9．4i　8．8
@…
　…
W．7i　4．4
@…
　…
V．3iO
@｝
0 　…V．5i　7．1
@…
　…
Q6．3iO
@…
8．2
音・訓
　…
盾奄n
@…
　…
Q．8i◎
@…
?…?????…
　…
O15．1@…
0
　…
Q．δ｝0
@…
　…
盾奄n
@…
Lo?…
意　味
?…???．??? ?…?，???? ?…?，????… ?｛???．???
0
?…???．??? ??????…
6．8
戯　艦μn　　　口口
?…?????? ?…????…
　…2，212．2
@…
　…7．315ほ
@§
0
　l　　　　　　　l@l　　　　　　　lP0。α4．8　5．312．6　1　　　　　　　1　1　　　　　　　1 3．8
似たような字，読みの
ｯじものを思い繊す
　…2．4i　4．8
@1
　…
Q’8焔?f8
　…
ni2．2@…
　…2．4；5．1
@…
o
?…???。???
　…O　lO
@…
2．8．
感覚で「
　…
V。3iO
@…
　…
ni2．9@…
　…
盾奄n
@…
　…
Q，410
@…
0
　…
盾奄n
@…
　…
盾奄n
@…
1．0
唱酬も書く
　…
X．8i　2．4
@…
　…
P3，gi　8。8
@…
?…?。??．?? ?…????．???
25．0
　…
R0．oi16．7
@…
　…
P0．5i　2．6
@…
14．9
男週になし・なんとなく
?…???．??? ?…???．??? ?…???．??? ?…???．???
0
?…??????… ?｝????…
3．8
圖谷なし
?…?．??．??? ???．??，???
　…
Q6．1i♂3．3　…
?…???．???
37．5
?…?，??．??? ?…?．?????
45．0
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二からというのは自分の親しい音翻に関係づけて覚える手がかりとするものと思
われる。
　読みと書きとでは，：覚える手がかりの上で差異があるかどうかをたずねたの
が小品2である。小面の読み・書きでは，読み書きそれぞれの場含で，手がか
とするものに違いがあるか否かを分けてたずねたのに対し，圃答なし（手がか
りにするものが違わないとみる場合）が両方に40％以上もあった。この限りで
・は，読み・書きの手がかりは変らないことになりそうであるが，違うとして答
えた楽数以上の反応の中には，読み書きそれぞれの機能の差を示すものが，わ
ずかながら見られる。
　偏秀や字形全体の形を手がかりとするものは読み書きの差はあまり認められ
ないが，熟語による，漢字をよく読むことによるなどは読み的であるし，何回
も書くというドリル的な方法は書きにあげられている。少数回答であるが，読
み書きの特徴から反応の理由がよく理解されるものがある。
　習得の手がかりを内省させるだけでな　イ　〔漂〕（読み）　　　　（7校平均）
く，実際に文字を読み書きさせ，作業化
・によって反応をみたのが第二悶である。
　イ漂う　U霧（きり）ハ翼（つばさ）
の3字（語）を読み（O　書き（ロ・ハ）さ
せて，その結果どうであったかをたずね
・る。
　正読できたもののうち，偏劣に着眼す
るものが約去，字形全体からが去，意味
（熟語）から，暗記するがそれぞ鳩｝ま
どで大勢を占めている。
　この中で，r酒壷という熟語の意味
：からと答えたものに，読みの習得過程の
一つの型が示されている。
　　「漂う」という問題に封して，まず
正答数（正しく読めた数） 71．　1　0／o
教科書
辞　典
7で（偏で）
Yと票（偏・労で）
票（労で）
ヒョウの音から訓を思い出す
字形金甲で
意味（漂流）から・熟語から
暗記，覚えていた
送りがなに注意
本・i新聞をよく読む
別になし，なんとなく
O．8
2．　8
13．　6
1．7
3．4
2．　0
13．0
16．　7
16．　4
2．5
1．7
10．2
回答なし 20．　1
〈注〉各反応の％は，正答数に対するも
　　の。漂の字が読めないほうの反応は
　　雀略。
ロ　〔霧〕（書き）
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　　　ハ　〔翼〕（書き）
正答数
1　57．20／e
教科書
（理科で）
辞典
雨（冠）で
務
音で
爾かんむりにムという音
雨に務
字形全体
意味・熟語（濃霧・霧氷・霧
島・霧の湖）
爾のつく字をいっしょにして
覚えた（露・霜・雪・雲）
覚えていた，暗記
本・新聞で
歌　で
別になし，なんとなく
1．4
0．4
2．　5
31．　6
2．5
1．8
3．2
2．　8
13．　0
6．　3
1．　1
12．　3
2．　5
e．4
6．3
回答なし
1　i3．，
正答数　　　　140．2％
教科書 1．5
辞典 2．5
羽 38．5
羽と異 6．0
字形全体： 12．0
意味 2．5
覚えていナこ，暗記 10．5
本・薪聞 3．5
歌の題名 2．0
別になし，なんとなく 5．5
凹答なし 16．5
「漂流」という親しい熟語が想起され，それとの意味上の連合から「ただよ
う」の意味・読みが想起されるという過程で，教科書の新出漢字の提出法，そ
の文字の使用語形の多用性，生徒のその語に対する親近性などの結果からこの
ような過程をとるに至ったこと，その結果，音優位の文字（その逆も）が生ず
る必然性が認められて興昧深い。
　書きでは2年生で，「偏」による文字を調べたので，今回はr冠」について
調べた。文字の主たる構成要素・冠（雨・羽）に注意するものが多く，つづい
て籟成要素を分解（爾と務，羽と異）しておぼえることがわかる。字形全体と
いうのが10％強あるが，　「意味から」は，読みに比べて少なくなっている。
　（事例調査女子4は，読み書きの成績がかなりよいほうであるが，「『漂』は
『さんずいに，西の下に示がある』，山霧』は細雨の下に事務の務がある』とい
うようにして」と答えており，中学生なりの方法を工夫していることがわか
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る）
（2｝新出漢字の学習法
　薪出漢字をおぼえるには，学習の方法によるところが多い。中学校での文字
学習は，生徒の側からみて，どのようであるか，学習のやり方を生徒はどのよ
うに受けとめているかをたずねたのが，小間3である。
　薪出漢字をおぼえるとき，あなたはおもにどのような学習をして＄ました
か。
　イ　その文章の中で，読みと意味を学習する
　ロ　　　〃　　中の読みのほかの読みも学習する
　　　く例　音肋の造ゾウで出てきたら　詞クンの（造2〈）の読みかたも〉
　ハ　その漢字の読みだけでなく，意昧や使い方もいっしょに学習する
　二　漢字の書き方や筆順もいっしょに学習する
　ホ　あとででなく，そのとき，いっしょに書取り練習もする
　へ　その他
　7校平均でイ＝＝　40。6％　ロ＝＝　19．7％　ハ＝29．9％　二　＝14．9％　ホ＝19．5％
へ＝6．2％
　回答は，同じ学校でも学級によって多少異なるところもあるが，傾向として
は，文脈の中での読みと意味，その使用法が大勢を占めてい，提出語形として
の読みのほかに，その文字が有する他の音・談の学習はあまり行なわれていな
いこと，筆順や書き取りは，教育漢字外当用漢字の学習であるためか，読みに
比べると積極的ではないことがわかる。少なくとも生徒たちは，上のようなウ
エイトをつけて漢字の学習をしてきたと思っていることがわかる。
　　熟語の学習と構成文字の読みと意味
　熟語を読ませると，それが多用されている場含はよく読めるが，構成単位で
ある文字1字ずつでは読み（訓）や意味が不振であることは，2年の調査（問
題10）などで見てきたとおりである。学習の際の熟語と構成文字としての読み
と意味の関係を調べたのが質問4である。
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　新出漢字の熟語の学習のとき，その熟語を構成しているそれぞれの漢字の読
みと意味をたしかめますか。
　イ　全体の読みと意味だけを学習する　　　　　　7校平均　　　　75．5％
　ロ　それぞれの構成文字の読みと意味もたしかめる　　〃　　　　　23。1％
　イはよく行なわれているが，ロはあまり行なわれていないことがわかり，今
まで見てきた調査結果と応ずる面があると思われる。
｛3）漢字使用の態度化
　書字力の低下を葺にするが，中学生に，学習した漢字はなるべく書くという
態度化ができているかどうかをたずねたのが質問5である。
　　あなたは作文（記録・報告なども），手紙などを書くとき，なるべく漢字
　を書くようにしていますか。
　は　い　イ　知っている漢字はなるべく使う　　　　56．0％（7校平均）
　　　　　ロ　わからない字は，辞書をひいたり，聞いたりして，漢字で書く
　　　　　　ようにしている　　　　　　　　　　　　　38．6e／．
　いいえ　イ　どちらかというと，漢字を使わないほう　2．　2％
　　　　　m　あまり漢字で書くということに，気をつかわない　7．8％
　結果としては，知っている漢字はなるべく使う（56．0％）もの，さらに，わ
からない字は，辞書をひいたり，入にたずねたりして書くという積極的な態度
化（38．6％）も見られ，使用の意志は高いが，消極的なrいいえ」の反応も10
％近くある。知っている漢字は使おうと思うが，現実にものを書くときには書
けない掌が多く，つい書かないというのが実情であろう。
（4）H常の読書生浩と読めない漢字
　義務教育終了段階までに当用漢字を一応学習するたてまえからすれば，当絹
漢字でまかなわれているはずの本や新聞は読めるわけである。しかし，中学3
年卒業時までに，当用漢字全数は提出し切れていないのが現状であり，音訓の
観点からすれば，読めない漢字の数はさらに増加する。地名・入名その他の表
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外字や特殊の読みはルビが施されているとしても，表肉の文字は読める文字と
して扱われている。そうした現実に立って，義務教育終了段階の漢字カー、
（読字）ではどの程度読めない漢字を残しているか（質問六），その場合，どの
ような対策を講じているか（質問七），そういう現象に対してどう思うか（質
問八），現実の読書生活上の読みの問題をたずねてみた。
　六（問い）　あなたは本や新聞などを読んでいて，読みかたのわからない漢
　　字がありますか。
　　　イ　よくある　　　　　　　　　7校平均（497入）　27．1％
　　　m　ときどきある　　　　　　　　　　　　　　　　60．8
　　　ハ　あまりない　　　　　　　　　　　　　　　　　10．2
　　　二　気がつかない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．0
　　　ホ　ない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0。2
　七（問い）　本や薪聞などを読んでいて，読みかたがわからないときはどう
　　しますか。次のどれにあたりますか。
　　　イ　人にたずねる　　　　　　　　　　　　　　　　37．1％
　　　u　辞典などをひく　　　　　　　　　　　　　　　22．1
　　　ハ　前後の文章の關係でなんとか読んでしまう　　　　47．8
　　　二　正しい読みがわからなくても，なんとなく意味がわかるので，その
　　　　まますぎる　　　　　　　　　　　　　　　　27，5
　　　ホ　読めない字はそのままにして，とばし読みをする。9，4
　入（問い）　あなたは本などを読んでいて，わからない字がでてきたとき，
　　気にするほうですか。
　　　イ　とても気になる　　　　　　　　　　　　　26．1％
　　　ロ　あまり気にしない　　　　　　　　　　　　　　69．7
　　　ハ　すこしも気にならない　　　　　　　　　　　　3．4
　本や新聞などを読んでいて，読みかたのわからない漢字が「よくある」　「と
きどきある」とで，87．9％もあることがわかる。そうした場合，人にたずねた
り，辞典をひいたりすることもある（59．2％）が，前後の文章の関係でなんと
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なく読んでしまう，正しい読みがわからなくても，なんとなく意i象がわかるの
でそのまま過ぎてしまう（75・3％）ことが多い。反応数では，後者が多少多い
程度であるio｝’，問い八で，わからない字が出た時，あまり気にしないという数
のほうが多い（69．70／o）ことと合わせて考えると，現実では，わからない字に
出あっても，そのまま過ぎる場合のほうが多いものと思われる。
　本や薪聞は，原則としては，当用漢字のワク内で表記するのがたてまえであ
るから，「読みかたがわからない」と答えた字が，すべて表外字ではないはず
で（表外字なら，ルビをつけるのが原則である。），これら読み方のわからない
漢字というのは，当用漢字内でのものが，根当部分を占めていると思われる。
調査結果の習得不振の：文字，音訓習得のアンバランス現象などが，この現実の
読みの生活上の問題と呼応している。
　そして，このことは，現行の漢字使用，漢字表記の原則に立って，中学校で
未学習未習得の管掌の読みを，新しく，正しく獲得していく場が，その後どこ
に求められるかという問題にもつながるのである。
（5）辞書の利用状況
読書中に，読めない文字に出あった蒔の対応策として，辞典の利用をあげた
ものが22，1e／，いたが，辞書の活用は，漢字力を強くする重要な方法の一一つであ
る。辞書（字書）の利用状況をたずねたのが，質問九～十一である。
　漢薬の字書を持っているものは92．0％（もっていない7．0％）で，ほとんど
のものが，何等かのかたちで漢字関係の字書を持っている。
　質問十　あなたは漢字の辞書（字書）を使いますか。
　　イ　は　い　よく使う　　　　　　　　　　7校平均　1S．3％
　　　　　　　　ときどき使う　　　　　　　　　　　　　　　59．4
　　　＊は　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10，2
　　ロ　 ㌔、㌔、え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10。6
　　　　＊「はい」にのみ反応して，利用の程度のわからないもの
　質問十一　わからない文字の読みを漢字の辞書（字書）でひくとき
434　第2編　漢字習得の実態に関する研究
　（1｝（G）へんやかんむりなどによる部首索引でひく7校平均
　（ロ）　　　〃　　　　　　　　　ひかない
（2｝ω画数を数えて総画索引でひく
　（W）　　　〃　　　　　　ひかない
　（3｝〈4＞だいたいの読みの見当をつけて，う
　　　しろのほうについている
　　（u）
（4）その他
そして，
　　　　67．50／0
　　　　24．　7
　　　　56．　8
　　　　29．　9
音調索引でひく
　　　　　5e．　8
ひかない　33，9
　　　　　2．　8
　　　　　1割近くのものを除いては，ときどき使う程度である。
　辞書（字書）をひく場合，（1廊首索引でひくか（2総画索引でひくか（3）音訓索
引によるか，ひき方によって，漢字の字書の扱い方の慣れ，あるいは，読みの
力の有無など，ある程度推定される。結果はあまり大差ないが，部首索引が一
番多く，音訓索引が最も少ない。1字を総画によってひく場合よりも，部首に
分けて，その文字を認識できるから，それだけ字書の利用化ができているもの
と思われる。また，その文字のどちらかの音訓を知っていて，それを手がかり
にする，あるいは労などの音符から読みの見当を大体つけて，音潮索引によって
縛しく漢字の読みを調べる方法（成人はこの方法を利用することが多い）も，
卒業時の中学生では，かなり態度化できていることがわかる。
　その他の欄の記入者はわずかだが，知っている人に読み方をきき，字書で確
認する，國語辞典で読みの児当をつけるなどカSあり，辞書（字書）も持たず，
使ったこともないと答えたものが1入だけあった。
（6）漢字学習への興味・関心
　中学生活を終えるに際し，漢字学習に対する興味・関心・感想・意見をたず
ねたのが質問十二削ナ五である。
　漢字をおぼえることの難易をたずねた問い（十二）に対しては，それほどむ
ずかしくないと答えたものが57。0％，やさしいと答えたものが3．2％，半数を
越えるものが，漢字をおぼえることに抵抗を感じていないことがわかる。漢字
　　　　　　　　　　　　　　第7章　習得上の問題点解明のための調査と結果　435
の読み書き調査を実施してよく経験することであるが，読みの調査では協調的
な態度が強いが，書字力調査となると，ひとしきり教室が騒然となることが多
い。読み書き両面に分けて，漢字をおぼえることの難易をたずねると，両者の
差は判然と出てくる。
　　　　　　　　〈むずかしい〉　〈それほどでもない〉　〈やさしい〉
　読みでは　　　　　　18．　7％　　　　　　64．5％　　　　　　14．go／o
　書きでは　　　　　　52．8％　　　　　　40，2％　　　　　　4．／iO／o
　この反応は，漢字の読みに比べて，書きが習得しにくい現実をそのまま表わ
している。
　したがって漢字学習に対する好悪の感情は，あまり好きでない（56．7％）き
らい（14．5％）となりがちである。（質問十三）
　質問十四　あなたは漢字の学習について，どのように考えますか
　　イ　漢字を読み書きできることは，国語の学習の墓礎になるから大事だと
　　　思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72．5％
　　ロ　漢字の読み書きよりも，国語の学習としてもっと大切なこと演あると
　　　思う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17．3
　　ハ　漢字の読み書きより，英語や数学の学習にカをいれたほうがよいと思
　　　う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．8
　　二　その他
　漢字学：習の意義については，　「醗語の学習としてもっと大切なものがある
（17．3％）」「他教科の学習に力をいれたほうがよい（2．8％）」と思っているも
のも2割近くはいるが，大多数のものが，園語の学習の基礎になるとして，学
習の意義を認めていることがわかる。その意義は認めながら，漢字学習にはあ
まり興味がもてない。ここに，漢字指導の方法を開発する鍵が蕨されているも
のと思われる。
《7）漢字学習への感想・意見など
　最後に，自分の今までの漢字学習をふりかえってみて，漢字の力が身につく
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　　　　　　　　　　　　　　第7章　翌得上の問題点解明のための調査と結果　441
ように学習するためにどんなことをしてほしいか，どうずればよいと思うか，
感想・意見を自由に記入してもらった（十五問）。
　この種の質問に馴れていないためか，初めは記入者が少なかったが，協力を
願った結果，少数意見ではあるが，漢宇学習指導について示唆に富む感想・意
見が出た。　（436～440ページの表参照）
　回答を整理すると次のようになる。
漢掌学習を重視してほしい
教えてほしいこと，指導法への注文
テストをやってほしい
教科書への要望。注文
現行当用漢字への意見・注文
生活の中で漢字力を身につける
自力で習得を心がけるという考え方
今のままでよしとするもの，その他
回答なし
　中学校の漢字学習指導の実態に関する調査（第5編参照）によれば，教師の
側では，それぞれ意を用いて，漢字の学習指導を実施しているわけであるが，
国語学習が多岐にわたっていること，漢字学習が，比較的家庭学習に比重がか
けられていることなどから，生徒側では，このような印象・実感をもつのであ
ろうか。あるいは十分に指導されても，生徒自身にその気がなければ学習効果
があがらない点を，指導法に転嫁するためであろうか。少数であるが，自分で
やらなければだめと自覚反省している卓見もある。
　教えてほしいことは，特に自分の弱いところをあげたものであろうか，見る
べきものがある。テスト実施の要請があったことは思いがけなかったが，習得
の定着と練習の関係を考えれば，生徒の体験から生まれた価値ある意見として
受け取るべきであろう。
　教科書への要望・意発はいちばん少なかったが，少数意見としておもしろい
もの解ある。現行の轟用漢字に対する意見も，数は少ないがみられる。日常の
442　第2編　漢字習得の実態に旧する研究
経験を通してのものであろうか，国語施策への一つの意見として参考にすべき
であろう。
　他に対する要望をうちに向けて，日常，漢字を多く使う，物語・小説・新聞
等をたくさん読むことが漢字学習の実をあげるものとしているもの，ルビをつ
けてほしいと思うものがある半面，ルビは覚える上で役に立たないとする対立
意見もある。今のままで十分，別にないなどの肯定的意見や消極的意見もあっ
て，さまざまな感想・意見に接することができた。
　これらの回答がすべて適正であるとはいいがたいが，虚心に，生徒の繍の意
見・感想を参考にすることも，漢字学習をいっそう効果的にするために役立つ
のではないかと思われる。
（参考）
　　　　　　　　　　　2年生　集団調査問題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（問題は縦：書き，以下同じ）
（問題　1）
次の文字の読みを（　）の中に書き入れてください。
　　　　　（　）（）　（　）（　）（　）一　1〔図〕　琶的・目の上　　　　　　2〔正〕正確。正面。正しい
　　　　　（．　．．）（）　．．（　X　）（　X　　）　　3〔川）　河川・川の中　　　　　　　　　　　　　　　　4〔下〕天下・下旬・下水・下書き
　　（　）　（　）（　）　（）　　・下げる・下り・下り列車・会は……の主催の下に行なわれた。
　　　　　（　×　）　（　）（　）二　5〔用〕　用事・用いる　　　　　　　6〔入〕　入場・入れる
　　　　　（　）（　）（　X　）（　）
　　7〔歩〕　歩行・散歩・歩合・歩む・歩く
　　　　　（　）（　）　（　）　（　）（）三　8〔葉〕　落葉・万葉・木の葉　　　　9〔配〕配達・配る
　　　　　（　）（　）（　）　（　）（　）　（　）　　10〔病〕　病院・病む・病い　　　　　11〔顔〕　顔色・顔面。まるい顔
四玉
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　　　（　）（　）　　　 　　　　　　　　　　　　（　×　）（）12〔祁〕　平和・和らぐ　　　　　　13〔後）午後・後悔・後ろ
　　　（　）（　）　　　 　　　　　　　　　　　　（　X　）14〔改〕　改良・改める　　　　　　　15〔係〕　関係・係り
　　　（・　・）（・　）一　（　）　（　）（）16〔商〕　商売・商う　　　　　　　　　　　　　　　　17〔捨）　拾得する。五拾円。拾う
　　　（　）　（　）　 　 　 　　　　　　　　　　（　×　）18〔付〕　付加する・付ける　　　　　19⊂焼〕　焼失・焼く
　　　（　）（　）
20〔幸〕幸福・幸い
　　　（　一）　（　×　）21〔想〕　思想　　　　　　　 　　　22〔慣〕　習慣・慣れる
　　　（　）（　）　（　X　）23〔側〕　側面・両側　　　　　　　　24⊂報〕幸艮告・報いる
　　　（　）（）　（　）（X　）25〔統〕　統計・統べる　　　　　　　26〔経〕経済・お経・経る
　　　（　×　）　（　×　　）27〔似〕類似・似る　　　　　　　28〔緬〕定緬。旧い
　　　（　X　×　）　（　）　 　　　　　　 　 　　　　　（　）（　×　）29〔省〕反省・省略・省みる・省く　30〔留〕留学・留守・留める
　　　（　）（　）　（　×　）31〔設〕設計・設ける　　　　　　　32〔管〕鉄管・管をまく
　　　（　）（）　（　）33〔混〕混雑・混ぜる　　　　 　34〔条〕条件
　　　（　）（）　（　）（’e）35〔潔〕清潔・潔い　　　　　　　36〔眼）近視眼・血眼になる
　　　（　）（　）　（　）　（　　×　X　）37〔率〕能率・引率する・率いる　　38〔境〕環境・境内・境い
　　　（　）（　）　（　）（　）39〔夢乏〕　　災葵建6夢乏㌔、　　　　　　　　　　　　　　40〔衆〕　　公衆●衆生
　　　（　　×　）　（　　×　）41〔授〕授業・授ける　　　　　　42〔採〕採集・採る
　　　（　）（　）　（　×　）43（犯〕犯罪・犯す　　　　　　44く険〕危険・険しい
　　　（　x　）c　×　）45懸鋤　納入・出納・納屋・納める
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（問題　2）
次の文字の読みを，（
　　　　　（　）（　）
　　1⊂影〕　影響・影
　　　　　（　x　）
　　3〔優〕優勝・優しい
　　　　　（　×　）
　　5〔危）危険・危うい
　　　　　（　）（　）
　　7〔趣〕　趣昧。趣き
　　　　　（　）（　X　）
　　’9〔捨コ四捨・取捨・捨てる
　　　　　（　×　）
　　ユ1〔怠〕　怠惰・怠る
　　　　　（　X　X　）　　13〔伴）　同俘。伴奏・伴う
　　　　　（　）
　　’15〔妥〕妥協
　　　　　（　）（　X　）
　　ユ7〔頂〕　頂上・頂点。頂き
　　　　　（　）（　）　（）
　　19〔浮〕　浮力・浮く・浮かぶ
　　　　　（　）（　）
　21〔麗⊃　美麗・麗しい
　　　　　（　）（　）
　　：23〔顧〕　顧闘。顧みる
　　　　　（　）（　）
　：25〔懸〕　　懸賞●饗系念
囁簸〕（　X　）（卵ﾜ・袋・手袋）
　　　　　（　　）
　29〔二丁〕　　叙薯葬言寺
　　　　　（　）（　）
　　：31〔憤〕　’二二。託る
）の中に書きいれてください。
　　　（　）（　）
2〔企〕企画・企てる
　　　（　）（　）
4〔机〕　机上・机の上
　　　（　）（　）
6〔恨〕　悔恨・恨む
　　　（　×　）
8〔募〕　募集・募る
　　　（　）（　）
10〔促〕　催促・促す
　　　（　X　）
12〔沿〕　群舞岸・？Eう
　　　（　X　X　）14〔汚〕　汚物・汚職・汚す
　　　（　）（　）　（　）
16〔値：〕　価値・値段……に値する
　　　（　X　）
18〔刻〕　暦寺刻・刻む
　　　（　X　）
20〔掲）　掲示・掲げる
　　　（　X　）
22〔遂〕　遂行・遂げる
　　　（　）（　）（　）
24（装〕　服装・衣装・装う
　　　（　）（　）
26〔訪〕訪闘・訪れる
　　　（　×　）
28〔翻〕　翻訳・翻える
　　　（　）（　）
30〔惜〕　惜別・惜しい
　　　（　）（　）
32〔詳〕　詳細・詳しい
　　　（　）（　）
33〔尋〕　尋問・尋ねる
　　　（　）（　）（　）
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　　　　　　　（　X　）
　　　　34〔偽〕｝　偽造。偽る
　　　　　　　（　）（　）　（）
35〔添〕　添加・添付・添える
　　　（　X　）
37（飾〕　装飾・飾る
　　　（　X　X　）39〔醜〕醜態・醜悪・醜い
　　　（　）（　）
41〔戯⊃　戯曲・戯れる
　　　（　）
43〔暫〕暫定
　　　（　X　）
45〔閉〕　閉会・閉じる
　　　（　X　）
47〔既〕　既成・既に
　　　（　）〈　）（　）
49〔皆〕皆勤・皆無・皆様
36〔，｝毎〕　後悔・悔いる一梅やむ
　　　（　）
38〔阻〕阻止
　　　（　×　）
40〔獣〕　野獣・獣のむれ
　　　（　X　）
42〔奪〕争奪・奪う
　　　（　）（　）
44〔忘〕忘年・忘れる
　　　（　）（　）
46〔誉〕　名誉・誉れ
　　　（　　　）　（）48〔香〕三三・花の香
　　　（　）
50⊂貢〕貢献
（問題　3）
雀編
?
おとぎ話で。
一茶の句で見たこ
とがある。
孔雀の雀
　次のそれぞれの漢字の読みかたを知っていたら，例の
ように横に書きだしてください。なお，はっきり読めな
くても，こんな意味で，この字が使われていたというよ
うなことが思い出せたら，それを書いておいてくださ
い。
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’・｡
9智
17亭
2僕　　3頃　　4岡　　5杉
10靴　11塚　12須　13鳩
6鹿　　7吾　　8彦
14堀　　15汁　　16潟
25梶　　6瞳 27嵐 28柿 29堺 3。殻 31嘩 32崎
33阪 34伊 35鶴 36昌 37蓮 38狼 39i釜 40幡
49禄　　50甚
（問題　4）
次のもんだいの目の中に，漢字を書きいれてください。
　　りよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　ものユ　［コ行に出る。　　　2　あかぐみが□つた。3　あわて［］。
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　　　　あん　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いく　　　　　　　　　　　　　　　そだ
4　道の□内をする。　5　□節のかわりめ。　6　体罰の時間。こどもを〔コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よてる。　　　　　　　　7　あしたの会に出席する□定です。
　　　ぞく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ　　　　たね
8　家自は三入です。　9　いろいろな□類の目をまく。
　　　　　　りよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てい
10品質を改肥する。　11水がすんで川の［コまで見える。三角形の□辺。
　　　　　　がい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざん12　たばこの□はこわい。　　　　　　　　　13［コ念です。
　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　うけつけ　　かか　　　　　　　　つ
ユ4本を□りる。　　　15雑誌の〔コ録。　　　16受［コの□りです。□け加
　　　　　　　　　　　　　しよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しえる。　　　　　　　　17　［＝］歌をうたう。　18口験はむずかしかった。
　　　　　がわ　　　　　　　　　　　　　　　れい19道の両□。　　　　20［コをあげて説明する。
　　　　　　　　　　せぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 すゆうじょ　　　　　　　　すく21　自分のすることに□任をもつ。　　　　　　22けが人をO許する。目
　　　　　　　　　　　　　　　　うつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅういを求める。　　23あちらへ場所を□す。　　24　こわれた機械を□理する。
　　　せい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かい　　　　　　　　　　　　　ニころよ
25反目する。　　　　26愉□なおじさん。0いメロデー。
　　　　　ひく　　　　　　　　　　　　　　　　　　かん　　　　　　　　　　　　　　しゆう：27せいが口い。　　　28　よい習［コをつける。29公〔コ電話をかける。
　　かん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼう
：30口迎会をひらく。　31候［コ者は○○さん。・32あしたは［1］風雨になりそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょうだ。　　　　　　　　33　「坊ちゃん」の［コ者は夏琶漱石だ。
　　　　　　りん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がん　　　がん34　あしたは［1］時テストがある。　　　　　　　35近視E］（近目）のめがね。
　　　りっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のぞ
：36能［コをあげる。　　37欠点はとり□くようにしよう。
　　　しよう　　　　　　　　　　　　　　　　しよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゆう：38入［］代名詞。東洋一と□する長い橋。　　39　Eコ職する。
　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すす
・40　べつに口状なし。　41文化〔コ産。　　　　42勉強するように□めた。
　　　　　　　まん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゅんすい・43父は会社に臼務している。　　　　　　　　44　□粋な気持ち。
　　　　　さいなん45ひどい口［コにあっても，平気で立ちあがった入たち。
　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば　　　けんちく　　　　　　　　　かく
46定口二百円の本。　47　りっ〔コな建築。　　48平声器から大きな音がな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜんがれだす。　　　　　　49　「安くておいしい。」と□即している。
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　　　　　　　せん50彼は数学の［コ門家だ。
　〈注〉音・訓どちらの読みに親近性があるか疑問のものは，両方の語形を試みた。
　　　（例育・種・救・快・付）また，同じ読みでも，三軸語形との関係をみるため
　　　に，二種以上の語形で試みたものもある。
（問題　5）
次のもんだいの□の中に，漢字を書きいれてください。
　　　　　　　　　ゆう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅエ　テニスの試合に□勝する。　　　　　　　　2　私の目味は音楽です。
　　つくえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めつ
3　□と本箱。　　　　4　くすりをまいて虫を全口させた。
　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えん
5　□労する。　　　　6　日あたりのよい□側。
　　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほう
7　□画会議を開く。　8　口示板を見る。
　　　けい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いそが
10直□50センチの円。11　とても□しい。
　　　　　　　こく　　　　　　　ぎ12　mダンの彫口。蒔を□む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ
14口曲を読む。　　　15投手と［コ手。
　　　　　　　　　　　　　　ちょうざい。　　　　　　　17　由の目上。
　　ふくろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゆう
19　□につめる。　　20　猛□狩り。
　　　　　　　さい　　　　　　　　　　けい22講演会を開□する。23’口帯ラジオ。
　　じゅく25　自語の意隊をしらべる。
　　ま　けん　　　　　　　　　　　　　　　　　たんけん
27U臼をおかして無人島を口mする。
　　　　　　　　　　　　　　えが　　　　びようをおさえる。　　　　29花を［］く。
　　　　けが　　　　　　　　　　　　　　　　　よ30　名を目す。　　　　31　名口を高める。
　しょつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えん
の［コ角。　　　　　　33［：］岸の港。
　　いね35　□をかる。　　　　36
　　　　　　　　　そう　　　　　　　　　　　　　　ご37　きちんとした服［コ。38
　9　あした□問します。
　　さまう
ご多□のところをすみません。
　　　　じゆう　13補ロテストをする。
　　　　　　せい　16　きみの［コ名を書いてくだ
　　　　　ね　18　安い三段。
　　　　　　おこた　21　義i務を□る。
　　　　えん　24応［iする。
　　　　　げき　2600□場で映画をみる。
　　　いか　28　自り（おこりたい気持ち）
　　　　　　〔】写がこまかい。
　　　　　　　　　　しよく　 　　　　　　　32接目する。かたつむり
　　　　　　　　　　　　　　こう　　　　　　　　　34　注意事〔コを守る。
　　　　　　　　　ふんひどいめにあったので〔：］慨するのがあたりまえだ。
　クラブのE］閥となる。○○会社□問。
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　　　しや　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふん　　　　　　　　　　　　ぎ39四［コ五入。　　　40阿蘇由が［⊃火した。41詐□にかかる。
　　　　じゅん　　　　じゅん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げい
42交通［コ査。［：］園する。　　　　　　　　43　……する□向がある。
44自設の子どもにプ・ゼ・トする。　45艶物語を読むのがすき。’
（問題　6）
次のもんだいにこたえてください。
　　きよ1　〔　〕い水の流れ
　　　　　　　ざよ　イ　あなたは〔清〕いという字を書くとき，〔きよ〕いは水に関係のある字
　　　　　さんずい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さんずい　　だから，　？（へん）であるということを知って，　Yを書きますか。
　　　（はい　いいえ）　（←どちらかに○印をつける。）
　　　　　きち　　　　　　　　　　　　　　さんずい　ロ　次に〔清〕いという字は，　7（へん）に〔セイ．青〕（あおい）という
　　おん　　音と意味をもつ，つくりが，いっしょになってできた字だから，水が青く
　　すんでいる一きよいということを知っていますか。　（はい　いいえ）
　　　　　　　きよ　ハ　だから，　〔清〕いという字は，　〔セイ〕とも読むのだということも知っ
　　ていますか。　（はい　いいえ）
　　　　　　　　きよ　二　それとも，〔清〕いという字をおぼえる時，へんやつくりを一つ一つ気
　　にしないで，〔清〕の字の形をなんとなく，全体としておぼえてしまいま
　　したか。　（はい　いいえ）
　　　ぜよ　ホ　〔清〕いという字を書きなさいといわれて，どんな字か忘れてしまつ
　　て，すぐ書けない時は，その字のどういうところを手がかりにして，思い
　　出しますか。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
○では，次の字について，書いたり考えたりしてください。
　　　　　　　　　　も2イ　重いにもつは私が巳ちます。
　　　　　　　　　　　　ロ　あなたが来るまで□ちましよう。
　　上の二つの字は，どのように区別して，おぼえたり，書き分けたりします
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　か。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　じんこう　　　　　　　　　ぞうか3イ　縁本の入口は年ごとに口出している。
　　　　　　ぞうてい　ロ　記念品を口呈します。
　　　　　　ぞう　上の2つの□の字は，どのように区別しておぼえたり書き分けたりします
　か。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　ちょう　　かいかい　　せんげん4イ　［コ長が開会を宣言した。
　　ぎしき　　　　　　　　　　　しんこう　ロ　ロ式はおごそかに進行した。
　　　　　　ぎ　　上の二つの□の字は，どのように区別しておぼえたり，書き分けたりしま
　すか。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げんぎ5　あなたの弟さんが，作文に，　「ぼくはとても売木です」と書いたとき，あ
　なたは，　「き」の字がまちがっていることを，どのように，弟さんに説明し
　てあげますか。次の（　）の中で，説明してあげてください。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（問題　7）
次の漢字のよみがなを（　）の中に，いれてください。
　　　（　）　〈　）　（）一　1　入る。　　　2　和らぐ。　　3　老いる。
　　　（）　（）　（一一＞　　　　　　　　　　　　　　　　　7　競う。5 商う。 6 統べる。
　　　（）　（）　（）　9　設ける。　　10　承る。 　　11　肥える。
　　　（　）　（　）（　）　（　）　　13授ける。　　14断つ。断わる。15率いる。
　　　（　）　（　）　（　＞　　　　　　　　　　　　　　　　　19失う。17　臨む。 18　除く。
　　　（）　（）　（）　　21退く。　　22営む。　　23経る。
　（　）
4　唱える。
　（　）（）
8省みる。省く。
　（　）
12欲する。
　（）
16　述べる。
　（）
20試みる。
　（）
24異なる。
　（　）
25逆らう。
　（　）
29等しい。
　（　）
33魚。
　（　）
　　　（
　　38昆の願い。
　　　（）
二　1　怒る。
　　　　（）
　　5　捕える。
　　　　（　）
　　9　訪れる。
　　　　（）
　　13刻む。
　　　　（）
　　17企てる。
　　　　（）
　　21侮る。
　　　　（）
　　25：更に。
銘7章　翌得上の聞題点解明のための調査と結果　451
　（　）
26健やか。
　（　）
30豊かな。
　（　）
34器。
　（　）
36　飯をくう。にぎり飯。
　　）
　（　）
27難い。
　（　）
31尊い。
　　　（　）
りっぱな器。
　（　）
2　充てる。
　（）
6　汚す。
　（）
10欺く。
　（）
14探る。
　（）
18催す。
　（）
22募る。
　（　）
28潔い。
　（）
32快い。
　（　）
35旅路。
　（　）（　　　　　　　）
37銭入れ。小銭。
　（　）
3　触れる。
　（）
7　巡る。
　（）
11掲げる。
　（）
15　忙しい。
　（）
19施す。
　（　）
4　描く。
　（　）
8　憤る。
　（）
12携える。
　（）
16戯れる。
　（）
20危うい。
　　　　　（）　（）
23　もえる炎。　24仰せ。
〈問題　8）
次のことばの意味を例にならって（）の中に書きいれてください。
（例）　　　　　1意味を書く
Pくわだてる〈企〉
意味が書けない場合は，どういう時に使うか，または，使用例な
ﾇを書く。
@あいてをばかにする2（　ようなときに使う。　人をあなどる。
なんとな
ｭ意味は
墲ｩるが
､まくい
ｦない。R0
どういう
ﾓ味かわ
ｩらない
S　×
・一@1　おいる
2　あきなう
〈老〉　（
〈商〉　（
））
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????
??????????????
二
比える
やわらぐ
すぺる
きそう
かえりみる
はぶく
もうける
ほっする
ひきいる
へる
ことなる
たっとい
いさぎよい
えがく
おとずれる
あざむく
たずさえる
つのる
たわむれる
もよおす
ほどこす
けがす
ふれる
（、（?
（?
（?（?（?
（?
（?（?（?（?
（?
???（、（?
（?
（?（?
（?（?（?
（?
（?
（
??
?????????????????????????
? ???????????????????????
? ?????????
? ????
（問題　9）
疎のことばの読みがなを（）の中に書きいれてください。
　　　（　）　　　（　）　　　（）き（）鮎
一　　　1　　タト季斗。　　　　　　2　　　　　　　　　　　天然。　　　3　雑木。雑巾。4
（・　）
読本。
???????） ?????）））?????
　　　（　X
　　5
　　　（　　）
　　9　顔面。
　　　（　）
　　13緑青。
　　　（　）
　　17焼失。
　　　（　）
　　21留守。
　　　（　　）
　　25
　　　（　　）
　　28　成就。
　　　（　）
　　32仮病。
　　　（　　）
二　1　柔和。
　　　（　　）
　　5　水郷。
　　　（　X
　　9
　　　（　）
　　13野獣。
　　　（　　）
　　17絶叫。
作法。作業。
公布する。布告。
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　　　　　　　（　）
　　　　　　　　境内。
　　　　　　（　）
　　　　　　　　極楽。
　　　　　　　（　）（
　　　　　　　（　）
　　　　　　　　真紅。
　 　　　）　　（　）
若干。若輩。10開催。
　　　　　　（　）
　　　　　　14慰問。
　　　　　　　（　　）
　　　　　　18封建的。
）　　（　）
　6　出納係
　　　（　）
　10最期。
　　　（　）
　14拾得する。
　　　（　）
　18貸借。
　　　（　）
　22類似。
（　）
29
33
　 　　　　）
　2　　女生名。　百女生。
6
　（　）
7　体裁。
　（　）
11大望。
　（　）
15付録。
　（　）
19功徳。
　（　）
23貧乏。
　（　）
26荘厳。
　（　）
30　自我。
　（　）8　重複す軌
　（　）
12罪業。
　（　）
16静脈。
　（　）
20遊説。
　（　）
24　大漁。
　（　）
27暴露。
　（　）
31解毒。
　（　）（　）　（　）
3　拍子。拍手。4　甲板。
　（　　）　（　　）7　御殿。　　　8　彼岸。
　（　）（　）　（　）
11　衣装。装飾。12　交替。
　（　X　　）　（　）15霜葉。霜害。16譲渡。
　（　）　（　）19執着。　　　2◎献上。
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（問題10）
　次のことばに，例にならって読みがなをつけ，その下の（）の中に意味を
書きいれてください。
右 左の読みかたでない，もう一つの読み。読みがわからなければ意味を：書く
1　（きょうこく）
　強
2（せん
　洗
3（ぞう
　増
　国
がん）
顔
　か）
　加
笛12瑠鯛（強い勤をもつている鰍嘱
三身瀬（かおをあらうet・
難（謝1鉾！蜘ふ・る・と・多・な・・と・
））
）
1（　）　掲（
　掲示　　示（
2（　）　危（
　危険　　険（
3（　）　救（　救助　　助（
4（　　）乗（　乗降三郎（
5（　）　採（　採集　　集（
6（　）　犯（
　犯罪　　罪（
7（　）　冒（
　　冒険　　険（
8（　）　営（
　営業　　業（
9（　）　定（
　定価　　価（
10（　）　降（
　　降雨　　雨（
））））））））））））））））））））掲示（
危険（
救助（
乗降（
採集（
犯罪（
胃険（
営業（
定価（
降雨（
）
））
）
）
〉〉
）
〉
）
〈濫〉「業」の訓は，当用漢字表では認めていないが，どのような反応を示すか，購
　題としてとりあげてみた。
第7章　翌得上の問題点解明のための調査と結果　455
3年生　集國調査問題（問題8のみ）
（問題　8）
一　次の質問にこたえてください。
　　漢字をおぼえるとき，あなたがおもに手がかりにするものはなんですか。
　二つ以上あるときは，順位をつけて書いてください。
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　漢字の読みかたをおぼえるときと，書きかたをおぼえるときとでは，手が
　かりにするものがちがいますか。ちがうと思う人は，次の読み・書きそれぞ
　れの下に，手がかりにするものを書きいれてください。
　　読み（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　書き（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
二　次のそれぞれの字を読んだり，書いたりしてください。そのとき，あなた
　は，何を手がかりにして，読んだり，書いたりしましたか。
　　　（）
　　イ　漂う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔漂〕ゆ
　　　　　　　きり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼり　　ロ　深い〔〕がたちこめて，先の見通しがっかない　　〔〕→
　　　　　っぱさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つばさ
　　ハ　〔　〕をひろげる　　　　　　　　　　　　　　〔〕→
三薪出漢字をおぼえるとき，あなたはおもにどのような学習をしてきました
　か。
　　イ　その文章の中で，その読みと意味を学習する。
　　ロ　その文章の中の読みのほかの読みをも学習する。
　　　　　　　ヰン　　　ゾウ　　　　　　　　　　　　　　クン　　　ツク　　　　〈例　音の（造）で出てきたら，訓の（造る）の読みかたも〉
　　ハ　その漢字の読みだけでなく，意味や使い方もいっしょに学習する。
　　二　漢字の書き方や筆順もいっしょに学習する。
　　ホ　あとででなく，そのとき，いっしょに書取り練習もする。
　　へ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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四二出漢字の熟語の学習のとき，その熟語をつくっている，それぞれの漢字
　の読みとか意瞭とかをたしかめますか。
　　　　　　　　全体の読み　　全体の意味　　　　それぞれの読み・意味
　　干場・・ウジ・〈す・いたすけること〉〈齢ゴ鵠、〉
　　イ　全体の読みと意味だけ
　　ロ　それぞれの漢字の読みと意味をたしかめる
五　あなたは作文（記録・報告なども），手紙などを書くとき，なるべく漢字
　を書くようにしていますか。
　　　　　　　イ　知っている漢字はなるべく使う。
　　〔は　い〕
　　　　　　　ロ　わからない字は辞書をひいたり聞いたりして，漢字で書く
　　　　　　　　ようにしている。
　　　　　　　イ　どちらかというと，漢字を使わないほう。
　　〔いいえ〕
　　　　　　　ロ　あまり漢字で書くということに，気をつかわない。
六　あなたは本や薪聞などを読んでいて，読みかたのわからない漢字がありま
　すか。
　　イ　よくある　　　　　ロ　ときどきある　　　ハ　あまりない
　　二　気がつかない　　　ホ　ない
七　本や薪聞などを読んでいて，読みかたがわからないときは，どうします
　か。次のどれにあたりますか。
　　イ　人にたずねる
　　U　辞典などをひく
　　ハ　前後の文章の関係で，なんとか読んでしまう。
　　二正しい読みがわからなくても，なんとなく意味がわかるので，そのま
　　　ますぎる。
　　ホ　読めない字は，そのままにしてとばし読みをする。
八　あなたは本などを読んでいて，わからない字が出てきたとき，気にするほ
　うですか。
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　　イとても気になる。　ロあまり気にしない。　ハすこしも気にならない。
九　あなたは漢字の辞書（字書）をもっていますか。
　　イ　は　い　　　　　　　　　ロ　いいえ
十　あなたは漢字の辞書（字書）を使いますか。
　　・はい心念使う　　戯峨
十一　わからない文型の読みを漢字の辞書（字書）でひくとき，
　　　　　　　　　　　　　　　ぶしゅさくいん　　に）へんやかんむりなどによる部首索引でひきますか。
　　　イ　は　い　　　　　　　　ロ　いいえ
　　　　かくすう　　　　　　ぞうかく　　（2｝画数を数えて総画索引でひきますか。
　　　イ　は　い　　　　　　　　ロ　いいえ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おんくん　　（3）大体の読みの見当をつけて，うしろのほうについている音訓索引でひ
　　　きますか。
　　　イ　は　い　　　　　　　　ロ　いいえ
　　ω　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
十二　あなたは漢字をおぼえるのは，むずかしいと思いますか。
　　イ　むずかしい　　　ロ　それほどでもない　　ハやさしい
　　漢字の読みでは
　　　イ　むずかしい　　ロ　それほどでもない　　　ハ　やさしい
　　漢字の書きでは
　　　イ　むずかしい　　ロ　それほどでもない　　　ハ　やさしい
十三　あなたは漢字の学習がすきなほうですか。
　　イ　すき　　　ロ　すきなほう　　ハ　あまりすきでない　　二　きらい
十四　あなたは漢字の学習について，どのように考えますか。
　　イ　漢字を読み書きできることは，国語の学習の基礎になるから，大事だ
　　　と思う。
　　ロ　二二の読み書きよりも，国語の学習として，もっとたいせつなことが
　　　あると思う。
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　　ハ　漢字の読み書きより，莫語や数学の学習にカをいれたほうがよいと思
　　　う。
　　二　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
十五　あなたは漢字の力が身につくように学習するために，どんなことをして
　ほしいと思いますか。（ 〉
（芦沢節）
　　　　第　3　編
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はじめに
　第1・2編では，8人の生徒を中心とした漢字の習得状況一習得の実態・
過程などについて見てきた。ここでは，8人の生徒の知能・学力・言語生活環
境などはどうか。また，どのような学習指導を受けてきたのか，どのような教
科書で，直接間援に漢字学習をしてきたかなど，漢字習得上の要因として作用
しているであろうと思われることがらを取り上げ，その函から，漢字習得につ
いて，いっそうはっきりと把握することを目がけたい。また，習得上の要因相
互の関係もできるだけ明らかにしておきたい。
　以上のような観点から，中学生の漢宇習得の解明に接近しようというのが，
第3編における主たるねらいであり，内容である。
　このうち，学習指導に関する研究のために収集した資料には，それぞれのと
ころに述べてあるように，われわれが直接に調査して得たものと，学校側（稲
付中学校），主として吉村安夫先生から提供を仰いだ資料とがある。終始快く
ご協力くださった吉村先生に心から謝意を表したい。
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第1章　被調査生徒の側面
一要因資料から見た8人像一一
　　　　　　　　　　1．知　　能
入学時から卒業までの3年間に，われわれとして1回，学校側で3回，計4
回の知能検査を行なった。検査結果は次表のとおりである。
｛1）研：究燐で実施した知能検査
学年
2
検査年月日
40．　12．　21
検査の名称
京大NX9－15知能検査
知能偏差値
男z男2男3男‘
61　61　52　59
女、女2女3女4
58　50・　57　60
｛2）学校で実施した知能検査
学年 検査年月日
2
3
40．　4．　13
4王．　4．13
検査の名称
教研式知能検査
教研式知能検査
教研式知能検査
知能偏差値
男、男、男3男4
59　67　61　55
63　65　52　67
67　67　53　64
女、女2女3女4
63　45　51　49
64　49　55　53
66　50　55　48
③上記姫の検査結果の平楽値
＼、???偏
男、 男、・ 男3’、 男4 女三 女2 女3 女4
62．5 65め 54．5 61．6 62．8 48．5 54．552．5
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　学校では，毎年4月に定期的に実施し，われわれは2年時の12月に実施し
た。その結果は女子4のごとく，偏差値：において49，53，60，48というように，
特期による変動の大きい壱もあるが，概して安定した数値を示している。そし
て，非常に遅れた者もなく，また非常にとびはなれてすぐれた者もない。ほぼ
中位に属する8人が選ばれていたと判断される。便宜的に8人のそれぞれを一
つの数値で示すことを考えて，4回の平均を求めたのが前表（3｝の数値である。
2．学 力
く1｝学校における国語の学力（1年～3年）
　8入の生徒の，学校における国語科の成績を5段踏評価によって示すと次の
とおりである。
3
??
213
??
213
??
21
????????
f
　これを視覚にうったえやすく，折れ線グラフとして表わすと，次ページのよ
うになる（縦軸は評価段階，横軸は学年・学期の推移を示す）。
　図表からわかるように，金頭として男子のほうが女子に比べていく分成績が
よい。そして，全期間を通じて，評価段階2を取ったことのあるのは女子4だ
けで，あとの7入はそれぞれ3以上である。しかし，5で通した者は1入もい
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?
s
期 期．
5
3
2
? （錫子1）
4
????
3
2
1 （錫子2）
????
s
4
?｝?? ????
3
2
? （Y｝一if－3＞
4
5
3
2
1
?「??
（男子4）
?「??
5
4
3
2
1
????
（女子1）
?｝??
3
5
4
???? ?｝??
2
1 （女子2）
3
「?
4
??? ????
2
1 （女子3）
3
5
4
???? ????
2
1　／’t・’・’　’1 （女子4）
464第3編　漢字の習得要悶に関する研究
ない。
　個別に変動の様相を追っていくと，それぞれ異なっているが，女子3に上昇
傾向，男子4，女子4に下降傾向が認められる。男子1は8入の中では最も安
定した形で上位を占めている。男子2，女子2は途中で一時的に下降したが，
それぞれ3年1学期，2年2学期に5を取りもどし，その状態を保持した。
　以上のような次第で，学校の国語科の学力という観点で見たばあい，被調査
者は3年聞を通じてほぼ中・上位に属していたということができる。
｛2｝実施した国語の標準学力検査などとその結果
　われわれが，または学校が実施した標準学力
検査などにはつぎのようなものがある。
　①われわれが実施したもの
　「薪・標準綜合学力検査（国語）」（右表），こ
のほかに「クローズ式読書力検査（中学1～3
年）j「教湿式全国標準総合読書力診断テスト」
があるが，これらについては後述する。
　②　学校側で実施したもの
　（男子1）
「新・標準綜合学力検査
　　　　　　（国語）」
誓尋点編差値評価段階
男子1183173i　5〃　　2　1　69　　i　63　　1　　　　4
〃　　3　1　72　　1　65　　｝　　　　5
〃　　41　74　　1　66　　1　　　5
女子1168i621　4〃　　2　　　64　　1　59　　1　　　　4
〃　　3　｝　61　　1　57　　｝　　　　4
〃　　4　1　54　　i　52　　　　　　3
2年2学期末（昭40．12）実施
学年
1
検査年月H
39電10。16
2　1　40．　6．　i6
3 41．　6．24
検査　の　名　称 国語
教概式学年購勃検X，，）1　・・
文部省全圏中学校一せい学力調
査
文部雀全国中学校一せい学力調
査
96
94
社会
74
97?
数学
74
99
88
理科
85
98
英語
63
100?
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（男子2）
学年
1
2
3
検査年月日
39．　10．　16
40．　6．　16
41・　6eza
検　査　の　名　称
教二二学年別標準学力検査
　　　　　　　　　　（s　s）
文部雀全国中学校一せい学力調
査
文部省全圏中学校一せい学力調
査
国語
64
82
87
社会
55
84?
数学
75
84
理科
se
94
82戟^
英語
63
76?
（男子3）
学年
1
検査年月日 検　査　の　名　称
　　　　｛教詩式学年別標準学力検査39．10．16　　　　1　（s　s）　1
2　140．　6．16
文部憲金蔓中心校一せい学力調
査
平田蕃羅購校一騨力調
国語
77
59
89
社会
67
88
／
数学
62
80
06
93
（男子4）
｝学年 　　　　　1
検査年月日l
　　　　　i
1　139．10．16
2
3
40．　6．16
41．　6．24
検　査　の　名　称
教面心学年別標準学力検査
　　　　　　　　　　　（s　s）
文部省全国中学校一せい学力調
査
文部省全国中学校一せい学力調
査
国語
61
92
94
社会
67
97
／
数学
gr・Fi
・7死
（女子1）
響学年検査馬副　髄の名称　　　　　　　　
国語 社会 数学 理科 英語
1 39．10．16
激研式学年別標準学力検査　　　　　　　　　（SS）
65 58 62 66 64
・1　　40．6．16文部省全国中学校一せい学力調ｸ 79 75 57 69 83
一　㎝　醐　凹　圏　　内
@　宅@3軋咽萎羅国轍一騨力調 87／ 57
?
㍊
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（女子2）
漢字の習得要因に関する研究
学年 検査年月碍 検査　の　名　称 国語 社会 数学 理科
1 39．10ほ6教研式学年別標準学力検査@　　　　　　　　（SS） 58 53 5456 58
2 40．6．工6文部省全国中学校一せい学力調ｸ 51 54 72　’／．お
3 41．6．24文三省全国中学校一せい学力調ｸ 78
?
33／ 技／／5嫁
（女子3）
　1w年ﾋ朝日 検査　の　名　称 国語 社会
1 39．10．16教研式学年別標準学力検査@　　　　　　（SS）51 43
2 40，6．王6
???????????????
75 62
　3
ﾎ
41。6．24文部雀全国中学校一せい挙力調ｸ 55
?
数学　理科
54　1　46
45　i　69
53
　（女子4）
学年
1
2
3
検査年月貫 検査　の　名　称 国語 社会 数学 理科 英語
39．10．16教研式学年別標準学力検査@　　　　　　　（SS）57 47 48 4847
40．6．16
???????????????
72 16 25 62 47
41．6．24
???????????????
73／ 1三
??
　　　　　　　　　　3．身体・性格・行動など
　く1）概　　観
　8入には身体的欠陥の認められる者はい奪かった。われわれの調査に支障が
生じるほど休んだ者はなく，茸た学棟g）朱席日難も男子1が2年蒔に11日休ん
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でいるのが最高で，他は年間0～7日以内である。総じて8入は調査期間中健
康であった。
　また，性格的には明るいほうであった。少なくともわれわれが彼らから受け
る印象はそうであった。調査時はわれわれのうちのだれかが学校まで迎えに行
き，済んだら学校まで送り届けるということを3年間続けた。その道々，男子
／は男子同志で，女子は女子同志で4入ずつ腕を組んで歩くことがしばしばであ
った。だれがボスということも，だれが仁方はずれということもなかった。た
だ男子1，男子2には全体の糧話係的な役物を果たしている面があった。
　（2）P．C．　T（Pupii　Counseling　Test）による診断
　学校が実施したものにP．C．　T（Pupil　Counseling　Test）がある。第3学年
時に実施したもので結果は次のとおりである。
????????11
R
??
???
」????
「
?????
?????
?????
?????
????
????
??????
??????
???????
??????
??????
?????????
i
???
????
???????
?????
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x ??国忽
?????・学校関劇・■・1・2｛・1・1・｛・1・4樹⑬叡での
到⑭対人關係
　一1
61　21　12　1　21　12　i　si　3i　16
2．”lthti　e　1　3　L’　LfLllm．mE
　　　　　　　　　　　＆3JN｛LLI　ig－Ls－is　i　6　L－z－IL2nv，D祉会関劇・1雪⑮健康・身痢・い｝・・1・1・1・1・3
⑯異性・ ﾔ・いい・1・Ldel・E適　応　倒3S　1・・1　・・い・5・i231・・k・9．．
嚇　行　倒14i・i・｛・回・1・い6
℃．．勉…グの漉演下・1・281261…i5SI・・1・・3
⑱回答の信頼唄・lxl・i・1・再Alo　1，
〈注〉　カウンセリングの必要性はD項160以上，しf　flSって，該当者は女子4のみ。
　　なお，華中「男子2と男子4はその解答に故意な面が見られ，評価の対象にな
　　らなかった」（吉村先生の話）ということである。
（3｝行　二
次に，学校側の資料によって8入の生徒の行動面を見てみよう。
次表は8入の生徒の3年間の生活行動について，基本的な生活習慣，自主性：
責任感，、根気強さ，自省心，向上心，公正さ，指導性，協調性，岡情心，公共
心，積極性，情緒の安定の10項に分け，それぞれにA，B，　C三段階評価を加
えたものである。評姻段階Cの該当項に問題があると見てよい。
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8人の生徒の行動の記録
（男子1）
　項　　扇
w　年
基活?????????? ?? ?? ?? ?? ?????? ?????????
評 1　　　年 B B BB BA B B B B BB
?
3　年 BiBIBiBIBINAIAIAIBIBBiB
（男子2）
　ヤ
訴
?
、年t
基活自
本
二二主
な
生測性
　1一BIB
2　年
3　年
AIA
A A
???? ?? ?????? ????
AIBIBIBIAIBIB
﹇????????
BIBIBIAiAIBIA
AIBIBIBIBIAIA
BAрa…
ij1．11］・’iL，
A BB
（男子3）
ア　　　　お　　　　　　　　 ロ　　　　　コお ?????????
［wwi，iTTT．，．li　ep
?
2　年
3　年
A
A
B
A
A
B
?????
A A
BiA
B B
B
B
???
A
A
A
?
B
B
B
ETi．ITETETI；1．1．i．1一’ll〈
AIAIBIBIB
BiBIBIBIB
B
B
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（男子4）
　項　　緯
w年　蟹
基活1自
??
???? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??????
1　　　年 B B B B C BB B B BB A B??????
2　　　年 C B BC C B B BC B BB B
3　　　年 C B C B C B C B C C C CC
（女子1）
????
?
1　年
2　年
3　年
????????????｝
???? ?? ?? ?? ?? ?????? ?????????
A
A
A
BiAIBIAIBiBIAiAIAIAiBIA
BIBIAIAIA［AIBIAIAIAIBIA
AIAIAiAIAIAIBIAIAIAIAIB
（女子2）
　項　　賛
w　年
墓活
{的習
ﾈ生慣
??? ?? ?? ?????? ?? ?、?? ?????????
エ　　　年 B BB B BB B B B A B B A??????
2　　　年 B B BB BB B B・i・ B 3 B
3　　　年 B B B B BB B BB B B BB
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（女子3）
　　項　　医
w　年
基雨
ｺ的習
ﾈ生慣
????? ?? ?????? ?????? ?????????
三　　　年 B B BB B B B B B B B BB
2　　　年 B B B B B B B B B B B B
3　　　年 B B B B B B B B B BB B
（女子4）
　項　　目
w　年
基活自
{的回虫
ﾈ生慣性
???? ?? ????????????? ????? ??
1　　　年 B B B BB BB B BB BB C??????
2　　年 C BB B BB C B B BB B C
3　　　年 C C C B B C B BB BC C
　この結果では男子4，女子4にそれぞれCの該当項がある。男子4の場合，
自制心において最も問題があり，基本的な生活習慣，協調性においてB一・C→
Cという経過をたどっている。また積極性ではA→B→Cと学年が進むにつれ
て低下している。しかし，研究所へ来てテストを受けたり，対話をしたりする
ときの男子4は，学年が進むにつれてむしろ積極的になって来たのではないか
という印象を受けた。
　このように，われわれの評価と学校の「行動の記録」による評価との間に多
少の差異が感じられる部分もある。しかしこれは，限られた場面での現われ
と，学校生活全体の中での現われとの相違であるかもしれない。
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4・家庭環境・学習状況など
　（1｝家庭環境
　被調査者8人の，それぞれの家庭環境のあらましについて，3年時を中心に
ふれてみる。
　（男子1）
　父親は都内某デパートの幹部職員で，経済的に恵まれたほうである。家族は
父母，祖母，3人の飾と本人の7人。上の嫌2人はすでに就職しており，一一as
下の姉が都内の私立女子高校に在学中。
　（男子2）
　家業は呉服店で父親が経営者。家族は父母，弟と本人の4人。ほかに佐込み
の店員が2旧いる。経営は順調であり，生活は豊かなほうに属する。小学生の
時から家庭教師について学習掲導を受けていた。
　（男子3）
　両親ともに中学校教員，長兄は高校教員という教員一家。家族は前記のほか
に兄，姉がおり，本入を入れて6人。家族同志で話し合う機会が割合に多く，
それだけに，精神生活のうえで家族の者から受けた影響が大きかったようであ
る。
　（男子4）
　父親は都交通局の職員。家族は父母，兄，妹，本人の5人。経済面で特に困
るということはない。しかし，本入は自発的に薪聞配達のアルバイトを続けて
いた。
　（女子1）
　父親は国税庁に勤める公務員。家族は父母，兄，本人の人4人。兄は大学1
年生。
　（女子2）
　父親は某製薬会社に勤務。家族は父母，兄，妹，本人の5入。このほかに祖
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母がいたが，中学1年時ごろ死別した。兄は高校3年生で，工科系大学に合
格，進学の予定。
　（女子3）
　父親は車両製造会社につとめる会祉員。家族は父母，姉，本人の4人。姉は
高校卒業の後貿易会社に勤務，かたわら夜聞の英語学校で会話を勉強中。女子
3にはこの姉の影響を，勉強のうえで受けているらしいところがあった。
　（女子4）
　父親は会社員。家庭的にはやや複雑な面があった。4人兄弟の三番屋。経済
的には恵まれているとはいえない。ことに住生活の面でそうであった。
　8入については以上のごとくである。なお，脚付中学の近くには赤羽団地な
ど数千世帯からなる大団地溝あり，それらの団地の子女も相当数通学している
が8入の中には含まれていない。これには，調査期間中に転鐵というようなこ
とにならないように，転出の可能性の大きい団地生活者の子女はあらかじめ避
廿たという事情などがあったことを付記しておく。
　（2｝学習状況など一一担任教員から見た8人の生徒一
　われわれは，この3年間，被調査者である8入の生徒とつきあってきた。そ
の聞，学校や家庭における彼等の学習状況をじかに確かめることはしなかっ
た。そういうわけで，この点について発書する基盤は弱い。しかし，さいわい
にして，8人のクラスの担任として3年間国語科指導に当たられた吉村安夫先
生がおられ，岡先生から情報を得ることに努めた。以下は，担当教員の目に瞭
じた8入訳とでもいうべきものである。主として学習生活をとおしての8人の
生徒のプロフィールである。
　被調査生徒は入学聴より卒業時まで，周一学級科在籍，入学蒔の2か月聞を
除き，同一教師が国語を指導した。
　次に，被調査生徒の学：習状況，性格などの一端にふれよう。
　（男子1）
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　卒業時，体重90kgをこす肥満生徒，体育を除き一応何事もこなす生徒であ
った。入学以来，卒業まで学級委員に選ばれていたが，指導室そのものはすぐ
れているとはいえない。学習に温しては意欲的であるが，学習方法そのものは
雑なほうである。頭の回転ははやく，理解力も相当なものであったが，ノート
をきちんととったり，整理したりすることは苦手であり，特に自分の身の回り
を整備することを妊まなかった。「雑然とした中でないと，頭の回転がにぶ
る」と当入がいっていたごとく，物事にこだわらない性格の生徒であった。
が，意外な点は，自分が努力して解いた問題などは，人に教えるというのをあ
まり亥子まない面があったことである。
　国語学習時は，自ら，自己の考えや感想を述べるということはない。指示さ
れると，一応，その見解を述べるが，終始一貫しないことが多かった。国語科
そのものに対する熱意は比較的うすく，むしろ，数学，理科などに興味を有し
ていた。ノートはさきに述べたごとく，まとまりがなく，いわゆる練習鰻とい
う印象を与えるものであった。字体などきちんと書くというのは困難であった
らしい。
　家庭は，両親，祖母，三人の姉という溝成であり，図体の大きいわりに女性
的な面をもっていた。はずかしがり屋でありなかなか入の前に立とうとしな
い。そのくせ，ありあまる体力，こういう二律背反的な精神的肉体的事象が，
ものごとに集中できなかったり，ときおり爆発的な行動に嵐たりする因子をふ
くんでいた。
　卒業時都立小石川高校，早大付属早稲田高等学院の両者に合格，早稲函高等
学院に進学した。
　（男子2）
　表面的には温和であるが，芯はがんこである。積極性・気力にとぼしい面が
あった。経済的にめぐまれ，小学校時代より，家庭教師につき（ピアノ・教科）
指導をうけていた。家庭は商店経営者であり，教育に対してはきわめて理解が
ある。しかし，忙しさのあまり，細部にわたっては，家庭教師にたよることが
少なくなかったようである。
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　学：習意欲は強いほうとはいえない。義務的に学習を続けるという型であり、，
命ぜられたことはきちんと果たしていたが，進んで学習するという域には到達
していない。
　国語学習に対しては，定見を有していた。読解力にしても，作文にしても，
学級中で上位に属し，優秀な成績を得たことも少なくない。が，進んで発書す
るというのではなく，傍観者的な態度で学習にのぞんでいた。ノートはよく整
理されていたが，くふうのあとはみられなかった。
　学級内で，指導的位置にあったが，指導力そのものとしては，特に評衝の対
象になるようなものはなく，与えられた義務だけを果たしているという感じが
強かった。
　釣りに凝り，相当遠くまで出かけていたようである。ごく親しい友人もあ
り，その為めに進路先を変えようかとまで考えたくらいであり，友情関係はあ
つい。　　　　　　　　　　　　　　　。
　卒業時，都立北高校，私立立教大学付属志木高校に合格，立教高校に進学し
た。
　（男子4）
　小学校時代の成績は，学級のトップクラスにあった。が，小学校6年ごろか
ら徐々に成績の下降がめだちはじめた。そのころから，アルバイトに興味をも
つようになったらしい。新聞，牛乳，キャディなど，特にアルバイトの必要性
がなかったにもかかわらず，手をそめていた。
　性格は明るいが，妙に偉なれた面と，衝動的な行動に出る一面をもってい
た。
　学習に対しては，上記のような経緯があり，徐々に興味を失い，学力の低下
をきたした。
　話語学習については，担任が国語教師であった理由もあろうが，一一応まじめ
な態度がみられた。書き取り，作文などにみるべきものがあった。話し合い，
ことに討論では，筋の通った発言が多かったが，そのうらづけとなる行為にと
ぼしかった。ノートは，気ままな傾向もみられたが，部分的にはよく整理され
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ていた。
　交友関係では，一方のボスであり，本入をとりまく何入かのグループがあっ
た。中心的人物として，陰に陽に影響を与えていた。
　別表P．C．Tの調査にみられるよう，自分の性格が試されることは，極度に
きらっていたようである。というのは，ボス的な存在でありながらどこか，自
分自身でその愚劣さに気づいていたのであろう。
　卒業時，船員になることを望んだが，親の反対などもあり，都立赤羽商業高
校に進学した。
　（男子3）
　両親ともに中学教師であり，教育に対してじゅうぶんな理解はあったが，そ
れなりにカギッ子的な面があった。兄姉みな優秀な成績で一流校に進んでい
た。本入は，この家庭の中でコンプレックス的なものをもっていたようであ
る。ややノイローゼ気味であった。そのため，学校を休んだり，遅刻したりす
ることがあった。
　物の考え方は筋道が通っていたようであるが，その老え方にやや独善的傾向
があり，多くの者を説得するにはいたらなかった。行動はどちらかというと鈍
い面があった。
　社会科に対して興味をもち，いろいろな面で概究をしていた。特に歴史に興
廉をもっていた。下級生に封してはよき指導者という面があったようである。
　国語学習に対しては，並以上の努力カミあったとは考えられない。が，ときお
り，鋭どい透徹した推論をしたり，論理を追求することもあった。ノー5は濃
い鉛筆を使用し，比較的よくまとまっていた。作文は，提出におくれることが
多く，内容はやや幼稚であった。口頭では相当に高度な事象が説明できたり，
推論できたりするわりには，文章はつたなかった。
　運動能力は低いほう。意欲はもっていたがよい成績をあげるにはいたらなか
った。
　この生徒には，上記にもみえるように，きわめてすぐれている面と，その逆
の面が見られた。ややノイU　一一　tf気味である点は，蓄膿気味であったことが最
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大の原因であろう。明暗が，病状や家庭の状況などに応じて現われ，それが成
績を左右していたといってよいだろう。
　卒業時，都立城北高校に合格，そのころから，やや明るいきざしがみられ，
希望をもって巣立っていった。
　（女子1）
　中学3年聞在学中，幾度か学級委員をしたことがある。この例にみられるよ
うに，適度に話せる生徒であった。「ビートルズが好きだ。」といっていること
などに見られるごとく，おとなしそうにみえる反面，強烈な藤をもっていた。
ときおりみられる感情の起伏は，その一端を物語っていた。
　学習は特にすぐれてはいない。ただ，何事にもまじめに対処していたという
ことはいえる。
　音楽に興味をもち，バイオリンにひいでていた。が，入前で発表するほどの
勇気はもちあわせていなかったようである。
　国語学習に対しては，比較的興味をもっていたほうである。着実に予習や復
習をしていたが成績そのものはあまりふるわなかった。話し聞く生活は，他の
領域に比べてややすぐれていたようであるが，書くことの面は，それほどあげ
るべきものはない。
　運動能力はすぐれ，学級対抗などでは，学級の中心人物として活動してい
た。
　卒業蒔都立北高校に合格，同校に進学した。
　（女子2）
　教室ではほとんど発言しない。しかし友人どうしではけっこう楽しくつきあ
っていたようである。
　学習蒔，教師に指示されて発書する場合，よく聞き取れずはっきりしないこ
とが多かった。回答そのものがまちがっているというのではなく，何か発言す
ることそのものに抵抗を感じていたようである。はにかみ屋というせいもある
かもしれないが，反面プライドの高い生徒であり，はにかみのみが発言を封じ
る因子ではなかったようである。
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　全教科を通じて女子の中の上くらいの位置にあった。とりたててすぐれた教
科はない。綿密な思考力，創造力に劣るきらいがあった。また，宿題としての
家庭学習など，ときどき忘れて教師の指導をうけたこともあった。
　国語の学習に対しては，本入の持つ他教科への努力以上にそそがれたとは思
われない。ただ，与えられたことをほぼ全面的にうけいれ着実に学習していた
とはいえるだろう。作文については特に印象づけられるようなよい作事はなか
った。
　しかし，さきにもふれたように友入間では相当な入気があったらしく，いろ
いろな場合話題にのぼっていた。本窯のもっかくれた一一面であろう。この面に
はやく着麗し指導したならば，ちがった面での発展があったかもしれない。
　卒業時，都立赤羽商業を受験合格，同校に進学した。
　（女子3）
　一見，病身のようにみえるが芯は強い生徒である。体育，生徒会の活動に活
躍した。家庭的にはあまり恵まれていなかった（住居）が，本人にはそのよう
なかげはみあたらなかった。
　学習成績はほどほどであったが，態度そのものはまじめであった。彼女にと
って国語科はことに興味ある教科であった。教室における学習，家庭学習と
も，本人のもつ能力をじゅうぶんに発揮していたといってもよいであろう。特
にノートのとり方，成績物の提出などには本人のもつ個性が現われていた。
　与えられた仕：事には忠実で，会計委員など幾度か重要な役割りをもたされ，
ほぼ完全にその責務を果たした。
　卒業時，本人が国学院大付属高校をえらび受験合格，同校に進学した。
　（女子4）
　8名の被調査生徒の中の唯一の就職者である。学級内においても，ただひと
りの無職者であった。が，そのこと自身には，少しもひがみをもたず，愉快に
Hkを送っていたようである。
　准居に恵まれず，家族全員が一部屋に趨居，家庭状況も複雑であるなどのこ
とのためか，行動面で教飾の指導を受けたこともあった。一時的な現象とはい
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え，担任教師を憂慮させたことは事実である。
　学習成績は全般的にふるわなかったが，国語科には興味をもっていた。他教
科の学習はさておいても，国語だけは，というのが本人のかまえであったらし
い。発言は活発であった。が，要を得た話をすることは苦手だった。
　この生徒は，学級内でただひとりの就職者という位置におかれていたため，
就職指導はきわめてていねいに受けた。同蒔に進学指導も受け，進路に封して
は，ほぼ完全に近いかたちの指導を受けている。
　これらの進路の指導を，本入はどのように理解したか明らかでないが，いず
れにしても，ややもすれば，非行に走りがちであった生徒が，無事卒業し，新
しい進路を求めて巣立って行ったことは，学校としての毒びでもあった。卒業
後は大手の製薬会社に就職した。
　以上のとおりである。そしてその結果は，だいたいにおいてわれわれの印象
や評価と一一致している。
　しかし，なかには：男子3，男子4，女子4の場合のごとく，どちらかと言え
ば明朗で素直な面だけがわれわれの前に映り，その反対の面が見落とされてい
たのではないかと思われる点があるなど，多少違っているところもある。
5．読書状況および読書力
　（1）　「読書調査」について
　8人の生徒の中学校3年間の読書生活的な側面について知るために「読書調
査」を実施した。調査票はこの調査のために特別に作ったものを使用した。調
査は8画面けでなく，8人の属する1クラスを対象として実施した。
　実施についてのあらまし，および調査内容などは以下に示すとおりである。
　1）被調査者
　　　稲付中学校3年生で，被調査者の8入の生徒を含むクラス（クラス全員
　　を予定したが，私立高校入試手続き期と重なったため，一部の者が欠けて
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　回答者は男21名，女17名，計38名となった）
2）実施の時期
　　昭和42年1月20日～30B
3）調査の方法
　　家で記入してきてよいという条件で調査票を生徒に渡し，記入終了を待
　って回収した。
4）調査の内容
　　調査には，中学生になってから読んだ一般の単行本・雑誌・学習参考
　書，これから読みたい本，薪聞の閲読状況，テレビの視聴や映画（テレビ
　映画でない）の鑑賞状況などを含めた。具体的には次に示す調査票のとお
　りである。
5）　　読書調査調1査i票
読　　書　　調　　査
昭漁42年1月　国立国語研究所国語教育研究室
女1氏
男1名
A　一一・twの単行本・雑誌
　　あなiは中学生になってから，現在までに，どんな本を読みまし’たか。わかるはん
　いで，思い出して書いてください。単行本を書く欄と，雑誌を書く欄とがあります。
　単行本については，学校の勉強と直接関係のないものを書いてください。雑誌につい
　てはどんな種類のでもかまいません。著者名，発行所名がわからないときは，書名だ
　けでもかまいません。
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1年生のとき 2年生のとき 3年生になってから
書名三者名 書周著者名 書　　名　　著者名?
行
本
雑
?
書一発行酩降名睡行所矧書名 発行所名
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：B　挙習参考欝
　　学校の勉強に直接関係のある本で，教科書以外のもの，たとえば，英語・社会科・
　数学の……参考書などでは，どういう本を利用してきましたか。辞典なども含めて，
　家で勉強するときに使用してき7ものを中心に書いてください。
????????????
??????????
1年生のとき 2年生のとき 3年生になってから
書函葬隷 書名 二二名・ｭ行所名 書名 ｛　著者名・　発行所名
?
C　これから読みたい本
　　まだ読んではいないが，読んでみたいと思っている本がありますか。どんな種類の
　ものでもかまいません。よみたい本の名まえ（できれば著者名も）を書いてくださ
　いo
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書　　　　名 著　者　名　（発行所名）
：D　新　　　鋼
　　あな7は，現在，1新聞をよんでいるでしょうか。（「現在」というのは3年生になつ
　てからという意味です）よんでいるばあい，つぎの闘いに答えてくだきい。
よんでいる新聞の名
ﾜえ ＄　よ　み　か　た 寧　妊　き　な　紙面
十四よむ　　　ときどきよむ
毎日よむ　　　ときどきよむ
毎日よむ　　　ときどきよむ
毎1ヨよむ　　　ときどきよむ
毎臼よむ　　　ときどきよむ
毎貝よむ　　　ときどきよむ
　＊　rよみかた」のところは，毎貝よむ，ときどきよむのどちらかあてはまる方をO
　　でかこんでください。
　＊　「努きな紙副については，小説（奇病連盟），社会欄，漫画（サザエさん），……
　　というように，なるべくわかりやすく具体的に書いてください。
E　テ　レ’ビ
　1　テレビの番組で好きな番組があったら，野きな順に5つぐらい番組のなまえをあ、
　　　げてください。
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：Lmantm－N－v一一一一Lwh一一一一一一一nv一一
　　　2．　Is．
　　　3．　16．
　2　：テレビをみている人は答えてください。顕三目をのぞいて湾えて，1日平均およ
　　そ何時間（何分）ぐらいみるでしょうか。
　　’　　　　　　　　時間　　　　　　分ぐらい　　　　　　　　。
F　映r　画
　　3年生になってから，映薗をみましたか（テレビ映蕪はふくまない）
　　　1．　みた　　　（　　　園ぐらい）　　2．　みない
　　み江人は，答えてください。それはどんな映画でし7か。おぼえていたらその映藤
　の題名を書いてください。
11・　　　　　　｝・・
・・　　　　　　i・・
・・　　　　　　1・・
・・　　　　　　｝・・
・・　　　　　　｝…
　｛2｝　「読書調査」結果の概要
　調査結果について，その概要を項日ごとに以下にしるす。
　なお，調査結果のうち，ここでは主として8入の生徒についてのものを報告
するにとどめる。
　1）一一・maの単行本の閲読状況
　（男　1）
1　　年　　　時 2　　年　　晴 3　　年　　臨
書　　名　　著者名 書　名学都 書　　名　　著者名
南総里見入犬伝　滝沢馬琴　ABC怪事件
稼傭　　　蓋ラミツドの秘
　　　　　　　　　　　　種の起源
クジステ　風と共に玄リ　ミッチェ，
イー　　　　ぬ　　　　　　　　ル
ルブラン高瀬舟　森鴎外
ダーウィン
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1　　年　　　時 2　　年　　　時 3　　年　　時
書　　名　　著者名 書　一著都 書　名｝著都
は　な
ﾕの牙 ルブラン
（男　2）
1　　年
?
2　　年 時 3　　年 時
書　名1著者名 書　　　名 著者名 書　名1著者名
次郎物語 下村湖人 坊っちゃん 夏昌激：石 高瀬舟 森　瀦外
路傍の石 由：本有三 50の有名な話@　　（英語） 唄えない敵
父帰る 菊池　寛 狼王ロボ シートン
蜘蛛の糸 二三竜之介
ああ無酸 ユーゴー
青い鳥 メーテル潟塔N
昆虫記 プアーブル
イソップ物語 イソップ
アンクルトムの
ｬ屋 ストウ
イワンのばか トルストイ
（男　3）
1　　年　　　時 2　　年　　　時 3　　年　　時
書　名陪都 書　名三都 書　名陵都
慰たちの天分を
生かそう
路傍の石
ああ無誇
ナポレオン
海底二万マイル
松田道雄
山本有三
ユーゴ一一
江口　清
ベ　ル　ヌ
寺田寅彦集
古典文学入門
平家物語
愛の一家
荒野の呼び声
毒閏寅彦
円地文子
ザツパー
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1　　年 時 2　　年 時 3　　年
?
書　　名 著者名 書　　　名 著者名 名　　書 陪都
トム・ソーヤの
`険
ｷき門
マーク。
gウェー
塔Wイド
トルストイ
鰍竕､ シェークXヒ。ア
ナポレオン・ソロ ツルゲーネフｼ作集
ツルゲー
lフ
アンクルトムの
ｬ屋 ストウ
ニュートンの
蘭ｾ発見物語
ボー名作集 アラン・{ー
フランクリン 細田民樹
火星とその観測 佐伯恒：夫
星　　座
天体望遠鏡の作
り方
北極にいどむ
u
（男　4）
1　　年　　　隣 2　　年　　　時 3　　年　　時
書　　　名 著者名　　書　　　名　　著者名 書　周薯者名
幕宋風雲録
b我兄弟
{沢賢治（詩i集）
潟塔Jーン伝
?あ無情
O銃士
河竹繁俊
{沢賢漁
?ー：ゴー
[アニムーマ
坊っちゃん
?理小説
ｿ界少年少女文
w全集コンチキ号漂流
L海底二万マイル
?帥泣pン
泣pン対ホーム
Yヘレン・ケラー
夏目漱石
nイエル_ール
xルヌ
泣uラン
ｺ岡花子
日本の英雄
{本武蔵
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（女　1）
1　　年 時 2　　年 時 3　　年 時
書　　　名 著者名 書　　　名 潜考名 書　　名 著者名
二宮金次郎 ビルマの竪琴 暫山道雄 星の牧揚 庄野英二
南町里見入犬伝 滝沢馬琴 こ二十四の瞳 壷井栄 羅生門 芥川滝之介
今普物語 母のない子と子ﾌない愚と 壷井栄 野菊の墓 伊藤左千夫
平家物語 路傍の石 出本有三 風立ちぬ 堀　康雄
竹取物語 啄木歌集 石川啄木
???????
夏疑漱石／
黒いチューリッv 蒼き狼 井上靖 坊っちゃん 専属漱石
オリバー・ツイ
Xト 小泉八雲集 源氏物語
宝　　島 スチーブ塔¥ン ユーモア全集
私たちはどう
ｶきるか
（シリー．
Y物）
若草物語 オルロット 世界文学全集 ドストエフスLー
レ・ミゼラブル ユーゴー 宇宙戦争 ウェルズ ハムレット シェークXピア
ドリトル先生 　　一鴻tアイ塔O アンネの口開
アンネ・
tランク
ロミオとジュ
Wエット
シェーク．
Xピア
ふたりのロッテ ケストナー ABC怪事件 クリステBー 月と六ペンス モームシェイクスピア
ｨ語
チャール
Y・ラム
シャーロック・
zームズ ドイル 嵐が丘
???????
クリスマス・キ
ャ鴻
ディケンズ ジャン・クリスgフ
ロマン・
香[ラン 戦争と平和 トルストイ．
クマのプーさん ディズニー 狭き門 ジイ　ド モンテ・クリXト伯 岬アユーマ　・
メリーポピンズ ディズニー 闘園交響楽 ジイ　ド プー横丁にたﾁた家
A．A．ミ
泣
車輪の下 ヘ　ツ　セ 大　　地
ノ｛一ノレノミ
bク
ルナール名作W
足ながおじさん ウェブス^ー ベニスの商人
シェイク
Xピア
星のギリシャ
_話 ヴアルト’
赤毛のアン モンゴメ梶[ 世界名詩集
世界のなぞと
ﾓしぎ物語 庄再浅水
美しいポリー オルコット 罪と罰 ドストエtスキー
クオレ アミーチス 若きヴェルテルﾌ悩み ゲーテ
三銃士 認アユー’マ おちゃめなピッs
リンドグレ’一ン
怪盗ルパン ルブラン 世にもふしぎなb 段本児童文w協会編
ロビンソン漂流L デフオー ルパン全集
たのしい手芸 藤濁　桜
488第3編
（女　2）
漢字の習得要因に関する研究
1　　年　　時 2　　年　　時 3　　年　　時
書　周著者名 書　　　名 薯罪名 書　　名　　著者名
あすなろ物語
xンハー物語
Nオレ物語
¥ロモンの洞窟
Aンネの日記
ﾉんじん
､女カルレラ
ﾔ輪の下
ﾔ毛のアン
井上靖
Eオーレス
Aミーチス
nガード
Aンネ・
tランク
泣iール
w　ツ　セ
c塔Sメ梶[
次郎物語
遂Eは猫である
窒ｪ丘
瘻枢ｨ語
xートーベン
普@　猫
ｩ金虫
鴻~オとジュジ
Gット
nムレツト
買Fニスの商入
下村湖入
ﾄ覆漱石
uロンテ
Iルコツト
|　　ー
|　　ー
Vェーク
Xピア
Vェーク
Xピア
Vェーク
Xピア
伊豆の踊り子
ﾔのワルツ
O四郎　1
Vっちゃん
吹@　枇
d話は知って
｢たｫながおじさ
?Aンの青春
郷端康成
?端康成
ﾄ罠漱石
ﾄ目漱石
ﾄ題漱石
Eェブス
^ー
c塔Sメ梶[
（女　3）
1　　年　　　時 2　　年　　　時 3　　年　　時
書　　名 著者名 書　　　名 著者名 書　周著者名
路傍の石
真ii建一路
窃つちやん
雨ニモ負ケズ
ああ無情
山本有三
由本有三
夏罠漱石
宮沢賢治
ユーゴー
次郎物語
野菊の墓
ビルマの竪琴
羅生門
吾i薩は猫である
暗夜行路
道　　程
アンネのE記
下村湖人
伊藤左千夫
哲山道雄
芥川竜之介
夏目漱石
志賀直哉
高村光太郎
アンネ・
フランク
生れ出つる悩
み
知と愛
ベートーベン
の生涯
有島武郎
へ　ツ　セ
ロマン。
m一ラン
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（女　4）
1　　年　　　蒔 2　　年　　　時 3　　年　　時
書　名1著者名 書　釧儲名 書　名陪者名
世界少年少女詩
集
おかあさん
中学生詩集
均つちやん
路傍の石
次郎物語
芥川竜之介全集
石州啄木
島崎藤村
出家とその弟子
まごころ
ユ・一一モア文学全
集
赤い屋根の家
ああ無情
罪と罰
私の幼年時代
世界の旅
サトー一・
ハチロー
夏目漱石
山本有三
下村湖人
芥川竜之介
倉霞百三
ユーゴー
ドストエ
フスキ　一一
世界詩歌
ドストエフス
キー
世界の名作
文学全集
ルナール名作
集
星の牧場
おちゃめなピ
ッピ
人生案内
私たちはどう
生きるか
生活のくふう
世界の旅
用ジラ。ト王の
のろい
じょうずな話
し方
ことばと生活
庄野英ニ
リンドグ
レpaン
岡　一太
ポプラ被
シリーズ物
吉沢久子
ヴァン・
ダイン
石田佐久馬
　一般の単行本の閲読状況は具体的には以上のようである。男4，女4の一年
時の記入がないが，読んだことがなかったのではなく，思い出す手がかりがじ
ゅうぶんでなかったことによる無記入であると思われる。
　2年蒔と3年時とを比較すると，やや，2年蒔により多く本を読んでいる者
が多い。3年生になると，高校受験の準備などのために，2年時より一一般の読
書のために使える時間が少なくなるのであろう。
　また，何を読むかという観点では翻訳物も含めて文学書が最も多い。たとえ
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ば，女1は8入の中での最多読家であるが，そのほとんどが文学書である。
　男女差という観点では，学年が進むに従って読む本の共通度が高まっていく
ように思われる。女の子の読み物，男の子の読み物というのでなく，男女とも
に入間や社会を考えさせるような読み物を選択していく傾向が見られる。
　ちなみに，クラスの者（38人）についての各学年での上位書（男女合わせて
4人以上によって読まれたもの）をあげると次のとおりである。
　1年時
　〈書　名〉
次郎物語
路傍の石
ああ無情
赤毛のアン
　アンネの日記
車輪の下
2馬添
　く書　名〉
大　　地
次郎物語
路傍の石
蒼き狼
坊ちゃん
　ビルマの竪琴
A，B．C怪事件
海底二万マイル
賜菊の墓
アンネの目記
3年時
　く書　名〉
　〈著者名〉
下　村’湖　入
山　本　有　三
ユ　　一一　：ゴ　一一
モンゴメリー
アンネ・フランク
ヘ　　　ツ　　　セ
???????? ??．? ?????｛? ?
伊藤左千夫
アンネ・フランク
〈著者名〉
〈男〉〈女〉
入???4入
?????
〈男〉〈女〉
5入
1
2
3
4
1
2
4
1
7人
計
10人
6
5
4
4
4
??
〈男〉〈女〉　設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1童　被調査生徒の側藏　49X
　　坊っちゃん　　　夏　目　漱石　　1人　3入　4人
　なお，男女どちらがより読書をするかというと，この調査の結果では，女子
のほうが男子よりいく分読書家であるという傾向が認められる。
　2）　雑誌の閲読状況
1・年　時　・年　時1・年　時
剃　　　　　｝　　　　陪時代（旺文社）
男・1　　　　1　　　　に時代（旺文社）
男3 中学一年コース@　　　（学習研究被）
中学二年中ース
@　　　（学翌研究祉）
中学三年コース
@　　　（学習研究社）
男4 少年サンデー（小学館）ｭ年マガジン（講談社）
少年サンデー（小学館）
ｭ年マガジン（講談祉）
中学三年コース
@　　　（学習研究社）
女1
一一時代（旺：文社） 中二時代（旺文社）
頼w生の友（小学館）
ﾈ学（学習研究社）
中三時代（旺文社）
頼w生の友（小学館）
女2 中学一年コース@　　　（学習研究琶）
中学二年コース
@　　　（学習研究歓）
中学三年コース
@　　　（学習研究社）
1女・中一献（旺文社）　中二献（旺高子）　1中三献（高社）
女・陣ジ・ニア（集難）1
　雑誌の閲読では，『中○時代＄（旺文社）がクラスとして各学年を通じて最も
読まれている。その次に読まれているのが『中○コ・一一ス』（学習研究拙）で，と
もに学習雑誌である。そのほかに傾向的なのは，学年が進むにつれて漫画雑誌
の地位が下降状態をたどること，読む対象（雑誌の種類）が多様化していくな
どがあげられよう。
　クラスとしての各学年の閲読状況を示すと次のとおりである。（男21女17
計38人）
　1年時
　　く雑誌名〉　　　　　〈発行所名〉　　　　〈男〉〈女〉　欝
　　中一時代　　　　　旺　　文　　社　　7人　7人　14人
　　中一・　＝　Ptス　　　　学習研究社　　4　　4　　8
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少年マガジン
少年サンデー
中一の科学
女学生の友
希望の友
小説ジュニア
講、談　社
小　学　館
学習研究群
小　学　館
潮出版社
集　英　社
???
ー???
????
計　19　15　34
2年時
　く雑誌名〉
中二時代
中開コース
女学生の友
少年サンデー
丁年マガジン
ボーイズライフ
中学二年の科学
希望の友
マーガレット
??????〉?
究
? ??????
学習研究社
運出版社
集　英　社
〈男〉〈女〉計
8人　7入15人
3　　6
　　4
??｛?
ー?←?
計　　i8入　20入　38人
3年蒔
　く雑誌名〉
中三時代
中三コース
女学生の友
少年サンデー
少年マガジン
小説ジュニア
CARグラフィック
????????〉?
町
? ????????? 〈男〉〈女〉計
9人
4　　5
　　5??
9人
9
5
1
1
1
1
ミユージィック
ライフ
少女フレンド
ジュニア文芸
ノ1、説ジュニア
希望の友
主婦の友
これが新しい世
界だ
新興楽譜出版社
講　　談　　社
小　　学　　館
集　　英　　社
潮　出　版　社
主婦の友社
国際情報社
1
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1
1
1
1
1
1
1
?
1
1
1
1
1
計　　18人　16入　34人
この平均冊数は，1年時，2年時，3年時それぞれ1入当たりG。9冊，1．0
冊，O．　9　M｝となる。したがって，各学年とも，ほぼひとり一一一Ptの雑誌に接して
いると見ることができる。
8人目場合もだいたい同様の傾向が認められる。ただし，：男1，男2の1年
時，2年時，女4の2年時，3年時に記入がなかった。これがほんとうに読ま
なかったことを表わしているかどうかは定かでない。
3）国語の学習のために使った参考書
11年　時1・年時1・年　時
男1
国語辞典（三省堂）
ｿ和辞典
国語の整理と研究
@　　　　（暁教育図書）
糟黷ﾌ整理と対策
@　　　　　（明治図書）
作文の書き方
ﾍ擬テスト
男2
瀬制国文法（臼教社）
ｫ　　書ワークブック〈上、下〉
ワークブック〈上、下〉 記述式テスト
ｪ服團語
糟齊ｩ由自在
@　　　　（受験研究社）ワークブック〈上、下〉
糟鼕ｮ成（文理書院）
男3
国語辞典（三省堂）薪制国文法（臼教社）
糟齊ｩ由寵妾
@　　　　（受験研究社）
国語完成（文理誉院）
男4
国詰辞典漢和辞典 国語辞典
ｿ和辞典
国語辞典漢和辞典
糟黷ﾌ整理と研究
@　　　　（暁教育図書）
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女1 濁文法糟齊ｫ典（角川書店）
ｿ和辞典（角川書店）
国語完成（文理書院）
????????
?女
国語完成（文理書院）
　　中学国語（新興出版被）
女・翻慧羨町回）
国語辞典（角川書店）
中学国語（新興出版祉）
当用漢字の読み方書き方
　　　　　（大晶堂）
国語完成（文理書院）
国語辞典（三雀堂）
　　温語辞興（三省堂）女4　　漢和辞典（三省堂）
国語完成（文理書院）
　国語の学習のために使った参受書は，8人については③の表のとおりで，1
年時に国語辞典・漢和辞典，2年時には目立ったものがなく，3年時に高校受
験対策と思われるものという傾向が見られる。
　クラスとして見た場合も同傾向である。各学年の上位数種について具体的に
あげると，次のとおりである。
　1年時
〈書名〉
国語辞典
漢和辞典
下調国文法
国語農由自在
2年時
　く書名〉
　国語辞典
国語の整理と研究
黒語の整理と対策
　　　〈暴発所名〉
角川・三省堂ほか（不詳）
角州・三省堂ほか（不詳）
日　　教　　社
受験研究社
　〈発行齎名〉
角廻ほか（不詳）
暁教育図書
明浩　図書
〈男〉〈女〉　計
12人　10入　22人
9　7　16
5　　　　　　5
1　　2　　3
　（以下略）
〈男〉＜女＞
2入　　2入
1　　1
1　　1
　　（以下略）
計
4入
2
2
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3年時
　く書　名〉
国語完成
三郷の整瑠と研究
顯藷問題集
????〉????
　上表で「以下略」としたものを含めて，
りの冊数は1年聴1．7冊，2年時0．4冊，
　4）　これから読みたい本
　〈男〉〈女〉　計
　4人　10入　14入
　6　　　　　　6
　2　　　エ　　　3
　　（以下略）
クラスとして見た場合，
3年蒔1．3冊である。
ひとり当た
書名　（著者名またξま発行所名）
男1
男2 輩　　枕（夏目漱石）
j　　戒（島崎藤村）
ﾜ箆の塔（幸圏露伴）
怩ﾌ纏（母晶晶陶
ﾍ碁の本
女2
書名（著者名まはた発行所名）
風と共に虫りぬ（ミッチェル）
誰がために鐘は鳴る
　　　　　　　（ヘミングウェイ）
老入と海（ヘミングウェイ）
郷　　愁（ヘッセ）
心　　　（夏目漱石）
女・ジャン●ク e疑ン．。一ラン）
　　　風と共に去りぬ（ミッチェル）
男3　il本文学全集（河出書房）
男4
女4　　クリスマス・キャロル
　　　　　　　　　　　（デイツケンズ）
一　｝ 　　｝　『 風と共に玄りぬ（ミッチェル）
女1 破　　戒（島傭藤村） にごりえ（樋ロー葉）
たけくらべ（樋ロー葉） たけくらべ（樋ロー葉）
にごりえ（樋ra一葉） 嵐が丘（ブロンデ）
風と共に去りぬ（ミッチェル） 何処へ（茄坂洋次郎）
ピエールとジャン
（ロマン・ローラン） 大　　地（パール・バック）
あ：じさいの歌（石叛洋次郎）
何処へ（石坂洋次郎）
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　これから読みたい本として8入（ただし，男1，男4は無記入）によってあ
げられたものは，男2の「囲碁の本」を除いてはことごとく文学書である。こ
のことはクラスとして見た場合もほとんど同様である。クラスとして選択が集
中したものの順にいくつかあげると次のとおりである。
　r風と共に去りぬ』（ミッチェル）（男4人物5人計9入）
　『戦争と平和』（トルストイ）　　（　1　　　4　　　5　）
　『南総里見八犬伝』（滝沢馬琴）　（　1　　　2　　　3　）
　5）　新聞の閲読状況
隊丹州・み鮭　　閲　読　欄
｝
男1 車馬新聞Y昇華聞
毎日読む
?回読む
スポーツ欄、社会学
Xポーツ欄、社会二
男2 朝日新聞結梵V聞
毎日読む
?日読む
漫画、スポーツ欄
Xポーツ欄
男3 彫目新聞 ときどき読む 社説，娯楽，文芸，政治経済欄
男4
朝翼新聞
結档^イムス
匇ｧスポーツ
毎日読む
医ｩ読む
ﾆきどき読む
天声人語、投書欄、漫画
с塔Oタウン、趣味のニーナー
女1 読売新聞 毎日読む 漫画、家庭欄
女2 読売薪聞 ときどき読む
女3 読売薪聞結梵V聞
ときどき読む
ﾆきどき読む
社説
ﾐ説
：女4 三目新聞 毎日読む 三会欄
新聞については，8人の場合も，クラスとしての場合も，毎日よむか，とき
どき読むかのいずれかであって，読まない者はなかった。そしてクラスとして
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みた場合，38名のうち，
　毎日よむ　 男23入女9入王32入
　ときどきよむ　男6　女11　計17
　　　　　　　　計　　29　　　　20　　　　49
　　＜注＞1人で2紙以上読む揚合が含まれているので実入数よりも多くなっている。
である。この数字で見ると，男子のほうが，女子よりも新聞への接近の度合は
やや高いと言える。
　なお，読む欄では，社会面，漫画，スポーツ，娯楽（趣味）欄が上位にあ
る。そしてこの傾向は男女ともに同様である。
6）　テレビの愛好番組
男　　　生　　　徒 女　　　生　　　徒
1．銭形平次 1．大正テレビ寄席
2．ザ・ガードマン
　　アンデイー・ウィリアム2．　　ズ・シ灘一
3．これが青春だ 3．　ナポレオン・ソロ
男1 汝14．サザエきん 4．池由大助捕物帳
5．　ナポレオン・ソロ 5．　おはなはん
6．笑　点 6．三匹の侍
1。逃亡者 1．太郎
2．これが青春だ 2．あしたの家族
男2 女2
3．遊撃戦 3。真閏幸村
4．寄席（なんでも）
1．愛の一家 1．生活の知恵
2．逃亡者 2．太郎
男3 3．一直線 女3 3．池田大助捕物帳
4．学園は大騒ぎ 4．これが青春だ
5．お茶の間寄席 5．中学生時代
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男　　生　　徒 女　　生　　徒
6．　ひょっこりひょうたん島
三．　ローハイド 1．　ヤング・ジャンボリー
2．コンバット 2．事件記者
3．タ～ザン 3．テレビ寄席
男4 女4
4．てなもんや三度笠 4．宴
5．　ナポレオン・ソロ 5．七人の刑事
6．何処へ
7）　1臼のテレビ鑑賞時聞（罠曜日を除く）〈3年時＞
　A，8入について
　　　　　　時間分
男1
男2’
男3
男4
??
?????
??
? ??
2　：　30
1：3e
　　　　平均
3：0e
3　：　OO
時間分
1：　∫：平均
2　：　30
1　：　30
男女計平均　2：00
：B，クラスについて（この項への回答のあった者，男21名，：女15名，計36
名）
時間分　　　　男　　　女
1：00　　　　0人　　　2人
1：3e　7　5
計
2人（5．56％）
12　（33．　330／e）
2　：eo
2　：　30
3　：　eo
???????????1
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（36．　110／o）
（　5．　560／o）
（19．　44　0／o）
　　　計　　21人　　　15入　　　36人
男　　　（21人）平均　　　　2時闘08分
女（15人）平均　1時閥48分
　　　　　：男女計（36人）平均　　　　2時闘00分
　テレビの愛女子番組，1日のテレビ鑑賞時間は⑥⑦の表に見るとおりである。
⑥の町中の管掌は愛好順位を示している。
　1Bの鑑賞時間については，ウ4・一一クデーの中でどの程度であるかを知るrq
めに，日曜iヨを除外して記入してもらった。その結果は，
　8入の場合
　　　男平均　　2時間30分
　　　女平均　　1碍間30分
で，男子のほうが女子より1時間ほど多く見ていることがわかった。
　この傾向はクラスとしてみた場合も，⑦一B表でわかるように，ほぼ岡様で
．ある。
　8）映画（テレビ映画を除く）の過宏1年間における鑑賞回数く3年時）
　A，8入について
　　　　男1　12回　　女1　　5回
　　　　男2　　2　　　女2　　2
　　　　男3　　0　　　女3　　2
　　　　男4　　10　　　女4　　2
　　　　男平均　6回　　　女平均　2．5回
　　　　男女計（8入）平均　　．4．4回
　映画については，テレビで見るのと映画館へ行って見るのとではその行動の
質において違いがあるので，テレビ映画を除いて調べた。しかし映画の内容に
はふれず，回数についてのみ調査した。その結果は⑧のとおりである。
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　これを見ると，まったく見ないか，見ると
しても年問2回程度の者が多い。8人の場
合，0～2圏が4人で50．0％，クラスの場合
0～2回は24人で63．2％を占めている。平均
値：としては，8入→4．4回，クラス→3．0回と
なっているが，これは10回以上も見ている者
4人の存在が大きく作用して平均値を高めて
いるわけである。
　したがって，一部の特殊愛好者を除いた大
部分についていえば，まったく見ないグルー
プと，見ることは見るがせいぜい2か月に1
回止まりのグルーープとに分かれていると判断
される。
B
回翻（人）1女（順（人）陣團数
????
????? ?
???????ー
???
2
﹇?
2
??
? ?????1
2
【
【2
????
?????????
12
???
12
齬
訓・・人1・7入i38人1・・4回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男（21人）平均　　4，3回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女（17入）平均　　1．4回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　（38）　　　　　　　3．0
　（3｝読書力について
　前述のように，　「読書調査」を3年3学期に実施したが，これに先行して，
2年2学期末（昭40年12月）に読書力に関する検査を二種行なった。二つとも
市販の標準化されたものであって，具体的には次のとおりである。
　①クローズ式読書力検査（中学1～3年用）
　②　教研式全国標準「総合読書力診断テスト」
　この検査は硬究所の一室で実施した。二つの検査の結果では，ことに後者の
診断テストによる読書学年では，男子1，男子2，男子4，女子1，女子4の
5名が中3の3学期以上，男子3，女子2の2回目中3の3学期相当，女子3
が中2の3学期相当ということで，かなりよい結果を示している。
　なお，検査の内容について概説すると，「クU　一一ズ式読書力検査」は，読字
力・語彙力・文法力・文意把握力などを融合的に溶け込ませてあり，結果が因
子別にわかるようにはなっていない。作業的には文章完成法に近いものであ
る。闘鶏文章のちがいによって21問（小間数219，各1点配当で219点満点）に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1章　被調査生徒の側藏　501
分けてあ・・三生数は正轟箏愚痴・1・・によ・て製れ・．
　「総合読書力診断テスト」は，総合力による読書学年と，読速・読掌・読解
。語彙の各因子の評価段階がわかるように構成されている。
　結果は次表のとおりである。
　　　　　　　①　クv一ズ式読書力検査（中学1～3年）の結果
陵一息「灘隔確一画
男子・巨74【66i・1・4．・i・
・1・721661・レ8・・1・
3．1　24g　1　sg　i　41　s2．s　1　4
41　i76　1　67　i　sl　so．4　1　4
好・1…1631列73・41・
・い521・・14169・・1・
31　i4i　1　s6　1　31　7s．o　1　4
・い251・・｝・157・・i・
②　教研式金国標準r総合読書力診断テスト」の結果
鼠戸字辮語い国国三十年下「・i・ 5 5 中3－3以上・「丁丁τ「丁「司・ 中3－3以上
31　i 414・一「頼r一
41　s 5 5 ・i・i中・一・以上
好・［・ 4 5 4 ・1中・一・肚
21　3 3144 ・匝・一・
31　， 3 3　14 ・1中・一一・
41　， ・「r「「召中・一・肚
　②の中の三三において男子3が評価段階1で飛び離れて低い値を示してい
る。この生徒には読みにおいて必要以上に慎重な面（たとえば，読解力のテス
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bなどで，はじめ正解しながら，考えこんで手を加えているうちに結局誤答に
反応してしまうなど）が認められ，この場合もこうした性格的なものが，マイ
ナスの作用を及ぼしたのではないかと思われる。
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1．学校における国語科学習指導とわれわれとの関係
　今回の調査の実施燈心であった昭和39年度から昭秘1年度までの3年間，学
校の学習指導計画や指導方法について，われわれの立場から特に注文を出した
り，意冤をさしはさんだりするということはなかった。そして，3年聞の学：習
指導は，学校の自主的な計画によって進められた。特別に行なった集団調査の
際はわれわれが教室に行って調査を実施した。しかし，その他の時において教
室や授業を特に観察することはしなかった。
　そこで，指導計画や授業の実際にに関しては，被調査者を含むクラスの担任
であり，同校（稲付中学校）の国語科主任である吉村安夫先生から，口頭で，
または文書で，必要な情報の提供を受けることによって，われわれの足りない
部分を補うよう努力した。
　稲付中学校の年間の国語科の指導が，ことに漢字指導が，われわれの調査が
あるという理由で強化されたというようなことはなかった。学校の通常の指導
形態の中での漢字習得の結果がこの調査には反映しているものと思われる。
2．　国語科担当教員（吉村安夫氏）の漢字指導一一r中学校の漢字
　　学：習指導の実態に関する質閥紙調査」から一
　「漢字指導の実態に関する質問紙調査」　（別項）は，吉村先生にも回答者に
なっていただいた。この調査は主として指導者個入の漢字指導についての質問
事項からなっている。なお，被調査者の8人の生徒は，入学時から卒業まで，
吉村先生の指導の下にあった。回答の概i略は次のようである。
　まず，漢字の指導過程について。吉村先生の場合，
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　①教科書の読みをとおしての正確な音声化
　」
　②　摘出しての語句単位での理解
　，
　③　文章中での文脈無理解
　s　④　分解による文字単位での理解
　e　⑤応用的，発展的理解と練習
　i　⑥練習による態度化
という過程で行なわれている。
　また，漢宇の取りたて指導という観点では，教科書と関係のないワーク・ブ
ーク，テスいブックを使用されていた。テス｝では教科書に提出されている
漢掌の中から出題する方針をとられた。
　音・訓などの指導については，教科書の文脈での読みが音だけである場合に
は，なるべくその字の罰も指導し，訓だけである場合には，なるべくその字の
音も指導されている。
　また，作文では，事後処理として誤字・誤用字は訂正して返し，書くときは
辞書を使わせて，自僑のない字は確かめてから書くように指導しておられた。
　部首に関する指導については，部首についての知識を与えるようにし，ま
た，部首の知識を利用した漢字の指導もされている。
　熟語の語構成の颪については計画的に指導されている。
　また，他教科で使われると思われる漢字については，それを意識して指導さ
れている。
　漢鵜辞典については，授業中に自由に使わせるようにし，漢和辞典を利用し
た授業（熟語の語構成，熟語の読みなど）を実施された。
　家庭学習については，月に2回～3回の宿題を課して，漢字の書きの練習，
難語句調べなどの作業を課している。
　特別に行なっている漢字の指導という観点では，先生個人として儲句の意
味を調べたのち，その語を使って短文を作り，意味，文字とも定着させる」こ
とを試み，学校としては，　「教育漢字を全員が書けるようにくり返し練習（特
に1，2年時）」が行なわれてきた。
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　漢字指導のあるべき姿として，吉村先生は，「書けるというだけでなく，文
の中で確実に使えるようになること。したがって，独立した形態で学習させる
よりも，文中の一語として指導し定着させる。それでも定着しない場合は，単
元終了後，練習時間を設定して練習させる。」という見解を示されている。
　吉村先生の漢字指導は，概略以上のような方針によって行なわれた。
　この指導形態は，質問紙調査の結果（全国的）から見て，国語科教育に熱心
な教員（だいたい10年以上の経験者）によって行なわれている部類に属すると
いえる。
3．　被調査生徒の国語科学習指導の歩み
　被調査者を含むクラスの3年聞の国語科の学習指導が，どのような指導計颪
のもとに，どのように行なわれてきたか。この点について，吉村情報を中心に
見てみよう。
｛1＞学習指導計画
　　被調査生徒は，学校で計画された国語科学習指導計画展開のもとに指導さ
　れた。同計画は教科書中心に編成され，指導要領に示されている指導事項
　は，一応全部もられている。計画は学期を一単位とし，三つの大きな部分に
　分けて編成されている。内容は，指導期間，目標，指導事項，学習活動，留
　意点，他教科との関連，評価，準備という構成で，各単光ごとに要点を明記
　してある。
（2）　1週の国語科配当時間数
　　1年5時間（うち書写1），2年4時聞，3年5時間（うち，1時間は，作
　文・ことばのきまりを主体とする）で，法定最：低時数である。
㈲　被調査生徒の使用教科書
　　使用教科書は次の表にみられるとおりであるが，第3学年時から，区全体が
　一一｝Sして教科書を採用することになったため，ほぼ全面的に変わっている。
　　国語科については，教科書名は同じであるが，第3学年時からは新訂版で
506　第3編漢字の習得要因に関する研究
あり，内容も2年時と重複しているものもあった。次表は，各教科における
1年時　3年時までの使用教科書の一覧表である。
被調査生徒の使用教科盤一覧（昭和39～41年度）
学馴第1学年1第・学年1第・学年
年劇　　3g　l　・・　｛　・・
国　語
中等国語一（三雀堂）
V中学書写一年用
@　　　　　　（春潮）
中等国語二（三雀蜂）
V中学書写2・3年用
@　　　　　　（春潮）
中等国語三（三省堂）
?学習字2・3（H書）
歓会
中学校社会地理上・下
@　　　　　（三省堂）
?学校社会科地図最新
@版　　　（帝国書院）
中学社会歴下上・下
@　　　　　　（教出）
中学社会3魑書）
数　学
中学数学一数量編
@　　　　　　（言出）
?学数学一図内編
@　　　　　　（教出）
中学数学一数量編
@　　　　　　（言出）
?学数学一図油漉
@　　　　　　（丁丁）
中学薪数学（啓林館）
理　科 中学校理科一年@　　　（大臼本図書）
中学校理科二年
@　　　（大松本図書） 新しい科学（東書）
立　　熟く日　　　7rく 中学音楽一（教芸） 中学音楽二（教芸） 中学生の音楽3@　　　（音楽之友祉）
保健ﾌ育
中学保健体育
@　　　　　（大霞幕） 中学保健体育（大修館）
中学校体育実技
@　　　　　　（学研）
類瞬美術㈱ 中学校美術（田図） 美術3（瞬本文教出版）
技術男
ﾆ庭女
実教技術家庭男子一
@　　　　　　（実教）
ﾀ教技術家斑女子一
@　　　　　　（実教）
実教技術家庭男子二
@　　　　　　（実教）
ﾀ教技術家庭女子二
@　　　　　　（実教）
技術家庭3（開掛盤）
?学技術家庭3女子向
@　　　　　　（学研）
英　語
　　　　｝
mew　Prince@Readers
@　　　　　（開隆堂）
New　Prince@Readers
@　　　　　（開学賞）
The　Junior　Crown　3
@　　　　　（三物堂）
墲ｩりやすい英文法中
@級馬　　　　（黎明）
採択主
ﾇ者 稲藁中学校 稲付中学校 北区教育委員会
?
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　　また，国語科の醐読本，ワーク・ブックなどでは次のものを使用した。
　　○第1学年
　　　　準教ワーク・ブック，上・下（三省堂）
　　　　5分聞テスト　園語（1週1回学校作成）
　　　　漢字欝由駐在（日教社）
　　○第2学年
　　　　準教ワーク・ブック　上・下（三省堂）
　　　　新制園文法（日教社）
　　○第3学年
　　　　準教ワーク・ブック　上・下（三雀堂）
　　　　新制国文法（臼教社）
　　　　国語完成（文理霧院）
　　　　長文読解1G戸主テスト（R教社）
　　　　5分閥テスト（正進社）
　　以上のほか，ノート類について次のような特別なものを持たせた。
　　　第1学年時　作文ノーF（200字詰原稿用紙ノート）
　　　第2～3学年聴語句ノート（語句とその読み，意味，類語，対語，文
　　例などを1行にまとめたもの）
（4）指導の実際
○第1学年
　　当初2か月醐，非常勤講師が担当，書写は一時的に中止（教員事故，補充
　がっかないため），以後卒業時まで，問一教員が国語を担当した。
　　第1学年時における国語科指導は，国語能力の基礎の充実につとめ，指導
　要領にしたがい，表現について留意した。
　　漢字については，単元終了ごとにテスFを施行，練習学習を行なった。
　　作文は年間を通じて，ほぼ指導要預に示される時間を充足している。
○第2学年
　　語句指導と漢字指導を璽視，特に辞書の活発な利用をすすめた。書写は適
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　宜指導することにし，主として休業中の課題として提EEIし，鑑賞指導を主体
　とした。
　　読むことの指導については，主として段落の要旨，段落と段落の関係など
　をつかむ作業を重視し，自主的に学習をすすめるよう指導した。
　　読書指導については，図書館の利用を高度なものにするよう配慮，読書相
　談にも応じ，読書意欲の進展をはかった。
O第3学年
　　入学試験をひかえているため，教科で実施する学習以外に，復習，練習的
　課題を多く用いた。例年のように補習に類する指導は行なわれなかったが，
　それでも，継続的，計画的な課外の指導が行なわれた。指導時間は，夏期に
　毎日朝20分間ずつ2週間，冬期に1日4蒋問ずつ3日間である。
　　第3学年で最も重視したことは，従来の○×式テスト学習をとりやめ，文
　章表現を主体とする練習学習を行なうことだった。
　　これは，課外のみでなく，教科の学習の中に時々とりいれて行なうように
　した。
　　漢字，語句の学習については，教科外の練習も多くなり，実質的指導時数
　は，法定時数よりも多い。
　以上のようである。このうち，主として瞥理上の必要からであるが，被調査
者8人は，3年間を通じて同一クラスに在籍し，またそのクラス担任は3年間
を遜じて吉村先生であった。国語科の指導についても同様で，入学蒔の2か月
を除いては，卒業まで吉村先生の指導を受けた。
4．学校における國語科教育研究活動など
　回付中学校は，どちらかといえば，国語教育の研究に熱心なほうであり，わ
れわれの調査の実施期間中も自主的な研究が進められていた。以下にその概略
を示す。
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（1）　「漢字能力調査とその指導法の研究」　（昭和39年度）
　昭和37・38年度に：おける文部雀学力検査（学年別，国語科）などの結果を見
たところ，同校の生徒の国語の能力のうち文字カー漢字を書く力が他の能か
に比してやや劣っていることがわかり，これを補うために，標記のような秘究
課題が設定され，次のような仕事がなされた。
ア．教育漢字のうち小学校3学年配当（2学年配当のものも若干ふくむ）以上
　の750寧の書きの調査とその分析
イ，漢宇指導法の研究（いわゆる取りたて指導を除く）
　このうち，アについては，全校一斉に実施し，各学年男女各50名ずつを抽出
して行なわれた。その結果は，正答率で1年63％，2年68％，3年75％であ
った。
　イについては取り立て指導は避けて，読解時や作文の中で以前よりも漢字指
導を強調するという形で進められた。また，辞書の利用の臼常化，語句指導の
強調，ドリル・ブック，スキル・ブックなどの併用も考えられた。
（2）　「読解指導における辞書利用による語句指導はいかにすべきか」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和（40・41年度）
　40・41年度：は39年度の研究を受けて，標詑のような課題と取り組み，具体的
には，
ア．辞書の基本的指導（2か月）
イ，辞書利用の習慣化（2か月）
ウ．辞書利用の能率化（2か月）
エ．読解指導への辞書の効果的な利用と語句指導（6か月）
　　　一以上40年度一
オ．辞書利用による読解時の語句指導ならびに漢字指導一41年度一
が実施された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　アでは，文脈からの意味把握が困難な語句について辞書によらせた。ここで
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は，辞書の使い方，凡例の見方から出発し，辞書の利用と語句学習の意義につ
いて理解させることをねらった。
　イ，ウの習慣化と能率化については，辞書にふれるよう配慮し，能率をあげ
るために，凡例の再認識や複合語・連語・慣絹句などのひき方に習熟させるこ
とをねらった。また，グループでの辞書利用をとりあげて，その効率化と習慣
化の努力がはらわれた。
　エ，オの読解指導への面では，文章の主題，要旨に接近することを前提とし
て，重要語句を読み取り，その中の難解語句を即座に辞書利用によって解明す
る，もしその語句に対してさらに練習を要するものがあれば，それは終結の段
踏において練習をするという方法がとられた。
　このほか，辞書利用の日常化と多様化という観点では，1年間の辞書による
語句指導の結果，辞書利用の習慣がだいぶ身につき，能率的にもなった。ま
た，それまであいまいな形ですましてきた漢字に対する理解については，生徒
が正確さを要求するようになり，他教科への学習についても，この基本的な学
：習態度が搏影響を及ぼすようになっていった。
　以上のような経過であって，学校としての国語科指導のうえで，いわゆる特
殊な教育はなされなかったが，全体として熱心な指導の申で教育されたという
ことができよう。ことに語句指導や辞書利用の指導が重視されたということ
は，彼等が研究所でわれわれの調査を受ける際に多少有利な条件として作用し
ていたとも考えられる。
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　　　　　　　　　　　1．知能と漢字習得
　知能検査は，漢字習得調査期闘の3年間に，われわれが1園（2年2学期
末），学校で3回（毎学年4月に1園）の計4回実施している。
　われわれが行なったのは京大NX知能検査（9歳～15歳用）で，その結果は
款のとおりである。
　　　　　　　　京大NX知能検査の結果（2年2学期末）
知　能　嬬　差　値： 知　能　孝旨　数
　　　ゼ男子11
．un2P
61 121
61
．　31 52
ノノ　4
女子1
59
58
JJ，”一d’P 50
rs，） 57
．　4i 60
121
104
1王7
115
100
113
t l19
言乎　価　段　階
4
4
3
4
4
3
4
4
　この結果による知能指数と漢字習得調査の最終回（第6圃）における各漢字
力との相関係数を次に示す。
　　〈注〉＊完了字数とは，習得調査で2回以上連続して正答し，習得が定着したとみら
　　　　れる漢字の寧数をさす。
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　　　　　　　　　　　知能二度と各漢字力との相関
第6國調査まで
　の各完了字数
　　　　　＊
京大NX知能検査
???????
O．　800
????????????
O．　649 O．　649
???
O．　869
????
O．　089
?????
mo．　030一〇．　030
　これを見ると，相関度は読みのほうが書きに比べて高く，それぞれの平均
は，読み0．767，書きO．001である。
　なお，この相関係数は順位差法によるものである。以下の諸項についても同
様である。
　ところで，知能検査の結果には4圃の間に多少のゆれがある。そこで，この
ゆれによる影響を少なくするために，4回の平均（知能偏差値の平均）を求め
た。そしてその結果と漢字習得調査の最終回（第6回）における字種別の読み
の完了字数，書きの完了字数との相関を見たのが次表である。
知能傭差値（4回の平均）と各漢字力との相関
第6園調査ま
　での各完了
　　字数
知能偏差値
（4回）の平均
???????
O．　804
?????????? ?
O．　804 O．899
???
O．　679
????
e．　06s
????
e．　oe6
　教
漢子育字漢　漢
の字＋字
書外　の
き当　書
　用　き
一〇．　030
　これを見ると，読みの平均がe．797，書きの平均が0．014で，京大NXの場
合と非常に近い数値を示している。これらのことから，中学段階では漢字の読
みと知能とは深い正の関係にあるが，漢字の書きと知能との相関関係は深くな
いということが考えられる。小学生，特に低学年の場合には，知能と漢字の書
きとの相関係数はもっと高い数値を示すと言われている。これらの点を考察す
ると，小学生と中学生との間には知能と漢字力との関係に多少質的な相違があ
るとも考えられる。
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　しかし，われわれの場合，8人という限定された数であることに影響されて
いるのかもしれない。これは，この調査による相関係数の解釈のうえで留意す
べき点であろう。
2．　国語学力と漢宇習得
　国語学力と漢字習得との関係について，ここでは主として総合的な国語の学
力と漢字習得調査に現われた各漢字力との相関という観点で見てみたい。
　総合的な国語の学力としては，
①2年2学期末に研究所で実施したr新標準綜合学力検査（国語）」（辰見
　　敏：夫・下闘十七共著，中学2年用）
②　3年時に学校で行なった1学期・2学期それぞれの国語科の中期および
　　期末試験（計4回）の乎均得点
の二つを使用した。①に見合う漢字力として漢字習得調査の第4回薄の結果
を，②に見合うものとしては同じく漢字習得調査のeei　6圏Rの結果を使用し
た。その結果を示すと次のとおりである。
　　　　　　　　綜会学力検査（国語，2年）と各漢申力との相関
＼第4回調査ま
　　での各完了　　　学数
新標準綜合学
力検査（国語）
???????
O．833
??????????
e．　833 O．　857
???
O．　548
????
e．　382
???????????
O．　382 O．　382
3年時の園語学力に各漢字力との相関
3年時までの学
校の国語科の成
績（4騒の平均）
???????
e．　s30
??????????
O．　643 O．　643
???
O．　327
????
0．2王4
??????????
O．　167 O．　167　　．1
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　これを見ると，習得調査の第4溜めの漢字の読み・書きと国語学力との相関
係数の平均は，それぞれ0．768，0．382である。また，第6回めの調査の場合は
それぞれ0．536，0．183で，両者とも，知能の場合に見られたとほぼ岡様の関係
を示している。つまり，圏語学力との相関関係は漢字の読みの力のほうが書き
のカよりも高い。
　これは，国語学力が読解力・語いカ・文法力・文宇力等の総合力であり，か
つその中でウェイトの大きい読解力や語いカなどにとって，直接的に作用する
漢字力は読みのカであるということを示しているものと思われる。
3。　読書・読書力と漢字習得
　第3編第1章ですでに述べてあるように，3年時に読書調査を行なった。
　その調査項目は大別して
　　A　一般の単行本・雑誌
　　B　学習参考書（国語科のための，国語科以外のための）
　　C　これから読みたい本
　　D　新聞
　　E　テレビ
　　F　映面
の6項目であった。
　実施の際は，学校を通じて8人を含むクラスの全員に渡し，約1週間後に回
回した。
　A，Bについては学年別に記入欄を設け，それぞれの学年時にどのような本
を読んできたかを記入してもらった。それでだいたいをつかむことができた。
しかし，中には1年時，2年時についての記入がなかった（実際にはかなり読
んでいたと思われる生徒で）者がいたりして，信頼度の高いものとはいえない
面がある。C・D・E・Fの四項については，質問内容が単純であったためか
翻心状況がよかった。
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　圃答率の高いもののうち，雑誌への接近および新聞への接近を中心として各
漢字力との閣係を概観すると，漢字の書きとの相関よりは読みとの掘関のほう
が高い。ことに表外字の読みとの相関が高い。これは雑誌や新聞などを読むこ
とが漢字を読むカに与える影響を物語っているものと思われる。
　また，2年時に行なったクローズ式読書力検査（阪本一一一’Xll）と各漢字力（第
4諦めまでの完了字数）との相関は次に示すとおりである。
読盤力と各漢寧力との相酌
第4［議調査ま
　での各完了
　字数
クローズ筑
読書力検査
???????????? ????????
O．　524 O．　643
???
O．452
????????????? ??
。．　e4s O．　206
　この結果も傾向として他の場合と同様で，読字力との相関が高く，書字力と
の相関は相対的に低い。6回終了時の完了字数との場合においても，ほぼ同傾
向であった。
4．漢字学習上のくふうと漢土習得
　3学年の末に，研究所の一一一esで，1対1の対話形式で8人の生徒といくつか
の点について話し合った。（これについては「8入の生徒の，この認査および中学校
3年間の学翌生活などについての感想・意見」の項参照）
　その中に，r漢字の学習に関して，何かくふうしてきたことがあ）tますか？」
という意昧の質問事項を含めた。この質問に対する回答の概要は次のとおりで
あった。
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　　　　　　　　　　漢字学習についてのくふう一xWt
男　1
男　2
男　3
男　4
女　1
女　2
女　3
女　4
○似ている漢字は，まとめて覚えるようにしている。
○辞書で引くとき，頃的の字だけでなく，わからない字はついでに調べる。
○特別な読み方の字を覚えたりするのが好きで，よく覚えた（たとえば
　縢依」）。
○市販の練習帳を買って勉強した。
○特にくふうというほどのことはないが，なるべく，　［つくり」を覚える
　ようにしてきた。
○くふうなど全然していない。
○ゼ国語自由自在駅受験研究社）を使ってきた。
○熟語の変わった読み方，たとえば「桑港」などを覚えるのが好きだ。
○零板などを注意して見るようにしてきた。
○本をたくさん読んだ。
○わからない漢字は，なるべく，辞書（国語辞典，漢湘辞典）でひくよう
　にしてきた。
○書いて覚えるのが一番だと思う。
○いったん書いたものも，学園も見返すようにしてきた。
○ときどきではあるが，わからない字は家の人に聞くようにしてきた。
○漢字のテストがあるときは，いい点をとりたいから勉強した。（学校で漢
　字のテストをもっとやってもらい7かった。）
○試験のと盤は，敏科書から漢字を用紙に書き出して，ほかの紙に練習し
　て確かめ7。
○練習鰻を買ってやりだしナこけど，長続きしなかった。
○漢字の部分（ttとえば，峠は山に上下）と全体の関連に注意して覚える
　ようにしてきた。
○最近，語句ノートを作っ7。辞書で調べて，書き入れるようにしている。
　これを見ると，r似ている漢字（この場合は，似た漢字が使われている熟語
という意志のようであるが）はまとめて覚える。」「辞書をひく場含，目的の字
のほかの宇もついでに調べる。」「特別なよみの字を覚えるのが婦きだ。」「市販
の練習帳を買って勉強した。」というように，全体として，最も学習効果が期
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特できると思われるようなくふうをしていたのは男1である。男1は，漢掌の
所有量において，8人中最上位であった。このことは，学習のしかたと到達度
との関係を物語っていると思われる。
　男3は「全然していない。」と答えているが，これを額颪どおりに受けとっ
てよいとは思われない。おそらく「自分は，かくかくのくふうをしてきたと言
えるほどのくふうはして来なかった。」という意味の表現であると思われた。
　女3の「試験のときは，教科書から漢字を拾い出して，レポーh用紙に書き
出して，ほかの紙に練習して確かめた。」というのは，この生徒の性格の一面
をあらわしているように思える。
　8入の生徒の3年終了時（第6回め）の当用漢字（1850字）の読み書きとも
の習得完了字数は，字数の多い生徒の順に示すと，
　①男1
　②女1
　③男3
　④女4
　⑤男2
　⑨女2
　⑦男4
　⑧女3
である。
1636字　（88．4％）
1448’ノ　（77．7％）
1367tt　（73．80／o）
1214　it　（6　5．　60／o）
le95t，　（59．20／．）
1092　／，　（59．　eO／，）
1090／t　（58．90／，）
966！／　（52．20／o）
　この結果とさきほどの漢字学習についてのくふうの一覧表とを照合してみる
と，あたりまえのことながら，より多くくふうし，努力してきた者が，やはり
漢字習得の結果もよいようである。
5．漢字学習の好ききらいと漢字習得
　前記のr漢字学習上のくふう」についての質問のおりに，　「漢字を学ぶこと
1は好きか，きらいか」ということも尋ねた。この問いに賦する回答は，おおよ
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そ次のようなものであった。（注・できるだけ本丁のことばに忠実に書いてあ
る。なお，この表には男1の回答がないが，これは聞き手の不注意によって問
いかけを忘れたことによる。）
漢字攣習の誓ききらい
男　1
＊質悶者が質問するのを落：としてしまったので，はっきりしないが，他の
ｿ問の中から感じられるところでは，きらいではなさそうである。
男　2
○きらい。
寢oえるのに時間がかかるから。
寰詞ｱなんかで書けても，数学のように問題が解けたという喜びを感じら
@れないから。
寢oえるのがめんどうくさいから。
男　3
○あまり好きでない。
寢ｿ字はあまり重要な気がしない。それよりも人聞の生き方，考え方など
@を知ったり，文としてきちんとまとまっていることばを使えることの学　：習のほうがたいせつだと思うから。
男4
○あまり好きでない。
寳狽ｪたくさんあって覚えるのがめんどうくさいから。
女1
○あまり野きでない。
寳狽ｪたくきんあって，覚えるのにめんどうくさいから。
女2
○苦にならない。
寢oえるのはそんなにめんどうくさくないから。
寢oえるのにそんなにむずかしいことでもないから。
女3
○きらい。
專ｯじような字が多いから。　　○要するに覚えるのがきらい。
寳狽ｪたくさんあるから。
女口
○妊きでもきらいでもない。
この結果をみると，「きらい。」とはっきり言い切った者2名，　「あまり好き
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でない。」3名，「好きでもきらいでもない。」1名，「苦にならない。」1名で
ある。漢字学習はあまり歓迎されないもののようである。歓迎されない理由と
して共通度の高いのは「覚えるのがめんどうくさいから。」ということである。
男生徒の申に，　「試験なんかで書けても，数学のように問題が解けたという喜
びを感じられない。」と述べた生徒があった（男2）。これと同様のことを別の
機会に：男4も書つたことがある。この意識はかなり共通性のあるもののように
思われる。学習者に問題解決の喜びを味わわせることは指導上重要なことであ
ろう。これを漢字指導上の問題としてとらえ，正しく位置づけて具体化してい
くことが今後の大きな課題の一つであろう。
6．作文と漢字習得
　（0　被調査者から得た作文資料
　8入の生徒の作文資料としては，1年時（昭和39年6月）に書いた課題作文
「私」と，3年3学期に書いた自由作文との2種がある。前者は当方（当蒔の
担当春　村石昭三）が意図的に書かせたものであり，後者は学校の授業の中で
書かれたものである。
　（2＞作文の文字量
　上諦二つの作文は，それぞれ教室で一時間以内の所要時間で書かれた。それ
ぞれの総字数（年・組・氏名に用いられた文寧は除いた。ま1，「」・。などの記号
類は謡いナこ。）は次のとおりである。なお，8入のうち，女子2の3年蒔の作文
は，本入欠席のため得られていない。また，男子3と女子3の3年忌の作文は
詩・短歌で，比較上周題があるので除外し，残りの5名の資料をここでは対象
とした。
　　　　　　　　　〈1年蒔〉　　　 〈3年時〉
　　　　男子1　　　　361字　　　　498字
　　　　　tt　2　291　295
　　　　　n　　4　123　745
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　　　女子1　　　　487　　　　　620
　　　　i／　4　326　679
　　　　平　均　　　　317．6字　　　627．4字
　以上のようで，課題作文と自由作文との違いはあるが，一定時間内に書く分
量はこの5入の場合，平均で，3年時は1年時の約2．0倍である。
　（3｝漢字の使用量
　漢字の使用量という観点で見ると，本文と文題の中での使用延ぺ字数は，次
のとおりである。
男子1
11　2
tl　4
女子1
tt　4
〈1年時〉
110字
66
39
86
89
〈3年時＞
　138字
　12e
　221
　129
　165
　　　平均　　78。0字　　168．4字
また，使用漢字の異なり字数はつぎのとおりである。
男子1
tt　2
tt　4
女子1
tt　4
〈1年時〉
56字
25
3e
43
53
〈3年時＞
　91字
　85
　96
　111
　78
　　　　平均　　41．4字　92．2字
　このように，3年時の使用漢字は，個人差はあるが，平均して延べ字数で1
年時の2．2倍，異なり字数でも2．2倍である。この5人の場合，総字数が1年
時の2．0倍であるので，漢宇の延べ字数も異なり字数もそれにつれて約2倍に
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なったのであろう。漢字の含有率は1年時24．6％，3年時26，2％でわずかなが
ら上昇傾向を示している。
　樹　個人別に冤た使用異なり漢字数と漢字習得
　ひとりひとりの生徒が，使用できる漢字としてどれだけ所有しているかは，
実際に書かれた文章の中での異なり漢字数の多寡として反映すると思われる。
また，一定期山内における所有漢字の伸びは，その期間の初めと終わりの使用
異なり漢字数の差である程度測定することができると思われる。
　このような観点から，上記5入の生徒について，（3年時の使用異なり漢字
数）一（1年蒔の使用異なり漢字数）を計算してみた。
男子1
1t　2
ノ’　4
女子1
xt　4
91字一56字＝＝35字
85　一25　＝＝　60
96　一3e　＝＝66
111　・一一43　＝＝68
78　一一53　＝＝25
　　　　　　　　　　　　　平均　50．8字
　その結果は上記のとおりで，男子2，男子4，女子1の3名の伸びが著し
い。男子1の場合は別項でも述べているように，漢字の読みについても書きに
ついても1年当初からすぐれていた。したがって，習得すべき総量にある限界
のある中では，1年時と3年時の差としては大きく現われてこない。このよう
な事惜を考慮して解釈すると，男子2，男子4，女子1の3名の場合，出発
はおくれていたが，使用し得る漢字の量を急速に増していったということがで
きよう。
　5）　作文における漢字の誤字・誤用と漢字習得
　これまでに述べてきたところでは，使用された漢字が誤字でも誤用字でも同
じ漢字として扱ってきた。つまり，漢字として書かれたと思われる宇はすべて
正字と同様の資格において扱ってきたわけである。そこで，ここでは，漢字の
誤字・誤用という観点で見てみよう。
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①「私」（1年時）における誤字・誤用
??????????? なし
お母さん（2）
鍵（1｝
～ようなことが丞（おお）いような～ほ）
担ム，自分綿甲，量：（はは）
②　自由作文（3年蒔）における誤字・誤用
男子1
tl　2
ノノ　4
女子1
1／　4
林闘学国1）
精心的（1）
なし
なし
僻新聞｛3＞，，先生に進められ（1｝，内要（4）
〈注〉右側の数字は使用度数。＿線は誤字，＿線は誤用。
　以上に見られるとおりで，誤字・誤用は比較的少ないという即象を受けた。
ちなみに，8人を含むクラスの岡作文についての漢掌の使用延ぺ字数に対する
「誤字＋誤用」の割合の平均は1年時2．080／e，3年時1．2ユ％である。
　誤字を書く，誤用するという現象には，習得過程における学習者の習得意欲
のあらわれであるという一面がある。そこで，評緬的観点をあまり入れずに，
ひとりひとりの現象を見ていってみよう。
　まず男子1について，彼の場合，われわれが観察し得たかぎり，どちらかと
いえば，あわてずに着実に事を処理していくほうである。3年時の作文で，林
間学園の園を→国としているが，園という漢字をを知らなかったのではなく，
単なる書き損じと見られる。
　男子2は，適当に物を処理してこだわらないようなところがあった。3年時
の「精心的」などの使用のうえにこのような性格的なものの反映が認められ
る。
　男子4の1年時の喉」は，当用漢字外の漢字であって，いわば自然習得的
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漢字である。「僕」についての男子4と岡様の誤りは，他の生徒においても，ま
た他の学年においても見られる。3年時では，延べ221字の漢寧を使う中で，
誤掌・誤用はなかった。女子1にも誤字・誤用はなかった。
　女子4は，以上の5入の中では最も誤字・誤用が多い。そして1年時も3年
時もともにこの傾向が爵立っている。ことに3年時にあっては，使用漢字の異
なり字数が78字で，少ないにもかかわらず誤字・誤用が多い。
　だいたい以上のようであるが，わたしの見解としては，漢字の誤字・誤用に
は，性格的，あるいは，学習態度的なものが作用しているように思われる。た
とえば，よく知っていて自儒のある文字だけを使う者と，とにかくそれらしいtt
字だということで使用してしまう者とカミあるように思われるのである。
　なお，残りの3入についての誤字・誤用は次のとおりである。
　①　1年時r私」の場合
　　　　男子3　　天体風倒（3），～に観する（1），気特（1｝
　　　　女子2　　自分自信（1），貴璽面（3｝，理偲しゅぎ㈲，悲（3）
　　　　〃3　　初めて（1），希望（2｝，勉強（1），期未（1）
　②　3年蒔tt　9由作文”の場合
　　　　男子3　　碓水峠
　　　　女子2　　一
　　　　〃　3　　圏（むね）
　次に，文字使用の状況を知るための参考資料として，男子2，女子1の1年
時および3年時の作文を原文のまま（漢宇の誤字のみ訂正）示してみる。
6）　男子2，女子1の作文資料
　　　　私　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男子2（1年）
　ぼくは，小学生のころは「大きくなったら，学者になりたい。」と，思
っていた。
　しかし，中学生になると急に，「学校の先生になるんだ。」というふうに
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ごユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほiなってしまった。先生というものは，りっぱな社会入を育てていく上に，　i
；大切なものだということに，気づいたからだ。それに，ぼくは，商ばいがi
iあまりすきではないからだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　それは，先生になるのは，大変だと思う，でもぼくは，それをのりこえ　i
iて先生になってやろうと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　ぼくの，おかあさんも，先生になろうと思ったらしいが，残念ながらな　i
iらなかった。いまも，お母さんは，「先生になてれば，よかったねえ。」と　i
i言うのだ。ほんとうに，商人生活は，いそがしくてむずかしいのだ。　　　i
i　ぼくは，お母さんのかわりに，先生になって，りっぱな，　「社会入」を　i
i，育てていくのだと思った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　ぼくの日記より　　　　　　　　　　　　　　　男子2（3年）　i
i　ある晩，ぼくと父がテレビを見ている時のことだ。父が，　「T，しっかi
iり勉強しているな。」と言った。ぼくは急にこんなことをたずねられてすi
iつかりめんくらってしまった。そして「うん」となま返事をし，ただちに　i
iぼくの室に退散した。室でぼくは考えた。そしてこんな事をぼくに言った　i
iのは初めてだ。そのことばは静かにぼくの心にはいり　み，そしてぼくの｝
i心をゆさぶった。そしてあることばをぼくに思い出させてくれた。それはi
i　「入間はその制約されない努力が自分に限界を定めないうちは幸福になれ　｝
iない。」ということばである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　それはある入がぼくに教えてくれたことばである，その人は又次のよう　l
iなことばも教えてくれた。それは「百里の道を行こうとする者は，九十九i
i里を中ばとせよ」ということばである。その時は別に心に感じるものはなi
iかった。しかし今はちがう。ぼくはこのことばを征服するべく未来に夢と　i
i希望をもつがんばるのだ。父のことばは，ぼくの芽に，水と空気をあたえ　i
｛てくれた。ある入のことばは，ぼくの芽に光をあたえてくれた。その元気i
iな芽は，これからもどんどん精心的，知的財産をとり入れ，たくわえて太i
囁iく大きくなるだろう。ぼくはその小さな芽をだいじに，そだてねばならなi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3章　漢字習得と諸要因との関係　525
iい。それは確かに大変なことだろう。しかし精いっぱい努力し，又，決し　i：
iて途中でいやになったりはしない。明摂，いや今から今までのなまけ者の　i
1ぼくととは違う。みなさん見ていて下さい。ぼくは，努力により成功する　i’
iということを理解し，そして成功してみせる。そう，三つのことばを忘れi
iずに。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　私　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女子1（1年）　i
i　私は，生まれて来てから，こんなに大きくなった。その間にはいろいろ　i
iなことがあった。何かの失敗した晦でも，反省をした回数は少ないよう　i
iだ。今考えてみるとあの時は，ああすればよかったと思う。でもその時i
iは，はずかしい気持とえんりょうをしてしまって何も出さない。そんなご　i
iとは，もう何醐も経験してしまったので今では，そんなことはないようにi
iしている。もっと自分を深く考えてみよう。私はとても自分のいしが，弱i
lいと思う。だから友達に言われると，それに対しての意見もなく友達にさ　i
iそいこまれてしまいそうな気がする。また，自分の悪いことをたなにおいi
iて友達の悪いことをいっているようなことが，篤いような気がする。今度i
iからはそういうことは，なるべく書わないようにしたい。このことは，だi
iれにでも一度は経験をしたことがあると思う。みんなが他の人のいい所を　；
i冤つけ出し，おたがいが気をつければそんなことは，なくなるのだ。　　　i
l　私は友達に「Eちゃんておもしろいね。」といわれたことがある。私は，　i
iそういわれて「ほんとうにおもしろいかな。」と考えこんでしまう。でも　i
i私はそうは思わない。まず自分の短所を直すことが，今の望みだ。それを　i
i直すことは，たいへんなことだろう。だが私はそれをりっぱに直してみせi
iたいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　交通事故を考える　　　　　　　　　　　　　　女子1（3年）　　i
i　戦後，日本の産業の発達とともに自動車の普及もめざましく発達した。　i
iそして現代では華やかな自動車ショーがさかんに催されている。それに比1．
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、i例して増加しているのが交通事故である。華やかさの裏には暗い陰ができ　l
iるものである。1日に何百入もの入が傷つき，1ヵ月では相当な数とな　i
iり，1年では想像もつかぬ数となる。その数は満州戦争の時死亡した数と　i
iほぼ同数という。　「交通戦争」ということばがぴったりように，戦争なみi
iの激しさである。　　　　　　　　　　　i
i　ある車が老人をよけそこなってお堀に落ちた。これが一番最初の交逓事i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
i故である。これならまだこっけいな感じがする。しかし現代のは見るも無i
i残な物である。こういう今の交適事故に対して私は反撰したくなる。道のi
iまん中も歩けないほどの車の量。おまけに道がせまいときている。それも　i
i原因の一つであると思う。特に若い入の事故が多い。エネルギッシュなカi
iを車にぶつけているような運転ぶりでむやみやたらにスピードをだし，交i
s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i通規則も守らないのであるから事故が多いのだと思う。それからちょっと　i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
iした不注意でおこることが多い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i今囎絶。と法観きびしくしているようだが，あまり蘇がないi
iように感じる。私は去年「交通事故と気象」ということについて研究をしi
iた・気象にも関係がないとはいえないが汁鰍切なことはやはり9分削
ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほi身の自覚であると思う。交通規則をよく守り，お互いに注意し合い，譲りi
E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
iあう心をもつ。それが私たちにできることだと思う。　　　　　　　　　；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ドう乱ているうちに鰍かの入力‘亡くな・ている・細も咳く私たち例
1手で轍を防ぎたいものである・　　　　　　　　i
1　　　　　　　　　　　　．．．幽噛一一一一＿．一．＿＿一一．噛一一＿．＿＿＿＿．＿＿＿＿＿．＿＿＿『．．＿『『一．．一．一．．一．．．．一．『『．．，＿．．．『一＿『．．¶＿一．．L
7．　各漢字力相互の関係と漢字習得の類型
　（1｝各漢字力聞の相関
　調査の全期間に調査の対象とした漢字は，教育漢字の全部，教育漢字外当用
漢字の全部，国外漢字若干である。
　これらには，学習の時期や目にふれる機会などに違いがある。教育漢字は小
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学校で提繊されているし，表外字は原則として霞然的習得または自発学習にゆ
だねられている。このようなことから中学校で学習する漢字の主たる対象は教
育漢字外当用漢字ということになっている。
　そこで，これら三者が生徒の漢字力の中でどのように関細しているかを見て
みよう。字種別に読みと書きとに分け，その間の相関係数を求めたのが次表で
ある。
②第6回調査（3年3学期宋）購点におけ葛憲完了字数
教 教 教　教 蓑 教 教 1教学
育 育 育　育 外 育
?
漁膿　　　＃醤?@　阿?? ??漢　漢
噤@字
?? ?? ??
漢　漢
噤@字??? ???の　外
ｬ＋當
?? ?? ???鰭? ? ? ?
ヤ † づ一 づψの の の の
読 読 書 書
み み
? ?
教育漢字の読み 0，875 0，875 0，923O 5510ユ130，551
教育漢字外当用漢等：の読み 0，875 1，000，8150，476O，4050，405
教育漢字の読み
十 0，875 1，000 0，815 0，476 0，405
教育漢字外当用漢字の読み
表外漢字の読み 0，923 0，815 0，8150，1370，10！0，101
教育漢字の書き　　　　’ 0，5510，476 0，4760，137 0，905 0，905
教育漢字外当用漢字の書き 0，1130，405 0，405 0，1019 5 1，000
教育漢寧の書き
十 0，551 0，4050，4050，エ010，9051，000
教育漢字外当罵漢字の書き
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　　　　　　　　　各漢字力問の絹關
①第4回調査（2年3学期末）時点における各完了字数
教 教 教教 表 教 教 教　教育 育 育　育 外 育 育 育　育
漢 漢 漢　漢 漢 漢 漢 漢；漢
字 字 字　字 字 字 字 等：字
の 外 の　外 の の 外 の　外?? ??藝・詣
? ?? ??灘　　虫ｦ欄
漢 漢 漢 漢
字 字 字 字
の の の の
読 読 書 書
み み
? ?
教育漢字の読み 0，940 0，976O，7140，5950，5240，595
教育漢字外当用漢宇の読み 0，940 0，9760，7620，3810，3570，381
教育漢字の読み
十 0，976 0，976 0，7860，4760，452O。476’
教育漢字外当用漢字の読み
表外漢字の読み 0，714◎，7620，786 0，4520，571
。．4，2｝
教育漢字の書き 0，595 0，3810，4760，4S2 0，9521，000
教育漢字外当用漢字の書き 0，5240，3570，4520，5710，952 0，952
教育漢字の書き
千 0，595 0，3810，4760，4521，◎000，952
教育漢字外当用漢字の書き
｛2）漢字習得の類型について
表1を見ると，読み相互および書き相互の相関はそれぞれ平均で0．884，
O．　937という数値を示している。これに対して読みx書きの相関はその平均値
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が0．344である。
　このように両者の差の大きいことは，中学生にとって，漢字を読む能力と漢
字を審く能力とは別の能力であるという可能性と，漢宇を読むカがまさってい
るわりには書くカが劣っている型，反対に漢字が書けるわりには漢字を読むカ
において劣っている型があるという可能性の両様を含んでいると見られる。
　これらの点，ことに後者について8入の生徒の結果から考えてみよう。字種
を，中学生としての漢宇学習にとって主たる対象となる教育漢字外当用漢字
（969字）に限定して，その読み書きにしぼってみると，6糸目の調査を終了し
た段階での，各人の習得完了字数と，読みに対する書きの知合は次のとおりで
ある。
男子　1
ノノ　　2
tr 2
1t　　4
女子　1
tt　　2
ノノ　　3
tt 4
④　読　み　完　了
895字
767
745
765
794
617
529
715
⑧ ・書
?
完 了 ⑬／④×100
831? 92．8％
326 42．5
65エ 87．4
353 46．1
736 92．7
497 80．6
356 67．3
540 75．5
　⑧／④×100すなわち読みの完了字数に対する書きの完了字数の百分率は上
表右端の欄のようになる。そして9人の平均値は73，1％である。
　これを数値の大きい順に示してみると，
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＠92．8（男子1），92．7（女子1），87．4（Se子　3），80．6（女子2）
⑤75．5（女子4），67．3（女子3），46．1（男子4），42．5（男子2）
となる。8人を4入ずつにして上位グループ，下位グループの2グループに分
けると，横線の上③，下⑤がそれぞれに当てはまる。これらを③グループ，⑮グ
ループと仮に名づける。＠グループは書ける字数が読める字数に相対的に近い
グループであり，⑤グループはそれが離れているグルーープである。⑮グtu　一一プ
はどちらかといえば「読み型」であり，③グループは「書き型」あるいは「読
み書き並行型1ということができるだろう。
　しかし，男子1を書き型・読み書き並行型と言ってよいかどうか，多少問題
がある。男子1の場合のような，いわば当用漢字習得としては頭打ちに近い生
徒については，たとえば表外字をも含めて考えるという操作が必要であろう。
8．　8人の生徒の，この調査および中学校3年間の
　　学習生活などについての感想・意見
　（1）対話による質問調査のあらまし
　われわれの調査に被調査者がどのような意識をもって対してきたか。また，
3年間の学習生活をどのように受け止めてきたか。さらに，彼らの言語生活的
環境がどうなっていたかなどを，より明らかにするため，次の①～⑥の事項に
ついて質問し，答えてもらった。
　実施は，42年3月中旬。所要時間は，ひとりにつき約10分～15分。
①研究所の漢字習得調査についての感想
②　漢字の学習について
　i　漢字の学習上，自分として，何かくふうしてきたことの有無，あればそ
　　の内容
　li漢字学習の好ききらいと，その理由
③好きな学科，きらいな学科
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④クラブ活動で行なってきたこと（所属クラブおよび活動内容）
⑤趣味と将来の希望
⑥家族関係（兄弟関係を中心に）
　調査は，研究所の一室で，質問者（根本）と一対一の対話形式で行なった。
その内容は全部録音し，あとで文掌化，考察した。
　実施の時点で，8人ともすでに卒業後の進路がほぼ確定していた。そのため
か，心理的に安定した状態での対話となったようである。
　なお，この結果については部分的にすでに述べてきた。そこで，ここでは
r膜宇習得調査についての感想」についてのみ報告する。
　対話の具体的内容については男子4，男子1，女子3のものを参考資料とし
て載せてあるので，それを参照されたい。
　（2）漢字習得調査についての感想をめぐって
　3年間の感想について，質閥者のほうで特にどの点についてということはな
るべく避けて，思うままを話してもらうようにした。
1）調査のために研究所へ来ることについて
　これについては，8人とも，「来るのがいやだということはなかった。まあ
ふつう。土という意味の感想を述べた。ただ，「どうしてわれわれ8人だけが来
ることになったのか，その理由がよくわからなかったので，友だちに聞かれて
困ったことがある。」と言ったものが女子に1名く女2）いた。この点につい
ては，1年蒔に一応説明はしてあったが，全員にとってじゅうぶん納得がいく
ところとはなっていなかったもののようである。
　3年生になってから，調査の作業の終了後などに，所内の卓球台を使って卓
球をすることを許してきた。これは，研究所へ来ることの魅力として意外に役
立っていたようである。
2）　この調査をとおして漢字に対する意識や関心が変わったか。
　この調査が，彼等の漢字に紺する意識や関心にどのような影響を与えたか。
この点について，彼らは次のように述べている。
　（男1）　調査されたことによって，しぜんと漢字を覚えるようになったと
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　　　　　思う。
　（男2）　最初のころ，自分では漢字をよく知っていると思っていたのにr
　　　　　　そうでないことがだんだんわかってきた。
　（男4）　ここへ来て恥をかかないように勉強していた。
　　　　　少し漢字に関心を持つようになった。
　　　　　本を読んでいて，わからない漢字にぶつかったとき調べるように
　　　　　なった。
　（女1）　ここへ来るようになってから，漢字に気をつけて物を読むように
　　　　　なった。
　　　　　わりと漢字を覚えられたように思う。
　（女2）　ここへ来るようになってから，一生懸命に漢字を覚えようとする
　　　　　ようになった。
　　　　　みんな（この調査に参加しなかった級友）より漢字を覚えられた
　　　　　ようtこ，思う。
　（女4）　自分が漢字をすごく知らないってことがよくわかった。
　　　　高校へ行ったら漢字をもっと勉強しようと思っている。
以上のごとくで，定期的に漢字だけの調査を，しかも相当多量の文章につい
て実施してきたことは，自然的に彼らの漢字に対する意識を深め，関心を高め
ることに何がしかの役割を果たして来たようである。（男3）（女4）の2名は
この点に言及していないが，あえて問えば，他の6名とほぼ同様の回答が得ら
れたであろうと思われる。
（参考）
　この調査および中学校3年間の学習生活等についての対話（録音資料）
（1｝男子4の録音資料
　Q　これから10分か15分ぐらいの時間で，五つ六つの事がらについて質問し
ますから簡単に答えてください6’かたぐならずに，気楽に答えてください。
　まず初めに，この3年間，研究所まで足を運んで調査に協力してもちつたわ
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けですが，それについての感想を聞かせてください。
　男4　そうですね。うんと。
　Q　大きな声で，t遠慮しないで。
　男4　うんと，ここへ来てね……まあ，少しは漢字ちゅうのをね，まあ，こ
こで恥かかないように勉強したしね，、まず。
　Q　　（笑い）恥かかないようにね。
　男4　それから，少し漢字に関心持ってね。
　Q　うん。
　男4　それで，ま，本なんかも読めなかったところは今までとばしてたけ
ど，まあ一応調べるようになったし，町ん中歩いてても，看板なんかもね，よ
く見たし。だかち，普通に学校へ来ているより漢字をたくさん覚えたような気
がする。
　Q　自分があまり注意向けなかったようなところにも注意をするようになっ
たという利点があったわけね。
　男4　はい。
　Q　じゃ，二つめの質問として，学校の漢字学習のことも含めてだけれど，
ふだんの漢字学習について，自分としてこういうくふうをしてきたということ
ない？　読み・書きとも。
　男基　はい。
　Q　3年間をふり返ってみて，何かあるんじゃあない。さっきの，看板を見
るなんてこともひとつのくふうだけれども，そのほかに。
　男4　ええ，あとはね……ええと，うん，本をいっぱい読んだってことだ
ね。
　Q　いま印象に残ってるのにどういう本がある？
　男嵯　うんと……冒険とかね，推理小説てのは婦きなんだ，ぼくはね。
　Q　うん。
　男4’それで……『コ、ンチキ号漂流記』とかね。あと冒険物では『怪盗ルパ
ン』なんか全部読んだしね。それから『シャーロックホームズ』ですね。そう
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そう，そいから，『世界少年少女文学全集2かな。
　Q　うん。
　男4　だけど，本で漢字を覚えたのは覚えたけど，わかんなかったのはおか
あさんに聞いたりね。だいたい，わかんないと普通はとばしていくけど，意味
がさ。うんといいところで漢字がわかんなくなって，その意味がわかんなくな
るってのはちょっと変な感じ’がするからね。そういうのは調べるけどね。
　Q　それは辞書で？
　男4　うん。
　Q　それは国語辞典，漢和辞典？
　男4　癬語辞典でも，漢和辞典でも。
　Q　それはいい習慣だね。ところで，漢寧を勉強するってことね，それは自
分では好きだと思う？　あまりそうでもないと思う？　そのへんどう？
　男4　あまり妊きじゃないです。
　Q　好きでないという理由を説明するとすればどういうことになる？
　男4　そうねえ，英語なんかと違って，漢字はたくさんあるでしょ。まあ．
ひとくちに言っちゃえば，めんどうくさいということ。
　Q　それじゃね，学校にいま，9科罠あるでしょう。
　男4　はい。
　Q　その中では，男4潜としては，比較的婦きな学科とか，きらいな学科と
かいうのある？
　男4　好きなのは，ま，国語，社会。
　Q　うん。
　男4　きらいなのはね，数学です。
　Q　数学にも幾何と代数とあるでしょう。
　男4　うん，代数のほう。幾何のほうはだいたい推理していけるでしよう。
幾何は妊きです。
　Q　はい，わかりました。ええとそれではね，3年間のクラブ活動は何をや
ってきたつけ。
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　男4　サッカーと……いっぱいあるんですけどいいですか。
　Q　どうぞ。
　se　4　1年のときはサッカーとバスケット。2年のときはサッカーに剣道に
水泳。3年のときがバスグットに水泳です。
　Q　いろいろやってきたね。その申で一番おもしろかったのは？
　ee　4　サッカーです。
　Q　はい。さて，それではねえ。趣味っていうか，まあ，そういうものとし
てはどういうのがある？
　男4　釣りとかね，それから野球を見ること。それからね，あと，なんか
ね，自然へ出て行くのね。キャンプとか，山登りとか，そういうのです。
　Q　それで，これは趣味じゃないけど，船乗りになりたいって言ってたね。
あれ，どうなった？
　男4　一応受けたけど……まだわかんない。
　Q発表はいつ？
　男4　7日に発表。
　Q　合格してるといいね。男4鱈のマドロス姿なんてカッコイイだろうね。
　男4　そうなることを望んでいる。
　Q　兄弟は何入でした？
　男4　3人，兄と妹がいるの。
　Q　じゃあ次男坊ってわけだね。
　男4　ええ，そうです。ぼくの場合，下が女だからぼくのものが着られない
でしょ，洋服なんか。だから新しいのを買うでしょう。兄さんは兄さんで新し
いものを買うでしょ。ぼくは兄さんのお下がりで，ダメになるまで着なくちゃ
ならない。だからつまんないね。
　Q　下げる相手がいないもんね（笑）。ところで，’いままで話したことのほ
かに，何かこの三男4君のほうから言っておきたいっていうことはない？　な
んかひとことでも言っておきたいってことない？
　男4　別にない。
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Q　では，どうもありがとう。
、（2｝男子1．の録音資料
　Q　男エ君，いよいよ卒業だけになって，気分的に落ち着いたところで質問
に答えてもらいたいんですが。
　まず，3年問の感想について。われわれと3年間いっしょにやってきて，漢
字というものを中心につき合ってもらったわけですね。その旧いろいろありま
したが，とにかく協力的にやっていただきました。その3年閥についての感想
を，言いにくいことでもなんでけっこうです。なんでもザックバランに言って
ください。
　男1　感想？
　Q　そう。そう書っても，ただ「感想を」では言いにくいかもしれないね。
たとえば，こういう点はためになったとか，こういう点はいやだったとかいう
ようなことでもいいですよ。
　男1　ためになったのはねえ……。別に家ではあまり漢字なんか勉強しない
“F’しよう．e
　Q　はい。
　男1　なんか，テストがあってもなかなかやるひまがなかったの。漢掌と
か，単語とかね，英語でも。で，ここでやったから，だんだん覚えてきていた
ので，みんなはあせってるけど，ぼくなんかゆっくりできたように思う。
　Q　うん。
　男、1　そして，早稲甲なんか特に漢字がいつばい出たんです。（注一この生徒
、織早種濁高等学院を受験，合格レ進学しfこ。）　　　　　　　＿．・
　Q　そうだったの。
　男1　はい。漢字けっこうわかったからおもしろかった。（笑い）
　Q　それじゃ，もうけたわけだね。、
　男1　ほとんど漢字，ほとんど漢字。
　Q　何科目だった？
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　男1　3科Eです。　　　　　　　　　　∴
　Q都立と同じ3科目？　　　　　t’t
　男ユ　そう。それに作文。
　Q　作文で何を書かされた？
　男1　ええとね，f命」っての。
　Q　「いのち」ね。
　男1　ずいぶんむずかしいの。
　Q　それはそれとして，研究所のほうの感想は？
　男1　そうね，からだの調子の悪いときとか，気が向かないときとか，やっ
ぱり来たくないときがあった。でも，卓球場があるからなんかよかった。
　Q　でも，鷺たちがやりたいと思うほどさせられなかったね，時間の制約な
どがあって。それじゃ次の話題に移しましょう。学校の勉強を申心とした中
で，漢字の学習について，自分としては特にこういうふうにくふうしてきたと
．か，こういう点に注意してやってきたというようなことはない？
　男1　ええと，特別あまりないです。
　Q　なにもない？
　男1　似てるのがあるんですよ，よく，漢字でも。そういうときはまとめて
覚えます。
　Q　似ているっていうと，たとえば「沼」と9湖」のようなもの？
　男1　そういうんじゃなくて，あのう，　「精神」とう字があるでしょう。あ
れとr精進」とちょっと似ているでしょう。そういうのでちょっと似たような
漢字を辞書で調べて。
　Qはあ，はい。
　男1　学校でよくそういうの辞書で調べさすんですよ。そういうの。
　Q　そうですが。
　男1　なんか，意味調べるときでも，ほかになんか知っているような，わか
らないようなのが出て来たら，ついでに調べたりしてます。辞書でけっこう覚
えた。
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　Q　家でもよく辞書引いてた？
　男1　家ではあんまり……。なんか出てくると，おかあさんに聞く。
　Q生き辞引きがあるわけね（笑い）。ええと，それから，男1君の場合，漢
字を勉強するってことは，ほかの勉強についての作業に比べてどうですか。
　男1　特別な読み方とか，ああいうのがあるでしょう。
　Q　特別な読み方っていうと，たとえば「帰依」とか「回向」とかいうよう
なもの？
　男1　そう。そういうの覚えるの大好き。おもしろいから大盛き，ああいう
の。
　Q　ううん。男3霜がね，『国語自由自在』ってのを使って勉強したって言
ってたけど，そういうのとしては何を使った？
　男1　学校のテキスト（注一教科書以外のもののことらしい）と，それから自分
で買ったテキスト。で，漢字とかああいうの出ているやつ。
　Q　早稲困なんかの場合，あそこの入試の問題集みたいなものあるんじゃな
い？
　男1　はい。
　Q　それ使った？
　男1　はい。使いました。それでね，4字の熟語，たとえばイッチョウイッ
セキとか，そういうのがあって，その横の四角いマスになっているところへ全
部漢字で書き入れるの。それが今までの傾向だったんです。だから，それをや
っていったんです。それから文学の作者みたいなやつ。だいたいは記憶力のば
っかり。
　Q　とにかくそういうものが出た？　いくらか。
　男1　それがね，今度，ガラッと変わってしまって，全然出ない。全然！
　（笑い）
　Q　何が出たの？
　男1　結局はね，漢字1字で，あることを表わす，そういう字を書かされ
た。だいたいまわりの，文脈っていうのかな，そういうので見当はついたけ
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ど，ずいぶん考えたりした。
　Q　文法は？
　男1　前はけっこう出てたんだけど，今度は確か出なかった。その分だけ漢
字がふえたような感じ。
　Q　文法は好き？
　：男1　まあまあってとこです。
　Q　ところで，学校の勉強のほうはどう？　男1君なんか，きらいな科目な
んてのはないんじゃない？
　男1　違う！　あるんです。
　Q　どういうの？
　男1　きらいって，あのう，実技なんかも入れたらね，体育はあまり好きじ
ゃない。（笑い）バスケットとかバレーmボールとか，ああいうのはおもしろいん
だけど，走ったりするの，特にマラソンなんてきたら大きらい。だいたい，か
らだが重くて続かない。（笑い）たいへんですよ。ビリから4番目とつちゃった
りして。
　Q　ほかの科目については？
　男1　うん……音楽が，ま，普通。
　Q　好きな科目は？
　男1　英語が好きです。数学……普通。
　Q　クラブ活動はどういうことやってきたの？　1年のとき，2年のとき，
3年のときと分けて教えてください。
　男1　1年のときは科学クラブにはいってたんです。そしたら，なんか，ビ
ーカー洗つたりなんかするばっかりで，なんにもやらせてくれない。男3鷺と
最初はいっていたのかな。そして，そんなことばっかやっているうちにつまら
なくなったんで，2年になって，同じクラスの友だちなんかと数学クラブへは
いったの。
　Q　ううん。
　男1　そしたら，またサエないこと。なんかあんまりよく動かないの，クラ
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ブの中が。それで3年になって卓球クラブへはいった。男2君といっしょには
いったの。
　Q　うん。
　男1　それで，今度あんまり出なかった。卓球クラブ。
　Q　3年になると，いろいろ忙しくなつちゃうからね。3年のときは卓球ク
ラブだけ？
　勇1　そうです。
　Q　早稲国へ行って何をやるつもり？　大学では。
　男1　そうね，はっきりわからない。
　Q　いまの段階では，こういう方向へ進めたらいいなとかいうのない？
　男1　自分の良さが金型わかんないもの，まだ。
　Q　いま聞くのはまだ無理かもしれないね。いま決めてみても変わるかもし
れないし。じゃ，今度は，自分で餅きでやっているようなもの。ひまなときな
んかにね。つまり，趣味といったようなものだけど，そういうものとしてはど
ういうことをしているの。
　：男1　ええと。卓球やったり，映画見に行ったりする。
　Q映画は洋画，H本のものどっちのほう？
　男1　両方行くんだけど，なんていうか，：喜劇みたいのが好きなの。それか
ら，ちょっとアクション的なもの。それにスパイ物も大好き。
　Q／男1君のところ，兄弟は何人だった？
　：男1　4人です。ぼくが4番目。
　Q　上の人は？
　男1　3人とも女ばかり。
　Q　おねえさんが3人，それじゃいろいろ琶話してもらえていいでしょう。
　男1　それがね，しごかれちゃう。（笑い）
　Q　君のように大きいのしごくのたいへんだろう。
　男1　敵は3人だから，とても，とても。
　Q　おねえさんたちはなにしてるんですか。
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　男1　いちばん上のねえさんが働いてるの。短大出て。23かな。その次に2c
の姉がいる。働いてる。その下がいま17かな，高校生。
　Q　じゃあ，ζんど1ま高校生が2人になるわけだね。
　男1　そうです。
　Q　勉強のことでおねえさんに聞いたりすることある？
　男1　あi5．ま，b聞かない。そう，．3か月にいっぺんぐらいかな。
　Q　自力で解決しちゃう？　みんな。
　：男1　参考書かなんかあるからそれでだいたいわかる。聞いたってあんまり
当てになんないb適当なことばかり言ってて。（笑い）
　Q　とζ：うで，いろいろ聞いたけど，やっぱり最後なんだから，一雷私たち
なり研究所なりに対して雷っておきたいってこと何かない？
　：男1　……別にない。
　Q　そう。じゃ，ここまでにしておきましょう。どうもありがとう。
　（3）女子3の録音資料
　Q　まずね，私たちといっしょに3年闘やってきたでしょう，それについて
感想のようなものがあったら話してください。よかったと思うことでも，そう
でないことでも，遠慮しないで書ってください。
　女3　鋼にいやなことなんてなかった。でもね，ここで漢字やったでしょ
う。で，すUくね，自分たちがなんかこう，字をすごく知らないっていうのが
よくわかってね，高校へ行ってひまがあったら，三三の勉強やってみたいと思
う。
　Q　そう。、「
　女3　別にないけど，なにしろp．ここ5来てね，自分たちがすごく知らない
っていうことが，よくわかってよかったと思う。
　Q　ずいぶん教育的に受けとってくれたんだね。たい岱んうれしい。それじ，
やこの話題はこのぐらいにしましょう。漢字を勉強するときの問題で，ふだん
の勉強g）中で浜いろいろくふう、してきたことがあるんじゃないかと思います。
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研究所の調査のことはひとまず切り離しておいて。くふうしたといっても，特
別に，くふうしようと思ってしたっていうことじゃなくてもいいんですよ。こ
ういうふうにやってきたっていうことで，なにかありませんか。
　女3　くふう？別にないけどね。覚えるとき？
　Q　そう。
　女3　そうね。たいがい試験のときはね，教科書から拾い出して，レポート
用紙に読みがな書いて，折ってほかの紙に練習して。
　Q　うん。
　女3　それから，あとは，夏休みなんかね，練習帳を使って，ひまがあると
きやるんだけど，いやになつちゃうの。　（笑い）なんか混乱しちゃって，わか
んなくなつちゃう。
　Q　その練習優っていうのは，そのへんで売っているもの？
　女3　ええ。
　Q　市販されている，なになに練習帳っていう系統のものね。
　女3　そうです。それ買ってきたんだけど，ほとんどやってないんです。
　Q　でも，見るだけは見た？
　女3　ええ，たまに持って来る，学校に。それでひまがあるとね，めくって
みたりするけどね。なんか，同Oようなつくりのばっかりでしょう。いやんな
つちやう。
　Q　はあ。
　女3　だからあんまりやらない。なにか，本よんで適嚢に覚えたりする程度
ですね。
　Q　うんうん。それじゃあ，漢字を勉強することが好きかきらいかというふ
うに聞かれたら，女3さんの場合どう答える？
　女3　きらい。
　Q　きらい。きらいだと思う理由はどういうこと。
　女3　そうね。同じような字がたくさんあるでしょ。そして，なにしろ数が
たくさんあるでしょう。だから，なかなか覚えられない。だけど，漢字そのも
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のはね，全部読めて書けたらいいなと思う。
　Q　うんうん。
　女3　だけど，やっぱりきらい。要するに覚えることがきらいなの。
　Q　漢字は無数にあると思う？どのくらいあると思う？文字数でいうと。
　女3　わかんない。うふつ。
　Q　わかんない。
　女3　もう何千字もすごくあると思う。（笑い）
　Q　うん，何千字あることはたしかだ。だけどね，われわれがふだん使って
いる漢宇の数はだいたい二千字から三千字ぐらいかな。
　女3　でも，こう，いろいろ組み合わせられるでしょう。熟語とか。だから
覚えきれない。
　Q　その場合でも無原則に組み合わされるわけではないですよ。ところで，
女3さん高校は国学院へ行くことにしたんだって？
　女3’はい。
　Q　高等学校へ行ったら，いままでよりは国語の勉強をみっちりさせられる
ことになるかもしれないね。
　女3’そうね。古典なんかも特に。
　Q　そうだね，そういう点覚悟を決めておく必要がありそうだね。話は違う
けど，今の学校の勉強，9科目あるでしょう。その9科目の中で，あの科目は
なんとなくきらいだとか，あれは妊きだとかいうことある？
　女3’社会がきらい。
　Q　社会。社会の中で分けた場合は？
　女3　政治。先生のこともいくらか関係ある。丸暗記的な勉強はいやなの。
　Q　だれにとっても丸暗記的な勉強はいやですね。逆にいうと，丸暗記する
ような勉強法はさけるべきだということでしょうね。じゃ，次に，3年間のク
ラブ活動のことを，1年の時，2年の時，3年の時というふうに分けて説明し
てくれませんか。
　女3　そうね，1年生の時ね，テニスクラブへはいったの。それからもずつ
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と続けて，1年の時から試合出たりして。2年目なってもずっとやってたの。
3年になってね，なんかちょっとばかみたいにね，運動ばかりやっていたんで
はだめだと思って1回やめたの。だけど，それまで2年問やっていたでしょ
う。家へ帰ってラケット見ると，なんとなくやりたくなつちゃってね。そうい
うことでちょっとさみしかった。卒業の記念に写真とるのに，みんながもどれ
っていうの。それでも意地があるからもどんないってがんばってたけど，あん
まり言われるのでもどったの。今もまたちょっと続けてるんですけど，これか
らもずっとやっていきたいと思う。
　Q　女3さんは1年生当時と今と比べて，ずいぶん丈夫になったなあって感
じるんだけど，自分でそういうように思わない？
　女3　わかんない，あんまり。そう……だいたい細っこいから弱く見える。
あまり弱くはないんですけど。
　Q　病気で寝こんだなんてことなかった？
　女3　あんまりないです。ただ，試験で徹夜なんかすると疲れるでしょう。
そういうときかぜを引いて熱が出たり，扁桃腺がはれるなんてことがあるけ
ど，それ以外の病気ってのは別に。あと，たべ過ぎたりしてね。
　Q　そう，じゃ丈夫なほうなんですね。あと二つばかり聞きたいことが残っ
てる。その一つはね，ひまなとき，なにか自分で妊きなことをやっているって
いうような場合のこと。
　女3　はい。
　Q　趣味みたいなものだけれど，そういうものとしてはどういうことがある
の？
　女3　そうね。ひまカミあるとね，霞分のへや片づけるのが好きなの。
　Q　へやの片づけ！
　女3　そうそう。机の中から全部ひっぱり出してね，もう全部あけっちゃ
う。へやん中，足の踏み場もないほど散らかすの。それでね（笑い）一日じゅ
うね，片づけて，そこでお菓子食べたり，それで，へやじゆうに風景画はるの
好き。
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　Q　へえ。
　女3　本は好きなことは好きなんだけど，家では，なんか読む気しない。せ
いぜい漫画をどっかから引っぱり出して来るぐらい。あとはね，植木ね。あの
う，花屋さんへ行ってね，毎日見るんだけど，1週間のうちで一番安い聴に買
うの。
　Q　ううん。
　女3　買って来て，自分のへやの前に植えるのね。でね，柵つくってやった
り。あと，犬小屋のペンキ塗りかえたり。
　Q　ずいぶん家庭的で，経済的で……。
　女3　（笑い）
　Q　それじゃ，あともう一つね。兄弟何入でしたっけ，女3さんは。
　女3　ねえさんがひとり。いま19です。高校卒業して，英語の専門学校みた
いなところへ行ってるの。神田の外語学院とか言ってた。
　Q　そう。
　女3　それは夜だけど，抽出は貿易会社に勤めているのね。ねえさんは英語
すきだから。
　Q　あなたは英語はどう？
　女3　別に好きじゃない。きらいでもないけど。しゃべれるようになりた
い。でも，それはちょっと先の長い話。（笑い）
　Q　先の長い話が出たついでに，高校卒業したらどういうふうにするつも
り？
　女3　まだわかんないけど，教師になりたい。だけど，今のようじゃだめだ
から，もっと勉強してね。
　Q　教師にもいろいろあるけど，どういう方面の教師になりたいの？
　女3　そうね，数学かなんかの教師に。
　Q　はあ。
　女3　授業受けていてね，あのう，黒板なんかに聞題出したりするんじゃな
くて，教科書中心でやってるでしょ。そして，アンチョコなんか写してくる答
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えで済ませちゃう先生がいるでしょう。そういうんでやってるから，テス5や
ってもできない子もいるし，そういう差がいっぱいあるでしょう。そういうの
は教えてもらっていてすごくいやだからね。自分の教えるときは，なおしてや
る，なおしてやりたいと思う。
　Q　はい。
　女3　だからね，みんな同じようにできるようになる。それで，そのために
は大学へ行かなければならないでしょう。
　Q　数学の先生になるためには，数学を専攻しなくちゃいけないということ
も……，
　女3　だけど，それはちょっと……どっちかっていうと国語が好きなんで
す。詩なんか偉きでいろいろ集めてるんです。図書館へ行ったりして。だから
そういうほうにもできたら行きたいと思う。
　Q　うん。
　女3　でも，案外，高校出たら普通の事務員さんかなんかで終わっちゃうか
もしれない。
　Q　それはまだわかんないもんね。しかし，こうなりたいとか，こうしたい
とかいうことは今だって持っていていいものね。がんばってください。どうも
ありがとう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（根本今朝男）
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548　第4編　填例研究一1生徒の3年間の漢字習得
　この班究は，8人の生徒の事例研究という方法によって進められたが，事係
生徒の漢字の習得状況を通して，中学生一般の漢字習得についてみようとした
ために，第2編では，調査結果をもとにして，中学生の漢字習得の状況を全体
的総合的観点から整理統括し，第3編では，調査講象となった8人の生徒は，
それぞれどのような固有の知能。性格・学力をもち，どのような家庭，言語環：
境にあるか，どのような教材（「教科書調i査」結果の詑述は，便宜上資料編に．
収めてある）で，どのような学習指導（指導の実際）をされてきたかなど，漢
字習得とかかわりのある習得諸要因について調査の結果を記述した。したがD，
て，第2編の漢字習得状況は第3編のような習得要因のもとに生じたものとし
て見ていただきたい。
　しかし，この調査は事例研究の方法によって進めてきたのであるから，本来
ならば8入各自の事例調査として，3年間の漢字習得の状況をそれぞれ記述す
る必要も考えられるが，ここでは紙面の関係もあり，特定の1人を取り上げ
て，3年間の漢字習得の真相を追ってみることにする。
〈事例　女子2＞
　入学踏，8入の生徒を選抜する基本的条件は同じであったが，漢宇学習とい
う立場からみただけでも各人各様，個人差がある。記述対象の生徒として女子
2を選んだ理由は，習得量も多く，習得の定着度も速く確実な生徒や，比較的
習得状況のよいものはさけて，漢字力は不振であるが（8人の中では下位に近
い）3年間少しずつ進歩が見られる生徒の例としてみたかったからであるσ
　（対照的な事例生徒として男子1も予定したが，紙数の関係で省略。）
1．習得した漢字
（1）1年入学時の漢字力
　中学入学時（4月～7月）の当用漢字全数読み書き調査（付，表外字）の結
果，女子2は次のような成績を示した。（読みについては，音訓どちらか読め
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ていれば，その文字を正答とした場合）
：女子2
8入平均
教育飛宇（881字）
　読み　　書き
842字　　　　　600三宇：
870．　6　695．　3
教育漢字外当馬漢
字（969字）
　読み　　書き
307字　　　　　　　83字
539．　0　171．　1
誹　当期漢字
　　　（1850字）
読み　　　書き
1149字　　　　　683字
4．09．6　866．4
表外字
　　（100字）
　読み
（37字）
（46．　8）
　小学校時代に学習した教育漢字は，読みを39字，書きでは281字ほどを習得
し残しているが，いっぽう，未習の教育漢字外当用漢字（このうち，侮宇かは
中学入学後学習している）は307字読め，83字書ける，つまり1150字くらいの
字が読め，680字くらいの字は書けるという漢字力（漢字習得歴。漢字の字
種，読み書き，いずれについても8入平均より下回った成績）をもって入学し
たことになる。この文字歴が，その後3年間の中学生活（学習生活をはじめ，
校外・家庭のいっさいの生活）によって，どのように展開されるか，それは，
何に由来するかなど，できうる限り，調べてみたいと思う。
｛2）3年問の：習得文字量
　3年間の習得文字童を，第2編で晃たと同じように，A　読みでは音謂いず
れか読めていれば文字として正答と認め，累積集計方式で整理する場合，B
音訓を考慮し，音訓のあるものは，音訓を尽くして読め，2回続けて正答でき
る，習得完了というきびしい観点で整理した場合の二つの観点から見ると次ペ
ージのようになる。
　Aの立場でみると，教育漢字全数が読み書きできるという到達E標には達し
得ないが，教育漢字外当用漢字の全数近くが読め，過半数が書け，その他に，
使用度の高い蓑外字が180字ほど読めるという文字蟻（当用漢字く1，850字〉
としてみると1，　816字が読め，1，492字が書ける）となり，調査生徒中では，成
績のよくない女子2にしては，意外の成績を収めているこζになる。しかし，
この数字は正答の累積数であって，彼女の3年聞の真め習得の相を伝えたもの
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ではない。習得完了というBの観点からみると，各調査時の正答文字数（習得
完了文宇数）は減少し，卒業時に習得し残した文字数が増加し，相当墨の習得
文字数・文字量の修正を余儀なくされる。卒業時，どちらかの読み方では881
字全数が読めた教育漢宇でさえ，120字もの未習得分を残すということになり，
読み書き合わせると，150掌も未習得文字をかかえて卒業するということにな
る。学習進行中であった教育漢字外当用漢字では，この文字の性格上，習得未
完了の文字が多くなるのは当然とはいいながら，驚くばかりの数である。
　しかし，上来見てきたように，この爾者の数字の開きの上に，文字習得の実
相・本質が蔵されているのであって，その差が，入によって多いか少ないか，
その差が早く縮少するか否かに，習得上の問題点があるのである。
｛3》習得の型
　前表で，女子2の習得文字量のほかに，8入平均の文字量もあげておいた
が，両者を比較することによって，事例生徒の3年聞の文字習得の過程，習得
の型等がわかる。
　女子2は，教育漢字の読みでは，入学時は平均字数を下回り最低である。2
年時，3年時と徐々に紳びていって，文字としての読みでは，全員と岡じ永準
に達したが，音・訓関係では伸び悩みがあって習得未完了の文字を，平均61．0
字（6．　9％）に対し120字（13．6％　8人目，残りの量がいちばん多い）も残し
ている。しかし書きのほうでは，入学時の全員との差を，その後の学習・努力
によって縮めていき，卒業時には累積正讐では，わずかながら平均を抜き，完
了の場合でも，平均の847．6字（96．2％）に対し，844字（95．8％）までになっ
ている。したがって書き未完了の文字も37字目4，2％）で，平均33。4字（3．8％）
に迫っている。このことは，女子2が教育漢字の入学時の読み書きの不振を，
その後の学習態度や努力によって挽回しようとしたこと，書字のほうはその効
：果が見えたが（他が書き不振であることにもよる），読みのほうでは効果があ
がらない，いわば読み不振の型に属するζと，この読み不振は多く，音訓に関
してのものであるということがわかる。
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　教育漢宇外当用漢字はというと，これも入学時の読み書きは一・・一A般に不振，こ
とに読みにそれが著しく，この関係は「書き」がその後，徐々に上昇して，卒
業蒔には，平均536．3字（55．3％）に封し497字（51．3％），習得し残した宇平均
432．　8字（44．　7％）に対し，472字（48．7％）と，平均完了書掌数に迫ったのに
対し，　「読み」は常に，平均との聞に，10％以上の差を残しながら，卒業時ま
で，ついにその差を破ることなく，平均728．4字（75．2％）に対し617字（63．7
％），習得残の宇352字置36．3％　平均li249字く24．8％〉）を持…ち越している。
もっとも最下位からは脱することができたし，この場合，音訓を無視し，完了
を考えなければ，卒業時の読宇数は平均940．3字（97，0％）に対し935字（96。5
％）と，かなり平均値に近い数字を示している。彼女が，一般的に書字に比べ
て，読字，ことに音訓関係に弱いこと，しかも，読めない音訓の読みが定着し
にくいことを物語っている。したがって読み書きともに習得が完了する文字も
少なくなり，平均字数を下回るということになる。
　表外宇の読みでは入学時には，100字中37字，卒業時には1000字中161宇，前
教育漢字 教育漢字 教育漢字 教育漢字
外当用漢 外売凶漢
読　　み 字読み 書　　き 宇書き
正 字数 881字 935 862 630（100） （96．5） （97．8） （65．0）
音列数 1631 1315
答 （％） （97．6） （90．7）
誤 字　数 0 23 16 189（0） （2．4） （1．8） （19．5）
音訓数 22 87答 （％） （1．3） （6．0）
虹 字数 0 11 3 150’h、 （0） （1．1） 〈o．3） （15．5）
音訓数 19 48
答 （％） （1一．1） （3．3）
〈注〉　音訓数
教育漢字1672音訓
教育漢字外　　　　　1450音護月1当用漢字
　554　第4編　事例研究一1生徒の3年間の漢字習得
回に完了の18字を入れて179字を読んでいるが（3年前期には247字も読めてい
るが，卒業時にはそれが86字も減少している。）常に平均字数を下回り，3年卒
業時には最下位で，表外字を読む力も振わない。
　最後に，女子2の中学卒業時（第6回）の当用漢字の読み書きの調査の結：果
を，正答・誤答・無答の反応別にみると，前ページの表のようで，正答以外の
反応では，読み書きともに無答反応よりも，誤答反応のほうが多いことがわか
る（人によっては，無答反応が多いものもいる）。　また，卒業時の当用漢字の
読み書き調査結果を，8人の成績によって順位づけをしてみると，次のように
なる。
教育漢字
　　　　　　　　　　読み（順位）
　　　　　　　　　〈男子〉　＜女子＞
　　　　　　　　　12341234
9｛（文字としては（音調では））華蕪乙、、
馨｛器∴蕪～、，
馨｛（文字としては（音訓では））黛肱、3
　〈注〉
（文字として）
書き（順位）
〈男子〉　＜女子＞
12341234位
16273＠84
（文字として）　83716⑤24
（文字として）一3－2一④11
　　　順位は，各反応で数字の多いものから等級をつけた。しf　fO・“って，順位の数
　　　　字は，正答では1が最高，誤・無答では1が最低ということになる。
教育漢字外山用漢字
　　　　　　　　　　読み（順位）
　　　　　　　　　〈男子〉　＜女子＞
　　　　　　　　　12341234
碁｛：壽㌃∵：1：｝lll搬 （文字として）
　書き（順位）
〈男子〉　＜女子＞
12341234
18372〈S）64
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馨｛：論∵ま）ll：1；離（文字として）81647⑤23
馨｛：繍1チは）llll激（文字として）83614⑦25
　読みに比べては，書きのほうが優位，その読みでは文字としてよりも，音訓
関係に問題があることがわかる。
　以上，女子2は，総体的に漢字力が不振なほうであるが，彼女なりに向上し
ょうという努力はしており，それが書字力には結果として表われているが，読
字力には及ばないで終わっている。読めるが書けないという一般に見うけられ
る型に反して，むしろ書字型の傾向をもっていると推定される。努力のわりに
読字が不振なのは，どこかに不振の原因一現象としては音訓関係がその一つ
である一一があると思われる。3年聞の漢字習得状況から，以上のように診断
される。
（4）習得の具体的状況
　1）教育漢字の読み書き
　①教育漢字の読み
　女子2は入学蒔，教育漢字は842字読めたが，これは文字としての読みで，
音訓の観点からすると，完全に読めなかった音訓は359音訓（309字）ある。も
っとも入学時に読めない音訓カミあるのは，小学校時代の未学習音訓があるから
当然としても，このなかには，小学校で学習したが読めないものも145音訓あ
る。壱雰称㌘届誌など，高学年用の文字のため，まだ読めないものはおいて，
中には鳶　＄kt’　’．閏デン送ソウ皮ヒas薯tn導湊　造2く炭すみ祝幼　など，生活
に密着した，やさしい音訓も相当含まれていて，読みの習得度のおそいことを
示している。この359音訓をはじめ他の諸音訓がその後3年間どのように読ま
れるようになるかをみると，
　入学蒔には読めなかったが，（記憶がもどる，中学校の教科書でその文字
　（音・訓）が：再出現して，しだいに読めるようになり，定着する
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　　　　　　　　　　各調査時と反応
　　1年後期から読める
　　2年前期から
　　2年後期から
　　3年繭期から
　　3年後期から
教科書出現後も読めず，出現のく
り返し後に読めるようになる
入学時には読めるが，また読めず，
再出現をまって読めるようになる
教科書出現後，読めることもある
が，最後には読めない
出現後も最後まで正しく読めない
未出現のため読めないで終る
　　く注〉
　　　　　　　音　訓
N　OOOOO　94　42×
“YOOOO　52　23
群聚○○○・4・3
要理要○○・26
要聚聚015・8
es（XON）一＞015　10
0（NXO）一一＞04　8
　××o　　　OOO　16　i5　NN
益（・ON）一・蚤　76
0（XON）一〉￥1　O
O（OOO）一〉×1　O
××××××　　　　　　　13　8NNNNNN
××××××　　　　　　　4　6NNNNNN
音訓（＊）
136（9エ）
75（29）
27（　6）
18（　5）
33（　5）
25（　7）
12
31
13（　O）
1
1
21
1e
文字
　字127
64
24
13
27
19???????????
音訓の（＊）内の数は，小学校で学習しt音訓数。早く読みが定着するも
のは小学校時代に学習したものが，傾向的には多い。
??????
，???????? ，，????????46w
????，????????????
??精?．?????????????????????????????
??
??
???
??、??
????????
?
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　　〈注〉　＊印は，国語の教科書に未繊の音訓、
など，読みの抵抗度が共通に高かった音訓（その中の多くは教科書未出音潮で
ある）で，最後まで読めなかった音溺もあるが，中には，教科書に提出され，
学習ずみの音訓で，だいたいのものがしだいに読めるようになっても，女子2
だけが読めないもの（相鍵　刀Fウ訳ヤクなど），読字不振のものとともに読めな
いもの（内ダイnt”＝望モウ戯評　済沁責碧　推S‘t的Ut　eなど），未学習の音訓で
も，他のほとんどは読めるようになるが読めないもの（反タソ管くだ生きなど）な
どがあって，生活に親近性のある音訓外には弱いことを示している。
　なお，最後に読めなかった音調数と習得未完了の音調数の瀾きが大きいこと
は，学習直後には正読できても，一定の時聞を経過すると読めなくなる習得の
ゆれ現象が多いことも，彼女の読み不振の因となっている。
　また，恵贈　の例に児られるように，小学校でも学習し，中学2年前期にも
学習しているにかかわらず，
　責欝→つとめる一一〉つとめる→つとめる→みとめる・一・）bおさめる→つとめる
　終始誤答をくり返し，修正の機会を逸すると，誤りが訂正されにくい点もあ
る。3年闘の読みの反応傾向を見ると，無答のあとの正答のほうが，誤答のあ
との正答より定着しやすい傾向があり，誤答では，誤答のくり返し，誤答→正
答一・誤答の反応を示すことが時にある。性格，あるいは，誤答の心理的因子に
関連するものであろうか。
②　教育漢字の書き
　女子2の入学碕の教育漢字の書字数は600字であるから，書けなかった文字
は281字である。
　入学時，誤答（146宇）または無答（！35字）に反応した281字のその後の反
応ぶりを見ると，
　　1wa一＞23456
難蘇・・…　1鞭期から正答・・な・翻95字
究研
?
三編?
?585
○○○○
???
→
???
○○○
???
→
???
○○
????
○
?
→
??????
??
??NO×?→
???｝一（・・N）・途囎磐無帽。
k｝一（・・N）縫二三輔｝
養ト蚤｝K皆無答k｝
2輔期から酪○となる18
2年後期から酪○　｝1
3年醐から酪O　l
3鞭鋤ら酪O　l
　　　　　　　　　　　　l5，
　　　　　　　　　　　　g
　　　　　　　　　　　　g
］89
）42
｝・（欄堂版婦候）
｝・（供衆焼薦張党）
　　（億資識謝釈儒術
｝26霧辮鑛標礼
　　擢称創達燃）｝
・2継難撃複）
｝・1羅篇1
　なかには，最後まで問題を残す宇もあるが，全体としては漸進的ではある
が，比較的順調な発達のあとが看取される。男子2・4にみられたような6回
の調査時とも，誤答または無答に終わるものは6字あったが，他は，しだいに
正答となって定着していく傾向のものが多い。
　また，1年入学時には正しく書けていながら2悼め（1年後期）の調査時に
は，誤答（41字）または無答（16字）にもどったものも，その後は1頓次，正答
をとりもどし，最後は「穀」1字を残すのみ
　1回→2回→3456
・一＞ft｝一一・一・…　魏期から正答○謝45字
・K｝（・・N）・馨震灘整羅麓1｝11妄繍勝灘鯵
・9ii｝（・・N）・灘髄碧撮後・1｝・（穀）
となり，卒業蒔は，正しく書けなかった計19字を残している。
　この19字は2回続けて正答できた習得完了の数ではないが，習得完了という
観点でも，卒業時37字を余すだけで，義務教育期間中に教育漢字に習熟する
（書く）というまでには至らないが，漢字力にあまり強くないほうの女子2，
　　　　　　　　　　　　　　　第4編事例研究一1生徒の3年問の漢字習得　559
読字力が低い女子2にしては，他と比べて，書字力のほうに努力のあとがみら
れる成績といえよう。
　2）　教育漢字外当用漢字の読み書き
　①教育漢字外当用漢字の読み
　女子2は入学時に，教育漢字外当用漢字は307字読めている。未学習漢字（こ
のうち一部は学習時期にかかっている）にしては読めていると思われるが，平均
読字数からは下回り，最下位：であった。その後の習得状況をみると，教育漢字
でもそうであったが，文字としての累積の成績は，学年ごとに上昇して最低群
を抜き，平均値に迫っているのに対し，音訓の観点，習得完了の観点をとると，
平均値との醐に，相当の開きを生じてくる。そこで，音訓の観点から3年間の
読みの習得状況を見，なお，教育漢字外当用漢字は原則として中学生になって
から学習される漢字でもあるので，教科書での文字提出と読めるようになった
漢字（三訂のとの関係をおさえて整理してみると，560ページの表のようになる。
　入学時読めた307字は音訓からすると341音調となる。この341音訓について
教科書の文字使用との関係をみると，341音訓中，62音訓は，当用漢字の読み
の調査が実施されるまでに，国語の教科書に使用された音訓であり，341音訓
中の117音訓は，国語の教科書で，以後1年末までに提出，学習される漢字と
いうことになり，入学時の調査の時点では未習でありながら読めた字というこ
とになる。以下2年3年は，ともに，以後2年罵漢字，3年用漢字として使用
されるものであるが，すでに1年入学蒔に読めた音訓ということがわかり，そ
の字の読めるに至った経路が国語教科書外であるということを示している。下
段の他教科初出学年1・2・3年というのは，国語教科書には未出で，国語科以
外の他の教科に出現していた1年初出16音訓，2年初出10音訓，3年初出9音
訓が，それぞれ入学時に読めたということになる。最下段の全教科未提出とい
うのは教科書以外の文字刺激，経路から2音訓読めたことを示している。この
ようにして，3年聞の女子2の音訓習得の状況がわかる。
　卒業までに読めた文字数は935字。1～3年国語教科書での出現総字数は
804字（未出165宇）であるから，読字に強くない彼女でも，国語の教科書以外
560　第4編事例研究一1生徒の3年間の漢字習得
　　　教本漢字外当用漢字（1450音訓）の各糊査時の膏観読みの成績
　　　調査時正答
@　　　　音訓数ｳ科書
ｹ韻出現数
入学時 1　年　末 2年前期 2　年　末
音訓
R41 音訓＊　内訳U56（A・B）881（A・B）1040（A・B）
屡初
ﾊ出
ｳ学
ﾈ年
1年の初
P年の後
Q　年
R　年
425
R72
R18
62
P17
V9
S6
67（6・61）
Q39（126・113）
P59（83・76）
P05（64・41）
69（2・67）
Q88（58・230）
Q40（88・152）
P52（50・102）
70（レ69）
R25（43・282）
R14（？8・236）
P77（35・142）
小　計 304 570（279・291） 749（198・551） 886（157・729）
他初
@出ｳ学
ﾈ年
1　年
Q　年
R　年
王128
P060
X97
16
P0
X
33（18・15）
Q4（14・10）
P2（4・8）
49（18・31）
R3（10・23）
Q3（11・12）
52（6・46）
R9（7・32）
Q6（9・17）
小　計 35 69（36・33） 105（39・66） 117（22・95）
教未
ﾈ出 2 17（15・2）27（12・15）37（14・23）
3年前期 3年：卒業時
1136（A・B）1315（A・B）
国　平
齒o
ｳ学
?
1年の初
P年の後
Q　年
R　年
70（O・70）
R32（14・318）
R24（27・297）
Q29（60・169）
70（0・ク0）
R45（13・332＞
R57（34・323）
Q91（65・226）
〈注〉＊内訳は，その学年で読
@めた音訓の種類を示したも
@の。
`は薪しく正答できたもの。
aは前口までに正答できた
@もので，その調査時にも正
｢できたもの。
小　計 955（101・854）1063（1ユ2・951）
二二
@出ｳ学
ﾈ年
1　年
Q　年
R　年
59（9・50）
S5（9・36）
R8（14・24＞
66（8・58）
T6（14・42）
T8（22・36）
小　計 142（32・110）180（44・136）
教未
I出 39（10・29）72（36・36）
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から読めるようになったと思われるものが131字もあることになる。
　まず国語教科書出現の文字との関係でみると，1位1年用の教科書に出てい
る漢字，2位2年用漢字というように，学年の低い漢字が多く読まれている。
これは下学年で，早くから日常性の高い一一般的な漢字が提出されるからで，た
とえば1年入学時に，未学習文字で正しく読めた1年用の漢字（調査時までに
学習した残り）や，2，3年用漢字をみると，映エイ菓力　灰はい街tit泣なく
劇瞠翼が松まつ郷∋針よウwaity窓まど暖ダン班’ン晩パン浮うく郵ユウ
卵替　郎的（以上1年用）などをはじめ，巨㌍　砂すな脂シ　＃．lcas旧離
越しろ畜チク三三　庁駅　彼かの　浜はま亡胸　優晶ウ雷ライ涙営　　（以上2年
用），鉛ド　嫁勘　皆肱　冠カン艦カン菊キク弓ゆみ筋キン滝燵　尼to「k乳計
眠ミン三助　卵ラン塁ルイ恋泳（以上3年朋）など，いずれもH常の生活性の
濃い漢字（音訓）であることがわかる。この傾向は3年間変わらないが，学年
が進み，語彙が多様化されるにつれて，文章語的な音や訓もしだいに読めるよ
うになる。しかし，前表でもわかるように，学年が進むにつれて，各学年用の
漢字の新しく読めるようになる漢字数は減少する。これは前回までの読みを持
続させることと，学年の進行に伴い，言出の漢字はしだいにH常性から離れた用
字（用語）となるからであろう。3年終了時（6回め）に新しく読めた漢字は
112音謂で脅が　誇’　涼㌘　乳ち　抑ヨク干カン朽駅（1年用），雅ガ　郭カク
詰キツ宰サイ巧装く脚ウ卑ヒ　埋マイ欝ン訂テイ（2年用），机キ　既キ
肩ケン欺麟偽雛凝こる三三さ幻ゲン衡＝ウ克’ク弓勢潤猫う旧姓拙セツ
漸ゼン妥ダ　鋳計　懲薪　塗ト　煩”ン罷t　崩ホウ翻変騨　麗諏わ　惑葺ど
況欝　粒計　唆サ　弊へ‘錯サク請シーv（3年用）など，しだいにむずかしい漢
字，より専門的な語彙や文章語に用いられる文字（音訓）であることがわかる。
　なお女子2には，他と比べて，総体的にA　新規習得の文字（音RJIDが徐々
に少しずつ累加されていく，B　習得持続の文字（音一Sll）数が少ない傾向があ
り，このことが読みの成績を不振にしている。上の傾向は，他教科で出現する
文字（音訓）についてみても同じである。3年間，他教科の教科に出現，その
学習を通して読めるようになったと思われるものは179音翻あるが，1年用の
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教科書に出現，第1・2回の調査で読めたものに，甲コウ乙オツ丙M　三下
斗ト　硫ゲ　礁蜜縫ホウ　3年の卒業期では，講ヨ膠　　捜ソウ赦シや迅ジン
懲卵疾シツ虞薪若簸働か腺で購ろ漆シツ債サイ媒バイ癖ヘキ措ソ
匠穿　履り　沼デ　盛㌍　削サク衰窒炉などがあって，教科の内容・学年が，
そのまま反映されており，女i：　2の他教科学習からの習得の状況が示されてい
る。このように，国語及び他教科の教科書の漢字出現に即して，早い反応では
ないが，少しずつ習得していくというのが女子2の文字習得（読み）の型であ
ると見うけられる。
　なお，国語，他教科とも出現しなかった文字（音訓）については，女子2は
3年問で，72音調（cf．男子1：117音訓）読めており，ことに，3年後期で多く
を読んでいる・G縣一斑謝罪悔カイ脚鍵贈ゾウ継
怪カイ彼ヒ　娠シン慰：イ　偽ギ　堪撃　忌t’む恥チ　契撃　幻甕　紅獄　魂’ン
侮灘　es＝LV恋レン　など，教科の学習では出現しにくいような音訓が読めてい
るのを見ると，その読書範囲や文字環境などの影響がわかる。
　読めなかった文字（音謂）には，御物　賜シ　璽ジ　勺プ　刃ジン穂スイ
井セイ婿酬　昔セキ朕チン苗デ　瀞　　野帰　野駈て賜夢　緒お　憤§薪
陵譲　垂物　芳徹ば免醜か　など，教科書にも未出だったり，反H常生活的な
用語の音訓だったりで，共通に読めない種類の音訓もあるが，他の者は全部読
めていて女子2のみ読めない音誰もある。
　桜江ウ懸ケ　顧　岡ゴウ講ヨ鍵ヨ衰スイ講シン鍛タン携昌陳チン
　添ftz怒ド　避tc　香か　控鶏　恨蓼　札緩　臭辞　装蕩　怠篶　奪野
　鍛難　漂管　誘夢　朗騨
これらは，二，三を除いては音訓ともに，さほど特殊なむずかしいものではな
く，他は全員読めるようになっていながら，女子2のみ読めていない。このこ
とは，女子2が確実に読めない場合，音では，「労」などの音符で読むことか
ら類推して，既知の音で誤読しやすいこと（例一骨tt　一〉ヘキ　女子2は漢字を
覚える手がかりとして偏野に分けて覚えるとしている一後述）。訓では，終止
形の送りがなにあてはめて読む傾向のあること，．熟語にしても，訓にしても，
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誤読に抵抗を感じない，語彙力にも問題があることを示している。
　②　教育漢字外当国漢字の書き
　読みと同様の観点から，教育漢字外当用二三の書きについてみると，書くこ
とまでは要求されていないこの種の漢掌が，卒業時までに630掌（累積）書けた
ことは，やはり審字力に優位であることを示している。
教育漢回外婁用漢寧（969寧）の轡き
正答漢 入学時 1年　宋 2　年　末 3年卒業時字数教科書
文字と関係 83字 130 433 630
? 1年の初 27
　　（㊧㈲29　　　13・16　　㈲（助55　　　9。46　　㈲⑬62　　　ユ・61
1年の後． 39 64　　35・29171　56・1152 4　三6・198
2　年 11 22　　14。8130　76・54181　20・161証口口 3　年 3 10　　8。248　　32・1604・　28・76
他 1　　年 1 3　　2・114　　7・720　　4・ユ6
教 2　年 2 1　　　0・110　　8・22　　7・15
科 3　年 3　　　3・013　　9・4
全教科未提出 1　　1・02　　　ユ・1： 14　　7・7
　しかも国語教科書に繊ている文字との対応で見ると，2年末など，新しく書
けるようになった文字と，読めるようになった音訓との差がほとんどなく，多
い場合さえあって，書字への努力と，書字に強いことを示している。
　入学時に書けた文字は83字あるが，そのうち，調査時までに学習した27字
（うち，2δ字は正読できた）を除いた56字は未学習文掌でも書けたことにな
る。もっともこのうち，26字は次回の調査では誤答や無答反応（鋭沿瀬密廊な
どは誤答，岳源芝洗抜などは無答に）にもどって，第1回調査結果が，すべて
習得した文字というよりは，調査当時の文字二二の影響による瞬時的なもので
あることを示しているものもあるが，教育漢字外当用漢字の1割近くの文字が
564　第4編事例研究一1生徒の3年間の漢字習得
書けたことになる。
　学習その他で文字刺激の強い時は書けるが，時間が経過し，薪規に他の文字
刺激が加わることによって，前に覚えた文宇の忘却，後退現象なども加えなが
ら，3年卒業時には，630字が書けるようになる。630字の内訳をみると，国語
の教科書提出の文字と対応するもの561字，他教科の教科書出現の文字と対応
するもの55字（乱読債墾豚賠媒二二邦など），全教科点出のもの14字（鳥山山鳥
忌寸碁糾綱など）という割合いになっている。
　中学卒業時まで書けなかった文字は339字で，さすがにむずかしい字（款虐脅
繭賜璽粛粛薦窯隷漏賄など）が多いが，中には必ずしもむずかしくはないが，
字形がとりにくいもの，類似寧形に誤りやすいもの，意味に関連して誤るもの
など，それぞれ正しく書けない原因をもった字種であることがわかる。そのう
ち，ある時期には正しく書けた文字に比べて，どの調査でも書けなかったもの
は，やはり，字種としても，使用度が低く，難文宇が多い。常に無答だったも
の（例晶餓掛渇轄冠宜恭控佐搾囚俊殉匠輪講衰帥堕逐衷雪隠坪貞逓陪迫縛卑某
撲奔命抑陵廉），常に誤答であったもの（例一迎込裁侵泰堤泊簿坊郵揺恋）など
で，他は誤答と無答が錯綜してできていない。また，常に誤答の文字では，文
字そのもののむずかしさより，点画等の細部や類似字形との思惑ちがいで，誤
りが修正されずに持続されるもので，男子群に比べて，比較的学習に忠実な女
子2にも，無修正による継続的な誤りがみられる。
　読み書きの習得の具体：的な経過は以上のようであるが，前編の「習得のゆ
れ」のところでみたように，女子2の「習得のゆれ」現象は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　童
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　漢
（読み）
（書き）
育教
????
字
??4
15
成績と習得の安定の順位：
寧
ゆれの回
数
4（17）回
22
　教育漢字外当用漢字
ゆれのあ　　　　ゆれの回
る字数　　　　　数
5（21）字　　　　　　5（24）回
22音調
　75　85
（読み）
（書き）
成績の順位
　　　7
　　　4
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安定順位　　　　成績順位　　　　安定順位
　　7　　　　　　　　7　　　　　　　　4
　　5　5．　4
　r読み」に比べると「書き」の方が成績の順位も安定の順位もよく，「読み」
では最下位に近いが，「書き」では中位にまで至ることができ，累積の成績か
らも，習得のゆれ現象から見ても，書きに比べて，読みが劣っていることが認
められよう。　（なお，教育漢字外当用漢字の読みで，成績順位は7位なのに安
定順位は4位というのは，読みが一応完了した後にゆれが生ずるというところ
にまでは至らない，すなわち，習得が完了した後に誤るのではなく，誤答・無
答反応が多いために，完了にまでは至り得ないからである。）
　③表外字の読み
　1年入学時に読めた表外字（前表参照）は37掌（一面岡崎阪伊廻杉竜鹿錦吾
且智歯自盛幽幽奈塚堀曽嘉応激論昌潟亭頁灯坐論縞稼鍋）であるが，読めた掌
は，身近の先生や友人名，N常生活で羅にする場所，教科書（社会など）に出
現する文字が，そのほとんどである。読めた数も少ないほうで（下位の次ぎ），
しかも，正答に至る前に，他の読み方と迷う傾向（一度答えて，消してある）
があるなど，数多く読め，内省の記述も盛んな男子に比べると総じて不振であ
るが，読めない文字を投げ出してしまわないで，偏労など既知の読み方から類
推して答えようという積極的な態度も半面に見られる。
　このことは，女子2の文字習得要因として，言語生活，言語環境（文字環
境）が，比較的狭く限られていること，どちらかというと，学習を中心とした
文字習得型であること，読みの不振を文字構造の知識でカバーして読もうとす
る意欲は強いことなどを物語っているものと思われる。
　この傾向は，その後の表外字の読みの調査結果にも現われているが，学年が
進むにつれて，一蓮の読書語彙系の文字が読めるようになっている。たとえ
ば，3年では，嫌嬉：歎遠山嘘叱覗慾謎島山挨拶嘩逸品牙櫓杖のようなものが読
めていて，愛読しているという物語・小説類の影響が見られる。
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　また，内省の記入例は少ないが，教科の出現文字との対応がみられるものが
ふえていること，第1回調査（1年1学期）では読めなかったものが読めてい
る（袖衿嫌など），語として漠然とわかる程度であったものが，Jll字として把
握できるようになった（焼芋→な　三無一す），誤って認識していたり，誤読し
たものが，正しく読めるようになった（彦熊など），一つの文字を二つ以上の
読み方で読めるようになった（呂など。他の例では，音訓二様に読めるように
なる）など，進歩が見られるが，また，依然として誤読していたり，前回は読
めていながら，3年になってから読めていないという例もあって，表外字の読
みの特質を現わしている。
　卒業時に読めた表外字数は179字あるが，このうち，諸教科の教科書出現文
字との対応が見られる掌は123字で，2／3は，教科書の学習との関連が見られ
る。前例のほか，笠駒磨嶺三三斐函壷李蒙鵬屯蘇梯淀磐溝蕪宋騨閤などは，特
に教科との関連が考えられる字である。もっとも，これらの文字の習得経路
が，すべて他教科学習によるか否か，いちいち克明に内省記入がされていない
からわからないが，第1回調査の習得経路として，友入の名前があげられてい
るものが，以後の記入では，　「人名」・「社会」というような記入に変わってい
る例，3年前期の同調査で，　「袖」に「家庭科の授業」などという記入例もあ
るところをみると，表外字習得の因子として，女子2の場合は，まず他教科の
学習に，相当の比重があり，続いて読書といった習得要因が考えられる。
　なお，彼女の場合，3年前期（265字）に比べて3年後期（179字：）の数がか
なり減少している。これは，心身の不安定な卒業時に調査を実施したという，
調査時の関係にもよるが（全般的に同じ傾向が認められる），他と比べて，町
回の差が開きすぎているのは，進学に必要な教科（この年から，東京都では高
校の入試に必要な教科をpa　・英・数の教科にしぼった）が3教科になったため
に，学習の中心が3教科におかれ，表外字習得の市場であった他の教科の学習
が多少とも手薄となったからではないかと推定される。教科の学習と結びつい
た表外字の習得であるだけに，左右されることも大きいのではあるまいか。
　4）集団調査での結果
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　全数調査から見た以上のことは，学年末に実施した集団調査（漢字習得上の
問題点解明のためのテスト）結果にも現われている。
　（読み）
　2年集団調査で，女子2は，教育漢字の読み　素点111を84点（8人中7位），
教育漢字外当用漢字の読み　素点107を51点（8入中7位）で，教育漢掌では
川’tン下もと後ゴ　門門　拾計　付フ　焼9”報瓢　統採る経駕ウ設醜　管くだ
潔案評眼夢　卒ソツ境ケイ　災慧　衆va　授謂　納貯　などが，教：育漢字外当用
漢字では　企舘だ趣雛　募20伴ハン汚野　妥ダ　頂門　顧訂　装宝銘う懸ケ
袋気ろ翻ホン詳ショウ皆カイ憤號ど飾鮮　奪猫暫ザン戯魏む誉野　既転ζなど
が正読できなかった。　（教育漢字外当用漢字では，上のほかに，机キ　恨コン
ytp“’＋引そう怠タイ麗乞門下誌、尋ジンなど無答のものもある）この誤読は3
年卒業時までに修正されたものもあったが，同じく集団調査3年卒業時の読み
のテストでも，
　（教　育）川下ン商麓　拾ゲ　報畿　統茗ぺ経へる眼夢　平野ぎ
　（教育外）　奪≧ば　詳㌍　戯醜む憤購ど醜計　皆カイ　門門わ袋タイ　顧認ウ
など正読できないで終わっている。しかも，誤り方も，
　川（かわ）商（〈2年〉うらなう→〈3年〉まかなう）報（ふくいる）統（の
　べる）経（はかる）潔（きれい→きよい）
　奪（ふるう）袋（イ）詳（モウ）戯（はなれる→たまむれる）　皆勤（キンロ
　ウ）麗（N→うれわしい）　ケいきどおる（N→N）醜（ヒ→N）顧（顧問
　・ジンモン→N）（教育漢門外当用漢字のほうが学習途上のためか，誤答・無
　答が入り乱れた形で出ている）など，同じ誤りがくり返されているものもあ
　って，学習や特殊の経験によって正しい読みが教えられないかぎり誤読が固
　定しているものがある。
　また，問題のある音訓の読みテストの結果（金数調査で，同傾向がすでに見
られたが），誤りの型（傾向）として，
　音読の場合は，
（1）その語の特殊音訓を無視した音（既習・既知の音）で読むことが多い。
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〈2年〉出納（シュツノウ）　最期（サイキ）　緑青（リョクセイ）　大漁
　　（タイギョ）荘厳（ソウゲン）　暴露（ボウロ）　解毒（カイドク）
　　境内（キョウナイ）成就（セイシュウ）遊説（ユウセツ）
〈3年〉一切（イッセツ）最期（サイキ）緑青（リョクセイ）　成麓（セ
　　イシュウ）遊説（ユウセツ）解脱（カイセツ）精進（セイシン）
　　権化（ケンカ）懸念（ケンネン）施療（シリョウ）普請（フセイ）
　　仰山（コウサン）衆生（シュウセイ）虚空（キョクウ）
（2）その文字の構成要素の既知の一部分（偏秀に多い）をもって代読する傾陶
　がある。中には字形の類似もあるが，文宇の構成要素のどれかを手がかりに
　読もうとする傾向が多い。
　例〈2年〉拾シュウ→ゴウ・ガツ（合）翻ホン→バン（番）似ジ→
　　　　イ（以）
　　〈3年〉　袋タイ→イ（衣）怠タイ→ダイ（禽）醜シュウ→ヒ（卑と鬼
　　　　とを誤る）
（3）多く熟語の場合など，その文字の意昧，音や構成文掌の意味・音などのう
　ち，何かを手がかりにして，任意な読みを試みる。
　例〈2年〉　体裁吻キュウサイ　罪業→ハイギョウ　仮病→ヵンビョゥ
　　　　極楽→ゴラク　柔＄9一・一・・ジュウナン　慰問→ジンモン　絶叫→ゼット
　　〈3年〉　払底→コウテイ　該当一〉カクトウ　供物クモッ→コウブッ
　　　　詳細→モウサイ
　譲読の場合は，送りがな，終止形などによる任意な誤読がいっそう多くなっ
ている。
　例〈2年〉　出すべる→のべる　経へる一｝はかる　潔いさぎよい→きれ
　　　　い　設もうける→かける　趣おもむき→すき　快こころよい→か
　　　　るい汚けがす→よごす忙いそがしい→まずしい施ほどこす
　　　　→たくす怠おこたる→あやまる評すごやか→おだやか企く
　　　　わだてる→たてる　催もよおす→おす　戯たわむれる→はなれる
　　　　更さらに→べつに　誉ほまれ→おのれ
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　　〈3年〉　商あきなう→うらなう　留とめる→つとめる　由よし→さ
　　　　え　価あたい→ねだん　宇あざ→うじ　減たわむれる一〉たまむれ
　　　　る携たずさえる→そなえる仰おおせ→あわせ恨うらむ→な
　　　　やむ　捕とらえる→つかまえる
　これらの中には，意昧が近似していて，正しく読めないものもあるが，また，．
中には，音の場合に見られたように，構成要素のある部分（音符）の読みをも
加味した誤読も見られる。
　報むくいる一〉ふくいる（服）　侮あなどる→まいる　欺あざむく→かく
　読めない謂とその語義の関係をみた集団調査の女子2の結果では，読めない
調はやはりその語義もあいまい，又は，はっきりしないものが多い。
　　〈2年〉　商唱和統呼率経潔　　 馬堀野馬戯催車掌　　　　　　　なえらぺけい　　　えれ　　　　　　　うるぐるるるるい　　 くくるるるすすす
　　　読み　　×xO×××××　　　　○×××××××
　　　M”“gEk　Oz〈Xz〈N×AA×A　xA×AAAOO
　　〈注〉　○は正答，△はよくわからない，×は読みでは誤答・無答を，意味では全
　　　　　然わからない，又は誤答を示す。〔＝内の○は，集団調査では読字テストを実
　　　　　施していないが，該当時の全数調査の読字結果。
　　　　　（読めなくても意蜘まわかるというものは，その劃が，その文字の字音語・
　　　　　熟語の語義に対応していて，しかも，彼女にとって親近性のあるもの，例，
　　　　　商う一一・・ts売施すゆ実施する　汚す→汚物などの揚合である）
　3年でも岡種の問題を実施したが，2年と共通の「唱える」（よみ×いみ×）
「統べる」（×△）「募る」（○×）「戯れる」（×○）や，新しく調べた「報い
る」（×X）　「憤る」（××），　「侮る」（△×）　「免れる」（〈×〉○）など，2年
でみられたと隅じような読み対意味の関係がみられた。したがって，瞬常性の
高い読み（語）ではよく読めるが，反面そうでない読み，学習しなかった，あ
るいは非日常的な読み（語）に対しては，時に意外と思われるような誤読もや
ってのける場合がある。
　女子2の誤読傾向・読宇力の不振は，総体的に語彙力の乏しさ，語彙の層の
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薄さに関連するところがあることが認められる。
　なお，彼女の読みの欠陥を端的に表わしているのが表外字の読みである。表
外字は学習しないから，ある意味では読めないのが嶺然であるともいえるが，
彼女の場合男子2についで，はっきりわからない字に対しては，当用漢字の誤
読傾向で見られた文字の構成要素の部分をもって代読する読み方，近似した字
形による誤読などがあるほか，1字に対し，正しく読めていながら，なお，誤
読も並存しているという場合が時々見かけられる。
　例〈2年〉嵐○あらし×フウ柿○かき×いち鳩○はと×チョウ
　　　　　　　梶○かじ×オ
　　〈3年〉枕○まくら×ショウ瞳○ひとみ×ショウ梶○かじxオ
　全数調査の表外字の場合は，この誤答部分が消されていたりした場合もあっ
、たが，集団調査では，時間の関係上，正誤共存しているものがあり，漢字につ
いての知識の低さが示されている。
　（欝　き）
　集団調査2年の書字力関係のテス5では，教育漢宇素点60中，51点（8入中
3位），教育漢字外当用漢字素点57中26点（8人中4位）で，読みの下位に比
べると中位を保っており，全数調査でみたと同様に，読字力に対して，書証力
の優位性を示している。
　書けない字は，集団調査では，ほとんど字形に関する誤りが多く晃られたの
は，問題として，比較的ポピュラーな文字を出したので，・書くべき文字が想起
　例〈2年〉惣（旅）　イ糸（係）　冒（唱）　衆（衆）　補（補）　勤（勤）　専（専）　揚
　　　　　　（掲）径（経）　捕（補）　整（熟）　危（危）　描（描）　触（触）
　　　　　　墳（噴）旋（施）
　　〈3年〉補（補）　衆（衆）　儘（備）　底（底）　低（低）　税（祝）　難（難）　易
　　　　　　（易）　妻（妻）　均（均）　張（張）　末（未）　蔭（危）　捕（補）　　捺
　　　　　　（捨）　暇（暇）　籍（籍）
　　〈注〉　（）内が正字
しゃすいからでもあろうが，なお，女子2の書字における誤答傾向の一一・twを示
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している。その他，教育漢字では，無答は2年で，遺・純のみといたって少な
く，同音の誤りでは，　2年一汁（正答　移）3年一門（称）殻（穀）帆（版）熟
（述）意（異）と少ないが，教育漢字外当用漢字のほうでは，無答も多く，2
年→四獣怠学汚偏屈欺　3年→充顧倹啓履謹傷蓑，また，音や意に関連した誤
りも露だっている。
　2年一一・・＃i’（催）　個（顧）　順（巡）　暴（冒）　急（忙）
　3年→奮（憤）堀（掘）儀（宜）
　中には2・3年引き続いて同様に無答した：り，誤ったりしている文字も見ら
れるが，読みに種々の問題を示しているわりには，ひどい誤り方をしているも
のは少ない。
　全数調査でみられた女子2の特徴は集団調査のほうでも端的に示されている
といえる。
　　　　　　　　　　2黛集団調査の8人の成綾順位
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2　1　2　1　4　1　2
6　1　5　［　2　1　7
女1
　2
　3
　4
3　］　6　1　5　1　2
7　t　7　1　7　i　3
8　1　8　1　8　1　5
6　1　4　1　3　1　3
3　1　2　1　3　1　4
4　1　6　1　6　1　4
　1　7　［　7　1　6
－　　　　　　　1　　　　　　　一　　　　　　　：　ut　1　　　　　　　一
I　I　I　I　I
　i　3　1　6
3　1　3　1　4
3　1　2　1　4
????
　5）作文での使：用例
　書字のほうにすぐれている女子2の文字使用の実態を見る資料として，作文
があげられるが，前章「8入像」で見られたように，女子2の作文は1年繭期
の課題作文のみである。（3年時欠席）　作文の詳細は前章に譲るが，使用漢字
を児ると，
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　点　気　多い　少し　しんけい質　悲し：くて逸（おどり字の誤用）　短気な
　所　母　何　静かに　そんな物　乎気　考える　悪い　乗る　気持　入達
　家足一薦赤いずい分毎日苦しむ妹兄平気話す広い
など，教育漢字で，日常生活に多用される漢宇は一応正しく使われているが，
　自分自信（身），貴電面（几帳面）理魍主義（利己）などの同音による誤用や，
組（組）悲（悲）のような誤り字形，あわてて誤ったものか「で来ない」などの誤
用もあって，用語が多少かたい表現になると，語の理解が伴なわないためか，
まだ正しく漢字を使いこなすことができない。
2．学習者としての女子2
　1におけるような漢字習得者としての女子2は，どのような知能・学力・性
格の持ち主で，どのような家庭，言語環境に在るかなど，できるかぎり，客観
朗な情報によって紹介してみよう。
　「8人の入聞像」がすでに詳述されているので，記述を進める上で，時に
「8入の人聞像1の一部を再：録する場合も生ずるが，多くは該当ページをふま
．えて（該当ページを参照されたい）考察を加えることにし，ここでは必要部分
・にとどめておく。
　（女子2）
　　日召禾026年4月3日生
　　出身校　北区立酒ケ丘小学校（8入中同校からは女子2が1名のみ）
　　住　所　北区赤羽町内
｛1＞家族構成
　父母，兄（電波関係の嵩校生），妹（小学校5年生），祖母の家族構成で，本
入は長女。祖母は女子2が中学1年生の時に死亡。父は会社員，家庭の状況は，
順次，爵継している。（担当教員からの情報）
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（2）知　　能
　学校で実施した教研式知能検査結果
　1年（39年4月13日）偏差値　　　　45（8人中最低）
　2年（4G　4　13　）　　〃 　　　　　 49（　　〃　　
）
　3年（41　4　13）　　〃　　　　　50（　　lt下位から2番め）
　醸研実施の京大NX　9　一15知能検査結果
　2年（40．1221）　偏差髄：　　　50（8人中最低）
　爾者で，言種の検査法によって調べた結果いずれも学級中位クラスの8人中
最低であった。漢字習得の面で，知能は女子より高い女子3よりも，優性では
あるが，読みなど，他の学友を抜けないで下位にとどまっていたのは，やはり
知能との関係を無視することができない。前章知能と読宇力・書字力の相関か
らも，このことが裏書きされる。
｛3）学　　力
　学校の報告から
　①国語科の成績
　　　〈1年〉〈2年〉〈3年〉
　学期　123　123　123
　評価　344　333　333
　国語科の成績では中言クラス。
　1年申期ごろに比べると，後退気昧であるが，3年闘，あまり変動が認めら
れない。
　②標準学力検査など
　国賊実施　新標準総合学力検査（国語）（40．12．13）
　得点64偏差値59評価段階4最低ではないが，男子より低い。（素点
101）8入中6位，
　学校実施く1年〉教研式学年別標準学力検査（39．10．16）国58社53数54
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　　　　理56英58
　〈2年〉文部省全国中学校一せい学力調査（40．6．16）国51社54数72
　　　　理9英76
　〈3年〉　　　　〃　　　　　　〃　　　（41．6．24）国78数33家54
　このうち国語は，2年は最低（8入中），1・3年はややよくて，3年では3
位になっている。
　③学校での成績
　学校での成綾（通知表）
　　　　　　　　　国語　社会　数学　理科　音楽　美爾保・体技・家英認
1　　年 ????????????
｝
2 年 1　1　3　1　4　1　4　1　3　1　3　1　4　1　4　1　4　1　4
2　］　3　1　4　1　4　1　4　1　3　1　4　1　4　1　4　1　431313131413141413i4
3 年 1］313131313141413142131314［31314141414313［3131313141413i4
　学校の通知表によると，他教科の成績は特に悪いものも，格別によいものも
なく，中間のやや上といえる。英語が3年間を通じて4を保っていることは，
語学的な能力があることを示しているかと思われる。国語科はむしろ他教科よ
り低めである。
　3年闘，国語の指導を担当された吉村先生は，「全教科を通じて，女子の中
の上くらい。綿密な思考力・創造力に劣り，家庭学習も忘れることが多い。国
語の学習に対して特に努力を注いだとは思えない。」と報告しているが，同時
に，「ただ，与えられたことは，ほぼ全面的に受け入れ，着実に学習してい
た。」と認めてもおられる。
　これらの学習能力，学習態度などが，漢字；習得とどのように結びついている
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かは，凋然と断じがたいが，読みよりも書きにすぐれているという特徴の中
に，多少の要因となるものが感じ取られる。なお，　「国語学力と漢字習得」
（前章）との関係からすれば1読字不振・書字優位についても了解するζとが
できる。
（4）身体・性格・行動など
　①身　体
　学校側からの一般的所犀として，　「特別に身体的欠陥なし。休みもそれほど
多くない，性格も明かるい」としるされている。欠席目数も少ない。3年間調
査者として親しくつきあったわれわれの印象としては，1年のこうの弱そうな
暗い感じがしだいにとれて，3年では，しっかりしたからだつきになってき，
慣れたせいか，話しかければ，応答するようになった。なお，漢字の調査時に
さしつかえがあって欠席し，あとからテストを受けたこともある。
　②性格・行動など
　3年時に学校側で行なったP・C・Tによる性格・適応性の診断では，特記す
るほどのこともないようであるが，性格診断のほうで，情緒や非社会性・反社
会性，生活態度などに，やや平常でない面も見えるようである。しかし，適応
姓診断ではそれほどでもない。ただ，家庭や両親，学校への態度に比べて，教
師との関係，社会・集団での個入には，性格診断と結びつく何かがあるようで
ある。また，健康・身体についての診断結果は，われわれの第三者的所見とむ
しろ合う面があるようである。B数が少なく，一一・・fiおとなしそうであるが，読
みテストなど一対一での調査では，わからない字でも，すぐあきらめたり，投
げだしたり（cf．男子にはその傾向がある）しないで，調査者に気がねせず時間
をかけて考え，なんとか答えようとするねばり強い性質が見られる。調査は8
入いっせいに開始，着手されるが，終了の時期は常に女子2・3が遅くなるの
も，消却方式牽用いたためだけではなく，反応が遅いために時聞を要するから
である。また，反応の型として，無答より誤答が多かったこと，表外字の調i査
に正答と誤答とが重存することが多いなどは，こうした性格の反映であろうか。
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く行動の記録）
　学校側の調べによるものでは，1～3年を通じて基本的な生活習慣，自主
性，責任感，根気強さ，自省心，向上心，公正さ，指導性，協調性，同情心，
積極性，情緒の安定，すべてB（1年時に，岡情心，情緒の安定のみA）であ
る。また，3年間，担当教師の所見としては，　「教室では，ほとんど発言しな
い。しかし，友人踊志でのつき合いがよい。はにかみ屋の反面，プライドが高
い」という報告もある。
　集団調査の中での女子2の行動や，教室内ではほとんど発言しないという女
子2にも，彼女だけをとり出してたずねてみると，彼女なりの向上心があるこ
とが認められる。このことはあとにふれる3年聞の感想にも現われている。
㈲言語　生　濡
　①読　書
　文字習得と関係のある読書活動は，資料としては，中学3年時の調べによる
が，
〈1年〉
あすなろ物語
ベンノ、一
クオレ
車輪の下など
〈2年〉
次郎物藷
吾輩は猫である
嵐ケ丘
若草物語
ハムレット
ヴェニスの商入など
〈3年〉
伊豆の踊り子
花のワルツ
三四郎
埼ちゃん
足ながおじさんなど
など，ほとんど物語・小説系統のものばかりである。教育漢字外当用漢字や表
外字の読める字種の中に，比較すれば文学的な用語に多用される文字が見られ
たことは，これら読書内容と何らかの関連があるものと思われる。しかしまた，
彼女が趣味として読書をあげているが，　「むずかしいものは読む気がなくなる
ので，簡単なものを読んでいる」と答えているので，上のものが，すべて原作
ではなく，わかりやすく編集されたいわゆる名作ものが多いと思われる。文章
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議的な音訓に弱いのは，少年少女向きに用語・用字もやさしくわかりやすく表
競しなおしているものに接しているからではないかと推察される。
　雑誌では各学年相当のコースものを，参考書では漢和辞典・国語辞典や「国
語完成」を使用していたようであるが，辞典などの利用は，「時々ひく（内省
記入，後述）」程度であり，あまり積極的ではないらしく，また，薪聞も「と
きどき読む」程度で，閲読欄の記入もなく（新聞を毎日読むという男子では，
「歓会・スポーツ・娯楽・天声輪姦」などがあげられていた。いずれも読字力
が高い），これもあまり積極的ではない。また，「テレビ」でのよくみる番組は
「太郎・あしたの家族・真閏幸村」と，総目にわたっているが，テレビを見る
鋳鋼は1H1時聞と，いちばん少ない（男女平均2時間）。さらに映画の鑑賞
では1年聞の鑑賞歯数2回でこれもいちばん少ない（クラスの平均1入3回）。
　テレビや映画を多くみることが，漢字の習得を活発にするとはいえないが
（マイナスの場合もある），一一rwに，テレビのテロップや映颪の字幕などは漢
字に接近する媒体となり，漢字を覚える（特に読み）手がかりになることは，表
外字の習得経路によっても明らかであり，この意昧において，女1：　2の文字習
得の背景・経路は消極的であり，狭小であると怠ることができよう。今園の漢
字調査が，学習漢字（音訓）のみを対象としなかったこと，そういう条件下で
の調査結果として，女子2の習得状況が，書きよりも読みに劣り，しかも，音
訓関係に問題があり，また，表血紅の習得量が最も少なかったことなどを考え
合わせると，物語・小説類に偏した読書活動を除いては，女子2の書語生活
は，文字環境として積極的なものであったとは良い難いといえよう。
　②読書力について
　2年2学期末，国語薪究所で実施した二つの読書力検査の結果では，
　クn一ズ式　読書力検査
　　素点（219点中）152点　読書力偏差値60　評価段階4　正確度指数69。7　評
　　緬段階3
　教研式　全国標準総合読書力診断テスト
　　読速3　読掌3　読解4　語い4　総合4　読書学年　中3－3
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で，クロ・e一ズ式では正確度がやや劣るが，一二的な読書力よりはやや高く，総
合読書力診断テストでは，中学3年相拳の読書力ありと診断される。従来のテ
スト結果では8人中では下位に近い（書字は男ll）女子婁であるが，ζ1の8入は
中位級をもって編成されているからで，学級全体としてみた墨壷は，この標準
化の評価梢当になるのであろう。また，全賑的な標準テストであるから，問題
なども特豫なものでなく，一般的なものであるからであろう。主要な文字の読
みはできる彼女であった。なお，「総合読書力」で，「読速・読字」が他に比
べて3に評価されているのも，習得調査での所見・結果と通じるものがある。
3．　自身の経験
　最後に，本人自身の態度・経験・意見をとおして，漢字習得の要因となると
思われるものをあげてみよう。
　集団調査の中で，漢字；習得とかかわりのある諸因子について質問に内省記入
させたもの，卒業時の回想問答などによって，本人の経験を知ることができ
る。
（1）漢字学習に対する好悪
　漢字学：習に対してはrあまり好きではない」（3年集団調査）と答えている
が，同時に，漢字を覚えることは「やさしく」，読み書きとも「それほどむず
かしくない」と答えているので，積極的に妊きではないが，漢宇学習に対し
て，嫌悪や負担を感じていないことがわかる。ことに，漢字をおぼえるζとが
「やさしい」と反応したのは，8入中，女子2だけであって，間答による直接
の質問に対してもr漢字の勉強は，そんなにめんどくさくないし，覚えるのも
いやでない。勉強になった。」（録音資料）と漢字学習への好感の情を述べてお
り，また，集団調査の温いでは，漢字学習について，「大事だと思う。」と，そ
の意義を認めている。したがって，3年間の漢字調査に対しても，「今まで，、．
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本なんか読んでいても，漢字に興味をもたなかったが，ここへ来て，読まされ
たり書かされたりしたから，漢掌に対して興味をもつようになり，漢字に対す
る見方が変わった。みんなよりたくさん漢字を覚えたと思う6」と厨記してい
るσ
　総体的に漢字力不振であった女子2が，書字力では中位にまで上ったこと
は，やはり，漢字学習への関心・興味が作用していたと見ることができる。
；（2｝漢字に対する関心・態度
　臼常生活の場で，、漢字にかかわりのあることが続み書きともに多くなるが，
そうした場合，言辞への関心度はどうか。新聞など，読み方のわからない字は
rよくある1が，その時には，「人にたずねたり」，「前後で何となく読んだ
り」，また「意味はなんとなくわかるのでそのまま過ごして」しまい，読護沖の
わからない宇に対して「あまり気にしない」たちである。女子2が主要な読み
では読めていながら，音訓関係に弱く，また，時に意外な読み方をしているの
轍，こうしたことと無縁ではなさそうである。　（これと対照的なのが，漢字調
査で，読み書きともに第1位，大量の習得字をあげている男子1である。彼
は，　「読み方めわからない字がよくあり」，そのことが，「とても気になる」の
であるが，わからない字に対しては，　「入にたずねる」とだけ回答されてい
る。
　このことは一般的には習得函子としては消極的であるように思われるが，あ
とで，問答によるほうの回答で，人にたずねるのは，家での霞由読書の時であ
り，学校では，結構積極的に辞書を利用して効果をあげていたことがわかる。
なお，彼にとっては「入にたずねる」態度が実に積極的i合醤的的で，たずね
た結果，その場で覚えてしまうという態度と能力があるように見うけられた。
漢字調査のあとでわからない字を質問され，次回は，それが正答できていると
いうケースがしばしばあった。また，読み書きともに順調に習得していった女
子1は典型的な学習者型であるが，　「読み方のわからない字がよくあり」，
f人にきいたり」「前後で何となく読む」ほか，「二審などもひいて」たしかめ
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ている。）
　読めない字があることに気づくことが，すでに漢字への蘭心の現われ（読字
力の最も劣っている女子3にとっては「読めない字はときどきある程度」なの
である）であるが，それに頬処する態度・習慣が，基本的な漢字学習をささ
え，さらに漢掌力を高める一つの鍵になっていることがわかる。彼女の3年間
の漢字調査に対する前記の感想は，この原則を体験として感じ取ったものとい
える。
（3）漢字の使用
　学習した漢宇を使用するという習慣・態度に乏しいのが一般であるが，女子
2は作文や手紙など実際に書くことの活動の中で「知っている漢字はなるべく
書く」ようにしている。　（前掲実際の作文では漢字使用数は少ないが）ここに
も彼女が書字に優位性があったことの遠因があるように思われる。
（4）辞書の利用
　辞書の利用は，漢字力を身につける一つの方法といえるが，女子2は漢字の
辞書を「持ってはいる」が，その利用状況は「ときどき使う」程度で，あまり
積極的ではない。もっとも，部首・総画・音訓の三つの索引方法を利用してい
ると答えているので，辞書の利用に無縁でないことはわかる。
㈲　漢字学習のくふう
　漢字に対する関心が育ってきた女子2は，漢字学習へのくふうをどのように
したであろうか。「学校で漢字テス5をすると，よい点をとりたいと思って勉強
したり，練習したりした。1・2年の時はよくしたが，3年の時はあまり漢字
のテストをしなかったので，つまらなかった。（中略）学校で，もう少し漢字
のテスFなどをしてほしい」というのが彼女の意見である。これは漢字学習の
くふうというより，テストの成績をあげるために勉強・練習をし，その結果，
漢字の力がつくという霞果関係の学習方法で，主体的な学習態度・方法とは言
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い難いが，それでもこれをくり返しているうちに，いつのまにか漢字の読み書
きができるようになるという学習状況である。したがって，漢字の基本的な勉
強というより，習った漢字の読み書きのくり返し練習が中心となったと思われ
る。主要な漢字の読みや書字の成績がよいのは，その一つの現われであろう。
　具体的な文字を示し，漢字を覚える手がかりをたずねた集団調査の一連の質
閥に対し，（2年）〔清〕という字が，水に関係のある文字であること，7偏と
音セイとから成り，意味は溝いという文字の知識・構造は知っていたが，「持
と待」「増と贈」「議と儀」の一対の岡音文字については，　「持・待・増・議」
の4字の読み書きができただけで，これらの文字の偏や意義に関する区別はあ
げることができなかったという程度であった。
　（3年）同じく3年では，漢字をおぼえる手がかりとして，（1）意味全体
（2）へん・つくりからと，文字としての構成を知り，ひとかどのくふうがある
かにみえたが，読みや書きの場合の手がかりはあげておらず，具体例として示
した，漂う（読み）霧・翼（書き）は，ただ「おぼえていた」とのみで，全般
的に消極的である。
　学習のくふうは別として，最後に自分の中学生としての漢字学習を振り返っ
て，将来の漢字学習への要望に対する意見・感想を書かせたところ，「授業で
蒔々漢字の書き取りの試験をやってほしい」と，ここでも問答の場合と同じ回
答が得られた。
　学校でのテストが，否応なく学習行動を起こさせ，その結果漢宇のカがっ
く。女子2の3年間の漢字学習の経験から，この平凡な方法に落ち着いたよう
であるが，多くのものが，同様の経験・主張をもっている。
　知能・学力・性格・家庭環境・言語生活など，いずれも，とりたてていうほ
どのこともない女子2にとっては，教師の指導による学習を中心としながら，
上来見てきたような習得過程をとってきたことがわかる。
　今まで見てきた習得の霞子と思われる諸要因が，どのような力関係で，女子
2の漢学習得の上にかかわり合ったかを数字に示して速断するというようなこ
とはできないが，それらのいずれもが，遠因・近因として作用したことも認め
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ずにはいられない。同一の教科書，同一の指導にようても，受け手としてめ学
智者によって，漢字習得の状況・実態が，おのずから異なることを，女子2を
とおして，改めて知ることができる。　　　　　　　　　　　　（芦沢　節）
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1。調査の旨的
　この調査は，r中学生の漢字習得に関する研究」の一環として，
　①中学校の漢掌学習指導は実際にどのように行なわれているのか。
　②　実践の場にある先生方は，漢字学習指導についてどうあるべきだと考え
　　ているか。
　③指導上の問題点はどんなところにあるのか。
などについて，全照的な規模においてその実態を少しでも明らかにし，中学校
漢字学習指導の改善に資そうとするものである。
2．調査の方法
　調査は質問紙法によった。質問は主として選択肢法で行ない，不足のところ
は自由に記入してもらうようにした。
　質問紙による調査は，結果として意見調査的な性格をおびやすいので，質問
の作成にあたって次のような点に特に留意した。
　①事実と意見とをはっきり区別して答えてもらえるようにすること。
　②　事実については，昭和41年度に実施したことを中心に記入してもらうこ
　　と。
　③学校または地域の代表としてではなく，国語科教員のひとりという立場
　　で答えてもらうこと。
3．調査の内容
調査に含めた質問事項のあらましは次のとおりである。
餐問1学校の環境と露語科学習指導
　a　学校の地域環境
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　b　学校の全学級数
　C　国語科教員数（専任・兼任の別）
　d　毛筆習字の指導担当者
　e　国語科の受持ち時間
　f　e以外の校務
質問2漢寧学習指導の方法
　a　教科書による，ふつうの藩邸の授業における漢字学習指導の過程
　b　教科書以外の漢字のとりたて指導
寅問3漢字学習指導の内容
　a　熟語指導の場合の漢字一字一字の意隊の指導
　b　当用漢字の指導での，音訓表外の読みの扱い
　c　教科書による授業で，取り出して指導している漢字
　d　cの場合，音訓の指導
　e　筆順指導
　f　作文の中での漢字指導
　9　漢宇を正しく書くような態度化についての指導
　h　部首の知識を利用した漢字の指導
　i　部首についての指導事項
　j　語構成についての指導
　k　他教科へのサービスを意識した指導
　1　国語科以外の教科での漢字の学習指導
質問4　その他の指導
　a　辞書指導（漢禰辞典）
　b　副教科書，ワーーク・ブック
　c　家庭学習
　d　特別に行なっている漢字の学習指導
質問5漢字学習指導に対するあなたのご意見
　a　中学校卒業までに身につけさせたい漢字力は？
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　b　漢字学習指導のあるべき姿について
　c　漢掌学習指導の観点からの小学校への要望事項
4．　調査地域・実施の時期・回収率など
　11）調査地域
　調査は全国的な規模で行ない，その中を
　A　県内の全公立中学校の国語科教員（1学校1名ずつ）に回答を依頼した
　　地域（神奈州。千葉。青森の3県）
　B　教育委員会等を通じて，県内から5～6名（東京は10名ぐらい）の中学
　　校国語科教員の推薦を願いsそこで推薦された人々に隅答を依頼した地域
　　（上記3県と，推薦のなかった埼玉・島根・徳島の3県とを除く40都道府
　　県）
　Aは，悉皆調査に近い形でその地域の漢字学習指導の実態に迫ることをねら
いとした。また，神奈川・千葉・青森の三県の選定についてはs一一・ptの基準と
して過去3か年間め高校進学率を考え，全都道府県を上・中・下の三つにグル
・一 rングした中からそれぞれ選んだ。
　Bは，全国的な状況を把握することを主眼とし，どちらかといえば，国語科
学習指導に熱心である人の漢字学習指導の実態に迫ることをねらった。推薦依
頼のときに，あらかじめ，ある程度このような意味をこめた依頼をしておい
た。
　Aの場合も，Bの場合も質問紙は同一のものを用いたが，圃答内容には両者
の間にいくらかの相違が見られるようである。（便宜上，以後，Aの場合をA
地域，Bの場合をB地域とよぶことにする）こういうわけで，整理・集計はA
．地域・B地域に分けて進めた。
　（2）実施の時期
　調査実施の時期は次のとおりであるσ
　A地域
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　神奈川娯　昭秘1年12月～42年1月
　千葉県　 昭矛P42年2月
　青森県　昭漁42年2月
B地域
　全域同時　昭和42年2月～3月
（3｝回収率
　依頼（発送）部数，回収部数，回収率は次の表のとおりである。
A地域
県名拝送部釧図心鱗陣収率
神奈川1 ，2s　1 ns　1　s2．4e／o
千剰 267　1 i31　1　4g．1青劇 副 188　i　’　61．2??? i 799　i 釧　・4・・
8地域
県　名演購1回癬 県名騰購購1北海副司・i…％12窟螺1・巨1661・％
・適才【・1・！… ・3石川県i6」・1目6・・
・岩手剰・｝・i・… 14勧剰・i・｝83・3
・師馴・161… ・5y梁L6団・誌・宮城馴・1・い… ・6由梨漿　・1・1・蹄
・鵬馴・1・1・…　i・綱尉’61・1・6・1・’
・淋則・i・1・・・…8’岐韓1・いtt　t｝±…6’
・茨城県1・1・一・617・9愛知尉”・巨1　9・・5
・三冠1・1・1・3・・32・滋賀馴・1・is・・
・・鯨訓・31・・1・6・・92・京都府i・1・183・3
・噺溺｛651・3・・322回忌｛・｛・；・5・・、
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23奈良劇・1・1・3・・％
24禰蜆　・158・・
25三重県　・1・・…
26剛劇661・…
27謡扇1・1・1・…
28鳥取県｛・1・1…
29端馴・1・卜…
3◎加県　・！・1・…
・・融県i・1・1…
32香川県i・！・1…
33愛媛劇・1・li…％
・福岡媒・i・li…
・・長崎馴・1・1…
36佐賀県i・1・1・3・・
37大分馴・i・1・3・・
38熊本馴・i・1・3・・
39宮蠕県1・1・1・…
・・蹴島県・1・1・…
　　計　1　2431・・6｝・4・・
　この調査を行なうにあたって，直接回答者として御協力くださった643名の
先生方，ならびに回答者推薦の労をおとりくださった各都道府県教育委員会の
かたがたの御厚意にあつく御礼を申しあげる。
　また，次のかたがたには，種々の蘭で格別のご協力をたまわった。ここにし
るして，心から謝意を表する。（官職名は調査実施当時のもの）
飯塚正入
伊藤秀雄
岩淵寛二
大由正幸
寒川英希
鈴木康之
須藤久幸
葭島均
：戸川昂
青森累教育委員会指導課長
千葉県教育委員会指導課長
青森県指導主事
神奈川県中学校国語教育研究会長
文部省特殊教育課長
東京成徳短期大学専任講師
神奈揖県指導主事
富由県派遣国立国語研究所留学生
千葉県指導主事
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、5．調査事項と結果の概要
　以上，この調査に含めた質問事項と調査の結果について，考察を加えながら
そのあらましを報告する。
　なお，以下の記述の中での数字については，
　①　各質問事項のあとに二つずつ示した数字はいずれも百分率（項臼によっ
　　ては平均値）で，それぞれ，前者はA地域について，後者の（）で示し
　　た数字はB地域についての百分率を表わしている。
　②　項目によっては二つ以上の選択肢に○印がつくものがある。この場合に
　　は，その事項に関するパーセンテージの和が100を越えている。
　③項目によっては，その事項に関するパー・センテージの和が1GGになって
　　よいはずであるのに100に満たないものがある。この場合の差は「無答」
　　による。
．というようになっている。
：質問1　学校の環境と国語科学習指導
　a　あなたの現在の学校の地域環境（二つにまたがっている場合は，その両
　　方を囲む）
　　i．住宅市街18．8（28．　2）　2．商業市街9．　2（17．0）　3．　工業市街4．3
　　（6．8）4。鉱業市街0（1，5）　5．　その他の市街3．　2（6．8）6．小都市
　　7．1（17．5）7．都市近郊農村15．8（17，5）8。普通農村24．7（18．0）
　　9．農山村19．0（14．1）　10．農漁村12．6（17．5）　11．漁村4．1（0．5）
　　12．鉱出0。2（0．5）13．山村3．0（1．9）14．その他2．7（1．9）
　地域類型は14に分けてあるが，これは原則的に，文部省が行なってきた学力
調査の分け方に準じた。しかし，住宅市街とはかくかくしかじかの地域をいう
というような形での定義は行なっていない。そして，回答者の属する学校がど
の地域類型に属すると見るかは，回答者の覇断にゆだねた。このような分類結
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果では，A地域は別として，　B地域については，文部省の学力調査でサンプリ
ングされた地域類型の割合に比べて，都市的傾向がいくらか強いようである。
　b　あなたの現在の学校の全学級数
　　　12．5　（19．8）　学級
　c　あなたの現在の学校の国語科教員数
　　　1．専任者　2．2（3．5）名
　　　2．兼聖者1．7（L7）名
　d　あなたの現在の学校の毛筆習宇担当者
???????国語科教員全員で指導　29．7（23．3）
国語科教員のうちの噌部で指導　43．5（56．　3）
国語科以外の教員が指導　23．8（24，8）
特別の非常勤講師を依頼　1．1（1．9）
校長または校務主任が指導　6．9（2．9）
　e　あなた自身の現在の国語科のうけもち
1霧｝霧繋iiliii；1雛｝一翌ll輪
　bからeまでの回答の結果は上郡のとおりである。　「あなたの現在の学校の
全学級数」を見ると，A地域の平均が12．5学級，　B地域が19．8学級となってい
る。『日本統計年鑓　（昭和42年版）によると，昭和41年5月における日本の
中学校の1校あたりの平均点級数は11．8である。したがってこの面から見た場
合，A地域の平均がほぼ日本の平均に等しいと言える。　B地域はこの点からも
やや都市的性格の強い地域であると判断される。
　dの「あなたの現在の学校の毛筆習字担当者」という項は，毛筆習字が漢字
学習に多少かかわりがあると見て，その指導をだれが担当しているかを聞いた
ものである。その結果は，　「国語科教員金員で指導」するというのが意外に低
く，29．7（23．3）％であった。半面，　「国語科以外の教員が指導」23．8（24，8）
％というのが注目される。また，9校長や校務主任が指導」する場合もあるよう
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である。鰯答結果から判断すると，毛筆習字はく園語科教員のうち得意なもの
が指導することが多いが，校長まで含めて，とにかく得意な者が指導する。場
合によっては特別の非常勤講師を依頼して行なうこともある”ということにな
る。
　f　あなた自身の，その他（e以外）の校務分掌
　国語科教員として国語科の授業を行なうという主たる業務のほかに，どのよ
うな校務を分掌しているかを尋ねたものである。
　結果を見ると，教務主任，学年主任，図書館主任，国語科主任，研究指導主
任，PTA会計係，校内カウンセラー，生活委員会顧問，学校警察連絡協議会
担当……などなど，A・B両地域とも数十種に及ぶ分掌業務があげられてい
る。そしてひとり1業務ということはほとんどなく，だいたいにおいて2～4
種のe以外の校務を分掌しているようである。A地域およびB地域のひとり当
たりの分掌数はそれぞれ2．6（3、　1）である。
質問2　漢字学習指導の方法
　a　教科書による，ふつうの国語の授業における漢字学習指導の過程
　　　教科書による，ふつうの国語の授業における漢字学習指導の過程の例と
　　して，つぎのようなものを考えました，あなたの場合，実際にはこれがど
　　うなっているでしょうか。例にならってお書きください。
　　（例）①　教科書の読みをとおしての正確な音声化㈲
　　　　　，
　　　　　②文章中での文脈的理解㈹
　　　　　，
　　　　　③　摘出しての語句単位での理解⑥
　　　　　，
　　　　　④　分解による文字単位での理解（D）
　　　　　s
　　　　　⑤　応用的，発展的理解と練習㈲
　　　　　．1
　　　　　⑥練習による態度化（F）
　　（記入欄1）
　　　上の例をごらんになって，あなたの場合は，つぎのどれでしょうか。
　　イ　内容順序とも例と同じ　54．7（53．の
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　　m　内容はほぼ同じになるが，順序がちがう　35．7（35．4）
　　　　この場合は，A，　B……の記号で，その順序を下にお書きください。
　　ハ　例とは違った指導過程をとっている　7，8（11．2）
　　　　この場合は，（記入欄2）にお書きください。
　　（記入欄2）
　　　・
　　　i
　　　s
　　　1
　　　g
　　　」
　中学校の漢字指導では，どのような指導過程がとられているのか。各人各様
で類型化がむずかしいものなのか，それとも，おのずとある一定の型ができて
いるものなのか。このような点を知るべくこの質問を設けた。この匿的のため
には，記入者が自分の授業を分析してその結果を自由に書きこむというように
したほうがよかったかもしれない。しかし，そのようにした場合，どの程度の
詳しさで過程を考えればよいあかなど，記入上の混乱が生じるおそれがあるこ
と，また記入結果の分類整理等に関する当方の能力なども考えて，ここではそ
の方法をとらなかった。そして，一つの指導過程を例として示し，記入者の場
合例と同じか違うか，違うとすればどこがどう違うかをはっきりさせていくと
いう方法をとった。
　その結果，例示した指導過程は，A地域，　B地域ともに50％を越える割含で
採られていることがわかった。そしてロの，「内容はほぼ同じになるが，順序
がちがう」というのが両地域とも35％台を示している。したがって，イ，ロを
合わせて考えた場合，いわば，例示した指導過程を原則的に採用している割合
はA地twgO．　40／o　，一B地域88．8％ということになる。
　もっとも，ロの場合，その組み合わせばいろいろであって，一一・SEの傾向性と
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いうものは容易に見いだせない。その中で，比較的まとまりのある組み合わせ
ばA一＞C→D→B吟E→Fである。つまり，　「文章中での文脈的理解」を「摘
出しての語句単位での理解」→「分解による文字単位での理解」のあとに位置
づけたものである。その割合はA地域9．8％，B地域7．8％である。この型を溺
言すれば，薪出語彙，新出漢字などの取り立て的指導を遜読段階の次に位置づ
廿る場合かと思われる。
　あとは，A→C→B→D→£→F（A地域4．3％，　B地域9．2％），　A→D一・
C一・B→E→F（A地域2．7％，B地域2．4％）が多少まとまりを示しているだ
丹で，残りは各種各様である。
　また，ハの「例とは違った指導過程をとっている」というのは，A地域7．8
％，B地域11．2％である。調査票が回収される以蔚の段階の予測では，この欄
に記入されるケースがもっと多くなると思っていたが，事実は予測よりずっと
少なかった。そして，記入された過程のほとんどは，例示したABCDEFの
和のどれかを省いた方式，またはA～Fまでのうちのどれかの内容を多少変え
たもので占められている。その他のものとしては，「単元にはいる前に，主要漢
字について家庭学習として調べさせる」をAの前に位置づけているもの，　「ノ
ート検査」　「テストによる定着度の評価」をFのあとに加えたものなどが見ら
れた。
　以上のような次第で，例示の指導過程，またはそれに近い指導過程をとる場
念が圧倒的に多いということがわかった。しかし，中には，例が示されていた
ために，紀入の際，それに影響されたというケースがあるかもしれない。
　なお，例示した指導過程は，質問紙作成の際薪しく作ったものではなく，
『回護指導法事典』（明治畷書，昭和37年刊）の中ですでに提示されていたものに
．よった。
　b　教科書以外の漢字の取り立て指導
　　1．教科書の読解の場合以外の漢字の学習指導
　　　　教科書の読解の場合に指導する以外に，次のような指導をしているで
　　　しょうか。
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　　　イ　主として教科書で習ったものの練習学習
　　　　（i）　その教材なり，単元なりが終わったところでの練習学習
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75．　7（80．　6）
　　　　（ii）　1週闘に何回かの特別の時間をきめての練：習学習　13．3（13．6＞
　　　　（担）　ある時，まとめて（期末，その他）の練習学習　15．　8（20．4）
　　　ロ　教科書と関係のない，ワーク・ブック，テスト・ブックなどを・ts　D・
　　　　ての練習学習
　　　　（i）　している　54．0（50．0）
　　　　（ii）　していない　39．6（44．2）
　　　ハ　自分で組み立てたり，あるいは，何かの参考書を利用して作ったり・
　　　　の，漢字についての知識や技能を増すための特別なレッスン
　　　　（i）　している　37．8（50．5）
　　　　（ii）　していない　49．9（44．7）
　「取り立て指導」ということばの意昧は一義的でない。ここでは「教科書の
読解の場含以外の指導」という意味で扱った。
　イはr主として教科書で習った漢字の練習学習」をいつ，どんな機会にして
いるかをたずねたものである。そして（i）（ii）（m）は独立した事柄であるので，
（i）を選んだら（ii）（iii）を選ぶことができないというものではない。同一の阿
答者が（i）（i圭）（鐵）の全部に○印をつける場合もありうる性質のものである。
　結果は，（i）の，ある教材なり単元なりが終わったところで漢字の練習学習
を術なうというのが最も多く，A地域75．7％，　B地域80．6％である。この方法1
は，教材なり，単元なりの学習のまとめの一部としての性格があるので，多く
の入に広く実践されているのではないかと思われる。
　ロは，‘‘教科書と関係のない，ワーーク・ブック，テスト・ブックなどで，内容
として漢掌だけのもの，または漢字を含むものを使っているかどうか”をたず
ねたものである。その結果は‘‘使っての練習学習をしている”という反応がA
・B両地域それぞれ54．0％（50．0％）で，半数が使用していることがわかった。
　しかし，この質問は「教科書と関係のない……」であるから，教科書に関係
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，ある（付属したもの）をいれると，この使用率はもっと高くなるはずである。
1昭和38年度に国語硬究所が行なった「中学校国語科学；習指導の実態調査」の結
果によると，「教科書に付属するワーク・ブックを使っている」が，都会（東
、京・横浜）地で35．2％，東：京・横浜を除く全国的地域で54．3％と報告されてい
る。したがって，この比率が42年の段階でもそれほど変わらないものとするな
らば，全国的に見て80～90％ぐらいが，ワーーク・ブック，テスト・ブックなど
を使用しているものと推定される。
　ロは主として市飯されているものによることになるが，ハではさらに突っこ
、んで個人的な努力，くふうによる面をたずねようとした。したがって，質問も
「自分で組み立てたり，あるいは，何かの参考書を利用して作ったりの，漢字
・についての知識や技能を増すための特別なレッスンjというふうにした。
　その結果を見ると，　「している」がA地域37．8％，B地域50．5％となってい
る。B地域では，回答者の半数を越える人々が行なっているのに対し，　A地域
ではその数が4割に満たない。これはおそらく，B地域での回答者が概して漢
’字教育に熱心である人々であるということによるものと思われる。その意味で
ttﾍ，　A地域の37．80／。というのが，全国的な平均値により近いのではないだろう
．か。
　2，テストの時機，ソーース，略字：・翻字の処理
　　イ　漢字のテストは，どういう時機に行なっているでしょうか。
　　　（i）毎週行なっている　20．4（16．5）
　　　（il）　小単元が終わったところで行なっている　43。　o（43．7）
　　　（エ11）単元の終わったところで行なっている　21．5（25．7）
　　　（iv）　その他　25．4（34．5）
　テスト実施の時機は以上のような結果である。このうち（iv）の「その他」の
沖では
　・毎時間（おそらく国語科の春闘という意味であろうと思われる）5分～10
　　分聞の小テストを実施している　6，8（5．8）
　・・朝自習の蒔間に5分～10分の小テストを実施しているLl（5．3）
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などが比較的まとまりのあるものとしてあげられている。また，　「毎月1回ま
「毎脊放課後に」　「毎学期1副……などなど，　「その他」のところではいろ
いろなくふうが見られる。
　n　テストに出す漢字のソース
　　（i）教科書に提出されている漢字の中から　86．7（85．　9）
　　（ii　）　教科書以外の教材の中から　11．　o（9。2）
　　（鐵）　当用漢字の中から　19．9（26，7）
　　（iv）　当用漢掌以外の漢字から　3．7（1．5）
　　（v）　その他　5．3（11．2）
　テストに出す漢宰のソースについて，教科書と教科書以外の教材，当用漢字
と表外漢字という観点で質激した。その他の観点もあり得るとして「その他」
の項を加えておいたが，これは蛇足に近く，回答者を混乱させることになって
しまったようである。　「その他」の欄への回答の大部分は（i）（ii）（逝），こと
に（圭）と（逝）に還元される性質のものであった。しかし，上記の数字にはこの
点の修正をしていない。
　「当用漢宇以外の漢字から」というのが，A忌地で3．7％　B地域で1．5％あ
る。この漢字がどういう漢字なのかはわからないが，入管・地名などに関する
ものが多いのではないかと想像される。
　ハ　答案に，略字・嘱掌体の漢字が出てきた場合の処理はどうしています
　　か。
　　（i）略字（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　（ii）　旧字体（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　「略字」については，　「認めない」　「不可とする」などとだけ言己入された屈
答が少しはあるが，
　　「採点する場合は誤答として処理するが，そのとき，正字を添書するか，
　　あるいは事後に指導するなどしている。」
というのが大部分である。
　また，　「旧無体」の処理についてもほぼ同様で，A・B両地域とも大別し
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て，
　①正答として許容するが，あとで親日字体について説明する。
　②　誤答として処理し，あとで全体指導を行なう。
のいずれかに属する仕方で行なわれている。①と②とは約半々である。なお，
jH字体の処理では①②のほかに，　塔案に泊下馬の漢字が出てきたことがない
（のでなんとも言えない）」　という回答がある。これは割合多く，A地域17名
（8．3％），B地域65名（14．9％）にのぼっている。①②の三舎でも，実際に処理
しなければならないことはめつたにないという注つきのものが多い。このよう
なことから判断すると，現在の中学生でiH字体の漢字を使ったりする者はほと
んどいないと考えてよさそうである。
質問3　漢字学習指導の内容
　a　漢字一字一字の意味の指導
　　　熟語の指導の場合，その語を構成している漢字の一字一字の意味を指導
　　しているでしょうか。
　　1．一字一字の意味の指導が，その語の理解に必要ど判断したとき指導し
　　　ている。　68．0（69．4）
　　2．語としては指導しているが，一字一字の意味にはふれない。6．6（1．9）
　　3、　その熟語が音よみの熟語で，一字一字の意味の指導がその語の理解に
　　　必要と判断したときに指導している。23．6（32．5）
　　4．掲導するかしないかは，その時の事情による。13．3（7．3）
　　5．その他　4。6（8．3）
　漢字一字一宇の意瞭について指導するのは，一般には，語彙指導の必要上か
らである場合が多いのではないかと思われる。そこで，語彙，ことに熟語の指
導の際，どういうときに漢字一字一字が持つ意味にふれているかをたずねたの
がこの質問である。
　b　当用漢字の音額表外の読みの指導
　　　当用漢字の指導で，音訓表に示された以外の読みにふれることがあるで
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　　しょうか。
　　r　ふれたこと恭ある。44．2（69。4）
　　　　あるとすれば，それはどんな漢字の場合でしたか。できれば，それら
　　　の漢字をいくつかお示しください。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　また，その理由としては，どんなことが考えられるでしょうか。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　2．　ふれたことがあるように思う。40．3（20．9）
　　2．　ふれたことはない　14．　2（8．7）
　音訓表外の読みについては，上記のとおりである。　「ふれたことがある」
rふれたことがあるように思う」を合わせると，A・B両地域とも，それぞれ
84．5％（90。3％）という高率を示している。
　このうち「できれば，その漢掌をいくつかお示しください」に対して例示し
てくれた人は，
　　　A地域　174入
　　　B地域　136人
である。これは，「ふれたことがある」と答えた人の，
　　　A地域　174／193　＝90．　2％
　　　B地域　136／143篇95．1％
にあたる。
　例示された文字とふれられた読みについては，両地域とも共通した面がかな
りあるようである。ここでは，B地域での指導例について，表にして示してみ
る。A・B両地域全体のものは（参考）豆を参照されたい。
　　〈注〉①　表中1～129番までの漢字は2人以上が指導し弛字。配列は頻度順。
　　　②　漢字のすぐ右側のかなは，音訓表での読み。
　　　③　右端のかなは，捲導した表外の音や訓。
　　　④　右端空欄は，どのような読みを指導したのかが不明なもの。
　　　⑤　熟字訓と見られるものでも，漢字が単独でしか示されていない揚合はここに
　　　　含めた。
i魚　　　　ギSt　　　　うお
2父ζち
3尊　　　　ソン　　　　たっとい
4当外は
　　　　ニュウ5入　　　　いる
6細越がす
7緒諭
8歓カン
9御職ゴ
10悪軽い
11達タツ
12懐カイ
13私填たくし
14体タイ。テイ
15遣ケン
16燈　トウ
17昇シ・ウ
18鮮セン
！9在ザィ
20厳ゲン●ゴン
21己キ．コ
22緩カン
???（
??
い
???
??????．．???
こ
?? ?
???????
い
??????っ?
だ喝
?
す
?
かつ
???????
??????
い?????
かや
??
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当用漢字音訓表外のよみの指導例（3地域）
33　責塁　キン
33街ガイ
34硬mV
35憩ケイ
36究．キaウ
37渇蕩く
38故コ
39閑臥ン
40奴ド
41塊カイ
42殴オウ
43程テイ
44時とき
　　　　　　　　　　ド23観カン　　みる
鍍傍ボウ　　かたわら
25挙．鞠　　あげる
26幽魂やうち
27脚キ・ク．
28棄キ　　　すてる
29為イ　　　ため
30頭島庭kX　蓼諺．
31就シnウ職誘んずく
　　琳 つつしむ
’kち
かたい
いこう
きわめる
ゆえ
やっこ
かたまり
なぐる
ほど
?
45諭ユ．
46候コウ
47除誌薯く
48空心
49論客あ
5。愛アイ
51永エイ
52翁オウ
53恭キ砂
54美ぢつくい
55傑ケツ
56禍力
57看カン
58慮’）・
59秀シ諒
60華力
61転テン
62勉ベン
63依イ．エ．1．．
64技ギ
65跳．チeウ
66自謡、・ら．
016査
?
?，????? ?
???????????????
い
???
、?，?
い
?????
も
???? ?
ぶ
? ?? ?
???
つ
??????????
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67香詔
os暫．ザン
69致牙：
70樹ジ朔
71漸ゼン
72斉it　f
？3壊カイ
74徐ジ・
75寂trglい
76．Lキ．
77独ドク
78亥ロ　ジbl唇二St
79即ソク
8。垂スイ
81兵ヘイ
82建緩る
83立脳
84園編
s5乙　オツ
8呪葛むキsu　v
87遺イ●ユィ
88伐バツ
89後ゴ●コウ
漢字学響指醇の実態に関する調査
かおる
しばらく
いたす
．き
よ．うやく
．こわす
零もむろ
．セキ．
しるす
ごとし
すなわち
たれる
つわもの
，m．ン
讐ユウ
オン
イツ。オト
　　　　　のこす
　　　　　．きる
　　　　　　あと
のち・うしろ
go崩㌍　　くず樋
91想．ソ．ウ
92囚警ウ　．とらえる
93易＝？’イ　やすい
94奇キ．．
95文プン。モン．．ふみ’ふ
96乾カン　　カ｝．わく
97稚チ　霧㌍
98詠エイ　．、ホ：む
99並　　フ　　演
10。白C乙：ご回しら
101地　チ・ジ　　　．つち
102悦．嬰　　．、よ1こぶ
2。3慶ケづ　　．よろこぶ
104魅ミ　　　ひく
105貢　コウ　　　．みつぐ
106手旨　茜ぴ　　　　ゆびさす
107多占　レツ　　　　はげしい
108酷コク　　むごい
109拡カク　　ひろげる
110女熱融め
111　kli三三為7はえる
　　　　きる・き・なま
112糧リ・v　かて
113宣セン
m括カツ
115処シ．P
116併酵
117部ブ
118亡：ボウ
119遭vg
120唯1イ
121滑カツ
122殺芝巻サイ
123赴フ
124薪．シン
125来認
126験ケン
127后コウ
128巖理　7．ク
129隠1、て．る
のべる
くくる
昂わせる．
ほろびる
あう
なめらか
セツ
おもむく
きたる
㍗めす
きさき
ﾌう
オン
（2入以上）
130亜ア
131扱　あつかう
132印6乱
133宴エン
134憶オク
135奥’s7●オウ．
136下かゲ
　　　　くだ・さげる
137雅ガ
138餓ガ
139怪纏るい、
140’P践　ガ．イ
141タト　享1：ξi；か
142較カク
1．43活カツ
144寛カン
145勧狩める
146愚カン
1．47{カン
148還カン
149環カン
150β危　嘉重いる
151巻蒙
152眼鑑。
153希キ
154擬ギ
155宜ギ
・56却キャク
　　　　　　おろすした・しも・．
なげく
くらべる
わずらう
ガン
ゲン
ンケ
め
かえる
?????????????????
】???
????
????
????
????
????
1
　　　　　　　第5編．
157虐．．晒ク．．しい燗る
158拠キa’コ．よりどころ
　　山 ヤウ
キStウ・ケイ
ギ翼ウ。ゴウ
キvaク・ゴク
グウ
グウ　　　tt・．
クツ
クン
クン　．
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うける
　キン
わざ
168啓ケイ
169検ケン
170研　ケン　　　　とぐ
171顕ケン　　あらわす
172懸ケン・ケ
11槻第われ。うつづ．
　　　　あらわす
17糊．9ずう．。．．うみ
175弧コ
176護ゴ
177康　コウ　　　　やす
178幸罫わ、、さち
179矛し　コウ　　　　あな
かがう
いさお
かおる
もうす
180肯コウ
18i慌コウ
181坑．．．コウ
183谷離
184詐サ
185唆．サ
186裁サイ
187際サイ
188歳サイ’セィ
189捲サク・．’
A
190擦サツ
191惨サン
192産脳．
・93賛．．砂
194視シ
玉95姉撫
196支シ
197tシ．
198止シ
199詞．．己：シ
2eD市ζち
201辞ジ．．
202慈ジ
　　603
うべなう
??
ヤ
さばく．
きわ
とし
さする
うぶ
たたえる
とまる（とめる）　やむ
　　　　　ことば．
　　　　　まち
　　　　　ことば
　　　　　いつくしむ
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：2e3滋ジ
2e4疾シツ
1205赦シャ
206邪ジヤ
』207朱シs
・208首シs
12。9主諭●ス
210守論るス
．211周　シPtウ
・2za出
・213瞬
　　　　シュン
；214盾　ジュン
Q15初シ9
“216諸シm
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シsuツ・スイ
でる・だす
ゆるす
．よζしま
あけ
こうべ
あるじ
もり
いず
　　　　たて
　　　　　　そめる
はじめ・はつ
・はじめて，
　　　　　　もろ
＝217小ζ愚、．ひおさ
’218奨　シnウ　　　すすめる
，219昭シ・・　9
唱220笑蕩害　え
£21掌　シttウ　　　たなごころ
／i222丈ジ・V　たけ
・223殖シ・7
．22喰芝考ぞ蒜はむ
．225辱i　ジblク　　　はずかしめる
226心ととろ
227診シン
228数．スウ
229随ズィ
230口鉾
23王績セキ
232拙セツ
233潜セン
234専セン
235薦eン
????
かず・かぞえる
ズ
ゆうべ
つたない
もっぱら
すすめる
236早賑い（は画さ
　　　　る・はやまる）
237fii］　ソウ　　　　はじめる
238双ソウ
239奏ソウ　　かなでる
240ｼタ
241堕ダ　　おちる
2e怠餐たるなまける
243代篇る（かえる）よしろ
244探翫　さがす
245淡塞彰い　うすい
246炭霧　　す
247弓単　ダン　　　　たま
248男融ナンお
249砿山くれる
250茶チャ
251抽チ砂
252中叢デ
25嘲誌ウ
254聴チ・v
255孫致　チeウ
256夢巳　チロウ
257勅f・ク
258鎮チン
259津つ
26e停テイ
261滴テキ
261点テン
263論証る
264闘59
265到趨れる
266東蒜し
267上脇
268唐トウ
269悼砂
270篤砂
271そ尋　b．2
　　　　凡Q
おそい
あたる
あした
きく
きざし
みことのり
しずめる
ともす
おこる
いたる
あずま
あがる
あつい
うる
272匿＞7
2？3読器’トク
274?競い
275軟ナン
276乳認ち
277寧a’イ
278廃ハイ
279箱はこ
280繁ハン
281絆ハン
282反　ハン・タン
283半ifハン
284碑ヒ
285非ヒ
286微ビ
287病＄9？やまい
288扶フ
289夫義と
290偏ヘン
29i麗　ホウ　　鳳　ゆたか
292紡認ぐ
293木肌ク’モク
294凡ボン
かくす
bウ
むずかしい
やわらかい
ジュ
むしろ
しげる
あぜ
?
いしぶみ
ペイ
フウ
かたよる
とよ
こ
ンハ
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295未　ミ　　　　いまだ
296妙ミ・9　たえ
297矛ム　　ほこ
298娘　むすめ　　　こ
299躍ヤク　　おどる
3。o愉ユ
301遊＄k．　ユ
302融ユウ　　とける
303予ヨ
304抑ヨク　　おさえる
305欲忘するほる
306痴り　　ふむ
3。7陸リク　　くが・おか
308柳る惑
309虜　りva　　　とりこ
310了v　ttウ　おわる
311類ルイ
312例レイ　　たとえ
313虚位
314言霊　ロウ
315楼ロウ
316腕9モ　　かいな
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　表に示したほかに，「明日（あす）」「大入（おとな）」などのように明らかな
熟字訊に類するものなどが23例ほどあるがここではふれない。
　指導された読みが音であるか調であるかというと，表に用いたデータに基づ
いた譜算では，訓が約87％，音が約13％である。つまり，音訓回外の読みの指
導は，大部分が訓読みについての指導である。
　「その理由としてはどんなことが考えられるでしょうか」という問いに対す
る回答として示されたものを類別して，おもなものをあげると次のようにな
・る。
　①語句の意昧の指導めとき訓を使うと便利なので，しぜんと表外点こもふ
　　れる。
　②　現に社会の中で生ざていることばであり，音訓表で狭く規定できないこ
　　とがあるから。
　③文学作品を読む場倉などで，音訓表外の読みが要求されるζと炉あるか
　　ら。
　④地名・虚名などの個有名詞の読みのとき，ふれなければならないことが
　　あるから。
　⑤H常生活上よく目　eqi．こ・れるものは，覚えさせておいたほうがよいと思わ
　　れるから。
　⑥その読み方が，音Sil表で認iPられたものでないことをはっきりさせるた
　　め。
　その他，理由の表現の仕方はいろいろであるが，だいたいは上記の中のどれ
かに含まれそうである。理由としてあげられた事がらは，両地域ともほぼ同じ
である。
　c　取り出して扱う，教科書心隔の漢字
　　　教科書による授業ρ中で，取り出して指導している漢字はどれでしょう
　　か。
　　1．新出漢字の全部　　57。2（49．0）
　　2，新出漢字のうち，生徒にとって抵抗が大きいと思われるもの
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　　　　33．　9　（45．　6）
　　3．既習漢字のうち，習得率の低いもの　　50．8（57．8）
　　4，　その他　　　6．　6（12．6）
　教科書提出漢字のうち，どういうものを取り出して指導するかをたずねたも
のである。回答結果によると，その順位は，
　　A地域　①　新出漢字の全部
　　　　　　②　轟習漢字のうち，習得率の低いもの
　　　　　　③　新出漢掌のうち，生徒にとって抵抗が大きいと思われるもの
　　　　　　④　その他
である。B地域では，この②と①が入れかわって，「既習漢字のうち，生徒に
とって抵抗が大きいと思われるもの」が1位，「新出漢字の全部」が2位とな
っている。両地域の間のこの順位に有意差があるかどうかは別として，共通し
てわかることは，下口漢字や習得率の低い漢字には力を入れて指導していると
いうことである。噺出漢宇のうち，生徒にどって抵抗が大きいと思われるも
の」を見分けることは，それまでの生徒の漢字力についての実態をよくおさえ
ておかなければむずかしいであろう。こういう観点からすれば，これがB地域
において11．70／o高いということは意味のある差であるかもしれない。
　「その他」に聖旨し，具体的に記入してくれたかたは，それぞれ
　　A地域　　32名（神奈州10，千＃，　9，青森13）
　　B地窺　　25名
である。これらについては，分類して傾向性を明らかにできるほどにはまとま
っていないが，参考としていくつかあげると次のようなものである。
　・読解の際の共通のつまずきとなる掌
　・その漢字が，構造的に漢字学翌を進めていくうえにたいせつだと思われる
　　字
　・新出既出にとらわれず，理解させたいと思う璽要漢字
　・H常生活で欠かせないと判断される重要な字
　・筆順のあやまりやすい字
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　・やさしい漢字だが，度忘れしゃすい字
　d　cの場合の音訓の指導
　　　上士，cの場合，音訓についてはどうなっているでしょうか。
　　1．教科書の文脈での読みだけを指導している。　　5，3（1．9）
　　2．教科書の文脈での読みが音だけである場合，なるべくその漢字の訓
　　　（それがあれば）も指導するようにしている。　　82．6（92．3）
　　3．教科書の読みが詞だけの場合，なるべくその漢字の音（それがあれば）
　　　も指導するようにしている。　　66．6（83．0）
　　4．教科書の文脈での読みが訓であれば，音にふれることはほとんどな
　　　｝Ne　1・4　（O・　5）
　　5．その他　　8．0（7．8）
教科書提出の漢字を取り出して指導する際の音訓の取り扱いについての質間
である。質問者の予想としては，1の「教科書の文脈での読みだけを指導して
いる」という回答がもっと多くなるのではないかと思っていたが，これは完全
にはずれた。回答の結果からすれば，教科書での文脈が音であっても調であっ
ても，その字のもつ音訓については相当の高率で指導されているということに
なる。これは前述の表妙音訊の指導などとも関係があるものと思われる。
　e　筆順の指導
　　　筆順について，なにか指導しなければならないようなことがあったでし
　　ようか。
　　1．　あった　　79．6（87．9）
　　　　あったとすれば，それは筆順のどういう点についてでしょうか。なる
　　　べく具体的にお示しください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　2．　なかった　　17．8（1L7）
筆順指導に関して，33年度指導要領では，小学校第1学年～第3学年までの
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「書くこと」の指導事項の中で，
　1学年「文字の形に注意し，筆順に従って書くこと」
　2学年「文字の形や筆順に注意して正しく書くこと」
　3学年「文字の組立方の基本に注意して，形を整えて書くこと」
と規定しているだけで，他の学年で特にとりあげた部分はない。したがって，
筆順については，小学校3学年までにその基本を身につけさせることをねらっ
ていたと解される。
　しかし，現実にはなかなか簡単にはいかず，中学校段階でも指導の手を加え
る必要があるということをしばしば耳にする。こういうところがら，中学校段
階における筆順指導では，小学校とは多少質的に異なった指導がなされている
のではないか，それはなにかというねらいでこの質問を設けた。したがって質
問の内容も，「あったとすれば，それは筆順のどういう点についてでしょうか」
というものにした。
　結果は，指導の必要があったというのがA地域79．6％，B地域87．9％という
高率を示している。そして具体例については，回答の内容を，
　・　漢字そのもの
　・　部首および部首に類するもの
　・　かたかな・ひらがな
の三つに分けることができる。「門」のように，独立した文字としても，部首
としても使われるものがあるが，このような場合は「漢字そのもの」の中にふ
くめて扱うことにして，次にその内容を示してみる。
　①漢字そのもの（A・B両地域とも相当数にのぼるので，5人以上によっ
　　　て指摘された旧例について掲げる）
A地域
必飛右左馬有方女癖酪医耳九衆門学母国感人
60　41　33　23　20　10　9　9　8　7　6　6　6　6　5　5　5　’T 5
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B地域
必飛島左馬国辱門女方九国国有四人
82　82　48　37　20　15　13　9　9　8　6　5　5　5　5
②　部首および部首に類するもの
A地域
坐…｝る飛jt＿口佳MMiTXNβ夢』走盤L哉争；斧欝
人
15　14　13　13　12　IO　10　5　　　5　　2　　2　　　2　　　1　　　1　　1　　1　1　　1　　1
???
B地域
佳’bるEI　LMMpaネtl墜小〔｝食呂虫冠βザ入
le　10　75322211111111111
用勺黄呂垂
1　1　1　1　ユ
③かたかな・ひらがな
A地域
シツイカヲもよかけせぬはむめらわ人
B地域
??．?????????ー???
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　以上のとおりである。漢字として示したもの，部首および部首に類するもの
として示したもの，ともに共通したものが多い。中学段階で指導の必要のある
筆順のだいたいが冤渡せる。部首関係の筆順では，部首内部の順序が問題にな
る場含と，しと走のように，部分としてのまとまり全体が，他の部分に対して
先に書かれるかあとに書かれるかという場合とがあるだろう。しかしその内訳
についてはわからない。
　かたかな・ひらがなについての例が出てくるとは予測しなかった。しかし結
：果はごらんのとおりとなった。この調査全体が漢字指導についてのことである
からという岡三に立って，かたかな・ひらがなに闘しては詑入されなかったか
たがこのほかにあると思われる。したがって，実際の指導例はここにあげた数
よりもかなり多いはずだと推察される。
f　作文の中での漢字指導
　作文の中で漢字を指導しているでしょうか。
1．事後処理として，誤字・誤用などの漢字を訂正して返している。
　　87．　4　（85．　3）
　　（i）　かならず　　30．o（21．8）
　　（i圭）　だいたい　　42．1（41．7）
　　（懲）　その時の事情による　　15．3（21，8）
2．知っている漢字は，なるべく多く使って書くように指導している
　　46．9　（50．　0）
3。漢字を使うときは，たしかに知っている字を使うように指導している
　　12．　6　（9．　2）
4．書くときに辞書を使わせて，自儒のない字は確かめてから書くように
　指導し『ている　　31．1（＄8．3）
5．書く意欲をそぐので，作文での漢字指導はなるべくしないことにして
　いる。　7．8（8．3）
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　　6．　その他　　6。6（24．3）
　生徒が，習得した漢字を実際に使用する重要な場の一つが作文である。作文
の作業のどこで指導するのが多いか，それはどういう手だてによってなされる
のかなどについてたずねてみた。結果を見ると，事後処理の段階で，誤字・誤罵
などを訂正して返すというのが最も多い。その中には，「その時の事情による」
と答えた入が15．3％（21．8％）あるが」「かならず」と答えた入が30．0％（21．8，
％）もおり，大勢からみて9捌に近い人が，事後における漢字指導を行なって
いるといえる。2と3とは，作文での漢字使用の態度指導に近いものであろ
が，「知っている漢字は，なるべく多く使って書くように指導している」人は，
A・B両地域とも約50％である。3が12．60／o（9．2％）と低い数字であること
は事柄の内容からみて自然な姿であろうかと思う。4の作業中に辞書を使わせ一
て字を確かめてから書くように指導しているというのは割合に高く，31．1％、
（38．3％）である。これは5のf書く意欲をそぐので……」7．8％（8．3％）とい
う低い数字と対応していると受けとれる。総じて，作文における漢字振導は，
事後処理を中心としてかなり行なわれているといえよう。
　「その他」の欄への反応が：B地域において24％と割合に高い数字を示してい・
る。その内容を冤ていくと，だいたいつぎのようなものである。
　①　下書きの際は内容に重点をおいて，文字については大まかに扱い，推敲
　　・清書の段階で意識的に2と4の指導をしている。
　②　事後処理として，生徒の相互に訂正させている。
　③作文に子供のいつわらない実態が出てくる。いい指導の資料なので，ブ甲
　　リン5にして渡してやる。
　以上のようなもので，反応の大部分（約7割ぐらい）は①またはそれに類す
るもので占められている。
　なお，今圏は作文燕数については調べなかったが，丁丁39年春（1月～2月〉
に国語研究所国語教育研究室が行なった「中学校国語科学習指導の実態調査」
の結果によると，作文を書かせる回数は丁丁5～6回である。現時点では，い・
くらかこれよりも多くなっている可能性はあるが，だいたいは嗣じぐらいと思tt
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われる。
　9　漢字使用の態度化の指導
　　　ふだん，漢字を正しく書くよう，その態度化について，どんな指導をし
　　ていますか。
　　1．書くときは正しい漢字を書くよう心がけさせている。　46，7（43．2）
　　2。字画をきちんと書くよう指導している。　3L6（42．7）
　　3．漢和辞典・国語辞典等をおっくうがらずにひいてみる習慣をつけるよ
　　　うに指導している。　59．0（64．　6）
　　4．　自信のない字は，知っている入に聞くなり，辞書でひくなり，なるぺ
　　　く確かめてから書くように振漉している。　22．7（27．7）
　　5．　ノート検査によって，正しく書くことの態度化をはかっている。
　　　　41．　0　（41．　3）
　　6．その他　　7。6（13．1）
　漢字使用についての態度化の指導では，「漢漁辞典・国語辞典等をおっくうが
らずにひく習慣をつける」というのが最も多く，59．0％（64，6％）である。こ
の数字が示すことを裏返してみると，辞典使用の習慣はなかなかつかないもの
であるということを物語っているように思われる。ノート検査については，質
問では，どの程度の検査かを何も規定していない。したがって寄せられた圓答
についても，検査の質的な面はわからないが，A・B両地域とも，4割強の入
によって，漢字を正しく書く態度化の観点で検査が行なわれていることがわか
った。
　h　部首の知識を利用した指導
　　　部首の知識を利用した漢字の指導をなさっているでしょうか。
　　1．　した　　83．7（89．3）
　　2．　しなかった　　14。4（9．7）
　i　撞着についての指導
　　　部首についてなにか指導をなさったでしょうか。
　　ユ．　まとめて行なっていないが，必要に応じてふれてきた。61．1（54．9）
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　　2．　漢和辞典を利用して指導：してきた。　35．0（39．8）
　　3．生徒の自発学習にまかせてきた。　4．1（2．4）
　　4．　その他　6．9（16．5）
　「部首の知識を利用した……」と質問したが，「部首の知識の利用」について
厳密に規定したわけではない。広い意味で，漢字の部分の名称・機能・類型な
どに関する知識を利用した指導をしてきたどうかという内容として質問したつ
もりである。「しなかった」という回答は14．4％（9．7％）である。だいたいに
おいて，8割～9割の方が指導をしていることがわかった。
　iの部首そのものについての指導では，「ある蒋期にまとめて指導した」とい
う選択肢を設けなかった。これは，そのようなことがあるとしても，きわめで
まれであろうという想定によったためであるが，「ある時期にまとめて」（たと
えば，教科書の単元にあったので）実施したような例が見られる。これらの場
含は，反応としては「その他」の欄に含まれている。
　部首についての指導の項で，指導することがなかったというのは，3の「生
徒の自発学習にまかせてきた」という項匿への反応だけであると判断できる。
したがって，両地域とも95％を越える群々によって，なんらかの形で捲導がな
されているといえる。
　1　熟語の語構成についての指導
　　　熟語の語構成（たとえば，登山・下山　春雨・春風　先端。道路……な
　　どの語の中に見られる構成上の共通点や相違点）についての指導はどうな
　　さっているでしょうか。
　　1．計画的に指導している。　5．5（18．　9）
　　2。必要に応じて，そのときどきに指導してきた。　89。2（77．2）
　　3．　それにはふれない。　3．0（0．5）
　　4．　その他　　4．3（13．6）
　熟語の語構成，つまり熟語のでき方，作り方についての指導の衝についての
質問である。質問の内容と結果は上詑のとおりである。
　「計画的に指導している」というのは，現在の教科書のたてまえからして困
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難な面が多いと思われるので，少ない数字になるだろうと予測していた。たし
かに，予瀾のとおりであるが，それでもB地域では18．9％が計爾的に指導して
いると反応している。「必要に応じて，そのときどきに……」が圧倒的多数で
89．　2％（77．2％）を占めている。そして「それにはふれない」は3．0％（0．5％）
の小さな数字であるにすぎない。これらのことは，熟語の語構成に関する指導
の必要性と，現に行なっている指導の形態をはっきりと示しているものである
といえよう。
　なお，rその他」の欄への記入者がB地域で割合に多く13．6％あるが，これ
らの内容はだいたい次のようなものである。
　　①　必要に応じてプリントし，練習問題形式で指導してきた。
　　②　3年時に計画的に実施の予定
　　③　教科書の単元の中に組み込まれているので，そこでふれた。
　　④特別のテキストを用意して指導してきた。
　　⑥辞典のひき方の指導と関連づけて指導してきた。
　k　他教科へのサービスを意識した指導
　　　他教科へのサービス（たとえば「この漢字は理科の用語に使われる字だ
　　からよく教えておいてやろう」というようなこと）として指導したりする
　　ことがありますか。
　　1，　サービスを意識して指導したことがありエ1．2（20．9），その対象はおも
　　　に　　　科　　　科である。
　　2。その事実はあるが，特にどの教科ということはない。　43．5（44．7）
　　3．他教科へのサービスを意識して指導したことはない。　43．　9（32．5）
　　4．　その他・3．7（5．3）
　国語科は基礎教科であるのだから，本質的に他教科へのサービスとしての性
格を持っているのである，という見方がなり立つ。、2と3とで全反応の大部分
を占めているということは，これを物語っているのかもしれない。しかし一
：方，国語科で提出される漢字やその使われた形と他教科のそれとはおのずから
違いが出てくることは事実である。また，1の他教科における漢字指導と表裏
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をなすという面もある。こういう意昧で，サービスを意識するとすれば，特に
どの教科に向けられるかを把握したかった。
　「サービスを意識して指導したこと溝ある」と答えた人はA地域11．2％，B
地域21．5％である。教科の内訳は次のとおりである。
　　　A地域　　　　　　　　　　　B地域
社会科 4446．9％
理　　科 4244．5
数学科 6 6．4
保健体育科 1 L1
技術家庭科 1 L1
社会科
理　　科
数学科
全教科
音楽科
保健体育科
36　146．10／o
35
2
3
1
1
　質問紙には，二教科ずつ記入できるように欄を設けておいた。したがって，
サービスを意識して指導した教科の上位二教科ずつの詑入が原則として行なわ
れたことになる。上表は，そこで指摘された数と，その数の合計を100とした
場合の百分率とを示したものである。
　この表からすぐわかるように，サーービスを意識して指導される教科は，社会
科と理科の二教科が他を引き離して多い。そして三位には数学科があげられる
が，前二教科に比べると非常に少ない。
　1　他教科における漢掌の学習指導
　　　あなたの学校の国語科以外の教科で，漢字の学習指導が行なわれている
　　でしょうか。
　　1．指導しているということを他教科の人などから聞いたこと（見たこ
　　　と）がある。（　　　科　　　＄＃・）　　28．8（40．　3）
　　2．　指導しているかどうかわからない。　　22．2（14．6）
　　3．　指導していないらしい。　37．8（34．　0）
　　4．その他　　9．　4（14．1）
　この事項は，内容的にkの裏返しになる。しかし，kの場合とは違って，他
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教科でのことであるから，回答者にとっては闘接的な問題である。質問紙への
圃答としては，聞いたり（見たり）したことがある場合，二教科まで書けるよ
うにしておいた。その結果をkにならってしるすと次のとおりである。
　　　A地域　　　　　　　　　　　B地域
社会科
理　　科
技術家庭科
保健体育科
美術科
学級活動
日　　記
ノー　ト
分野の指
定のなか
ったもの
49．10／0
32．　8
1．6
L6
0．　8
0．　8
0．　8
0．　8
社会科
理　　科
数学科
美術科
莫語科
音楽科
道徳科
保健体育科
学級活動
H　　記
分野の指
定のなか
ったもの
71
31
5
4
2
2
2
1
2
1
3
57．40／0
25．　0
4．　0
3．　2
L6
1．6
1．　6
0．　8
L6
0．　8
2．　4
　これを見ると，いわゆる教科目以外のものも含まれていて，kの場合よりも
幅広い分野にわたっている。しかし，この場合も，主役は社会科と理科の二教
科となっている。k・1を通じてまずわかることは，サービスをする場合も，
される場合も，主たる対象教科は社会科と理科とであるということである。
　「指導しているかどうかわからない」という回答を全部「指導しているらし
い」と考えたとしても，なお37。8（34．G）はr指i尊していないらしい」と判定
されている。
　漢字指導の問題として，国語科と他教科との関連をどうつければよいのか，
どうあるのが最もよいのか，これをどう処理し，解決するかは今後の課題とし
て残されている。
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　質問4　その他の指導
　a　辞書指導（漢和辞典について）
　　1．使い方についての指導
　　　　あなたは，今年度になってから，漢和辞典の使い方について指導され
　　　たでしょうか。
　　　イ　指導した。　60．6（64．6）
　　　　　その学年は？
　　　　　　1年螢三　　　　46．2　（38。3）
　　　　　　2年生　　12．8（ユ8．4）
　　　　　　3年生　　11．0（18．0）
　　　ロ　指導の必要を認めているが，まだやっていない。　7．8（3．9）
　　　ハ　使用の仕方について生徒がすでに知っていたので，指導の必要がな
　　　　カ〉つた0　　　　26．8　（26．2）
　　　二　その他　　5．7（5。3）
　「中学校国語科学習指導の実態調査」（昭和38年度実施，前出）で見ると，
公立中学校における辞典使用の環境は，生徒持参約50％，学校備えつけ約5G％
となっている。したがって，教室で使用させる場合，両者を併用すれば（国語
辞典，漢和辞典を含む）ひとり一懸ずつ使：えることになる。
　しかし，このときの調査では，どのように使われているかまではわからなか
った。そこで，今回は辞典使用の指導という観点で，特に漢和辞典について調
べたわけである。
　その結果は上記のとおりで，「指導した」という回答者が，A・B両地域と
も6割強である。これに，「指導の必要を認めているがまだやっていない」を加
えると，A地域68．4％，　B地域68。5％となり，両地域とも，ほぼ7割の人が指
導の必要を認めていることになる。
　なお，脂表した」と答えた人について，その対象学年は何年であったかを
たずねた。この結果は前記イのとおりである。この場合，対象学年について，
ひとりで二つ，または三つにまたがって回答されたかたがある（当然起こり得
　　　　　　　　　　　　　　　　第5編漢字学i警指導の実態に関する調査　619
ることであるが）ので，この数字の合計は，「指導した」というところで示し
た数字を少し上まわっている。
　「使用の仕方について生徒がすでに知っていたので，指導の必要がなかっ
た」という回答溺26．8％（26．2％）ある。この項に園評したかたは，だいたい・
において，2年生，3年生の担当者が多い。このことは，「その他」の欄への
園答の中で，最もまとまりのあるのが，爾地域とも「1年時に指導することに、
している。現在は2（3＞年生担当なので指導しなかった」であるのと符合する。
「その他」の欄への回答で，次に多いのは，　「1年のときやっているはずであ
るが，不慣れな生徒に対しては，そのつど個別的に指導している■である。
　これらのことから総合的に判断すると，中学校における漢和辞典の使い方の
指導については，　fl年時に金玉に対して指導し，定着しない者にはその後も
個別的に指導していく」というのが現在における一般的なありかたであると見．
られる。
　　2．漢和辞典を利用した授業
　　　　漢和辞典を利用した授業をなさっているでしょうか。
　　　イ　してきた。　　52．2（60．7）
　　　　　その場合，どんなふうに利用されましたか。（ ）
　　　ロ　してこなかった　　35．7（26．7）
　　　ハ　その他　　9．8（8．3）
　海面辞典を積極的に授業に取り入れたことがあるかないか。あるとすれば，
それはどう利用されたかについて質問した。
　その結果は「してきた」という回答がA地域52．2％，B地域60．7％であっ、、
た。そして，その場合どんなふうに利用されたかを自由に書き込んでもらっ
た。それを分類したのが次の表である。回答の中には，　「してきた」とだけ答
えて，その具体的内容を記入していない場合，ひとりで数項目にわって内容を
記述している場合などがある。
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　　　　　　　　　　　　漢寂辞典を利用した授業
A地域 B 計地利　馬　の　内容 一網醗 域 A十@B?
一
A1（漢字の読み，意味の指導のため）
、 A 王．漏出漢字の読みや三昧を調べる 3 1023 945 8．2??
? 2。漢字の読みを調べる 7 6 912346．2?
題 3．漢掌の1字1字の意味を調べる 5 4 7 2238 7．0?? ??
A2（熟語，語構成等の詣導のため）?
の 1．熟語（語句）の意味を調べる 12 10 19 216211．3?? ??
a　熟語つくb 2 1 5 6 14 2．6?
a　熟語の語構成の理解 2 10 12 2．2
の 4　類義語・反対語等の理解 1 2 2 9 14 2．6
A3（漢字の構造等の指導のため）
1。漢字の構造，字形，字体等の理解を深める 4 3 2 10 19 3．5
2。部首・画数・音訓等の理解 10 9 18 31 6812．4
（それによる辞書のひき方練習）
計　　　　1 目 f 306
?…
B B1（辞典のひき方の理解と訓練等のため）??
1．　ひき方そのものの指導に利用 2 7 9 1．7
理 2．　目的の字を早くひく訓練 5 2 6 5 18 3．3???
3．　教科書教材にある辞書に関する単光の扱 12 11 11245810．6? いで（だいたい1年時）
訓 B2（辞典使用の態度化のため）??
1。辞典使用の習墳づけのため 2 4 6 1．1
???
計 9116．7
二 C1（学習活動の領域など）
、 C 1．読解指導の際 2 2 2 61．1??
利 2．　作文，短文づくりの際 2 1 3 2 8 1．5
の
?
a　漢文指導の際 1 4 5 0．9?? ??
C2（利用の疇期）?
1。授業中 6 6 7 9 28 5．1??
2．　自習の際 1 3 7 11 2．0?? 3．必要に応じて 2 3 1 6 1．1
計　　　　1 目
?164｝1・・
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?、???
?????D1（だれの辞典を使うか）P．図書叢に備えつけの辞典をクラス全員に
@　貸し出して利用
c2（その他）
P．　A～D1以外のもろもろ
????23
U2
4．2
P1．4
1 11　　目・司…
合　　　　　　計　　目∫115461・・
　　（注）百分率はA・B両地域で書かれた：事項の総数（546）を10Gとして計回して
　　　　　ある。
　自由認入の欄への質問を「どんなふうに利用されましたか」という，多少あ
いまいな問い方にしたためか，言己入された内容は多岐にわたった。分類にあた
って，便宜的ではあるが，
　・利用目的に関するもの
　・利用の場に関するもの
　・その他
に大別してみた。「利用欝的」をさらにf問題解決のため」「辞典理解・使用訓、
練等のため」という，いわば，内容的な霞的と形式的な目的に分けて扱った。
　問題解決という内容的な目的のために利用される場合が全体の56％を占めて
いるが，「ひき方そのものの指導」「辞典使用の習慣づけのため」といった形式
的な事がらの指導のための利用が16．7％ある。
　このことは，ハの「使用の仕方について生徒がすでに知っていたので指導の
必要がなかった」26．8（26．2）という数字に照らして，中学段階でも，漢和辞
典使用の能力や習慣を生徒につけるのは容易でないことを物語っているようで
ある。
　　3．漢＄P辞典の使わせ方
　　　　漢和辞典を生徒にどのように使わせていますか。
　　　イ　授業中自由に使わせている。　57．0（51．5）
　　　ロ　休み時間や放課後などに使わせている。　7．6（8．7）
　　　ノ・家で予習，復習のときに使わせている。　56．1（67．5）
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　　　二　その他　12．1（13．1）
　漢和辞典を生徒にどのように使わせているかという見出しであるが，選択肢
としては，主として，いつ，どこで使わせているかに重点をおいた質問となっ
ている。その結果は，「授業中自由に」r家で予習，復習のときに」というのが
A・B両地域とも高く，50％を越える割合となっている。このうち，「授業中
自由に」というのは，強制はしなくても指導者の管理のもとに置かれていて実
行されやすいとみられる。しかし，「家で予習，復習のときに」というのは，生
一徒の自主性に任されることになるので，指導のたてまえと結果の保証とは別問
懸となる。
　　「休み時間や放課後に」については，管理しての場合と，自由にの場合との
爾方を含んでいるが，これは割合に低く，8～9％であった。
　　「その他」の欄に回答されたかたは，A地域12．1％，　B地域13．1％でほぼ岡
率であった。これらの中には「ほとんど使わせていない」　「国語辞典をおもに
使わせているjその他など種々の内容のものがまざつている。それらの中で最：
もまとまりの高い反応は，
　・学校で授業中必要な場合に使わせる
である。これはA・B両地域とも共通的で，　「その他」の欄に記入したものの
約40％にあたる。したがって全体からみれば，約5％が「授業中必要な場合に
使わせる」を選んだことになる。
　b　副教科書，ワーク・ブック
　　1．漢字学習中心のものの使用
　　　　漢字中心の副教科書，ワーク・ブックなどを使わせていますか。
　　　イ　使わてせいる。　39．1（37．4）
　　　u　使わせていない。　54．7（55．3）
　　2．漢字学習を含むものの使用
　　　　漢字学習を含む副教科書，ワーク・ブックなどを使わせていますか。
　　　イ　使：わせている。　42．3（48．1）
　　　ロ　使わせていない。　43．9（37．9）
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　最近は，特別に学校で作成したもの，郡・市などの地域ぐるみで作成したも
の，市販のものなど漢字中心のワーク・ブックが出されるようになってきた。
また，従前のような，漢字学習を部分として含んでいる副教科書，ワーク・ブ
ックの類もある。これらがどの程度使：用されているかをたずねてみた。
　その結果をA地域から見ていくと，「使わせている」という回答は，
　　漢字中心のもの　　39．エ％
　　漢字学響をふくむもの　　42．3％
となっている。したがって，「漢字学習を含むもの」の使用率のほうが，3．2％
ほど高いことになる。そして，とにかく模字学習に関係ある”ものの使用と
いう観点では，81．4％が使わぜていることになる。
　B地域のほうは
　　　漢字中心のもの　　　　37．4％
　　　漢字学習を含むもの　48．1％
で，こちらは「漢字を含むものjを使わせる率が約10％ほど高くなっている。
この計は85．5ケ日なって，A地域よりもわずかに（4，3％）高い。
　ただし，ここでの二三の仕方が「使わせているか・いないか」ということな
ので，生徒が自主的に使っている分については含まれていないことになる。
　この点について，参考までに38年度の調査（「中学校国語科学習指導の実態
調査」）の結果を示してみる。このときは，「あなたの受け持ちの生徒は，現在
家庭で国語の参考書やワーク・ブックのようなものを使って勉強しているでし
ょうか」という問いに対して，
　　1．　しているらしい　　　（84．　7％　86．7％）
　　　　その金員に対する比率（20．2％　48．4％）
　　2，　ほとんどない　　（15．3％　13．3％）
　　　　（）内の数字の前者は都市部，後者は農村部。
という回答を得た。
　この結果を今回の調査結果と照らし合わぜて見ると，ほとんどすべての中学
生が、副教科書，ワーク・ブック，参考書に類ものするを持っているという推
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論がなりたつ。しかし，その生徒たちが，どのように実際に使って役立ててい
るのかについてははっきりしない。
　c　家庭学習
　　1，，宿題としての漢字の学習指導
　　　　漢字学習を宿題として家でやらせていますか。
　　　イ　やらせている　　　82．4（91．　3）
　　　ロ　やらせていない　　16．9（6．3）
　　2．宿題としての漢字学習指導の内容
　　　　やらせている場合，それは主として漢字学習のどういうことについて
　　　ですか。
　　　イ　書きの練習　　41．6（46．6）
　　　ロ　難語句の読みや意味を調べる一環として　　51．3（61．7）
　　　ノ・　その他　　11．2（22．3）
　宿題として家でやらせる漢字学習は両地域ともほとんどが行なっていると見
てよいだろう。宿題の内容は，‘‘難語句の読みや意味を調べる一環として”が
高い数字を示している。ここでの具体的なことがらとしては，単語やその構成
要素としての漢字の読みや意味を調べる仕事ということになるだろう。
　次が喝豪きの練習”である。しかし，この回答からは，中学生に課する漢字
の書きの練習として，どういう具体的作業となっているかは不明である。
　「その他」への回答がA地域11．2％，B地域22．3％ある。　A地域：B地域≒
1：2で，B地域が倍近く高くな「っているが，内容的にさほど違いはない。新
出漢字の読みや意味について調べさせるというのが比較的多いほかは，特にこ
れという内容的なまとまりはない。そして，この欄への記入の特徴は，漢字に
関してほとんど全部の領域の作業がとりあげられているということだといえそ
うである。
　d　特別に行なっている漢字の学習指導
　　　漢字の学習指導上，なにか特別に行なっていることカミあるでしょうか。
　　ありましたら，それをお書きください。
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　この質問では，、
　1．先生個入として
　2．学校または地域として
の二つの観点から，それぞれどのようなくふうがなされているかをたずねた。
　その結果を見ると，A地域よりもB地域のほうがやや回答率が高く，内容の
広がりも多かった。そこで，ここでは，B地域における回答のおもなものをあ
げてだいたいの傾向を示すことにする。
　エ．先生個人として
　　①　テスト，ドリルの実施（朝自習，国語の時間，放課後，補欠授業等を
　　　利用して）
　　②指導のための，各種の調査，研：究，研修
　　③一字一一・・字についての字源的，解字的指導
　　④語句ノートによる指導
　　⑤熟語の語構成についての指導
　2．学校または地域として
　　①テストの定期的な実施
　　②朝の自習時を利用したドリル学習
　　③進級式の漢字力検定制度の採用
　　④　市販または自作の漢字練習帳の使用
　　⑤　指導のための，各種の調査，研究，研修
　以上，まとまりのあるもの5項目ずつあげてみた。このうち，　「学校または
地域として」のほうは，学校としてなのか，地域としてなのか，その区別が明
白ではない。しかし，記述の内容からみて，学校としてやっているというのが
大部分を占めていると思われる。
質問5漢字学習指導に対するあなたのご意見
a　中学校卒業までに身につけさせたい漢字力は？
　1．別表外嶺用漢字（969字）について
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　　　イ　読み，書きともに完全に身につけさせたい。　46．5（43．2）
　　　ロ　読みだけは完全に身につけさせたい。　49．2（51．0）
　　　ハ　その他　　4．3（5．8）
　この質問に関して上詑のような反応があった。別表外当用漢字については，
卒業までに，その読みだけは完全に身につけさせたいと考えている入と，読み
・書きともに完全に身につけさせたいと考えている入とに大別される。イに反
応した割合よりもロに反応した割合が大きいということは，読み・書きともに
完金にマスターさせるということが容易ではないということを物語っているよ
うである。
　「その他」の欄への回答には，
　・読む漢字，書く漢字と整理して，それによって，読み・書きを身につけさ
　　せたい（B地域）
　・読みは完全に身につけさせるようにし，書きでは必要度の高いものは身に
　　つけさせたい（B地域）
　・当用漢掌の中にも使用度の少ない漢字がある。それを除く漢字は，読み書
　　きともに身につけさせたい（A地域）
　・当然イであるべきだが，現状としてはロ（A地域）
　などによって代表されるような意見が示されている。
　　2．　当用漢宇外の漢字について
　　　イ　ルビつきで出してあればよい。特に指導する必要はない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45．　8　（54．　4）
　　　ロ　必要のある漢字については指導しなければならない。45．1（36．4）
　　　　　　〔だいたい　　字ぐらい〕
　　　ハ　その他　　3．9（10．2）
　ここでは，表外字の指導について質問した。質問内容はかなりあらいもので
あるが，意見のだいたいの傾向をつかむことをねらった。
　「ルビつきで出してあればよい……」という意見がA地域45。8％，B地域
54。4％である。B地域がA地域に比べて8．6％ほど高くなっているが，とにか
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く、全体的に概数で把握すれば約50％の人がこの意発であると見られる。
　「必要のある漢宰については……」という質問についてはA地域45．1％，B
地域36．4％であった。イ，uの結果を照合すると，表外寧の指導に関してはB
地域に此ぺてA地域のほうがいくぶん積極的であるということになる。
　Uでは，その場合，指導の対象となる漢字はおよそ何字ぐらいであると考え
ているかを続けて質問した。この質聞にこたえて字数を謁入してくれたかたは，
A繊66名・B地域39名であ・た・そして・あげられた@A繊1蹴話説均はA繊の66名については289・2字・B繊w蜘8。。．1、鱒
の39名については211．2宇である。また，あげられた字
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最低字数　10字　　字
数の最商および最低は右の表のとおりである。　　　　　　　　　　i　．
　実際に指導するという観点，また話語国字問題的な観点などからは，どれど
れの字がその対象となるかまで明らかに知る必要がある。しかし，この調査で
はそこまではわからない。
　b　漢字学習指導のあるべき姿について
　漢字学習指導のあるべき姿について，あなたはどうお考えでしょうか。400
字以内ぐらいでお書きください。
　漢字指導のあるべき姿という観点で，上記のような質問をした。これに対し
て，延べで約1000の意見が示された。これらのうち，漢字指導と必ずしも結び
つかないものを除いた956項について分類したのが次ページの表である。
　この結果では，「漢宰指導の場に関する意見（233）」「一字一字の指導の原則
に関する意見（160）」「練習学習に関する意見（122）」の三分野が員だってい
る。
　意見は多岐にわたっているので，一定方向の結論を求めることはむずかしい
が，一字一字の指導をもっとだいじにすべきだということ，単語指導との関連
において取り扱うことに留意すべきだということ，漢字指導の体系についても
っと考えるべきだということ，これらの点については，かなり共通的に出てい
るように受けとれる。
　練習学習については，その効果の大きいこと，もっと重視すべきだとする意
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見など，かなりのまとまりを示している。それは，そのとおりだと思われるがPt
「練習学：習の方法をもっとくふうすべきだ」という意見とも照らし合わせて受
けとるべきだろう。
　また，数はそう多くはないが，両地域からほぼ一様に出ているもののひとつ
に「漢字指導には全教科の協力がぜひ必要」というのがある。これは，正確に
はr全教科の教員の……」という意味と受けとるべきものであろう。そして，
「国語科の者としてはぜひそうありたいと思う。しかし，実現はなかなかむず
かしい」という問題のように思われる。
　その他，これらの意見には，問題の所在を指摘しているもの，解決の方向を
示唆しているものなどが含まれている。
　次表はその一覧表である。
漢字学習指導のあるべき姿についての意見一覧表
A 地 域 B地域
1．漢字指
　導の金般
　にかかわ
　る意見
　　（計67）
?????
??????
??
?? （a
醗契）廣，、葵）唐88奏）k，，s，f．入）（40県206入）
合　計
（643人）
①　漢字指導をも 入 ? 人 ? 人 ? 人 ? 人 ? 人 ?
つと体系化すべ 8 6 9 235．3 2110．2 446．8
きだ
②　漢字指導をも
つと強化すべき 6 2 3 112．5 125．8 233．6
だ
①　各字の形・音 E
・義をおさえた
椏ｱが必要だ
4 9 23 3『＆24521．8 8112．6
②　表意文字とし
ての性格をふま 王2 8 11 317．1 157．3 467．2
えた携導が必要
③　訓よみをおさ
えた指導を重視 3 2 5 1ユ 115．3 162．5すべきだ
④筆順をもっと
@しっかり指導す
??? 2 4 7
L6｛
6 2．9 132．0
べきだ 1
⑤　点画について
うるさく書わな 4 1．9 4 0．6
いようにしたい
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1　漢字指
ｱの場に
ﾖする意
ｩ（計233）
・　ヒ①．鶴藷騰蕪　　　　　　語構成の指導等　　　　　　を通じての指導　　　　　　をもっとすべき　　　　　　だ
7 12 21 409．2
???
115．5
????
i11．2
5
?）??? ??（????②
2 25 32i　7．31　171　8．3
　｝
　ミ4gi　7．6
③読書軽目導を通
論鷺欝・
　べきだ
6 16 261　5．91　91　4．4，1　35i　5．4
　　　　　　　　　十
5
?????????，?④
7 12 241　5．5
71　3．41　311　4．s
⑤　取り立てて行
　なう漢字指導を　　2
　もっとすべきだ
2 12 16［　3．7」　91　4．4
25㌧鰯??
4．練習学
　習に関す
　る意見
　（計122、
2
????? ??????⑥
1 4 71　L6i　31　1．　5110 　1．6
　1
　E
⑦いろんな機会
　をとらえて指導1　4
　すべきだ
1 1 6i　1．41　li　O．51［　71　1．1
③　国語科では毎
@時聞（5分でも
@3分でも、指導　すべきだ 1 1 2 0．5 2 1．0 4α6
①　ドリル学習の
　効果はブ（きt、，　　　　　　　　　12もっと重視すべ
　きだ
23 26 6×14．01　191　9．21
　ミ　i
80 12．4
3
，，?
???????っ? ?②
6 91　2．　ll　81　3．　9il　172． 6
③　ワーク・ブツ
　クの使用が必要　　3
　だ
3 3
gl　2．　II　7i　3．411　161　2．　s
　　　　　　　　i
??????
5．
④　練習学習の方
@法をもっとくふ
@うすべきだ
?
1 1 0．2 8 3．9 ／M
①既習漢字使用
　の徹麿i化をはか
　る必要がある 8 Z1 19i　4．3i　41　1．911　231　3．6
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3．　120121　5．88巨。8233
②　H常生活の中
　でもっと漢字を
　使用できるよう
　にさせたい
③　漢寧を正確に
　使蝕することの
　態度化の指尊が
　必要だ
3 2 5 1．　1 125．8 172．　61
①辞書使用の習慣の養成にもつ
@とカを入れるべ
@きだ
3 5 16 245．5 15。，?
3g旨1
②辞書の引き方
@に習熟させるべ
@きだ
1 1 3 5 1．1
，｝??
29i　4．56［　2．923i　5．31157
???????? ????
16i　P“．　59i　4．471　L6232
ビをつける
して，もつ
字を提出し
ぬ
1111．74ほ，971　L63
?
????…????????
掴「・5e　1．11?3
?????，??? ??，?????
めればよい
と書けるま
v求する漢 3 2 5 1．1 1 0．5 6 0．9
分離が必要
字提出をも
計颪的・体 5 2．4 5 0．8
にすべきだ
⑤読　漢字
　でを
　字の
⑥漢
　つと
　系的
41　O．6141　O．931
41　O．641　O．912?
⑦漢字提出は，
　もっとくりかえ
　し出すことが必
　要だ
⑧教材：量が多す
　ぎる
3i　O．53i　1．5
⑨　中学校での必
　須漢字を制定す
　べきだ
（計60）
6．辞書指
　導に関す
　る意見
　　（計44）
7．教育課
　程などに
　関する意
　見
　　（欝90）
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????????⑩
1 2 31　O．7 31　O．5
18．正書法
　などに瀾
　する意見
　　（計40）
①　当用漢字の再
@検討が必要だ
?
4 8
　　13。，i｝211．81　｛二L31
3．3
②　字体・筆順・
@送りがなの統一
@をはかれ
3 4 7塵 　1T．8 3．0
9・導肇講③全野誉翻，
　た，他瓠　ぜひ必要だ
8 01
??????? ?
2－3・H・・
7 8 14 296．6 3215．5161P 9．5
（計61）
11．小学校
@との関連　について
@の意見
@　（計17）
①　漢字指導に，
@小，中の一貫瞳　をもっと持たせ
@るべきだ
6 1 4 112．5 6 2．9 172．6
12．捲導法①　学習のつまず 1????? ?? きの原因を探究
して，それを撫　　3
導に活用すべき
だ
4 5 121　2．7i　51　2．411　171　2．6
c　漢字学習指導の観点からの小学校への要望
漢字学習指導の観点から，小学校に要望したいことがありましたら，簡
単にお書きください。
この質問に対しては，無記入の回答者が両地域に何入かずつはあったが，概
して回答率はよかった。中にはひとりで数項にわたる要望を示されたかたもあ
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り，要望事項は延べで，A地域529項，　B地域328項，計857項濤にわたって
いる。
　これを分類整理したのが次表「小学校への要望一覧表である。
　全体を通じて，小学校への要望として最も多かったのは，漢字指導の内容・
方法に直接的に関係したものであり，その中でも，「筆順指導を徹底的にやっ
てほしい」という意見が目だつ（A地域37．1％，B地域47．6％，全体では40。4
％）。その次には，「教育漢字の読み・書きを完全に身につけさせてほしい」，
という意見であった（A地域16．9％，B地域21．8％，全体で18．5％）。
　その他，比較的まとまりのあるものとしては，「漢宇の書きの指導をもっと
じゅう分に」（金属で7．6％），「漢宇指導をもっと徹底してやってほしい」　（全
体で6．4％）などがある。
　また，教育課程に関するものとして，「小学校段階（特に低学年で）もっと漢
字を提出してもよい」という意見がまとまりを見せている。
小学校への要豊一覧表
A 地 域
黙契）1舌，渕喜88奏）k、，菰）
B地域　合　言
ll。6昊）（643人）
1．　漢字捲①　漢字指導をも　人　％　人　％　入　％　人　％　人　％　入　％
　導一般に　つと徹底してや
5aするも・てほしい　・　・4　3　24i　5．…　8．3・・6．・
（計41）
3　漢字指
@導の内容
@方法に関
①　筆順指導を徹
@底的にやってほ　しい 36 50 76 16237．19847．626040．4
するもの
i計656）
②教育漢字の読
@み・書きを完金　に 15 25 3婆 7416．94521．811918．5
③　漢字の書きの
指奪をもっとじ 6 6 エ2 245．5 2512．1 497．6
ゆうぶんに
④配当漢字はそ
の学年で習得さ 3 9 7 194．3 157．3 345．3
せよ
⑤　一字一字の意
昧をもっと捲導 4 5 10 194．3 136．3 325．◎
してほしい
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⑥音翻両面をお
　さえた鮨滋をも　　2
　つと
6 10 181　4．II　81　3．911　261　4．0
⑦漢字使用の習　慣イt。態度イヒ4
⑧部首について
　の振導をもっと
　しっかり
⑨　　熟語。語句ま旨
　導に関連づけた
　指導をもっと
⑩漢字の構成に
　ついての知識を
　与えてほしい
1
6
2
10
3
6
4
6 204．6 6 2．9『・・
14 184．1 7 3．4 253．9
3 153．4 104．9 253．9
7 133．0 エ0 4．9 233．6
⑪　練習学習をも
　つと計画的に　　　1 3 7
121　2．sl　sl　2．41　261　2．s
3．辞書振
　導に關す
　るもの
　　（計29）
⑫　正しく読むカ
　をもっとつけて　　1
　ほしい
3 3 71　1．61　41　Lgil　111　L　7
⑬　漢字の表意性
に基づいた指導 6 2．9 6 0．9
をもっと
⑭送りがなの指
導をもっとしつ 2 20．5 2 1．0 4 0．6
かり
1
???
，???
???? ????
①
1 2 41　O．91　71　3．411　lll　1．7
1
??????????②
3 5 91　2．II　41　1．91［　131　2．0
③　辞書の利用の
　しかたをじゆう　　1
　ぶんに
2 3i　O．71　2R．　Oli　51　O．8
????????4 ③　書写：に漢字指
　導の意味をもつ
　ともたせよ 5 4 91　2．ll　3i　1．511　121　1．9
5藝霧韓繹、
　　（計9）
6 91　2．1 91　L4
6．　籔育課①　小学校6年ま
　程に関す　　でにもつと提出　　　　　　　　　　　　　　　2　るもの　　してよい
　　（計42）
1 6 91　2．11　61　2．911　151　2．3
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②　低学年のうち
@にもつと提患し
@てよい
6 ? 1 81．86 2．9
??｝????
③別表外当用漢
@字をもっと学習　　2
@させよ
2i
4 0．9 5 2．4??L4
④縷灘銅 2 4 0．9 i・0．6
7．国語科
@の時間数
@に関する
@もの
@　（諏1）
①　国語科の時間
@数をふやし，漢
@字指導にもっと
@時間をかけるべ
@きだ
2 2 3 7 1．6 4L9
｝??
1．7
＆難①字晶晶
　関するも　　　　　　　　　　2
　の
　　（計25）
2 1 51　1．1 51　O．8i
9．指導者③効果的な指導
　の側の問　法の開発が必要　　3
　題に関す
　るもの
　　（計23）
1 5 91　2．1
si　2．4，1　141　2．　21
1
??????? ????②
2 1 41　O．91　51　2．491．墨　　1
10．その他
　　（計29） 7 9 3 19i　4．31　104．　911　291　4．　51
1
合 計 ユ26 271 23ユ 529 328857
1
（参　　考）1
漢字学習指導の実態に関する質問紙調査
（調査票）
昭和41年12月
国立国語硬究所国語教育研究室
ま　え　が　き
a　この調査には，学校の代表としてではなく，国語科教員のひとりという立
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場でお答えください。
b　この調査は，内容を事実と意見とに分けると，どちらかといえば，事実を
主にした調査です。ご意見を記入していただくために設けた欄以外のところ
　は「こうしてきた」「こうしている」「こうなっている」というような事実に、
　ついて，だいたい今年度になってからのことを中心にしてこ詑入願います。
c　項目によって，先生おひとりについての事項と，学校全体に関する事項と
　があります。
d　答え方は，だいたい，該当する項思を○で囲み（質問によっては該当する
　項目が二つ以上になることがあります），さらに，たりないと思われること
　があったら，それぞれ適宜書き込んでいただくようになっています。
質問の内容
質問1　学校の環境と三越科学習指導
a　あなたの現在の学校の地域環境（二つにまたがっている場合は，その両
　方をかこむ）
L　住宅市街　2．商業市街　3．工業市街　4．鉱業市街　5．　その侮．
　の市街　6、　小都市　7．　都市近郊農村　8．　普通農村　9．　農山村
10．農漁村　11．漁村　12．鉱出　13．山村　14．その他
b　あなたの現在の学校の全学級数
。　あなたの現在の学校の園語科教員数
d
?????【?
1．　専任者　　名　2．　兼任者　　名
あなたの現在の学校の毛筆二二は
国語科教員全員で指導
国語科教員のうちの一部で指導
国語科以外の教員が指導
特別の非常勤講師を依頼
校長または校務主任が摺導
e　あなた自身の現在の国語科の受持ち
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　1年忌　　　学級　　　名
　2年生　　　学級　　　名　　総時間数………週
　3年生　　　学級　　　名
f　あなた自身の，その他（e以外）の校務分掌（
蒔間
）
餐問2　漢字学習指導の方法
　a　教科書による，ふつうの国語の授業における漢字学習指導の過程
　　　教科書による，ふつうの国語の授業における漢字学習指導の過程の例と
　　して，次のようなものを考えました。あなたの場合，実際にはこれがどう
　　なっているでしょうか。例にならってお書きください。
　　　　　①　教科書の読みをとおしての正確な音声化（A）
　　　　　．1
　　　　　②文章中での文脈的理解（B）
　　　　　vl
　　　　　③摘出しての語句単位での理解（C）
　　〈例）↓
　　　　　④分解による文字単位での理解（D）
　　　　　．1
　　　　　⑤　応用的，発展的理解と練習（E）
　　　　　．1
　　　　　⑥練習による態度化（F）
　　（記入欄　1）
　　上の例をごらんになって，あなたの場合は，次のどれでしょうか。
　　イ　内容，順序とも例と同じ
　　u　内容はほぼ同じになるが，順序が違う（この場合は，A・B……の記
　　　号でその順序を下にお書きください。）（
ハ　例とは違った指導過程をとっている。
　〔この場合は（記入欄　2）にお書きください〕
）
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（?
（?
（?
（?（?
（?
（
??? ?????????（? ? ）
）
）
）
）
）
b　教科書以外の漢字の取り立て指導
1．教科書の読解の場合に指導する以外に，次のような指導をしているで
　　しょうか。
　　イ　主として教科書で習ったものの練習学習
　　　（i）　その教材なり，単元なりが終わったところでの練習学習
　　　（il）　1週問に何回かの特別の時間をきめての練習学習
　　　（iii）　ある時まとめて（期末，その他）の練習学習
　　n　教科書と関係のない，ワーク・ブック，テスト・ブックなどを使っ
　　　ての練習学習
　　　（i）　している　　　　（ii）　していない
　　ハ　自分で組み立てたり，あるいは，何かの参考書を利用して作ったりS
　　　の，漢字についての知識や技能を増すための特別なレッスン
　　　（i）　している　　　　（圭i）　していない
　2．　テスト
　　イ　漢字のテストは，どういう時機に行なっているでしょうか。
　　　（i）毎週行なっている。
　　　（ii）小単元が終わったところで行なっている。
　　　（撫）　単元の終わったところで行なっている。
　　　（iv）　その他
　　ロ　テスFに出す漢掌のソース
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　（i）
　（i圭）
　（難）　当用漢字の中から
　（iv）　当用漢字以外の漢字から
　（v）その他
ノ、
　すか。
　（i）略字
漢宇目轡指潔の実態に嘱する調査
教科書に捷出されている漢字の中から
教科書以外の教材の中から
答案に，略字・旧字体の漢字が出てきた場合の処理はどうしていま
（
（ii）　i目字体の字（ ）
質問3漢掌学習指導の内容
a　熟語の撫導の場合，その藷を構成している漢字の一宇一字の意味を指導
　しているでしょうか。
L　一字一字の意味の指導が，その藷の理解に必要と判断したとき指導し
ている◎
2．語としては指導しているが，一・ge一字の意味にはふれない。
3．その熟語が音読みの熟語で，一字一字の意昧の指導がその語の理解に
必要と判断したときに指導しでいる。
4．指導するかしないかは，その時の事情による。
5．　その他
：．b　当用漢字の指導で，音瀞陵に示された以外の読みにふれることがあるで
　しょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　1．　ふれたことカミある。
　　　あるとすれば，それはどんな漢字の場合でしたか。できれば，それら
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の漢字をいくつかお示しください。 ）
また，その理由としては，どんなことが考えられるでしょうか。）
　2．　ふれたことがあるように思う。
　3．　ふれたことはない。
¢　教科書による授業の中で，取り出して指導している漢字はどれでしょう
　か。
　1．新出素面の全部
　2．新出漢字のうち，生徒にとって抵抗が大きいと思われるもの
　3，概習漢字のうち，習得率の低いもの
　4．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
，d　上記。の指導の場合，音訓についてはどうなっているでしょうか。
　1．教科書の文脈での読みだけを指導している。
　2．教科書の文脈での読みが音だけであるばあい，なるべくその漢字の訓
　　（それがあれば）も指導するようにしている。
　3．教科書の文脈での読みが訓だけの場合，なるべくその漢字の音（それ
　　があれば）も指導するようにしている。
　4．教科書の文脈での読みが訓であれば，音にふれることはほとんどな
　　い。
　5．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・e　筆順について，なにか指導しなければならないようなことがあったでし
　ようか。
　1．　あった。
　　　　あったとすれば，それは筆順のどういう点についてでしょうか。な
640　第5編漢字学習指導の実態に関する調査
　　　るべく具体的にお示しください。（ ）
2．　なかった。
f　作文の中で漢字を指導しているでしょうか。
1．事後処理として，誤字・誤用などの漢字を訂正して返している。
　　（i）　かならず　　（ii）　だいたい　　（滋）　その時の事情による
2．知っている漢字は，なるべく多く使って書くように指導している。
3．漢字を使：うときは，たしかに知っている字を使うように指導してい
　　る。
4．　自信のない字は，知っている人に聞くなり，辞書で引くなり，なるべ
　　く確かめてから書くように抵導している。
5．　ノート検査によって，正しく書くことの態度化を図っている。
6．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
h　部首の知識を利用した漢字の指導をなさっているでしょうか。
　1．　した。
　2．　しなかった。
i　部首についてなにか指導をなさったでしょうか。
　L　まとめては行なってはいないが，必要に応じてふれてきた。
　2．漢和辞典を利用して指導してきた。
　3．生徒の自発学習にまかせてきた。
　4．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
」　熟語の語構成（たとえば，登山・下山，春雨・春風先端・道路……な
　どの語の中に見られる構成上の共通点や相異点）についての指導はどうな
　さっているでしょうか。
　1．計画的に指導している。
　2．必要に応じて，そのときどきに指導してきた。
　3．　それにはふれていない。
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　　4．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　k　他教耕へのサービス（たとえば，「この漢字は理科の用語に使われる字
　　だからよく教えておいてやろう」というようなこと）として指導したりす
　　ることがありますか。
　　1．サービスを意識して指導したことがあり，その対象はおもに　　　科
　　　　　科である。
　　2．　その事実はあるが，特にどの教科ということはない。
　　3．他教科へのサーービスを意識して指導したことはない。
　　4．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　i　あなたの学校の国藷科以外の教科で，漢宇の学習指導が行なわれている
　　でしょうか。
　　1．指導しているということを他教科の人などから聞いたこと（見たこ
　　　と）がある（科科）
　　2．　指導しているかどうかわからない。
　　3．　指導していないらしい。
　　4．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
質問4　その他の指導
　a辞書指導（漢私辞典について）
　　1．あなたは，今年度になってから，漢和辞典の使い方について指導され
　　　たでしょうか。
　　　イ　指導した（その学年は　1年生，2年生，3年生）
　　　ロ　指導の必要を認めているがまだやっていない。
　　　ハ　使用の仕方については，生徒がすでに知っていたので指導の必要が
　　　　なかった。
　　　＝　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　2．漢和辞典を利用した授業をなさっているでしょうか。
　　　イ　してきた。
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　　　　その場合，どんなふうに利用されましたか。（
　　ロ　してこなかった
　ハ　その他（
3．漢和辞典を生徒にどのように使わせていますか。
　　イ　授業男心由に使わせている。
　　ロ　休み時間や放課後などに使わせている。
　ハ　家で予習・復習のときに使わせている。
　　二　その他（
も　副教科書，ワーク・ブック
）
）
）
1．漢字学習中心の副教科書，ワーク・ブックなどを使わせていますか。
　　イ　使わせている
　　ロ　使わせていない
2．漢字学習を含む副教科書，ワーク・ブックなどを使わせていますか。
　　イ　使わせている
　　ロ　使わせていない
。　家庭学習
1．漢字学習を宿題として家でやらせていますか。
　　イ　やらせている（月に　　回ぐらい）
　　ロ　やらせていない。
2。やらせている場合，それは主として漢字学習のどういうことについて
　ですか。
　　イ　書きの練習
　　m　難語旬の読みや意味を調べる一環として
　ハ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3．特別に行なっている漢字の学習指導
　　漢字の学習指導上，なにか特別に行なっていることがあるでしょう
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か。ありましたら，それをお書きください。
イ　先生個人として（
ロ　学校，または地域として（
質問5漢字学習指導に対するあなたのご意見
　a　中学校卒業までに，身につけさせたい漢字力は？
　　1．別表外当用漢字（969字）について
　　　イ　読み，書きともに完全に身につけさせたい。
　　　n　読みだけは完全に身につけさせたい。
　　　ハ　その他（
　　2．　当用漢字外の漢字について
　　　イ
　　　ロ
　　　　　　　字ぐらい）
　　　ハ　その他（
）
）
）
ルビつきで出してあればよい。特に指導する必要はない。
必要のある漢字については指導しなければならない。　（だいたい
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
b　漢字学習指導のあるべき姿について，あなたはどうお薦えでしょうか。
　400字以内ぐらいでお書きください。（ ）
C　漢字学習指導の観点から，小学校に要望したいことがありましたら，簡
　単にお書きください。（ ）
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◎　回答者の氏名・所属など（1，2，5については，さしつかえなかった
　らお書きください）
　1．　氏名　　　　　　　　　2．　年齢
　3．　学校名　　　県　　　市・郡　　　中学校
　4．教職経験年数　　　　年（うち中学校　　年）
　5．　何かの硬究団体に所属している場合，
　　その所属団体名 ）
（参　　考）　■
当用漢字の音訓表外のよみについての指導
　漢字学習揚導の実態に関する質問紙調査質問3－bに「当用漢字の指導で，
音訓表に示された以外の読みにふれることがあるでしょうか」という質問があ
る。これに対して「ふれたことがある」と答え，かつ例示してくれた漢字とその
読みをA・B両地域について一覧できるようにしたのがこの表〈表1，表2＞
である。
　表中の数字は頻度数を示し、○印は，音調表以外の読みにふれたことまでは
わかっているが，どういう読みについてなのかがわかっていないことを示す。
　〈表1＞は一字一字についての読みの指導の場合の例であり，〈表2＞は．
いわゆる熱字翻としての指導の例である。
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＜表1＞一字一掌の読み
A　　　地　　　域
B　地域 神奈川【千引青　森
?
?????????????????????
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A　　　地　　　域
B　地　域 神奈ノ唄千葉 青　　森 計
????????????
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?
? ?
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A　　　地　　　域
B　地域 神奈川1千剰青　森 計
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A　　　地　　　域
B　地域 神奈川 千　　葉 青　　　森
二
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棄串
記キ
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A 地　　域B地域神奈川千葉青
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A　　　地　　　域
B　地域 神奈川千葉青　森
?
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A　　　地　　　域
B　地域 神奈川注剰青　森
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A　　地　　　域B　地域 神奈廻 千　　葉 青　　森
計
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A　　　地　　　域
B　地　域 神奈川千剰青　森 計
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B　地域
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A　　地　　　域B　地域 神奈翔 千　　葉 青　　森
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教科書における漢字の出現状況
　　　　に関する研究
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1．調査の目的
　中学生が漢字を習得する要因も，小学生の揚合と基本的に異なるものではな
い。学校で先生にならうほかに，家庭で両親や兄・姉たちに教えられることも
あるであろうし，本やテレビをとおして自分でおぼえることもあるにちがいな
い。そのほか，町で見かける看板や標識，それに，家族や親戚や知人・友入の
名とか住所とかに使われている漢字をいつのまにか詑減したりすることも考え
られる。また，そのときにおぼえなくても，のちに学んだおりに，そういった
経験がその漢字の習得に役だつこともあるかもしれない。中学生になれば，そ
の行動範囲がいっそう広がるので，思いもよらない習得経路をとるケースがま
すますふえてきて，習得過程がそれだけ複雑になる。しかも，習得は1つの要
悶によってきまるというよりも，実際には，習得を可能にするいくつかの因子
がたがいにかかわりあって作用していることが多いであろう。その因子の組合
わせも，またその力関係も，それぞれに異なるであろう。こういつた外的な条
件のほかに，それをうけとめる人間の側の問題もある。内的な条件，たとえば，
綱人的な経験とか性質とか知能とかも，いろいろな度あいではたらくであろ
う。また画数が多いか少ないか，偏秀冠脚への分解が容易かどうか，類意の異
字や，形の酷似した二字などが多いかどうか，あるいは，点があるかどうか，
つきぬけるかどうか，はねるかとめるかなど，字形のとりやすさの程度といっ
た，漢字そのものの側の条件も，ある揚合には強く，ある晶晶には弱く，’ K得
の難易にひびくであろう。習得を規定する条件には，大きくわければ，以上の
3つの面がある，と考えられる。すなわち，1つは，漢字そのものの条件，1
つは入聞の側の条件，もう1つは，その爾者の接触の条件である。
　とはいえ，漢字を意識的にとりあげる国語科はもちろん，その他の教科にお
いても，ともかく教科書をとおしての経験が，漢字習得のかなりの部分をしめ
ることも確かである。そして，常識的には，もっとも強い因子であると考えら
れる。また，上にあげた諸要因のうちでは，他がいちじるしく個人差があるこ
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とを考えあわせると，もっとも集団的にとらえやすく，比較的，調査の容易な
因子であると推測される。
　そういう意味から，ここでは，中学生の漢字習得に関する調査および研究の
一一ﾂとして，翌得状況の追跡調査の対象となった生徒たちが使用した教科書に
おける漢字出現の状況を調べ，読み書きテストの成績との連関を示すことによ
り，その習得要因の考察に1つの参考資料を提出しようとするものである。し
たがって，上にあげた習得を規定する条件の3つの面のうちの3番め，すなわ
ち，漢字と人聞との接触の条件の一部に関係することとなる。
2．調査結果の意義と限界
　この調査は，あくまで習得要因の1つをさぐるためのものであり，けっして，
中学校の教科書における漢字使用状況の一般的な実態をおさえようとしたもの
ではないし，各教科書における漢字提出の問題点を指摘することによってその
改善をはかるものでもない。まして，一つの理想をうちだそうとする姿i勢など
はまったくなかった。このことを開記しておく。「提出状況」とも「使用状況」
ともせずに，「出現状況」としたのも，この調査の目的と方法からみて，調査内
容をできるだけ忠実に表現しようとしたからにほかならない。「提出という
語が，なにかを教えるために人の前にさしだすことだとすれば，「漢宇提出」
といえるのは，国語教科書の本文の揚合ぐらいのものであると考えたのであ
る。また，r使用」という語は，「提出」ほど目的意識があらわではないにして
も，多分に意識的であることにかわりはない。しかし，この調査では，国語以
外の教科書にもわたるし，また，いわゆる本文にかぎらず，説明図や年表，そ
れに参考資料や表紙をも調査範囲としたので，r意識」が問題とならない「出現
状況」としたわけである。
　調査旨的からいって，この結果から，中学校の教科薔における漢字IEi現状況
の一般的傾向を知るためには，次の諸点で適性を欠くと考えられる。
①被調査者である8人が用いた教科書に限ったこと，しかもその8人が岡一
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　校の同一学年の生徒であることのために，調査の対象となった教科書の種類
　が少ない。
②8人の被調査者の在学中に，ほとんどの教科において，使用教科書の採用
　に変更があったので，調査対象となった教科書に，資料としての系統性がな
　い。
③教育漢宇のうち，被調査者のほとんど全員が中学入学時のテストで読み書
　きともに正しく答えた漢字については，小学校時代に習得できたと考えられ
　るので，中学校時代の習得要因の探索には無意妹と判断し，今贋は調査しな
　かったことから，個入的な結果にもとづいて選択された字種をあつかい，一
　般的には問題の多い字種を対象からはずした危険もないとはいいきれない。
　ただし，上のような点をわりびけば，厳密にではないまでも，一般的状況の
おおよその傾向をつかむことはできる，ということにもなるであろう。
3．調査の資料
　まず，追跡調査の対象になった8人置生徒が，中学校在学中にどういう漢字
をどのように学んだか’≠唐驍ｽめにもつとも重要だと推測される国語の教科書
を詳細に調べる必要がある。そこで，8人の被調査者が使用した次の3冊をと
りあげた。
　　r中等国論』1年用（三省堂・昭和38年齢）
　　r中等国語』2年用（三省堂・昭和38年版）
　　『中等国語』〈薪訂版＞3年用（三省堂・昭和41年版）
　また，いっぽうで，もう少し広く考え，8入の被調査者が中学校在学中にど
ういう漢字にどういう形で接したかの一一・“SCを知るために，他教科，すなわち国
藷以外の教科書についても調べることが必要である。そこで，被調査巻の8入
が使用した次の8教科29冊の教科書をもとりあげることにした。
　数学：5冊
　　『中学数学』〈数量編＞1年用（教育出版・昭和39年版）
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　『中学数学』〈図形編＞1年用（教育出版・昭和39年版）
　賦中学数学2〈数量編＞2年用（教育出版・紹和39年版）
　r中学数学』〈図形編＞2年用（教育出版・昭和39年版）
　鐸中学新数学』3年用（啓林館・昭顧41年版）
社会：5聡
　『中学社会』1年用〈地理〉上（三省堂・昭和39年版）
　r中学社会』1年用〈地理〉下（三省堂・昭和39年版）
　『中学社会』2年用〈歴史〉上（三省堂・昭和39年版）
　『中学三会』2年用〈歴吏〉下（三省堂・昭和39年版）
　『中学社会』3年用（日本書籍・昭和41年版）
理科：3研
　『中学校理科』1年用（大H本図書・昭和39年版）
　『中学校理科』2年用（大N本図書・昭和39年版）
　r新しい科学』3年用（東京書籍・昭頽41年版）
英語：3冊
　‘NEW　PRINCE　READERS’1年用（丁丁堂。昭和38年版）
　‘NEW　PRINCE　READERS’2年用（三下堂・昭和38年版）
　‘THE　JUNIOR　CROWN　ENGLISH　COURSE’3年C用（三省堂・昭
　和42年版）
音楽：3冊
　『中学音楽』1年用（教育芸術社・昭和38年版）
　『中学音楽』2年用（教育芸術裡・昭和38年版）
　『中学生の音楽』3年用（音楽之友社・昭和40年版）
美術：3冊
　r中学校美術』1年用（学校図書・三顧39年版）
　『中学校美術』2年用（学校図書・昭和39年版）
　『美術』3年用（fl本文教出版。照和41年版）
技術・家庭：6冊
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　　r技術・家庭』〈男子用＞1年用（実教出版・昭融39年目）
　　『技術。家庭』〈男子用＞2年用（実教出版・昭和39年版）
　　r技術・家庭』〈男子用＞3年用（開隆堂・昭和41年版）
　　『技術・家庭』〈女子用＞1年用（実教出版・昭和39年版）
　　『技術・家庭』〈女子用＞2年用（実教出版・昭和39年版）
　　r技術・家庭壌〈女子用＞3年用（学研書籍・昭和妊年版）
　保健体育・1冊
　　r中学保健体育』1～3年用（大修館・昭和39年版）
　以上の9教科32冊のなかには，被調査者である8入の生徒の使用時期と，す
なわち，1年用が昭和39年，2年用が昭和40年，3年用が昭和41年と，それぞ
れくいちがう年度の版もいくつかふくまれているが，被調査者の租にふれたも
のと内容面での違いはまったくない。また，後述するように，奥付は調査範囲
からはずしたので，発行年度のくいちがいが調査の対象をゆがめるという問題
は残らないはずである。
4．調査の範囲
｛1）調査の対象とした漢寧の範囲
　出現する全漢字をとりあげることは，労力の醐係でむりなので，対象が中学
生であることを考え，教育漢字外当用漢字を中心にし，これに表外字を加え
る，という範囲を予定したのであるがゴ教育漢字についても，小学校卒業時ま
でに習得しきれないのが現状だから調査の要ありとの声があったので，テスト
結果から問題のありそうな漢字や高議を，漢字との接触という点でもっとも重
要な教科と思われる国語の教科書について調べることにした。したがって，ほ
とんどの生徒が正しく読み書きできたものはあつかっていない。rほとんどの
生徒が正しく読み書きできた」という判定には次の規準をもうけた。
　中学入学時（4～7月）のテスト（ただし，てちがいでテス：5もれになった
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いくつかについては，翌年の2～3月におこなった2回羅のテスト）において，
被調査者8人のうち7人以上が正しく書けた漢字について，7入以上が正しく
読めた字音や宇訓を調査対象から除外する。
　ここで7入以上としたのは，1人ならまったく個人的な事情でまちがえたと
も考えられるが，2人以上がまちがえた場合には二二のある誤りであると推測
したからである。また，読み書きともに7入以上が正答，という条件なので，
読むほうと書くほうとのどちらかに問題のある漢字や音訓は，すべて調査対象
として残ることになる。具体的にいうと，「化」は7入が正しく書け，ギカj
「ケ」「ばけるjという2音1訓のどれも7人以上が正しく読めたので，習得
したと判定し，その漢字については，仮に音訓表外の特殊な用法で出現したと
しても，いっさい調査しなかった。しかし，「経」は7入が正しく書け，rキョ
ゥ」も「ケイ」も7入以上が正しく読めたが，「へる」という字訓は当初2入
しか正しく読めなかったので，「キョウ」および「ケイ」と読む罵例だけを捨
て，その他の用法はすべて対象にとることにした。したがって，「へる」はも
ちろん，音油鼠に認められていない「義経」の「つね」などの用例も拾うこと
になった。また，「再jは，字音の「サイ」も字訓の「ふたたび」もともに7
入が正しく読めたが，書くほうで誤った者が4人あったので，「サイ」「ふたた
び」をふくむすぺての用法を調査の対象とした。逆に，正しく書けるのにどの
音訓も正しく読めないというケースはほとんどなかったが，もしあれば，もち
ろん全用法について調査することにした。このほか，「型」のように「かた」
は全員正しく読めたが「ケイ」は2入誤り，書くほうでも2人以上誤ったもの
と，「派」のように読みでも書きでも2人以上誤ったものとがあるが，いずれ
の訳合も，ともかく書きにおいて条件を満たしていないので，読みの成績のい
かんをとわず，全用例を調査の対象として残すことになるわけである。
　いっぽう，教育高富を除いた当用漢字については，それが中学生になってか
ら学習される漢字なので，すべて，全教科の教科書にわたって調べることにし
た。
　また，表外字についても，全教科の教科書を調査し，出現するものはすぺて
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あつかうことにした。
以上のべた，あつかう漢字の範囲をまとめると，次のようになる。
1門下 1鞘灘外当用灘隊外字
臨科・以外をあつかう1すべてあつかう1すべてあつかう
他捌い・さいあっかわ刺すぺてあつかう1すべてあつかう
　　　＊x　①被調査者8人のうち7人以上が正しく書け，音訓表に認められている全
　　　音訓を7入以上が正しく読めた漢字の，いっさいの用例　②被調査者8人のう
　　　　ち7人以上が正しく書けた漢字の，音訓表に認められている音訓のうち，7人
　　　以上が正しく読めた字音や字訓の用例
　調査する漢字の範囲は上にのべたとおりであるが，その範囲内の漢宇であっ
ても，次のような揚合は除くことにした。
①たとえば，「相違」が正しく，「糟異」と書いてはいけない，というときの
　「相異」とか，「除行」は誤りで，r徐行」が正しい，というときの「除行」
　とかのように，誤用の例を示したものはとらない。ただし，単なる誤植など
　の野合はそのまま拾い，注記する。
②　たとえば，「挙」という漢字を漢祁辞典で調べるというときの「挙jのよ
　うに，読みを要求しない削合は，原カードにとるだけで，集計にはふくまず
　用例としても出さない。
③　たとえば，r開」のヂ門」や「鏡jの「覧」のように，偏労冠脚を示した
　だけのものはとらない。
④国語の教科書で，たとえば，「うるさい」を普は「五月蝿い」と書いたと
　いうときのように，古い蓑記法の見本を示したものはとらない。
⑤国語教科書で，変体がなの例を示したものはとらない。たとえば，「ゑ」
　は「志」と，「；勺は「古」と区別し，捨てる。
⑥国語教科書で，たとえば，「国→國」とか「変→饗」とかのように，旧字
　体の見本を示したものはとらない。ただし，説明としてとりたてたものでは
　なく，特にそう表回したもの，あるいはまぎれこんだものは，別にのべるよ
　うなあつかいをした。
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　調査する範囲の漢字であっても，上にあげた①～⑥のどれかに該当するもの
は，原則としてあっかわないことにしたわけである。
　なお，宇体の異なるものの処置について，ここでふれておく。1冊の本のな
かに，同じ語が異なった字体で表記された例が出てくることもある。1例をあ
げると，数学の3年強の教科書では，エ87ページに「爽冶」とあり，すこしあ
との194ページには「燈台」とある。この調査の結果を整理する段階では，上
のような字体の異なりは無視して集計などをすることにした。つまり，「灯」は
「燈」と同じあつかいをうけるわけである。仮に，「燈」が5回出現し，「灯」
が2園出現したとすれば，「燈」が7回出現したということになるし，「燈」が
調査範囲外の漢字であれば，「灯」についても調査しないということになる。
ただし，一・一・一覧表の用例欄には，両者を賦別してかかげ，注記することにした“
この類には，次のようなものがある。
　　殻と殻鮫と欠圏と国弥と珍傳と伝灯と燈佛と仏竜と趨
（2）漢字の調査範囲
　（1）でのべたことにもとづいて調査の対象になった漢字については，次のよう
な項濤を調査した。ただし，教育漢字で，音訓の一部を調査対象からはずした
面掛の場舎，はずれた字音や字訓についてはどの項目をも調べないことにし
た。
　まず，教育漢字については，前述したように，国語の教科書だけの調査であ
るが，それぞれの漢宇の全面胴例を拾い，当該字の音訳ごとに分類し，各用例
の学年別出現回数を調べた。たとえば，「育」は，字音「イク」も字謂rそだて
る」も7入以上が正答を出しているので，この漢宇についてはいっさい調査し
　　　　　　　　めない，「芽」は，r芽」や「芽ばえ」として，1年に5回，3年に2回の計7回
幽ているが，「ガ」という字音の用例はなかった，「参」は，字音のrサン」は
7人以上が正答を出しているのでrサン」の用例については調査しないが，字
謂の「まいる」を使ったものとしては，1年に「お参り」という形でエ回出た．
といったことがわかるように調査したわけである。
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　次に，教育漢字外当用漢字については，全教科の教科書を調べるわけである
が，969字の1字1字について，しかも，当用漢字音訓表に認められた各音訓
．にわたって，国語教科書では，上と同様の項呂を調べた。この揚合は全音訓に
わたっているので，楽音翻ごとの出現圃数のほかに，その漢字としての出現回
数もおさえることができる。他教科においても岡様に調査すべきなのである
が，時間や労力の関係で，出現度数の調査は割愛し，用例ごとの教科別初出を
おさえるにとどめた。たとえば，「晦」は，「ブ」としては「軽侮」という形で
社会科の3年にあらわれただけであり，「あなどる」という訓の用例はどの教
科にもあらわれなかったとか，「遂」は，「スイ」という音の用例としては，
「遂行」として社会科の3年に，「未遂」の形で保健体育の3年の箇所にあら
われ，「とげる」のほうは，「遂げる」のほか「し遂げる」「なし遂げる」とし
て，士女の2年用に5鳳，3年春に3回の計8回あらわれたとかいったことが
わかるような調べかたである。
　また，表外字は，出現した各字について，出現した各音調ごとに，教育漢字
外当用漢字と同じ項醤を調査した。
　以上をまとめると次のようになる。
臨副国側・各剖・各關の学年別出現騰
他捌各灘・四四・引例の教導・j棚粋
｛3）教科書の調査範囲
　2でのべたように，調査目的が，国語科における漢字提出の状況を把握する
ところにではなく，また，教科書の執筆者や編者の漢字使用の実態をおさえる
ところにでもなく，あくまで，被調査者である8入の生徒の目にどういう形で
ふれたかを知るところにあるので，調査範囲も，いわゆる本文の部分に限ら
ず，できるだけ広く考えることにし，3にかかげた各資料について，次のよう
なものを除くすべてを調査することにした。
①奥付は調査しない。ただし，表紙や扉，それに裏表紙などは，生徒の蟹に
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　かなりふれるものと考え，調べることにした。
②　さし絵や写真のなか，つまり，絵として描かれている看板の字だとか，写
　真；にうつっているプラカードの字だとかは調査しない。ただし，その絵や写
　真の説明部分については調べる。なお，国語における辞書見本の部分や，社
　会科のなかの地図や大日本帝国憲法の見本などは，ここでは写真あつかいに
　した。
③国語教科書の各巻末にのっている当用漢宇の一覧表は調査しない。3年用
　は新訂版なので系統の違いによる多少のもれはあるにしても，この一覧表を
　調査範囲にいれると，ほとんどの当用漢字を機械的にふくむことになってし
　まうからである。
④国藷教科書の各章末についている穎出漢字一覧のうち，見出し字の部分
　は，文字をかかげただけで語として使用していないので，調査しない。ただ
　し，その用例を示した部分は，当然拾うことになる。
⑤　国語教科書において，漢：文の部分は調査しない。ただし，書き下し文の部
　分は調査する。なお，古文の影響は，原文・訳文ともに本文としてあっか
　う。
5．調査の細則
く1）読みを決定するさいの方針
①　通常の辞書に1種類の読みかたしか見あたらない揚合は，多少の疑問が残
　っても，辞書に登録されているものを優先する。
②　いくつかの読みが可能であり，かつ通常の辞書にも2種類以上の読みかた
　が出ている場合は，まず，なるべく当用漢字音営団に反しない読みを選ぶ。
③　②で区：別できない場合は，その資料における他の表三法や，その語の使用
　されている文脈，それに文体などを考え，より適切な読みを選ぶ。
④　②でも③でも区別できない場合，あるいは判断のむずかしい場合は，現代
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　の一般社会において逓例と思われるほうの読みを選ぶ。
⑤　いろいろな辞書や文献類を調べても正確な読みかたが不明なものについて
　は，執筆者や出版社あるいは研究所などに問いあわせることにし，それでも，
　解明されない場合は，推量読みをするなど，いくらかの疑いが残っても，き
　ょくりょく読むようにし，その旨を注紀する。
（2）誤用例の処置
　誤りにもいろいろあり，その種類によってここでのあつかいも違ってくる。
①記載事項の内容の誤りについては，調査R的からもずれるし，また：，その
　余裕もないので，当然ここではふれない。
②　調査範囲の項でものべたように，このように書き誤ってはならないなどと
　して誤用の例を示したものについては調査しない。この場合，漢字の組合せ
　の誤りであっても，漢字そのものの誤りであっても，あつかいは同様であ
　る。
③単なる誤植や，原資料を忠実に示すために，誤用に気がついてもあえて原
　表言己に従ったものは調査の対象にし，その冒を注記する。
〈3）用例の所属する音韻の決定
　ある語を読んだときに，それを構成している個々の漢字をどう読んだことに
なるのか，という点に疑問のおこることがある。たとえば，「学校」の「学」
を「ガク」とするか「ガッ」とするかとか，「巫女」を「みこ」と読んだとぎ
に「厘」を「み」と読んだとしていいかどうかといった問題である。また，あ
る語を読み，そのうちのある漢字をどう読んだかをきめたあとで，その読みは
どの音翻に属するか，あるいは特殊な用法なのかといった問題もある。そこ
で，いちおう，次のような規剛をもうけた。
①　実際に読んでいる部分が違っても，三門表で区別のない場合は，pa　一一欄で
　あつかう。たとえば，「光」の宇調は「ひかる」しか認めていないが，当用
　漢字音下表のまえがき「使用上の注意事項」に「動詞にも名詞にも使われる
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　ものについては，おおむね動詞の形のみを掲げてあるが，名詞に使ってさし
　つかえない」とあるので，「光」を「ひかり」と読んで名詞に使うことがで
　きる。この場合，動詞のほうは「る」を送るので「光」の部分は「ひか」に
　相当するだけであるが，名詞のほうは「光」だけで「ひかり」と読むので，
　漢字に対応するかなの部分が違うわけである。しかし，両方を周じ「ひかる」
　の欄にいれ，用例のところで「光る」「光」と区別する，という意味である。
　なお，「集」を「あつまる」という自動詞形でたてているが「あつめる」と
　いう他動詞形で使ってもいいというときや，「清」をrきよい」という形容
　詞としてでなく，「きよらか」といういわゆる形容動詞にしたり，「きよめ
　る」という動詞にして使っているときなどは，漢字に対応するかなの部分も
　同じであるから，当然，「集まる」も「集める」も「あつまる」の欄で，「清
　い」も「清らか」も「清める」もrきよい」の欄であつかい，用例として区
　別する，ということになる。
②①とは逆に，実際に読んでいる部分が同じでも，音訓表に晶詞などによる
　区別がある場合は，それぞれの欄に区別してあつかう。たとえば，　「赤」を
　名詞として使う場合も，形容詞として使う場合も，ともに漢宇1字は「あか」
　という2字のかなに対応するわけであるが，音訓表に両方とも認められてい
　るので，それぞれの欄に属する用例とするのである。
③　連濁・連声・音便など，2字の連合などによって生ずる音変化の場合は，
　原則として，変化する前の形であつかい，ふりがなをつける。たとえば，
　おおそら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せっぱく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てんのう
　「大空」の「空」はrそら」，「切迫」の「迫」は「バク」，「天皇」の「皇」は
　　　　　さんみ　いったい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しやつゑん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さかや
　「オウ」，「三位一体」の「位」は「イ」，「借金」の「借」は「シャク」，「酒肥」
　　　　　　　　　かなぼう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しいか　の「酒」は整け」，r金棒」の「金」は「かね」，「詩歌」の「詩」は「シ」，
　　ふうふ　「夫婦」の「夫」は「フ」の欄におさめ，ルビをつけることになる。
④　当用漢字の場合は，音訓表で認めている字音や字訓，および，その許容範
　囲の変化と考えられる用法を，音訓の行における集計の対象にするわけであ
　るが，それ以外の例は特殊用法の欄に用例を示し，漢宇としての集計にだけ
　加える。
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　表外字の場合は，当用漢字のような音訓表による制約がないので，通堂の
漢湘辞書にのっているかどうかを規準にする。この調査では，『角川漢頽中
辞典遍の音訓索引および本文の説明の「参考」の項に「入名・姓氏」として
あげてある読みをふつうの用法として欄をもうけ，それ以外を特等用法とし
て一括することにした。
　実例をあげると，当用漢字のほうでは，「印」を「印す」として「しるす」
と読ませる場合は，音舗表で「しるし」の名詞形しかあげておらず，「注意
事項」に，名詞の形のみを掲げてあるものは動詞に使わない旨をことわって
　　　　　　　　　　　　　　だいとこ　　　　　　　　　　　くとうてんあるので，特豫用法になるし，「大徳」の「徳」，「句読点」の「読」，「染」
を「そめる」でなく「しみる」と読んだときなども特殊というあつかいにな
　　　かわせり，「為替」は「為」も「替」も特殊，「浪」を「なみ」と読むときも，一般
に用いられてはいるが音謂表に認められていないということで，やはり特殊
用法としてあつかうことになる。そのほか，「氷る」「務める」などは「印す」
と，「博：士」を「バカセ」と読むときは「大徳」と，それぞれ同様にあつか
うことにしたわけである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からふと　　　　ビロ　ド　　　　やぶ　さ　め　表外字のほうからも実例を少しあげると，「樺太」「二二絨」「流鏑馬」など
　　　　　　　そ　　　　　　　　　　　　　つくしのほか，「木曽」の「曽」や「筑紫」のr筑」なども特蘇用法になるが，一二
　　　　　　　　　しりえなり　　　　　　　　　　　　 よしあきら特殊用法にみえるr家斉」の「斉」，「義詮」の「詮」などは辞書にあるので
ふつう用法となり，「燕」を「つばくろ」と読んだときも，同様の理由で特
殊用法にはならない。
（4）用例の単位
　漢字の用法をくわしく知るためには，できるだけ長く切りとって文脈がわか
るようにしたほうがいいであろうし，読み書きだけを問題にする今回のような
場合には，文法論や語彙論とは違ったそれなりの独自の単位切りが必要なのか
もしれないが，ここでは，便宜的に次のような方法をとった。
①用例は原翔として語の単位で示す。
②　語の認定は，便：宜上，r岩波国語辞典』〈初版〉を正，　r広辞苑謝く初版〉を
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　副とし，その親見出しにたつもっとも長い形を規準にする。問題となる具体
　例については後述するが，一例をあげると，「不健全」は親雪出しにあるの
　で「健全・不健全」となり，「不健康」は見あたらないので「健康（～・不
　～）」とくくることになるわけである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　ぎ③活用のある語は終止形で示す。たとえば，「来（ない）」も「来（ます）」
　もみな「くる」の欄に「来る」としてしるし，「美しけれ（ば）」は「うつく
　しい」の欄に「美しい」としておさめることになる。
　　ただし，2字以上の漢語に「する」のついたサ行変格活用の複合動詞と，
　いわゆる形容動詞とは，語幹の形で示す。たとえば，「勉強する」は「勉強」
　「緊張した」は「緊張」に，「元気だ」は「元気」，「健やかな」は「健やかま
　にして紀州するわけである。
　　なお，現代語と異なる語形の文語の動詞の終止形は別にたてる。たとえば，
　「落つ」は「落ちる」でくくらず，別に並べることにするわけである。
④意昧が違っても同じ読みかたをするかぎり，同一欄であつかい，「亀の甲」
　の「甲」と「甲乙丙」の「甲」のようにあきらかに別語と考えられるものに
　はその旨の注記をほどこすことにするが，厳密は期せない。
⑤固有名詞の判定規準については別にのべるが，その場合の用例の切りかた
　を略述しておく。いわゆる固有名詞も必ずしも一語とはせず，切れないもの
　だけそのまましるし，小単位をとりだせるものはなるべくとりだし，部分であ
　っても独立できるものはぬきだす。したがって，人名の場合は姓と名とにわ
　けてあつかい，そろわないとわかりにくいものだけ注で説明することになる
　し，地名などに，山・峰・岳・峡・山脈・由地・平野・盆地・島・半島・郷
　・潟・港・湾・湖・州・池・地方・県・郡・市・町・村・省〈中国の〉など
　がついた用例においても，「新潟」や「磨出」のように地名として固定し切り
　はなせないものを除き，すべてそこで切り，結合例として示すにとどめる。
　また，作晶名においても，たとえば，「毛茸ま猫である」の場合は，「輩」の
　用例として「吾輩は猫である」全体をしるすのではなく，いちおう「吾輩」
　で切り，r吾輩（～は猫であるく固〉）」とし，「吾」や「猫」についても騰
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様にあつかう。長い用例の切りかたを具体的に示すと，たとえば「ベートー
ベン作曲交響曲第五番ハ短調運命」の場合は，「ベーートーベン／作曲／交響
曲／第五番／ハ短調／運命」という6単位に切り，必要に応じて各単位の用
法がわかるように注詑することになる。
《5｝固有名詞の判定
　ある漢字がある固有名詞のなかにしかあらわれない場合，その語に対応する
事実がなくなったり，あるいはかえりみられなくなったりすれば，その漢字の
重要性・必要性が失われることになる。極端な場合を除いても，固有名詞を区
別しておくことはあつかいを便利にするであろう。そこで，用例には固有名詞
の表示をすることにした。しかし，固有名詞の範囲については，地名・人名を
除くと，異説が多いので，ここでは次のような規準を考えた。
①　地名・人名・結晶名・流派名・屠名・書語名はすべて固有名詞あつかいと
　する。したがって，普通名詞に見えても作品名であるためにく固〉と表示さ
　れた用例もいくつかある。
②　品種の名，神仏の名，省や庁などの役所の名，政党名などについては，
　蹄究社国語新辞典』で語頭が大文字表記になっているかどうかを規準にし，
　収録されていない語は類推してきめる。問題となった具体例については後述
　するが，一例をあげると，「共産党」は普通名詞，r海蛍共産党」は固有名詞
　のあつかいとなる。
③時代名については，「時代」を除いた部分によって判Wt　u，その部分が地
　名や年号の場合は固有名詞とする。したがって，「平安時代」は「平安〈圃〉
　（～時代）」，「江戸時代」は「江戸〈固〉（～時代）」，「明治蒔代」は「明治〈固〉
　（～蒔代）」となるが，「縄文式晦代」などはふつうに表記されることになる。
6．漢字出現状況一一一覧表の見かた
被調査者である8人の生徒が，中学時代の3年間に学んだ全教科の教科書に
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漢字番号 出現度数
書①一㊥
瀧字 音　　訓 読①一㊥
1年2年 3年
? 用　　　　　　　　　例
210
F一⑧ 決
ケツ
ｫめる
⑧一⑧
G一⑧
211
G一⑧ 結
ケツ
ﾞすぶ
艪､
⑦一⑧
G一⑧
@一⑦ 0 0 00
212
E一⑥
? ケツ
｢さぎよい
⑧一⑧
B一⑤
???17
Q
清潔・不潔・簡潔
奄｢・潔し
213
G一⑧
? ガツ
Qツ
ﾂき
⑧一⑧
G一⑧
G一⑧
214
G一⑧ 犬
ケン
｢ぬ
⑧一⑧
G一⑧
215
E～⑧ 件
ケン ⑧一⑧ 6
?? 1428事件（～・大一画期的～）・条件（～・立地
`）・駕件要件
216
G一⑧ 見
ケン
ﾝる
⑧一⑧
G一⑧
217
C一⑤ 券
ケン ⑧一⑧ 0 0 2 2 券（無賃乗車～〉
218
G一⑧ 研
ケン ⑧一⑧
219
E一⑧
建
ケン
ｽてる
⑧一⑧
G一⑧
13
P1
10
W
24
Q1
建設（～・～中・～者）・建築（～・～家・木材～・木造～）・封建（～時代・～的・～制・～
ｧ度〉など
嘯ﾄる・建つ・建物・建て（二階～）
220
B一⑥ 兼
ケン
ｩねる
②一⑧
F一⑧
????
兼ねる
221
E一⑧
健
ケン
ｷごやか
⑧一⑧
E一⑧
?15
O
?20
Q
健康（～・～診断・不～）・健全・不健全・闘
秩E健治く固〉健一く固〉
窒竄ｩ
222
E一⑧ 絹
ケン
ｫぬ
⑧一⑧
G一⑧
????
絹
223
B一⑧
権
ケン
Sン
⑦一⑧
@一⑥
??10
P
18
P
　　　　．?勢（～者）・権利・権威・人権（～・～侵害）
ﾁ権（～・～者）・康権など
?二〈国〉
224
D一⑧ 憲
ケン ⑧一⑧ 0 1 0 1 憲法
225
G一⑧
? ケン ⑧一⑧
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予感 出現度数出漢字 日　　　訓 調一曾 用　　　　　　　　　四書④㊥ 1年2年3年 計
　226
B一⑧ 険
ケン
ｯわしい
⑦一⑧
E一⑧
??11 21
U
危険・買険（～・～心・～的）・険悪
ｯしい
　227
D一⑧ 検
ケン ⑧一⑧ 4 8 1123探検（～・北極～）・検討・検分・検閲・検査・
汳
　228
F一⑧ 験
ケン ⑧一⑧
229 ガン ④一⑧ 0 3 5 8 元来
⑧一⑧ 元 ゲン ⑧一⑧
もと ④一⑧ 2 2 18 22元（製造～）。元〈以前，意〉（～・～どおり）。
元麿く固〉・元口個〉など
230 ゲン ⑤一⑧ 488243173上書（～・～者〉・予言（一・～者）・断言・方
言
⑦一⑧ ゴン ⑥一⑧ 9 0 2837無言・大納言（～・侍従一・按察～・按察使
～）・中納言（堤～物語〈嗣〉）・少納言（一・
清～〈翻〉）・真言宗
いう ⑧一⑧
こと ⑦一⑧
　231
E一⑦ 限
ゲン
ｩぎる
⑧一⑧
E一⑧
?????13
S5
際限・無限・制隈・隈界・限定
ﾀる。限り・限りない・根隈り
　232
G一⑧
? ゲン
ﾍら
⑧一⑧
G一⑧
233 ゲン ⑧一⑧ 4G65113218現代（～・かなづかい・～文学など）無極・．
現 現実（～・～化・～的）・実現・出現など
⑥一⑧ あらわれる ⑧一⑧ 7 31 2260現われる（～・～われ出る〉・現われ・現わす
　234
C一⑦ 減
ゲン
ﾖる
⑦一⑧
E一⑧
?????加減・増減・二二・減じる
ｸる（～・～り方〉・減らす
　235
揶鼇D 厳
ゲン
Sン
⑦一⑧
H一⑧
????厳格・厳重・厳禁・冷厳（透徹～・）
s厳（～・～さ）
236 ? ⑨一⑧ 0 4 0 4 知己
①一⑧
?
コ ⑧一⑧ 2 6 1523 宮己（～・紹介・一批覇・～探求）・利己（～
的）
237 コ ⑥一⑧ 3 0 3 6 戸外・戸籍
⑧一⑧
? ?
⑧一⑧
認ウペ神戸く固〉（～布）
　238
G一⑧ 古
コふるい ⑧一⑧
G一⑧
239 コ ⑧一⑧ 1 8 1019固執・闘有（～・～名詞）・断固・凝固・墜固　．
⑤一⑦
?
かためる ⑧一⑧ 3 6 7 16 固める（静・踏み～〈ふみ～トモ〉）・固まる…
固まり・固い
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3
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1
0
0
3
3
3
3
0
0
0
0
0
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0
0
1
池
塘
◎
麗
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く
固
〉
（
～
陳
）
⑤
?
ト
ウ
q
寧
〉
0
0
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3
3
3
0
0
0
0
?
0
0
0
0
1
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0
0
．
0
0
3
0
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1
撹
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（
「
動
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）
②
?
ト
ウ
q
字
〉
0
0
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
3
5
3
0
0
0
0
2
0
O
2
G
0
0
00
0
0
1
青
鞘
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〉
②
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q
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〉
0
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0
0
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0
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0
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1
8
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3
0
0
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0
1
波
濤
◎
怒
濤
⑤
?
ト
ウ
q
字
〉
0
0
1
8
王
8
3
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
3
5
5
G
4
1
41
8
1
2
0
2
0
0
1
1
（
｝
0
0
4
藤
ト
ウ ﾓ
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〉
2
6
1
1
1
9
1
1
0
1
0
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0
0
0
2
斎
藤
く
固
〉
（
鋤
・
佐
藤
く
固
〉
◎
・
伊
藤
く
圏
〉
②
⑧
・
｡
村
〈
固
〉
（
2
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・
藤
十
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〈
固
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・
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式
部
〈
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）
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〈
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〉
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1
0
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7
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1
1
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2
2
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0
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0
0
0
0
0
1
3
5
7
?
ド
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ウ
q
字
〉
? ?
? ?
?
?? ?
?
???
? ?
??
??
洞
窟
（
～
・
～
魎
〉
②
3
③
洞
察
（
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～
カ
）
③
A
・
洞
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く
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〉
（
～
湾
）
⑨
・
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庭
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〉
（
～
秋
月
）
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湖
）
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おける漢字の出現状況を一覧できるように，漢字出現状za一一一覧表としてまとめ
た。これは教育漢字・教育漢字外当用漢字・表外字の3部にわかれているが，
本書ではページ数の関係で，中学校における漢字教育の中心である教育漢字外
当罵漢字の部だけを掲載し，他は割愛したので，その一部を見本としてかかげ
　ておく。　（pp．681－2｝ま教育ミ莫字，　p，683｝ま表t9・字）
　これまでは，どういう目的のもとに，どういう資料を，どういう方法で調査
したかを略述してきたわけであるが，その結果をどうまとめ，どう記載したか
をここで説明しておく。ただし，その一一・ec蓑から何がわかるか，という点につ
いてはあらためてのべる。また，その結果をどう解すべきか，そこにははたし
て因果関係があるのか，というあたりになると，この調査結果の示しうる限界
をこえてしまうので本稿ではふれない。教育漢掌・教育漢字外当用漢字・表外
字のそれぞれにおいて，次のように整理した。
・｛1）字種・音翻の配列順
　当用漢字の配列は，次のような原則に従った。
①　音読みを五十音順に整理し，その早いほうから並べる。たとえば，膿」と
　r卑」とでは，ふつうに使う字訓が「わたる」と「いやしい」であるが，字
　音が「ト」と「ヒ」で，五十音順ではfMのほうが早いので，「渡！が「卑」
　より前に並ぶわけである。
②　当用漢字音訓表で字音の認められていない漢字の場合は，字訓をもって順
　位を湾える。たとえば，罫知とr桃」とでは，音読みが「シjとrトウ」
　で，「シ」のほうが早いわけであるが，音訓表でr矢」の字音の「シ」が認
　められていないので，この字に関しては強起の「や」を「桃」の「トウ」と
　比べ，「け」よりおそいので，「矢」は「桃」より後ろに配列されることに
　なる。
③当用漢字音訓表で2つ以上の調音を認められた字の場合は，より一般的に
　用いられる字音を規準にする。たとえば，r納」の場合は，「トウ」，　rナ」，
　　「ノウ」という3つの字音が認められているが，t般的という点からすれば
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　「出納」の「トウ」や「納屋」の「ナ」よりも，「納入」「納税」などの「ノ
　ウ」がふさわしいと考え，「納」は「ノウ」を規準に配列することになる。
④　同音の場合は，教育漢字と教育漢字外当用漢字とのそれぞれのなかを画数
　の少ない順に配列する。たとえば，「告」と「黒」とはともに「コク」であ
　り，ともにいわゆる教育漢字であるが，7函の「告」のほうがエ1画の「黒」
　より前に並ぶわけである。表外字の場合も原則的には岡様の考えで配列した
　が，当用漢宇音訓表のような制限がないので，前述したように，r角川漢和
　中辞典』の音訓索引および「人名・姓氏」に認められているかどうかをその
　欄限にあて，その範囲内で，同様の規準を適用した。たとえば，「崎」と「幌3
　とでは，字音があれば，実際に出現するしないにかかわらず，それを配列の
　規準にとることにした関係上，よく使われるrさき」と「ほろ」という字謂、
　ではなく，あまりあらわれない「キ」と「コウ」によって配列がきまる，と
　いうような不合理な例も畠てくるが，使用度を考慮にいれると複雑になるの
　で，字音の五十音順，岡音の場合は画数，といった原測をつらぬくことにし
　た。
　なお，字音・二二の表示は，次の規準に従った。
①　字音はかたかな，字罰はひらがなで表記する。
②　字音を先に，字謂をあとに配列する。
③字音や字翻が2つ以上ある場合は，それぞれにおいて五十音順に益べる。
④表外宇においては，教科書に実際に現われた音講こついてだけ欄をもうけ
　る。たとえば「廻」の用例は「めぐる」しか出ないので，「カイ」とか「ま．
　わる」とかの欄はもうけないことになる。
｛2）各早撃載要領の解説
①表外字の場合だけ，検出の便を考えて欄外にしるした字音または字訓は，
　｛1｝でふれたように，その漢字の配列の規準となった，いわば代表音である。
　このきめかたについては，原周として，その漢字の字音をたてることにした
　が，字音が2種以上ある場合は，より一般的なほうをとることにし，字音の
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　ない場合は通常用いられる字訓で代表させることにした。なお，音訓の欄と
　は異なり，教科書に実際に出現するかどうかは考慮にいれなかった。
②左端の欄内の上部の数字は，教育漢字の部，教育漢字外当用漢字の部，表
　外字の部のそれぞれにおける漢字番号で，前記の規準で配列した順番を示
　す。たとえば，「願」は教育漢字の初めから123番め，「丸」は教育漢字外当
　用漢字の123番め，「桂」は表外字の123番めという意味を，各字の左上に
　ある「123」という数字があらわしているわけである。
③　漢字番号の下に「書⑳一㊥」という欄があるが，これは，被調査者の漢字
　テストのうち，書きのほうの成績をあらわしている。⑳は「入学時」という
　意味で，具体的には中学1年の4月中旬から7月上旬にかけて行なったテス
　5を，また，卒はr卒業時」の意味で，具体的には中学卒業のまぎわである
　2月下旬から3月にかけて実施したテストを，それぞれさしている。この場
　合，書きのテストは音訓別にはおこなわず，生徒にもっとも親近性があると
　予想される語形を提出したので，あとでのべる読みの成績のように，音訓別
　の結果は得られないわけである。そこで，○のなかの数字は，その馬面をあ
　る語形において正しく書くことのできた人数を示すにとどまる。たとえば，
　⑤とある場合は，被調査者8入のうち5入が，その漢字をある提出語形にお
　いて正しく書いたという意味をあらわす。
　　実例で説明すると，「殺」の前に「⑥一⑧」とあるのは，「殺」をある語形
　において，入学時には，6人が正しく書け，2入はまちがえたか，答えなか
　つたかであっためが，卒業時には，8入金員が正しく書けた，という意味で
　ある。
　それから，前のほうの数字に○のついていない場合は，入学時のテストでも
　れたために，2病めのテスト結果をしるしたことをあらわしている。たとえ
　ば，「傷」の「2一⑤」は，2間めのテストで2人しか正しく書けなかった
　が，卒業疇のテストでは5人の正答者があった，という意味をあらわすわけ
　である。
　　なお，表外掌に関しては，書きのテス5を実施しなかったので，その部分
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　は空白になっている。
④次は「漢字」の欄であるが，その配列の順序などについては，すでに（1）で
　説明したので，くりかえさない。
⑤　その右の欄に「音訓」とあるが，当用漢字については，音訓表で認められ
　た各音訓を，表外字については，教科書に実際に出現した各音調を，（1）で説
　明した順序に並べたものである。
⑥次は，「読⑳一㊥」という欄であるが，これは，被調査者の漢字テス5の
　うち，読みのほうの成績をあらわす。他の約束は，書きを示した部分と同様
　である。たとえば，「拾」の「シュウ」のところに「②一⑥」とあるのは，
　「拾得」などを正しく読めた生徒が，中学入学時には8人のうち2人しかい
　なかったのが，卒業蒔には，6入の正答者が得られたこと，つまり，逆に正
　しく読めない生徒が2入しかいなかったことを示す。
　それから，○にかこまれていない数字，たとえば，「虚」の「コ」のところ
　、に「2一④」とあるのは，書きでも説明したように，第1回のテストのさい
　にもれたので第2圓の成績をしるしたもので，その1年の終わりごろに「虚
　空」などを正しく読めたのは2入だけだったが，卒業時になっても8入中4
　入という半数にすぎなかった，という意味である。
　　なお，表外字についてのテストは，知っている音訓をひきだす程度にとど
　めたため，音訓ごとに整理しても，当用漢字の場合と数字の意昧が違うこと
　を心え，表外字においてはこの欄をもうけなかった。
⑦　〈字〉という表記は，その行のそれより右側の数字が，各音訓についてで
　はなく，漢字としての出現状況を示す，という意味である。たとえば，「矛」
　の「出現度数（活語）」の2年のところをみると，「ム」の行はOなのに，
　〈字〉の行は15とある。これは，「矛」という漢字が，音訓表で認められて
　いる「ム」という字音を用いた語形では1度も出てこなかったが，それ以外
　の形（用例欄を見ればrほこ」で出たことがわかる）で，つまりその漢掌と
　しては，15圃出た，ということをあらわしている。
　　なお，教育漢字については，前述のように調査しなかった音訓があるの
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　で，この欄はあまり筆削がないと考え，省略した。
⑥　次は，⑦でふれた「出現度数（国語）」という欄である。前述のように，
　出現度数については国語の教科書に限って調べたので，この欄の数字はいず
　れも国語教科書における出現度数を示している。
　　たとえば，r乳」のところでは，まず，「ニュウjは左から0，0，3，3
　だから，fニュウ」という字音の語例は，1年用と2財用には見あたらず，
　3年用に3回あらわれたから，結局合計3回となる，という意味であり，
　「ち」は2，0，3，5だから，rち」という宇訓の語例は，1年用に2回
　あらわれ，2年用にはあらわれず，3年用にまた3回あらわれたので，合計
　5回となる，という意味であり，「ちぢ」のほうは9，4，3，16だから，
　rちぢ」という字訓を用いた語例は，1年用に9回，2年用に4回，3年暦
　に3回あらわれたので，3年聞の合計が16圏となる，という意味である。
　　もうひとつ〈字〉の行があるが，これは，⑦でも説明したように，漢掌と
　しての出現を問題にしたものであり，この場合は，文字としての出現度数を
　示すことになる。ふつうは各音訓の出現度数を加えた数字になるはずである
　が，そうでない場合も出てくる。この例でいくと，「ニュウjrち」「ちぢ」の
　各音訓の出現度数は，1年のところでは0，2，9であるからその下の11は
　その融と等しく，2年のところも0，0，4でその下が4であるから合致す
　るわけであるが，3年のところは3，3，3なのにその下は9とならずに11
　となっている。これは，この「乳」という漢字を，「ニュウ」でも「ち」で
　も「ちぢ」でもない別の形で使用した語例が2つあることを示すのである。
　それがどういう語形であるかは用例欄にあきらかであり，この場合は，「乳
　母」を「うば」と読ませたのと「めのと」と読ませたのとの2つであること
　がわかる。欝の列が3，5，16なのに，そのTが24とならず26となってい
　るのは，今のべた3年用のいわゆる特殊用法2例のせいであP，〈字〉の行
　の各学年の数字（横に工1，4，11）を加えた結果，つまりギ乳」という漢字
　が国語教科書にあらわれた総度数を示している。
　　なお，教育漢字のうち前述の理由で調査しなかったものは斜線であらわし
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　た。
⑨次は「初出学年」の欄である。ここでいう「初出学年」とは，その漢字，
　あるいはその字音なり字訓なりが，どの学年の教科書に初めてあらわれたか，
　つまり，教科書をとおして初めて被調査者の目にふれたのは何年生のときか
　をあらわすものである。教育漢字の部にこの欄がないのは，前述のように，
　調査しない字や音訓があるためにその点をおざえられないものがあるし，ま
　た，本来小学校段階で学習すべきものだから，その数字が得られたところで
　生徒にとってr初出」の意味をもたないからである。
　　例をあげて説明する。まず「礎」をみると，「ソ」が1，「いしずえ」が0
　〈字〉が1とあるから，「礎」が「ソ」という字音の用例でどの教科書かの
　1年用にすでにあらわれた，「いしずえ」という字訓を使った例は結局3学
　年をつうじてどの教科書にもあらわれなかった，特殊用法の例もない，した
　がって，「礎」という漢字が教科書をとおして生徒の目に最初にふれたのは
　1年のときである，ということがわかる。また，「詳」では，「ショウ」が3
　・1，「くわしい」が2で，〈字〉が2・1となっている。この場合のよう
　に，中点をはさんで2つの二二が並んでいる場合は，二つまり左のほうが男
　子にとって，後ろつまり右のほうが女子にとって，という意味である。この
　ように，男子と女子とで違いがみられるのは，技術家庭の教科書が男子用と
女子用とにわかれているために，男子と女子とで接する部分に違い溺あるか
　らである。そこで，「詳」に関しては，「ショウjと音読みする用例に，男子
は3年になって初めて接したが，女子はすでに1年で接していた，また，
　「くわしい」と訓読みした例に接したのは，男女とも2年になってからであ
　る，そしてこれ以外の特殊な用法の例がないので，結馬，「詳」という漢字
　が教科書をとおして被調査者の目に最初にふれたのは，男子の場合は2年，
女子の場合は1年のときである，という意味になるわけである。
　　なお，r滋」の「ジ」が2なのに〈字〉として1とあるのは「滋賀」とい
　つた音訊表外の用法が国語や社会の1年に出ているからであるが，このよう
に音訓表に認められたどの音訓の初出よりも〈字〉の初出がさらに早くなつ
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　ているのは，そういった特殊用法例があるためである。
⑩その右の「教科別初出学年」の欄は，⑨にのべたことを教科別に示したも
　のである。ここで，r国」は国語，「数」は数学，「社」は社会科，「理」は理
　科，「芙」は英語，「音」は音楽，「美」は美術，r体」は保健体育，　r男」は
　技術家庭の男子用，「女」は同じく女子用をそれぞれあらわす。一一一・一例として
　ギ染」の場合を説明しておく。まず，横にみると，「セン1という字音を用い
　た語例は，国語では3駕，理科と保健体育では2年，社会科・技術家庭〈男
　子心〉・洞〈女子用〉ではそれぞれ1年に初めてあらわれ，その他の教科に
　は3学年をつうじ一（一一度もあらわれなかった，ということを，各教科の列に
　ある3とか2とか1とか0とかの数字から読みとることができるようになつ
　ている。⑨でのべた「初出学年」を示す前欄の数字が1になっているのは，
　教科別初出学年のもっとも早いのが1年だからである。同様にして，「そめ
　る」という字訓の語例は，国語と技術家庭の女子用とでは1年，理科では3
　年にそれぞれ初めて出たが，その他の教科にはあらわれなかった，というこ
　とを読みとることができ，そのうちもっとも早いのが1年だから，各教科書
　をつうじての初婚を示す前欄が1となっている，ということも理解できるで
　あろう。なお，この場合，男子と女子とで条件が違うのに全体としての初出
　を示す数字が一つに統一されているのは，男女共通である國語にすでに1年
　用にあらわれているからである。
　　さらに，〈宇〉のところをみると，国語・社会科・技術家庭の男子用と女
　子用とで1年に初出，理科と保健体育とで2年に初出，数学・英語・音楽・
　美術にはついにあらわれなかった，ということがわかる。
　　いっぽう，縦にみると，たとえば，国語では，rセン」とし一（　3年に，「そ
　める」として1年に，初めて出たわけであるから，漢掌としての初出は1年
　となり，理科では，「セン」が2回戦初出，「そめる」が3年に初出で，ほか
　に特高用法がないから，漢字としては2年に初めて出たことになり，保健体
　育では，「セン」が2年に初出，rそめる」は出なかったし，特殊用法もなか
　つたので，結局漢字としては2年に初めてあらわれた，といったようなこと
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　がわかるようになっている。
　　なお，⑨でも軽くふれたが，r荘」の社会科の場合，「ソウ」が0で，ほか
　に音談表で認められた音調がないのに，〈字〉が2年に初めて出たことにな
　っているのは，用例欄にかかげたように，音訓表で認められていないために
　特殊用法あつかいにした「ショウ」の「荘」やr荘園」などが社会科の2年
　に出ているからであり，　「晩」の技術家庭の男子鶏の場合，音訓褒に認めら
　れた唯一の音訓である「バン」が3年初出となっているのに，〈t〉として
　　　　　　　　　　　　おくて　は1年初LUとあるのも，「晩生」という特殊用法が1年目に出てくるためで
　あるように，〈．L－r子〉の初出学年が，音訓表で認められたどの音訊のそれより
　も早くなっているのは，そういった表外の周法が最初に出るからである。
⑪　次が「出現教科数」の欄である。これは，その漢宰，あるいはその字音や
　字翻が，どの教科にあらわれ，どの教科にはあらわれなかった，ということ
　を示した前欄の「教科別初出学年」をまとめ，結局いくつの教科にわたって
　あらわれたかをしるしたものである。つまり，出現のある面における幅を示
　すわけである。
　　なお，教育漢字については，国語以外の教科書を調査しなかったので，当
　然，この欄はもうけられていない。
　　次に，実例をあげて説明することになるが，その前に，：男子用と女子用と
　・にわかれている技術家庭のあつかいについてのべておく。
　　ここでは，教科書の冊数や種類の数を問題とするよりも，被調査者がいく
　つの教科において，その漢字や音謂にふれたか，という点に眼欝がおかれて
　’いるので，男子用と女子用の両方に出た場合は，2とせずに1としてあっか
　い，片方だけの場合は，中点をはさんだ2つの数字のうち，男子用のときは
　前，女子用のときは後ろのほうの数宇にヱをふくませる，というように，男
　子にとっての教科数と女子にとっての教科数とが違う場合には，それぞれを
　わけてあらわすことにした。たとえば，国語と祇会科にあらわれ，技術家庭
　を除くその他の6教科にあらわれなかった場合，技術家庭の男子用と女子用
　．とにともにあらわれなければ2，男子用だけにあらわれれば3・2，女子用
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　だけなら2・3，両方にあらわれれば3となるわけである。
　　実例をあげる。「締」の「テイ」は国語と技術家庭の男子用とにあらわれ
　ただけなので，男子は2教科，女子は1教科において，その用例をみたわけ
　であるから，出現教科数は2・1となっている。また，「しまる」のほうはt，
　国語・社会科，それに，技術家庭の男子用と女子用の砺方に出ているので，
　：男子にとっても女子にとっても3教科にわたっていることになるから，出現
　教科数は3となっている。しかし，「締」という漢字が出現した教科数を出
　すには，むろん，単純に両者を加えて5・4とするわけにはいかない。この
　場合の国語や技術家庭の男子用のように，重複する教科があるからである。
　「締」という字の出現教科数が3となっているのは，「教科別初出学年」の
　〈字〉の行を横にみると，国語と社会科と技術家庭の男子用と女子用とにあ
　らわれたことがわかるように，その欄をまとめたものである。
　　なお，「貞」において，「テイ」が0であり，ほかに認められた音訓がない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　じょうえい　　　　　よしさだ　のに，〈字〉として2となっているのは「貞永」や「義貞一1などの音訓表外の
　例が国語と社会科とに出ているからであるが，このように各音訓の出現教科
　欄を縦に総括したものとくいちがう場合のあるのは，そういった特殊用法が
　あるためであって，いずれの場合も，〈字〉の教科別初幽学年の部分をまとめ
　たものとは一致するはずである。
⑫最後に，「用例」の欄であるが，区切りかたについては5の（4｝にのべたし，
　問題のある具体例については後述するので，ここでは，記号の意味などを例
　をあげながら説明する程度にとどめる。
　　1：〈〉は，そのなかが補足的説明などの注記であることをあらわす。
　たとえば，「淡」の「タン」の用例に「淡白〈淡泊｝e〉」とあるのは，「淡
　白」のほかに「淡泊」と表音した例もあるがいっしょにあつかった，という
　ことを参考のためにことわったものである。また，「元」のrもと」の用例
　　　　　　　　　　　　　　　　もと　に「元〈以前ノ意〉」とあるのは，「元」には「製造元」などの使いかたもあ
　るが，’これは「以前」という意味の用例だ，とことわったものである。な
　お，このような場合の「トモ」や「ノ意」などのように，下部に小さく，か
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たかな，あるいは漢字まじりのかたかなでしるした部分は，引用部と区別す
る必要のあるときの注記の本文，いわば地の文にあたるものである。もう一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　クンチ例をあげると，r供」の「ク」の用例に「供E〈一一語原説〉」とあるのは，
「おくんち」の語原を「お供則と考える説を紹介したさいに出た用例だ，と
いうことをあらわしたものである。このように，〈〉のなかはいろいろな
役割をもっているが，要するに，補足的説明の最小限の表記なのである。
　2：〈固〉は，その前の部分が固有名詞であることを示す。どういう範囲
を固有名詞としてあつかったかについては5の㈲にのべたし，具体例の処理
に関する問題点についてはあとでのべるので，ここではふれない。
　3：語例の後ろにある（　）は，そのなかが，実際にあらわれた結合の例
であることを示す。
　4：また，その（　）内の～印は，その前に記載した語形がその部分にあ
らわれることを示す。たとえば，「身」の「シン」の用例欄の初めに「出身
（～・～者・～学校）」とあるが，これは，「出身」咄身者」F出：身学校」と
いう3つの形であらわれた，という自然である。
　なお，「～」だけの部分がない場合は，その形が単独ではあらわれなかっ
たことを示す。たとえば，「盲」の「モウ」の用例欄に「夜盲（～症）」とあ
るのは，「夜盲症」という形であらわれ，「夜盲」だけの形ではあらわれなか
った，という意味である。
　5：同じ（　）内に，～のほかに…印のある場合もあるが，これは，その
都分に，数宇や英字のあらわれた用例であることを示す。たとえば，　「壱」
の「イチ」の用｛列欄に「壱百（～…円山）」とあるのは，「壱百弐拾参円也」
といった用例をあらわすわけである。
　6：（　）内に結合の例を列挙した末尾に，小さく「ナド」とあるのは，
紙幅の関係で全用例をあげきれなかったか，あるいは，ほとんど同様の例な
のですぺてを示してもあまり意味がないと考えて省略した，ということをあ
らわす。たとえば，「睡i」の「スイ」の用例欄に「睡眠（～・～不足・～時
間ナド）」とあるのは，「睡眠」「睡眠不足」「睡眠血忌」のほかに，その他の
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「○○睡眠」や「睡眠○○」といった形でもあらわれた，という意味であ
る。
　7；（　）内ではなく，用例欄の最後に，小さく「など」とあるのは，ま
だほかの語形での用例があるが，紙幅の関係でのせきれないために翻愛した
か，あるいは，類似の語形で漢字の用法を示すには，これ以上かかげてもむ
だだと判断し，途中でうちきった，ということをあらわす。たとえば，「離↓
の「り」の用例欄をみると，「分離」r距離」「離婚」と並んだあとに・「など！
とあるから，その3つの語形以外にも「離脱」とか「隔離」といったなにか
ほかの語形でもあらわれたことがわかる。
　なお，この場合は，「距離」の結合例を示した（　）内にも「ナド」とあ
るので，そこにあげた3例以外に「○○距離」といった例があるわけであり．
結局，語形においても結合例においてもつくしていないことになる。・
　8：0のなかは，その語例のあらわれた教科を示す。教科名の示しかたは
欄外の注にしるしたとおりで，⑩で説明した「教科別初出学年」と同じ順序
にした。たとえば，　「璃」の「リ」の用例欄に「浄瑠璃◎㊥」とあるのは，
「浄瑠璃」という稽例が社会科と音楽とにあらわれた，という意昧である。
　9：用例のうち，当用漢字においては音訓表外の用法例，表外字において
は，5の（3｝の④にのべた範囲を出る用法の例のすべてと，読みかたのむずか
しいもの，および，まぎらわしいものには，音読み訓読みをとわずかたかな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タソで，その場合の読みかたを示した。たとえば，「段」とあるのは，「段に上
る」などのrだん」ではなく，　「反」とも書く面積の単位：の「たん」である
ことを示したものである。
　10：用例の切りかたについてはすでにふれたが，規準にした辞典の親見出
しにどういう形でたつかにより，説載形式はいろいろになるので，次に例を
あげて説明しておく。その形で親見出しにたっている場合を○，そのままの
形ではかかげられていない場合を×で示すと，たとえば，「貸し出し」と「貸
し出す」とにおいては，次の4つのケースが考えられ，それぞれの条件によ
って，その右側に示したような記載形式をとることにした。
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貸し副貸し剛 用例欄の認載形式
・｛・陣し出レ貸し出す
・1・等し出しい・一す）
・1・濃し出す（一・一し）
・1・潤す（一咄す一し出し）
　11：用例は，そこに用いられている音訓によって，それぞれの欄にわけて
記載した。たとえば，澱」の用例のうち，「御殿」は「テン」，「宮殿」は
「デン」，「殿（様）」は「との」，「夢殿」は「どの」の用例欄におさめた。
　ユ2：なお，〈字〉の用例欄にある用例は，繭述の規準により特殊用法とし
てあつかった用例である。たとえば，「若」の用例で「老若（男女）」とある
場合，「ロウジャク（ダンジョ）」と読めばrジャク」の欄になるが，「ロウ
ニャク（ナンニョ）」と読むべきものは，当用漢字音訓表にFニャク」とい
う字音が認められていないので，特蘇用法というあつかいになり，〈字〉の
用例欄におさめられることになる。また，表外字においては，r鏑jの
　やぶさめ　　　　　　　　うずまさ　　　　　　　　　　　　　　　 つくし「流鏑馬」や「秦」のr太秦」などはもちろん，「筑」の「筑紫」や「梯」
　　モよしごの「梯子」なども，前述の規準に従えば特殊用法となるので，〈字〉の用例
欄におさめられているわけである。
7．実例処理に関する注記
　あらかじめもうけた規劉でおおいきれない場合は，ケースごとにそのあつか
いを考えるしかないわけであるが，実際にどのような問題があり，それをどう
処理したのかを示すために，問題の種類ごとに整理して，その具体例を次にあ
げておく。もちろん，問題にも程度があり，ここに例をつくすわけにはいかな
いので，あとはこのようなぐあいにそのあつかいをきめたものと解されたい。
（1）読みの決定に関して
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①むずかしい読み，または，異例の読みをする例
　・「犬童」（いんどう）〈姓〉
　・「三亥」（かずい）〈名〉
　・「千草」（ちかい）〈名〉
　・「枕」　（まこと）　〈名〉
　・9耽介」（とうすけ）〈名〉
　・「田平田楽」（だみねでんがく）
　・「浮立」　（ふりゅう）
②　辞典類を調べても正確な読みかたが明らかでないため，問合せ先（執筆者，
　編者，監修者，出版社，放送局，各専門の学者や研究者など）の意見なども
　参考にしながら，いちおう推測で読んだ例
　・「右針」（みぎばり）〈「うしん」としない〉
　。「水墨」（みずつぶ）〈「すいりゅう」としない〉
　・「獣鳥肉」　（じゅうとりにく）〈「じゅう（にく）」と「とりにく」との意
　　味に考える〉
　・「穴径」（あなけい）〈「穴」の「（直）径」とわけて考える〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たんようり　・「単用…段黎」（たんよう…だんり）〈「単用牽」から推測〉
　・「主巻線」（しゅまきせん）〈「主」なるrまきせん」と考える〉
　・「柱壁詑号」（はしらかべきこう）〈柱や壁の記号という意味の臨時造語
　　と考える〉
　・r堅木林」（かたぎばやし）〈「けんぽく」という読みが見あたらない〉
　・「爾谷」　（あまだに）〈ほかの読みは考えにくい〉
　・「郷土民踊」（きょうどみんよう）〈r郷土民謡」と同じになるが，他の
　　適当な読みかたが考えつかない〉
③　正しい読みかたがいくつかある場合で，当用漢字音訓表に従った読みのほ
　うを選んでもいちじるしく不自然にはならないと覇断して，その読みでとつ
　た例
　・「分泌」（ぶんぴつ）〈「ぶんぴ」としない〉
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　・「情緒」（じょうしょ）〈「じょうちょゴとしない〉
　・「尊い」　（たっとい）〈ルビのないかぎり「とうとい」としない〉
　・「文字」（もんじ）〈単独の場合ルビがなければ「もじ」としない。「：文
　　字どおり」として使われても同様。複合名詞になった場合は「表意文字」
　　「表音文字」などは「もんじ」と読み，「大文字」「小文字」「花文字j「キ
　　ャピタル文字」「ギリシャ文字」rかな文字」などではrもじ」と読む〉
④　正しい読みかたがいくつかある場合で，③によっても区別ができないため
　に，文脈や文体，あるいは，他の表記傾向などから類推して，一つに決定し
　た例一：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たん　・「両端」（りょうはし）〈同じ資料の他の箇所に「両端」のルビつき表詑
　　の例のある場合〉
　・「両端」（りょうたん）〈同じ資料の他の箇所に「両はしjという表i　os
　　のある場合〉
　・r帆船」（はんせん）〈「ほぶね」とせず，他の教科のルビつき表題の例
　　に従う〉
　・「足跡」（そくせき・あしあと）〈文脈や文体によって読みわける〉
　・「牧場」（ぼくじょう）〈「まきば」としない〉
　・「金色」　（きんいろ）〈「こんじき」としない〉
　・「弓形」（ゆみがた）〈「きゅうけい」としない〉
　・「音」（おん・おと・ね）〈文脈や文体によって読みわける〉
　・「音色」（ねいろ）〈「おんしょく」としない〉
　・r縦横」　（たてよこ）〈「じゅうおう」としない〉
　・　「養護痛」　（ふくつう）　。　「且要痛」　（ようつう）　・　「月旬痛」（きょうつう）。
　　r耳痛」　（じつう）〈「はらいたjrこしいた」「むねいた」「みみいた」と
　　しない〉
　・「雅楽寮」（ががくりょう）〈「うたりょう」としない〉
　・「湘笛」　（わてき）・「和琴」　（わごん）〈「やまとぶえ」「やまとごと」
　　としない〉
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　・「（斎藤）茂吉」（しげよし・もきち）〈ルビがある場合はそれに従い，な
　　ければ本名と筆名で読みわける〉
　・「（i菊池）寛」（かん）〈「ひろし」とせず，ルビに従う〉
　・「老若男女」（ろうじゃくだんじょ・ろうにゃくなんにょ）〈：文脈や文体
　　によって読み分ける〉
⑤正しい読みかたがいくつかある場合で，③でも④でも区：別ができないため
　に，現代においてより一般的におこなわれている読みかたを選んだ例
　・「朝飯」（あさはん）・「夕飯」（ゆうはん）〈「あさめし」「ゆうめし」とし
　　ない〉
　・「昼、食」　（ちゅうしょく）　〈「ちゅうじき」としない〉
　・r人文」（じんぶん）・「本文」（ほんぶん）〈「じんもん」「ほんもん」と
　　しない〉
　・「風体」（ふうたい）〈「ふうてい」としない〉
　。「固執」　（こしつ）　〈「こしゅう」としない〉
　・「唐風」（とうふう）〈「からふう」・「からぶり」としない〉
　・「頁葉箱」（ひゃくようばこ）〈「ひゃくようそう」としない〉
　・「吉」　（きち）　〈「きつ」としない〉
　・「大嵐鐘」（だいじしょう）〈「おおどけい」としない〉
　・「：男衆」　（おとこしゅう）　〈「おとこしゅ」としない〉
　・「若い衆」　（わかいしゅ）　〈「わかいしゅう」としない〉
　・「冒深」（まぶか）〈rめぶか」としない〉
　・「胸くそ」（むねくそ）〈「むなくそ」としない〉
⑥誤用などの処理例
　・「（石桁）真札生」は「真礼生」の誤りであろうが，生徒の立場から考え
　　ると，そのままの形で目にふれることになるので，訂正せず，　r札」の特
　　殊用法欄に「まれお」と記載してその旨を注記した。
　・「小谷（兼晃）」は，事実は「水谷」である旨の情報を偶然得たが，各種
　　の威名辞典に見いだされないため，生徒にはそのままの形で目にふれ，し
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かも「こたに」と読んで疑わないものと判断し，訂正せずに，r小谷」（こ
たに）としてあつかった。
・「焚合津」（にぎたず）の「焚」については不詳なので，いちおう「熟↓
とは切りはなし，rにぎ」としてたて，表外字あつかいにした。
（2｝用例の所属する音訓の決定に関して
①一見，連濁にみえなくもないが，理論的にそうは考えにくいので，濁点を
　とりさることなく，そのままの形であつかった例
　・「指示！を「しじ」と読んだ場合の「示」は呉音の「ジ」とする。「しし」
　　という読みかたもあったようであるが，「しじ」がそれの連濁現象である
　　とは考えにくいからである。
　　　ふ　じ　・「富士」の「士」のばあいも，「富」が漢音の「ふう」ではなく呉音の「ふ」
　　であることもあり，漢音の「し」が連濁によってrじ」となったと考える
　　よりは，呉音と呉音の組合わせを借りたと考えるほうが自然だと判断し，
　　「じ」であつかう。
②一審，清音から変化したとあつかえなくもないが，清音の用例がほとんど
　ないので，本濁の音変化としてあつかった例
　　　てんぴょう　・「天平」の「平」の場合は，音訓表で認められた字音としては「ヘイ」と
　　「ビョウ」だけなので，rヒョウ」の連濁と考えれば音訓表外の特殊用法
　　となるわけであるが，「平」が「ヒョウ」として使われる例はほとんどな
　　いし，また，「天平」が「てんびょう」とも読まれたことをも考えあわせ，
　　結局，「てんびょう」から「てんぴょう」に移ったか，両方が同時期にお
　　こなわれていたとしても清濁が問題とならなかったかで，いずれにしても
　　「びょう」はrびょう」と密接なつながりがあると判断し，「びょう」の用
　　例としてあつかう。
③各種の音変化をふくむ用例を，その変化以前の本来の宇音や字調のもとで
　処理した例
　　　はんのう　・「反応」のド応」は連芦現象なので，「のうjという特殊用法とはせずにt
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　　「おう」とてしあつかう。
　　ふうふ・「夫婦」の「夫」は「ふ」の長音化と考え，「ふう」という特殊用法とは
　せずに，「ふ」としてあつかう。
　　しいか・「詩歌」も，「六黛」の「むか」が「むいか」となったような，いわゆる
　延音化と考え，「しい」という特殊用法とはせずに，「し」としてあつかう。
・「おくんち」の一語原説としてrお宮日」をあげたときのr宮」は，旧」
　の「にち」が「んち」と変化したと考え，「くん」という特殊用法とはせ
　ずに，「く」としてあつかう。
。「何」を「なん」と読むときも，「なに」が音変化をおこしたものと考え，
　「なん」という特殊用法とはせずに，「なに」のなかであつかう。
・F修」を人名としてギおさむ」と読ませる場合は，「おさめる」の文語形
　を用いたものと考え，「おさむ」という特蘇用法とはせずに，「おさめる」
　のなかであつかう。
・「延」を「延べる」と使った場舎は，「のびる」が音訓表に認められてい
　るので，その他動詞形ということで当然認められるわけであるが，ほかに
　　「のべ」という形でも音訓表にあげてあるので，この「延べる」という用
　例を「のびる」であつかうか「のべ」であつかうかが問題となる。しかし
　、ここでは，「のべ」がむしろrのべる」から出たのだとすれば，「のべる」
　を「のべ」のなかであつかうのは逆だと考え，「のびる」のほうであっか
　うことにする。
・「若い衆」の「衆」を「しゅ」と読んだ場合，音謂表に認められている
　　「しゅ」と「しゅう」のどちらであつかうべきかという問題があるが，音
　　　　　　　　　　しゅじょう　訓表の「しゅ」は「衆生」などという特定の語に用いられる呉音であり，
　　　　　　　しゅ　この場合の「衆」は，漢音のrしゅうjが音変化したものであると考え，
　現象として一致する「しゅ」としてではなく，rしゅう」のほうであっか
　うことにする。．　　　　　　　　　　　碇
　　なっとく・「納得」のr納」を「な」のなかであつかうことには抵抗があるので，
　　「なふとくjからの音変化と考え，歴吏的かなつかいの「なふ」にあたる
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　　「のう」であつかうことにする。
　　　か　い　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　わ
　・「甲斐」の「斐」や「由比」のr比」は，　「阿波」の「波」が「は」の音
　　変化とすれば音訓表に反せずに使えるという立場をとり，「ひ」が音変化
　　をおこして「い」となったと考え，本来の「ひ」のなかであつかう。
　　　いちわ　　　　　で　わ　・「一羽」「出羽」の「羽」も前例同様の理由で「は」という音訓表内の用
　　　　　　　び　わ　　法とし，「琵琶」の「琶」も「は」としてあつかう。
④音変化でも，光にもどすにはかなり抵抗があると考え，特殊用法のあっか
　いにした例
　・「文字」を「もじ」と読んだときの「文」。
　　　えつちゆう　・「越中」の「越」を「えつ」にもどすか「えち」にもどすかは問題となる
　　　　　　　　　　　　　たちぜん　　　　　　　えちこ　　が，ここでは，いちおう「越前」や「越後」と合わせるために，「えち」
　　という特殊用法のあつかいとする。
　　　か　のう　・「狩野（永徳）」の「狩」。「野」も同様であるが，調査対象外であるから
　　問題とはならない。
　　　　　　か　じゃ　。「（太郎）冠者」の「冠」。
⑤漢字で野馳した外国の地名を，ルビがあるかどうかによってあつかいをぎ
　めた例
　　　ソウル　・「京城」というルビつき表詑なら特殊用法になるが，単に「京城」とある
　　場合には「けいじょう」と読み，特殊用法とはしない。
　　　　　　　　シエソヤソ　・ルビつきで「藩陽」とある場合には，「しんよう」としてはあつかわず，
　　特殊用法のあつかいにする。
（3｝用例の提示のしかたに関して
①同一部分が同一の用法でくりかえしあらわれても，現代語において単独で
　意味をもたないために，より大きな単位でたてた例
　・「越（中～・～後・～後由脈）」とせず，「越中・越後（～・～山脈）」と
　　する。
　・「為（～時・～義・～朝）」とせず，「出頭・為義・霜朝」とする。
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　・「湿（～地・N地帯）」とせず，「湿地（～・～帯）とする。
②5の（4｝にのべた規準に従ったために，類似の語構成であるにもかかわらず
　まとめかたが違った例
　・「不可能」や「不健全」は辞書の親見出しにあるが，　「不健康jの形では
　　たっていないので，「可能・不可能」，「健全・不健全」となるものと，「健
　　康（～・不～）」の形になるものとが串る。・
　・「願い」は辞書の国号出しにあるが，「救い」の形ではたっていないので，
　　前者においては「願う・願い」となるが，後者の場合は「救う（～・～
　　い）」という形になる。
③そのままの形では辞書の親見出しにたたないが，二種類の分割が可能で，
　そのどちらによっても，見出しにたつ語形が得られる場合の処理例
　・「一瞬間」は「一」プラス「瞬間」とも，r一一瞬」プラス「間」とも考え
　　られるが，「一瞬時」と同様に，後者の形で成立したものと推測し，「一一瞬」
　　の用例としてあつかい，「瞬闘」の用例とは区別する。
　・「腰をかける」の形の用例は，助詞「を」の存在を無視することなく，
　　「腰」であつかい，「腰かける」とは区別する。
　・「大喜び」は，「小走り」などと違って，そのままの形では見lllしにたた
　　ないので，「大」をとりさった「：喜び」の形であつかう。ただし，「喜びよ
　　う」などの「喜び」はそのような名詞形としてではなく，「喜ぶ」の用例
　　とする。
④　形をかえていろいろな品詞に使われるものを5の（4）の③の規則を適用して
　1つにまとめた例
　・「堂々」の形で名詞や副詞に使われた用例も，「堂々と」の形で副詞に使
　　われた用例も，「堂々たる」の形で連体詞に使われた用例も，すべて「堂
　　々」で代表させる。
⑤単独ではあまり使われないが，造語成分としてはたらくために，語の構成
　部分をぬきだして用例にたてた例
　。船舶の愛称に用いられる「丸」
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　・「粗銅」や「粗糖」などの「粗」
　・「文化庁jや「警視庁」などの「庁」
⑥用例整理のつこうで，辞書の見出しよりも小さな単位で切った例
　・「皆既食」の場合，このままで死出しにあるが，「皆既環食」とまとめる
　　ために，辞書にはない「皆概」の形でたて，「皆既（～食・～日食）」と記
　　記する。
⑦かなり宅配句的に固定した形で用いられるものでも，辞書の見出しにない
　ために，その成分をぬきだしてたてた例
　・「計画立案」はそのままの形でたてず，「計画」と「立案」とにわけて，
　　たとえば「案」については，「立案（計画～）」とする。
　・「仲よく」は一語の副詞とはせず，「仲」という名詞でとる。
　・「鼻であしらう」は，「鼻」の部分を他の名詞におきかえることができる
　　ことをも考えあわせ，「鼻」という名詞の用例にふくめる。
　・「並び称される」は，このままで受身をはずすと「並び称す」となるが，
　　そういう形では使わないことをも考えあわせ，「並ぶ」と「称す」とに分け
　　てたてる。
⑧動詞起原の副詞と考えられ，辞書の見出しには元の動詞形しかたてていな
　いが，意味的にかなりの変化が認められるので，動詞形から独立させて，一
　つの副詞として用例にたてた例
　・「絶えず」は「絶える」という動詞と別に，その形で副詞にたててあるが，
　　「改めて」も，いちおうの規準とした『岩波国語辞典』にはそのままの形
　　でたてられていない。しかし，配広辞苑』では副詞として認めていること
　　をも考慮して，「絶えず」に準ずるものとしてあつかい，「改める」から独
　　立させる。したがって，「改める（～・～めて）」ではなく，「改める・改
　　めて」という形に整理される。
⑨語を構成している部分として漢字をぬきだした場合の，そのぬきだされた
　漢字の用例欄におけるとりあつかいの例
　・「豊旗雲の豊」とある場合には，いちおう「豊」をたててまとめ，単独用
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　法をしるしたところに注記をほどこす。したがって，「豊：（～〈部分抽出〉
　・～旗雲）」となる。
（4｝園有名詞あつかいに関して
　5の㈲にのべた規準でだいたい処理でき，あまり問題とはならなかったの
で，いくつかの処理例をあげるにとどめる。
①神仏の名は原測として固有名詞にする約束であるから，たとえば，「薬師
　如来」も固有名詞になるわけであるが，語構成からは「薬師」と「如来」と
　にわけて考えられ，その部分部分は固有名詞とは呼びにくいので，結局，い
　っしょになったときに固有名詞になるのだという意味を「薬師（～如来
　〈固〉）」という形であらわす。
②逆に，ぬきだした部分がそれだけで固有名詞であるときに，それに他の成
　分が結合した複合名詞もやはり固有名詞であるかどうかという点には異論が
　あると思われる。たとえば，「日本」は園有名詞であるが，「田本刀」や「日
　本料理」も固有名詞なのかとか，「神戸」は固有名詞だとしても「神戸牛」
　は普通名詞なのではないかとかいった問題である。このような場合，個々の
　例を吟味して決定することはひかえ，ぬきだされた部分に固有名詞の表示を
　するにとどめ，（）内の部分と結合した長い単位が全体として固有名詞で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くだら　あるのかどうかという点にはふれないことにする。一例をあげると，「百済
　〈固〉（～・～観音）」という記載形式をとるわけである。
③政党名は前掲の規準に従い，固有名詞あつかいになるものとならないもの
　とが出てくるが，「大政翼賛会」は対応する組織が1つしか考えられないた
　め；また，「労働党」はこれだけでイギリスのthe　Labour　partyをさすも
　のと考え，ともに固有名詞としてあつかう。
　　　わ④　「倭」は「日本」という意味に用いられるので，単独でたてた用例を固有
　名詞あつかいにする。
⑤一見，人名にみえるが，「太郎冠者」の場合の「太郎」は，シナリオにお
　ける「学生A，学生B，学生C……」の「A」ように，下最初に登場する」と
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　いう順番程度の意味しかないものと考え，固有名詞からはずす。
⑥郷土芸能などについては，地名のついた「晦蘇虎舞」などの場合は固有名
　詞にするが，「虎舞」だけでは「釜石の虎谷」もあるので固有名詞あつかい
　にしない。
⑦「絶句類選」などといった普通名詞に近いものでも，それが作品名を示す
　かぎり，固有名詞のあつかいをする。
⑧「遣唐使」「遣駅使jr渡欧」などは，「唐j「階」「欧」だけをとりだせば
　固有名詞のあつかいになるが，ここでは，用例をこのままの形でたて，固有
　名詞のあつかいにはしない。
⑨哺蛮」は本来は普通名詞であっても，特定の国をさす場合は，r南米j
　やr茜欧」と同様に固有名詞のあつかいとする。
8．漢字出現状況一覧表の使いかた
　調査結果をまとめた漢字出現状況一覧表は，被調査者の漢字習得要賑をさぐ
る基礎資料の一部をなすものである。と岡時に，2でのべた限界があるにもか
かわらず，巨視的には，中学生が教科書をつうじてどういう漢字にどう接して
いるのか，換言すれば，中学の教科書ではどういう漢字がどういうふうに使わ
れているのかといった点に関する概況を報ずるものであるともいえよう。値々
の漢字や音訓についての出現状況を知るには，6の（1｝の説明を参照して，一覧
表の該当する欄を検出し，6の（2｝の説明によって各欄や項目の意味を確かめな
がら，その詑載事項を追えばいいわけであり，少しなれてくれば，そういった
説明をいちいち参照しなくとも，該当欄を横に読むだけで巨的を達するであろ
う。しかし，ある数の漢字や音訓，あるいはいくつかの項渥にまたがるある状
況やその傾向を知るには，この表を使ってある操作をほどこさなければならな
い。そういった操作をかさねることにより，この表からひきだされる情報はそ
れにつれて豊富になるわけである。その意味でも基礎資料なのである。したが
って，ある項琶のある欄とまた別のある項巨のある欄とをつきあわせると，あ
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る条件における漢字なりその音翻なりのグループが得られる，というふうに，
この表を利用していろいろなことが導けるはずである。
　そこで，この一覧表からひきだせるそういったいろいろな情報のうち，調査
潤的であり，したがってその動機ともなった「漢字習得の要町」に関連をもち
そうな諸項目についてかんたんな操作をほどこし，その一次的な結果だけを整
理してかかげておくことにする。この結果にまた操作を加えれば，二次的な別
の情報が得られるわけであり，また，墓準をかえてやや性質の違う情報を得た
り，それによっておこる変化を調べたりすることもできるわけであるが，ここ
では見本を示すにとどめる。ここで「関連をもちそうな」というその範囲は，
研究報告をもとにして厳密にきめたものではなく，きわめて常識的な観点から
考えついた項目を並べたものにすぎない。しかし，逆に，この結果がその「関
連をもちそうな」項目の選定に一役買うこともありそうである。しかしまた，
厳密を期さなかったといケことは，実際には全然関連のない項目をとりあげた
り，逆に，重要な観点が欠けていたりすることにもなるであろう。表からひき
だせるもので欠けているところは，表をもとにして補うなど，積極的な運用を
期待する。
　なお，すでにことわったように，教育漢字と表外字の漢字出現状況一覧表は
掲載できないので，次の結果を導きだす手順の詳細については，実際の表で確
かめられる教育漢字外当用漢字の部に限ってのべることにする。
　0一準備的資料
　◎一〇　調査結果の数字の相対的な大小を理解するための参考資料，特に教
育漢字およびその宇音・字訓についての調査の分量を示す資料である。
　O－1　当用漢字音訓表の整理
　O－2　教育漢字のうち，調査した漢宇の数と，調査しない漢字の数
　O－3　教育漢宇のうち調査した字音・字訓の数と，調査しない字音・字訓
の数
　1一教育漢字の場合
　1－0　教育漢掌の場合は，音訓の一部を除いて調査したものもあり，まつ
（0一肇）
字音圃別麹回護畢
???ー?????? ?? ?272S3
@　3
@　1
S17
R7
@　2
@　1
V8
P8
@　2
@　1
@　1
@　4
@　1
513
P6
Q6
@0
R69
Q7
@　1
@　0
P2
@　5
@　0
@　0
@　0
@　0
@　0
785
T9
Q9
@　1
V86
U4
@　3
@　1
X0
Q3
@　2
@　1
@　1
@　4
@　1
?
881 969 185G
字　音 1030976 2006
字　訓 642 474 1116
嶺・ 1672145G 3122
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　　（O－2）
調査した漢字
　全：音訓にわたって　　　365字
｛
　音訓の一部をのぞいて　160字
調査しなかった漢字
525字
356字
7rst，　i，ti“
（O－3）
調査した
調査しない
?
’一??
字　音
517
，＝
DiP3
1030
字目訓
269
373
642
計
786
886
1672
たく調査しなかったものもあるので，以下の記述においては，特にことわらな
いかぎり，漢字については，全音訓にわたって調査した漢字のうちで，字音と
宇訓については，調査した滑音と字訓のうちで，という条件がつねについてい
るものとする。したがって，出現教科数欄に斜線のあるものは除外する。
　（出現盤に関する面〕
　1－1　國語にあらわれなかった漢字・字音・字訓
｛結果〕
c漢字
旧識盟（計　3字）
o字音
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??《????
??
????
???
??
? ?? ??????????????????????????????????????????ィ ?? ???? ?
??
??
??
??
?
?．?? ? ??????? ??ィ???????
??
??
?????????
??
?
?? ?
?????
? ???
?????
???? ッ ???
???
??
?
????
????????????????
?? ? ?
??
??? ? ?
??
????? ?????
　1－2　国語にあらわれた回数の多い漢字・字音・字訓
　〔基準〕　漢字・字音はエOG回以上，字訓は50回以上とする。
　〔結果〕
○漢字
　咄現回蜘00～199）案演果確供告祭社術常身信深節相想待短典徒特能比必
　　富返声宋命論　（計　30字）
　（同200～299）解関句現詩修述初説送続単変　（計13掌）
　（周300～399）詞題用（計　3字）
　（圃400～499）的　　（計1字）
　（岡　500～599）調　　　（計　1字）
　（同　　600～　　　）　聞　　　　　　　（計　　　1字）　　　　　　　　　（総言予　　49字）
○字音
（出現圓数100～199）案アン演エン果力　雷ゲン
　節セツ送ソウ想ソウ太タ　調チ沸典テン徒b
　放ホウ　　命メィ　　論ロン　　　（計　　22）
（岡　200～299）解カイ　関カン　句ク　1現v7詩シ
　騨イ　（計　10）
（同3QO～399）問ケン詞シ　題ダイ規R．ウ　（計
行ギei」社シや術ジL’V信シン
特トク能ノウ必ヒツ文モン
修 AV説セヅ単タン聞Vy
4）
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（同　400～482）的麟　（計　1》　　　　　　　　　　　　（総計　37）
o字訓
（出現噸数5G～99）　審よる喜よ2．＝曲まがる現あ誌止とまる似にる初鵬て1断蓉
　相あい　送おくる打うつ待thO　得iる比く禁富とむ末tX用も鴛　（計　18）
〈同　　100～199）　供とも　　祭まつる　述のべる　身み　　　深ふかい　先さき　　三つづく　返かえす　変かhる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計9）
〈岡　200～299）なし
く構　　300～399）　聞きく　　　（計　　1）
個　400～405）調しゼ　（計　1）
　〔出現間隔に関する函〕
　1－3　温語にあらわれた圃数がどの学年でも多い漢字・字音’字訓
　〔基準〕　漢字・宇音はエ0回以上，字訓は5回以上とする。
　〔結果〕
o漢字
案因演応果解確格慣寄喜供繭句型敬現興号告混際在止詞詩治辞
社修従述1績準初消照常詰信真深省積説節先言相送想造続打待態
題単二調底的適囚徒特得比悲備必筆評夫文聞返変編放心詔命訳
余用素話論（計90字）
O宇音
i案丁’　霞イン演エン応オウ果力　解カイ確カク格カク　間ケン　関カン句ク　敬ケイ
雷ゲン現ゲン行靭興キョウ号ゴウ告＝ク際塀　在ザイ蓑彫　詩シ　治ジ　辞ジ
社シ・修シa　’」順ジ晶ン準ジュン初シ9照シuO身シン信シン省セイ説’tツ節セツ戦セン
糎ソウ想ソウ続ゾク態クイ題グイ単タン調en“的殉　適テキ典テン徒ト　特トク
備ピ　必ヒツ筆ヒツ評ヒf’ウ夫フ　文モン聞アン返ヘン変ヘン編ヘン放ホウ鞭ウ
命メイ萌メイ騨ク用ヨウ礼レイ論vン　（計66）
○字訓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，tw移うつる改あ鑓確たしか慣St’t“寄よる喜婆居いる供とも曲まがる型かた現あえ斜躍薯
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再膝た止とまる似にる従し蟹述のべる画品て助四応手る照てる．身み　真t　深娘
三つむ　折tse先さき相あい送おくる造つくる射たりる息瞳　続つづく打うつ待まつ短誠
調し2ぺ低V‘“’　X“こ得える．雌「禦禽し必㌘氷こおり聞きく返庸変漏翻窪
用も馨い　連つれる　　（計　　53）
　〔出現偏磯に関する面〕
　1－4　特殊用法としてしかあらわれなかった漢字
　〔結果〕なし
　1－5　きまった語形でしかあらわれなかった漢字
　〔基準〕　2園以上あらわれながらすべて同一語形であった漢字とする。
　〈注〉結合例は岡語の異用法とする。特にことわらないかぎり，以下，同様のあっか
　　　　いとする。
　〔結果〕
央（中央）　億（億）　拡（拡大）　勧（勧める）　券（券）　貯（貯水）
腸（胃鵬）　犯（犯す）　　（計8字）
　1－6　固有名詞にしかあらわれなかった漢字・字音・字訓
〔結果〕
○漢字
是（如是閑）　蔵（達蔵・大蔵・武蔵坊）　　（計2字）
○字音
久ク（大久保）　今キソ（雷今集・新古今集）　是ゼ（如是閑）　蔵曽（達蔵）
右ウ（弓馬助）　　（計5）
0字訓
閣聴（関根・下関）　室むろ（室町・根睾）　鋒禁（修）　倉くら（鎌倉・小倉）
蔵くら（大蔵）　孫di「（孫一）　　（計6）
　〔出現状況と成績との平均的対比〕
　＜注0＞次の諸注は，特にことわらないかぎり以下の同類の操作に共通のものとする。
　＜注1＞入学時と卒業時のテスト結果の差を問題にする。
　＜注2＞入学時のテストでもれたものについては第2画のテスト結果で代用させる。
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　＜濫3＞途中で習得したと判断して以後テストしなかったものも卒業時に正答のあっ
　　　　かいとする。
　＜注4＞漢字については読み・書き，字音・字訓については読みのテストで判断する。，
　＜注5＞被調査ig　8人中の正答者数であらわす。
　1－7　国語にあらわれた漢字・字音・字訓の成績の変化と，あらわれなか
った漢掌・字音・掌訓の成績の変化
　〔結果〕
○漢字
漢 字
書　　き 読　　み
入鞘醸時鮮晦糊
あらわれた： μ・巨6垣7巨8
あらわれなかっ・13・・16．・1刺…
○字音
剖入間二二
○字訓
字
あらわれf 1　6・61　s．o
あらわれなか列・．・垣・
字 劃入閣二二
あらわれナこ ｛…巨・
あらわれなか・た1・小・
　1－8　国語にあらわれた寸土の多い漢字・字音・字訓の成績の変化と，少
ない漢字・字音・字訓の成績の変化
　〔基準〕　多いほうは1－2と同じ。少ないほうは，1回以上10回以下とす
る。
　〈注＞0をふくむと1－7の観点がはいりこみ対比の性格が複雑になるのではぶく。
　　　　特にことわらないかぎり，以下，罰様のあつかいとする。
　〔結果〕
o漢掌
書　　き 読　　み
漢　　　　字 入轄隊離鯛卒鞘
多　い1・・1・・1・・i・・
少ない帥1呵剣・・
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O字音　　　　　　　　　　　　○字訓
字 剖円鞘隊時
? いi・．218．・
少な・15・・17・・
字 訓睡野業時
多 い’ P7．618．・
少ないi剣7．・
　1－9　国語にあらわれた園数がどの学年でも多い漢字・字音・字訓の成績
の変化と，ある学年でだけ多い漢字・宰音・字訓の成績の変化
　〔基準〕　1－2の墓準にも1－3の基準にもあてはまるものと，1－2の
基準にあてはまるが2つの学年で1－3の基準にみたないものとにする。
　〔結果〕省略。
　〔畠現状況と成績との個罰的対比〕
1　一10　国語にあらわれなくても習得した漢字・字音・字訓
〔基準〕　入学時に正答者7入以下で，卒業時に全員が正答を繊したものと
する。
　〔結果〕
・○漢字
入学副卒業時睡字
下翼きとも・以到読礪きとも・iな・
謙だけ・以同’・ ・1税
読みだけ7以下1〃 ・1なし
???????
藷
???? ????
?
???????? ????? ??? ??? （ （? ??
??
??
?
???
??
???????
?
?
??????
??
???? ? ??? ?
?
? ?????? ．↓??
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　〔基準〕　　「園数が多い」の判定は1－2と同一基準とし，「習得しきれな
い」の覇断は卒業時のテストで全員が正門を出すにはいたらなかった場合とす
る。
　〔結果〕
○漢字
卒　業　時1　漢　　　字
読み書きともに7以司瞬・
書きだけ7以下1勲徒三三単
読みだけ7以下1供重拙糟飾勺・・
O字音なし
○字訓なし
2一教奮漢字外垂絹漢字の場舎
　〔初出に関する面〕
　2－1　学年別の新出漢字。字音。字訓数
　〔方法〕　各漢字の初出学年欄の字音・字訓・〈字〉の各行における，0を
除く数字の度数を調べる。
　〔結果〕
日鯛字劃字訓漢字　鯛宇 環司字訓陳字
?
1年 510 242 611 1・2 9 2 7
2年 227 105 202 2・1 15 1 10
3年 109 86 85 1・3 0 0 0
0・1 0 2 0 3・1 5 2 2
1・0 1
? ?
2・3 4 0 5
0・2 2 0 2 3・2 2 0 0
2・0 1 0 0 0 87 31 44
0・3 0 2 0
3・0 4 1 1
? 976 474 969
　2－2　教科別。学年劉の新出漢字・字音・字訓数
　〔方法〕　各漢宇の教科別初出学年欄の掌音。字訓・〈字〉の各行におけ
る，⑪を除く数字の度数を教科ごとに調べる。
〔結果〕
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○漢字
峡蹄i捌社会副翻音楽美術体育男女
1 367 102318 81 37 77 61 94 128154
2 263 23 290198 68 49 68 163 44 50
3 174 53 121 106 96 109 51 68 129 98? 804 178 729 385 2◎1 235 180 325301 302
0字音
kp　i劇劉社会繍嬬麟i鋼綱到女
???258
．P．36
2e6
7eo
75
17
45
137
267
．eD65
130
667．
51
176
117
344
19
34
70
223
46
26
75
147
33
47
40
120
74
146
65
285
107
38
102
247
131
47
83
261
○字訓
藁謹陣瞬1社会陣矧細音楽獅1鮪1剃女
???167
136
112
415
?????
ー??
79
72
38
189
35
49
16
1eo
????? ???? ????） ???????
?
??
　2－3　国語より先に他教科にあらわれた漢掌・字音・字訓
　〔基準〕　同学年の場合は，その先後を断じがたいので，すべて除外する。
　特にことわらないかぎり，以下の同種の考察においても同様のあつかいとす
る。国語にあらわれなかったものについては，他教科にあらわれればすべて該
当するものとする。
　〔方法〕　初出学年欄が教科別初出学年欄の「副より小さい数値：である漢
字・字音・字訓を求める。ただし，後責が0であれば，前者も0である場含を
除き，すべて拾う。
　〔結果〕　ふりがなは，その字音・字訓としての初出が，＊印は，その漢字
としての初出も，国語以外であったことを示す。
　　　　　ゆ　握に騒扱　　あ㌍激ち．がう
ホ　　　　　　　ホ
趨之る沿騎．
　　こす．
ポ　　　　　　　ホ
憶オク
や　　　　　　　み
壊カイ劾ガイ
ネ　　　　　　ぷ
渇カツ滑カツ
ぷ　　　　　　ホ
緩カン環艀
＊　　　　　　　＊
　　瀞　　　　　キ
　　　　　＊
筋詫琴キン
ホ
鯨τ乱肩ケン
弧コ　雇’
ぬ　　　　　　　ホ
拘コウ肯ウ
　　　　　ぷ綱功鋼功
ホ　　　　　　　ホ
佐サ　砂凱
　　　　　雷　すな
酢サク錯サク
雌彰　賜シ
ホ　　　　　　ネ
勺シャク尺シャク
＊　　　　　　　寧
＊　　　　　　　躊
＊　　　　　　　＊
＊　　　　　　　＊
ぷ　　　　　　　　ホ
i薪シン迅ジン
ぷ　　　　　　　や
錘雑　寸スン
染セン
?
双ソウ掃ソウ
な　　　　　　　　
胎クィ血忌
ネ　　　　　　　ぷ
　　　　　奪　　 　ダツ　　　　　　　うばう
＊　　　　　　　ホ
?????????
?
??．ッ???????????．?
???
??????
???
ガ
? ? ??
．??
?? ?? ．．? ??? ? ?? ? ???
　　　　　ホ　　　　　　ホ
姻イン陰猪　隠魯　羽ウ
ぷ　　　　　　ホ　　　　　　ホ
援エン　鉛麹り汚オ　押勅
ホ　　　　　　　　　　　　　　ホ　　　　　　ホ
架力　嫁力　禍力　雅ガ
ホ　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　ホ
郭カク隔カク獲カク嚇カク
　　　　　ホ　　　　　　ホ　　　　　　　な
汗カン冠㌶むり陥カン貫カン
ホ　　　　　　ネ　　　　　　ホ　　　　　　ホ
含妬む企キ　艦やう。寄キ
ホ　　　　　　　ま　　　　　　　ホ　　　　　　　ホ
耀がや・宜ギ菊キク塵鞭
＊　　　　　　　　　　　　　　　　＊
吸揃窮榊凶’t”“論証享靭狭靭胸靭鷺藪仰制凝ギaウ
ホ　　　　　　ぷ
謹か　駆ク
　　　　　ホ軒のき圏ケン
互ζがい呉ゴ
　　　　　ゆ荒離る降認
ホ　　　　　　　　ネ
購コウ衡コウ
ホ
鎖サ　砕判
ゆ　　　　　　み
札サツ擦㌣
侍響確
　　　　　＊　　昏
臭シ；O愁シaウ襲シ”’7柔ジAウ銃ジza“？ktkウ
?
沼竹中ウ
蒸滑
診ンン
遂スィ
跡セキ
ホ
措ソ
堕ダ
ホ
諾ダク
秩舞
症シ砂
ホ
畳　　ジ罫ウ　　たたみ
刃ジン
酔スィ
籍セキ
ネ
塑ソ
耐クィ
遍い轟溺セン
戯もしく
！質　　は
＊
　　ン韓
?
?
陣ジン
畝：せ
ホ
巣絆
逮クィ
?
偶グウ掘クツ
ホ　　　　　　　ネ
倹ケン　寅聾心ぎぎ
巧ア甲コウ
ホ　　　　　　ホ
候帥　紅譲
ホ　　　　　　　ホ
廣繕ゴウ　　酉舞コク
ぷ　　　　　　　ネ
栽サイ彩サイ
旨肋　枝シ
ホ　　　　　　　ぷ
＝潔ツ躯蓄
　　　　　　　ホ
殊沁　儒ジユ
　　　　　＊
み　　　　　　　ま
升シ厨ウ
＊　　　　　　彦
　　　　　＊辛からい
み　　　　　　ホ
炊スィ帥スィ
盛ジ・ウ誓イ
ホ　　　　　　　ぷ
潜W　繊セン
ホ　　　　　　ホ
僧ソウ燥ソウ
ホ　　　　　ホ
宅クク　沢クク
ホ　　　　　　　ネ
値雰。い致チ
　　ね
　　い慧証彫ほる
幡豆2おす債サイ
捨出る斜ななめ
熟ジユク俊特
松シ召ウ昇シ汐
ホ
浸シン
唾スィ
?
ポ
阻ソ
＊’
促ソク
ぷ
拓クク
稚チ
ま　
薫待
ホ
幻㍗
坑コウ
慌コウ
骨罪
＊
?
：難
＊
み
舟烹ガ
?
奨シe9衝シStウ礁シStウ鐘シeウ翻しろ
仲・・ウ宙紳掛・ウ衷佃鍮・魂・・ウ頂
517
?????????????????????????????????????????????? 『 ? ? ? ? ?
跣チョウ澄＄＆ウ懲チe“
??????????????????????????
み
?????????????????ィ????ィ????????????? ?? ??? ????? ? ????? ?? ?
??????????????????????????????????????
???????
? ??????????????????????????????? ???? ?????????????? ? ?????? ???????〕??? ? ?????
????????????
? ㌶? ?? ? ?? 【???? ? ?
???
???
???
???????????
???
???
?????????????
???
??
71????????????? ? ? ???????????
　〔出現蟹に闘する函〕
　2－4　国語にあらわれなかった漢字・宇音・字訓
　〔方法〕　出現度数欄の計が0である漢宇・宇音・字訓を求める。
　〔結果〕
o漢字
亜芋姻謁宴殴翁虞乙卸佳禍寡餓悔劾該嚇渇轄喚堪款憾還忌棋宜
虐糾窮凶恭斤謹倹呉碁坑恒拘侯慌絞酵鋼拷剛酷獄墾債搾擦暫嗣
諮璽疾漆赦勺尺囚臭愁叔淑粛循遵緒升匠祥詔奨礁剰錠醸嘱辱娠
紳迅帥衰睡錘畝窃旋銑阻租措塑喪堕胎罪三園紅鱒嫡衷弔弓隠勾
引坪呈逓三脚斗奴悼痘騰匿難敵増殖書肺三軸賠閥隙頒泌苗扶附
赴賦侮墳丙柄遍邦奔両軸匁幽瓦窯酪薄恥履硫陵塵隷廉賄㈱65字）
C宇音
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????????
??????
????
???????、??
飴
????????
????????
???
????
??????????????????? ????????????????????????? ? ?? ?
??
?
???????????????????????? ??? ????
??
? ? （
???
??? ? ?
????????????????????????????????
??
い
?
??????????
??????????
?
? ??
??
?
?
??? ?
??
????
??????????????????????????
??
???
?????????????? ???????????????????? ?? ???? ???? ?? ???? ッ? ???? ?? ???? ???? ?? ??? ????????????? ? ?? ????? ??????????????????????????????????? ? ? ? ? ? ???
????????????????
???????????????????????????????????????????????
?ヵヵ ????
??
?
??? ?? ?????? ? ? ?? ? ?? ?? ? ?? ? ? ?? ??? ．?? ?? ィ ? ィ ィ ?、 ィ ?㌘????? ? ? ?? ?
??
つ
??
??????
????????
??
??
? ?? ??? ? 、?? 、
??
??
???
???
?????????????????????
??????????
????????????
????????
???
?????????
???
?????????
???
????
???
?? ?
?
?????
??
??????
?????
???
?
????
???????
?????????
?????????????????????????
?
?
??
??
??
????
?? ??? ??
エ???
???
?
? ? ??
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　　瀧淑た喉鰹醜ら鋼3豚ぶた杯㌘卑脚驚灘r侮あ奮ど棚・
　　紡つ厨免霊謬匁もk？誉ほ自陣はttS■陵み欝恋二b朗llt’”t’（計59）
　2－5　国語にあらわれた回数の多い漢字・字音・字訓
　〔基準〕　漢字は40團以上，字音・字調は20回以上とする。
　〔方法〕　出現度数欄あ計が40以上の漢掌，20以上の字音・字訓を求める。
　〔結果〕
o漢字
（出現回数40～59）　四三箇丸吉泣一酉三階傾激新刻込座門下誌晶
吹井窓装端潮回背片棒雄優男腰頼（計35字）
（同60～79）越簡明町制笑盛霜渡悩三姫町勢並判忘夢野隣i
　　　　　　　（計20字）
（岡　80～99）御姫若寝（計4字）
（同　100～149）　押呼野姿昔舞（計6字）
（同　150～199）　違飾彼（計3字）
（同　200～261）　増段郎（計3字）　　（総計71字）
O字訓　・
（畠現騒数20～59）偉：イ　影＝イ鍵ク箇力　介カイ鑑カン儀ギ　吉キチ
拠キヨ狂キeeV郷キ8ウ野晒屈クツ恵工　傾ケイ激ゲキ懸ケン項＝e刻＝P砂サ
座ザ　索サク誌シ　侍ジ　湿シヅ射シや趣シ同門ジニ将Ssウ贔シeウ紹シ醤ウ掌シsウ
丈ジ”ウ蒸ジヨウ昔シヤク装ソウ僧ソウ操ソウ値チ　蓄チク途ト突Fツ俳”イ班ハン
般ハン晩パン批ヒ　尾ピ　並M　房ポウ棒’eCO翻ホン妙ミnウ躍ヤク隆1““慮1］　S
隣りン朗ttO惑ワク　（計59）
　（60～99）四王ンwaeeteク源ゲン御ゴ　旨シ　普7　覧ラン　（計　7）
　（100～149）舞ブ　　（計　1）
　（150～199）飾シttク（計　1）
　（200～261）劇懲　段「7郎的　（計　3）　　　　　　　　　　（総計71）
o字　訓
　（出現回数20～59）影か1デ越こ焔桜さくら皆みな掛かける割嫡　巻まく換かkes　St，ま　e，
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????????????????
姫
?????????????????? 、。??????
???????????
? ???????????????????? ???????
????
れ
??? ? 。?? （? ??????????
??
??
?
??? ?
滑
?
?
??? ）??
〈100～149）違ちがう押滑
（150～178）　彼かit　　　（言十
〔出現間隔に関する藏〕
姿一「hCt昔むh’L（計　4）
1） （総計96）
　2－6　國語にあらわれた回数がどの学年でも多い漢字・字音・字訓
　〔基準〕　漢字は10回以上，字音・字訓は5回以上とする。
　〔方法〕　出現度数欄がどの学年でも10以上の漢字，5以上の字音・字訥を
求める。
　〔結果〕
0漢再
三：押割簡丸脚叫旧事劇御好刻咲冒姿若笑飾寝昔装端段途渡背抜
三舞並片野薄油墨朗郎（計38字）
○字音
偉イ奥”箇n簡カン榔キャク響キョウ屈クツ傾ケイ劇Vby激ゲキ御ゴ項U“
：刻コク　旨シ　将シeV晶シn“飾シnク装ソウ段ダン途ト　班ハン般ハン　晩’“！　批ヒ
舞ブ　樹ウ翻ホン覧ラン朗veウ郎wウ　（計30）
O字Sll　1
aeltss一割わる干lzin丸まるい泣なく叫さ1隷胸軌　迎む撃穴＄’x好s　a糸岡つな咲さく
操短た若わかい笑わろう錦かざる寝ine吹ふく盛さt‘D昔むかし窓蛇　暖あ灘拝せ　写せ鶴
舞ぬく浮うin3：並惣ぺ片かた暮くれる忘わ塾眠ねむる夢働　雄ts　腰こし頼たのむ隣とt：a
腕うで　（計37）
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　〔出現幡に関する面〕
　2－7　各漢字・字音・字訓のあらわれた教科の幅
　〔方法〕　各漢字の出現教科数欄の字音・字訓・〈宇〉の各行における数掌
の度数を調べる。
　〔結果〕
O漢字
教糊灘釧翻数灘釧翻数1欝魏醐漢轍
0 44 2・3 15 5・4 28 7 35
0・1 2 3・2 13 5 79 7・8 4
1・0 1 3 132 5・6 26 8・7 5
1 113 3・4 23 6・5 15 8 20
ユ・2 ユ1 4・3 27 6 60 8・9 o
2・1 9 4 94 6・7 5 9・8 2
2 170 4・5 22 7・6 6 9 8
（計　969字）
O字音
零丁睡釧脚数回数時数｛轄釧門出繰
　o
O・1
1・0
　1
1・2
2・1
　2
87
　2
　6
162
12
　9
179
2・3
3・2
　3
3・4
4・3
　4
4・5
22
15
127
29
22
83
17
???????? ?
??
?
?
3
　7
7・8
8・7
　8
8・9
9・8
　9
??????? ?
（計　976）
○字謂
敦科欝訓数台歩調劇教科数樋釧繍雛鱗
0 31 2・3 4 5・4 11 7 8
0・1 4 3・2 9 5 26 7・8 0
1・◎ 1 3 46 5・6 2 8・7 3
1 136 3・4 8 6・5 4 8 1
1・2 8 4・3 14 6 13 8・9 0
2・1 9 4 33 6・7 4 9・8 0
2 88 4・5 7 7・6 2 9 2
（計　474）
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　2－8　ほとんどの教科にあらわれなかった漢字・字音・宇訓
　〔基準〕　ユ教科にあらわれただけのものまでとする。ただし，男子と女子
とで条件の違う場合は，多いほうで2教科までとする。
　〔方法〕　嵐現教科興野が，0か1かをふくむ数値である漢掌・字音・字談
を求める。
　〔結果〕
三際款憾忌門糾恭碁搾下野回暦囚叔淑
逓艇迭轡型門門奔賄（計44字）
?????????????．???????????????
?????? ））???????????
????
??
??????????????????．????????? ???????????????? ???
）
????弓???? ???? （
??
耗
?? ）???? ???? ?
教
???
?????????????????
科）　依工　慰イ　謁騨　殴牌　翁t“佳力　軸力　餓が　怪カイ悔カイ
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???????????
???????
?????????
?
??? ? ????????
??
??
??
??
ホ
? ?????????????????．?? ?） ??「? ??????????????????
????????????????????
??
??????
? ????
??
????
?
?
．（? ?? ? ? ?? ? ?? ?? ? ?? ? ?
? ? ?? ???? ? ? ? ? ??? …?? ）
三
???????????????????????????? （ ．? ??? ?? ? ? ? ???? ?? ．?????????? ? ??
????
? ? ? ?? ???? ．? ）））??? ? ． ? ??? ??? ? ??? （〈（ ．
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庸密 窯1鶏 酪1輸 物部 痢1勧 履妊） 虜1勧 陵勘ウ
厘1鋳
（ユ ?
塁翻
2教科）
隷翻
蔵赫女）
漏蔽｝
紺瀞女》
（計162）
漆1審女） 臭誌妥） 睡認女） 践蔽）
呈潔女） 媒1暴女） 紛1磁） 構巌） 凡醒女） 腰欝女）
（計12）
て2・1教科） 輝輝男） 擦1鍵勧 旬繭） 阻1鋤 惰贔，男） 織￥男）
輝輝男） 照臨｝ 耗1蕃男） （計 9） （総計278）
c字訓
〈0教科） 憂いも悔1題堪たえる忌いむ窮惣め契ちぎる幻誓ろ弦つる亡く絆絞鴇
執とる漆うるし寿こ蛸臭くさい充あてる．詔み湯礎いど装よ言お操みさお滞と鎧暑旧き撃弔鰐
杯さ客づ腐くさる侮あ唖蝉つむぐ誉融まし裸塒陵み欝朗ほ2：ら （計31）
（0・1教科） 裁たつ蒸trv辛からい豚ぶた （計　4）
〈1・0教科） 絞し1「る（計 1）
（
1 教科） 哀潅おきL 偉：葡い 慰翻さめる隠翻描映興る 　　けがす汚　　（圏）
手工れ 穏誘やか三編 濃艶〉 戒繍しめる怪翻い皆葡 隔薗てる
肝蘭 陥fwa’　ts　VAる貫薗ぬく無慮だてる危酬うい鬼繭 概翻に 欺　　あざむく　　個）
偽1為る戯備むれる朽繰る 狂繍う 恐～謡ろい脅翻やかす仰～赫せ 縣お
暁繍つB駆齢る 愚1誌か 恵翻む 携闘さえる撃薗 剣？ife　a」L一 諾翻
鼓斎み 顧騒弓みる悟葡る 控救える 困回る 恨認む 鎖認り 砕旧く
　　けずる
?
　　（圃｝
ヒ⊃むね
聞職》 伺齢がう 賜齢わる若紬くは趣1灘き醜＆g：sくい襲漏う
柔～瀟ら騨渋～麟い 縮葡む 巡興る 潤es　tsう “SltS・s霧鞍（密） 焦説ぎる 詳旧い
遺恩なう浸翻す 震薗う 尋～翻ねる遂粘る 錘諮 思うける　　こう薦（社〉　　（剛
惜1謝 占齢なう 潜1節む 繕翻ろう掃齢 喪紬 　　さがす捜　　｛闊） 葬翻むる
　　さわぐ騒　　（田） 策繍 怠勧たる　隙隙る 但齢し 脱翻 探1翻る 嘆繍く
恥i静 黙齢す摘翻 添話る 殿鰯 吐野 饗ミ贈るくtW）
透麟 忍1郎ぷ 粘尽る 悩総む 迫漏る 泊旙る 縛憾ずる ＄・tk3　L“
被謡むる漂醤よう 野選 淵莇 紛葡幡　脚病どおる癖繍 募7．9る
t；慕1諭う 芳齢ぱい奉1評つる訪勧ず描飽描る 乏鰯い忙～莇がい譲歩す
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翻編が騒免翻か幡盲齢ら
謡旧い　二三さ
漏繍　惑1節う
（1・2教科）
縫二女）　揚馬あ
　（2・エ教科）
暮赫動　劣三帰
2－9
〔基準〕
〔方法〕
　　　黙猛る誘翻　観齢い憂赫える幼1齢ない
雷幡なり励閣む　麗爾わし“’裂騒　　恋諮　翻い
（計136）
燃姦）詰微）鶏薔謝紅蔽）飾欝あ　柄欝女〉
（計　8）
換齢）三二勤　施篠訂侵潔募）促赫二二赫動
心乱動　　（計　9）　　　　　　　　（総計　189＞
　　　　いろいろな教科にあらわれた漢字・字音・字訓
　　　　　男子・女子のどちらにとっても6教科以上とする。
　　　　　出現教科数欄が6であるか，7以上の数をふくむ数値である漢字
●字音・字訓を求める。
　〔結果〕
○漢字：
（9教科）　割互刻座途箱般並（計8字）
（9。8教科）　頂立（計2字）
（8。9宍粟＝科）　　　（言十〇字）
（8教科）　論証押露命簡響呼好射斜振井段徴濃壁棒密離（計20字〉
（8・7教科）　降吹忘与隆（計5字）
（7・8教科）　鮮三山郎（計4字）
（7教科）羽縁奥換二二二二傾穴山項旧記論詰二品装三二突範晩1
尾晶出閉片端模雄島裏腕（計35字）
（7・6教科）　陰三郷偶撃微（計6字目
（6・7教科）　域胸三三乱（計5字）
（6教科）　為違三下灰隔穫乾寛環鑑危丘吸警激甲江抗硬骨三枝
姿三軸尺樹下熟床松傷蒸触伸盛i耐択淡端致仲津抵豆子等闘粘背
門門野伏浦麻枚妙溶（計60字）　　　　　　　（総計エ45字）
○字音
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く　9　教科）刻＝7座ザ　途ト　般”ン　（計．4）
〈9・8教科）頂チョウ（計め
（8●9教孝斗）　（計　0）
〈8教科）影エイ較カク簡ン響ヨウ射シや段グン徴“”e樹ウ密ミツ
　　　　　離’f　（計　10）
〈8・7教孝斗）　（言’卜　0）
〈7・8教科）鮮”：ン優ユウ郎。ウ　（計　3）
〈7教科）鉛＝ン卿ク撫ン距キ’｛頃ケイ互ゴ項＝ウ鎮’斜シ・
　　　　　充ジ；ウ垂スイ礎ソ装ソウ範”ン晩バン普フ　模モ　誘ユウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計18）
（7・6教科）陰イン偶グウ繋γキ微ビ　隆リ”ウ（計　5）??? ??????????????????．?
〈6教科）維イ縁エン憶説ク穫カク鑑カン危キ貯　吸靭警ケイ
　　源ゲン抗コウ骨コツ斎嘱　軸ジク尺シャク樹甑　縮シ＝P熱ジ・ク
　　蒸ジ’ウ針シン択タク端タン値チ　致チ　沈チン抵X　透Fウ
　　鯉ウ闘ウ突トツ粘ネン培パ（壁ヘキ片ヘン房‘ウ枚マイ
　　妙ミヨウ雄ユウ　（計38）　　　　　　　　　（総計82）
O字訓
（　9　教科）劇わる箱瞠　（計　2）
（9・8教科）（計　0）
（8・9教科）　（計　0）
〈8教科）井い（計1）
〈8・7教＄斗・）振ふる　華度わたる忘わ竃れ　（計　 3）
（7・8教科）　（計　0）
（7教科）押おす鋤くetp〈i穴あな｝臨はば壁かべ与塑婁ら
　　（計8）
（7・6教科）呼隷　吹ふく　（計　2）
（6・7教科）好このむ窓te尾お　卵燃ご　（計　4）『
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（　　6　　教琴斗）灰iih　丸窪るい　互たがい　敵え　　縦だて　床ゆか　松tつ　津つ　　豆aめ
　　　　　背せ　　　重な匙ぺ　片かた　　雄tS　　　（計　　13）　　　　　　　　　（総計　　33）
　〔出現編向に関する面〕
　2－10　特殊用法としてしかあらわれなかった漢字
　〔方法〕　出現教科数欄がどの音詞の行も0で，〈字〉の行だけが1以上の
二二を求める。または，用例欄が〈字〉の行にだけ旧記のある漢字を求める。
　〔結果〕
翁（翁舞）　謹（謹む）　薫（薫）盾（盾）　貞（貞永・義寅など）篤（実篤・篤胤）
矛（矛）　　　（計7字）
　2－11　きまった語形でしかあらわれなかった漢字
　〔基準〕　2教科以上にあらわれながらすべて周一語形であった漢字とす
る。
　＜注＞1－5の教育漢字の二合は，国語についてだけの調i査なので，国語における出
　　　　現度数を基準にとったが，教育漢字外当用漢字および表外字の揚合は，全教科
　　　　にわたる調査ではあっても，出現度数を調べたのは国語だけなので，このよう
　　　　な条件をもって代用させることにする。
　こ方法〕　出現教科数欄の〈字〉の行が2以上の数をふくむ数値で，用例欄
に用例が1つしか記載されておらず，「などjの表示もない漢字を求める。
　〔結果〕
乙（乙）卸（卸す）郭（輪郭）穫（収穫）且（且つ）犠（犠牲）勲（勲章）憩
（休憩）圏（圏）娯（娯楽）肯（肯定）　克（克服）　唆（示唆）　錯（錯覚）咲i
（咲く）　冊（冊）　擦（摩擦）　祉（福祉）　漆（漆器）　酬（報酬）　准（批准）　循
（循環）抄（抄）　肖（肖像）粧（化粧）紹（紹介）畝（畝）牲（犠牲）斥（排＝
斥）　践（実践）措（措置）　礎（墓礎）遭（遭鄭i）　妥（妥当）誕（誕生）　宙（宇
宙）抽（抽象）　呈（呈する）抵（抵抗）峠（峠）杯（杯）　匹（匹）’怖（恐怖）
倣（模倣）　崩（崩壊）　剖（解剖）　肪（脂肪）　魅（魅力）　匁（匁）　唯（唯一）　猶
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（猶予）糧（食糧）廊（廊下）　　（計　53字）
　2－12　固有名詞にしかあらわれなかった漢字・字音・字訓
　〔方法〕　用例欄に〈固〉印の用例しか認載されておらず，「など」の表示
もない漢字・字音・字訓を求める。
　〔結果〕
○漢掌
尉（大尉の娘）薫（薫）慶（慶応・弁慶・慶喜など）愁（旅愁）抄（十謂抄・
春琴抄など）　貞（貞永・義貞）　篤（実篤・篤胤）　廉（廉太郎・廉）（計8宇）
○字音
　尉イ（大尉の娘）　野晒ウ（奥羽・奥州）　桜勅（秋桜子）　輝キ（清輝）　慶ケイ（慶
応・弁慶など）　舟計（雪舟・海舟）愁計（旅愁）抄ザ（十郡1抄・春琴抄など）
松罪（松輪島・松陰など）袋舛（花袋）珍卸〈琢〉（和同開琢）伴’ツ（露伴）
暮ポ（暮鳥）茂モ（賀茂・茂吉）廉レγ（廉太郎・廉）　　（計15）
○字訓
岳h・tl（谷川岳など）剣餅（剣の舞）緒お（緒園）恋こい（恋は魔術師）（計4）
　〔綴現状況と成績との平均的朗比〕
　2－13　国語にあらわれた漢字・字音・字訓の成績の変化と，あらわれなか
った漢字。字音・字訓の成績の変化
　〔方法〕　出現度数欄の計が1以上のものと0のものとのそれぞれにおい
て，漢字については「書⑳一㊥」・「読④一㊥」，字音・字訓については「読⑳一
㊥」の⑳・㊥にあたる数値の各平均を算出し，それぞれの差を比べる。
　〔結果〕
○漢字
漢 字
書　　き 読　　み
入学三業時入鯛卒業時
あらわれ・・11・7b・13・・17・・
あらわれなか因総評劉6・・7
　字音・字訓については省略。
　2－14　国語にあらわれた回数の
多い漢字・字音・字訓の成績の変化
と，少ない漢字・字音・字訓の成績
の変化
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　〔基準〕　多いほう13　2－5と同じに，少ないほうは，1回以上5回以下と
する。
　〔方法〕　出現度数欄の計が40以上の漢字，20以上の字音・字訓と，1以上
5以下の漢字。掌音・字翻とのそれぞれにおいて，2　一13と下様の箇所を比べ
る。
　〔結果〕
O漢字
　　　　　　　　書き読み　字音●字訓については欝・
漢　字：岡穗瑚轍・一・5蹄にあらわれた購が
? い臣・i・・巨・レ・
少ない巨・巨・13・・巨・、
　〔基準〕　2－5の基準にも2－6の墓準にもあてはまるものと，
基準にはあてはまるが，2つの学年で2－6の基準にみたないものとにする。
　〔方法〕　2－5の結果と2－6の結果とに共通する漢字・字音・字訓と，
2－5の結果のうち出現度数欄の1つの学年だけが，10以上の漢字，5以上の
字音・字訓とを選び，それぞれにおいて2　一13と鐡様の箇所を比べる。
　〔結果〕
O漢字
どの学年でも多い漢字・字音・宇訓
の成績の変化と，ある学年でだけ多
い漢字。字音・字訓の成績の変化
　　　　　　　　　　　　2－5の
漢 字
書　　き 読　　み
入鶉隣離洲蝶時
・の学年でも劉…レ巨・巨・
参3の挙年で剛凋・．・15．・1…
　字音・字謂については町勢。
　2－16　初出が国語であった漢字
・字音・字訓の成績の変化と，他教
科であった漢字・字音・字訳の成績
の変化
　〈注〉国語にあらわれなかった揚舎，翻語にしかあらわれなかった揚合は，比較が成
　　　　り立たないので，いずれも除外する。
　〔方法〕　初出学年欄が教科別初出学年欄のr国」とだけ嗣じ数値である漢
字・鎚音・字訓と，2－3の結果とにおいて，2　一13と同様の箇所を比べる。
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ただし，r副が0であるか，「国」以外がすべて0であるかの場合は除く。
　〔結果〕　省略。
　2－17　エ年初出の漢字・字音・字訓の成績の変化と，2年初出の漢字・宇
音・字訓の成績の変化と，3年初出の漢字・字音・宇覇の成績の変化
　く注〉あらわれなかっf　ge字・字音・宰訓は除外する。
　〔方法〕　初出学年欄が1の漢字・字音・字訓，2の漢字・字音・字翻，3
の漢字・字音・字訓のそれぞれにおいて，2－13とi司様の箇所を沈べる。
　〔結果〕　省略。
　2－18　いろいろな教科にあらわれた漢字・字音・字訓の成績の変化と，ほ
とんどの教科にあらわれなかった漢宇・字音・字翻の成績の変化
　〔基準〕　「いろいろな教科にあらわれた」の判定は2－9，「ほとんどの教
科にあらわれなかった」の判定は2－8と同一基準とする。
　〔方法〕　2－9の結果と2－8の結果とにおいて，2－13と同様の箇所を
比べる。
　こ結果〕
○漢宇
漢 字
書　　き 読　　み
入鯛卒業離鶉陣三
二朧教科にμ・i6・・15・・レ・
聯謙鯛・・1・・i…16．・
　字音・字訓については雀略。
〔繊現状況と成纏との飼別的弓比〕
　2－19　国語にあらわれなくても
習得度の高い漢字・字音・字訓
　〔基準〕　入学時に正答者4入以
下で，卒業時に7人以上のものとする。
　＜注＞4人は被調査者の半数であり，7人としナこのは，1人は例外と考潔こからであ
　　　　る。特にことわらないかぎり，以下，勝様のあつかいとする。
　〔方法〕　2－4の結果のうち，「書⑳一（翻・r読⑳一㊥」の⑳にあたる部分
に④以下の数値を含み，㊥にあたる数値がすべて⑦以上である漢字，「読⑳一
＠」の⑳が④以下で，㊥が⑦以上である字音・字翻を求める。
　〔結果〕
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○漢字
亜呉兆軟三二丙二二硫厘（計11字）
0字音
?????????????????ィ????????????? ???????
??
????ィ????
???? ?? ??
??
?? ィ ?
???? ?
?
?? ? ?????
??
?? ? ??????????????? ???? ??
?? ?
????
?
?? ????????????? ? ゥ ゥ???? ??
ゥ
? ? ?
?
?? ??
???????
?
?
?ゥ????ゥ????
??
? ? ??????? ???????? ??
?????
????????
ィ????
????????????
??
?
? ? ????? ?? ???? ? ?? ?? ? ? ????????????? ?? ???????? ?? ????????? ?? ?????? ? ?? ??? ?? ?? ?? ? ?? ?????? ? ?????? ?? ????? ．? ?? ???? ?? ???
いも ｵおろす危や剣つるぎ幻“’　：Eろ紅く三焦しめる斎うるし若もとく臭くさい蒸むす衰お題
つt’ b’ジ但たStL鍛き撃坪つぼ豚S：f苗なえ腐くさる柄鋸　紡つむぐ裸はだか恋二い
ほ途：ら　　（計　　21）
2　一20　国語にあらわれた回数が多くても；習得度の高くない漢字・字音・字
?
〔基準〕　「圃数が多い」の判定は2－5と同一基準とし，「習得度の高くな
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い」の判断は卒業時に正答者6人以下の場合とする。
　〔方法〕　2－5の結果のうち，「書⑳一三」・「読⑳一㊥」の㊥にあたる部
分に⑥以下の数値をふくむ漢字，「読⑳一㊥」の㊥にあたる数値が⑥以下であ
る字音・字訓を求める。
　〔結果〕
○漢字
違越押回幽御降旨紫晶飾寝吹井昔装突悩並優与腰回隣（計24字）
O字音　なし
○二三
二王（計　1）
　2　一21　ほとんどの教科にあらわれなくても習得度の高い漢字・宇音・字誹
　〔基準〕　「ほとんどの教科にあらわれなかった」の判定は2－8と，「習得
度の高い」の判断は2一エ9と同一基準とする。
　〔方法〕　2－8の結果から，2－19と同様の方法で求める。
　〔結果〕
O漢字
怪呉恨胎怠奴二三三下　　（計10字）
○字音
尉イ　慰イ　姻イン韻イン宴エン殴牌　奥tv桜se佳力　嫁力　禍力　食1ゼ
怪カイ悔カイ劾ガイ慨”if郭カク喚カン敢’t　U堪カン憾カン還カン忌キ　棋キ
輝キ・欺ギ　偽ギ　擬ギ　詰キツ　弓キ昌ウ窮キユウ叫キ冒ウ恭キnウ狭キヨウ仰ギヨウ斤キン
謹キン茎ケイWtsy倹ケン四三　枯＝　雇コ　顧コ　呉ゴ　碁ゴ　甲カン候’ウ
控コウ綻ウ酵ウ拷ゴウ酷＝”恨’ン紺；’魂ン99＝　’！懇＝’詐サ　債サイ
歳セイ湾口サク搾サク擦押　暫ザン伺シ　嗣シ　雌シ　侍ジ　滋ジ　疾シツ漆yET
赦シや捨Vte寂ジヤク狩シユ臭シユウ愁シユウ淑シ＝9俊シ’ン旬ジXン盾ジ”ン緒シ”如悔
匠ジコウ沼シSU　O祥ショウ彰シnV礁シtt　“鐘シe“冗ジttウ製ジmO錠ジS“醸ジコウ辱ジ着ク娠シン
紳シン迅t7ン帥スイ睡スイ錘Zイ盛ジ駆ウ請シン拙セツ窃セツ践セン薦セン漸ゼン
阻ソ租ソ疎ソ荘ソウ窓ソウ捜ソウ装ショウ霜ソウ贈ゾウ惰ダ堕ダ　胎N，
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??
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????
??
ン
?? ????ィ?ゥ ? ? ィ．???????????? ???
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?
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蜥
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越三論隔穫翻換寛鑑危既距偶撃穴二三斎射充縦潮紅蒸触
礎装歯止三面回廊粘髪般範面伏並留浦房麻誘優内裏腕
5字）
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ee’“（計　1）
○字訓　なし。
　3一表外字の場合
　〔初畿に関する颪〕
　3－1　学年別の新出漢字
　〔結果〕
O漢字
鯛灘
・字音・字訓数
?????????????????????????????? ??
1
?? ?? ? ?
5
字音・字訓については省略。
　3－2　教科別
　〔結果〕
O漢字
。学年別の新出漢字・字音・字算数
隣矧副司両刃副司美園男1女ヒ
???56
57
115
228
????）?138
198
25
36；
??????????? ?????? ?????????）??
字音・字調については省略。
〔出現璽：に関する薗〕
3－3　国語にあらわれた回数の多い漢字・歯音。字訓
〔基準〕　5画以上とする。
〔結果〕
○漢字
（出現回数5～9）　葦芥涯串韓几襟蔵回喧彦柴駄壌辰潟楚宋槍曝
塚杜琶琵短期麿弥李龍麟呂鹿　（計33字）
（同　10～1の　脇之奈阪蘭　（計　5字）
（同15～19）　岡梓蕉濤芭　（計　5字）
（同　20・一24）　威伎崎螢　　（計　4字）
（同　25～29）　なし
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O字音
1（出現図数5～9）涯s4韓カン
楚ソ　宋ソウ躁ソウ杜ト琶”
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30～87）　吾萩枕亭藤　（計　5字） （総計52字）
”・
??
??
鐙議遷三脚??
（1司10～14）　奈ナ　　蘭ラ7　　　（計　　2）
〈同15～19）蕪シeO濤トウ藤トウ芭パ
（同20～24）威カン伎キ　螢ケイ　（計
（同25～29）なし
（同30～87）吾ゴ　亭テイ　（計　2）
o字謬珪
（出現丁数5～9）葦あし芥あくた串くし
適期　麿まろ　弥や　　（計12）
（同10～14）脇わき之の　阪et’　（計
（同15～19）濁おか梓あずさ先緒　（計
（同20～24）崎さき　（計　1）
（同25～29）なし
く同30～39）萩耀枕虹ら（計　2）
　〔出現四隅に関する面）
　3－4
　〈注〉
（計4）
’3　）
（総計32）
堀ほり彦V：辰船　潟かた槍やつ塚つか
3）’
3）
（総計21）
　　　国語のどの学隼にもあらわれた漢字・字音・字訓
　　　当用漢字の菊合のようにr回数がどの学年でも多い」とすると，表外字では
　　　ほとんど例がないので，このように条件をゆるめることにした。
　〔結果〕
0漢字
伊崎岡昆之潟早藤奈阪　（計10字）
O字音
伊イ　昆コソ奈ナ（計　3）
o掌訓
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崎さき岡齢之の　潟かた七つか藤ふじ阪さか（計7）
　〔出現煽に関する薗〕
　3－5　各漢字・字音・字訓のあらわれた教科の幅。
　〔結果〕
○漢字
教編曲辮劇画釧騨数1漢捌i教糊灘数
O・1
1・0
　1
1・2
2・1
　2
2・3
　7
　3
310
　3
　5
1e7
　4
3・2 2 5 7 7・8 0
3 36 5・6 1 8．7 0
3・4 1 6・5 0 8 0
4・3 1 6 4 8・9 o
4 19 6・7 1 9・8 0
4・5 1 7・6 0 9 0
5・4 1 7 2
（計　515字）
O字音
教繊字音数勧数睡釧繍数1字訓齢雄誘
0・圭 7 3・2 0 5 2 7・8 0
1・0 3 3 24 5・6 1 8・7 0
1 234 3・4 1 6・5 0 8 0
1・2 2 4・3 0 6 1 8・9 0
2・1 6 4 10 6・7 0 9・8 0
2 59 4．5 0 7・6 0 9 0
2・3 2 5・4 0 7 1
（計　353）
○字調
教醐字訓釧教糊字訓嬬科鶴灘1教糊淵数
0・1 2 3・2 1 5 3 7・8 0
1・0 1 3 9 5・6 0 8・7 0
1 124 3・4 0 6・5 0 8 0
1・2 1 4・3 1 6 2 8・9 0
2・1 0 4 9 6．7 1 9・8 0
2 38 4・5 0 7・6 0 9 0
2・3 1 5・4 1 7 1
（計　195）
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　3－6　いろいろな教科にあらわれた漢字・字音・字訓
　〔基準〕　男子・女子のどちらにとっても4教科以上とする。
　〔結果〕
○漢宇
（7教科）　崎奈　（計　2字）
（7・6教科）　なし
（6・7教科）　垣　　（計　1字）
（6教科）　 伊岡学同町　　（言予　 4字）
（6・5教科）　なし
（5・6教科）　須　（計　1字）
（5教科）　阿猿鶴杉弥龍鎌　（計　7字）
（5・4教科）　鹿　　（計　1字）
（4・5教科）　蛇　（計　1字）
（4教科）　涯埼蜘旭隅堀彦早縄潟蘇藤那琶磐琵熊鷹呂（計19字）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総計　36字）
○字音
（7教科）　奈ナ　（計　1）
（7・6教科）　なし
（6・7教科）　なし
（6教科）　伊イ（計　1）
（6・5教科）　なし
（5・6教科　須ス（計　1）
（5教科）　　阿ア亨同ドウ（言十　 2）
（5・4教科）　なし
（4・5教科）　なし
（荏教科）　涯ガイ卿言ヨ縄勢蘇ソ藤トウ那ナ琶ハ磐パソ琵ピ龍呂ユ（計　10）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総計　15）
O字訓
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（7教科）　崎聴（計　1）
（7。6教科）　なし
（6。7教科）　垣かき（計
（6教科）　　岡おか　　阪さか
（6・5教科）　なし
（5・6教科）　なし
（5教科）　杉整　弥や
（5・4教科）　鹿か（計
（4・5教科）　なし
（4教科）埼さき燈奮
D
（計　2）
鎌かま（計　3）
1）
　　　　　　　　　　隅臓　堀ほり彦oe弘響　潟n’fo熊くま鷹たか（計　9）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総計　17）
　〔炭現偏1葭に関する葡〕
3－7　特殊用法としてしかあらわれなかった漢字
　〔結果〕
按（按察）鰯（干鰯）允（孝允）　頴（旧記）奄（奄美）　決（湊）蝦（蝦夷）驚
（天鷲絨）　鹸（：石鹸）　雀（金糸雀）絨（天鷲絨）　淑（傲）　駿（駿河）　秤（天秤）
蒲（甘藷省）藩（藩陽）　帯（帯木）綜（綜芸種智院）　捉（択捉）　濯（濯）耽
（三二）　遜（蕊）　宕（愛宕）　桐（桐生）　嚢（背嚢）　盃（盃）　莫（莫大小）　斑
（斑鳩）　薄（渾郷）　撫（撫順）　藻（開漢）　　（計　3エ字）
　3－8　きまった語形でしかあらわれなかった漢字
　〔基準〕　2－11と岡一基準とする。
　〔結果〕
叡（毘叡）　奄（奄美）　媛（愛媛）　鳳（鳳風）　迦（釈迦）　畢（畢由）　蝦（蝦夷）
芥（芥川）　廻（廻る）　譜（三島）　殼（地殼）葛（葛飾）　伎（歌舞伎）埼（埼玉）
窟（洞窟）牙（象牙）桂（桂）幌（札幌）萩（萩）普（晋）諏（諏訪）翠（晩
翠）　晴（階）　錫（錫）楚（楚）宋（宋）　漱（漱石）　啄（啄木）鐸（銅鐸）　銚
（銚子）偵（探偵）杜（杜甫）樋（樋口）　栃（栃木）　覇（那覇）　琶（琵琶）芭
（蕉芭）　漠（砂漠）　鉢（鉢）　斐（甲斐）　琵（琵琶）舞（屏風）　阜（岐阜）　蕪
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（蕪村）　甫（杜甫）　菩（菩薩）　朴（素朴）　洛（洛）　李（李）　梨（由梨）璃（浄
瑠璃）　侶（僧侶）　琳（光琳）　瑠（浄瑠璃）　勒（弥勒）　　（計　55字）
　3－9　固有名詞にしかあらわれなかった漢字
　〈濫〉表外字の融合は，固有名詞に使われる審1合がひじょうに多く，しかもほとん
　　　　どが1音か1訓しかあらわれないので，字音・字訓については省略する。
　〔結果〕
　＜注1＞　異なる読みをする用例はつくす。
　〈注2＞　同じ読みについてS9　2例までとし，それ以上ある揚合は，雀賂の印として
　　　　「ナド」と表示する。
渥（渥美）　閣（闇斎）　鞍（鞍山・乗鞍）伊（伊勢・伊藤・伊達ナの　惟（惟謙・
惟光）　允（孝允）　寅（寅二・寅彦）　段（股）胤（車胤・篤胤）曳（曳山祭）頴
千頴）叡（比叡）奄（奄美）愛（衰）媛（愛媛）決（決）　填（填）　鵬（鴎外）
鴨（鴨緑江・鴨）　珂（玖珂）　迦（釈迦）　攣（攣山）　蝦（蝦夷）　樺（白樺・樺太）
嘉（嘉永・嘉納・嘉雄ナド）霞（霞が浦・霞ケ関）芥（芥川）堺（堺）蟹（蟹工
船）亥（辛亥・三亥）崖（芳崖）凱（世凱・凱風）鶴（西鶴・観音猿払図・鶴
賀・鶴田ナド）葛（葛蜘串（串本・串田）威（威臨丸）菅（菅井）桓（桓武）
諌（諫皐）玩（悲しき玩具）埼（埼玉）II寄（川崎・尾崎ナド）煕（康煕）畿（近
畿・畿内）槻（高槻・若槻）磯（磯部・小磯）　躾（幽一郎）　毅（弘毅・正毅・
毅）　魏（魏・魏志）邸（青邸）彊（新彊）鳩（鳩由・斑鳩）旭（魑・旭ノの
裳（男裂）玖（伊玖磨・玖珂）塵（七島峡）駒（駒沢・駒競行幸絵巻）　狗（天
狗草子絵巻）桂（桂）　甕（奎吾）　馨（馨）　難（牧難）蕨（蕨）　彦（彦根・赤彦
ナド）醐（後醍醐）岡（岡山・囲倉ナド）商（雲嵩）晃（兼晃）幌（魏梶）　弘
（弘法大師・弘安・弘・弘前ナド）鴻（鴻章）礁（二一）蕪（葎芳）察（察）哉
（直哉・哲哉）　朔（朔風）　搾（耕搾）　薩（薩摩・菩薩ナド）　杉（杉田・杉全ナド）
讃（高州・讃岐）之（牧之・中之島・龍之介・貫之ナの只（只見川）茨（茨城
・茨木）梓（梓〈の流れナド〉・梓川）　蒔（蒔絵八ッ三図手箱）　趾（茶屋船交
趾渡航貿易絵巻）　膝（東海道中膝栗毛）　聚（聚楽第）　鷲（鷲羽山・尾鷲）　讐
（恩讐の彼方に）　傲（淑）　駿（駿河）　杵（杵屋）　摺（足摺i馨甲）　昌（昌益・昌平
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坂・一間）　篠（長篠・篠津）　迫（逡遙）　湘（湘南）　椒（由椒魚・胡椒海岸）蒋
く蒋）　瀟（甘干雀）嚢（嚢）　蜀（蜀由人）秦（秦・太秦）　辰（辰韓・辰雄・辰
之助）晋（晋）藩（藩陽）枕（枕）榛（榛名）壬（壬申・壬生）稔（稔・稔彦）
諏（諏訪）　翠（晩翠）　階（階）　燧（関門燧道）　楢（来栖）　潟（薪潟・八郎潟）
苫（苫小牧）仙（雲仙・中仙道ナド）釧（根釧・釧路）組（租裸）楚（楚）　蘇
く蘇我・阿蘇）宋（宋）　曽（曽太郎・木曽）帯（三木の巻）綜（綜芸種智院）
漱（漱石）藻（懐乱藻・藻岩山）捉（択捉）　粟（粟津）　鱒（鱒二）屡騒（飛騨）
：醍（後醍醐）　啄（啄木）　濯（濯）耽（耽介）灘（灘・播磨灘）　筑（筑前・筑豊
・・ }紫ナの籔（簸）猪（猪飼・猪苗代湖）銚（銚子）　植（弱冠）　荻（荻原・荻
・生）顯（酒浸童子）杜（杜甫）　宕（愛宕）桐（一生）　樋（樋口）　鞘（膏鞘）栃
（栃木）敦（敦盛・敦賀）奈（奈良・神奈JII）那（那須・丹那ナド）楠（楠木）
魎（東久遍宮）　焚（焚田津）薦（美禰）　覇（那覇）芭（芭蕉）　阪（阪神・大阪
・松阪ナの斑（斑鳩）奨（奨川）蕃（蕃肉）弼（薩弼）薄（出郷）猫（黒い猫）
釜（謡曲・釜石・塩釜）　阜（岐阜）　博（薄儀）　蕪（蕪村）撫（撫順）　碧（碧南）
餅（高恩）甫（杜甫）輔（元輔・良輔ナド）蒲（蒲原・蒲郡）菩（菩薩）姥（姥
　　　　　　　　　ホウ　コ　　　ポンプ　由）　朋（有朋）　膨（膨湖・三論）茅（茅舎・茅・茅ケ崎）　渤（渤海）　俣（水
俣・木俣）　麿（歌麿・穏麿）　蜜（六波羅蜜寺）　牟（大牟田）　爺（洞爺湖）　燭
（蝪帝）遙（遭邊）篠（握侠）洛（溜戸洛外図）蘭（蘭〈オランダ〉・室蘭ナド）
環（開灘）欝（熊鼠）　李（李）　梨（出梨）　栗（東海道中膝栗毛・金壷）　琉（琉
球）　椋（椋野）　遽（遽東・遼）　琳（光琳）　窯（作話）　麟（麟太郎）　黎（黎明会
蔵）　鎌（鎌倉。鎌足）　芦（叢の湖・芦麗）　倭（倭）　窪（水窪。窪田）　隈（ブ（隈
・・ ｢武隈）　碗（やりうめ茶碗）　　（計　211字）
　〔出現形態に関する面〕
　3－10　固有名詞以外の用例
　く注〉　ここにかかげる周例の広がりが，その漠掌の造語力の一面を示し，昏語例の必
　　　　要度と，その語の表詑における当該字の重要度とが，その表外字の存在簸値：を
　　　　側面から規定することになる。
　　｛結果〕
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　く注1》各漢字における固有名詞以外の用例はつくす。
　〈注2＞　その漢字にほかに固有名詞の用例もある場合はrナド」と表示する。
阿（南無阿弥陀仏・阿ナド）唖（盲唖）斡（斡旋）　按（按察）夷（撰夷・征夷ナド〉
葦（葦）飴（飴）彙（語彙）鰯（干鰯）允（孝允）嬰（嬰）亦（亦）　垣（垣根
・石垣・垣・菱垣回綴ナド）　淵（海淵ナの　燕（燕ナド）　猿（猿入・類畑鼠・猿
楽ナの艶（優艶）　於（於）　凹（凹・愚凹）　鳳（鳳鳳ナド）　謳（羅歌）　曳（漁父）
靴（製靴）　蛾（誘蛾燈）　伽（お伽話・お伽草子）　鷲（天心絨）　廻（廻る）　講
（俳譜）涯（生涯・境涯）灘（灌概）殼（地鼠・地殻）澗（語論）褐（福炭）
鞠（鵜鼓）瘤（癖性）函（函数ナド）奉旱（桿・麦桿）灌（灌概・結晶）簸（簸難）
韓（征韓論ナド）櫨（濫）　几（几帳・床几）其（其）　伎（歌舞伎）　揆（一揆）亀わ
（亀裂ナド）祇（神祇ナド）目（臼）裾（裾）塘（廃語ナド）爽（爽角・爽辺）脇（脇
息・脇・脇役・脇指）　僑（華僑）卿（獅〈宮内～ナド〉・群卿・公卿）僅（僅々）
欽（欽定）　錦（錦絵ナド）襟（開襟）　簸（凱罐）　垢（無垢）倶（倶楽部）　隅（一
隅ナド）窟（洞窟）堀（堀ナの　牙（象牙）　漢（渓流・雪渓ナド）螢（螢光）薦（薦
纈）喧（三論）鹸（石鹸）舷（左舷）朗（胡弓ナド）鍾（禁鑓）壼（壺）虎（虎
舞）袴（袴）吾（吾ナド）　勾（勾配）虹（鍾江ナド）　洪（洪水ナド）　騨（肩熊鼠）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コウ　　みぞ郷（岬ナド）膠（膠質）藁（藁）　犀駅間門）　閤（太閤）　溝（海溝・溝・溝）敲
（推敲）鷺（義憤ナの濠（水論）剋（下剋上）笏（笏）昆（昆虫）梱（梱）叉
（交叉）　沙（沙羅）紗（更紗・羅紗）挫（挫折）　猜（猜疑心）　柴（鹿柴・柴垣
ナド）柵（柵ナド）傘（落一ド傘）纂（編纂）漬（漬ける）　此（此）　柿（柿）弛
（弛緩）　祀（祭肥）　肢（上肢・下肢）　獅（獅子舞）　餌（餌・餌袋）　櫛（櫛）　蛇
（蛇口・蛇皮線・大蛇・蛇行）　雀（金糸雀）　呪（呪文）　竪（竪琴・竪穴）袖（袖
・ふり袖・小袖）萩（萩）　酋（酋長）　汁（汁・灰汁）　絨（天驚絨）　敦（敦れ）
塾（塾ナド）汝（汝）秤（天秤）庄（庄屋ナド）尚（高尚・好尚ナド）笙：（笙）妹
（駄）宵（宵宮・宵の口）　翔（飛翔）鉦（鉦鼓）調（豊富・議じる）裳（衣裳・
裳）蕉（蕉風ナド）薔（薔薇）帖（帖）縄（縄文・縄・火縄ナド）壌（土襲ナド）
撲（撰夷）　燭（燭台）　埴（埴輪）蟹（讐）　腎（腎臓）　須（必須ナド）　趨（趨勢）
甥（甥）斉（斉唱・書斉ナド）　貰（貰う）　錫（錫）　尖（尖塔）羨（羨望）儲（潜
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取）　賎（貴賎）撰（民撰）　詮（詮ナの　流（統く）疏（疏水）　遡（遡及）　爪
く爪）槍（槍ナド）　挿（挿入・挿話）箏（箏曲）槽（油槽）燥（喧燥）糟（糟湯
酒）曹（御曹司ナド）樽（樽ナド）発（莞換）陀（南無阿弥陀仏ナド）駄（駄菓子
・駄獣）苔（青苔）堆（堆肥）梯（梯子ナド）　鐸（銅鐸）旦（元旦）　湛（湛水
・湛田ナの　智（才智ナド）緻（緻密）鍮（真鍮）　苧（苧）　仔（樽）　箸（箸）
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く呑）捺（捺染）爾（爾）嚢（背嚢）播（播種・伝播ナド）琶（琵琶）罵（罵倒
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騰（騎）楓（楓林）扮（扮する）皿（皿）蔑（軽蔑）　機（機）篇（遣篇）泡
く気泡）俸（俸禄）　翻（醐・槻田）抱G飽）峰（埋火）鳳（鳳鳳ナの醐（磯
素）鉾（銅鉾）貌（容貌）朴（素朴）僕（公僕）梵（梵字）磨（磨製ナの抄1
（桝）　弥（南無阿弥陀仏・弥生ナの　蒙（啓蒙・蒙るナド）　也（也ナド）　厄（災厄）
喩（比喩）熊（熊ナド）輿（輿）歴慧（鷹狩ナの樒（一碧）沃（肥沃・沃野）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り羅（羅針盤・沙羅ナの　螺（螺銀）瀬（薄絹）擁（総携馨）璃（浄瑠璃）　黎（黎・
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風呂ナド）狼（狼）牢（堅牢）籔（くず籠・伏鉢勧　携（漁掛）薦（薦纈）鹿（箆
　　しし　　　　　　　しか柴・鹿・八つ鹿ナド）禄（俸禄・禄ナド）麓（山麓）　　（計　304字・378｛列）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村　明）
　　　資　　料　　∬
教科書の漢字出現一覧表
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??
?
惑
㊥
◎
・
疑
惑
⑫
・
迷
惑
（
～
。
は
た
～
。
～
千
万
ナ
ド
）
◎
・
当
惑
◎
・
惑
星
（
～
。
内
～
。
～
運
動
ナ
ド
）
◎
④
惑
､
＠
9
6
8
①
鼇
C
??
ン
う ﾅ
?
一
⑧
⑦
鼇
G
〈
噤
r
?
?
? ?
???
?
?
?
?
?
??
? ?
??
??
? ?
??
? ?
? ???
? ?
??
?
（
右
一
前
一
上
～
｝
〈
施
・
職
く
§
⑰
碗
i
一
・
～
立
て
ふ
く
が
・
～
回
り
・
両
～
ナ
ド
）
（
撒
）
・
蕊
葡
◎
・
馳
き
き
◎
’
碗
組
み
◎
・
二
の
醜
◎
・
醜
時
計
　
@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
㊤
9
6
9
⑦
鼇
G
??
ン
?
一
⑧
〈
噤
r
?
? ?
??
??
?
???
??
? ?
? ?
? （
一
・
東
京
～
〈
固
〉
・
～
内
・
湘
～
ナ
ド
）
㊥
運
ヌ
§
）
・
港
湾
（
一
・
一
施
設
〉
②
・
蕨
湾
②
・
台
湾
く
固
〉
（
～
・
～
島
・
一
産
　
@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ド
）
・
宕
湾
個
〉
（
～
謝
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
　
@
　
弓
塵
；
国
語
⑭
＝
数
学
②
＝
＝
社
会
④
灘
理
科
御
乳
英
譜
㊧
＝
費
楽
㊤
＝
美
術
＠
一
保
縫
体
育
⑫
環
技
術
ボ
家
腿
く
男
子
用
〉
＠
篇
技
衛
・
寧
庭
〈
女
子
環
〉
村
　
明
〉
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
　　　　　資　料　　皿
当用漢字全数調査問題提出語形一覧
832　資料遥　当用漢字全数調査問題提出語形一覧
番畢 1　2 3　　4　　　　5　　6　　　　7　　8　　　　9　　　　10　　　　11　12
??
　教育漢字
i提出語形）
?? 4　　3
､悪
5　　　3　　　　　　4　　　3　　　　　　4　　　4　　　　　　4　　　　　　爆　　　　　　4　　　4
ｳ安　　案暗　　演題　　囲　　位　　富浜
音 アアわアアやアア　く　イイ　こイかイ　く　イイ
る　　　す　　　　ら　　　ろ　　こ　　ら
観 イクいツンいンンい　　　　も　　む　　い
寧文字の上の数 提 露悪悪圧安安案暗暗以薄衣周囲位位医委字はその文字 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
の配当学年を
?
す 羽　　　　位
甑 取示す。 μ口
形 る人い夢心い内黒い上謡曲囲む重り者員
番号 1314　　15161718　　　　19　　　　　　　20　21　　　　22　　　　23　　　　24　25　26
5　　5　　　　6 3 6 4　　　　　　1　　　　　　　　　　6　　　3　　　　　　4　　　　　　5　　　　　　4　　　4　　　4??
習移　　異 海霧 育　　一　　　壱引　　印　　因　　員院轟
音 イイ　う　イ　こイ　イユ イそイイひイイひイ　しイよイイイの
訓
??
???
?
　だ　　　　と　　　　　　　る　て
Nるチツつチンくンしンるンンンむ
提 蟹移移異異注遺遣教育一一一壱引引翻印原三委病瓢飲? 刷自　に
な て　　　　　万　　　　・
語 印　　　二
形 転る状る意産立古る目等つ円白く象印因る虚言食む
｝番号 27　　2829 30 31　32　　　　33　34　　　　35　　　　36　37　　　　38　39　40　41　42
1　　　　2 3 3 5　　　4　　　　　　　4　　　5　　　　　　　5　　　　　　　5　　　5　　　　　　　5　　　5　　　3　　　2　　　6??
雨　　雲 運 絵 永泳　　英栄　　営　　軽易　　益液駅円延
音 ウあウ ?くウはエカエエおエエさエいエエイエエエエエ@　　　　　　よ　斐　妄
訓 めンもンぶ イイイ　ぐイイるイむイキ　　キキキンン
提 雨醸雲環海働水泳英栄羅営衛貿容純愛駅円延?
母 か 営　　　　　　益　　　　長
●
?
え　…
語 暗 ● 営　　　　　　利　　　　延
形 天　　雲 動藤島購ぐ簸・業む蜴易益体　期
1　　教育漢字　　（提出語形）　　　833
番号
??
音
?
????
番号
??
音
?
????
番号
??
音
?
???
43　44 45　46　47　48　49　50　51　52　53　5455
童蓮　紬圭薙嶺意薩三豊 ??
ののエしエオ
　び
べるンおンン
とエエそオオオオよオオやオオイ
お
いンンのウウウウこウク　クンン
おねオ
と　　ン
延延食塩遠久遠演公花王中往横横応屋宿一音母音音恩　　　　　　　　　　　　　　接　　億　び　　　　芸　　　　　室　年
　　　　　　　　　　　　　　応　　億べる塩　足遠い会三園様央盲断　用上屋万楽音　色人
56　57 58　59 60　61　6263　64　65
ヨ　ユ
温下
エ　　　ヨ　　　　　ペ　　　　　う　　　　　　　　　ら　　　引
火　　　イヒ　　　　力冒　　可仮　　　　　何　　　果　　　河
オカゲししもくさカひカケばカくカカケ1かカなカはカ　　　　　　だげ　　け墾　　　f・
ン　たもとるる　　るる　 りにす
温天
断下・句・響・事化流入・艦病繭果如
66　67　68　69 70　71　72　734 5　76　77
ユ　　　ヨ　　　　　　
花　科夏　家
ヨ　　　る　　　　　ヨ　　　　　き　　　ら　さ　　　ヨ荷貨過歌　価課我画
カはカカなカケいやカにカカすカううカあカかわガカ
　　　　　　　　　　　　ぎ　　 f　　た
　な　つ　え　　 るたうい　れク
花花社夏夏家家家家入荷貨過過唱歌歌定価放自我図計摩籍休二軍　．　　嚢甲花科初国分貸　　　学画粉　丁丁み家家　家荷物物去る歌 う価い丁丁　丁丁
資料思　当用漢字全数調査問題鍵出語形一覧834
番号 78　　　　79　80　　　　　　81　　　　　　82　　　83　　　84　85　　　86　87　　　88　89　　　　　　90
4　　　　　　　5　　　3　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　2　　　　　　　4　　　3　　　　　　　菟　　　5　　　　　　　　　　　3??
芽　賀回　　　会　　　快　改　界磁　械開　階位　　　貝
音 かめガカエは綱あ扇動カカう焦飯ひカカゲとか
わ　　　　　　う　　た　　　　　　　　ら
翻 イすイ　う綜イ碧イイみイイくイイ　くい
???　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解発芽年三回園会会会快快改改世態海機開開階解解く貝
形 痴る就園領す議憶う恥い良る心添　　械妬く階解毒けら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る
一…番暑 91　　　　　　　　　92　93　　　94　　　95　96　　　97　98　99　　　　1の0　　　1C1　　　102　193　104　1⑪δ
2　　　　　　　　　　　　　4　　　5　　　　　　3　　　　　　6　　　5　　　　　　5　　　6　　　4　　　　　　2　　　　　　6　　　　　　3　　　6　　　6　　　5??
外　　　　害毒　角　革確　格轟轟　学　額　活株総攻
音 ガゲほそかカおカつカカたカカカおかまかひカかカカ@　　　　　雲　　　し　　堅　なた
訓 イ　　かとイクのクのククかクククるクぶクいツぶンン
提 外外そ外虫各各三角革正確資拡感覚学学金額生株掃立???
形 国訴外　　虫地　　角角命確に格大覚る校ぶ額わ活株言成
番号 ！06　107　　　　　　王08　　　　　　　　　　　　　　109　　　　　　王三〇　111　　　　　112　　　　　　113　王14　　　　　　王15　　　　　　王16　　117　118　119
4　　3　　　　　　露　　　　　　　　　　　　6　　　　　　3　　6　　　　　　5　　　　　　5　　5　　　　　　藁　　　　　　6　　4　　4　　3??
官寒　聞　　　　幹　感勧　慣　無論　関　歓館観岸
音 カカさカケあまカみカ冠すカなカカくカせカカカかき@　む　い　　　回れ
訓 ンンいンンだ　　ンきンンるンるンンだンきンンンンし，
提 裁寒寒時世こ床幹木感勧勧習慣漢鉄管関関歓盛観海岸??llの馨のめれ雲迎書
癖 立中い問闘間間事幹訓告る償る字管く係所会館察岸
1　激育漢字（提趣語形）　835
’番号
??
音
訓
????
番号
??
音
?
????
番号
二
軸
?
????
12e　12i　122　123　i24　125　126　127　12g　129　13g131
藷鹸濠富豪羨奉轟官吏麹 ??
32 三 3
3　　　5帰　寄
?? ?キ???????? ?? ?キキ?キ?キキ????? ?? ?? ?? ?? ?? ?
岩岩近血ら画趣願お希汽季二凄気H起趨起基基国帰帰寄
　　　　颪　　視三
石　眼眼色
　　　　　＋　　床　　　国軍願　世高ポきつの痛童
望い望虚血面持い記睡るる画く懸盤る虫
13婆　135　　　　　136　　　　　王37　三38　　　　　玉39　　　　　14G　　　　　1塵！　！壌2　！43　　　　　144　145　　　　　王崔δ　　　　　工47
54　3　64　4　4 556　53　6　1霜曇　期　最南　器　機　技義疑　議客　逆　九
よキキ 巣Lゴ陪鑓∵はギギギボ重力黛ク
る　ぶ　　たわた　 うクククうウ
寄規書喜学最適国旗細り機機転正舷疑会お客演逆九九　　　　　　1土嚢二重　郵
る則劇ぶ期期族旗り器器械る術理問う議客死箪ま死出
148 149　15g　151　152　153　1545　156　157　158　159　16e
?? 6　2　5　3　3　4旧休　求　究急　宮
???????5???????
こキ列ひキキやキもキキいキグク1みキキすキキギうキあ・ひ・す噛・・そ・　　・旨く…
つウ　いウウむウるウウぐウウ．　やウウうウウウしヨ
九永久久IB休休要求研急急宮神宮お学救救野配牛牛去
　　　　式　　求　　　し・　　・め　　　　　内　　　　　　　の　　　　薪　　二
つ久遠い旧日む職る究用ぐ城宮庁宮級添う球読点三年
836　資料璽　遇用漢字全数調査問題握出語形一覧
番号1 161　162　163　164　165　166　’P67 168　169　170　171
?? 5　4　5　3　　　5　　　4　　　6羅　挙許　魚　漁　共　供 遠藤姦
音　 ニエiき：キL、キキlg）ギうギリ
　　　　　　　る　　　　ヨ
訓、るヨる“sすヨおs　i」
キとキクそとキケキキおキゴ。　。　な　。　ヨ。レ。　　　　ft　　　　　　　　冗ウもウ　るもウイウウるウウ
　過去住居選許許側転漁大共共供供供子東京協教教強強
出　　　　　　　　　村　　　li1　　　浜　　　　構　　　　　　　　　つ　●　　　　　・　　λ　　　　。　　　　凡　　・
形去る居る挙可す鋤繍通・・繕物る鯨阪力室姻劃
番号 172 173　174　175176　177　17S　17g　！so　lsl　ls2　1931
峯義　轟轟義 桑曲鹸圭遮触｝
音
?
????
番暑
つキケ
よヨ
いウイ
さキはキかキケ
かヨ　　ヨがヨ
いウしウみウイ
きギ：ゴキ・まキキゴギ7キちキ・・キ
そヨ　ヨがヨm　ヨ　 か
うウウクるククククまンいンン
強環境境鉄橋望鏡競競競卒業曲熱郵南極宝玉近近平金
　　　　　　遠
い境内い橋　鏡
　　　　火　　　　楽玉　　　業・　り便　・・　　　　悪　　　　至玉
垂賜う式業線道局極極座　所い国憲
184　185　186　187　188　189190　191　192　193　194　195　196197
?? 6　6　3　5　5　3勤　墨銀難句苦 4　2　3　6　5　4　5具空　書　訓導耳環
??
音
?
???
コかキつキギクククにくグクそクきクグググむむケキ　　　＄　　力絶　　　　 れ嘉・．
ンねンるンン　　　いい　ウらンみンンンンるるイウ
　金金持勤勤禁銀区俳苦苦苦難空空○君教卓○い群群父兄革め・卸・が肇・萎れが
適う勉るる行別句心いい具気　君代訓人郡群るる兄弟　け
1　　教育漢字　（国是出語形）　　　837
198　　　　　　　　　　　　　199　200　　　　　2e1　　　　　202　　　　　2e3　　　　　204　205　　　　　　　　　2（16　　　　　297　2G8　　　　　2eg
3　　　　　　　　　　　　　　6　　　4　　　　　　5　　　　　　3　　　　　　6　　　　　　4　　　5　　　　　　　　　　4　　　　　　4　　　5　　　　　　4
`　　　　系係　型　計　敬　景経　　　軽　芸欠　血
あケギかかケケかケかケはケうケケキヘケかゲケかケ@　・た　か　　か　霊　・　る　けにイウたちイイるイたイるイ　う　イイウ　るイいイツる　ツ
兄形人形形系関係原型計計尊敬風経お経軽軽芸欠欠血
@　　　　　　　　紙　　　　　　　済　　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　　け
@　　　　　　　　大　　　　　　　経
@式形見　　統係り型型箕る敬う・歯面経る快い術点る液
210　　　　　211　　　　　　　　　212　　　　　213　　　　　　　　　214　　　　　215　216　　　　　217　218　219　　　　　22｛｝　　　　　221
3　　　　　　4　　　　　　　　　　6　　　　　　1　　　　　　　　　　2　　　　　　5　　　2　　　　　　6　　　3　　　4　　　　　　6　　　　　　5
?　　結　　　潔　　月　　　犬　　毒見　　券研建　　兼　　健
ちlllllll二∵∴∴llllll
血決決結結結清潔一月月愛犬事意見強磁建建兼兼健健
@　め　　1　　曜　　　　　場　　て　ね　や　　　　　結　心る熱ぶ納潔い月露　　犬　　件見る券面築る摺る康か
222　　　　　　223　　　　　　22荏　225　226　　　　　　227　228　229　　　　　　　　　　230　　　　　　　　　　　　　　231　　　　　232　　　　　　233　　　　　　234
6　　　　　　6　　　　　　6　　　3　　　6　　　　　　6　　　5　　　2　　　　　　　　　　ヨL　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　3　　　　　　5　　　　　　5
ケきケゴ
唐ﾊ　ン　ン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　藷
絹絹権権憲○危険検試射元元雷伝言書制限原土現現減
?　　　化　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　原　　わ
蜷D毒○し　　元　　　　　秀れ絹物利現法県険い査験気日手語言葉う限る因原在る少
838　資料盈　当用漢字全数調査問題提出藷形一覧
番号 235 236　　　　　　237　　　　　　238　　　　　　239　　　　　　2嘆0　241　2真2　243　　　　　　2荏4　　　　　　2荏5　246　　　　　　　　　　　　　　2凄7
?? ?＆芦透歯舖轟轟犠　　藷
音 ヘゲゴ識キコとコふロか雛コニコみゴいゴゴコのうゴ・藷　　言つ　　・
訓 るンン い　　る　　　　　　　み　　つ　　　　ウちろ
???
減厳荘自知戸戸古古園固事譲文湖湖五五午午後後後国@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孕　　　　　　　　　　め　　　　　　の　　　　　　　の後
口口 ろ
形 る愚意己口数　　潔い体る故人礒水底年資後後悔優姿語
番号 248 　　　　　　　　　　　　　　　　國　罰Q4§ 250　　 　　 　　 2δ1　　 　　252 　　 　253　 　　 25墨　　 　　　　　 2§5　　　　　256　257　　　　　　　　　258
6 5　　　1　　　　　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　5　　　　　　3　　　　　　　　　　2　　　　　　6　　　3　　　　　　　　　　2??
誤 護口　　　工　　公　　功　　交　　　光　　后向　　　母
?????
鷺鋤くコクコ劉磯∵コむ渡る　る　ウ　ちウ　ウけウ　ウるるウるウウくうウ窓
撮 物誤誤看入口ロ工工公公成功交交交光光皇方向向参考?
語 作夫　　に　　　　　　　明　　唇
， 護　　　　の　・　・　　　　　　　　じわ　・　　　　　　　か　　え
語 語 工大　　す　　　　　　　光　　陛
形 る還る婦口調中業工煉る功徳通るる古る下向くう謙る
㎝番号 259 260　261　262　　　　　　263　　　　　　26些　　　　　　265　266　　　　　　267　　268　269　　　　　　27（茎　271
2 姦　　　6　　4　　　　　　5　　　　　　6　　　　　　2　　　6　　　　　　4　　5　　2　　　　　　5　　4??
行 孝早早　　厚　　皇　　観照　　航候爵　　康騒
音 ギア 二おいゆコココ　さコあロオココたコココたココみ
? 妄　　　零つ　　　奪　　か　な
訓 ウン ウ　う　く　く　ウ　ウ　ウ　い　ウ　い　ウ　ウ　ウ　ウ　す　ウ　ウ　ウ　い　ウ　ウ　と
握 行行旅行行行孝効還郷患皇学耕耕鮪高高健磯?
陛　　　　　　　　　　　　内
な　　く　　　　　　　　　下　　　　　　　　　　　　　・
語 ・　　　　　　　　　　　　　入
形 列脚行うく艦籍福姓疇子校作す海候原い継
1　　山育漢宇　　（提出言吾形）　　　839
酬・・2 273　274　275　276277　278　2？9　28e　281　282　2S3
??3　56　35　52　34　222黄　 鉱構　広　興　　適合　号告　谷　国　黒
音に臆。。加加キお。ゴあゴ．つ，た．、。くく
　　　　　　蓬ろ・こ　　げ　　ろ
訓　ウウ　ウウるウいウウるウウうウクるクにクにクいろ
??｛
?
??
轡一??
形
　　　　　　　　　　3黄海黄鉱構構広広復：興興講合余番報告渓享谷国国黒黒黒
　　　　　　　　興　　　　　え　　　・　　　　　　　　げ　　　　　　　　二
河金色山造る細い行昧る堂計う論告る谷　家　点い
翻瞬52・6287　2SS　289　290　291　292　2S3　294　295296
字1
一一一一
s一一一一　1一　一一一一・
音　　ココキ
翻クンン
????? 3　 6　 1　54　36　6　6　 2根　混　左　蟻差　才再　災　妻　西 ??
謙
語
???
いコね二まサひササさササふサわサつサセにサ　　　　　　　　　　　　た　　ざ　　　　ぜ　 だ　　　　　　　　　　　　た　　わまン　ンる　り　　すイイびイいイまイイしイ
穀今今今根木混混左左検差差土再：再災災妻夫東西哲採　慶上
組ごのぜ
物議集ろ本根雑る右　嘉
し法会　　　子　立引漏　 実と南
き能起び難い嚢妻西洋　集
翻い72・29930a　3t，1　392　393　3e4　395　3e6　3e7，3eg　3sg　sle??
音
?
???
く　　　る　　　ヨ
菜　祭　細 叢藷藤轟轟爵葬湿 る　　　ムユ論策刷
とサなサまサほこサもサすサザザザザつササつサササ　　　　つ補9　　　　　くるイ　イるイいいイもイむイイイイイみク　るククツ
採野菜祭お翻細細最最経済実現血染犯舞作画作昨政印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　の　祭　　か　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　工
る菜花典りエいい初も済む際在料産罪作法る年三綱．
840　資料選　巌用漢字全数調査問題提灘語形一覧
番号　311 312　313　3i4　315　316　317　31S　319　320　321　322　323
細辛　鹸圭山導養綿塵鹸鹸
音　すササ
訓　るツイ
こサザゾサみサやサまサかサちサうサササザの
ろ　　　　　　　　　　い　　い　　　　　　　　　　こ
すツツウンつンまンるンこンるンむンンンンる
色殺相殺雪雑雑三三肉山参参蚕蚕散散財産計賛酸残響
刷　　　　　興
り人殺す察下林年つ脈
屠号、24325
　　　　　　産　算考　　　　　 ・　・　　　　　　生　算
書る糸　早る産む数成素鴨る
　　　　326　327　328　329　33G　331　332　333　334　335　336
壬手　麦孟民在薄商西砂余　翠蓋
シシスこシシとシうシつシシシよシいシジしシしシい　　　　　　ま　斐　　　　め　た
　　　　　　るじる　 つち　すぬる
纒名子椅子支転舐誰翻翻都響掲示射干
二士　　　禺止　　　 る　　　　　　示義　麦が　密会　瘤
三士孫子店止る名神事え更望洋肩市早撃示す亡ぬ急る
337　338　339　34e　341　342　343　344　345　346　347　348　349　35e
悉悲桑憂轟姦華華轟鴫野鏡詣藷
シシシはシかシシ
?
シおシ
みび
????
????シ???シ???シ????シ???シ
?????
シ
志志私私製腰使使姉姉始始思思措搭技紙紙歯歯近歌詩
　　立　糸　　　　　　　　　導願　・　・　　　　　　め　　・　　　　　野州　　私　絹　　　　　　　　　指
者す有　糸　用う妹　凝る想う示　師齎　科者眼詞集
8t＄1教育漢字（提出語形）1
?
?????
瓢
??
????
?????
謝
??
???ュ
?????
躍
??
ジ
? ?
躍
??
????
? ??
????
? ??
????
?????
?
車
謝
??
?? ュ
? ??
チ
???
認
??
???
????
??
首
謝
??
?
?
?
???
鰯
??
???ュ
????
?? ??
事
鐡
??
????
? ?
????
? ??
説
??
?
????
?
???
縦
??
?? ュ
???
???
??????｛
み
実
?
??? ?
翻
??
?
?????
鍛
??
????
????
?
???
??
????
?、????????????? ??????????
??
???
????????????????????
???????????????????????????
??
???
??????????????????????????
?????
????…????????
蹴
??
??????????????
搬
??
???ュ???
???????????
錨
??
?
?????
謝
??
????
七
謝
??
?ャ?
?????
縦
??
?????
???
??
???
????????
??????????
珊
??
?ャ????
????????
????
???
縦
??
?
???
鎚
??
?ャ?
????
鰯
??
?
?
?? ??
時
????
? ?
説
?
シ
? ??
鵬
??
ジ
???
辮
??
??
? ???
??? ?
? ??
???
????
錨
??
???
? ?
蹴
??
シ
? ?
説
??
ジ
???
?
??? ?
??
??
?????
??
??
??
?????
??
薔??
?????
??
842　資料盈　当薦漢字全数調査問題提墨藷形一覧
????????????
?????
番号
文
音
?
????
388 389　　　　　　　390　　391　　　　　　　392　　　　　　　393　　394　　　　　　　395 396　397398393　　姻
3 6　　　　6　4　　　　5　　　　5　2　　　　5 4　　　　3　6 3　　　　3受 授　本州　収　周秋　修 習　週衆： 終　集
たジうジきジシスシおシシあシシ おシなシシシ シおシ? ず　　　　　　　さ　　二し　　　　　ユ　　　　　　コ舳　ユ　　　　　ユけ　　　　　　　め 藷・ら一一 ユわユ
ね　ユ　る　ユ　る　ユ　ウ　　　ウ　る　ウ　ウ　き　ウ　ユ るウうウウユ ウるウ
搬受授擁九中綴鯛立磯修修景今公衆無終集
囲　　　旅行 山衆 点ま　　け け　　　　　　め・　　　行・め ・　　　　　o o
一　　　一修 週大 終
き験る留る要州州入る周秋 験・習う翻蜷・合
401 婆02　　　　　4e3　　　　　46婆　　　　　　　　　　墨65 崖G6　　塵e7　　崔08 4G9
6 1　　　　3　　　　4　　　　　　3 6　　　　5　　　　5 2就 牽　住　拾　　　重 従　祝　　宿 ?
あシジ ジとジすシジひジチかおえ1ジしシいシややシス
つまユ …　　　ユろ・矯も ・慈・わ一 どユ
るウユ ウ　お　ウ　む・ウ　ウ　う　ウ　ウ　る　い ウ　う　ク　う　ク　どる　ツ　イ
集醸成十十住住拾拾拾重重重璽八服従祝お宿宿宿串出
る隠魚字日FXむ得円う大複るい桜奮う日う題認る爵号
4iC　411　412　413　4！4　415　516　4174！8　419　420　421　422
6　52　64564述　術春　純順痛処初 盤善籍藷麦
でだジのジシはジジジシシはははシとシかシあシジニ　　・べ＝・一・…　　　藷じ・　つ
るすツるツンるンンンSヨってめ9ろヨくaいヨヨヨ
出出述盛手立春純順準処初初初月揚所読書暑暑諸女天
　　語　　春　　　　　ll　　　　　　　　　子　　・べ　・　　　　　・　め初　　　　　　　・　　著　　青　　　　　初　　　　　　　　　少
るす述る術春　益無血理論荷てめ齎　書く中い国女女
1　　謹受旧藩字　（提出語形）　　　843
番号
文
423　424　425　426塵27　　　　　　　　　些2呂　　　　　429　　　　　婆30　431 432　433
?、?」?????? 2　6　　　5　3　4　6　4虚無幽晦消称唱
?ョ??ョ?? ?? ??ョ?? ?
??????
?ョ?? ??ョ?? ??????ョ?????お?ョ?? ??
ョ
?
ョ
? ????? ョ? ???
?…
????女助助助順除除大小小小少少少招招承承昭消消消・○唱の幕・太　・な　畿鋸
人助る刀面外く小川謡い年いし待く知る和濾するる歌
翻「・目354・64・74・8・394糊・4・2虚43鰻　越5
峯噛縁藤壷熊鹸圭 ????『????
?
とシあシシゾシかシシてシシやジうかあのジジのジつ溌畷・・・・…　　ヨ　げぼ・ヨ・
刷るウうウウウウつウウるウウくウえみるるウウるウね
提1輔敵意錨擁照講焼趾丘上上状鰍騨
形｝る謡う幅利つ翻る細く下手品触客る常に
番秘姻447・44s　44945D 45i　452 453　45塗　　　　　455　　　　　455　塩57
文
宇
ぶ瓢
，5　6　3　2　3i情　条場 色　　食 4　5　62　3　43転輪　職漁申臣：新
…i．
niジなジジぼシシいシジ　iヨさヨヨ　e　　ヨ　ぴ訓1ウけウウ・キろクキ
　1　．『
くたシうシシ
　ベヨえヨ
うるクるクキ
おシシこシもシシ
　u　こ　　う
るクンろンすンン
劃騰紅揚馳鹸融舗鰍織職心心認嫡
形睡・醐殖彩物奮・る物・騰・業配彗醐
844　資料瓦　当用漢字全数調査問題提嵐語形一覧
16406495485?
???????
462　463　464　465
3　　　1　　　3　　　3深　森　進　親
4fi6
1
入
467
6
仁
：，，　11i’　6　11’　1／　“　i’　1”“　ei　s．r　fot）　s．r　g　’L’g　1’　／／，　g　11’　；’一　：　li／“
噺新身身揺写真神神神深深森森進進親親親入人人知仁
手い体分る真心虚血出山い林　歩む切い子口演　勇義
46g　469　470
1　　　6　　　3水　推　数
471　472　473
3　　　　　6　1世　　是生
474
?
正
475
4
成
スみスおスかかセセよゼセシなういきセシたセジ　　　　　　更　　・灘　寄・
イずイすウずる　イ　　イウまるる　イウいイウ
476
孟
押
???
水水推推点数数世世世是先一生生生生正正正成成成名
　　　　　　　　　　　生　　ま　　　面　功　　　　　　え　の。意き　・し。　　　　　　　　　　　生　　れ　　　正　成
道　噛す数　る界紀中歯活生気るる糸確直い長就る声
477　478　479
6　5　1制憲　青
480
?
政
481
?
省
娚
?
星
483　484　485
4　　　3　　　4清　晴　勢
こセセシ
　　　ヨ
えイイウ
セシ
　ヨ
イウ
ああセシ
　お　　ヨ
おいイウ
毫セシ磯セシ
リ　　ヨぶり　　ヨ
£イウ琢イウ
ほセきセはセ’い
　　よ　れ　豊
　　　　　　ねしイいイるイい
声捌性気青緑青青政摂政反省省省星明銀清清晦晦勢勢
度　　　　　　病
識　　　竣
服質性年青葉い府政
　　　　　　　　V．1
　　　み　の唇
省略くる座星星潔か天れカい
1　　教育漢宇　（提出語形）　　　845
番暑
??
～音
?
????
番愚
??
??
????
番号
??
音
?
????
486　4S7　48S　4S9　49C　49i　492　493　494495 496　497
65　56　4　4　62　1出精　製誠　静　 整　税夕　石 ?? 　　う席責
セセシ
　　ヨ
イィウ
セセまセジ
　　こ　　ヨ
イイとイウ
しセ沙セゆセ・
ず　の
かイ窓イキうキク
?ャ?いセシ1ああセセ
　　やか
しキ・クいかキ・キ・
聖藩鰍勢鱒纏蝋一夕砺蘇赤赤赫噸
　　　　　遊物　　　　　　H　　　　　・・　　　え　　　・　石　　　　　誠静　　　　　　夕蝉進鰻掴止金か理る金碧旅肺
外
線銅い　親任
498 499　5ee 5gl　5e2　5e3　5e4　595se6　“rc7　sog
嶺　葡　薪臨画識　垂垂塾
せセつつセセサ
め　　
?
るキむるキツイ
きセお小小もセゆセ・ゼ　　　　　う　　　　　けるツるツツるツきツノf
とセふゼしゼた
　　　　　　え
くツしツナこツる
責積積積成親一切折折応設設風讐説遊説寧哲毒曽絶絶め　、切叢誌ナ叩、　路　。、
　　　　　　法認叢　　伝　　痴
る蝕むる績切切る折る近計る雪　 説説く簾穴舌　 認る
5e9　51e　511　512　513　514　515　516　517　518　519　520　521　522
皐メ㍉売壼義輔鍛麟垂＆箭轟’
セちセかセさセセあセセふセぜセセiセえゼまぜまぜ　　　　　　　　さ　　　＄9ら完
ン　ンわンきンンいンンねンにンンうンぶンくンえン
k側搬葉灘馳鞭戦肇翠醜、
痴∴惑＿講争，垂　，後平面
946　資料｝蓬　当用漢宇全敬調査問題提出語形一覧
．劃・・3 524　525　526　527　528　529　53b　531　rb32533　534
??
音
?
藍誼素慈面差楽峯章嶺　蒼邊
ゼネ
ンン
ソソスソくソはソはソシソあソくソシあソくソお　　　　　　や・・ll　・　　く
　　　　むウいウるウウウうウさウウいウらウる
挺　自天祖酸素組組早早競走宗宗競争草草相首相倉お送送
繊　　　　素　　む　　走　匠　　　原
語　　　　要　　組　　暴　宗　　　草
劃然織報織合青い走る面面う履
番号
??
??
?????
番号
??
音
?
????
談相手鷹倉別る
535　536　53？　538　539　54g　541　5423　544　545　54S
　　ヨ　さ　ら　　　ら　さ　　　　　　　ま創想総造　像増　蔵　足
・ 7灘l！
5　4　5　　　5　　　4　6　4露座側測速雷族
ソソソゾつゾゾまゾくソたあソソいソかソはソはゾゾ
　　　　く　　　　　　　り　　　　　　　　か　や
ウウウウるウウすウらクるしククきクわクるクいクク
創想総製造想増増冷蔵遠足足規休息側両測測速速風家
　　額　　　産　　　足　　・　　　・　蔵　・り　　総　　　増　　　満
作像合造る画面す鷹　足る 則息
　　　　カ
　　　　リ　　　　遽
面側：量る幽い俗事
55e　551　552　553　554　555　556　557　558　559　56e　561562
64　46　2　4　6　642　4　1 3属続　卒存　村 孫　尊　損他誌　打 大　 太
ゾゾつソソゾソむソまソたソ心身おダうタダおタタふ　　づ　　　　9　お　　套　とククくツンンンらンごンいン　　い　つイイいイ　い
貴連続卒存保村村子孫尊尊損そ多多打打大大大太太太
属続る式在職蔑　孫　　　　　　　 　　敬い害他少い打つ陸事型隣刀い
1　教育漢字（提鵬語形）　847
　　564　565　566　5fi7　56S　559　570　57i　572　573　574　575　576
毒富豪遺箒　滋養二二　山彙嶺蓮農
タテタツタまタしタおおタタかタダよかダタダダタタ　　　　　　　塾　び　　　わ
イイイイイつイくイぴるイイすイイ　るイイイイツン
　　　　　　　　　　　　　　　　解体体反一期待退退熱帯帯隊貸：艶態代神わ台台第題配石育対　　　　　　　度表代る所　名達葎k　　び　輪重密謡操裁立対待つ学く帯　る長借す三代木わ台湾一題達巌　　　　　　　　　　　　　　　　り
　577　578　579　58e　581　582　5S3　5S4　585　5S6　587　588
　54　2　6　542　22425単濡鼠 断　団談地池知置竹顕
すタタみダナおダこたダダチジチいチしチおチiチき　　　8，　とも　　　　　　　ず
みンンいンンこンるつンン　　　け　る　くクけクく
炭単短短男長男朝断断同相地地電池知知位置松竹建築
　　　　　　　　　体　　　　　　　　わ　・　　　　　　　　　竹　　　　　　　　　団
　純駈い女：男　断るつ長談上記池　湿る置く梅　築く
589　59｛｝　　　　　　　　　591　　　　　592　　　　　593　594　　　　　595　　　　　596　　　　　597　598
ヨ　ヨ　　　　　ユ　　　　　　　　　ヨ　　　ヨ　　　ヨ　　　　　　茶着　　中　虫　頭注　柱　昼　貯著
599　　　　　6登9　　　　　601
　　　　　　　　ぺ
町　長　帳
　　　　　　　　　　　　　　　　いチチつきチなチむチチそチはチひチチちあチまチなチ…　　　＝・一・そ・V　・”　齢・・が・
ヤクくるウかウしウウぐウらウるヨ目しすウちウいウ　　　　　　　　　　　　　　　　い
お着着着中中害虫旧注注電柱昼昼貯旧著著晦町成長帳
　用　・　　　　　干
　一
茶着くる心　虫し告意ぐ柱
　　　　　　　　　面　　　　しわ　　　　　・　　　　　　　　　手
夜　金者いす村　長い幌
848　資料嚢［　当用漢宇全数調査閤題提出語形一覧
692　693　604　gO5　6e5　697
5　　　2　　　2　5　4　4張　鳥　朝　腸癌　直
6e8　6e9　61e
6　3　3画面　通
6王圭　　　　　　　612　　　6玉3
4　　　5　　　3丁　低　弟
チはチとチあチチしチジなたチツおツとかテチテひテ
・… @　魂・鷲　　およ・くウるウリウさウウるクキ・すにンイうウるうイウイいイ
主張鳥鳥朝朝冒調調直正直直汽追追逗通通丁一低低高　　　　　　　　べ　ち轡　　転
　　　　　　　　　　　　　賃追　　　　丁
張る類　刊　鵬法る接直すに金闘う漏るう寧度圧い弟
??
罎
イエ
定
615616§17薦§62§62王622．623．62462562662762呂
4　4　4664　5532　53　36底　庭　停提程的　敵油鼠天　帳面　点展
おテジさテそテにテテテテまテテテテあテテみテテと　　　だう　ヨめ
とイウるイこイわイイイキとキキツンめンンせンン
兄弟予定定座湖盆庭停提程昌弓敵適鉄天天辞商店点発
　　　牌めの　　　の巌　　塵
　　　定　　　　　　　　　　　　　　　店
弟　定石る底面庭　電出度的的国当道気地二品　数展
629　630　631　632　633　634　635　636　637　638　S39　64e　641
41　5　31　3　43　4　33　2　3転瞬　伝　電磁 　図　　徒書　 努　血刀　冬　当
テデtデつデトドつトズはトトツみドつドトかトふト　　　　憂　　　か　や毒　た
ンン　ンるン　　ち　　る　　　こ　る　ウなウゆウ
露田蟹伝伝電熱国土図図図生都都都努努混刀刀冬冬当
面　え　赤　　　　め年年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木　冬
三園　説る儒地回土書画る徒市合　力る度刀　至　番
1教育漢字（撮出語形）　849
襯い2643罎6・564S・647648　649650651652・5・
??
???ー
?
3　 2　 3　6　64　4　4　3　5　43投　東　島　討　部面　登 　等 答　統　出頭
あトなトひトしトうトトゆトトiのトひトこトすトトズたげが　　　　　ぼ乞莞べるウるウしウまウつウウ　ウ　るウいウるウるウウ
堤　当投投函東半島討討温熱お登登登一等餐答大統電頭蓋㌦、デ　幽翠　　。。穰べ醐
語　　　　　　　 党　　　　　　　統　 頭頭　　る刷る洋　島　会つ主湯湯三山る温い漏る一る燈取上形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　く翻 δ5塵δ§5656ε57658ε59δ60・6Sl 662・6s3εs4・6s5・6δ5・e67　副
音
?
あドおドうドドドはドみドドみトトえトドドドト　　　　　　　た　　　　　ちた　 な 　ご　　　　　　　ら　　　　ぴまウじウくウウウくウちウウくククるククククク
????????
副繭紬蛎面面髄醐観血副道翻繍蒲出｛
???
?
窓
会じ物く温言舌働く路
壷　　6皐　　け
　　　　　得　害
像導く別意手徳乱立書本むる
??
669　67e　671　672　673　674　6756？e　677　678　679　680
内　法難三鍋西 Mt　　　　　4　　　i’入　任　認　熱　年．
顧ナダ
　イイ訓
?????
??
ン
?? ??????????二い二かひ?ニニニ
??????
ツチ
?
???二????? ?? ???
?
案参内南南困たこ二二弐肉H元月五入入責任認認黙熱百
内内　北　　え
納南　難
外裏気部　難い階つ拾
　M學　　任用暢　 在せめ
品月丸目場る意る識る心い年
850　資料璽　当馬漢字全数調査問題提出語形一覧
旛号
??
音
訓
6S1　682　683 Sec　685　6S6　687　fiS8　689　690　691　692　693
う　さ　　　　
念燃　納 Mt　652635’g能鼻紙　派破　馬　拝　配　敗　倍
とネネもノト
　　　え
しンンるウウ
??????????????????????????バ???ハハ??
み
ハ
??????????ナ
義訓燃燃翻納一雨離い鰍破驕藍鼠回忌瑠　え　め率高詠　　寧　調語犀　　　能波躰　　　心　倍形頃窪念料る入納屋る力業浪派出壌る二見む配る戦る加
番掌
文
音
?
?
???
形
番号
??
??
????
694　Sg5　69S 697　698　699　70D　7el　7S2　7e3　7e4　7e5
黄養占 ら　　　　　ヨ　　　ユ　　　ヨ　　　ィエ　　　　　　　　　　　　博麦畑八発反半犯判
バかバうハビししババむははノ、やハホハタ
　　　　　ヤ　　ろ　　　　　た
イうイるククろいククぎたけチつツツンン
ハなハおハ
　か　 か
ンばンすン
賢買売売明黒自白博変喪山畑八八発発反一一半半雅犯点
耳　　 爵物愁
売　　　　　　　　変
買う託る臼田謡い二二 作
　　　起　　　啄
　　　　　　　　　　裁
秒っ達入対二分ば記す判
70G　7e7 7eS　7C9　71e　7il　712　713　714　715　716　717　71S
33　65　35　365　54　44製品板　 温飯　番地 皮　否　肥 認証　悲　費
ハさババいノ、ハめバヒくヒかヒいヒこヒヒとヒかヒつ
ンかンンたンンしン
?
べ? ?
　　x　　　　　な　 い　　「c　　　　　し　や
な　る　　ぶ　い　す
坂面板黒板版ご握当比比皮毛否否肥肥非飛脚悲悲費費畢季　＆　べ丁　講　㍉や
急　甲　　　朝　　 皮　　　　非　 悲
按道叛根　画三飯番回る肉皮定　料る行行ぶ劇い用す
1　激育漢字（提繊語形）　851
番号 719　　　　　　720　　　　　721　　　　　722　　　　　　723　　　　　724　725　　　　　　　　　　72§　　　　　　727　　　　　　728　729　73（｝　731　732
?? 3　　　　　　5　　　　　　4　　　　　　4　　　　　　5　　　　　　2　　　3　　　　　　　　　　4　　　　　　5　　　　　　5　　　6　　　5　　　婆　　　3
?　備　鼻　必　筆　百表　　　氷　俵　票評標秒病
立 ，????????ピ鐸∵1藩llll畿；lll
提 美美準備耳轟必翌翌筆百表表表氷氷土米投評標入病病?
半薙　　　院
し　　え　　　　　　　　　　　　　　わ　　　　　　　　・　　　　・
語 批　　　病
形 術い備る鼻　　要ず記　　年紙鳶す出　　俵潮干評本甲気む
一番号 733　　　　　73婆　　　　　　　　　73δ　736　　　　　737　　　　　738　　　　　739　　　　　7凌6　7婆1　　　　　　　　　742　　　　　743　7婆委
3　　　　　　5　　　　　　　　　　4　　　4　　　　　　2　　　　　　4　　　　　　5　　　　　　4　　　3　　　　　　　　　　6　　　　　　5　　　2??
最　　貧　　　不夫　　父　　付　　布　　府警　　　富　　婦分
音 やヒ　しヒ　ビまフフおフちフっフぬフフまおフとフブフま　　ご　・　　け　　け
綱 いンなンンい　　　　と　　ち　　る　　の　　　　る　う　　む　　　　ン
??病品顯餓膿夫父鮒櫛鰍嫡鰹窟袴分：　　　　　　　　夫　　母　　　　　　　　傷　　　審　　　・：　　　　　　し　　・　　・　　　け　　　　　・け　　・　護五
語 の　　　　　　　　夫　　実　　　　　　　　勝　　　密　　　分
形 型物闘い鞭父驚告顧る糠醐薫別
番号 7墨5　　　　　7荏6　747　　　　　748　749　？5⑪　751　？52　753　　　　　75墨　　　　　　　　　？55　　　　　　　　　756　　　　　757
5　　　　　　4　　　2　　　　　　4　　　5　　　5　　　4　　　6　　　5　　　　　　3　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　6　　　　　　2??
武　　野風　　服副復福平等　　物　　　粉　　　奮　　文
音 ブわブムブフかフフフフフブほブモもフここフふブモ
け　　　　　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　　　　　　る
訓 ンる　　　　　ウぜクククククツけツツのン　　なンうンン
???半分武武全風風洋副往幸複仏仏間食物粉小間興奮作文
ﾈ　　産　　　二二　矯
形 分るカ）部景　　服物復福雑像　　物量り末粉薬奮う三省
852　資料班　当用漢字全数調査問題挺出語形一覧
番号
??
音
?
???
758　759 76e　761　762 763　764　765　766　767　7e8　763　770　i’
ヨ　　　ヨ
聞　平
??、?????? 4　53　4　5　54　3別　辺返　変　編 弁便　勉
ブきヘビひたへヘベマこべわへへかへかへあベベビベ　　　塗い　　　究　えわ
ンくイウいらイイイイめツるンンすンるンむンンンン’
’翻騨騨蘇粕米儲。返澱変繍お麟勉…
　　　　た　　　　　　　陛
聞く気等いら脚下国米
?????????????????????????? ??????????? ??
番蟻771 772　773　774　775　776　777　778779　780　7Si
???? 5　　　6　　　2　　　6　　　2　　　4　　　4保丁丁三方三二 鋪豊
音
?
????
番暦
??
音
?
????
ホブああホたホおボはボはホかホつホははホホむホゆ　　るゆも婁　　　　つなな　5t：
　　くむ　つ　う　は　かウたウむウすつウウるウか
歩歩歩歩保保候補父母墓お方仕立二五二二法三二豊豊行　　 証　　　　　　　方舟　像補　　専　　い歩合くむ護つ者う母親地墓三方装む送すつ律告る年か
7S2　783 784　785　78S　7S7　7gS　7S9　79e　791　792　793　794　795
島童 56　25　133　435　64貿暴　北 牧　本毎妹　宋　万　満　二二
ボふボモ
　せ
ウぐウウ
のボボバ
そ
むウウク
ホきボまホママいマすマバマみミミ　　　　　　　る　　　　ち　　　　　　　つク7クきンイイとツえンンンる
購騨繍ヒ四四妹楼万騨未意
　　　薫風　　　　　許力ち火脚野州薩笹野騨耕路条筆歳足・耕
1　　鞠育潜毫字　（提出語形）　　　853
番号“
??
音
?????
??
??
提
語
形
7eJ6　797　798　799　8ee　8el　8e2ge3　8e4　8e5
4　4　5　　　5　2　4　2脈民　務 無　　名 　命　　明 5　6　3迷　盟鳴
あミミたムつムブなメミなメミ
　ヤ　　　 と　　　　　ヨ　　　ヨ
じクンみ　め　　いイウ　イウ
いメミあああメまメメの・醜けよ
ちイウかいるイうイイ
蜘曜三二二大齢赫醐三夜迷迷i献　　　濡　籍　冬鉾A　、る明　唯
　　　浪　　・　　　本　運　取　　　　　　　　悲脈畷務誓事い繍輪勧師かい・丁丁鳴
SO6　SO7　8eS　8e9　S！e　811　S12　813　814　S15
3　5　　　2　　　1面　　綿　毛　木 1　　2　　4　　2　3　　3罠　門　間　夜　　野　役
ななメおおメわモけモボきモめモかモとやよよやのヤ
　　　も
くるンてもンたウ　クク　ク　ンどンう　　る　　ク
?????????????夜?????? ???? ?? ?? ??? ??木?????毛?????? ????????? ???? ??????，
番号　　’　　　　816　817　　　　　818　　　　　819　　　　　820　821　　　　　822　　　　　　　　　823　　　　　　　　　824　　　　　　　　　825　　　　　826
??
??
????
56　4　4　52　1　3　4　4　3旧訳薬油輸友右　由　膚　勇遊
エヤやわやくユあユユとユウみユユよユウあユ寒ユあ
　　　　す　ぶ　　　　　　　　　　　　　ま　そキククけ妨らウけぎウけるウとウぷ
現約通駅薬薬石抽輸友友左右看自経i有有有勇勇遊遊農器　髪だ
丁丁訳す晶　湘紙入人ち右新
臨　査
由来両名労る気い戯ぶ
854　資料覆　当用漢字全数調査間隔捷旗語形一覧
番号
??
音
?
提
?
語
827　82S　829　83e　831　832　S33　834
Ill／llllilililllllllZII［lllllillls　s36　gli”ll／lllilllg　s3g　s　e　s4d’
45　6　2　4553　43　5　35　6　2予余　預　用 洋要容葉　陽様　養 曜浴　欲　来
ヨヨあヨあヨもヨヨヨヨはヨヨさヨやヨヨあヨほうく　　ま菩糞　　　　妄　ぴ6　　る　るウるウウウウ　ウウまウうウクるクるイる
形ト分・金・事・服呼売葉難子午・・浴び望・来・
予余纈預嗣洋要内万木太様王栄蜘入水欲欲来Pt・　1．
　計　　　　　　　　葉　　　　　　　　　　 客　・　　け　い　　 ・の　　　　曜　浴　す・　余　　　　　　　　落　　　　　　　　　　　未
番塾42・4・ 844　S45　84fi　g4784S　g49　85e　S51　852　S53　S54
文
音
?
????
番号
??
?
?
????
3　　　3落　楽 4　3　3　2利里　理力 4　2　6　6　6　3陸立　律率　　略流 ??
うおラかたリリさリリりちリりたリリソひりリルなりち　e　　　・か　　　錘・聾クるククい　　と　キ・クらクツつツツツるクウ　るウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流落落楽音楽便一里鋤勧大成立法謝率省流罪流ew　1．昌・・帰　　　嚢い鷺吏れ
守る園楽い利論り理説力　陸立つ律率先る割干逮る学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流
855　856　857　85S　859　860　861 862　863　864　g65　8Sfi　S67　S68
3　3　4　4　5　5　4旅　両良　料量　領緑 2　4　6　4　5　3　4林　輪　臨　類令礼冷
??
?
??ョ? ??ョ??ョ?? ??ョ??ョ?? ??
ョ
? ?? みりはりわりのルレレレ
ど　や　　　　ぞ
リンしン　ンむイイイイ
留留旅旅両改良材測蟻大薪緑緑森林車輪臨臨種命礼冷．　　　　　　　　　　統　め　　　　　　　領
　　　　　　　　　　豪
守る行　手良い料燈る地緑青色林　輪　時む丁令丁丁
1　　激育漢宇　（提出語ヲ彦今　　　855
番号
??
音
訓
????
869　g70　S71　872873　S74　875　876　877　87g　8？9　88g　SSI
う　な　ゑ　　
例歴列連
る　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　　ま　　　　　な　　ミ　　ヨ　　　　　　
練　路　老　労六　録論和　話
ひつレレレレつつレねmじロおロロむロロワ和ワは痩　　 れ療　　　い　　　らなるいイキツンるるンる　　ウるウクつクン　 ぐ　す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ冷冷例歴行遮；違違練練道大老老労貧六記議昭和会謡
　　　を　　　続　　　　　　　　　　　　・つ　　　和　　話
えたあ　　・れな　　　　い　六・　　・ら・　　　げ　　　連　　　　　　　　　　　　法六　　　平　　話
・い破却絡るる論点旧る働卸二二和ぐ題す
〈注〉　この一覧表は，当用漢字金数読み書き調査で，問題として提出した語を示した
　　ものである。調査の実際にあたっては，上掲の順序でなく，無作為にとりあげ，
　　（読み）各文字ごとに語例とともにカード化して読ませる（書き）原劉として生徒
　　に親しいほうの読み方での語で書かせるが，賭には，音訓二様，あるいは複数の提
　　出語形で書かせることもある。なお，読み・書きともに初等の語形では正答が出に
　　いくいものは，テスト中，一部，生徒に親しい語をさし，加えた場合もある。
　　　表内の全音訓を問題化しようとすると，中学生の親しい絹語では提拙しにくい揚
　　合があり，初案の語形のほかに連濁音の形（例一回目ン→早島主ス→坊主，星卿吟
　　明星），地名・人名（例一”Sie’」→室蘭，舟胸→雪舟く敏外字〉）蓑外字との組み合わ
　　せ（例一谷＝O→渓谷）などの語によって，間題とした揚合もある。
　　　傍線の添えてあるものは，特殊音訓である。
　　　「2．教育漢字外当用漢字」についても岡じ。
856　資料盈　当用漢字全数調査問題提鵠語形一覧
番丹 1　　2　　　　3　　　　4　　5　　　　6　　7　　8　　　　9　10　　　　11
2．教育漢字外当用
@漢字（提出語形）
??
亜哀　　握　　華墨　　威尉偉　　為違　　維
??アアあアにあイエ1イイイえイイちイ
@　わ　綿　　　　ら　が
@イれク　る　う　　　　　　　　　　い　　　　　う
????亜哀哀握握取三帰権大偉偉行相違維
@愁　　　　り　　　威　　　　　　　　新　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
ｻ　　扱　威　　　　　維
蝿｣れ手るい丁丁力尉円い為違う持
番号 12　　　　13　14　15　16　17　18　　　　19　　　2（）21　22　　　　　　23　　　24　25　　　26　　　27
??
慰　　緯域逸芋姻陰　　隠　　韻宇羽　　　映　　詠影　　鋭　　聖
?????イ茎∵∴1二1∴∴∴；＝1；
????慰慰：緯地逸焼婚出陰隠隠韻宇羽羽羽映映詠影影鋭鋭：免
ﾟ墾睾撃　れ　季　　掌　隼孝　　　区：　垂　　陰　　　　　　　奥　　　　　　吟　　　鋭　　疫守る度肝話芋姻気　　居る丁丁羽　　丁丁る詠響　　敏い病
番号 28　29　　　　　　30　31　32　　　　33　　　34　35　　　36　37　　　38　　　39　　　40　　　　　　41
??
悦越　　　謁閲沿　　炎　宴煙　援鉛　縁　汚　押　　　欧
?????
エエこ　こエエエそエほエエけエエなエふオけオおおオ@　え　　　　の　む　ま　　が　篁ツツるすツツンうンおンンリンンリンち　　すウするウ
?????
喜越越越拝閲沿沿炎炎宴煙煙応鉛鉛縁縁汚汚押押押欧浴E響鉱灘驚膝悦越るす見丁丁う炎　　丁丁　　丁丁　　側縁職す印する州
857撒育漢字外当用漢字（提出語形）2
58　59　605752　53　54　55　 646　47　48　49　50　514542　43　44番
禍箇寡嫁佳架単糸聯繋憶虞乙卸穏桜殴翁奥
??
カカカカカひカよカカカ
め
?
??????
ン
???
ツ
???
?
??
?
?オオオおオ
??
ウウウ
????
諭響灘轡震虞甲響煮雛鍵菓休日覆鞭難
準準毒扁平轟配車薮獣
????
70　71　72　73　74　75　76　77　786968676661　62　63　64　65番号
塊懐壊劾慨該平群核悔；
?
怪
?
蚊雅餓介灰
??
かガガ謔P鷺∴1∵f’：1；????
???????? ???
?
? ???
劾
?? ??蚊優餓紹石灰警戒怪怪皆皆後悔悔金
　雅　　　色　　物　勤　・　　　・　め・し・　　いや　雅　　　灰　　怪　皆
　楽死介灰猛誉戒る人い無様干るむ塊
????
9690　91　92　93　94　9587　88　8984　85　8681　82　8379　80番号
甘渇滑轄且刈干掛括割嚇穫岳較閣獲郭隔
??
かカカわカカカかかカほひカ?
るツツるツツツつるンするン
カカヘカカカえカカかた　　だ　　てククるクククるクククけ
????
????????? ????
?
?
つ
? ??? ?? ??
?
?
割
?????
?????????????
岳
??? ??? ?? ??? ??? ?? ? ???
858　資料璽　四四凹凹全数調査問題提出語形一覧
?
97　　　98　　　99　　　　100　　　1GI　IO2　三9＄　　　194　　　1e5　106　107　　　三e3　韮G9　1鐙　H王　li2
汗　肝　巻　冠　看勘陥　貫　乾患換　　喚棺閑敢堪
あカ　あ　カ　き　カ　ま　カかカ　カ　カおカ　つカ　カ　カかカ　カ　カ　カ　カ
ﾜ　　　　　謬　　ゑ畠　　えいンせンもンくンりンンンるンくンンンるンンンンン
骨発汗肝肝一巻王冠看謝欠陥一貫乾患交換喚棺閑勇堪?贈欝馨窺い鷺・灘酒腺　　臓　　頭物王冠板定干る法く燥者換る起筆散闘忍
ユ13　1垂垂　　11δ　！王6　　王王？　118　119　120　　121　122　123　　　　　　124　　　　　　125　　　　　　126　　　　　　127　　　　　　128　　　　　　129
款監寛憾緩環還簡艦鑑丸　　含　　企　　危　　机　　忌　　奇
堪款監寛遺緩環返簡軍鑑弾丸含含企企危危机机忌忌奇
@待督大　　野曝　　単艦賞丸　　　　　画　　険　　　　　中　　術え　・　・　・　　・　・　　・　・　…　　　　　　　　て　・　う　　　　・　　・
@総監寛　　緩循　　簡艦鶴丸　　　　　企　　危　　　　　忌　　奇
驫ｼ視容等等環選町長鑑薬い有む干る害い上　　引む怪
130　131　　　　　　132　133　　　　　　13崔　　　　　　135　　　　　　136　　137　138　王39　　　　　　1塵0　　　　　　141　142　143　　　　　　1華華　　　　　　1嘆5
岐祈　　軌鬼　　匿　　飢　　揮棋棄幾　　輝　　騎宜欺　　偽　　戯
キキいキキおキすキ・うキキキキいキかキギギあギいギ@　　　　　　　　　　　　　　　が　　　　　　ぎ　　つ　　の　　　　　　　で　　え　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　む　　わ
@　る　　　　　に二　　に　　　る　　　　　　　　　く　　　く　　　　　　　く　　　る
破祈祈執鬼鬼腰i既飢飢発将棄幾幾光輝騎便詐欺偽偽戯
謫N義丁丁　え蜜巌畿　正路うる跡神　　成に餓る揮丁丁何貝輝く兵宜欺く造る曲
2　　教育漢字外≧M用滲茎字　（提出語形）　　　859
146　147　14S　14g　15g　15i　152　153　154　155　156　157
儀擬犠菊吉詰　喫却脚虐弓　及
15S　159　160　161
丘　吸　朽　泣
15ギギギキキキつ械キギキゆキ繍キおキすキくキ
む　　　　　め　ヤヤヤ＝　ユ‡よユ　ユ　ユちユ鷲　クチ・る・クククウみウぶびウかウうウるウ
丁丁模犠丁丁丁丁喫忘脚露弓四丁丁丁砂丘呼吸不朽感　儀攣　　凶　　　却　待道　第　　　　吸　朽　泣
れ磯　毒め退麟喜　疲老㌦る式法姓　報撮る茶却本手十勝及ぶび丘　収う朽る泣
162　1G3　164　165　165　167　16S　169　1？O　171　i72　1？3　1？4　175
劇窮　蕉拒　虚　距拠　凶叫　狂　況享峡恐
1？6
恭
丁丁丁丁腔丁丁賄部色丁丁無輔総騙§
　糾　　人　　虚　　　　凶　　　 ・猿楽峡　　ろ賀　・　め・　　　　　　　　　狂…　　 れ　・　糾　　置　　虚　　　　凶　　　い状語論　　し恭く舗る大否礁空中拠網中戸蘇谷怖るい悦
177　17S　179　IS9　ISI　182　183
狭　脅　胸　郷　驚　響　仰
キせキ葺キむキゴ
　　　しノもヨまヨやヨ　ヨウい礁ウねウウ
??????ョ? ??ョ?????ョ
lg4　IS5　186　187　188
凝　暁　斤繋筋
おあギこギあキキキす　　　　　かおおヨ　 ヨ　　　　　つせぐウるウきンンンじ
狭狭脅脅胸丁丁丁丁驚影響仰儒学仰丁丁今暁一細筋筋
　　　　　　郷郷異　響　　　か　　　・…　　　　　　郷酋驚　音
義い迫す園　田田嘆く響く天仰せぐ固る暁　脚光肉道
860　資料頂　当用漢字全数調査問題提出語形一覧
189　190　191　192　193　194　195　196　197　198　199　2ee　2e1　2e2　2C3　204　295　2e6
琴　緊謹吟駆　愚　偶遇屈掘　繰薫勲刑径茎　契　啓
キこキキギクかグおググククほくククケケケくケちケ
　　　　　　け　 ろ　　　　　　　　　　　　　　
?
ンとンンン　る　かウウツツるるンンイイイきイるイ
木琴緊謹詩駆駆愚愚偶待退発掘繰薫勲刑直地茎契契拝
　　張賀吟　　間　数　屈　　　風章事径　　…　　　　け・　　・　　・　　　　・…　　下　　緊謹吟　　愚　偶　厨　　　蕉蘇死半
琴　急啓詠除る者か然遇折掘るる陶勲刑径茎　干る啓
2e7 2eS　2e9　21e　211　212　213　214　215　216　21？　218　219　22g
恵　　掲　傾　携　継　慶憩警鶏　迎　鯨　劇激　撃
ケエ?ケ蓉ケつケケケケ墜ゲ乙ゲ響
イむイるイくイ窓イぐイイイイリイるイらキキ・・キ
恩知恵掲掲傾傾携携継継慶休警鶏鶏歓迎捕鯨劇感激攻
　　　　　　　　　　　応　　　　げ　　　え　　・　　　　　え鯨　　　し　　　　　　　　　　　慶
恵恵む蹴る向く干る続ぐ賀憩察卵　干る船　揚誓い撃
221　222　223　224　225　226　227　228　229　230　231　232　233　234　235
傑穴　肩　軒　堅　圏献　遣倹賢　剣　謙顕繭　懸
うケケあケかケのケかケケコ
　　　　　　　　　た
つツツなンたンきンいンンン
ケケケかケつケケケまケ　　　9る
ンンンいンぎンンンゆン
??????? ???????剣??
道
? ???????????? ?????? ???
一肩双穴洞傑
軒肩門門つ
2　教育漢字外当粥漢字（提出語形）　861
番贋
??
音
?
????
236　237　238　239　24e　241　242　243　244　245　246　247　24g
幻玄弦融融桔孤弧雇誇鼓顧互
???ゴ
?????
コ???コ???コ???コニコ???コ??
ぶ
口
?????????
ン
?
ン
????
ン
?
懸幻幻玄弦弦源源呼呼栄枯孤括雇、雇誇誇太鼓顧顧根互
　燈　　　　氏　　　　　独弧用　・　楽・　　れ…　　　　みい幻　 　　資　 　 　孤円解
憶想　関器　源　吸ぶ疑る立弧雇う張る鼓　纏る互に
番坐2502512・2253　254　255　256　257　25S259　26g　2Gl　262
??
音
訓
提
語
形
番号
??
音
?
????
呉娯悟　御　　盤面巧　甲　江　婿　　抗坑攻　更
?????????
?
???
?
?? ???
?
?????????????????ゴ????ゴ???ゴゴゴ
斎鎌覚梧御御御零孔技巧甲甲揚江好嬉痔抵炭攻攻変更
　　　　用製中石　巧　　　　・・…　　　　　　　子　　　　　　　　め　　　　御御御囲　巧
服楽悟る殿物方碁子棲み乙板江戸物くむ抗坑漁る更に
263　264　265　266267　268 269　270　271　272 273　274　275　276
恒拘肯荒　　郊降　　香　侯貢陰 文　慌項細
?????
?
????????????????????コ諏コかコ
????
??????
?
??
?
?? ???????????
聖號荒荒郊響隔喉輪灘雛肇恐囎一
翼れ蔭り換　ば穿　め星麗定野るい外下るる水　爵献臼紅　ら盛る慌目殺る
862　資料簾　些罵漢竿全数調査問題提出語形一覧
瞭号
??
音
?
?????
文
字
??
????
番号
??
音
?
????
277　278　279　2gg　281　282　283　284　285　286　287　288　289　29e　291　292　293　294
硬酵綱　稿鋼購衡拷剛豪克刻　酷獄骨　込困　癒
しココ：コつココ：ココ：ゴ：ゴ：ゴココきコゴコほζニコこ認う
ぼ　　　　　　　　　　　　　　 ぎ　　　　　　　ま　　ら
るウウウなウウウウウウウククむククツねむンるンむ
絞硬酵綱横原嘉穂均拷金豪克彫刻残地骨骨申函困悔恨病母　　衡磐刻　折・し購　　　平三岡時　骨背込
る水素霞綱稿鉄血衡問濾過服刻む酷獄蛸壷む難る候む
295　296　297　298　299　3ee　3e1302　3e3　304　305　3e6　397　3e8　399　31e　31i　312
婚紺魂　墾懇佐砂 海詐鎖　座砕　宰虹彩斎裁　催
二識コたココササシすサササくザサくサササササたサ　　　ま　　　しンンンいンン　　やな
さ　　　だ
リ　イくイイイイイつイ
結紺霊魂轟轟大砂土砂示群鎖鎖座粉碑宰栽熟通裁裁開
　　　　　　　糖砂
　　　　　　　砂砂
面色盛　墾談佐漁利浜唆感熱
　　　　　　　覇　催
　　　　　　　洋　主
席砕く相嘉島斎裁つ催
313　314　315　316　317　31S　319　32C　321　32Z　323　324　325　326　327　328　329
債載　歳　剤削　索酢　錯搾油冊札　誌面厳粛旨
もササのサセ嘉　せ
すイイるイイ
ザサけササすササさササふサササザシむ
　　ず
イクるククククくツツだツツンンね
催債連載歳歳細鱗削索離酢凶漁咲一改名摩撮悲暫趣旨
　券　　　　剤坐せ　塾
す債載る未暮剤出る引酸
　　　　　札　　時
　　　　　＄一　建
覚捲く冊札札擦影惨酌旨
2　　藪育漢宇クト≧髪i用漢宇　（提出語形）　　　863
330　33i　332　333　334　33533S　 37　33g　339　34e341　342
伺　枝　刺　姿　祇濡 話紫　嗣飼　雌 論法
????シシめ????シ???シシ????シシ????セシシ???シ???シ???シ
?????
．?????シ
伺飼枝枝刺剃姿姿福施施施脂紫田畑飼飼面諭雌雑恩賜　　　　激　　・　　　　　魯　　　　名後　　穰　　　わ
候う葉　刺す二二祉設記す二線部子育う雄犬富豪賜る
耐暑 3荏3　3連4　　　　　　3嘆5　346　3厘7　3荏8　3≦9　350　35i　　　　　　　　　　　352　　　　　353　　　　　3暮墨　355　　　　　356　357　　　　　　358
??
出血　銭函磁璽軸疾執　　　漆　湿　芝射　赦捨　斜
?????
シジさジジジジジシシシとシうシししシいシシすシな@　馨　　　　　・　るめ　　　てな　　い　　　　　　　クツツウるツしツるばやる　ヤやる　やめ
提 出直侍慈滋磁御車疾執執執漆漆湿湿芝注射容㎎捨斜斜? 孝　　騨　　漆　騨鵡て
語 慈　　　　　　即興　　　　塗　　　芝反　　赦轡
形 乙女　　悲養石心軸患行着る論り度るふ尉る免写る面め
一番暑 359　　　　　　36｛｝　361　362　363　36崖　　　　　　　　　　365　　　　　　366　367　　　　　　368　369　　370　　　　　　371　372　　　　　　373　37唾　375??
煮　　邪勺尺山鼠　　　寂　　朱狩　　珠殊趣　　儒寿　　品品無
音 シにジシシシジわもジさシシかシシシおジジこジシシヤヤヤや眺耀　　　　み　豪ユユ
訓 やる　ヤク　ク　ク　ク　いは　ク　い　エ　ユ　リ　ユ　ユ　ユ　き　ユ　ユ　き　ユ　ゥ　ゥ
提 煮煮邪一尺公着若若静寂朱雨湿珠特命趣儒寿難論囚雪?
魔　　　爵　　いし　　　　　　　鐸
…　　　　　　　　　　　　し　　　　　　。
語 邪　　　爵　　若く　　　　　　　真
形 沸る悪勺度位千者は寂い色猟り珠；一味き三二　　水入舟
864　資料震　当周漢字全数調査問題旧記語形一覧
番号
??
??
????
376　377　37S　379　3gO　3Sl　382　3S3384　385 gS　387　3S8
秀臭　歯応醜　襲　充　柔　　銃渋　　縦　獣　叔
面心悪臭哀報醜醜襲襲補充柔柔柔虚心渋渋嘉島猛獣叔
　才　悪来充ら声横父・　　　 …　　　て　　 …　優　　醜襲充　 か拳劣　縦　 叔　秀臭い二二態い繋う実る道和い三二柿い断　獣　伯
番号瞬039・ 392　393　394　395　395　397　398　399　4ee　4gl　402　4e3　404　405　4e6　407
文
音
?
????
番号L
??
音
?
????
叡慮縮　熟慮瞬旬巡　盾鳥距詰論　遵庶晶晶　如　徐
シシシちジシシジジめジジジジジうジシシシおジニジ・・一・・ぢ・ユ・・ユぐ・・ユ・鴇・
クククむクンンンンるンンンンンうンSヨヨ　ヨヨヨ
淑静縮縮熟俊瞬上巡巡個品蝦：循利潤遵庶出由緒突如徐
　　　　　　　旬　　　職
　　　　　　　下　　　殉
女粛図む二才間旬査る二死准環潤う二二長論　如来行
408　4a9　41g　411　412　4134 4　415　416　417　418　419　42e　421　422　423　424　425
叙升召　匠抄床 無漏　昇沼　忍笑　症叢論品品粧
ジシシめシシシとゆシシまシシぬシシわシシシシシシ
　ョヨ　 ヨvaヨ　　ヨs　 ヨヨ　 9ヨらヨヨヨヨヨヨ
ヨウウすウウウこかウウつウウまウウうウウウウウウ
叙一召：召師抄出寝床肖松松昇湖沼交微笑病訴大発水化
事　　　　　　　　　 二
二二二す匠本床床板二三
　　　　　う
　　　　　典　　祥
　　　　　い天沼　渉笑声症訟将地晶粧
2　　数育ミ奨日嗣ニタ←≧聞耳1ミ薫等：　（提唱語形）　　　865
番号
??
音
?
426　427　42g　429　43e　431　432　433　434　435　436　437　43S　439　440　441　442
紹掌詔　硝焦　傷　詳　障彰奨衝礁償　鐘　丈冗域
提　紹箪詔詔硝焦焦負傷詳詳歩歩寸寸陪賠償晩鐘丈六○お管掌　げ・筆　し　礁　＊義語　蟻　　　璽　　　　岩　　一義形幽暗勅　　　　　酸土る蕩口細い子彰励爽礁償う鐘　丈談下城
番珍
文
字
音
?
??
??
443　444　445　446　4S，7　443　449　45g　451　452　453　45・｛　455　45S　457　458
浄醐蒸　錠嬢畳　譲　醸殖触　飾　鍵盤伸　辛　侵
ジジジむジジジたジゆジシシふシかシジシのシかシお
ヨヨs　ヨyヨナニヨず蒔直直れヨざヨヨ　び　ら　か
ウゥウすウウウみウるウククるクるククンるンいンす
樋欝欝過憎憎慧白玉憂欝韓簾　　　柵工素ll穆
浄余気ﾕ墾
　　　　・れ　　　…　　び　　　　触　　　委細伸
計る造暁角る飾る嘱辱赤る苦い翻す
鋤㈹
???暑【?
針浸振
462　463　464　465　465　467　4Sg　469　47g　471　472　473　474
娠紳診慎　寝　審震　薪刃　迅陣尋　尽
音
?
提
?
語
シふシひシはシシシシつシねシシふシジはジジジたジ　　　・・　　　C　　・　　　盛
ンるンすンリンンンンむンるンンうンン　ンンンるン
形陣る水鰯
振憎憎浸方針妊紳診慎慎寝寝審地震学白刃門門憎憎尽
　　　　　　　　　　　　　　　　　刃　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　ね　　　　　　　　　　　　　　　　　刀
　　　　　　闘士些些む室る判震う炭刃物遽地闘るカ
866　資料璽　当用漢字全数調査問題畏出語形一覧
番号 475 崔7餌774？6凄79　　堤80嘆81 荏82　　483嘆8婆　　485 婆86487基8呂489棄90墨91
?? ?
炊垂帥衰　睡穂 遂　粋酔　錘 随髄枢崇寸畝
音 」》、つスふスススス窪ススほスとススよスつズズスススせ?
ろ
?
翻 　　　　　　　於ｷイくイイイイ蓉イイ イ　るイイ　うイむイイ　ウ　ウン
提 尽吹吹炊垂元衰衰睡穂穂遂遂純酔酔紡錘随骨中豪寸～?
事 行?
・　　　　　え ・げ
瓢
?
心冒q 兀
形 す奏く炊直帥弱る眠状先遂る粋眼う錘 筆写丁丁丁丁
一番号 荏92493 垂9峯495　　496重97 婆98　　≦9§　　500 5雛502503??
瀬井 征姓　牲盛 婿　誓　請 斥析三
音 せ・セシ いセセシセセジ さ　もセむセちセシ こ　うセセセシ
?
ヨ　　　　　　　ヨ か　　　　　　　か け　　　　　ヤ
調 イウ イイウイイウ り　るイ　こイ　うイ　ン う　るキキキク
講提 瀬市天井柾姓百犠全繁花盛女婿宜誓請普請け斥分昔今???
戸…漂●　　　　　●
?
??　る　　　・
ｷ港　花
@盛
??。????。???
丁丁井戸服名姓盤大盛り り婿婿誓い求請う負斥析艮昔形 ?
一番号 謝5⑪5 藝G6　　5075085eg容1e　5112　　513　　5雄515　　5165玉7518
??
隻惜 跡　籍拙窃摂占 洗　染　泉 扇　旋践銑
音 むセセおセあセセセセセ　う　しセあセそセいセおセセセ
か
? 決め　らφ ず　　お
訓 しキキいキとキツツツンう　るンう　ンるンみンぎンンン
提 昔一惜惜筆跡戸拙窃摂占占占洗洗染染温泉慶扇旋実銑?
跡 政領 子　　風
し　・　　　　　　　・ ・　　め　　　　　め 二　　　．
語 追 撲独 叢船
形 話丁丁い跡 象籍者盗氏　占　う　る　濯　う　色　る　泉 機　　律丁丁
2　　激調ぎ漢字外≧山月ヨ漢字　（提出語形）　　867
番号 51｛｝　　　　　52G　521　δ22　523　524　525　526　　　　　　527　528　529　53⑪　　531　532　　　　　　533　53塁　　　　　　535　53§　537　538
??
潜　　遷薦鮮繊島回繕　　嘉穂粗搭疎訴　　塑礎　　双壮奏桑
?????
；1＝∴∵1ソソソソソソ鉄1∴
?????
潜病変些些繊漸禅修繕些些粗措疎隔訴塑基国双壮演桑
@　　　　　進　　　　害　　末　　醐　　　　　　　　大盛　　　　　　・　　　　　　。　　・　　・　　え　　　　の　　　・　・
@　　　　　漸　　　　阻　　粗　　疎　　　　　　　　壮伴
?む二二鮮二次宗繕う二三品置二二る像礎二方年三園
番号 539　護逢｛｝　　　　　6塵1　　　　　542　　　　　　5虞3　　　　　　5些嘆　　　　　　5荏5　　　　　　二二6　　　　　　　　　　5嘆7　5崔8　549　　護53　　　　　　551　552
??
荘掃　巣　窓　喪　捜』葬　装　　　僧遭層操　燥霜
?????
く　ソソはソすソまソも　ソさソほソシよソソソソみソソ@　　　　　　　　　　が轟　・露　　　・わウウくウ　　ゥどウ　　ウすウるウウうウゥウゥおウゥ
????　荘K重清病巣巣岡窓喪爽捜捜葬葬装衣装僧隔地体操乾霜
???????????????????????????????????
番号 553　　　　　554　　　　　　555　5護6　　　　　　557　　　　　　55S　　　　　55§　560　56王　562　563　5S4　　　　　　565　56δ　　　　　　5§7　5§8
??
騒　憎　臓贈　束　促　即賊妥惰堕耐　胎怠　泰逮
?????
しソさゾにゾゾおソたソうソゾダダダタた闇闇おタタ@　わ　く　く　　禁　　　　え　晃も　ウ　ぐウ　む　ウ　ウ　る　ク　ばクすク　ク　　　　　　イ　るイ　イ　るイ　ィ
????霜騒騒憎憎心高贈高高催促即高高高高忍耐晶晶怠安逮@動　　　　　　樵る　　　促　　死賊　　性　　　　　内　　　泰　　　　　　　o
F　　糟　庭隔意　秘　暴　音ぐ畳む臓贈物束東進す二型協惰二二る二二る二二
868　資料蓬田用漢字全数調査問題握繊語形一覧
翻li3§570・7157・5？・5745？55・6・77・78・795805・1582・835・蝋
劃袋替滞瀧沢択癖託調矧奪髄
　T?
?
????
タふタかタきナ・タタさタタタタダダ・…r・ダぬダうタタ
　く　え　　こ　　　　　　　　　　　ごだ　　　　ばイろイる瑠きククわククククククるし・ぐツうンン
風袋交替沈滞滝住光沢選開食歩受濁濁但脱脱強奪仁撞　・奏滞　　　　卓託諾　ヤ嵐奪　任
　手踊滞　　　車騨　警騰争　分．島島編宅沢鳥海編出出走ぐ奪う
酬・86587・88・895・59・§9259・594595・596・・9・
文
音
調
????
番号
文
??
????
服事　淡　端　嘆　誕鍛　段暖　論壇値
　　　　159呂5§9棚I
恥致痴i
タタさタあタはタなタタきダダ蝕ダダチねあチはチチ　　ぐわ　　げ　空　亮　　　7tじンンるンいンしンくン鴻ンンOlンン　・・る
落探探冷淡極端感嘆誕鍛十一暖暖弾教価値i肥汁一雨
胆曇る水霧島島臨く生錬る段謡い血塊値段る湿る的証
ustl　602693　egt　6S56e56076e8　fiC961e　61161261361461561S　61761S　1
遅　稚逐畜蓄秩窒嫡仲　憲抽鍵盤鋳　弔　兆頂　彫
チおチチチチチチチチなチチチチチいチとチチいチほ読　　　・・ユユユ…　窓・・蕎・
　るクククツツクウかウウウウウるウうウウきウる
　　　　　　　　　　　　抽遅遅幼逐牧貯憎憎嫡檸憎憎憎憎駐留十四間門頂寸寸彫れ礁茎就eq，1車鍵繁
劇る園闘病晶晶素子裁問高高高揚造型電う高上　隔る　　　　　　　　　　　　出
2　　激育ミ莫等＝タトミ蚤用漢等：　（搬潟語形）　　　869
番号 ｛｝19　G2（1　621　622　623　　　　　　624　　　　　　625　　　　　　62§　627　628　629　　　　　　63（｝　　　　　63王　632　633　｛｝3尋　635　6言§
??
膨脹跳徴潮　　澄　　懲　　聴庁勅沈　　珍　　朕陳面面：歯痛
?????
チチチチチしチすチ・チチチチしチ孚チチチつツツいヨヨヨヨヨ　　ヨ　　ヨら　ヨヨ翼　　ず　　ら　　　　　　　　　たウウウウウおウむウすウウクンむン8ンンンイ傭
????　　　　　　　　　　　　　　　珍　　　陳ｴ伸跳象干黒清澄懲懲聴講勅沈沈霊珍朕列鎮津墜痛痛　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　o
_離諏・二藍髭・畷護　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　○過盆点出潮潮澄む役す衆慮鳴禽む珍い　　陳面素落痛む　　　　　　　　　　　　　　　種　　　述
一一一ﾔ暑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…U37　｛｝39　639　6凌｛｝　6婆1 6墨2　643　64婆　6屡5　6≦6　 　　　　6婆7　64＄　　 　　649　 　　　　ε5〔1　　　　　651　652　653　｛｝謬垂　655　65ε
??
坪呈廷邸轟轟訂貞塩海　艇締　笛　摘　立憲哲撤徹血
?????
つテテテテテテテテテつテテしテふテつテテテテテテ
@　　　　　　　　　つ　　　　ま
ﾚイイイイイイイイイみイイ　るキえキむキ　ツツツツン
?????坪趨郷嫌頴逓腿繍馳鶴誉齢賭禰添数剛建宅抗扇正亭亭　　　　　　り笛・摘　　滴　　　　夜付ゆ　　　0　　　9　　　●　　　o　　　●　　　o　　　●　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　●韻醐官大盗三三逓　　　三二口繕　一　　二二　　　　　　　　　　　　　“・　　　　　　箭螺呈露邸抵面構節送防　　艇結器笛笛巴む滴迭学虫鷹加
一　｝ﾔ号 657　　　　　　　　　　　　　　658　｛｝59　　　　　　660　661　　　　　66露　　　　　　663　66垂　　　　　　665　　　　　　　　　　666　｛浴7　　　　　　668　669
??
殿　　　　斗吐　轟轟　塗　奴怒　　豆　　　到倒　唐凍
?????
そデテとどト　トは　ト　トわ　トぬ　ドドい　トズi濠　ト　トた　ト　ト
ｦ　　　　　　た　　　か　　　貌るンンのの　　　　く　　　　る　　る　　　　るウ　　めウウるウウ
?????
添宮御殿○北面吐帰渡渡塗塗奴怒怒豆大豆到卒倒遣凍D　。革　塗十七　寧　　漏れ唐死　　　　　　　　　　　　　　喜　　　　　　二二　　　冷　　　　　＿　　　二二　　塗る殿殿様殿斗血く中米る料る隷怒る腐豆　　着倒る使込
870　資料璽　当用漢字全数調査問題提出語形一覧
番号 670　671　672　673　674　675　6766n　67s　67g　6ge　691　6s2　6s3　6941
??
音
訊???????
二
???
???
桃　　逃　　透　　陶悼痘筒　　塔盗　　稲　　踏　　繕錦町謄
ここ　トも　トに　トすト　ト　ト　トつトトぬトいトふト　ト　ト　ト
ﾖ　　　げ　　　　　　するるウもウるウ　くウウウウつウウむウねウむウウウウ
1響∵lll筒ll盗雛砂1闘1るる髄亡る明・劉輻筒塔盗む勧踏響糖購写
685　68｛｝　δ87　δ88　68≦｝　6≦｝〔｝　　　　　δ91　　　　　692　　　　　ε93　　　　　69垂　ε95　　　　　69δ　　　　　　　　　δ97　698　699　　　　　7辞。
胴響町督篤突　　豚　　鈍　　曇　　軟尼　　乳　　　尿妊忍　　寧
ドと　ト　ト　ト　トつトぶ　ドに　ドくナニあ二ちぢニニニしネ
@う　　　　　　　　　　　　ぶ　　も　　　　　エ　　　　ヨ　　　の
Eげク　ククツ　く　ン九ンいンるン　　まウち　　ウンンぶイ
胴峰町監危突突豚豚鈍鈍曇曇軟艦尼牛お乳尿妊忍忍了
@　　　　　　脂・角　　　　永　　　　　　飲巖　　耐　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　豚焼鈍　　　　柔　　　　　　み　　　忍体　　名督篤帯く　肉豚早い興る軟僧寺乳乳子素娠術ぶ寧
701　　　　　702　　　　　7｛｝3　7〔遮　　　　　　？｛｝5　7⑪ξ；　　　　　707　708　　　　　7〔｝9　？19　71！　712　713　714　　　　　　715　716　7i7　718
粘　　悩　　脳濃　　堅甲　　肺背　　俳排挙隅培梅　　陪聴賠伯
音ネねノなノノこババさハノ、せハノ、ハハババうバババノ・
　　　　　　　　　　かば や　　　　　　　　　　ず　ンるウむウウい　イきイイ訓 イイイイイイめイイイク
????
　　　　　の　　　　　濃
土る悩む・脳怖い網野
構鱗濃老鞘覆背軍器栽無鱗鞭
　　　背　尽先梅　媒懸輪匙麟雨審介側白
2　激育漢画外当用漢字（挺出語形）　871
番号
??
音
?
???
???
番号
??
音
?
????
番暑
??
音
?
????
719　72g　721　722　723　724　725　？26　727　72S　729　73e　731　73Z　733
拍　迫　泊　舶薄　幕　爆縛　箱髪　伐抜　罰閥帆
?ョ???ハせハとノ・ハうバマババしはノ、かババぬババハほ
　ま　ま　　す　　　　ば
クるクるククいククククるこツみツツくツツン
舶拍迫追宿泊舶薄薄丁丁原束縛箱理髪征選抜罪丁丁帆　　　　拍来情　内樋　・髪　無爵
　　　　一一雛　開爆　本頭　抜痢
手加害る泊る舶薄い序幕発縛る弁髪　伐群く金閥船柱
734 735　736　73？　73S　739　74g　741　742　743　744　745　746　747　74g　74975g　751
伴 班聯般販煩　頒搬範繁藩晩蛮盤妃彼　　批卑
　　　　　　　　わノ、ノミとノ、ノ、ノ、ノ、ノ、ずノ、ノ、ノ、ノ、ハノミノミノミヒヒカ〉
　　も　　　　　　ら　　な　　　　　　わンンうンンンンンしンンンンンンンン　　の　　　　　　　　い
??????? ?
岡伴伴斑湖一販煩煩頒搬範旧藩今野Fi【王丁丁彼批丁丁
　　　長　 雑わ入　　　　　判　　　・　　　　…　　　　　　 　 　 　 　 　　　　し　　　一　　　煩し　運　　　　　　　　　　批
伴奏う班並等売悶い布搬囲宿主晩蛮盤妃千千　評屈い
752　753　754　755　756　757　75g　759　760　761　762　763　764　765　766
秘被　疲　碑罷避　尾　微匹　泌姫漂　苗　描　浜
ヒヒこヒつヒヒヒさビおビヒヒヒひヒ九ピなビえヒは　　強雨　け　　　疫・ヨが　　る　る　　　る　　　キッツめウうウえウくンま
丁丁被丁丁石丁丁避首尾微二匹丁丁漂丁丁寸描描海浜
寸忠る勢る碑免難る尾根物匹敵泌士流う苗床写く浜浜
872　資料亙　轟罵漢字全数調査問題提出譜形一覧
孝薄＝一隅｝　　 767　？68　？69　770　771　772
????
、??
賓敏扶附赴浮
？73　774　775　776　777　778　779　7SS　7gl　782　7S3
普歳歳　怖敷　薦　賦譜侮　舞　封
ヒビフフフフううフフフくフフしフはフフブあプまフ　　　　　　　カ・　　き　　　　　奪ンン　　　くぶ　　る　く　だ　　蓉　うウ
賓敏扶附魁浮浮浮普符腐腐恐敷敷皮満賦楽侮侮舞舞封
二二助　　力　　及二二　　　く　　与　　　台・　…　　　　　　　か・　。　・　　　　…来二二　　浮　　二巴豆　　　塵　　月　　　舞
賓滋養出任続くぶ通符腐る怖設敷商　賦譜辱る払う簡
784　785　786　7S7　？88　789　7ge　？gl　792　793　7e4　795？95
伏　幅　腹　覆払　沸　紛　憤　墳噴丙並 併
ホ
?
音
??
∵はフはフフ贈フ禁フフへへ璽な套ヘ
クるクばクらク・う・くンるン碧ンンイイるみ・cイ
????封伏伏振蠣腹腹覆面払沸沸紛紛憤憤古謡甲並並並並併　線　　　痛　二二？点さ失　　　　火　行　　　含
ボ協㌦些些翻　虻壷べび6
清幽る橿び腹き覆無い点し漏る湿る壌水晶遮る木に併
????
797
柄
79S　799　8ee　8Bl　802　SD3　894　895　Sos　Sg7　8gS　8eg　gle
閉　幣弊癖　壁　片　概評捕　浦　舗募　慕
へえがへとへへへくへかへかへヘホとホうホボつボし　　　　じ　　　　　　　　ら　　　の　7こ
イ　らイるイイキせキベンたンン　る　ら　　る　う
葉か人閉閉紙弊習癖磁壁破片偏遍鼠捕藤浦舗募募慕慕
橘さ梢　　幣　癖　画巌の象じ壷四壁
摘品柄振る鉱害癖　 壁
高　食歴手　　・装集ユ葡痛え浦麟
片手平路虜る浦和舗募る惜う
2　　：tw育漢字タト当月羅漢三字二（提出語形）　　　873
番琴
??
??
????
Sl1 812　S13　814　815　816　817　SIS　819　S20　82；　822　S23　S24　825
暮　　簿邦芳　宝　奉　抱　胞峰　砲断熱訪　鉋　縫
ボくくボホ魂就・穿ホだ赫みホ赫ホ蒼ホあホ
　られ　ばかま　　　　ずきするウウとウら螺ウくウウねウウウウ験るウ
歳暮暮名邦芳芳宝鑑奉奉抱抱細高峰大匠崩訪訪飽飽裁
られ商計謹隼4　峰岬　　れ、
　　　媛蓮芳宝寺介　連の鉄暮する簿邦香い物　公る抱く藤壷峰密毛壌問る為る縫
826　g27　828　829　830　831　832　833　S34　S3」r　S36　837　83g　839　840　S41　842
亡乏　忙　坊蟹　妨　忘　房劇肪某縮傍棒紡　謀膨
縫灘貧乏多忙坊留留妨妨忘忘暖解脂某爾傍鉄紡紡陰揮
糞　しし愈　げ意％　桑露　熱
臆測乏い忙い主癒す害る濁る務剖肪国子傍棒績ぐ穂懸
843　S44　845　846　847　84g　g49　850　851　852　853　854　855　85fi　857　Ssg　859　86S　g61　862
濃墨　薫製翻　凡盆麻　摩魔雌雄　膜又漫事魅密妙締
ボボすボホホ魅ボマあママママうマまママミミミミ
　　　　　　が　　　　　　　　　　め　　　　　　　　sククみツン鷲ンンさ　イイるクt・ンンツウン
打墨墨没奔翻翻平お麻麻摩三一埋埋腹又漫自魅密妙愚
頑墨事拳え尽寧
　　　El奔　　凡盆
傷汁絵没流訳る人地薬
酒　謹　馴1趣
魔　　角　高歯半睡擦一枚熱る膜　画磁力密妙想
874　　　資料】匿　　≧覧用漢字釜≧釜支調査問題提録斗語形一覧
番畢 863　86峯　　　　　　865　　　　　866　867　86駐　　　　　　869　　　　　　870　　　　　　871　　　　　872　　　　　　873　87婆　875　　　　　　876
??
痴夢　　霧　　娘銘滅　　免　　茂　　模　　窟　　露出網　　黙
?????
嚢ムムゆム聖メ露∵糎モモモ警る　め　りめイツる魂　る　ウらウウウみクる
?????
眠矛夢夢濃霧娘銘全滅：免免繁茂模規盲盲嚢猛網網沈黙ｱ鷲憂　華墨る昏夢　　器　　娘銘亡る認る茂る様模翼　　耗烈網　　黙る
番暑 877　　S78　879　88｛｝　88三　882　883　88婆　　885　886　　　　　　　　　　887　888　889　　　　　89⑪　　　　　　891　892　　　　　　　　　　893
??
紋匁矢並油壷唯翼幽雄　　　裕猶誘　　優　　融憂　　　与
?????
モ　も　ややユユユユユユおおユユユ　さ　ユやユユ　う　う　ヨ　あ
?@　　　　　　　　そ　芭　痩　莞ンめ　　ク　　　　イウウウす　　ウウウ　う　ウいウウいる　　る
????紋一弓活愉教唯郵幽英雄雄余猶誘誘優優金：憂憂憂授与
ﾍ　　　躍　　　　　　　雄　　島国　　惑　　　　　　欝ら　　与…　　　　　　　　　　　　　　　　　と　…　　　　　　　　　し　　　・　　え　・　え
w　　　飛　　　　　　　雄　　正裕　　誘　　　　　　憂　　　三
艾笆軏?ﾊ諭一便霊大雌雄福画論う勝い融国いる与る
｝番号
89《　　　　　8§5　　　　　8｛｝6　　　　　837　828　　　　　6｛｝9　　　　　9｛護｝　　　　　§01　　　　　｛｝〔｝2　9｛｝3　　　　　9〔｝4　　　　　9｛｝5　9｛｝δ　9｛｝7　§σ8
??
誉　　季　　幼　　庸揚　　溶　　腰　　揺　　窯踊　　謡　　擁擁翌翼
????
ヨほヨひヨおヨ　ヨあヨ　と　ヨ　こ　ヨゆヨ　ヨおヨ　う　ヨ　ヨ　ヨ　ヨ
ﾜつ　農　げけ　　れ　どナ・　れ　ウ　じ　ウ　い　ウ　ウ　る　ウ　る　ウ　し　ウ　る　ウ　ウ　る　ウ　い　ウ　ク　ク　ク
????名誉羊羊幼幼申揚揚溶溶腰腰動揺窯舞踊童謡擁抑翌右@　　　撃　孟げ。掛れ　醤　警翠　　　　幼　轟　　　　　　　　畏　掬翌左誉れ毛　　児い庸揚る滴る部け揺る業踊る謡　　護揚貫翼
2　　教育漢字タ｝・≧麺用漢字　（提出語形）　　　875
番号 9θ§ 9ま。 91王　　　　　9！2　913　914　　　　　9歪5　　　　　9豆6　917　918　91⊆｝　920　92工　922923　 輿
??
裸
?
頼　　絡転卵　　乱　　鼠賊藩吏痢履離 裏　鎚
?????
ば　　だ
ｳ
つうはうかうたラララナこうみラララ　リ　ジ　リ　リは　り
@　　　妻の　　窪究　　　　翁　　かイ　リイむククンごンるンンン　　　　　　　る
う　リ
@ユ
辜E
提 翼裸裸雷雷信頼連難産郵混乱濫欄園官下履距離裏裏頚?
体 頼　　卵畷四温　　歴離 面面
● ・　　　　　・　　・　　　…　　　　　　　れ・
語 裸 依　　鶏乱　畷　　韓 表
形 像 雨 頼む絡断行　　暴　　用欄藩吏痢履塗る裏口柳
一番号 925 926　　927　　928　　929　　930　　931　　　　　　　932　　933　　　　　　　93屡　　935　　936　　937　　938　　939　　9墨日　　9墨19遂2
??
粒 隆硫薄舞了涼　　猟陵　　僚寮母糧厘倫隣 涙　　累
膏 や　りつり リ　リ　リ　リ　りすすり　リみり　リ　リ　リ　リ　リ　リ　とルなル
なユ ニエ　　ニL 桝目ｾびヨ§・ヨヨヨ　　な み
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はじめに
　われわれの調査を進めるに際して，漢掌習得の実態調査にはこれまでにどの
ようなものがあるか，その結果はどうであったかなどについて調べ，それを聞
題作成や実施上の参考資料の一一つとしてきた。明治期からのものを対象とした
ので，現在ではほとんど見る機会に恵まれないと思えるものも中にはある。こ
うした事情から，ここにリストアップして紹介することとした。
　しかし，このリス｝は，われわれの立場での必要から目を通したものばかり
であって，漢字習得に関する実態調査のおもなものの全部を網羅したものでは
ない。また，われわれの目が届かなかったことによって漏れたものもあると思
われる。その意味ではかなり主観的なウストであることをお許し願いたい。収
録の範囲は学校教育に関するもののみに限定した。
　記載にあたっては，調査者（機関）・被調査者・調査内容・実施の將期・結果
の概要がわかるようにした。記載の順序は調査実施の時期の古いものの順にな
っている。
　なお，文献の収集にあたっては，国立国会図書館。国立教育研究所図書館・
東京教育大学図書館・お茶の水女子大学図書館・東京学芸大学図書館・：松学
舎大学図書館，その思いく入かの個人のかたがたなどから御協力御示唆を賜わ
った。厚く御礼を申しあげる次第である。
　※　この種のリストの先行文献に，塩照紀飛氏の手になるF漢字轡得状況についての
　　調査」（昭和41年，文部省国語課一ガリ刷り　非売品一）がある。
（f｝小学校轟常陽年生のその学年までに綴た漢寧の旧きの調査
調査者　東京高等師範学校附属小学校
被調査者　同小学校4年生
調査内容　小学校4年までに提韻された漢字の書字力
実施の晴期　明治35年（？）
結果の橿i要　平均蕉答字数273字（66％）
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｛2僧都訟多セル欝調ス旧識ノ融
調査者　森本角蔵（東京高等師範学校助教諭）
被調査者　 東京高等旨恭範学校斉付属中学校1年生78名（2学級）
調査内容　被調査者が小学校で使用した三門科教科書（国定）1年～6隼に提
　　出された薪出漢字（ただし，一から十までの数字を除く）1341字の書き。
実施の時期　大正5年4月10臼～4月27日までの聞に9回に分けて。
鎌の鞭・のssesの蘇はr聯鹸亥ル欝二関スル知識・調査』
　　（A5，200ページ，雑誌「中等教育」特別号）として一一・eeにまとめられ，
　　大liE　6年5月に巾等教育研究会から刊行されている。それによると，
　　「生徒各人を対象とした分析の結果」は，
　　㈲　平均正答数　　1125．7字（84．0％）
　　（ロ）平均誤字数　　105．1字（7．8％）
　　ρx）平均忘字数　　　110．1字（8．2％）
　　←）誤宇最少の者の誤字数：　19字（1．4e／o）
　　㈲　忘字最少の者の忘字数　　2字（0．1％）
　　（A）誤字・二字の計が最も小さい者の誤宇・忘字数　22字（1．6％）
　　㈲　誤字最多の轡の誤字数　　330字（24．6％）
　　y）二字最多の者の忘字数　　410字（30．60／o）
㊥　誤字・二字の計が最も大きい者の誤字・忘字数
となっている。
　また「漢宇の性質を対象とした分析の結果」として
④　誤掌数忘字数および誤字形体一覧表
・（ロ）誤字数の百分率による分類表
Qx）忘字数の百分率による分類表
←）誤字数忘字数合計の百分置による分類表
くF）
638字　（47．6％）
誤字二丁字数およびその合計の百分率による分類比較表
出処による誤丁数忘字数およびその合計の分類一覧表
各巻の誤字丁丁字数およびその合計の平均百分率一覧表
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　などが詳しく示されている。⑱の表にもとづいて，三二の誤字三島（合
　計）率の変化をグラフ化してみると次のようになる。
o／o
幽愚劉誤字忘寧率の変化 37．1
　　　　　　　　　3．8e．60／．　k．2　1．ne・9
6．6
9．7
15．エ
18．7
23．7
28．5
巻下巻三三巻巻町巻巻三園
（3｝談i方教轡測定
調査者　日東京市（読方測定委員会）
被調査者　神田・H本橋・京橋・麻布・四谷・小石摺・本郷・浅草・本所・深
　　糾・屋黒・満々。豊島。足立。薦飾の各区の各エ校（討15校）から抽出さ
　　れた小学校児童の各学年男・女エクラス（合計180学級，約9，500名）
調査内容　東京市における読み方の標準テストの作成を主たる濁的とした調査
　　で，読み方についてのほぼ全領域にわたる内容となっている。このうち，
　　漢字の読字・書字という観点では，教科書の薪出（読みかえ字も含む）の
　　中から抽出した漢字，1年生農0字，2年生以上は各50字（計290字）の読
　　み・書き。
実施の時期　昭和8年3月1環～18日
結果の概要　報告書『読方教育測定』　（東哀二三，B5，187ページ，昭融10年
　　2月　勝鎖書店刊）によると，「中位数による標準得点数」として次のよ
　　うに示してある。
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i読字 書　字脚鰍蝉解
1年 38．52 38．46王3．68 13．11
2年 46．36 40．271．40 16．71
3年 41．7328．02 26．7018．35
4年 43．8228．13 27．98 20．83
5年 43．3725．1927．05 19．60
6年 45．3024．28 27．G◎ エ9．13
（4）　東京遠路小学校児童に対する漢字の書きの調査
調査者　カナモジカイ（岡崎常太郎ほか）
被調査者　尋常科6年生848名（本所・四谷・足立・葛飾・日本橋・豊島・下
　　谷・麻布・本郷・蒲田の各区から1学校ずつ）。高等科1年生631名（芝区
　　内の2学校）
調査内容　　『尋常小学国語読本』　（白表紙本）の巻1から巻12までの新出漢字
　　1356字の書き（一，ニ……九までの数字を除く）。
全員の　セイセキの　ブンプ表
1，300字以上
1，20G字以上
1，100字以上
1，000ge以上
　goo字＞」上
　80G字以上
　700字以上
　600字以上
　500字以上
　400字以上
　300字以上
　200字以上
　100字以上
　99字以下
　　書ケタ　モノ　…・……………C…　2名
　　1，299字以下　……………・…・・…　37名
　　1，199字以下　…一・…………・…　9王名
　　1，099字以下　……………………　90名
　　　999字以下　　…　。。…　一・一■・…　■■・・…　。　94名
　　　899字以下　……………・…・・…124名
　　　799字以下　一……………・・…139名
　　　699字以下　…・…………・…・…163名
　　　599字以下　…・………一…・…167名
　　　499字以下　………・………・・…184名
　　　399字以下　……………・…・・…172名
　　　299字以下　……………………129名
　　　199字以下　……………………　80名
シカ　書ケナイ　モノ……………・…・・　8名
　　　計・………………・…・…………1，479名
（　O．　10／．）
（　2．　50／o）
（　6．　20／o）
（　6．　10／o）
（　6．4％）
（　8．40／o）
（　9．　490）
（王1．G％）
（11．　390）
（茎2．4％）
（11．　6　e／．）
（　8．70／o）
（　5．　40／o）
（　o．　se／．）
（董00．0％）
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実施の蒔期　尋常科6年生については昭和10年3月，高等科1年生については
　　同年4月はじめ。
結果の概要　この調査は，カナモジカイが「漢字500字制限案」をつくるため
　　に，その洲本調査の一部として実施したものである。こうした事情から，
　　調査結果は『漢字制限の基本的研究』（岡崎常太郎著A5，186ページ，昭和13
　　年2月，松邑三松堂刊）に報告されている。これによると，被験者全員の成
　　績は前ページの表のとおりである。
（5）　数回漢字881字の旧きの調査（小・中学校）
調査者　文部省初等教育課
被調査者　畏野県（小学校4校，中学校6校），千葉県（小学校6校，中学校6
　　校）の小学校児童1年～6年5，266名，中学校生徒1年～3年3，442名。
調査内容　教育漢字881字の書き
実施の鋳期　昭和25年2月下旬～3月上旬
結果の概要　正しく書かれた漢字数の算術平均および百分率は次のとおり。
学 年 ・i・1川胡vlw睡1田睡
（a＞字 数127い中731・・61325　i・7…il・・1レ・・
（・）88・字・・対す・百郷h・1　・…i鯛・4・・1・6・・｝・3・・1・4・・｝・9・・1・…
　なお，この調査についての報告は『児童生徒の漢字を書く能力とその基
準』（A5，327ページ，昭和27年5月，明治図書刊）に載っている。
〈6）　瀧字を轡く能力の墨準を設げる調査
調査餐　文部省初等教育課
被調査者　小学校第i学年から中学校第3学年までの児童生徒男子2，025人，
　　女子2，005入，計4，030入。調査地域は福島県・茨城県・三葉県・長野県
　　・静閥県・和歌由県の小学校計10校，中学校計10校
調査内容　次のような条件で選ばれた教育漢字内の100字の書き。
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｛1）その学年の正答率が70パーセント前後の字であること。つまり小学校
　　の第1学年の掌ならば，1年生の70パーセント前後が正しく書いてい
　　る字であること。
く2）正答率の男女の差の少ない字であること。
〈3）学年の発達が不規躍な字でないこと。すなわち，正答率が学年を追っ
　　て，だいたい，なめらかに増加している字であること。
｛4）児童生徒の生活と，あまりかけ離れた事がらを示す字でないこと。
〈5｝偏，肇，冠，脚などの変化が多いこと。
　このようにして選ばれたioo字は次のとおりである。1一三xは学年を示
す。
　　1　上中子入大月本白木N手　　H　二二風村石米母方気界元
　　m：秋草東文豪四時兄雲二心　　W谷犬野作語聞店和美通地
　　V色上岸運内池二分黄重漕　　W前帳姉暗坂横交保農指引
　W駅着薬急開治塩二二散争　　鴨労選祭泳健絹伝軽乱焼底
　王X厚：三二二二正善低境孫招救
実施の時期　昭和26年1月下旬～2月上旬
結果の概要　1人につき100宇二つ調査した結果，正しく書かれた字数は次の
　　とおりである。
正しく欝かれた掌数の算術平均と標準嬬差
男女　学年Ill刺叫w；vl叫w睡1双
? 算術平均
W準偏差
11
R．5
22
W．2
35
P3．1
45
P6．0
53
P4．G
63
P5．2
66
P5．7
73
P6．G
79
P4．0
女 箕術平均
W準偏差
10
R．9
23
V．9
37
P2．7
49
P4．0
58
P3．5
65
P3．1
69
P41
76
P3．0
83
P0．5
??算術平均
W準偏差
10
≠V
22
W．2
36
P3．0
47
P5．2
56
P3．9
64
P4．3
67
P5．1
75
P4．6
81
P2．7
これをグラフ化すると次のような図になる。
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　　　　　　　　正しく轡かれた字数の算徳平均
　90
　80
　7e
　60
　se
　40
　30
　2e
字
　le
数
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．??　　
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男女
一一・一・一一一一一
一一一一一一j
王III夏IIVVVIV憂VI江］［X：
　学　年
この調査については『児童生徒の漢字を書く能力とその基準誰（A5，327
ページ，明治図書，昭和27年5月発行）に報告されている。
（7）義務教育における漢寧習得に関する調査
調査者　文部省国語課
被調査者　全都道府県を三つに層別し，それぞれの屡の中から選定された小学
　　校9校の
　　　　灘i三岡
　　、男女別内訳は，男子1815入，女子1860入である。
調査内容　教育漢字881掌を3グレード6種に分類し，その各段階から選定さ：
　　れた計200字についての読み，書き。
・グ・一・瑚籍
・グ・一・瑚鵜
・グ・一ド瑚雛
ユグレーード（調査字：60字）
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85字（調査掌　30字）
86字（　〃
199字（　〃
198字（　〃
163字（　〃
150字（　〃
??
????
? ???? 『????「 ??
　　外土心入手足米誌大小虫犬水川中石右左禽千雨音光山上月
　　　東西南北（第1種）
　　晴朝風学校道圏船見黒色畑草麦馬青鳥売組弟妹書新聞読点
　　　春秋夏冬（第2種）
　　2グレード（調査字70字）
　　用晶線引形歴吏面出点出自車委員会列団体真闘駅漉油計鉄
　　炭急所台交通壷金化（第三種）
　　勉強農業遊転乗練習週写病院薬飲熱論曜祭姉面面類橋汽遠
　　流発電機面心帰燈変（第2種）
　　3グレード（調査字70字）
　　供関易営許可晶晶希因研究応芸宗液性質存在嘉永判宣伝均
　　以責賃1頃序訳無損肥（第1種）
　　経済高湿需給貿憲認権律従衆議挙職複雑観察酸素善悪誤評
　　貯釈試験準備難願製（第2種）
　　　〈上記の各字を，1グレード28問，2グレード30問，3グレ・・一ド37問に
　　して文脈，語脈を与えて提出〉
実施の時期　昭和26年2月～3月
結果の概要　グレード罰および既；習・未習別による正答率を示すと次のとお
　　り。
　　　　　　　　　　　　　　（読み）　　　（書き）
　　1グレードの字（小2）　　69，3％　　55．6％
　　2グレードの字（小4）　　73．3％　　37．0％
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　3グレードの字（小6）　　61．3％　　22．3％
　なお，この調査につい
ての報告書は，『義務教
育における漢字習得に関
する調査報告』（B6，
112ページ）として，昭
和26年8月に文部省から
発行されている。
???
正　　答　　率??
既圃摺字1鞠i剃女
読　　 2　　　622　　79．4
　　4　1　589　［　78．　0
み661165。7
??????????????書
?
45．　3
57．　6
50．　7
20．　9
14．　3
11．7
69．　3
73．　3
61．　3
55．　6
37．　0
22．　3
67．　6
72．　5
62．　0
55．　4
35．　5
21．　4
71．　0
74．　1
61．　5
55．　8
38．　5
22．　3
　　　　　　　　　　　　　　※読める字i数に対する書ける字数の捌合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2年生82％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　4年置　50％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年生　30％
（8）　教育漢字88重字の読み・書き調査
調査者　北九州5点
滴調査者　5市内の小6・中3の児童生徒から抽出した500人
調査内容　教育漢字881字の読み・書き
実施の蒋期　昭和26年
結果の概要　読字・書字それぞれの正答字数（率）は次のとおりである。
＼i読物勅正欝数（率）　　欝の平堀答轍（率）
小・1　　　576字（…％）｝　　　・7・字（…％）
中・1　　　755字（…％）t　　　・54字（・…％）
（9）離翻灘を説二一
調査者文部省
被調査者　全国層別抽出で
　　　　　高校生　　61校　　15，270入
　　　　　中学生　　77校　　21，380人
調査内容　漢字1000字の読み。その内訳は，
　　〈1）　1年から4年までの教育漢字　　19字
　　　　　　　　　　　　　　　　資料1V　漢字習得に蘭する箋態調査の文献　887
　　（2）音読みのある当用漢字　　　　943字
　　㈲　訓読みだけの当用漢字　　　　　26字
　　（4）5・6年の教育漢字　　　　　　12字
　　　これを，被調査者ひとりについて100字ずつ劇当ててある。
実施の時期　昭和32年1月
結果の概要　中学。高校各学年別の正答率は次のとおり。
蝉縢i霧離｛縫i雛
　　　なお，この調査の報告書は『中学生・高校生の漢字を読むカ』（A5，376
　　ページ）として昭和34年10月に教育出版から発行されている。
（IO）教育漢字の学年配当と読み婁き調査
調査者　栃木察日光市立清滝小学校・文部省
被調査者　同校児童（1年目6年）
調査内容　教育漢字881字についての読み・書き。問題は文部省圏語課で作成，
　　各学年一律に881字のすべてについて調査。
実施の時期　昭和31卑2月
結果の概要　この調査についての報告書『漢宇の学習指導に関する研究』（A．
硲率50％以上の轍　　5、　226ページ，文縮昭和32年刊）によると，こ
劉門門読み陣
・1（ll器i（、藷（8藷
g　1（12iPs）1（79．53）1（23P7）
皿脇）（11869．　4）1（，？9，）
N　1（32sgo）1（4gPo）1（　37i）
V脇）（，ll，）｝（。1、）
w　1，lgP，，1，，g｝，，1，　gP2）
訓llδ。）i（劉（l194）
の調査は，教育漢字の学年配当を最終的に決定し
ていくための資料を得ることを主たる目的として
行なわれたものである。そしてこの調査の際の学
年配当字数は，1年40字，2年110宇，3年エ70
字，4年220字，5年182字，6年159字となってい
る。このうち，正答率50％以土の字数は左表に示
すとおりである。
888　資料Iy漢字習得に関するee）　＝ss査の文献
（ll）数育漢字881字についての’1、学校卒業直前における読み・雷き調査
調査者　躍立国語研究所
被調査者　実験学校（都内1校）と協力学校（都外4校）の6年生各1学級。
調査内容　教育漢字881字についての読み・書き。集団調査で，40数台に分け
　　て実施。調査者のひとりひとりが881字の読み・書きの全部を行なった。
実施時期　昭和33年2月～3月
結果の概要　この調査の結果については，同研究所報告26『小学生の言語能力
　　の発達』（A5，604　A“　・一ジ，昭和41年3月，明治図書刊）および，同士：究
　　所報告r高学年の読み書き能力』に報告されている。その中から実験学校
　　におけるテスト結果をかいつまんで紹介すると次のとおりである。
　　　881字の読字・書字それぞれの平均正答字数および正答率は
浮擁欝釧鞠正辮
読字1・・6字　1…％
書字【　577字　｝…％
さらにこれを指導要領での配当学年別にみると次のとおりである。
〈読字〉 〈露字〉
学年醐・・よる腱羅嚢
嘲灘（・6字）145．　ll　98。・
・年用漢字（・・5釧1・3・・1・9・・
・二三（187字）1　・8・・497・・
・朝灘（…釧19・．・｝96・・
・年騰（19・字）1　・・…191・2
・年用灘（14・1字）1・3・　・j7・7
学輔当による二三轟
嘲漢字（・6字）巨・39・・
・二一灘（1・・字）1・咽…
・年用漢字（187字）陣・1…
・年用漢字（・・5字）11…レ・・
・三二（・94字）11…1…
・輔漢字（・・4字）瞬・｛…
（12）　中等学校における漢掌書写能力調査
調査者　日本私学教育研究所
被調査者　全国を東部（北海道・東北・関東・東京）西部（中部・近畿・中国・
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　　幽・九州〉に分け・その中から抽出された・私立高校89校（1難4821
　　名，3年生4506名），同じく中学校42校（2年生1911名）。
調査内容　当用漢字の中で・生徒の生活に関係が深いと思われる藷（100語）に
　　用いられる漢字200字を軽んで，その書写力を調べたもの。調査問題は次
　　のとおり。
　　（1）　100メートルキョウソウ；がノ、ジまる。
　　　　　　　　　1　　　　　　　　　2一
　　（2）今年は良いテンコウに恵まれたので，コクモツのゾウシュウが期待さ
　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　5
　　　れる。
　　〈3）　シンタイケンサをオコなう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　｛4）文章のコウソウをネる。
　　　　　　8　　　　　　　9…
　　樹　キセンから降りると，すぐリンカイ学校の建物が見える。
　　　ユむ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まユ
　　（6｝オウダンホドウでは，車はいったんテイシする。
　　　12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13
　　〈7）新聞がインサツされるジュンジョ。
　　　　　　エベ　　　　　　　　　　　ユら
　　く8）入会をススめる。
　　　　　　16ww　　〈9）グタイ的にセツメイする。
　　　エア　　　　　　　　
　　㈲　テニスのシンパンのキジュンを設ける。
　　　　　　　エ　　　　　　　　　
　　鋤　コウキョウ曲をエンソウする。
　　　　エ　　　　　　　　　　　　
　　働　ホガらかなヒトガラで皆にシタわれる。
　　　　ヨ　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　ら
　　㈲　セイソウのテッテイをはかる。
　　　　　　　　　　　　　ア
　　㈱　あやうくソウナンをマヌカれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　㈲　由はオダやかなのでキケンはない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨま
　　く三6）サッカクにオチイる。
　　　32　　　　　　　33
　　㈹　ケンビキョウのパイリツ。
　　　　　　　　　　　　　　　お
　　㈹　チュウショウ的に表現する。
　　　　　　㈲　ゲンコウのしめきり日がセマる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨお
　　㈲　不幸なキョウグウの人をナグサめる。
　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　ゑ　
　　㈱　すばらしい芸術のセイサクにキョウイの目を見はる。
　　　　　　　　　　　41　　　　　　　42
890　資料評　漢字習得に闘する爽懇調査の文献
　鰯　セットウ事件のショウコをにぎり，鴉入をタイホする。
　　43　　　　　　　　　　44　　　　　　　　　　　　　　　　　45
　㈲　すぐれたズノウで辞典のサクインをつくる。
　　　　　　ぺ　　　　　　　　　　　ベア
　鋤　ニュースをジンソクにホウドウする特脈員のカツヤク。
　　　　　　　4S　　　　　　49　　　　　　　　　　　　　　50
　鯛　テンランカイのユウタイケンを受けとる。
　　　エ　　　　　　　　　　　　
　鯛　ワズうわしい仕事。
　　お　㈲　ソウギに参列してチョウジを述べる。
　　らぺ　　　　　　　　　　　　　
　㈱　バイショウ金をシハラう。
　　ら　　　　　　　　　　　　
　㈲　シンチョウにコウリョする。
　　お　　　　　　　　　ら　
　㈲　ギジンホウによるビョウシャ。
　　　　　　　　　　　　　　　ぬ
　紛　他人のスイミンをサマタげる。
　　　　　　ヨ　　　　　　　　
　㈱　ゲンメツのピアイを感じる。
　　　ら　　　　　　　　ミ
　㈱　おカシヤがハンジョウする。
　　　　　　　　　　　
　麟）　シュミとゴラク。
　　　　　　　　 　
　㈱　ユウビンがチハイになる。
　　　む　　　　　　　フユ
　㈲　トウゲをコえる。
　　72　　　　　73一
　㈲　ホゲイセンダンの帰港をカンゲイする。
　　74　　　　　　　　　　　　　　　　75
　㈱　美しいセンリツの曲。
　　　　　ア　
　㈲　ゴウセイセンイの服をツクロう。
　　アア　　　　　　　　　　　　　　ア　
　㈹交通ジコのギセイ者。
　　　　フ　　　　お
　㈹　混雑カンワの方法を工夫する。
　　　　　　㈱　ケンシン的にカイホウする。
　　　　　　　　　　　　お
　㈲　社長をホサするヒショ。
　　　　　　　　　　　　　
　㈹　ユウワクに負けずに勉強にハゲむ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　㈲　カンゲンガクダンをシキする。
　　88　　　　　　　　　　　　S9一一一
　㈲　ムジュンしたコウイをする。
　　90　　　　　　　　91
　㈲　ケッコンシキンをチョチクする。
　　92　　　　　　　　　　　93
　㈲　ユウカンな少年をヒョウショウする6
　　94　　　　　　　　　　　　95
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㈲　日本国民は，正義とチツジョをキチョウとする国際平和を誠実にキキ
　　　　　　　　　　96”97一　．　98一三温し国権の発動たる戦争と武力の行使は，永久にホウキする。（日本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99　国ケンポウ第九条）
　loe
実施の蒔期　昭和40年9月
結果の概要　この調査の結果については，3分冊の報告書『中等学校における
　　漢字書写能力調査』（第1冊は200字の中の30字について昭秘0年度に，第
　　2冊は残りの170字のうちの30字について，第3冊はさらにその残りの140
　　字について，それぞれ昭和43年度にN本私学教育研究所から）が出されて
　　いる。いずれもB5判，非混晶。
　　　報告書には，中・高それぞれの男子校・女子校。共学校の別による各字
　　の正答（誤・無）率などがくわしく報告されている。
（13）漢字習轡の実態に関する調査
調査者　東京都板橋区立志村第四小学校
被調査者　志村第四小学校児童全員（680名）と，
　　各学年1学級。
調査内容　調査字は学年ごとに違えてあり，
??????? ? ?
中野区立新井小学校児童の
　　　　　　　　　　　　　　その内容は次のとおり。
1年字＋2年忌の読み書き
1年宇＋2年字十3年字の読み書き
2年字＋3年字＋4年字の読み書き
3年字＋4年字＋　5　9i字の読み書き
4年忌十5年字十6年字十別表外字の読み書き
5年字＋6年字＋別表外字の読み書き
　　　（劉表外字は，1」、学校にくり上げ予定の115字，つまり備考漢字）
実施の時期　昭和43年2月～8月
結果の概要　この調査についての報轡書は『国語研究集録一漢字習得の実態
　　・考察とその指導法一』（B5，88ページ）として，昭和44年3月に同校
892　資料W　漢字響得に関する実態調査の文献
　と板橋区教育委員会の名で出されている。
　　同書によって結果の概略をみると，次のとおりである。
　1．全体の習得状況
繭の学年の成績 その学年の成績 次の学年の成績
読みi書き 読み櫓き 　　　‘ﾇみi書き　　　…
1年字
…? ⑮，ll）193　　　… 　96i　96（96．5）i（93，4）
2年字
????… 　96　i　85　　　葦（77。8）i（54．5）　　　毛 　　　…@96　i　84i96・8）i（86・2）
3年字
??????
　91；　65
i72．5）i（50．6）　　　孟
?｛????）????）????
4年字
????? 　81i33（71．9）i（3乳6）　　　… 　90165（90．4）i（57．0）　　　3
5年目
　…
Q4　i　　l@i
　82i　43（70．4）i（3鉱3）　　　ξ 　86i42（8＆9）1（59．2）　　　匿
6年字 25i　3@　i
8gi55（71．3）i（47．3）　　　國 　　　…（8a6）i（56．8）　　　「
別表外
i備考字）
5年生 551・
6年生　　A ・・i・・
6年生　　B 72i・
6年生　　C ・・i69
　※　数字は正答率，　（）は文部省国語課の調査（昭和40年）
2．備考漢字について
｛1）読みの成績のいい字
1。。％1丸
96i宇酔泣若笑宙
・・1注脚雛二二
92陣鵬危雛撒騨癬腓亡枚群
・・門下
881庁
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8引台調白骨
・列刻冊宅卵
82困弓台操腹宝台密矢
・・i看筋秘
78擁尺
76　　樹署障針垂乱覧
・下巻棒
72陣胃痛糖裏
・・瞬片
（2）轡きの成綾のいい字
78％P　害ll枚
761羽
・・D鮒兆
・・隊
・・1宝
・唄宇若羊
52［弾丸剛将班
（14）　昭和43年度漢字の習得状況に関する調査
調査者　文化庁国語課
被調査者　高等学校1年生（59校，5036名）
調査内容
書　　き 読　　み
実子べ嫉姫磁
別表漢字（鞘漢宇）レ・5字1・・8字レ字十字
臓タト当膿判・・7字i・58字i211字1　22，字
?
??? ・・2字i66帥12字i222熟
寧延べ字数には，岡一字を異な
る音訓によって重出したもの
および，同一問題を重繊した
　ものを含む。なお，1字あた
　りの被調査人員は888名であ
る。
8％　資料rv漢宇習得に関する実態調査の文献
実施の時期　昭和43年7月
結果の概要　結果の整理は進んでいるようであるが，
　　まとめられていない。
まだ，正式な報告書には
（15）　申挙生・高校生の漢字を盤く力の調査
調査者　新潟県立教育センター
被調査者　新潟県内中学校3校（1年生162名，2年生148名，3年生177名，
　　計487名），同じく高等学校3校（1駕生139名，2年生139名，3年生141
　　名，計419名）
調査内容　「備考」の当用漢字から50宇，教育漢宇から25掌，計75字の書きと，
　　漢字に対する関心や意見，翻読みと字の意味の理解。このうち後二者は75
　　字の書字力のための参考資料。ここでは，備考漢字から選ばれた50字と教
　　育漢字から選ばれた25字との書きの結果について紹介する。
実施の蒔期　昭和44年1月
結果の概要　この調査については，新潟県立教育センターから出されている
　　『研究集録第2集』（昭和44年3月刊）の論文「中学生・高校生の漢字を書
　　く力（1）」に報告されている。結果のあらましは次のとおり。
調査結果の概要（正答字数の平均）
i中・【中・i中・i平均｝隔・i高・i高・i平均
剃…字i…1…｝…1…字レ・・レ・・レ・・
女1…i…t…1…1レ・・レ・・｝…1…
圃…i…i・朔…1…レ・・レ・・レM
・D｝…i・副…l　l1・・i・・匝・｝
???
申学3年・三校3年の正筈率（上に・の字は訓で提出，右の数字は配当学年）
　（中3）（高3）i　　　（中3）（高3）i　　　（中3）（高3）1　　　（中3）（高3）
　　　　　　ヒ　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　68．4　95．7i側⑤　87．0　99。3i誌　　61．0　91．5i刷④　53．1　90．1
　41．260．3i雑⑤　87．096．5i印⑧　79．193．6i断⑥　49．790．1
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　　　　t　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　t
層　50．896．5i矢　78．　e　97．2i注③67．294．　3i映　70．698．6
温③　93．899．3i印④　78。090．8i射　　51．480．11演⑤　42．483．7
泉59．988．7i染44．683．Oi丸69．584．4i劇33．380．1
資⑥81．996．5i裁　15．827．Oi焼④61．687．2i優　55．478．7
源　76．394。3i階④　52．087。2i亡　74．097．9i斗雪1　40．780．1
巻31．671．6i段48．068，8；亥168．990．8i来③87．095．0
翻：：ll：：i翻：：：1！：li魏：1：黙熱論
砂　85。398．6i乱　76．399．3i班　77．482．3i判⑥69．・595．0
映21．55・。4i暴…283．・iロ彰66．793．・i閣・4．・297．・
姿　76．894．3i片　63．897．9i簡　55．　488．7i危　46．376．6
羽72．　792．2i骨83。697．9i単⑤66．187．2i険：⑤55，465．2
好88・799・3i傷14・765・2i割82・596・‘i困53・18e・　1
轟・9・・899・3i痛・2・78頭訪…69…灘・45・・868・・1
城　　　83．6　99．3i注③　　55．4　83．Oi問⑧　　46．9　44。Oi訪　　　52．0　87．9
忘　　62．188．7i宅　　74．◎94．3i密　　76．295．　7　i旗④　25．463。8
枚79．194．3i尺57．690．8i宝85．997．2i乱55．494．3
座　　　　87．0　　95．O　i晩　　　　52．0　　92．2i断⑥　　　40．7　　77．3i姿　　　　71．2　　94．3
席④　78．　895．7i頭③　93．298．6i妊　　63．878，7｝勢④　36．766．0
著　　85．3　99．5i痛　　65．5　94．3i意③　64．4　80．9i
笑　 7i，296．5i困　47．580．9i｛則⑤　64．494．　3i
　　　　，　　　　　　　　s　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　（根本今朝男）
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